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例 言

１．本書は、国土交通省北海道開発局札幌開発建設部が行う国道３３７号新千歳空港関連工事に伴い、

財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成１６（２００４）年度に発掘調査を実施した千歳市オルイカ２

遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。当遺跡は、平成１４（２００２）年度にも当財団が発掘調査を

行い、報告書を刊行している（北埋調報１８９集『千歳市オルイカ２遺跡』）。本書は、その第２回目

となる発掘調査の報告書である。

２．調査は、第１調査部第４調査課が担当した。

３．本書の執筆は、�章を除いて三浦正人、阿部明義、広田良成が行い、編集は阿部（�章は広田）
が行った。文責者について、文末に丸括弧「（ ）」で氏名を記してある。

４．整理作業の担当は、遺構が調査担当の調査員、土器・土製品が阿部、石器・石製品が広田、フ

ローテーション試料・自然遺物その他が阿部である。旧石器遺物の整理作業に際しては第１調査部

第３調査課鈴木宏行・直江康雄の助言・協力を得た。鉄製品の保存処理は、第１調査部第１調査課

田口尚が担当した。なお、千歳市チプニー１遺跡、オルイカ１遺跡の保存処理後の鉄製品について、

第２調査部第２調査課冨永勝也が記述している（�章）。
５．現場の写真撮影は各遺構担当調査員が行った。遺物の写真撮影は、菊池慈人が行った。

６．自然科学的手法による分析・鑑定について、以下の各機関・各氏に依頼・委託した。

放射性炭素１４C年代測定・炭化材樹種同定：�パレオ・ラボ
植物種子同定：札幌国際大学 椿坂恭代氏

黒曜石原産地分析・黒曜石水和層分析：�遺物分析研究所
なお、植物種子同定の一次分類は清水和子が行った。

７．動物遺存体の同定は佐藤寿子が行った。同定にあたって、第１調査部第２調査課土肥研晶の協力

を得た。

８．石器などの石材鑑定は、広田が行った。

９．調査にあたっては、下記の諸機関および人々の指導、ご協力をいただいた（順不同・敬称略）。

北海道教育庁生涯学習部文化課、

北海道開拓記念館 平川善祥・山田悟郎・小林幸雄・小林孝二・右代啓視・鈴木琢也、

千歳市 大谷敏三、 千歳市教育委員会 田村俊之・豊田宏良・松田淳子、

恵庭市教育委員会 上屋真一・松谷純一・森秀之・長町章弘、

札幌市教育委員会 上野秀一・仙庭伸久・出穂雅実、

平取町教育委員会 森岡健治・長田佳宏、 厚真町教育委員会 乾哲也・小野哲也・奈良智法、

今金町教育委員会 寺崎康史・宮本雅通、 帯広百年記念館 北澤実・山原敏朗・熊林佑允、

北海道大学 高倉純・加藤博文・赤井文人・松田宏介、

札幌大学 木村英明・山田和史・斉藤譲一、 札幌国際大学 椿坂恭代・長崎潤一、

�岩手県文化振興財団埋蔵文化財センター 米田寛、

�山形県埋蔵文化財センター 水戸部秀樹、

東京大学 山田哲、 帝京大学 阿部朝衛、 明治大学 金成太郎、 岡山大学 稲田孝司、

東京国立博物館 金子浩昌、 �北海道北方博物館交流協会 野村崇、

大沼忠春、和泉田毅、井川嘉博、中沢祐一

�



記号等の説明

１．遺構は以下の記号の組み合わせによって表記し、原則として発掘調査順に番号および記号を付し

た。なお、遺構の記号は北埋調報１８８集『オルイカ１遺跡』で提唱された記号にならった。

層界 「U」：樽前 c火山灰より上層の遺構 「L」：樽前 c火山灰より下層の遺構

遺構 「SD」（surface dwelling）：平地住居 「PD」（pit dwelling）：竪穴住居

「SB」（surface building）：建物 「SL」：杭列

「PI」（pit）：土坑 「TP」（trap pit）：Tピット

「PH」（post hole）：柱穴 「D」（ditch）：溝

「FP」（fire place）：焼土

※住居等の遺構内で確認された遺構（付属遺構）は小文字で表記する。

例：樽前 cより上層の平地住居８の柱穴１５……「USD８－ph１５」

遺物集中等 「CP」（concentration of potsherds）：土器集中

「CS」（concentration of stones）：石器集中

「FC」（concentration of flakes and chips）：フレイクチップ集中

「S」：（stone）礫集中 「N」：粘土集中

２．遺構図にはグリッド線に従って、方位記号を付したものがある。方位は真北を示す。発掘区の基

線（北東－南西、Iライン）は真北に対して東偏３６度４０分、磁北に対して東偏４５度３０分である。

レベルは標高（単位�）を示す。
３．遺構の規模は、「確認面での長軸×短軸／厚さ（深さ）」の順で記した。一部破壊されているもの

や不明確なものについては、現存長を「（ ）」で、不明のものは「－」で示した。

４．掲載した遺構図等の縮尺は原則的に以下のとおりとし、スケールを付した。また変則的なものに

ついても随時スケールを入れている。

遺構実測図 １：４０および１：１００ （�章は１：５０） 骨片ほか出土状況図 １：４

土器実測図・拓影図 １：３ 剥片石器実測図 １：２ 磨製石器・礫石器実測図 １：３

土製品・石製品 １：２ 鉄製品 １：２

５．遺物写真の縮尺は原則的に以下のとおりである。

土器 １：３ 剥片石器 １：２ 磨製石器・礫石器 １：３

土製品・石製品 １：２ 鉄製品 １：２

６．出土遺物分布図等での表示は、遺物の種類別に略記号やシンボルマークで示した。

７．土層の混合状態を表現するために、以下のように表記してある。

A＋B：Aと Bが同量混じる。 A＞B：Aに Bが少量混じる。

A≫B：Aに Bが微量混じる。 A≒B：Aと Bはほぼ等しい。

８．土層の色調には『新版標準土色帖』（小山・竹原１９６７）を使用し、カラーチャートの番号を付し

たものがある。また、土層の記述には下記の記号・略称を用いた場合がある。

Ta－a：樽前 a降下軽石堆積物 Ta－c：樽前 c降下軽石堆積物

Ta－d：樽前 d降下軽石堆積物 En－a：恵庭 a降下軽石堆積物

En－a・L：恵庭 a降下軽石堆積物風化ローム

En－a・P：恵庭 a降下軽石堆積物（軽石）
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写真図版目次

図版１ !層調査状況
１ 調査区全景 W→
２ A地区�層２５％調査 S→
３ C地区�層２５％調査 S→

図版２ USD－５"
１ 遺物出土状況 S→
２ fp３・４検出状況 N→
３ ks１検出状況 E→
４ 刀子出土状況 N→
５ 火皿出土状況 N→

図版３ USD－５#
１ 漆製品片出土状況 N→
２ ph１６断面 S→
３ ph２０・２１・２２断面 S→
４ 完掘 SE→

図版４ USD－８"
１ 全景 NE→
２ fp１断面 E→
３ ph２３断面 S→

図版５ USD－８#
１ fp２検出状況 E→
２ fp３検出状況 S→
３ ks１検出状況 S→
４ 鹿角出土状況 S→
５ 遺物出土状況 N→

図版６ USD－８$
１ ph１断面 E→
２ ph２断面 E→
３ ph３断面 E→
４ ph４断面 E→
５ ph９断面 N→
６ ph１１断面 N→
７ ph１２～１６断面 E→
８ ph１６～２２断面 N→
９ ph１６～２３断面 N→
１０ ph２５断面 N→
１１ ph２９断面 N→
１２ ph３２・３３断面 N→

図版７ USD－９"
１ 全景 SW→
２ fp１断面 S→
３ fp２検出状況 SE→
４ ks１検出状況 E→
５ 骨片出土状況 NE→

図版８ USD－９#
１ 礫出土状況 SE→
２ 古銭出土状況 N→
３ ph１断面 W→
４ ph４断面断面 S→
５ ph６断面 N→
６ ph８断面 NW→
７ ph１３断面 S→
８ ph１４断面 N→
９ ph１７断面 NW→
１０ ph２１断面 W→
１１ 北側柱穴列完掘 W→

１２ 東側柱穴列完掘 S→
図版９ USB－４

１ 検出状況 SW→
２ ph１断面 S→
３ ph３断面 S→
４ ph５断面 S→
５ ph６断面 S→
６ ph７断面 S→
７ ph８断面 SE→
８ 完掘 S→

図版１０ USB－５
１ 検出状況 W→
２ ph２断面 S→
３ ph５断面 S→
４ ph６断面 S→
５ ph７断面 S→
６ ph９・１０・１４断面 S→
７ 完掘 W→

図版１１ UPH
１ UPH－１７・１８断面 SE→
２ UPH－２０断面 W→
３ UPH－２１断面 W→
４ UPH－２２断面 SW→
５ UPH－２６断面 W→
６ UPH－２７断面 W→
７ UPH－２８断面 SW→
８ UPH－２９断面 NW→

図版１２ 焼土群２"
１ 調査状況 NW→
２ UFP－２検出状況 NE→
３ UFP－３検出状況 N→
４ UFP－１０検出状況 SE→
５ UFP－１１検出状況 SE→

図版１３ 焼土群２#
１ UFP－１２検出状況 E→
２ UFP－１３検出状況 E→
３ UFP－１９検出状況 E→
４ UFP－２０検出状況 SE→
５ UFP－２３検出状況 E→
６ UFP－２４検出状況 SE→
７ UFP－２１・２５・２７検出状況 SE→
８ UFP－３０検出状況 N→

図版１４ 焼土群２$
１ UFP－３３断面 E→
２ UFP－３３骨片出土状況 S→
３ UFP－３３底面骨片出土状況 NE→
４ UFP－３４検出状況 W→
５ UFP－３４断面 E→
６ UFP－３４骨片出土状況 E→

図版１５ 焼土群２%
１ UKS－３検出状況 N→
２ UKS－４検出状況 N→

図版１６ 焼土群３
１ UFP－９検出状況 NW→
２ UFP－９鉄製品 NE→
３ UFP－１４検出状況 E→
４ UFP－１４漆製品片 SE→
５ UFP－１５検出状況 E→
６ USK－２検出状況 E→

&



図版１７ 焼土群４"
１ UFP－６・７・８検出状況 S→
２ UFP－６検出状況 E→
３ UFP－６断面 W→
４ UFP－６骨片出土状況 SE→

図版１８ 焼土群４#
１ UFP－７検出状況 N→
２ UFP－７カワシンジュガイ・漆製品片 N→
３ UFP－７骨片出土状況 E→
４ UFP－８断面 NW→
５ UFP－８古銭出土状況 E→
６ UFP－８骨片出土状況 N→

図版１９ UFP
１ UFP－１断面 SW→
２ UFP－４断面 S→
３ UFP－５断面 S→
４ UFP－１６・１７検出状況 S→
５ UFP－１８検出状況 E→
６ UFP－２８検出状況 E→
７ UFP－３１検出状況 N→

図版２０ �層の遺構
１ UKS－１検出状況 W→
２ UCP－２検出状況 NE→
３ アイヌ文化期遺構検出状況 NE→

図版２１ �層調査状況
１ �層上面検出状況 W→
２ A地区�層２５％調査 SW→
３ C地区�層２５％調査 S→

図版２２ LPD－２
１ 床面遺物出土状況 NE→
２ 土層断面 SW→
３ fp１断面 NW→
４ 完掘 NE→

図版２３ LPD－３
１ 遺物出土状況 NW→
２ 土層断面 SW→
３ fp１断面 SW→
４ 土器出土状況 N→

図版２４ LPD－４
１ 遺物出土状況 NE→
２ 土層断面 W→
３ fp１断面 S→
４ 三角形土製品出土状況 SE→

図版２５ LPD－５"
１ 確認面検出状況 N→
２ 床面検出状況（後は LPD－２） N→

図版２６ LPD－５#
１ 土層断面 S→
２ 土層断面 W→
３ fp１検出状況 N→
４ ph４断面 W→
５ 三角形土製品出土状況 E→
６ 完掘 E→

図版２７ LPD－６"
１ 調査状況 NW→
２ 確認面検出状況 E→
３ 完掘 S→

図版２８ LPD－６#
１ 土層断面 S→

２ 土層断面 E→
３ fp１断面 NE→
４ fp８断面 W→
５ fp１０断面 W→
６ ph１６断面 W→
７ ph１９断面 SW→

図版２９ LPD－７
１ 遺物出土状況 NW→
２ 土層断面 S→
３ fp１断面 W→
４ ph１断面 SW→

図版３０ LPI"
１ LPI－５土層断面 W→
２ LPI－５ 土器出土状況 SW→
３ LPI－６完掘 NE→
４ LPI－７完掘 W→
５ LPI－８土層断面 SW→
６ LPI－９土層断面 SE→

図版３１ LPI#・LTP
１ LPI－２０坑底検出状況 SW→
２ LPI－２２土層断面 NW→
３ LTP－９完掘 SE→
４ LTP－１０完掘 NW→
５ LTP－１１完掘 S→

図版３２ �層焼土群１・焼土列１"
１ �層焼土群１（LFP１～１３） S→
２ �層焼土群１（LFP１４～１８） SW→
３ 焼土列１検出状況 N→

図版３３ 焼土列１#
１ LFP－６０～６４断面 S→
２ LFP－７３断面 S→
３ LFP－７４断面 SE→
４ LFP－７５断面 S→
５ LFP－７６断面 SE→
６ LFP－７７～８１検出状況 W→

図版３４ 焼土列２
１ LFP－１０２断面 S→
２ LFP－１０３断面 NE→
３ LFP－１０４断面 NW→
４ LFP－１０５断面 SW→
５ LFP－１０６断面 NW→
６ LFP－１１４断面 SE→
７ LFP－１１６断面 W→
８ LFP－１１７断面 W→

図版３５ LFP
１ LFP－２３断面 W→
２ LFP－２８断面 W→
３ LFP－２９断面 W→
４ LFP－４９断面 W→
５ LFP－８３断面 W→
６ LFP－８６断面 W→
７ LFP－９１断面 W→
８ LFP－９７～１００断面 W→

図版３６ �層の遺構
１ LCP－３検出状況 S→
２ LCP－４検出状況 NW→
３ LCP－５検出状況 N→
４ LFC－５検出状況 E→
５ LFC－６検出状況 E→

'



６ LFC－１０検出状況 N→
７ LS－１断面 E→
８ LN－１断面 SE→

図版３７ �層遺物出土状況
１ 遺物出土状況 E→
２ 石槍出土状況 E→
３ 土製品出土状況 SW→
４ 玉出土状況 W→

図版３８ LCS－２"
１ 遺物出土状況 SW→
２ 細石刃核出土状況 N→
３ 細石刃核出土状況 N→
４ 細石刃出土状況 E→
５ 細石刃出土状況 W→

図版３９ LCS－２#
１ 調査状況 N→
２ 細石刃出土状況 E→
３ 削器出土状況 E→
４ 掻器出土状況 E→
５ 剥片出土状況 E→

図版４０ LCS－３"
１ 遺物出土状況 NE→
２ 細石刃核出土状況 E→
３ 細石刃核出土状況 E→
４ 細石刃出土状況 S→
５ 削片出土状況 W→

図版４１ LCS－３#
１ 調査状況 E→
２ 削器出土状況 W→
３ 削器出土状況 W→
４ 彫器出土状況 NE→
５ 両面調整石器出土状況 SE→

図版４２ LCS－４"
１ LCS－２・４検出状況 S→
２ LCS－４検出状況 NW→

図版４３ LCS－４#
１ 細石刃核出土状況 SE→
２ 細石刃核出土状況 NW→
３ 細石刃核出土状況 NE→
４ 細石刃核出土状況 SE→
５ 細石刃核出土状況 SW→

図版４４ LCS－４$
１ 石核出土状況 NE→
２ 削片出土状況 W→
３ 削片出土状況 NW→
４ 削片出土状況 S→
５ 細石刃出土状況 E→
６ 掻器出土状況 SE→
７ 削器出土状況 NW→
８ 両面調整石器出土状況 N→

図版４５ 土層
１ A地区Wライン土層断面 SE→
２ A地区低位部土層断面 SE→
３ C地区北壁土層断面 E→

図版４６ 
層検出状況
１ A地区�層検出状況 SW→
２ A地区�層検出状況 NW→
３ C地区�層検出状況 S→

図版４７ 鉄製品"

１ USD－５
図版４８ 鉄製品#

１ USD－８
図版４９ 鉄製品$

１ 焼土群２
２ 焼土群３
３ 焼土群４

図版５０ 鉄製品%
１ 包含層
２ 平成１４年調査分

図版５１ 遺構出土の石器"
１ USD－５

図版５２ 遺構出土の石器#
１ USD－８

図版５３ 遺構出土の石器$
１ USD－９
２ UFP－８
３ UFP－４
４ UFP－６
５ �層出土のガラス玉

図版５４ 動物遺存体"
１ カワシンジュガイ（現生）
２ カワシンジュガイ（殻残存・USP－３３ほか）
３ カワシンジュガイ殻皮（焼土群２出土）

図版５５ 動物遺存体#
１ カワシンジュガイ殻皮（UKS－４出土）
２ カワシンジュガイ殻皮（UKS－４出土）

図版５６ 動物遺存体$
図版５７ 動物遺存体%
図版５８ 動物遺存体(
図版５９ 復元土器"

１ LPI－５�
２ LPI－２�
３ LCP－３�
４ LCP－５�
５ �層（１７）

図版６０ 復元土器#
１ �層（１５）
２ �・�層（４０）
３ �・�層（１２２）
４ �・�層（１２３）
５ �・�層（１２５）
６ �・�層（１２４）

図版６１ 遺構出土の土器"
１ LPD－２
２ LPD－３

図版６２ 遺構出土の土器#
１ LPD－４
２ LPD－５

図版６３ 遺構出土の土器$
１ LPD－６

図版６４ 遺構出土の土器%
１ LPI－６
２ LTP－８
３ LTP－９
４ LTP－１０
５ LCP－４
６ LCP－６

図版６５ 遺構出土の土器(

)



１ 焼土列１
２ 焼土列２
３ 焼土群１
４ LFP

図版６６ 包含層出土の土器"
１ �層�

図版６７ 包含層出土の土器#
１ �層�

図版６８ 包含層出土の土器$
１ �・�層�

図版６９ 包含層出土の土器%
１ �・�層�

図版７０ 包含層出土の土器(
１ �・�層�

図版７１ 包含層出土の土器*
１ �・�層�

図版７２ 包含層出土の土器+
１ �・�層�

図版７３ 遺構出土の土製品
１ LPD－２
２ LPD－３
３ LPD－４
４ LPD－５
５ LPD－６
６ LFP－６２
７ LFP－６９
８ LFP－７１

図版７４ 包含層出土の土製品"
１ �・�層�

図版７５ 包含層出土の土製品#
１ �・�層�

図版７６ 遺構出土の石器%
１ LPD－２�
２ LPD－２�
３ LPD－３
４ LPD－４
５ LPD－５
６ LPD－６
７ LPD－７

図版７７ 遺構出土の石器(
１ LPI－１３
２ LPI－２０
３ LTP－９
４ LTP－１０
５ LCP－６
６ LFP－６
７ LFP－６９
８ LFP－７４
９ LFC－５
１０ LFC－６
１１ LS－１

図版７８ 包含層出土の石器"
１ �層出土の石鏃・両面調整石器・
石錐・スクレイパー・玉

２ �層出土の石鏃・石槍・石錐
図版７９ 包含層出土の石器#

１ �層出土のつまみ付ナイフ
２ �層出土のスクレイパー

図版８０ 包含層出土の石器$

１ �層出土の石斧・研磨石材・玉
・たたき石

図版８１ 包含層出土の石器%
１ �層出土のたたき石・すり石・砥石

図版８２ 旧石器"
１ LCS２～４の石器�細石刃

図版８３ 旧石器#
１ LCS２～４の石器�細石刃

図版８４ 旧石器$
１ LCS２～４の石器�細石刃核

図版８５ 旧石器%
１ LCS２～４の石器�細石刃核
・細石刃削片

図版８６ 旧石器(
１ LCS２～４の石器�細石刃核削片
彫器削片

図版８７ 旧石器*
１ LCS２～４の石器�彫器・掻器
・両面調整石器

図版８８ 旧石器+
１ LCS２～４の石器�削器

図版８９ 旧石器,
１ LCS２～４の石器�石核
２ 石器ブロック外の石器

図版９０ 旧石器-
１ 母岩１３・接合４６

図版９１ 旧石器.
１ 母岩１・接合１２
２ 母岩１・接合１４
３ 母岩１・接合１３
４ 母岩１・接合１７

図版９２ 旧石器/
１ 母岩９・接合７
２ 母岩９・接合６
３ 母岩９・接合１５
４ 母岩１６・接合１０
５ 母岩１７・接合９

図版９３ 旧石器0
１ 母岩２１・接合５６
２ 母岩５・接合５
３ 母岩１５・接合１１

図版９４ 旧石器1
１ 母岩１１・接合２１
２ 母岩１１・接合２２
３ 母岩１１・接合３６
４ 母岩１１・接合３７

図版９５ 旧石器2
１ 母岩２・接合１８
２ 母岩２・接合１９
３ 母岩１２・接合３４
４ 母岩１２・非接合資料
５ 母岩１２・接合２７
６ 母岩１８・接合３２

図版９６ 旧石器3
１ 母岩１８・接合３３
２ 母岩１９・接合３８
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� 調 査 の 概 要

� 遺跡の立地と周辺の遺跡

� 調査の方法



� 調 査 の 概 要

１．調査要項

事 業 名：一般国道３３７号新千歳空港関連工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

受 託 者：財団法人 北海道埋蔵文化財センター

遺 跡 名：オルイカ２遺跡（北海道教育委員会登載番号 A－０３－２８０）

所 在 地：千歳市中央１１９６・２５３５・２５３６

調査面積：５，５００�
調査期間：平成１６年４月１日～平成１７年１２月１５日

（現地調査 平成１６年５月６日～１０月３１日）

２．調査体制

理 事 長 森重 楯一 第４調査課長 三浦 正人（発掘担当者）

専 務 理 事 宮崎 勝 主 任 菊池 慈人

常 務 理 事 佐藤 俊和 主 任 阿部 明義（発掘担当者）

第１調査部長 千葉 英一 主 任 広田 良成（発掘担当者）

３．調査に至る経緯

この調査の原因である一般国道３３７号新千歳空港関連工事は、北海道開発局札幌開発建設部が実施

している地域高規格道路「道央圏連絡道路」計画の一環である。道央圏連絡道路（一般国道３３７号）

は道央都市圏の新しい交通・物流ルートとなる４車線道路で、新千歳空港を起点とし、北海道横断自

動車道千歳東 IC、北海道縦貫自動車道江別東 IC、重要港湾石狩湾新港、北海道横断自動車道銭函 IC

を結ぶ延長約８０�の半環状道路である（図�－２）。市町村としては千歳市、長沼町、南幌町、江別
市、当別町、札幌市、石狩市、小樽市を連結している。事業は新千歳空港関連・泉郷道路・中樹林道

路・美原バイパス・美原道路・当別バイパスの６区間に分けられている。「新千歳空港関連」事業は

新千歳空港と北海道横断自動車道千歳東 ICを結ぶ９．２�区間で、平成元年度に事業化された。この
うち新千歳空港から千歳市街地への２．５�のほか、昭和５５年度に事業化された当別バイパス（当別町
－小樽市）２３．８�が平成１５年度までに部分供用され、平成１７年３月２６日には石狩川を渡河する美原大
橋を含む美原バイパス３．９�が２車線で暫定供用されている。
平成２（１９９０）年１２月札幌開発建設部は千歳市教育委員会を経由して北海道教育委員会あてに、国

道３３７号根志越道路整備工事に伴う千歳市柏台から同市中央までの路線内における埋蔵文化財保護の

ための事前協議書を提出した。協議を受けた北海道教育委員会は平成３年６月、路線内の遺跡所在確

認調査を実施した。その結果、周知の祝梅川・祝梅川矢島・祝梅川山田・祝梅川上田・アンカリトー

６・アンカリトー７・キウス１３号周堤墓（のちのオルイカ１遺跡）・キウス５遺跡と未登載の仮称祝

梅砂丘遺跡（のちの柏台１遺跡）・仮称キウス７～１０遺跡の１２箇所、対象面積２９９，０００�、全計画路
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図�－１ 遺跡の位置

（この図は国土地理院発行５万分の１「恵庭」「千歳」「追分」「早来」を使用し縮小したものである。）
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図�－２ 新千歳空港関連道路建設計画図（北海道開発局「道央圏連絡道路２００２事業概要」より）
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線の半分程度について範囲確認調査が必要と判断、同年７月北海道教育委員会から札幌開発建設部へ

回答された。

平成７（１９９５）年５月、事業名の変更等により、再度事前協議書が札幌開発建設部から北海道教育

委員会に提出された。ここで事業名が一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事となり、事業地の面

積約８２８，０００�、工期は平成８年４月１日から平成１２年１２月１５日、埋蔵文化財包蔵地保護については
現状保存は困難なため範囲確認調査（試掘）を希望する旨協議された。

平成７年１１月と平成８年５月、北海道教育委員会は当事業地内で初の範囲確認調査を千歳市柏台地

区の仮称祝梅砂丘遺跡とした包蔵地で実施した。その結果、地表下約４�にある恵庭 a降下軽石層

（En－a）直下の風成堆積物中から、旧石器時代の遺物である黒曜石製剥片石器類が検出された。範

囲や工法など遺跡の取り扱いについて協議が行われ、工事前の発掘調査を実施することとなった。柏

台１遺跡として登載されたこの遺跡は、平成９（１９９７）・１０年に�北海道埋蔵文化財センターが越田
賢一郎・福井淳一を担当者として６，３００�の発掘調査を実施、En－a直下に広がる疎林樹木痕と En

－a下位の火山灰質シルト層から約３２，０００点の旧石器時代遺物を検出した。遺物は１５ヵ所の集中域に

分かれ、１３ヵ所で炉跡、琥珀玉も１点確認できた。（北埋調報１３８集）

その後、用地買収の遅延などにより、事業地内の埋蔵文化財関係調査は途絶えていた。以降の範囲

確認調査は以下のとおりである（平成１７年３月現在）。

○平成１２（２０００）年６月 仮称チプニー川左岸遺跡（平成３年所在確認調査：仮称キウス８）実施。

４，８００�について調査必要と判断。チプニー１遺跡と呼称。
○平成１３年５月 チプニー川の右岸（平成３年所在確認調査：仮称キウス９）の一部実施。２，５００

�について調査必要と判断。チプニー２遺跡と呼称。
○平成１３年９月 キウス９遺跡（平成３年所在確認調査：仮称キウス１０）南半部実施。

○平成１３年１０月 キウス１３号周堤墓と周辺を試掘。周堤墓とされていた部分は耕作等の削平による

高まりの残存と判明したため、遺物の得られた範囲をもってオルイカ１遺跡と名称変更し、３，９００

�の調査必要区域を設定した。
○平成１３年９月・１０月 オルイカ１遺跡の北東４００�にあるオルイカ２遺跡（平成３年所在確認調
査：仮称キウス７）実施。９月は確認調査範囲の中央を通る市道祝梅第２道路の北側、１１月は南側

が対象。樽前 c降下軽石層より上位の焼骨片の多量検出と縄文期の土器石器から、アイヌ文化期の

集落跡と縄文期の遺物包含地と目される約９，０００�について調査が必要と判断。
○平成１４年６月 オルイカ１遺跡の現オルイカ川右岸確認調査未了地について実施。１，６００�の調
査必要範囲が確定。

○平成１４年７～８月・１０月 キウス５遺跡で実施。旧河川部の低地と台地部を合わせた約１５，０００�
の調査必要範囲が確定した。

○平成１４年１０月 チプニー２遺跡（平成３年所在確認調査：仮称キウス９）の北半部実施。

○平成１５年１０月 チプニー２遺跡の確認調査未了地（市道協和中央線の両側）実施。遺物の出土等

により遺構確認を含めて約１５，０００�の追加確定。
○平成１６年１０月 祝梅川山田遺跡の一部実施。

○同 キウス９遺跡（平成３年所在確認調査：仮称キウス１０）北半部（キウス川左岸部未了）実施。

擦文期の竪穴と思われる凹みや擦文土器・縄文土器石器を確認。１６，５００�については調査が必要と
判断。

以上の範囲確認調査から発掘調査が必要と判断された遺跡は、平成１３年度から�北海道埋蔵文化財
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センターが、札幌開発建設部札幌新道建設事務所（平成１６年度から千歳道路事務所）の工事計画に

則って以下のごとく発掘調査を実施している（平成１６年度現在）。

◇平成１３年度 チプニー１遺跡 ４，３６０� 担当者：佐川俊一・笠原興 主に縄文後・晩期・

擦文期・アイヌ期の土器・石器・鉄製品 報告書：北埋調報１７３集

◇同 チプニー２遺跡 ４５０� 担当者：山中文雄 主に縄文晩期の遺物 報告書：北埋調

報１７３集

◇平成１４年度 オルイカ１遺跡 ５，４６０� 担当者：佐川俊一・末光正卓 縄文後期の住居跡

・後期晩期の土器石器・アイヌ期の平地住居跡など 報告書：北埋調報１８８集

◇同 オルイカ２遺跡 ３，２３０� 担当者：和泉田毅・阿部明義 旧石器ブロック・縄文中期

晩期の土器石器・アイヌ期の平地住居跡（集落）など 報告書：北埋調報１８９集

◇平成１５年度 オルイカ１遺跡 １，６００� 担当者：菊池慈人・末光正卓 主に縄文後期の遺

物 報告書：北埋調報２０６集

◇同 チプニー２遺跡 ２，０００� 担当者：皆川洋一・広田良成 縄文中期の住居跡と遺物・

擦文期の墓と鉄製品・アイヌ期の平地住居跡と鉄製品・青磁碗など 報告書：北埋調報２０７集

◇同 キウス５遺跡 ５，０００� 担当者：三浦正人 縄文中期の住居跡と遺物・旧河川部で

縄文期と近世の木製品・低位部に近世の畑跡 報告書：未報告・調査年報１６参照

◇平成１６年度 オルイカ２遺跡 ５，５００� 担当者：阿部明義・広田良成 当報告書

◇同 チプニー２遺跡 １４，７００�→１３，４００�に変更 担当者：皆川洋一・菊池慈人 主に縄文

晩期の遺物 報告書：未報告・平成１７年度刊行予定・調査年報１７参照

◇同 キウス５遺跡 １，０５６� 担当者：皆川洋一・菊池慈人 主に縄文晩期・擦文期の遺物

報告書：未報告・調査年報１７参照

これらのうち、オルイカ２遺跡の調査に至る経緯について詳述する。オルイカ２遺跡は千歳市中央

地区の南西部に位置し、現国道３３７号と計画新道が交差接触するすぐ北東側にある。そのため道路切

り替えなどの工事が複雑に絡む近辺になることから、工事の優先度はオルイカ１遺跡地区に次いで高

いと言えた。平成１３年度の範囲確認調査で約９，０００�の調査範囲が確定。平成１４年度は調査範囲の中
央を通る市道祝梅第２道路のカルバート工事を優先するため、これに関わる６００�を含んだ５，１００�の
調査が予定されたが、併行して予定されたオルイカ１遺跡には範囲確認未了部分があり、オルイカ２

遺跡の進行度には未定部分があった。平成１４年５月からの発掘調査は、優先度が高いオルイカ１遺跡

を調査体制全体で取り組み事態の進展を待った。しかし、状況の打開ができないまま６月上旬にはオ

ルイカ２遺跡の調査準備を開始、下旬には併行して調査を開始した。調査の進行につれ、予想より広

い範囲でのアイヌ期平地住居の展開や旧石器の発見があり、１４年度は結果的に調査面積３，２３０�とし、
残りは次年度以降の扱いとなった。範囲中央部を調査したため、残りは南北に分断された形状になっ

た。１４年度調査の報告書は『千歳市オルイカ２遺跡 北埋調報１８９』として刊行した。

オルイカ２遺跡の確定調査範囲の残り５，５００�は、工事工程上１年置いた平成１６年度に調査する運
びとなった。その調査報告が本書である。なお、１６年度はチプニー２遺跡も併行して発掘調査を行っ

た。１４年度調査時の体験から、堆肥製造の悪臭が漂うオルイカ２遺跡への事務所や作業員棟設置は避

け、チプニー２遺跡付近の本部から作業員輸送をして調査に対応した。

また、南長沼用水を挟んだ北側には、範囲確認調査の未了部分がまだ存在することを書き添えてお

く。 （三浦 正人）
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４．調査結果の概要

平成１４年度に３，２３０�、今年度に５，５００�を調査した。その結果、特にアイヌ文化期の住居群（コタ
ン）の跡であることが確認された。また、札滑型細石刃核を含む白滝産黒曜石の旧石器時代のブロッ

クが検出され、原産地から遠く離れた「消費地遺跡」としての様相が明らかになった。

アイヌ文化期の遺構と遺物

チセ跡９軒、建物跡５棟、灰送り場などが明瞭に検出された。なお、墓域は検出されなかった。

平地住居（チセ）跡は母屋のみのものと納屋（セム）がつくものがある。基本的に長方形である。

長軸：東西方向を基本としつつも、必ずしも各々正方位ではない。

規模：母屋は東西４～５�・南北３～４�ほどのものが多いが、最大東西７．６�・南北７．０�のも
のがある。納屋（兼出入り口）は２～３�程度である。

炉：母屋の中央西寄りにある。灰と焼土が２０�程度の厚みをもって重なっている。
主体は東西方向に長軸をもつ楕円形だが、長方形に灰や焼土が広がるものは、丸太などの木

枠で囲んだ炉と考えられる。焼土縁辺部には、食生活や儀礼に伴って刺したと考えられる無

数の小さな棒状の穴が確認できるものがある。

柱穴：各チセ跡から１０～３０本検出されている。直径６～８�、深さ３０～４０�程度のものが多いが、
最大規模のチセの柱穴は直径１０～１５�、深さ５０～７０�に及ぶ。全体的に住居の中心側に内傾
している。先端がとがっており打ち込んでいることがわかる。また壁を構成するもの以外に、

寝床や棚、灯明台などにあたると考えられる補助的な柱穴も検出されている。

遺物：小礫（錘石や火打石と考えられる）が散在し、刀子などの鉄製品、銅製品、ガラス玉のほ

か、火皿、漆器の塗膜やカワシンジュガイ（殻皮のみ）などが出土している。また、「神

窓」（ロルンプヤル）にあたる東側の柱穴の外から出土した鹿の頭蓋骨や角は、屋外での儀

礼をうかがわせる。

建物跡は、倉庫（プ）、小熊の檻（ヘペレセッ）、便所（アシンル）などにあたる。

柱穴：９本組みのもの［建物跡１・４］は、やや太く（１０～１５�）深い（５０～７０�）。
それ以外は細く（６～９�）やや浅い（２０～４０�）。また、やや不規則な配置である。

杭列は、平地住居跡２の北側および南側に４～５本の柱穴が直列するものである。

灰送り場には、灰集中箇所や焼土が密集している。主にチセ跡の西側に位置する。大木の根がはっ

た跡があり、そのような場所が選ばれたと考えられる。灰集中は１０～２０�程度の厚みがあり、多量の
魚骨・貝・炭化物などを含んでいる。また鉄片、火打石片や古銭なども出土している。カワシンジュ

ガイ集中は、１０�前後の長楕円形の二枚貝（殻皮のみが残る）が折り重なるようにまとまって出土し
たものである。

縄文時代の遺構と遺物

竪穴住居跡は２ヵ年で７軒検出された。縄文中期半ばの土器が伴い、径３�程度の小型のものがほ
とんどであるが、長軸８�に及ぶ長楕円形の浅い掘り込みの住居跡が１軒検出された。
T ピットはやや小型で間隔が狭いものが８基、１．５�以上の深さの大型で間隔の広いものが３基そ
れぞれ列をなして検出された。

焼土は２１７ヵ所検出されたが、「焼土列」と「焼土群」にまとまるものが多い。

焼土列：１５～２０�の厚さで赤褐色に強く被熱している焼土が２列直列し、端部が閉じる。２ヵ所
のまとまりを検出した。縄文中期半ばの土器が伴う。

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�
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焼土群：薄く弱く被熱している不整形な焼土が密集したもの。２ヵ所のまとまりを検出した。

遺物は、集中箇所などから出土した黒曜石のフレイクが全出土遺物点数の６割を占めている。一方、

出土土器の主体時期は中期半ば（萩ヶ岡３式）で、晩期後葉（タンネトウ L式）が続き、早期後半

の土器もやや多数出土している。特徴的な遺物として、縄文時代晩期では、平成１４年度の調査で黒曜

石の原石や漆器（塗膜のみ）など特殊な遺物が単独で出土した。黒曜石原石は長さ約３５�、重さ２．５
	前後の角柱状のものが２本並んで出土した。縄文中期では、北海道南部～東北地方に多く見られる
三角形土製品が竪穴住居跡などから多数出土した。

旧石器時代の遺物

２ヵ年の調査で４ヵ所のブロックが検出された。すべて札滑型細石刃核を含む細石刃石器群である。

出土範囲・層位の特徴：規模は１２～２４�とばらつきがあるが、平面的には各々おおむね楕円形でま
とまっている。層位的には、縄文時代の遺物包含層である黒色土層からローム層にかけて出土してい

る。大型の石器も上位から出土している。これらは風倒木や凍上現象等の自然の営力によるものと考

えられる。

石材の特徴：白滝産とみられる茶色味の強い黒曜石が主体である。白滝産以外とみられる黒曜石は

細石刃の一部に十勝三股産、置戸産と判定されたものがある。彫器や掻器は、黒曜石製もあるが頁岩

製や珪岩製が多い。

主な石器の内容：各ブロックにそれぞれ特徴があるものの、石器組成に大きな差はない。

〔細石刃・細石刃核〕札滑型細石刃核が１１点出土した。細石刃核は各ブロックから出土しており、

最大のもので長さ１５�、細石刃剥離面が７�を超えるものがある。細石刃は４６０点出土した。な
お今回の調査で、細石刃核の製作工程を示す接合資料もある。

〔彫器・掻器・削器〕彫器や掻器は各ブロックから少数ずつ出土している。これらの製作跡を示す

剥片類はほとんど出土せず、製品のまま遺跡内に持ち込まれたものと考えられる。削器は黒曜石

の大型の調整剥片を素材としているものが多い。

〔剥片類〕微細な剥片が多く出土している。これらは石器の二次加工の産物とみられる。このほか、

やや大型の調整剥片が多数見られ、一部接合した。原石からある程度加工した素材を遺跡内に持

ち込み、両面調整体などの石器を製作していたことがうかがえる。

このほか、両面調整石器、石核などが出土している。 （阿部明義）

表�－１ 遺構一覧（２ヵ年計）

H１４ H１６ 計 備 考
アイヌ文化期 平地住居跡 ６．５ ２．５ ９ 両年度にまたぐ遺構あり

うち 炉・灰集中 ８ ７ １５
建物跡 ３ ２ ５
杭列 ４ ４
柱穴（単独） １６ １４ ３０
焼土・灰集中 １３ ３４ ４７ 灰送り場複数
カワシンジュガイ集中 ７ ７

縄文時代 竪穴住居跡 １ ６ ７
土坑 ４ ２３ ２７
Tピット ８ ３ １１
焼土 ８３ １３４ ２１７ 焼土列あり
土器集中 ３ ５ ８
礫集中 １ １
フレイク集中 ４ ７ １１

旧石器時代 旧石器ブロック １ ３ ４ 細石刃石器群

表�－２ 出土遺物一覧（２ヵ年計）
H１４ H１６ 計

土器 縄文早期 ４５４ ５８４２ ６２９６
縄文前期 １ ４６５ ４６６
縄文中期 ５１０６ １０４２１ １５５２７
縄文後期 ９６９ １３６５ ２３３４
縄文晩期 ４０１６ ７６３３ １１６４９
続縄文期 ８ ３４ ４２
不明 ３２ ２０５ ２３７

土製品 三角形ほか ５４ ９６ １５０
土器等合計 １０６４０ ２６０６１ ３６７０１

石器 定形的石器 ２９９ ８８２ １１８１
フレイク等 ６８４９ ５５４２３ ６２２７２
礫等 ４９６ １３９６ １８９２
旧石器 ７８４ ２２７９ ３０３３

石製品 玉類 ６ ４ １０
石器・礫等合計 ８４３４ ５９９８４ ６８３８８

金属製品 鉄製品 ２２ ５９ ８３
銅製品ほか ２ ６ ８

ガラス製品 玉 ３ ５ ８
その他 漆器（塗膜）、カワシンジュガイ殻皮、骨角器、獣・魚

骨等、炭化材、種子、ベンガラ塊、粘土塊、石炭など

� 調査の概要
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表�－３ 遺物集計表（平成１６年度調査）

遺構 包含層 計
土器 �a １ １１ １２

�b ５７ １６７２ １７２９
�b－１ ８８ １４７２ １５６０
�b－２ ８ ８
�b－３ １１ ５４１ ５５２
�b－４ ２７ １９５４ １９８１
�a－１ ３２８ １３７ ４６５
�a ３２ ３２
�b ４４ ６１０ ６５４
�b－１ ２６８３ ５９９９ ８６８２
�b－３ ５５５ ４９８ １０５３
�a ９ １３４８ １３５７
�b １ ７ ８
�c ９４６ ６６８７ ７６３３
� ３４ ３４
不明 １８１ ２４ ２０５
計 ４９３１ ２１０３４ ２５９６５

土製品 三角形土製品 ３１ ３３ ６４
土器片再生円盤 ４ ８ １２
ミニチュア １ １
焼成粘土塊 ５ １４ １９
計 ４０ ５６ ９６

金属製品 鉄製品 ４４ １５ ５９
銅製品 ３ ３
古銭 ２ ２
銀製品 １ １
計 ５０ １５ ６５

ガラス製品 玉 ４ １ ５

漆製品 塗膜 ２７ ３ ３０

骨製品 骨角器 ２ ２

自然遺物 骨 １４７ ７ １５４
カワシンジュガイ １８４ ３１ ２１５
貝 ２０ ２０
種子 １１ ４ １５
炭化材 １０９ ４ １１３
石炭 １ １
ベンガラ塊 １ ４ ５
その他・不明 ３ ５ ８
計 ４７５ ５６ ５３１

遺構 包含層 計
石器等 石鏃 ２３ １５５ １７８

石槍 ５ １３ １８
石錐 １ １８ １９
つまみ付きナイフ １ ２７ ２８
スクレイパー １４ ６３ ７７
両面調整石器 ３５ ５６ ９１
石斧 ２６ ３２９ ３５５
すり石 ２ １８ ２０
たたき石 ６ ２９ ３５
石皿 ３ ３０ ３３
火皿 １ １
砥石 ３ ３４ ３７
石核 ３ ２３ ２６
Rフレイク ４１ １４６ １８７
Uフレイク ７ ２４ ３１
フレイク ４４３９１ １０８１４ ５５２０５
火打石 １３ １３
棒状礫 ２７ ２７
焼礫 １９ ８０ ９９
礫 ３２４ ９０２ １２２６
軽石 ３ １ ４
原石 １ １
計 ４４９４８ １２７６３ ５７７１１

石製品 玉 ４ ４
ブロック外

旧石器 細石刃 ３３４ １９ ３５３
細石刃核 ８ ８
細石刃核削片 １２ １ １３
両面調整石器 ３ ３
彫器 ９ ３ １２
彫器削片 ７ ７
掻器 ９ ４ １３
削器 ２６ ３ ２９
石刃 ７ ７
石核 ２ １ ３
石斧 １ １
尖頭器 ２ ２
二次加工痕ある剥片 ２４ ６ ３０
剥片 １６６０ １３９ １７９９
計 ２０９４ １８６ ２２８０

土器等 ２６０６１
石器等 ５９９９５
その他人工遺物 １０２

合計 ８６１５８

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�
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� 遺跡の立地と周辺の遺跡

１．遺跡の立地と環境

� 位置と地名の由来
オルイカ２遺跡は、千歳市街地の北東約６�、「中央」地区に所在する。また北海道横断自動車道
千歳東 I.C．からは南に約２�、同時に調査を行ったオルイカ１遺跡からは北東へ約４００�の距離に
ある。遺跡は国道３３７号線沿線付近の馬追丘陵側に、南北約１８０�・東西約１００�の範囲に広がってい
る。「オルイカ」とは、『北海道蝦夷語地名解』（永田方正１８９１）によれば、アイヌ語の「o－ruika

川尻・橋」の意であるとされる。地名由来のオルイカ川は、馬追丘陵南端部付近の裾部を水源とし、

陸上自衛隊駐屯地内の緩斜面を南・西に開析し、オルイカ２遺跡から約３００�南側で南東から北西に
向かって流れている。その先は、明治２９（１８９６）年に発行された北海道仮製五万分の一図「長都」な

どによると、かつては現在の国道３３７号と交差した後国道と併行して北流し（現在の第十五号排水川）、

丸子山の西側を流れ、チプェ（チプニー川）・キウシ（キウス川）などの流れを集め、イカペッ（イ

カベツ川）を通してオサツトーに注いでいた。現在は排水路整備が進み、国道３３７号との交差付近

（オルイカ１遺跡付近）から西方の第十四号排水川に向かって流れている。

� 遺跡周辺の地形・環境
日本海と太平洋を結ぶ標高２５�以下の石狩低地帯の東側には、北海道中央部を南北に走る夕張山地
があり、その西側には馬追丘陵がある。この丘陵は千歳市、空知地方の長沼町・由仁町、胆振地方の

追分町・早来町にまたがって、南北に緩やかに広がっている。標高２７３�の馬追山を最高地点とし、
標高１５０�前後、延長約３０�におよぶ丘陵である。馬追丘陵の西側は、現在は水田や畑地として利用
されているが、戦前までは長都沼（オサツトー）、馬追沼（マオイトー）など大小の沼があり、支笏

湖を水源とする千歳川や夕張山地から流れ出る夕張川、剣渕川などが流入するため氾濫が繰り返され

る低地であった。しかし昭和２６（１９５１）年～昭和４４（１９６９）年の国営灌漑排水事業により、長都沼・

馬追沼一帯を埋め立て、川の切り替えなどを行い耕地が造成され、現在は旧河道・小河谷・自然堤防

・氾濫原などの微地形が広がる。また遺跡の南、現在の陸上自衛隊駐屯地の西側縁辺部には、内陸古

砂丘である千歳古砂丘が２�以上にわたって断続的に広がっており、さらに祝梅川・メボシ川の流域
・新千歳空港付近に広がる。かつて遺跡の北西約５００�にあった丸子山も古砂丘の一部である。
オルイカ２遺跡の現地表面の標高は１２～１５�で、西へ向かって低くなる緩斜面となっている。樽前
山起源の降下軽石層が厚く堆積し、その上部に土壌が幾分発達している。道路用地となる以前には、

北東側は宅地の周りに広葉樹林が広がっており、南西側は畑地および荒地（湿地）になっていた。現

在でも遺跡周辺には、広葉樹林や針葉樹林がところどころに残っている。明治４３（１９１０）年「陸地測

量部」発行の『漁（いざり）』（図�－２）によれば、オルイカ２遺跡付近は「濶葉樹林」が広がり、
一部がオルイカ川河畔の湿地帯になっている様子がみられる。また遺跡の西側には、馬追丘陵に沿っ

て直線的に南北に伸びる道路がある。これは１８９１年に完成した由仁と千歳を結ぶ「由仁道路（ゆにど

うろ）」の一部で、現在の国道３３７号線の一部にあたる。

遺跡の西方には平坦な地形が広がっており、遠くに樽前山・恵庭岳・札幌岳・無意根山・手稲山な

ど標高１０００�～１５００�の山々がある。

� 遺跡の立地と周辺の遺跡
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図�－１ 遺跡周辺の地形図
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図�－２ 北海道假製五万分の一図「漁」の一部（１９１０年発行）

図�－３ 調査区周辺の現況図

� 遺跡の立地と周辺の遺跡
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� カワシンジュガイについて
カワシンジュガイの特徴

カワシンジュガイはイシガイ目カワシンジュガイ科に属する淡水産の二枚貝である。貝殻の長さは

１０	前後で、幅は約４	に対して厚さが約６	ある。形は長楕円形で、殻の外側表面は黒褐色～黒色
であるが殻の内側は青みがかった真珠光沢が強い。

氷河期にシベリア方面から日本列島に分布を広げた後の遺存種であり、日本が分布の南限になって

いる。カワシンジュガイという名前の由来は、昔、類似する貝から真珠を採取していたのでこの名が

ついたとされている。

生息環境は、夏季でも水温が２０℃以上にならないような河川上流の渓流部を好む。流速は比較的早

いほうがよい。砂礫底や礫底に体を半分以上うずめて、プランクトンなどを捕食して生活している。

幼生はイワナやヤマメなどのサケ科魚類のエラやヒレに付着して、これらとともに移動している。成

長が遅くて寿命が長く、１００年生きるといわれている。

カワシンジュガイは現在、河川改修などによる生息場所の消失、生活排水の流入などによる水質の

悪化、流量の減少、水温の上昇などさまざまな原因により急速に個体数を減じている。日本列島では

北海道・岩手県・栃木県・長野県・福井県・広島県・山口県などに局所的に分布するにまで減少して

おり、環境省により絶滅危惧�種（VU）に指定されている。

千歳川でも、以前は上流～中流域にかけていたるところでカワシンジュガイが棲息していたが、現

在では上～中流域の一部で見られるのみである。それでも全国的には最も多くのカワシンジュガイが

見られる河川の一つとなっている。

カワシンジュガイの利用

カワシンジュガイは縄文時代の遺跡からも出土している。オルイカ２遺跡の周辺では、約２�北に
あるキウス４遺跡の泥炭湿地および盛土遺構から殻皮が多数出土している。後者は縄文時代後期後半

に人為的に形成されたもので、カワシンジュガイも利用されていたことが窺える。

アイヌ文化期について、梅川４遺跡では平地住居跡などの建物跡の周辺からカワシンジュガイ集中

が多数検出されている。これらの周囲は不規則なくぼみがある場所が多く、大木の根元に置かれた可

能性がある。また末広遺跡ではカワシンジュガイ集中が３３ヵ所検出されている。

アイヌ文化期に関する記録（『蝦夷生計図説』）には、穀物の穂積み具としてカワシンジュカイの殻

が利用されていたことが描かれている。しかしカワシンジュガイは身近に得られる貝であり、食用と

して多量に採取されたことのほかにも利用されたことが考えられる。 （阿部）

図�－４ カワシンジュガイに関する記録（『蝦夷生計図説』）

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�
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２．周辺の遺跡

オルイカ２遺跡周辺の遺跡を地形図（図�－５）と一覧表（表�－１・２）を用いて記す。
図�－５は、大正５・６（１９１６・１９１７）年に陸地測量部が測図した５万分の１地形図『漁』と平成

１３（２００１）年の国土地理院発行の５万の１地形図『長都』・『千歳』、および千歳市教育委員会の埋

蔵文化財包蔵地分布図を利用して作成した、オルイカ２遺跡周辺の遺跡分布図である。これらの遺跡

の時代・時期の特色は、発掘調査等によりその内容が比較的明らかなものをもとに記述すると次のよ

うになる。（括弧内の数字は遺跡登載番号。）

＜旧石器時代＞

オルイカ２遺跡の北西約５００�にある丸子山遺跡（６８）で恵庭 a降下軽石層の上・下から遺物が出

土している。下層は約２万年前と推定できる石器群で、黒曜石製のスクレイパーのほかには定形的な

ものに乏しい。上層はオショロッコ型細石刃核を伴う石器群で、黒曜石と頁岩を素材とする。また、

キウス５遺跡（９３）C地区・キウス７遺跡（２６５）でも細石刃期石器群が出土している。オルイカ１

遺跡の南にある祝梅下層（三角山地点）遺跡（４４）では道内で最も古い石器群の一つと考えられてい

るナイフ形石器が恵庭 a降下軽石層の下から出土している。メボシ川２遺跡（５３）では、オショ

ロッコ型細石刃核を伴う石器群と峠下型細石刃核を伴う石器群がそれぞれ別のブロックから出土して

いる。柏台１遺跡（２７４）では、恵庭 a降下軽石層の下から蘭越型細石刃核を伴うブロックが検出さ

れたほか、礫群・炉跡が検出され、コハク玉、石製品、顔料の原材なども出土した。さらに、埋没林

が広域に検出された。

＜縄文時代早期＞

キウス５遺跡 A地区から遺物が多量に出土している。前半のものは、暁式土器、貝殻条痕文土器

である。後半のものは、東釧路
式土器、コッタロ式土器が多い。住居跡は、暁式期のものがキウス
川上流の段丘上で、東釧路
式期・コッタロ式期のものが下流の段丘上で検出されている。また、キ
ウス７遺跡でもコッタロ式期の住居跡・土坑墓が見つかっている。早期後半は、キウス４遺跡（９２）

で東釧路
式～東釧路�式期の遺物が出土しており、西側の A地区では住居跡が検出されている。

キウス川流域以外では、梅川４遺跡（５９）・ケネフチ６遺跡（２６１）・オサットー１遺跡（２６９）・チ

プニー２遺跡（２７８）などで早期後半の遺物が出土している。

＜縄文時代前期＞

キウス５遺跡 B地区には、キウス川旧河道沿いの斜面上に綱文式期の集落跡があり、石鏃・石錐

・つまみ付きナイフ・石斧などが副葬された土坑墓も検出された。キウス４遺跡西側の A地区でも

綱文式期の集落跡が見つかっており、ほかに花積下層式・静内中野式に相当する時期の土器・木製品

も出土している。その他イカベツ２遺跡（１０７）などで綱文土器が出土している。

＜縄文時代中期＞

丸子山遺跡で、天神山式期あるいは萩ヶ岡２・３式期の環壕が見つかっている。また同遺跡では北

筒式期の住居跡が検出された。キウス５遺跡では、B地区に北筒式期の集落、C地区に柏木川式期の

集落が確認されている。キウス４遺跡・キウス７遺跡・祝梅川山田遺跡（４９）でも柏木川式期の住居

跡が検出されている。

＜縄文時代後期＞

前葉は余市式・タプコプ式の住居跡や土坑が、キウス４遺跡・キウス５遺跡 A地区・キウス７遺

跡・丸子山遺跡で見つかっている。キウス７遺跡・オルイカ１遺跡（８８）からは、余市式・タプコプ

� 遺跡の立地と周辺の遺跡
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式の土器囲い炉を伴う住居跡が検出されている。またキウス４遺跡 Q地区では、入江式とタプコプ

式が共伴して出土する土坑が検出された。中葉の手稲式期・�澗式期は、キウス５遺跡 A地区やキ

ウス７遺跡で住居跡・埋甕などが確認されている。キウス４遺跡（千歳市教委調査）では、手稲式期

の壼形土器が埋納された土坑が検出された。後葉の堂林式期には周堤墓が多数構築された。国指定史

跡キウス周堤墓群をはじめキウス４遺跡、丸子山遺跡などで計３２基が検出されている。キウス４遺跡

では、周堤墓のほか、同時期の住居跡・掘立柱建物跡、南北の盛土遺構、道跡、水場遺構などが確認

されており、大量の遺物が出土している。また、キウス１遺跡（８９）でも、住居跡や盛土と考えられ

る遺構が検出されており、キウス周堤墓群に対応する集落の存在が想定される。

＜縄文時代晩期＞

キウス５遺跡 A地区・キウス７遺跡で、タンネトウ L式期の土坑墓が多数確認されている。キウ

ス５遺跡 A地区では、石鏃が覆土中に撒かれた土坑墓や、多量の炭化材や割られた矢柄研磨器が出

土した火葬墓、大洞 A式相当の壺が置かれた火葬墓など多様な葬制が見られる。梅川３遺跡（５８）

では、竪穴住居跡のほか、坑底にベンガラが撒かれた土坑墓が検出されている。そのほか祝梅三角山

D遺跡（４５）・祝梅川山田遺跡・チプニー１遺跡（２７７）・チプニー２遺跡（２７８）などの遺跡から

晩期の土器が出土している。またオルイカ１遺跡で道跡が検出されている。

＜続縄文時代＞

全体的に検出例が少ない。キウス５遺跡・キウス７遺跡で、大狩部式期の住居跡や後北 C２－D式

期の土坑などが検出されている。キウス４遺跡では旧河道から恵山式土器と木製品が出土した。また

丸子山遺跡でも恵山系の土器が少量出土している。末広遺跡（３７）では、後北 C２－D式期の竪穴住

居跡や土坑墓が検出された。

＜擦文時代＞

丸子山遺跡では、８世紀頃と推定される住居跡や建物跡・土坑などが確認された。キウス５遺跡 A

地区では、坑外から鍬先の出土した墓坑が検出された。キウス５遺跡 C地区には、中央部に炉のあ

る平地住居があり、その南側の山林中には擦文時代の住居跡と考えられる凹みが複数見られ、土器片

が散在している。末広遺跡では１００軒を超える竪穴住居や鍛冶遺構と判断される竪穴のほか、土坑墓

なども検出された。白頭山・苫小牧降下火山灰（B－Tm）の降灰期に近い時期の遺構も多く含まれ

ている。このほか、祝梅の遺跡群（４６～５５）、梅川の遺跡群（５６～５９）、トメト川の遺跡群（３８～４０）、

アンカリトーの遺跡群（６２～６７）など、擦文文化に関する遺跡は非常に多い。

＜アイヌ文化期＞

平地住居跡や建物跡の検出例が近年増えている。末広遺跡では、平地式建物跡１４棟・土坑墓３０基・

カワシンジュガイの集積３３ヵ所・焼土３１９ヵ所など多くの遺構が検出された。梅川４遺跡でも、規模

は小さいものの同様の遺構群が検出されている。またトメト川３遺跡（４０）では、平地住居跡・建物

跡のほか、屋外灰集中箇所が多数検出された。鍋・刀子などの鉄製品のほか、火皿・唐津製擂鉢など

も出土している。オサットー１遺跡では、内耳鉄鍋・斧・刀子・キセルなどの副葬された墓坑が見つ

かっている。チプニー１遺跡では骨片を多量に含む焼土と集石が検出された。またチプニー２遺跡で

は、平地式住居跡から青磁碗、鉄鍋などが出土している。キウス５遺跡には太刀の副葬された墓坑が

ある。キウス７遺跡では沢づたいの道跡と柱跡群が検出され、ガラス玉も出土している。キウス４遺

跡では旧河道より曲げ物の側板をはじめ多数の木製品が出土した。また千歳川河畔（根志越３遺跡・

２４１）とママチ川河畔（１９８）から丸木舟が出土している。チャシは釜加（２）・ケネフチ（１０２）に

あり、後者は面崖式で一条の堀を有する。

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�
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以上のように時期別に概観した遺跡を、人々の生活範囲という平面でとらえてみる。オルイカ２遺

跡付近の遺跡分布は、
ケネフチ川流域、�キウス川流域、�丸子山古砂丘付近、�祝梅川流域、�
トメト川流域（千歳川対岸）に大別できる。このうち、最近の発掘調査により遺跡の状況が比較的明

らかなのは�・�・�の地域であり、
は不明な部分が多い。
旧石器時代は、�および�といった古砂丘が分布する地域にその中心があったようであるが、�の
付近まで活動の範囲が及んでいた形跡が見られる。

縄文時代早期は、前半�のうちキウス川上流に中心があり、後半から末葉にかけて次第に下流へ拡
大していくようである。前期前半は、�のキウス川右岸の段丘上に２ヵ所集落が確認されており、こ
のころから小規模な集落が何ヵ所かに分かれて存在するようになったらしい。中期中葉から後葉にか

けて�では環壕が掘られた後に集落が営まれ、�・�・�でも同時期の集落が見られる。後期前葉か
ら中葉は、�の各地で集落が成立する。後葉になると、�・�の地域で周堤墓が構築される。特に�
では、キウス川下流（キウス４遺跡）から北側のモウシ川の川筋（キウス周堤墓群・キウス１遺跡）

へ中心が移動していくようである。晩期前葉から中葉にかけては、オルイカ付近で人々の活動の痕跡

は未だ確認されていない。晩期後葉には、�のキウス川段丘上や�の地域に墓域が見られるが、集落
跡などは確認されていない。

続縄文時代は、�および�の地域で住居跡・墓坑などが確認されており、この付近に活動範囲が
あったものと見られるが、他の時期に比較して活動の痕跡が少ない。

擦文時代には、�の地域に多数の竪穴群・土坑墓群があり、この付近が中心であったとみられる。
そのほか�で８世紀ごろの集落が確認されたほか、�のキウス川段丘上にも集落が存在していたと考
えられる。

アイヌ文化期では、中世・近世が明確に区別できるものは少ないが、全体的には人々の生活範囲は

広く
・�・�・�・�の各地に及ぶようになる。特に�の地域での活動が目立つ。�の釜加や
の
ケネフチでは、チャシが営まれるようになる。

現在では、古くから�の地域の西側に千歳市街地が形成され、�の地域は新興住宅地が増えてきて
いる。 （阿部）

� 遺跡の立地と周辺の遺跡
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図�－５ 周辺の遺跡
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表�－１ 周辺の遺跡一覧�
� 遺 跡 名 種 別 時 期 発 掘 調 査 歴 等

１ カリンバ－ 集落跡 擦文 釜加のチャシ跡に接する南側緩斜面に数個の竪穴があったという。『千歳遺跡』
p１１６～１２４

２ 釜加のチャシ跡 チャシ跡 アイヌ １９６５年調査、大場利夫・石川徹『千歳遺跡』p１１６～１２４（旧称：釜加）
１３ オサツ１ 集落跡 擦文、アイヌ 保安林内に１６軒の竪穴。（旧称、都５遺跡）

１４ オサツ２ 集落跡 旧石器、縄文、擦文、アイヌ
１９９２～１９９４年（財）道埋文調査。１９９７～１９９９年千歳市教委調査。細石刃核を含む
ブロック、縄文中期・擦文の竪穴住居。続縄文・アイヌの土坑墓、木製品。（旧
称：都６遺跡）

１５ オサツ３ 集落跡 擦文 保安林内に竪穴。（旧称：都４遺跡）
３５ 都 遺物包含地 縄文晩期、アイヌ タンネトウ L式土器。
３６ 都のチャシ跡 チャシ跡 アイヌ 円形壕。１９６６年調査、『千歳遺跡』p１２４～１２８。『北海道のチャシ』７。（旧称：都１）

３７ 末広 集落跡 縄文中・後期、続縄文、擦文、アイヌ
１９６８石川徹、１９７９～１９８１・１９８４・１９９２千歳市教委発掘調査。縄文中期・後期・擦
文竪穴住居、アイヌ期住居跡、縄文後期焼土遺構、周堤墓、アイヌ期墓坑、擦文
鍛冶工房跡。No．４２、根志越２遺跡と合体。（旧称：根志越 C）

３８ トメト川１ 集落跡 擦文 竪穴２軒確認。
３９ トメト川２ 集落跡 続縄文、擦文 段丘縁に沿って竪穴１３軒が並ぶ。（旧称、根志越 F）
４０ トメト川３ 集落跡 擦文、アイヌ ２００２千歳市教委調査。（旧称、根志越 E）
４１ 根志越１ 集落跡 擦文 かつて１９軒の竪穴が見られたが、現在は、草地化されている。消滅。
４３ 祝梅上層 遺物包含地 旧石器 １９７２・１９７３吉崎昌一調査。細石刃核を含むブロック。
４４ 祝梅下層 遺物包含地 旧石器 「三角山地点」。１９７３吉崎昌一調査。ナイフ形石器ほか。
４５ 祝梅三角山 D 集落跡 縄文中・晩期、続縄文、擦文、アイヌ １９７７千歳市教委発掘調査。擦文期竪穴住居５軒。
４６ 祝梅川 集落跡 縄文晩期、続縄文、擦文、アイヌ 『千歳市における埋蔵文化財（上）』。アイヌ期カワシンジュガイあり。
４７ 祝梅川矢島 遺物包含地 縄文前～晩期、続縄文、擦文 タンネトウ L式が主体。
４８ 祝梅川小野 遺物包含地 縄文前・晩期 一部 En－aのローム面まで削平されている。
４９ 祝梅川山田 遺物包含地 縄文中～晩期、続縄文、擦文 内耳鉄鍋。１９９０千歳市教委発掘調査。竪穴住居２軒。
５０ 祝梅川上田 遺物包含地 擦文
５２ メボシ川１ 遺物包含地 縄文中～晩期、擦文 消滅。（旧称：祝梅 S）
５３ メボシ川２ 集落跡 旧石器、縄文早～晩期 １９８１千歳市教委発掘調査。細石刃核を含むブロックほか。
５４ メボシ川３ 集落跡 擦文
５５ 祝梅竪穴 集落跡 擦文、アイヌ １９７３石川徹、発掘調査。竪穴住居４軒。鉄製品、古銭（正隆元寶）出土。
５６ 梅川１ 遺物包含地 擦文
５７ 梅川２ 遺物包含地 縄文中～晩期、擦文 （旧称：祝梅 H）
５８ 梅川３ 集落跡 縄文後・晩期、擦文、アイヌ １９８５千歳市教委発掘調査。竪穴住居１６軒、墓１０基（アイヌ期３基含む）。

５９ 梅川４ 墳墓 縄文早～晩期、続縄文、擦文、アイヌ １９９９～２０００千歳市教委発掘調査。アイヌ期土坑墓、住居跡、カワシンジュガイ集
中ほか。（旧称：祝梅 A）

６０ メムセ 集落跡 擦文 竪穴住居跡が１軒みられたという。
６１ アンカリト－１ 遺物包含地 縄文晩期 En－aの上面付近まで削平されている。
６２ アンカリト－２ 集落跡 縄文前・後・晩期、続縄文、擦文 竪穴住居跡が１軒みられた。
６３ アンカリト－３ 墳墓 縄文晩期、続縄文、擦文 鉄製品出土。
６４ アンカリト－４ 遺物包含地 縄文後期
６５ アンカリト－５ 集落跡 縄文中・晩期、続縄文、擦文 航空写真判読で９個の竪穴状マ－ク観察。
６６ アンカリト－６ 集落跡 縄文中、続縄文、擦文 無名沢を挟んで北に２軒、南に４軒の竪穴がみられる。
６７ アンカリト－７ 遺物包含地 擦文

６８ 丸子山 集落跡 旧石器、縄文、擦文 １９９０～１９９３千歳市教委発掘調査。細石刃核を含む旧石器ブロック、環壕集落、周
堤墓、擦文期の竪穴。消滅（旧称：丸子山）

６９ K基地１ 集落跡 擦文 南長沼用水南側に竪穴住居があったという。
７０ K基地２ 遺物包含地 縄文後・晩期、擦文 動物形土製品が出土したという。
７１ ピクニックエリア 集落跡 擦文 オルイカ川湧水地周辺。数軒の竪穴がみられたという。
７６ キウス１号環状土籬 周堤墓 縄文後期 １９６４大場利夫・石川徹、調査。土坑墓５基、立石あり。１９７９国指定史跡
７７ キウス２号環状土籬 周堤墓 縄文後期 １９６５大場利夫・石川徹、調査。配石のある土壙墓あり。土偶出土。１９７９国指定史跡
７８ キウス３号環状土籬 周堤墓 縄文後期 １９７９国指定史跡
７９ キウス４号環状土籬 周堤墓 縄文後期 １９６５大場利夫 外周部調査。西側に開口部をもつ。１９７９国指定史跡
８０ キウス５号環状土籬 周堤墓 縄文後期 西側に開口部をもつ。１９７９国指定史跡
８１ キウス６号環状土籬 周堤墓 縄文後期 １９７９国指定史跡
８２ キウス７号環状土籬 周堤墓 縄文後期 １９５０頃 河野広道・近藤義男踏査。
８３ キウス８号環状土籬 周堤墓 縄文後期 全壊？１９８７道教委試掘確認により１９８８登載抹消。
８４ キウス９号環状土籬 周堤墓 縄文後期 全壊？１９８７道教委試掘確認により１９８８登載抹消。
８５ キウス１０号環状土籬 周堤墓 縄文後期 全壊？１９８７道教委試掘確認により１９８８登載抹消。
８６ キウス１１号環状土籬 周堤墓 縄文後期 北側が削平されている。１９７９国指定史跡
８７ キウス１２号環状土籬 周堤墓 縄文後期 ２号・５号周堤墓に覆われている部分が大きい。１９７９国指定史跡
８８ オルイカ１ 集落跡 縄文中・後・晩期、アイヌ ２００２・２００３�道埋文センタ－調査。（旧称：キウス１３号環状土籬）

８９ キウス１ 集落跡 縄文後・晩期、続縄文 マウンド状の遺構２ヵ所があったという。１９６４大場利夫・石川徹、発掘調査。住
居跡１軒。

９０ キウス２ 周堤墓 縄文後期 航空写真によるソイルマ－ク
９１ キウス３ 遺物包含地 縄文後期

９２ キウス４ 周堤墓・集落跡 縄文早・前・後期、擦文 １９９３、１９９５～１９９８�道埋文センタ－調査。１９９５千歳市教委調査。縄文早～前・中
・後期住居跡、周堤墓、盛土遺構、水場遺構。木製品。

９３ キウス５ 集落跡・墓
低湿部ほか

縄文早～晩期、続縄文
擦文、アイヌ

１９９４～１９９８・２００３・２００４�道埋文センタ－、１９９７千歳市教委調査。各期住居跡・
土坑、Tピットほか。縄文中期以降の柵列。近世の畑跡。木製品。

９４ キウス川 遺物包含地 縄文後期
９５ 中央目黒 遺物包含地 縄文後・晩期 モウシ川右岸段丘
１０２ ケネフチのチャン チャシ跡 アイヌ １９３５原田二郎・近藤義男踏査。泉郷神社境内。面崖式。
１０３ トプシナイ１ 遺物包含地 アイヌ 舟釘状鉄製品
１０４ トプシナイ２ 遺物包含地 縄文中・後期
１０６ イカベツ１ 遺物包含地 続縄文 後北 C２式

� 遺跡の立地と周辺の遺跡
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※周辺遺跡出土の鉄製品

保存処理前の状態で図化し報告した鉄製品について、保存処理が終了したものを改めて実測・ト

レースして掲載した。なお、保存処理は�ニッテツ・ファイン・プロダクツ釜石文化財保存処理セン
ターに委託したものである。

�チプニ－１遺跡（北埋調報１７３集 図�－３０）
１は刀子で茎部に目釘孔がみられる。２は刀子の刃部片で、錆び瘤と小礫が付着した部分からは、

金属が脆くなっていた為、接合は困難であった。先端部の湾曲は木椀等を刳り抜く為に、専用の道具

として加工されたものであろうか。３は目釘孔で折れた刀子の茎部である。４～６は接合した、一文

字湯口の鍋片である。

�オルイカ１遺跡（北埋調報１８８集 図�－１０）
１は刀子。２は釘で断面形態は方形を呈していた。３は鉄素材。４は先端部が欠損した魚突鉤先。

５は鉄斧で刃部に樋は刻まれていない。 （冨永勝也）

表�－２ 周辺の遺跡一覧�
� 遺 跡 名 種 別 時 期 発 掘 調 査 歴 等
１０７ イカベツ２ 遺物包含地 縄文前・後・晩期、擦文 綱文、堂林、タンネトウ L式
１０８ ケネフチ１ 遺物包含地 縄文早期 中茶路式
１０９ ケネフチ２ 遺物包含地 縄文後期
１１０ ケネフチ３ 遺物包含地 縄文早・晩期、擦文
１１１ ケネフチ４ 遺物包含地 縄文中期
１９８ ママチ川丸木舟 遺物包含地 アイヌ 丸木舟 （長さ約７．３m、幅約０．５m）
２４１ 根志越３ 遺物包含地 アイヌ 丸木舟 （長さ約７m、幅約０．６m）
２４２ キウス６ 遺物包含地 縄文晩期
２４６ アンカリト－８ 遺物包含地 縄文晩期 タンネトウ L式
２６１ ケネフチ６ 集落跡 縄文早期、擦文 コッタロ、中茶路、東釧路式。竪穴住居１軒。

２６５ キウス７ 集落跡・墓ほか 旧石器、縄文早・中・後・晩期、
続縄文、擦文、アイヌ

１９９３～１９９８年�道埋文センタ－調査。細石刃核を含むブロック、縄文早・中・後
期住居跡、縄文早・後期～続縄文土坑、Tピット、アイヌ期道跡ほか。

２６９ オサツト－１ 遺物包含地・墓 縄文早・中・後・晩期、アイヌ １９９３�道埋文センタ－調査。アイヌ期墓２基。

２７４ 柏台１ 遺物包含地 旧石器 １９９７・１９９８�道埋文センタ－調査。細石刃核を含むブロック、炉跡、礫群、コハ
ク玉、赤色顔料関連遺物。

２７５ キウス８ 遺物包含地 縄文中・晩期 一部開削。
２７７ チプニー１ 遺物包含地 縄文後・晩期、擦文、アイヌ ２００１�道埋文センタ－調査。土坑、Tピット。アイヌ期焼土・集石。
２７８ チプニー２ 遺物包含地 縄文早・中～晩期、擦文、アイヌ ２００１・２００３～２００５�道埋文センタ－調査。
２７９ キウス９ 遺物包含地 縄文早・前・後・晩、擦文、アイヌ ２００５�道埋文センタ－調査。
２８０ オルイカ２ 集落跡 旧石器・縄文早・中・晩期、アイヌ ２００２・２００４�道埋文センタ－調査。当報告。

表�－３ 保存処理後鉄製品一覧

遺跡名 挿図番号
掲載
番号

写真図
版番号

遺構／
調査区

遺物
番号

出土
層位

遺物名 点数
大きさ

備考長さ
（	）

幅
（	）

厚さ
（	）

重量
（�）

チプニ－１ 図�－３０ １ 図版５５ J－４３区 － 
層 刀子 １ ２４．３ ２．８ ― （１１１．４）
チプニ－１ 図�－３０ ２ 図版５５ L－４０区 － 
層 刀子片 １ ― ２．４ ― （３２．５）
チプニ－１ 図�－３０ ３ 図版５５ L－４３区 － 
層 刀子片 １ ６．８ １．８ ― （４０．６） 茎部
チプニ－１ 図�－３０ ４ 図版５６ L－３９区 － 
層 鍋片 １

― ― ― （５１．７）

５・６と接合
チプニ－１ 図�－３０ ４ 図版５６ L－３９区 － 
層 鍋片 １
チプニ－１ 図�－３０ ５ 図版５６ L－３９区 － 
層 鍋片 １ 接合
チプニ－１ 図�－２９ ６ 図版５６ L－３９区 － 
層 鍋片 １ 接合
チプニ－１ 図�－２９ － － L－３９区 － 
層 鍋片 １ ― ― ― ― 未掲載
チプニ－１ 図�－２９ － － S－４４区 － 
層 鍋片 １ ― ― ― ― 未掲載
チプニ－１ 図�－２９ － － R－４６区 － 
層 釘片 ２ ― ― ― ― 未掲載
チプニ－１ 図�－２９ － － I－３７区 － 
層 不明鉄片 １ ― ― ― ― 未掲載
チプニ－１ 図�－２９ － － N－４０区 － 
層 不明鉄片 ２ ― ― ― ― 未掲載
オルイカ１ 図�－１０ １ 図版２５ USD－１ １ 
層 刀子 １ １０．１ １．９ ０．４ １５．２
オルイカ１ 図�－１０ ２ 図版２５ USD－１ ２ 
層 釘 ２ ７．０ ０．６ ０．４ ３．９
オルイカ１ 図�－１０ ３ 図版２５ USD－１ ３ 
層 不明鉄片 １ ２．５ ２．６ ０．３ ７．９
オルイカ１ 図�－１０ ４ 図版２５ P－３５区 １ 
層 鈎状 １ １２．６ ６．４ １．３ ６４．９
オルイカ１ 図�－１０ ５ 図版２５ S－３９区 １ 
層 斧 ２ １６．９ ５．１ ２．６ １１２０．０

（ ）の重量はエスカルと RP剤を含む梱包重量

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�
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図�－６ チプニー１遺跡出土鉄製品

� 遺跡の立地と周辺の遺跡
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� 調査の方法

１．調査の方法と経過

� 発掘区の設定
現地調査の基本図は、札幌開発建設部の一般国道３３７号新千歳空港関連工事の用地平面図１，０００分の

１を使用した。基軸線は、平成１４年に調査したオルイカ１遺跡の設定を踏襲した。現３３７号の切り替

え道路予定地の幅杭 L－１７と L－２２を結んだ線を Iラインとし、北東－南西方向の基線とした。北西

－南東方向の基線は、L－１７において Iラインに直行する線を２５ラインとした。オルイカ２遺跡の発

掘区の設定にあたっては、幅杭 L－１７から L－２２方向に Iラインを延長し、L－１７から４６０�の地点を
I－１４０として基準点を定めた。Iラインから４�毎に平行する線をH・G・F……（北西側）、J・K・

L……（南東側）とアルファベットを付した。またこれに直行する線は１４０ラインを基準に、４�毎
に平行する線を１３９・１３８・１３７…（南西側）、１４１・１４２・１４３……（北東側）と数字を付した。それぞ

れの交点上に杭を打ち、４�×４�グリッドに区画された西端の杭を発掘区の呼称とした。各グリッ
ドの表示はアルファベットと数字の組み合わせで K－１３２、S－１４９などと呼称した。

基準杭の座標値の成果は以下に記した（世界測地系）。座標系は平面直角座標系第１２系である。

道路用地内幅杭 L－１７ X＝－１２６，６４３．７９７１� Y＝－４４，３０９．０３１４�
道路用地内幅杭 L－２２ X＝－１２６，４４１．４２１２� Y＝－４４，１５８．３４７５�
調査区内基準杭 I－１４０ X＝－１２６，２７４．８３９６� Y＝－４４，０３４．３１４５� H＝１２．９００�
調査区外仮 B.M. H＝１３．８００�

図�－１ 発掘区設定図

� 調査の方法

23



� 発掘調査の方法と経過
調査にあたっては、平成１４年度の調査結果に基づき、特にアイヌ文化期の遺構・遺物、旧石器時代

の遺構・遺物の検出に重点を置くこととした。

人力による発掘調査の前に、旧道の切り替えが行われた。そして表土および Ta－a降下軽石層を

調査区全域にわたって重機で除去した。Ta－aの直下からはすでに焼土が現れ始めた。

発掘調査では、まず上位の黒色土層（�層）の調査を行った。�層～�層（Ta－c）では、遺構・

遺物の濃淡を早期に把握するため２５％調査を行った。ただし A地区中央部から南東側にかけては、

�層上面において焼土や灰の集中箇所、鉄片・カワシンジュガイなどの遺物が多数現れ、２５％調査の
範囲から外し、並行して遺構調査を行った。特に平地住居の炉と考えられる大型の焼土（灰）周辺や、

単独でも柱穴の可能性のある遺構について、周辺の柱穴の検出に努めた。また焼土や灰集中について

はサブトレンチを入れ土層の堆積状況を細かく観察し、魚骨などの細かな遺物を各層ごとにていねい

に取り上げた。このほか、一部の炉の平面・断面や柱穴の断面について、剥ぎ取り作業や石膏による

型取り作業を行い保存した。

下位の�層（黒色土層）～�層（漸移層）についても２５％調査を行い、遺構確認を行いながら順次
掘り下げた。一発掘区に対して�－１層・�－２層・�層の少なくとも３回に分けて掘り下げた。発
見された遺構については、その都度調査を行った。特に各所で発見される小型の焼土は、ある程度ま

とめて測量を行った。旧石器の遺物集中範囲では�層上面から旧石器時代の遺物が出土したため、そ
れらの遺物を残しながら一回３	程度を移植ごてで掘り下げた。

層（ローム層）では、旧石器が発見された範囲とその周辺について調査を行った。他の部分にも
広がる可能性があるため、調査区の縦横に範囲を広げ、調査区の約１／３を調査した。なお旧石器ブ

ロックが３ヵ所確認された C地区については、調査区の大部分を対象とし、�層（軽石層）の上位
部分まで掘り下げた（詳細は�章）。また、期間等の都合上、遺物集中域を含めて微小遺物検出のた
めの土壌水洗は行っていない。

A地区の低地部は�層および�層が厚く堆積しており、常に湧水があるため排水溝を兼ねたトレン
チを設け、ポンプで排水しながらスコップなどを用いて各層の掘削を行った。

調査区全体の土層観察は C地区の北西壁（Hライン付近）を利用し、�層（En－a軽石層）に達

するまでトレンチを入れた。調査区北角（H－１５４区）についてはさらに掘り下げ、基本土層の作図

を行った。また調査区中央の土層（Sライン）も随時記録した。さらに低地部の土層断面（Wライ

ンおよび Zライン付近）を作成した。

遺物の取り上げ

遺物は、遺構や遺物集中、旧石器と見られる石器群、特殊な遺物については出土地点を測定してと

りあげた（「点あげ」）。旧石器時代の石器に関しては指先より小さいものに関しても、できる限り出

土地点を計測した。出土地点の計測は電子機器を使用せず全て人力で行った。

まとまって出土した遺物（一括出土遺物）は、出土状況を実測した。それ以外の包含層出土の土器

・石器などは層位別・発掘区別ごとにまとめてとりあげた（「グリッドあげ」）。またそれぞれ遺物種

類ごとに分け、特に石器については剥片石器群と磨製・礫石器群に分けてそれぞれ袋に入れて回収し

た。

フローテーション

平地住居跡の炉および�層で検出された焼土（灰）のほぼすべてと、�層で検出された大型の焼土
のうち数ヵ所、そして遺構の坑底等の土壌を採取し、フローテーション法により微細遺物を分離し採

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�
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集した。現場ではコンテナや網籠に広げて、棚を利用した簡易乾燥室において十分乾燥させた。その

後乾燥重量・体積を記録し、フローテーションマシーンを用いて残渣・浮遊物を回収した。なお浮遊

物の回収には２種類のフルイ（フルイ目２．００
、０．４２５
）を用いて分別採取し、残渣とともに回収
した（�章－７・�章－８）。再び十分に乾燥させ、仮収納した。 （阿部・広田）

� 整理作業の方法と経過
出土遺物は、まず現地で水洗・分類・遺物注記・遺物台帳作成などを行った。また土壌はフロー

テーション法により水洗した。注記は土器等のうち小片を除くすべての破片のほか、磨製石器片・礫

石器片の一部、旧石器とみられる遺物ほぼすべてに行った。

その後の整理作業は、江別市の北海道埋蔵文化財センター整理作業棟で行った。遺構図面の作成、

出土遺物の整理、遺物の写真撮影、表作成、原稿執筆を行い、報告書編集作業を行った。

※遺物注記内容

「遺跡名」．「発掘区」または「遺構名」．「層位」．「遺物番号（点上げ）」

例； （遺構） オ２．LPD２．フク１．１９

（包含層） オ２．R１３２．�２
土器の整理

出土土器の整理作業は、まず水洗・注記・分類・遺物台帳作成などの一次整理を現場作業と並行し

て行った。そして遺構・包含層別に仮収納し、発掘作業終了時に江別のセンターに搬送した。

二次整理ではまず接合・復元作業を行い、８０件あまりの接合データ（層位や発掘区をまたぐもの）

が得られ、１０個体の土器を復元した。また１９０点について拓本作業を行い、１５点について器形を図上

復元した。復元された土器を実測し、図版作成・一覧表作成・写真撮影を行った。

（阿部）

石器等の整理

土器と同じく一次整理は現地で現場作業と並行し、二次整理は江別のセンターで行った。

〔縄文時代以降の石器等〕

一次整理は現場での取上げ後、水洗・乾燥作業を経て、器種・残存状況・石材の分類作業を行った。

その後、遺物台帳、遺物カードを作成し、遺構・包含層別に仮収納後、江別のセンターに搬送した。

二次整理は石器等の分類の見直し、接合、集計作業を行った。並行して報告書掲載用石器の選び出

し・実測・トレースを行った。報告書掲載石器等については図版作成・一覧表作成・写真撮影を行っ

た。

〔旧石器時代の石器等〕

一次整理では、水洗・乾燥後、微小なものを除いた全ての石器について注記作業を行った。注記内

容は土器と同じである。その後、器種・残存状況・石材の分類作業を行った。

分類後に遺物台帳、遺物カードを作成し、遺構・包含層別に仮収納後、江別のセンターに搬送した。

二次整理では、まず遺物の重量計測、打点・自然面・被熱の有無などの属性観察をし、遺物台帳に

記入した。打点・自然面・被熱などは「有」または「無」の簡単な観察だけである。被熱は肉眼観察

により、表面が光沢を失い、くもりガラスのような状態のものや表面がざらざらになり透明度がほと

んどないものを「有」とした。

その後実測・接合作業を行った。接合作業は、定形的な石器類については折れ面接合を、次に同一

母岩の石器類や剥片を探すようにした。特に細石刃に関しては細石刃同士や同一母岩の細石刃核との

� 調査の方法
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接合に努めた。剥片類は、まず同一のブロック内で、後述する５種類の黒曜石ごとに作業を進めた。

その中でさらに同一母岩と考えられるものを集めて接合作業を行った。

接合作業の実際は、折れ面接合の場合は瞬間接着剤を使用した。剥離面接合の場合は、両面テープ

で仮止めしながら作業を進め、必要に応じて瞬間接着剤を使用した。ただし、実測、写真撮影段階で

は全て瞬間接着剤で接合し、最終的な収納時もこの状態で収納している。

ある程度接合作業が進行した状態で、剥離工程を記録したカードを作成し、接合番号をつけた。接

合番号は、剥離面接合が「１」から、折れ面接合は「１００１」からとした。従って剥離面接合資料に折

れ面接合が含まれている場合は、一個体の接合資料で複数の接合番号があることがある。さらにこれ

らの接合作業で得られた接合資料やその他の石器のうち特徴的で同一母岩とみなせる資料を集め、母

岩別資料として「１」から番号を付けた。資料の呼称は、「母岩別資料」を略して「母岩」、「接合資

料」を略して「接合」とし、母岩別資料の場合は「母岩４・接合１０」、剥離面接合のみの場合は「接

合７」、折れ面接合のみの場合は「接合１００６」のように表示した。

その後、図版作成・一覧表作成・写真撮影を行った。 （広田）

金属製品の整理

鉄製品・銅製品は第１調査部第１調査課田口尚が担当した。X線撮影・錆落し等の事前処理を行い、

観察カードを作成した。そして保存処理前に実測および写真撮影を行った。その後脱塩・エタノール

含浸等の保存処理が進行中である。

微細遺物の整理

フローテーションで得られた微細遺物の選別・同定作業は、まず肉眼による残渣の選別を全ての試

料にわたって行った。残渣選別試料のうち肉眼では同定困難なものや浮遊物については、実体顕微鏡

を用いて微細遺物の選別および同定作業を行った。（�章－７）。動物遺存体の同定作業は、第１調査
部第２調査課土肥研晶の助言を得ながら、佐藤寿子が分類・同定を行った。炭化種子は清水和子が一

次分類を行った後、札幌国際大学椿坂恭代氏に同定を依頼した（
章－３）。また、選別で得られた
骨角器・自然遺物などの一部について実測を行った。

報告書作成作業の後、記録類の整理、遺物の収納作業を行った。遺物は掲載・未掲載別に遺物種類

ごとに分けてコンテナに収納した。写真フィルム・図面とともに北海道立埋蔵文化財センターに収蔵

してある（平成１７年１２月現在）。 （阿部）

２．土層の区分

オルイカ２遺跡全体の基本土層をH－１５４区の状況（図�－３）を中心に記載する。なお、調査区
を横断する土層断面を図�－４～７に示した。風倒木や根などの撹乱部が多く見られる。

�層：現表土。耕作土や道路下の盛土など。
�層：樽前 a降下軽石層（Ta－a）。１７３９年降下。砂質のテフラを主体とする。複数のフォールユ

ニットからなり、オルイカ２遺跡では大きくは３枚、細かくは１０枚以上に分かれる。

�－１：にぶい黄橙～灰白色（１０YR７／２～７／１） 径０．５～４
の粗い粒子。しまりなくすぐに
崩れる。上位の粒子がやや大きく、下位がやや細かい。

�－２：４枚のにぶい黄橙（１０YR５／３）色のバンドと３枚の灰白色（１０YR７／１）の砂質テフラ

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�
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図�－２ 基本土層（H－１５４区）
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との互層。前者は径０．２～０．５
程度で均質的な薄層、後者はやや径が大きく不均質な薄層であ
る。しまりはやや弱い。

�－３：褐灰色～灰白色（１０YR６／１～７／１） 径０．５～２
のやや粗い粒子が均質的に含まれる。
上位の粒子がやや大きく、下位がやや細かい。しまりは弱い。�層との層界は全体的には平坦
だが、細かく波状になっている。

�層：黒色（１０YR１．７／１）土。新千歳空港関連調査の「第一黒色土層（�B層）」に相当する。層厚

は１０～２０	ほどで、調査区全域に分布する。下端層界は漸遷的でやや不明瞭である。樽前 c降

下軽石（Ta－c）が２０％前後と多く含まれ、密で均質的である。しまりは中程度で粘性はやや

強い。なお低地部では層厚が最大８０	に達し、泥炭や Ta－cの含有度によって細分している

（図�－５・６）。また B－Tm火山灰（１０世紀中頃降下）が斑点状にわずかに確認される。

�層：樽前 c降下軽石・スコリア層（Ta－c・２，３００～２，５００年前降下）。褐色～暗褐色（１０YR４／４～

３／３）。径０．２～２
、層厚は１０～１５	ほどで、下端層界は明瞭である。密で褐色を呈する部
分とその上下に黒色土をやや多く含む暗褐色の部分があり、密な部分は場所によって濃淡があ

る。調査区全域におおむね均質的に分布しているが、�層と混在する部分がある。
�層：黒色土。新千歳空港関連調査の「第二黒色土層（�B層）」に相当する。粘性に富む。層厚は

３０～４０	で調査区全域に分布している。Ta－cの混在程度で V－１・�－２層に分けている。
低地部では�層以下が流水等により削られた後に厚く堆積した黒色土が観察される。

�－１層：黒色（１０YR１．７／１～２／１）土に Ta－cを２０～５０％と多量に含む。層厚５～１０	程度。
粒子が細かく密で均質的。しまりは中程度で粘性はやや強い。根を多く含む。

�－２層：黒色～黒褐色（１０YR１．７／１～２／２）粘質土。しまりはやや弱く、粘性は強い。粒子が

細かく密だが、下位はやや不均質で安定しない。層界が波状になるところも多い。

�層：暗褐色～褐色（１０YR３／４～４／６）土。�層と
層の漸移層。層界は漸遷している。層厚１０
～１５	だが不安定である。調査区全域に分布しているが、低地部は明瞭には見られない。しま
りは中程度で、粘性は強い。黒色土やロームのほか En－aを１０～２０％程度含み、不均質であ

る。

また�層と
層の境界付近で、赤橙色（５YR５／８）のスコリアとみられる粒子が散在する

のが確認される。樽前 d降下スコリア（Ta－d）とみられる。

�層：黄褐色（１０YR５／６～５／８）ローム層。恵庭 a降下軽石（En－a）が風化作用によってロー

ム化した層。層厚は１５～３０	で、調査区全域に分布する。�層との層界はやや明瞭。しまりや
や強く、粘性に富む。En－aを２０～５０％含み、やや密で均質的である。

�層：恵庭 a降下軽石層（En－a・１５，０００～１７，０００年前降下）。２�以上の層厚があり、調査区全域
に分布している。上部は人力で掘削するのに労を要するほど非常に硬くしまっている。

�－１：明黄褐色～黄褐色（１０YR６／８～５／８） 下端層界やや明瞭。極めてしまり強く硬い。

硬質ローム＋径５～３０
の軽石をやや不均質に含む。下部は粒径が小さく非常に密である。
�－２：黄橙色～明黄褐色（１０YR７／８～６／８）上部は密で硬質、下部はやや粗で不均質。下端

層界はやや不明瞭である。軽石の表面が鉄分により赤色化している部分がある。

�－３：黄褐色（１０YR５／６～５／８） しまりは強い。径２～５
の軽石＞径１０～３０
の軽石。
均質的であるが、すき間が多く粗である。径１
程度の砂を多く含み、最下部は薄層をなす。

�層：褐色～にぶい褐色（７．５YR４／４～５／４）シルト質粘土 均質的。しまり中～やや強。

（阿部）

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�
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３．遺構・遺物の分類

� 遺構の種類
オルイカ２遺跡では下記の遺構が検出された。遺構の記号の付け方については、平成１４年調査のオ

ルイカ１遺跡で提唱された記号にならった（北埋調報１８８『千歳市オルイカ１遺跡』）。「記号等の説

明」で記載したが、ここで再度掲載する。記号は下記の略記号の頭に層界によって「U」「L」を付し

て、発見順に１・２・３……と番号を付した。前回調査からの連番としている（焼土除く）。

層界 「U」：樽前 c火山灰より上層の遺構

「L」：樽前 c火山灰より下層の遺構

●遺構

竪穴住居跡 記号：「PD」（pit dwelling）

……掘り込みが認められ、焼土（炉）や柱穴が検出される円形や楕円形、方形の大型の遺構。

平地住居跡 記号：「SD」（surface dwelling）

……掘り込みがなく、焼土（炉）や柱穴が検出され、柱穴が方形や台形状に配置される遺構。

建物跡 記号：「SB」（surface building）……炉が確認されず柱穴が規則的に配置されるもの

土坑 記号：「PI」（pit） ……用途不明の大型の穴

T ピット 記号：「TP」（trap pit） ……いわゆる「落とし穴」

杭列 記号：「SL」（surface line） ……３本以上の柱穴が直線状に並ぶもの

柱穴 記号：「PH」（post hole）

焼土 記号：「FP」（fire place）

※住居等の遺構内で確認された遺構（付属遺構）は小文字で表記する。

例：樽前 cより上層の平地住居跡８の柱穴１５番

……→「USD８－ph１５」

●遺構に準じるもの（遺物集中等）

土器集中 記号：「CP」（concentration of potsherds）

石器集中 記号：「CS」（concentration of stones）

フレイク集中 記号：「FC」（concentration of flakes and chips）

礫集中 記号：「S」（stone）

カワシンジュガイ集中 記号：「KS」（日本語から）

� 遺物の分類
a－１．土器

分類規準は、過年度に当センターが行った千歳市周辺の発掘調査によるものとした。

�群 縄文時代早期に属する土器群。

a 類：貝殻腹縁文・条痕文のある土器群。わずかに出土している。

b 類：撚糸文・絡条体圧痕文・短縄文などが施される土器群。

b－１類：東釧路�式・�式に相当するもの。
b－２類：コッタロ式に相当するもの。

b－３類：中茶路式に相当するもの。

b－４類：東釧路�式に相当するもの。

� 調査の方法
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�群 縄文時代前期に属する土器群

a 類：いわゆる縄文尖底土器。綱文土器・静内中野式に相当するもの。

b 類：円筒下層式・植苗式・大麻�式に相当するもの。今回の調査では出土していない。
�群 縄文時代中期に属する土器群。

a 類：円筒上層式・萩ヶ岡１・２式に相当するもの。

b 類：円筒土器に後続する土器群。

b－１類：天神山式（萩ヶ岡３式）に相当するもの。

b－２類：柏木川式に相当するもの。

b－３類：北筒�式（トコロ６類）に相当するもの。
�群 縄文時代後期に属する土器群。

a 類：初頭～前葉の土器。余市式・タプコプ式・入江式に属するもの。

b 類：中葉の土器。ウサクマイ C式・手稲式・�澗式に属するもの。
c 類：後葉の土器。堂林式・「三ツ谷式」・御殿山式に属するもの。今回の調査では出土していない。

�群 縄文時代晩期に属する土器群。

a 類：大洞 B・BC式に属するもの。今回の調査では出土していない。

b 類：大洞 C１・C２式に属するもの。今回の調査では出土していない。

c 類：大洞 A・A’式・タンネトウ L式に属するもの。

�群 続縄文時代に属する土器群。

�群 擦文時代に属する土器群。

a－２．土製品

三角形土製品 縄文土器片を再利用して、周縁部または上面を調整して三角錐形に加工した土製品。

大きさは２～４	程度である。縄文時代中期から後期前葉にかけて、東北地方～北海道南部～石狩低
地帯に分布する。

土器片再生円盤 縄文土器片を再利用して円形に調整した後、周縁部をすった土製品。大きさは４

～６	程度である。縄文時代早期～後期まで各時期に出現する。
その他の土製品 土偶の一部と考えられる土製品が出土している。また製品ではないが、焼成粘土

塊が少数出土している。

（阿部）

b－１．石器・石製品など（縄文時代以降）

前回の報告書で使用した分類を基本的に踏襲したが、一部改変している。石器の製作技術や加工痕

・使用痕、石材等から「�剥片石器群」、「�磨製石器群」、「�礫石器群」、「�石製品」に分類した。
� 剥片石器群：剥離加工により製作されたもの。石材は黒曜石、頁岩が多い。

石鏃 Rフレイク

石槍またはナイフ Uフレイク

両面調整石器 石核

石錐 フレイク

つまみ付きナイフ 火打石

スクレイパー

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�
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� 磨製石器群：主に研磨調整により製作されたもの。石材は緑色泥岩、泥岩、蛇紋岩等が多い。

石斧

研磨石材

� 礫石器群：加工痕・使用痕が認められるもの。加工痕や使用痕のないものも便宜的にここに含め

る。石材は砂岩や安山岩が多い。

・加工痕・使用痕のあるもの ・加工痕・使用痕はないが、石器として使われた

と考えられるものたたき石

すり石 棒状礫

台石・石皿 焼け礫

砥石 礫

火皿 軽石

� 石製品：装飾品等で実用的な道具ではないと考えられるもの

玉

b－２．旧石器

当センターで調査している「白滝遺跡群」の器種分類を基本的に踏襲しているが、一部改変した部

分もある。

尖頭器（「PT」 Point）

素材の両面を加工し、尖頭部を作り出した石器。

両面調整石器（「BF」 Biface）

素材の両面を加工したもので細石刃核、尖頭器、斧型石器以外の石器。

細石刃（「MB」 Micro Blade）

細石刃核より剥離されたと考えられ、長さが幅の２倍以上で両側縁がほぼ平行し、それに平行する

稜があり、幅が約１	以下の石器。
細石刃核（「MC」Micro Core）

細石刃を剥離したと考えられる石器。

削片（「SP」Spall）

彫器削片（「BSP」Burin Spall）：彫器の彫刀面作出・再生時に剥離されたと考えられる剥片。

細石刃核削片（「MSP」Micro Core Spall）：削片系細石刃核の打面作出時に剥離されたと考えら

れる剥片。

彫器（「BU」Burin）

素材の端部に一条から数条の樋状剥離を施した石器。

掻器（「ES」End Scraper）

素材の端部に連続的な二次加工を施した石器。

削器（「SS」Side Scraper）

素材の側縁に連続的な二次加工を施した石器。

石刃（「BL」Blade）

長さが幅の２倍以上で両側縁がほぼ平行し、それに平行する稜がある石器。

二次加工ある剥片（「RF」Retouched Flake）

素材に二次加工を施したもので、定形石器に分類されない石器。

� 調査の方法
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剥片（「FK」Flake）

石核・石刃核・細石刃核・石器（トゥール）から剥離されたもので石刃、細石刃、削片以外の石器。

石核（「CO」Core）

剥片を剥離したと考えられるもので、石刃核、細石刃核以外の石器。

斧形石器（「AX」Axe）

両面もしくは片面加工により、斧状の刃部を作り出した石器。

b－３．石器等の石材について

石材は整理段階では略号を使用している。

Obs 黒曜石（Obsidian） Sa 砂岩（Sandstone）

Sh 頁岩（Shale） Mud 泥岩（Mudstone）

Che チャート（Chert） And 安山岩（Andesite）

Aga めのう（Agate） Tu 凝灰岩（Tuff）

Sl 粘板岩（Slate）

Gr.Mud 緑色泥岩（Green Mudstone） Pum 軽石（Pumice）

Schi 片岩（Schist） Per かんらん岩（Peridotite）

Gn 片麻岩（Gneiss）

Ser 蛇紋岩（Serpentinite）

b－４．黒曜石（Obs）の細分について

Obs１ 黒色のもの（透明な部分のあるもの含む）

Obs２ 気泡が多く、光沢のにぶい、いわゆる梨肌のもの（今回は出土していない）

Obs３ 黒色を主体に茶色の混じるもの

Obs４ 茶色を主体に黒色の混じるもの

Obs５ 黒色を主体に紫色に近い茶色の混じるもの、網目状の模様がみられるものもある

Obs６ 黒色に透明な縞が混じるもの

Obs７ 流紋岩の粒が入るもの

Obs８ 流紋岩の粒が縞状にみられるもの

Obs９ 緑がかってみえるもの

Obs１０ 分類できないもの（焼けているもの・小片等）

b－５．残存状況の分類について

は「完形」、「準完形」、「半形」、「片」に分類した。

「完 形」：全体の９０％程度以上で、ほぼ完形のと考えられるもの

「準完形」：「完形」と「半形」の中間ぐらいで、やや完形に近いと考えられるもの

「半 形」：全体の５０％程度と考えられるもの

「 片 」：全体の５０％以下と考えられるもの

※礫に関しては、割れていないものを「完形」、割れているものを「半形」とし、二種類にした。

（広田）

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�
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� アイヌ文化期の遺構とその遺物



� アイヌ文化期の遺構とその遺物

１．概要（図�－１）

�層上面では、調査開始当初から灰を多く含む焼土が検出され、カワシンジュガイ（殻皮）や鉄製
品などの遺物が出土した。包含層の２５％調査や、特に遺構が想定される A地区の中央部～南部など

の調査を行う中で、アイヌ文化期の遺構の検出に努めて調査を進めた。

調査の結果、柱穴が合計１０３基と焼土が合計４１ヵ所、カワシンジュガイの集中域を７ヵ所検出した。

柱穴や焼土の組み合わせにより、調査中に建物跡などの遺構を確認した。その結果、平地住居跡３軒

（うち炉８ヵ所・柱穴６５基・カワシンジュガイ集中３ヵ所）・建物跡２棟（柱穴２４基）を認定した。

図�－１ アイヌ文化期の遺構位置図

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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また、「送り場」の可能性がある焼土や灰などの密集域がみられ、３ヵ所の焼土群（焼土２５ヵ所・

カワシンジュガイ集中３ヵ所）としてまとめた。残りの単独柱穴は１４基、焼土が８ヵ所、カワシン

ジュガイ集中が１ヵ所となった。

平地住居跡はアイヌ文化期の「チセ」である。２０�程度の厚みをもった炉があり、灰と焼土が重
なっている。炉の上部には、炭化材に混じって多量の魚骨や植物種子を含むものがある。建物跡は、

倉庫など住居以外の目的で用いられたと考えられるものをさしている。

遺物は金属製品６５点（破片で１３５点、古銭２点）、礫２７４点、ガラス玉５点などが出土している。鉄

製品は刀子や釘状のもの、鎌などが出土している。礫は棒状礫が多い。チャートや珪岩などの石材が

用いられている礫やフレイクは火打石である可能性が高い。その他、漆（塗膜）・骨片・カワシン

ジュガイ（殻皮）などが多量出土している。またフローテーション作業により多量の炭化種子が得ら

れている。 （阿部）

２．平地住居跡 （図�－２～８、表�－１～３、図版２～８）

� 平地住居跡５ 〔USD－５〕

位置：T－１３６、U－１３５～１３７、V－１３６・１３７ 標高１３．４～１３．５�
規模：〔全体〕７．５×４．３� 〔主体部〕４．７×４．３�
長軸方向：N－７８°－E

確認・調査：平成１４年の調査（B地区）で炉２ヵ所と柱穴１４基が検出され、調査区境より西側（A地

区）に平地住居跡の範囲が続くことが確実視されていた。そのため、その延長上にあたる範囲を精査

した。�層上面では、調査開始後すぐに灰を主体とする焼土が現れた。その周辺において平成１４年に
検出した柱穴列の延長線上をたよりに、ピンポールなどにより�層上面から柱穴の確認作業を行った。
その結果、平地住居跡（付属施設含む）の南側・西側にあたる柱穴を新たに計９基検出した。

付属遺構：焼土計４ヵ所および柱穴計２３基を確認した。焼土は住居跡の長軸中央部に直列し、母屋か

ら納屋にまたがっているものもある。

〔炉〕USD５－fp１：規模 １．２２�×０．７２�／０．１５� 被熱層 �層上面～下位
平成１４年調査で検出。母屋の中央付近に位置する大型の地床炉。�上位は炭化物を多く含む灰混じ
り黒色土、�中央部は灰が非常に密に厚く堆積し、	下位は明度の高い赤褐色の焼土が堆積する。
USD５－fp２：規模 ０．９２�×０．６１�／０．１１� 被熱層 �層上面～下位
平成１４年調査で検出した地床炉である。fp１の東側、壁寄りに位置する。上面レベルは fp１より

若干 fp２の方が高い。上位は炭化物を多く含む黒色土で、中央部以下は灰と焼土が混じりあっている。

USD５－fp３：規模 ０．７７�×０．６２�／０．０４� 被熱層 �層上面
平成１４年調査で調査区境に一部確認されていたもので、今回の調査でその境界部にわずかに確認で

きた。母屋の西寄りに位置する。全体的に薄い。灰を主体としているが、上面は被熱した部分や炭化

物を多量に含む薄層がある。灰を捨てた場所と考えられる。

USD５－fp４：規模 １．１６�×０．８１�／０．０６� 被熱層 �層上面～下位
母屋から納屋にあたる範囲にまたがった位置にある。長軸方向が他の焼土と異なっている。全体的

に薄い層である。上位は炭化物を多く含む黒褐色土で、中央部以下は灰を主体に焼土が混じりあって

いる。鉄片や礫のほか、比較的残存状態の良い魚骨が多量に出土している。炉というよりは灰や生活

残渣を捨てた場所と考えられ、平地住居跡の廃絶後に形成された可能性がある。

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡
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〔柱穴〕USD５－ph１～２３

�層で６基、�層で１６基、�層で１基の柱穴を検出した。径７～９�、�層上面からの深さが３０～
４０�のものが多く、先端が尖っている柱穴が多い。柱穴のうち母屋を直接構成するものは ph１～３

・７・８・１１・１３・１５・１７～１９の１１基で、納屋（兼出入口）を構成するものは ph１３・１６・２０・２１・

２３の５基である。母屋の西側の柱穴がやや太く深い。また、他の平地住居跡に比較して納屋（兼出入

口）の柱穴がやや太い。ph・１０・１２・１４は住居の内側、ph４・５・６・９・２２は外側にあたるが、

いずれも住居跡に関連した柱穴と考えられる。なお ph１・２、ph３・４、ph５・６はそれぞれ隣接

して検出され、ph１４は fp２の下から、ph１５は fp４の下から検出された。一部の柱穴が傾斜している

が、方向や位置関係に大きな特徴はない。

〔カワシンジュガイ集中〕USD５－ks１：規模 ０．７６�×０．５０�
住居跡の南西側、出入り口付近にあたる位置から、カワシンジュガイの殻皮の小片がややまとまっ

て出土した。他のカワシンジュガイ集中に比較して密度が小さい。

遺物出土状況：鉄製品１６点（破片３８点）・火皿１点・棒状礫３３点・礫２２点・火打石片１５点・骨角器１

点のほか、漆器の塗膜やカワシンジュガイ（殻皮）が多数出土している。これらの遺物は、母屋の南

～南西側にあたる範囲から多く出土している。鉄製品は他の遺構に比較して多く、刀子・鉄鍋片・釘

・針・鉄鏃がある（�章－６）。焼土内の遺物は手取りおよびフローテーションにより回収し、魚骨
片や微小な貝、植物種子が得られている。またチャートの小破片が多量に出土している。（�章－７）。
時期：検出層位および遺構の構成から、１７３９年以前の近世アイヌ文化期とみられる。

表�－１ 平地住居跡５ 柱穴一覧

発掘区 検出層位
径（�） 深さ（�） 傾き

（度）
備 考

検出面 中間 確認長 推定
USD５－ph１ V－１３６ �層上面 ７ ７ １０ ２４ ０ H１４年調査
USD５－ph２ V－１３６ �層上面 ８ ７ ２１ ３１ １ H１４年調査
USD５－ph３ V－１３７ �層上位 ７ ７ ２２ ３４ ０ H１４年調査
USD５－ph４ V－１３７ �－１層上面 ７ ６ ６ ２６ ０ H１４年調査・付属柱穴
USD５－ph５ V－１３７ �層上面 ９ ８ １６ ２６ １２ H１４年調査・付属柱穴
USD５－ph６ V－１３７ �層上面 ９ ８ １８ ２６ １３ H１４年調査・付属柱穴
USD５－ph７ U－１３７ �層上面 ９ ７ ２７ ３７ １０ H１４年調査
USD５－ph８ U－１３７ �層 ８ ７ １０ ２２ ０ H１４年調査
USD５－ph９ U－１３７ �層 ８ ６ ２１ ３３ ０ H１４年調査・付属柱穴？
USD５－ph１０ U－１３７ �層 １０ ７ ８ ２０ ０ H１４年調査・付属柱穴
USD５－ph１１ U－１３６ �層 １０ ７ １４ ２６ ０ H１４年調査・下位撹乱
USD５－ph１２ U－１３６ �層 ８ ６ ２４ ３６ １ H１４年調査・付属柱穴
USD５－ph１３ U－１３６ �層 ８ ６ ２３ ３５ ０ H１４年調査
USD５－ph１４ V－１３７ �層上面 ７ ６ ２４ ３６ ０ H１４年調査・fp２下
USD５－ph１５ U－１３６ �層上位 １０ ９ ３２ ３４ ６ fp４下
USD５－ph１６ U－１３６ �層上位 １２ １０ ４８ ５０ ０
USD５－ph１７ U－１３６ �層上面 １２ １１ ３６ ４６ ０
USD５－ph１８ V－１３６ �層上位 １０ ８ ３４ ３４ ０
USD５－ph１９ V－１３６ �層上位 １０ ９ ３５ ３５ ２ 覆土上位に棒状礫
USD５－ph２０ U－１３５ �層 １０ ９ ４４ ５６ ５ セム
USD５－ph２１ T－１３６ �層上面 １２ ９ ２７ ３９ ３ セム
USD５－ph２２ T－１３６ �層 ８ ７ １９ ３６ ２ 付属柱穴？
USD５－ph２３ U－１３５ �層 １０ ９ １６ ３４ ０ セム
※上記はすべて�層の遺構。深さの推定長は�層を１２�として算出。傾きは垂直方向に対する建物内側への角度。

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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図�－２ 平地住居跡５〔USD－５〕�

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡
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図�－３ 平地住居跡５〔USD－５〕�

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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� 平地住居跡８ 〔USD－８〕

位置：U－１３３・１３４、V－１３３・１３４・１３５、W－１３３・１３４・１３５、X－１３３・１３４・１３５

標高１３．２～１３．５�付近
規模：〔全体〕１１．０×７．０� 〔主体部〕７．６×７．０� 〔付属施設〕３．６×３．５�
長軸方向：N－７９°－W

確認・調査：Ta－a除去後�層上面を精査したところ、炉の可能性がある暗灰色の楕円形のまとまり
が現れた。その周囲にカワシンジュガイ（殻皮）や棒状の礫などが出土し始めていた。さらに精査を

進め少し掘り下げたところ、棒状の礫などの遺物が明瞭に現れた。また周囲と比較して非常にやわら

かい土壌が数ヵ所確認された。ピンポールを刺すと５０�以上の柱穴状の穴であることがわかった。柱
穴の検出面は黒色土中であるため、確認作業は炉から３～４�ほど離れた位置で検出された数ヵ所の
柱穴を拠りどころとして列になる位置を中心にピンポールを刺す方法で行った。また著しく土壌のや

わらかい円形の部分や歩行中にくぼむ部分、水分を含ませた後に先行して乾燥する円形の部分なども

柱穴調査の対象とした。炉の周辺に、方形に列する柱穴状の落ち込みを確認した。またその西側にも

付属施設を構成するとみられる柱穴状の落ち込みを確認した。それぞれ半截した結果、断面の形状な

どから、その後�層上面で検出したものを含めて３５基を柱穴と判断した。
灰や焼土のまとまりは４ヵ所確認され、半截して断面を観察した。その結果２ヵ所を炉と判断し、

残りの２ヵ所は灰や焼土が捨てられたものと考えた。灰や焼土の土壌はすべて採取しフローテーショ

ン作業を行った。なお、主体となる炉（fp１）の平面のうち南半分と断面、そして柱穴のうち４基

（ph８・１１・２１・２９）について土層の剥ぎ取りを行った。

以上の結果から、炉と周囲の柱穴によって構成される平地住居跡と認定した。付属施設（出入口を

かねた納屋と考えられる）を含めて、遺跡内で最大規模である。

付属遺構：焼土４ヵ所および柱穴３５基を確認した。また炉内の棒状の穴を多数検出している。

〔炉〕USD８－fp１：規模 １．６８（＋０．１８）�×０．８２�／０．２１� 被熱層 �層～�層
平地住居跡の主体部の中央より西側に位置する。平面形は隅丸長方形で、各辺とも直線になってい

る。ただし西側は上面の灰が長方形からはみ出している。木枠があったことも考えられその痕跡の検

出に努めたが、確認できなかった。断面は大きく３層に分けられる。�上面付近は灰や焼土・炭化物
・黒色土が混じる層、�中位は純度の高い灰層、	下位は黒色土や Ta－cが強く被熱した焼土、と

なっており、特に灰層・焼土層がそれぞれ約１０�の厚さがある。灰層は上位が細かく、下位がやや粗
い粒子である。焼土層は椀状にくぼんでおり、灰や焼土などを掻き出していたことが考えられる。

灰層を取り除くと、楕円形の焼土の周囲および焼土内に径１～３�の灰の落ち込みが多数検出され
た。半截すると、棒状のものを刺した跡であることが確認された。４ヵ所を例示した（ph３６～３９）。

USD８－fp２：規模 ０．９５�×０．４２�／０．１０� 被熱層 �層
平地住居跡の主体部の中央より東側に位置する。平面形は長楕円形で、上面は炭化材片が多くみら

れる。断面はレンズ状を呈し赤褐色に強く被熱している。最下層はやや黒ずんだ薄層がある。最下面

から長さ１．１５�（途中部分的に欠損あり）・径約２�の炭化材が出土しており、焚き付け材と考えら
れる。材はブドウ科と同定された（
章２）。
USD８－fp３：規模 ０．４６�×０．４１�／０．０２� 被熱層 �層上位
平地住居跡の付属施設内に位置し、住居の出入口と母屋への出入り口の間に相当する。平面形は不

整円形で、灰・焼土・炭化材片が混在している。被熱している部分があるものの層厚が薄く、炉では

なく灰や焼土が投棄されたものと思われる。

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡
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USD８－fp４：規模 ０．６１�×０．４３�／０．０４� 被熱層 �層上位
平地住居跡の主体部の西寄りに位置する。平面形は不整形で断面も不整形で薄い。上面は炭化物・

黒色土・焼土が混在し、中位は灰が主体となっているが焼土や黒色土が混じっている。最下層はやや

被熱している部分が見られる。位置や断面から見て、炉ではなく灰や焼土が投棄されたものと考えら

れる。

〔柱穴〕USD８－ph１～３５・３６～３９

�層で２７基、�層で５基の柱穴を検出した。また fp１の隅に３基の柱穴状ピットと fp１の灰層下

から多数の棒状ピットを検出し、明瞭な４基について図示した（ph３６～３９）。

表�－２ 平地住居跡８ 柱穴一覧

発掘区 検出層位
径（�） 深さ（�） 傾き

（度）
備 考

検出面 中間 確認長 推定
USD８－ph１ V－１３３ �層上位 １５ １２ ５８ ６０ ７
USD８－ph２ V－１３３ �層上位 １４ １３ ７１ ７１ １０
USD８－ph３ W－１３３ �層上位 １６ １３ ７７ ７７ ８
USD８－ph４ W－１３３ �層上位 １９ １３ ６８ ６８ １２
USD８－ph５ W－１３３ �層上位 １５ １３ ６５ ６８ ９
USD８－ph６ X－１３４ �層上位 １６ １１ ５８ ６０ １４
USD８－ph７ X－１３４ �層上位 １２ １０ ４０ ４２ １０
USD８－ph８ W－１３４ �層上位 １６ １２ ６１ ６１ ６
USD８－ph９ W－１３４ �層上位 １８ １３ ６６ ６８ ３ 覆土にカワシンジュガイ
USD８－ph１０ W－１３５ �層上面 １０ ８ ２７ ４０ １２
USD８－ph１１ W－１３５ �層上位 １７ １１ ５０ ５０ ２１
USD８－ph１２ W－１３５ �層上位 ２０ １３ ６１ ６１ １１
USD８－ph１３ V－１３５ �層上位 １９ １２ ６２ ６２ ８
USD８－ph１４ V－１３５ �層上位 １６ １２ ６４ ６４ １３
USD８－ph１５ V－１３５ �層上位 １７ １１ ６８ ６８ ９
USD８－ph１６ U－１３４ �層上位 １６ １２ ７６ ７６ １０
USD８－ph１７ U－１３４ �層上位 ９ ７ １５ １５ ０ 付属柱穴
USD８－ph１８ V－１３４ �層上位 １０ ７ ４５ ４５ ５
USD８－ph１９ V－１３４ �層上位 ９ ７ ３７ ３７ ２ 付属柱穴
USD８－ph２０ V－１３４ �層上位 １５ １１ ６４ ６６ ３
USD８－ph２１ V－１３３ �層上位 １５ １２ ７３ ７３ ４
USD８－ph２２ V－１３３ �層上面 １０ １０ ５６ ６８ ４
USD８－ph２３ W－１３４ fp１上面 ７ ６ ２１ ２１ ０ 炉の隅・樹皮残る
USD８－ph２４ W－１３４ fp１上面 ８ ７ ２４ ２４ １ 炉の隅・樹皮残る
USD８－ph２５ V－１３３ �層上位 ９ ７ ４０ ４０ １４ セム
USD８－ph２６ U－１３３ �層上位 ８ ７ ２１ ２３ ０ セム
USD８－ph２７ U－１３３ �層上位 １０ ９ ４２ ４４ １ セム
USD８－ph２８ U－１３３ �層上面 ８ ７ ２５ ３７ １ セム
USD８－ph２９ U－１３４ �層上位 １０ ８ ５１ ５１ ３ セム
USD８－ph３０ U－１３４ �層下位 ８ ７ ２７ ３６ ４ 付属柱穴
USD８－ph３１ U－１３３ �層上面 ６ ６ ９ ２１ ０ 付属柱穴・覆土にカワシンジュガイ
USD８－ph３２ X－１３４ �層上位 １０ ８ ３３ ３８ １ 付属柱穴
USD８－ph３３ X－１３５ �層上位 ８ ７ ３０ ３２ ０ 付属柱穴
USD８－ph３４ X－１３５ �層上面 ６ ５ ３７ ５０ １ 付属柱穴
USD８－ph３５ W－１３４ fp１上面 ８ ６ ３０ ３０ ０ 炉の隅
USD８－ph３６ V－１３４ fp１灰層下 ３ ２ １４ １８ ０ 炉内、棒状の穴
USD８－ph３７ V－１３４ fp１焼土上面 ２ ２ ６ １８ １ 炉内、棒状の穴
USD８－ph３８ V－１３４ fp１灰層下 ３ １ ８ １２ ０ 炉内、棒状の穴
USD８－ph３９ W－１３４ fp１灰層下 １ １ ４ ８ ０ 炉内、棒状の穴
※上記はすべて�層の遺構。深さの推定長は�層を１２�として算出。傾きは垂直方向に対する建物内側への角度。

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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図�－４ 平地住居跡８〔USD－８〕�

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡
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図�－５ 平地住居跡８〔USD－８〕�

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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図�－６ 平地住居跡８〔USD－８〕�

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡
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柱穴のうち主体部（母屋）を直接構成するものは２０基（ph１～１８・２０・２２）である。ただし ph１７は

径が小さく浅い柱穴であり補助的なものであろう。主体部の柱穴は、検出面の径が１５～２０�、柱穴の
中間径が１２�前後のものが多い。また柱穴の深さは差があるものの６０～７０�のものが多く、先端がと
がっておりかなり深く打ち込まれていることがわかる。住居の内側に傾斜した柱穴が多く見られ、特

に南側の列（ph１～６）および北側の列（ph１１～１６）は１０°前後の傾きがある。特に四隅の柱穴は顕

著で、最大２１°を測る。「外ふんばり」で上部構造を支えていたものと考えられる。柱穴の覆土は、

しまりのないボソボソとした土壌がほとんどで、空洞のあるものもある。別棟の施設（出入口を兼ね

た納屋）と考えられる柱穴は７基（うち２基は母屋との接続部）確認した（ph２５～２９と母屋の ph１８・

２２）。柱穴の径は８�前後、深さは３０～４０�程度である。１基（ph２５）を除いて傾斜はほとんどない。

このほか、ph１９・３０・３１は平地住居跡の内側に、ph３２～３４は外側東にある補助的な柱穴である。

特に ph３２・３３は「神窓」の外側に隣接するものである。また ph２３・２４・３５は炉 fp１の東隅にあり、

特に ph２３・２４は樹皮や木質の一部が残存していた。

〔カワシンジュガイ集中〕USD８－ks１：規模 ０．６�×０．３�
住居跡の東側、「神窓」の外側にあたる位置から、カワシンジュガイの殻皮が左右あわせて十数枚

まとまって出土した。残存状態は比較的良好である。

USD８－ks２：規模 ０．８�×０．５�
住居跡の南西側、出入り口の外にあたる位置から、カワシンジュガイの殻皮の小片がややまとまっ

て出土した。密度は小さく、残存状態はあまり良好でない。

遺物出土状況：全体で１２７点の遺物と、炉を中心に骨や貝などの自然遺物が多量出土している。遺物

の内容は、火打石８点・砥石１点・棒状礫５３点・焼礫１点・礫４４点・石製玉類１点・ガラス玉３点・

鉄製品１２点・漆の塗膜少量である。棒状礫をはじめ、多くの遺物が住居跡の北～西側から出土してい

る。ガラス玉や鉄製品は炉付近からの出土が多い。自然遺物はカワシンジュガイの殻皮が住居跡の西

側に散在し炉からサケ科魚骨・貝片等が出土するほか、特記事項として住居跡の東側「神窓」の外に

あたる位置から鹿角（基部）が残っていた点があげられる。

時期：検出層位および遺構の構成から、１７３９年以前の近世アイヌ文化期とみられる。 （阿部）

� 平地住居跡９ 〔USD－９〕

位置：Y－１３０・１３１・１３２、Z－１３１・１３２ 標高１３．５～１３．７�付近
規模：〔全体〕４．０×３．３� 長軸方向：N－８６°－W

確認・調査：�層上面で、にぶい黄褐色の整った楕円形プランを確認し、灰集中が検出された。周辺
を精査したところ、灰集中の外側に明瞭な焼土が検出された。また、ほぼ同じレベルから柱穴と考え

られる小さな丸い黒色土の範囲が数ヶ所検出され、周辺からカワシンジュガイの殻皮、棒状礫や鉄製

品等が確認されたため、平地住居跡を想定した。遺物の取上げ後、約３�ずつ�層の掘り下げを行い、
�層上面でプランの確認を改めて行ったところ、灰集中（焼土）を取り囲む様に小さな柱穴様の落ち
込みが並んで検出された。半截し断面観察を行い、土層や断面形状から２１基を柱穴と判断した。

以上の結果から、灰を伴う焼土と周囲の柱穴によって構成される平地式住居跡と認定した。なお、

この USD－９は前回の調査の USD－３と並んで最も小規模な平地住居跡である。

付属遺構：焼土１ヵ所および柱穴２２基を確認した。

〔炉〕USD９－fp１：規模 ０．８７�×０．６５�／０．１３� 被熱層 �層上面～�層下部
断面がレンズ状に厚く堆積した地床炉。住居の中央よりやや西側に位置する。上位は灰と黒色土を主

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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体とした層（A＋B）、中央部は灰と焼土が厚く堆積し（A＋F�・�）、周囲には焼土と黒色土を主体
とする層（F＋B）がある。最下部には明度の高い赤褐色の焼土（F）が厚く堆積する。焼土の被熱

層は�層の下部である。堆積のあり方は他の平地住居と類似するが、この地床炉は比較的小形である。
USD９－fp２：規模 ０．１８�×０．１�／― 被熱層 �層上面
住居の南西隅やや外側に位置する。規模や位置から考えて、炉ではなく投げこまれた焼土である可

能性が高い。にぶい橙色を呈する。薄く、焼土の層界も明瞭である。

〔柱穴〕USD９－ph１～２２

�層で１９基、�層で２基の計２１基の柱穴を検出した。ph１１は調査の結果、木の根痕と判断したた

め欠番である。径は５～１０�まであり、５～７�のものが主体である。覆土は黒色土主体でしまりの
弱いふかふかの土層が特徴的である。断面形は先端が細く、尖り気味のものが多い。このうち住居の

上屋を構成するとみられる柱穴は１１基（ph１～１０・１９）である。柱穴の並びはほぼ全周にわたって

確認されたが、東側は隅の柱穴以外検出できなかった。また、東側の両隅は柱穴２本が近接している。

柱穴は全体的に住居中央に向かってやや傾斜し、他の住居同様「外ふんばり」で上部構造を支えてい

たと考えられる。ただし、ほぼ垂直のものも少数認められる。深さは生活面と考えられる�層上面か
らは最も浅いもので２２�、最も深いものは４５�を測り、全体的には３０�前後のものが多い。
遺物出土状況：鉄製品２０点（８個体）、銅銭１点、火打石５点、棒状礫３点、礫７２点、骨角器１点が

出土した。鉄製品は、刀子・平釘・角釘・環状鉄製品・不明がある（�章－６）。礫は住居の西壁際
付近にあたる場所から多く出土し、小型で長楕円形を呈しているものが多い。またフローテーション

により、魚骨片や微小な貝、植物種子が多量に得られている（�章－７）。特に焼土上面に魚骨が多
く、椎骨のつながった状態で残存していたサケ科とみられる魚骨もみられた。

時期：検出層位および遺構の構成から、１７３９年以前の近世アイヌ文化期とみられる。 （広田）

表�－３ 平地住居跡９柱穴一覧

発掘区 検出層位
径（�） 深さ（�） 傾き

（度）
備 考

検出面 中間 確認長 推定
USD９－ph１ Y－１３０ �層中位 ６．３ ５．５ ３０．０ ３５．０ ８
USD９－ph２ Y－１３１ �層中位 ７．８ ５．０ ２５．０ ３０．０ －５ やや外側に傾く
USD９－ph３ Z－１３１ �層上面 １０．５ ８．８ １２．５ ２４．５ ― 浅いため傾き不明
USD９－ph４ Z－１３１ �層中位 ８．８ ６．３ ３１．３ ２４．５ ３
USD９－ph５ Z－１３１ �層中位 １０．０ ７．５ １７．５ ２３．３ ０
USD９－ph６ Y－１３１ �層下位 １１．３ ８．８ ３０．０ ４２．０ ３
USD９－ph７ Y－１３１ �層下位 ６．３ ６．３ １２．５ ２２．０ １
USD９－ph８ Y－１３１ �層下位 ８．８ ８．８ ２２．５ ３２．０ １
USD９－ph９ Y－１３１ �層中位 ８．３ ５．０ ２１．３ ２７．０ ２
USD９－ph１０ Y－１３１ �層中位 ８．０ ７．５ ２５．０ ３２．０ ２
USD９－ph１２ Y－１３１ �層上面 １０．０ １０．０ １８．３ ３０．３ ０
USD９－ph１３ Y－１３１ �層下位 １０．０ ６．０ １８．８ ２９．５ ― 先端やや湾曲
USD９－ph１４ Y－１３１ �層中位 ７．５ ５．０ ２８．８ ３５．８ ０
USD９－ph１５ X－１３１ �層下位 ７．５ ５．８ １９．０ ２７．５ ― 先端やや湾曲
USD９－ph１６ Y－１３１ �層下位 ８．０ ５．０ １７．５ ２８．３ ０
USD９－ph１７ Y－１３１ �層中位 ７．５ ５．８ ３０．０ ３２．０ ０
USD９－ph１８ Z－１３１ �層下位 １０．０ ７．０ ２６．３ ３７．０ ７
USD９－ph１９ Y－１３０ �層下位 ７．５ ６．５ ２２．５ ３１．３ ３
USD９－ph２０ Z－１３２ �層中位 ８．０ ７．０ ４０．０ ４５．３ ０ 先端やや湾曲
USD９－ph２１ Z－１３０ �層中位 ８．８ ６．３ ２５．０ ３２．５ １
USD９－ph２２ Z－１３０ �層中位 ７．５ ５．０ ２８．０ ３２．５ ０
※上記はすべて�層の遺構。深さの推定長は�層を１２�として算出。傾きは垂直方向に対する建物内側への角度。
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図�－７ 平地住居跡９〔USD－９〕�
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図�－８ 平地住居跡９〔USD－９〕�
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３．建物跡 （図�－９、表�－４、図版９・１０）

� 建物跡４ 〔USB－４〕

位置：R－１３４・１３５ S－１３５ 標高１３．１�付近
規模：〔全体〕４．０×３．３� 長軸方向：N－４９゚ －E

確認・調査：平地住居跡４および５（USD－４・５）の西側に位置する。�層上面を精査中、焼土
（UFP－１６～１８）が検出され、その周囲から非常にやわらかい土壌の小円形部分が１０数ヵ所確認さ

れた。それぞれ半截したところ、先端がとがり直線状に延びる柱穴状ピットが６基確認できた。さら

に周囲を掘り下げ、�層下位で２基・�層上面で１基を確認し、計９基の柱穴を検出した。正方形に
近い田の字状の配列となったが、南西側の ph１－４－７と北東側の ph３－６－９は直線上に並びほ

ぼ平行するものの、中央の列 ph２－５－８はやや不均等である。柱間距離はそれぞれ以下のとおり

である。

南西－北東 〔ph１－２－３〕 ２．０�、２．０� 〔ph１－３〕 ３．９�
〔ph４－５－６〕 ２．１�、２．３� 〔ph４－６〕 ３．８�
〔ph７－８－９〕 １．８�、１．９� 〔ph７－９〕 ３．７�

北東－南西 〔ph１－４－７〕 １．７�、１．５� 〔ph１－７〕 ３．２�
〔ph２－５－７〕 ２．１�、１．０� 〔ph２－７〕 ３．１�
〔ph３－６－９〕 １．４�、１．９� 〔ph３－９〕 ３．３�

柱間距離は１．５～２．０�が多い。また柱穴の径は、検出面が１３～１７�・中間が１０～１４�でかなり太い。
柱穴の深さは４４～６８�で６０�前後のものが多く（表�－４）、En－a軽石層まで達しているものも多

い。一部わずかに傾斜している柱穴があるが、ほぼ直立している。柱穴の覆土は平地住居跡と同様に、

しまりのないボソボソとした土壌がほとんどで、空洞のあるものもある。

遺物出土状況：周囲の�層上面からカワシンジュガイの殻皮が出土しているが、建物跡と直接的に属
する遺物は確認できなかった。

時期・性格：柱穴群は、�層上面付近からの掘り込みをもつ、１７３９年以前の近世アイヌ文化期の建物
跡と考えられる。また柱穴が太く深く打ち込まれて直立し、平面形が正方形に近い形をとり中央付近

にも柱穴があることから、高床の倉庫（あるいは小熊を飼育する檻）であったと考えられる。

建物跡内の�層上面付近で検出された焼土は、すぐ隣に太い大型の柱穴があることや長軸方向が若
干異なることから、建物跡４とは異なる時期のものと考えられる。

� 建物跡５ 〔USB－５〕

位置：V－１３２ W－１３１・１３２ X－１３２ 標高１３．３～１３．４�付近
規模：〔全体〕４．８×３．４� 長軸方向：N－５３゚ －W

確認・調査：平地住居跡８（USD－８）の南側、平地住居跡９（USD－９）の北側に位置する。平

地住居跡周辺の�層～�層包含層調査中に、小さな丸い黒色部を多数検出した。それぞれ半截し断面
を観察し、蛇行するものや曲線になるものなど根穴と思われるものをはずした結果、�層下位で１基
・�層上面で１１基・�層上面で３基を柱穴と認定した。配列はやや不規則な長方形に近い平面形であ
る。ph８・１３・１４・１５は長方形のラインから外れるが、この建物跡に付属するものと考えられる。

主体部の柱穴距離は以下のとおりで、やや不規則である。

北側 〔ph３－４－５－６－７〕 １．３�、１．２�、１．５�、０．９� 〔ph３－７〕 ４．８�

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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南側 〔ph１－１２－１１－１０－９〕 １．８�、１．０�、０．８�、１．１� 〔ph１－９〕 ４．７�
西側 〔ph１－２－３〕 １．２�、１．２� 〔ph１－３〕 ２．３�
東側 〔ph９－８－７〕 １．８�、１．９� 〔ph９－７〕 ３．０�
柱穴の径は検出面で８～１０�程度、中間で６～８�のものが多く、細い柱が用いられていた。深さ
は掘り下げた�層の厚さ（１２�相当）を加えて、３５～４５�程度と推定されるものが多い。ph６・９

は傾斜が１０°以上あるが、それ以外はほぼ直立する。先端はとがっており、覆土はしまりのないボソ

ボソとした土壌がほとんどである。

遺物出土状況：周囲の�層からカワシンジュガイの殻皮が出土しているが、建物跡と直接的に属する
遺物は確認できなかった。

時期・性格：柱穴群は、�層上面付近からの掘り込みをもつ、１７３９年以前の近世アイヌ文化期の建物
跡と考えられる。配置や深さにばらつきがあることから、仮小屋のような簡易的に使用した掘立柱建

物跡であるものと思われる。ただし、上屋構造がない柱穴列とも考えられ、屋外の儀礼の場（幣場）

の可能性があることも考えられる。

（阿部）

表�－４ 建物跡４・５ 柱穴一覧

発掘区 検出層位
径（�） 深さ（�） 傾 き

（度）
備 考

検出面 中間 確認長 推定
USB４－ph１ R－１３４ �層上面 １７ １３ ５５ ６７ ０
USB４－ph２ R－１３４・１３５ �層上位 １５ １３ ６４ ６４ ０
USB４－ph３ R－１３５ �層上位 １４ １１ ５２ ５４ ４
USB４－ph４ R－１３４ �層上位 １２ １０ ４２ ４４ ０
USB４－ph５ R－１３４ �層上位 １６ １４ ６７ ６７ １
USB４－ph６ R－１３５ �層下位 １５ １３ ４８ ５６ １
USB４－ph７ R－１３４ �層上位 １３ １２ ６８ ６８ １
USB４－ph８ R－１３４ �層上位 １３ １１ ４６ ４６ ０
USB４－ph９ S－１３５ �層下位 １３ １０ ３８ ４７ ３
USB５－ph１ V－１３２ �層下位 １０ ８ ３０ ４０ ０
USB５－ph２ V－１３２ �層上面 ９ ８ ３０ ４２ １
USB５－ph３ V－１３２ �層上面 ８ ７ ８ ２０ ０
USB５－ph４ V－１３２ �－１層上面 ６ ６ １９ ４１ ０
USB５－ph５ W－１３２ �層上面 １１ １０ ３４ ４６ ０
USB５－ph６ W－１３２ �層上面 ８ ８ ２８ ４０ １１
USB５－ph７ W－１３２ �層上面 １２ ８ ４０ ５２ １
USB５－ph８ X－１３２ �層上面 ９ ８ ４４ ５６ ２ 付属柱穴？
USB５－ph９ W－１３１ �層上面 ９ ８ ３５ ４７ １２
USB５－ph１０ W－１３１・１３２ �層上面 ７ ６ １７ ２９ ０
USB５－ph１１ W－１３２ �－１層上面 ６ ６ １５ ３７ ０
USB５－ph１２ W－１３２ �層上面 ８ ６ ２４ ３６ １
USB５－ph１３ W－１３１ �－１層上面 ６ ６ １４ ３６ ４ 付属柱穴
USB５－ph１４ W－１３１ �層上面 ８ ６ ２４ ３６ ０ 付属柱穴
USB５－ph１５ W－１３１ �層上面 ８ ６ ２４ ３６ ０ 付属柱穴
※上記はすべて�層の遺構。深さの推定長は�層を１２�として算出。傾きは垂直方向に対する建物内側への角度。
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図�－９ 建物跡４・５〔USB－４・５〕

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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４．柱穴 （図�－１０、表�－５、図版１１）

平地住居跡や建物跡などから離れた地点で確認した、１４基の柱穴を掲載する。�層で２基、�層上
面で１０基、�層上面で２基を検出した。径は７�前後、深さは４０～５０�程度のものが多い。柱穴の形
態や覆土が平地住居跡・建物跡の柱穴と同様で、全て�層から掘り込まれたと考えられ、１７３９年以前
の近世アイヌ文化期のものとみられる。

UPH－１７・１８ 平地住居跡４（USD－４）と建物跡４（USB－４）のほぼ中間にある。２基の柱穴

距離は２．９�で、径・深さとも近似しており２基の組み合わせの構造物があった可能性がある。
UPH－１９ 平地住居跡５（USD－５）と平地住居跡８（USD－８）のほぼ中間から単独で検出され

た。径は比較的大きく、先端はとがり直立する。周辺に検出できなかった柱穴がある可能性もあるが、

用途は不明である。

UPH－２０ 平地住居跡９（USD－９）と建物跡５（USB－５）の間から検出された。径はやや小さ

いが、深さが５０�を超える（�層相当分を加えた数値）。建物跡５の ph６・７・８と列を成すように

も見えることから、何らかの関係がある可能性がある。

UPH－２１・２２・２３ 平地住居跡８（USD－８）の南東側、平地住居跡９（USD－９）の北東側に列

を成すように３基の柱穴が検出された。径は７�前後、深さは５０�前後、５°程度の傾きがある。柱
穴間距離は UPH－２１～２２が３．８�、UPH－２２～２３が２．６�である。
UPH－２４・２５・２６・２７ 焼土群４の東側～南側から検出された。UPH－２６は径がやや大きい。UPH

－２７は深さが推定５７�を測る。UPH－２４～２５間は３．１�、UPH－２６～２７間は２．６�の距離である。こ
れらは調査区外から続く平地住居跡などの遺構の一部の可能性がある。

UPH－２８ 平地住居跡９の南側、焼土群４付近から単独で検出した。径が小さい割に深い。焼土群

４側にやや傾いている。

UPH－２９・３０ �層上面で検出されたが、覆土は�～�層の土壌である。UPH－２９と３０の柱穴間距

離は１．６�で、２基の組み合わせの構造物があった可能性がある。
（阿部）

表�－５ 単独柱穴一覧

発掘区 検出層位
径（�） 深さ（�） 傾き

（度）
備 考

検出面 中間 確認長 推定
UPH－１７ S－１３６ �層上面 ８ ８ ２２ ３４ ０ USD－５と USB－４の間
UPH－１８ S－１３６ �層上面 ９ ８ ２７ ３９ ０ USD－５と USB－４の間
UPH－１９ V－１３５ �層中位 １０ ８ ３４ ４１ ０ USD－５と USD－８の間
UPH－２０ X－１３１ �層下位 ８ ７ ４５ ５３ １ USD－９と USB－５の間
UPH－２１ X－１３３ �層上面 ９ ８ ４１ ５３ ５ 樹皮あり
UPH－２２ Y－１３３ �層上面 ８ ７ ４１ ４５ ５
UPH－２３ Z－１３３ �層上面 ７ ６ ３９ ５１ ４
UPH－２４ Z１－１３２ �層上面 ８ ８ ３１ ４３ １４ 焼土群４の東
UPH－２５ Z１－１３１ �層上面 ９ ７ ２６ ３８ ０ 焼土群４の東
UPH－２６ Z１－１３０ �層上面 １３ ９ ３４ ４６ １
UPH－２７ Z１－１２９ �層上面 ７ ７ ４５ ５７ ０
UPH－２８ Z－１３０ �層上面 ７ ６ ３６ ４８ ４
UPH－２９ Z－１２７ �層上面 ６ ６ ２６ ４８ ２
UPH－３０ Z１－１２７ �層上面 ８ ６ １７ ３９ ０

※上記はすべて�層の遺構。深さの推定長は�層を１２�として算出。傾きは垂直方向に対する角度。
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図�－１０ 柱穴〔UPH－１７～３０〕

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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５．焼土・灰集中 （図�－１１～１７、表�－６～９、図版１２～２０、口絵３・４）

平地住居の炉を除き、アイヌ文化期のものと考えられる焼土や灰集中などが３２ヵ所検出された。検

出面は Ta－a（１７３９年降灰）直下の�層上面ないし、�層上面から３�ほど掘り下げた面である。
焼土の名称は前回の調査では、層位や時期に関わらず全て「FP」の記号をつけたが、今回は�層で
検出した焼土は「UFP」、�・�層で検出した焼土は「LFP」とし、さらに検出した順番に数字を１

から付けて調査を行った。UFP－３２は焼土や灰集中ではなく、UKS－４に伴う炭化物の集中で、サ

ンプル採取の都合上名称をつけたものである。また、UFP－３１は縄文～続縄文時代の焼土と考えら

れるため�章で報告している。
３２ヵ所の焼土・灰集中の中で比較的近接して、分布・遺物の出土状況からほぼ同時期の焼土のまと

まりと考えられるものは、周辺から出土した貝集中を含めて「焼土群」とした。今回の調査では焼土

群は３ヵ所検出された。また前回の調査では焼土群としなかったが、FP－５・６を改めて今回焼土

群１とした。

分布は、A地区では調査区南東側の平坦面に多く、アイヌ文化期の他の遺構・遺物の分布とほぼ重

なる。A地区のほとんどの焼土・灰集中は平坦面に位置するが、UFP－４・５のみ斜面に位置する。

また、焼土群２～４は平地住居跡や建物跡の付近に分布し、これらに関連する可能性が高い。C地区

では１ヵ所（UFP－２９）のみ検出された。

規模は長軸約０．２�～４．５�、短軸約０．１～１．９�の範囲にある。規模からは長軸が１�を越える大形、
０．４～０．８�程度の中形、０．４�以下の小形の大きく三つに分けられる。厚さは１～３�が主体で、焼
土群２の UFP－２４・３３・３４は灰が主体で厚みがある。平面形は不整が多く、その中でも不整楕円を

呈するものが主体となっている。

被熱層と堆積物から、�灰が主体のもの（灰集中）、�灰と焼土が主体のもの、	焼土が主体のも
の、の三種類に分けられる。�の灰集中は５ヵ所検出されている（UFP－１・２０・２９・３３・３４）。灰

が比較的狭い範囲に密で均質的に堆積し、いずれも焼土を伴わない。UFP－３３・３４は焼土群２の中

にあり、灰の平面形や堆積状況は平地住居の炉と似ている。�の灰と焼土が主体のものは９ヵ所検出
されている（UFP－３～１１）。UFP－４・５以外は、焼土群の中に位置している。灰より焼土の広が

りが顕著で、薄い堆積のものが多い。	の焼土が主体のものは１７ヵ所検出されている（UFP－２・

１２～１９・２１～２３・２５～２８・３０）。被熱の強い赤褐色の焼土と、被熱の弱い黒色～暗褐色の焼土に大き

く分けられ、UFP－１２・１４を除き小～中形のものが多い。

土層断面の観察結果から、その場で生成された焼土と、他から持ち込まれた焼土・灰集中に大きく

分かれる。その場で生成された焼土として UFP－１６～１８・２８があり、いずれも焼土群を形成するも

のではない。他のものは、他の場所から持ち込まれたものと考えられる。

遺物は全体的に少量であるが、金属製品、古銭、ガラス玉、火打石、礫、漆器の塗膜などや、骨片

・貝などの自然遺物が出土している。分布をみると、焼土群付近からの出土が多い。焼土及び灰集中

から多量の微細遺物が検出されたため、基本的に全ての焼土、灰集中の土壌を採集し、フローテー

ション処理を行った。その結果骨片や植物種子、礫片などが検出された。自然遺物は全般的に灰集中

の残存状況が良好で、焼土及び周辺出土の自然遺物は小片が多い。漆器の塗膜は、木質部は残存せず

漆の塗膜部分の小片が検出された。

時期は、層位的には１７３９年降灰の樽前 a降下軽石層直下の�層上面ないし、３�程度掘り下げた
面が生活面と考えられるため、１７３９年以前の近世アイヌ文化期と考えられる。また、焼土・灰集中か
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ら検出された炭化物、炭化種子等による放射性炭素年代測定の較正暦年代では１５世紀後半～１９世紀と

いうややばらつきのある結果が出ている（
章－１）。
性格は、焼土群に関してはそれぞれ平地住居跡の西側で検出されているため、平地住居に伴う灰や

焼土、カワシンジュ貝等の捨て場（送り場）の可能性が高い。

（広田）

� 焼土群２
分布：A地区の中央よりやや南東側、標高約１３．２～１３．３�のほぼ平坦面に位置している。焼土・灰集
中は S～T－１３１・１３２区の約１２�×８�の範囲で密に分布していた。焼土群の中では最も規模が大き
いものであるが、現代の撹乱や木の根により部分的に壊されている。付近の遺構としては東側に USD

－８、南東側に USB－５がある。この焼土群に含まれる焼土・灰集中は UFP－２、３、１０～１３、１９

～２７、３０、３２、３３、３４の１９ヵ所である。また、UFP－３４の北東と南側でカワシンジュガイの集中（UKS

－３・４）が検出されている。また、ここには含めていないが焼土群２の東側に位置する USD－８

ks－１も焼土群２と一体をなす可能性が高い。検出面は�層上面ないし、�層を３�程掘り下げた
面である。灰集中である UFP－３３、３４は�層上面でやや盛り上がっている状態で検出された。
規模・堆積主体：長軸約０．３～２．６�、短軸は約０．１～１．２�の範囲にある。焼土の厚さは１～３�程度
のものが多いが、灰集中は５～１０�と厚いものが多い。平面形は不整の楕円形、不整形が多い。
堆積主体が灰のものは UFP－２０・３３・３４の３ヵ所である。UFP－３３、３４は長軸が１�を越え、厚
みがある大形の灰集中で、調査当初は平地住居跡の炉を想定していたが、トレンチ調査の結果、単独

の灰集中であることが判明した。ただし、UFP－３３の南東側にごく薄い焼土の広がり（f）が認めら

れた。UFP－３４は大きな灰集中１ヵ所（A１）と小さな灰集中３ヵ所（A２～４）からなり、一部現

代の撹乱及び木の根で壊されている。灰と焼土が主体のものは UFP－３、１０、１１、２４の４ヵ所であ

る。その中では焼土と灰が混ざって層をなしているもの（UFP－１０）と焼土層と灰層が分かれるも

の（UFP－３、１１、２４）に分けられる。焼土が主体のものは UFP－２、１２、１３、１９、２１～２３、２５～

２７、３０の１０ヵ所である。その中では比較的よく焼けた焼土（UFP－２１、２７、３０）とごく薄い焼土（UFP

－２、１２、１３、１９、２２、２３、２５、２６）に分けられる。土層断面の観察結果では焼土・灰集中はいずれ

もその場で形成されたものではなく、他の場所から持ち込まれたものと考えられる。

遺物出土状況：人工的な遺物として、鉄製品２２点（１１個体）、銅製品４点（３個体）、銀製品（１点）、

火打石９点、ガラス玉１点、ガラス製品２点、棒状礫５点、礫４８点（内軽石１７点）、漆器の塗膜等、

自然遺物としてカワシンジュガイ、骨片、炭化物が出土している。量的にはカワシンジュガイ、骨片

の出土量が多い。分布は焼土・灰集中の分布範囲とほぼ重なるが、出土量は全体的に少ない。出土状

況は、焼土・灰集中の中からと、周辺からの二つに大きく分けられる。人工遺物は焼土・灰集中の範

囲外からの出土が多く、自然遺物はカワシンジュガイの集中を除き、焼土・灰集中内から多く出土し

ている。大形の灰集中である UFP－３３・３４からの出土が多く、特に UFP－３４中位の灰と黒色土が混

ざった層（A＋B層）からは骨片が集中的に検出された。

鉄製品は２２点中６点（３個体）が焼土・灰集中から出土している（UFP－１１・１３）。銅製品は４点

中１点（１個体）が UFP－１０から出土している。銀製品１点は UFP－３４から出土している。火打石

は UKS－３から１点出土している。ガラス製品は UFP－２１から１点（ガラス玉）、UFP－３４から２

点（ガラス製品）出土している。
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カワシンジュガイ集中〔UKS－３・４〕

UKS－３は UFP－３４の北東側で、南北約０．９�、東西約０．５�の範囲で２２枚検出されている。北側
に多く分布し南側はやや散漫である。UKS－４は UFP－３２の南東側で、南北約２．８�、東西約１．６�
の範囲で約１００枚検出されている。分布は中心付近に密に折り重なっており、周辺部は散漫である。

カワシンジュガイは、UKS－３・４共に内側を上にして出土するものがほとんどである。大きさは

１０�前後のものが多く、殻皮のみ残り殻自体はほとんど残存していない。
（広田）

表�－６ 焼土群２ 一覧

発掘区 検出層位
規模（�）

平面形 層 界 堆積主体 備 考
長径 短径 厚さ

UFP－２ T－１３１ �層上位 １１５ ７５ ２ 不整楕円形 明瞭 弱い焼土

UFP－３ S－１３１ �層上位 １４５ ８３ ２ 不整形 明瞭 焼土＞灰

UFP－１０ S－１３１ �層上位 ６５ ４８ ２ 不整形 明瞭 弱い焼土＋灰 ３ヵ所に分かれる

UFP－１１ S－１３２ �層上位 （１１８） （８０） ３ 不整形 やや不明瞭 焼土＞灰 撹乱で一部壊される

UFP－１２ S－１３２・１３３ �層上位 ８２ ３５ １ 不整楕円形 不明瞭 弱い焼土

UFP－１３ U－１３１・１３２ �層上位 ４４ ４２ ２ 不整形 明瞭 焼土 ２ヵ所に分かれる

UFP－１９ U－１３１ �層上位 ４８ ３０ ２ 不整楕円形 不明瞭 弱い焼土

UFP－２０ T－１３１ �層上位 ４０ ２０ ２ 双円形 やや明瞭 灰

UFP－２１ U－１３２ �層上位 ９３ ５４ １ ほぼ楕円形 明瞭 焼土

UFP－２２ T・U－１３２ �層上位 ６１ ５５ １ 不整円形 不明瞭 弱い焼土

UFP－２３ U－１３１ �層上位 ６０ ５３ ２ 不整楕円形 不明瞭 弱い焼土

UFP－２４ U－１３１ �層上位 （２９） （２９） ７ 不整楕円形？ 明瞭 焼土、灰 木根跡に一部壊される

UFP－２５ U－１３２ �層上位 ３８ ２６ ３ 不整楕円形 不明瞭 弱い焼土 ３ヵ所に分かれる

UFP－２６ U－１３２ �層上位 １９ ８ ― 不整楕円形 不明瞭 弱い焼土 ごく薄いためセクションなし

UFP－２７ U－１３２ �層上位 ３０ １６ １ 不整楕円形 やや不明瞭 焼土 小さな焼土

UFP－３０ T－１３２ �層上位 ２５ １３ ７ 不整楕円形 明瞭 焼土 ３ヵ所に分かれる

UFP－３２ T－１３１ �層上位 ３６ ２５ ― 不整楕円形 ― 炭化物 UKS－４に伴う

UFP－３３ T－１３２ �層上位 １８３ ８６ ５ 不整楕円形 明瞭 灰、弱い焼土 厚い灰集中

UFP－３４ T－１３１・１３２ �層上位 ２６０ １１５ １０ 不整形 明瞭 灰 厚い灰集中、３ヵ所に分かれる
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　A：灰 
　F：焼土 
　C：炭化物 
　B：黒色土 
（小文字は薄い広がり） 

図�－１１ 焼土群２�

� アイヌ文化期の遺構とその遺物

59



図�－１２ 焼土群２�

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡


60



図�－１３ 焼土群２�

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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� 焼土群３
分布：A地区の中央より南側、標高約１３．５～１３．６�のほぼ平坦面に位置している。焼土・灰集中は
W・X－１２８・１２９区の約４�×３�の範囲に分布していた。焼土群の中では中規模である。付近の遺
構としては東側に USD－９、北側に USB－５がある。この焼土群に含まれる焼土・灰集中は UFP

－９、１４、１５の３ヵ所である。また、UFP－９の東側に近接してカワシンジュガイの集中（UKS－

２）が検出されている。�層上面で焼土や灰の薄い広がりを確認し、３�程掘り下げた面で明瞭に検
出された。

規模・堆積主体：UFP－９・１４は長軸２．６�、短軸１．５�を越える大形で、UFP－１５は長軸約０．８�、
短軸約０．４�の小形である。厚さは２～３�と薄い。平面形は、UFP－９・１４は不整形で、UFP－１５

は不整の楕円形である。

UFP－９は焼土と灰が主体で、比較的よく焼けた焼土（F）の範囲が広い。灰は少量で、焼土と混

ざった範囲（F＋A）が部分的に検出されている。UFP－１４・１５は焼土が主体である。UFP－１４・１５

の焼土は比較的よく焼けている部分（F）は小範囲で、うすい焼土の部分（f）が大きく広がる。UFP

－１５のうすい焼土は黒色土に焼土粒が混ざる程度である。土層断面の観察結果では焼土・灰集中はい

ずれもその場で形成されたものではなく、他の場所から持ち込まれたものと考えられる。

遺物出土状況：人工遺物は、鉄製品５点（２個体）と漆器の塗膜が出土している。自然遺物はカワシ

ンジュガイ、骨片、炭化物が出土している。遺物の分布はカワシンジュガイの集中（UKS－２）以

外は、UFP－９・１４から少量出土しているだけで、周辺からの出土はほとんどない。

カワシンジュガイ集中〔UKS－２〕

UKS－３は UFP－９の東側で、南北約０．６�、東西約０．７�の範囲で１８枚検出されている。分布は
全体的に散漫である。カワシンジュガイは内側が上になるものがほとんどで、一部重なった状態で検

出された。大きさは１０�前後のものが多く、殻皮のみ残り殻自体はほとんど残存していない。
（広田）

表�－７ 焼土群３ 一覧

発掘区 検出層位
規模（�）

平面形 層 界 堆積主体 備 考
長径 短径 厚さ

UFP－９ X－１２９ �層上位 ２７５ １６２ ３ 不整形 明瞭 焼土＞灰

UFP－１４ W・X－１２８・１２９ �層上位 ２６３ １９２ ３ 不整形 明瞭 焼土

UFP－１５ X－１２９ �層上位 ７８ ３８ ２ 不整楕円形 やや明瞭 焼土
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　A：灰 
　F：焼土 
（小文字は薄い広がり） 

図�－１４ 焼土群３

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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� 焼土群４
分布：A地区の中央より南東側、標高約１３．６～１３．７�のほぼ平坦面に位置している。焼土・灰集中は
W・X－１２８・１２９区の約４�×３�の範囲に分布していた。焼土群の中では中規模である。付近の遺
構としては北側に USD－９、東側に単独の灰集中である UFP－１、周辺に UPH－２５～２８がある。

この焼土群に含まれる焼土・灰集中は UFP－６～８の３ヵ所である。�層上面で焼土や灰の薄い広
がりを確認し、３�程掘り下げた面で明瞭に検出された。
規模・堆積主体：UFP－６～８は長軸２．５～４．５�、短軸１．２～１．７�の大形の焼土である。厚さは UFP

－６・７が約２�で、UFP－８が約６�とやや厚く堆積している。平面形はいずれも不整形で、全
体的に木の根による撹乱が認められており、元々は大きく一つだった可能性がある。

いずれも焼土と灰が主体であるが、焼土が多く灰は少ない。UFP－６は弱い焼土の範囲（f１～３）

が広く、焼土と灰の混ざった部分（F＋A）、よく焼けた焼土の部分（F）が小範囲で分布する。UFP

－７は薄い炭化物が広がる部分（c１～４）が最も多く、灰の部分（F１・２）、焼土と灰の混ざった

部分（F＋A）、うすい焼土の部分（f１）は小範囲で分布する。UFP－８は弱い焼土の範囲（f１～

３）が広く、灰の部分（A）、よく焼けた焼土の部分（F１）、灰と焼土と黒色土が混ざる部分（F＋B

＋A）は小範囲で分布する。灰（A）と灰と焼土と黒色土（F＋B＋A）と焼土の部分（F１）は重

なっているため、何回かに分けて捨てられている可能性が高い。土層断面の観察結果では焼土・灰集

中はいずれもその場で形成されたものではなく、他の場所から持ち込まれたものと考えられる。

遺物出土状況：人工遺物は、鉄製品１点、銅銭１点、礫６点（内棒状礫１点）、漆器の塗膜が出土し

ている。自然遺物はカワシンジュガイ、骨片、炭化物が出土している。分布は、焼土・灰集中内から

は鉄製品、漆器の塗膜、カワシンジュガイ、礫が出土し、UFP－８の南側から礫がややまとまって

出土している。

（広田）

表�－８ 焼土群４ 一覧

発掘区 検出層位
規模（�）

平面形 層 界 堆積主体 備 考
長径 短径 厚さ

UFP－６ Z－１３０・１３１ �層上位 ２５０ １６７ ２ 不整形 明瞭 焼土＞灰 木根跡に一部壊される

UFP－７ Z－１３０ �層上位 ４５２ １１７ ２ 不整形 明瞭 焼土＞灰 木根跡に一部壊される

UFP－８ Z－１２９・１３０ �層上位 ２９３ １３３ ６ 不整形 明瞭 焼土＞灰 木根跡に一部壊される
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　A：灰 
　F：焼土 
　C：炭化物 
　B：黒色土 
（小文字は薄い広がり） 

図�－１５ 焼土群４

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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� その他の焼土
焼土群に属さない単独の焼土あるいは灰の集中域を掲載する。すべて�層上面あるいは上位から検
出されており、１７３９年以前のアイヌ文化期に形成されたものとみられる。

UFP－１ 調査区南東部、焼土群４からやや離れた位置にある。灰と黒色土を主体とし、炭化物を多

く含む。焼土群同様、灰などが投棄された範囲と考えられる。

UFP－４・５ 平坦部から低地への斜面上に位置する。それぞれ長径が１．５�を超える大きさである
が、不整形で厚さがほとんどない。灰を主体としており、炭化材片をやや多く含み、一部被熱した部

分がみられる。平坦地側から低地側に灰や焼土などが投棄されたものと思われる。UFP－４は溝跡

UD－１に一部を削られている。

UFP－１６・１７ 建物跡４（USB－４）の内側、中央よりやや西側にある。UFP－１６は明赤褐色で厚

みがある焼土で、UFP－１７は炭化物を多く含みやや不明瞭なうすい焼土である。建物跡との関係に

ついては、前述（�章３）の通り建物跡４が高床式の建物と考えられ、この焼土は建物跡とは異なる
時期のものと考えられる。

UFP－１８ 建物跡４（USB－４）の北西側にある。中規模で明度が高いが厚さはあまりない。中央

部から明度が漸遷しており、その場で焼成されたものと思われる。

UFP－２８ �層包含層調査中検出した、小型の焼土。周辺に遺構はない。断面形状がやや波状の部分
があるが周縁は漸遷しており、その場で焼成されたものと考えられる。

UFP－２９ C地区の�層で唯一検出された。B地区（平成１４年度調査）の建物跡３（USB－３）の

東側にあたる。黒色土が主体で灰がまじる。やや太目の木根跡があり、木の根元に灰などが投棄され

たことが考えられる。

（阿部）

表�－９ �層その他の焼土一覧

発掘区 検出層位
規模（�）

平面形 層 界 堆積主体 備 考
長径 短径 厚さ

UFP－１ Z１－１３１ �層上面 ７５ ４０ ２ ほぼ楕円形 明瞭 灰 焼土群４付近

UFP－４ X－１２４ �層上面 １７５ １４２ １ 不整形 明瞭 灰主体 低地部

UFP－５ X－１２４ �層上面 （１６４） １１５ ２ 不整形 明瞭 灰主体 低地部

UFP－１６ R－１３４ �層上位 ５６ ３８ ８ ほぼ楕円形 明瞭 焼土 USB－４重複

UFP－１７ R－１３５ �層上位 ６８ ３９ ２ 不整楕円形 不明瞭 焼土主体 USB－４重複

UFP－１８ Q－１３４ �層上位 ８０ ７４ ２ 不整円形 不明瞭 焼土

UFP－２８ U－１３５ �層上位 ５９ ３６ ４ 不整楕円形 やや明瞭 焼土

UFP－２９ I－１４７ �層上位 １５ １５ ３ 不整円形 やや明瞭 灰 ３ヵ所に分かれる、C地区

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡
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　A：灰 
　F：焼土 
（小文字は薄い広がり） 

図�－１６ その他の焼土〔UFP〕

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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� カワシンジュガイ集中
カワシンジュガイの殻や殻皮が集中して出土した地点は、８ヵ所確認された。そのうち４ヵ所は平

地住居跡に直接関わるものとして掲載し（USD５－ks１・USD８－ks１・USD８－ks２・USD９

－ks１）、３ヵ所は焼土群の範囲にある（UKS－２・３・４）。ここではそれ以外の集中域を掲載す

る。

カワシンジュガイ集中１ 〔UKS－１〕

位置：U－１３４・１３５ 標高１３．３�付近
規模：〔密集域〕１．２�×１．１� 〔最大範囲〕４．５�×３．５�
平地住居跡５（USD－５）の西側に位置する。平地住居跡から点在して分布し、住居跡の出入口

から約４�離れた位置に左殻・右殻合わせて二十枚以上のカワシンジュガイの殻皮がまとまって出土
した。殻皮の残存状態はあまり良くなく、小片で残存したものが多い。 （阿部）

図�－１７ カワシンジュガイ集中１〔UKS－１〕

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡


68



６．アイヌ文化期の出土遺物（図�－１８～２６、表�－１０～１３・３５、図版４７～５３）

� 金属製品
平地住居跡・焼土群・包含層�層から、鉄製品５９点・銅製品６点（古銭２点含む）・銀製品１点が
出土した。小片や現代遺物を除き、ほぼすべてを掲載した。

平地住居跡５（USD－５）出土の金属製品

１４点掲載した。１～１１は平地住居内または周辺から、１２～１４は炉 USD５－fp４から出土した。

１～３・５は刀子または刀子と考えられるもの。１・２は残存状況の良い刀子。１は切先方の２点

が接合し、もう１点は接合しなかった。変形してやや反っている。内部は空洞である。２は切先と柄

の端部の一部のみが欠損している。３は端部が反っているが、棟部と刃部が明瞭である。５は刀子と

みられる小片。４は形状が刀子に類似しているが、構造が異なり、変形してややゆがみがある。

６～８は角棒状の鉄製品。６は断面長方形で、内側がややくぼんでいる。残存部中央付近が大きく

屈曲し先端は徐々に細くなっている。マレクの可能性がある。７はやや曲がっている。８は和釘。完

形で残存している。２寸５分以上の角釘。木質がわずかに付着していた。

９は針状の鉄製品。径が小さいものの内部は空洞である。１０は鉄鍋片と考えられる鍛造品の鉄片。

厚みがあり、重量感がある。１１は平板状の鉄片。何らかの鉄製品から剥落したものと考えられる。

１２・１３は角棒状の鉄製品。１２は内部が空洞であるが、１３は空洞でなく重量感がある。１４は鉄鏃。平

坦で、基部のかえしは鋭利である。柄との装着部は欠損している。

平地住居跡８（USD－８）出土の金属製品

８点掲載した。１５～１８・２０～２２は平地住居内または周辺から、１９は炉 USD８－fp１の上面から出

土したものである。

１５は鉄鍋片と考えられる鍛造品の鉄片。厚みがあり、重量感がある。内部が著しく劣化している。

１６～２２は釘などの角棒状の鉄製品。１６は残存部上方が屈曲しており、下部は徐々に細くなっている。

マレクとみられる。１７・１８は角釘。内部は空洞である。腐食が著しく進んでおりサビが多い。１９・２０

は頭部の残存状況が良好な和釘である。２０は頭部のつくり出しが行われている。１９は２寸５分、２０は

２寸釘である。２１・２２は平釘とみられるもの。２１は断面長方形で端部が細くなっており、釘の先端部

とみられる。２２は残存状況が良くない。

平地住居跡９（USD－９）出土の金属製品

９点掲載した。２３～２８・３０・３１は平地住居内または周辺から、２９は炉 USD９－fp１から出土した。

２３は刀子片。棟部や刃部が確認できるものの、残存状況はあまりよくない。

２４～２９は釘などの角棒状の鉄製品。２４は大型で平坦な頭部を有する釘。２５は頭巻きの和釘。先端部

が欠損しており、３寸以上の長さがある。２６は２本の棒状鉄製品が繊維でまきつけられたもの。鉄製

品の一方は角棒状の釘で、もう一方はやや平担であり刀子の茎と考えられる。残存部の中央付近に撚

糸の痕跡が観察される。２７は角釘。上端にわずかに平坦な頭部がみられる。２８は残存部が少なく不明

である。２９は角釘と思われる。灰層から出土したため全体に灰が付着し白くなっていた。

３０は楕円形を呈する環状の鉄製品。刀装具とみられる。瘤状の突起物がみられるが、腐食が著しく

明瞭にはわからない。

３１は銅銭。明銭としては最も多出する永楽通宝（始鋳１４０３年）である。一部欠損しているものの、

おおむね良好に残存していた。穿は方形で径６�である。郭の内側は磨り減って丸みがあり、紐など
による摩擦痕とみられる。

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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焼土群２出土の金属製品

１６点掲載した。３４・３７は UFP－１１、４６は UFP－１０から出土し、それ以外は UFP－３３・３４などの

焼土・灰集中の周辺から出土した。鉄製品は小片が多いが、銅製品や銀製品など多様な金属製品が出

土している。

３２・３３は刀子。３２はほぼ完形であるが、刃部が若干欠損している。茎尻に丸みがある。３３は刀子の

茎と考えられるもの。３４～３９は釘などの角棒状の鉄製品。３４は先端部がとがっており、釘と思われる。

３５は腐食が著しい。３６は中央部が大きく屈曲しているが、頭部と先端部の残存状況から和釘とみられ

る。屈曲していなければ１寸５分の釘になる。４０・４１は同一個体で鍛造品の破片である。４２は先端が

鋭利な鉄片であるが、全形は不明である。

４３～４６は銅製品。４３・４４は装飾品あるいは装飾的な留め金具と考えられる。緑青がわずかに付着す

る。径２�ほどの孔が穿たれている。４３はスペード形の部分の中央に径５�ほどのハート形の透かし
がある。４５は薄く湾曲する銅片。幅に変化がある。外面側に光沢がある。刀剣類に巻かれていたもの

の可能性がある。４６も刀剣類の金具かもしれない。外面に割れ口を含め緑青が付着している。小片な

がら重量感がある。４７は環状の銀製品。装飾品の一部と考えられる。一端に切断痕がある。

焼土群３出土の金属製品

２点掲載した。４８・４９とも UFP－９から出土している。４８は小片で全形が不明である。４９は和釘。

中央部がやや曲がっており、先端がわずかに欠損している。３寸以上の長さがある。

焼土群４出土の金属製品

２点掲載した。５０・５１とも UFP－８から出土している。５０は針とみられる。５１は銅銭。北宋銭の

中ではやや多出する元豊通宝（始鋳１０７８年）であり、文字は行書体である。穿は径６．０�の方形であ
る。緑青が多く付着している。やや厚みがあり、重量感がある。

包含層出土の金属製品

１４点掲載した。５２は焼土群２から南西側に離れた位置で出土した鎌である。ほぼ完形であるが薄く

脆弱であり、樹脂等による接合で復元した。柄に木質の一部が残存していた。

５３は刀子。切先と柄尻が欠損しているが、残存部分の状況は良いようである。区部付近に金具また

は木質の一部が付着しており、柄にも木質の一部が残存している。内部に空洞がある。５４・５５は釘の

先端と思われ、周囲に木質が残存している。５６～５９は鉄製品の小片や剥片。５６には外面に樹皮とみら

れるものが巻かれてあり、黄褐色の付着物がある。

平成１４年度調査で出土した金属製品

未掲載であった銅製品１点・鉄製品１点と、保存処理前に図示していた１３点の鉄製品を保存処理後

の状態で再掲載した。再掲載の金属製品の内容については、北埋調報１８９集『千歳市オルイカ２遺

跡』p．４４に記載してある。

６０は平地住居跡２の炉（USD２－fp１）周辺から出土した銅製品。全体的に緑青に覆われている

ように観察される。小片との接点があり、小片および大型破片それぞれに径１�程度の小さな孔が穿
たれている。短軸断面がうねるように曲がっており、刀剣類に巻きつけられていたものの可能性があ

る。６１は角棒状の鉄製品。FP－２から出土した。

（阿部）

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡
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図�－１８ 鉄製品� 平地住居跡５

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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図�－１９ 鉄製品� 平地住居跡８・９

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡
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図�－２０ 鉄製品� 焼土群

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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図�－２１ 鉄製品� 包含層・平成１４年度分�

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡
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図�－２２ 鉄製品� 平成１４年度分�

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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表�－１０ 金属製品一覧�
挿図

番号

掲載

番号

写真

図版

遺構／

発掘区
層位

遺物

番号
種別 分 類 破

片
大きさ（現存・�） 重さ

（�）

整理

番号
備 考

長さ 幅 厚さ

図�－１８ １ 図版４７ USD－５ ２１ 鉄製品 刀子 ６ ９．１０ １．６０ ０．７０ ４．３０ Fe－１

図�－１８ ２ 図版４７ USD－５ ２２ 鉄製品 刀子 ４ １０．７０ １．７５ ０．６０ ５．９０ Fe－２

図�－１８ ３ 図版４７ USD－５ ２６ 鉄製品 刀子 ２ ２．９５ １．７０ ０．７５ ２．３０ Fe－６

図�－１８ ４ 図版４７ USD－５ ８４・８５ 鉄製品 不明 ３ ６．１０ １．８０ ０．６５ ７．９０ Fe－１０・１１ 接合

図�－１８ ５ 図版４７ USD－５ ２５ 鉄製品 刀子 ２ ４．３０ １．３０ ０．３５ ２．８０ Fe－５

図�－１８ ６ 図版４７ USD－５ ７９ 鉄製品 平釘？ ２ ６．００ １．１０ １．８５ ７．５０ Fe－９ 釘？マレク？

図�－１８ ７ 図版４７ USD－５ ７５ 鉄製品 角釘 ２ ３．７０ １．００ １．００ ６．８０ Fe－８

図�－１８ ８ 図版４７ USD－５ ２４ 鉄製品 角釘 ５ ８．７５ １．００ １．５０ １２．４０ Fe－４

図�－１８ ９ 図版４７ USD－５ ２７ 鉄製品 針 ４ ２．３０ ０．３０ ０．３０ ０．２０ Fe－７

図�－１８ １０ 図版４７ USD－５ ２３ 鉄製品 鉄鍋 ２ ２．８０ ２．１５ ０．６０ ８．２０ Fe－３

図�－１８ １１ 図版４７ USD－５ ８６ 鉄製品 剥片 ２ ３．５０ １．７０ ０．１５ １．９０ Fe－１２

図�－１８ １２ 図版４７ USD５－fp４ 上面 １ 鉄製品 角棒状 １ ４．０５ ０．６５ ０．６５ １．４０ Fe－１３ 釘？

図�－１８ １３ 図版４７ USD５－fp４ 焼土 鉄製品 角棒状 １ ３．５０ １．００ ０．８５ ９．７０ Fe－１４ 釘？

図�－１８ １４ 図版４７ USD５－fp４ 灰＋焼土 鉄製品 鉄鏃 １ ２．７０ １．７０ ０．４０ １．８０ Fe－１５ フローテーション

図�－１９ １５ 図版４８ USD－８ 鉄製品 鉄鍋 ５ ３．０５ １．５０ ０．３５ １．９０ Fe－２２

図�－１９ １６ 図版４８ USD－８ ６ 鉄製品 マレク？ ３ ５．３０ １．５０ １．００ ４．７０ Fe－１９

図�－１９ １７ 図版４８ USD－８ ７ 鉄製品 角釘 １ ３．４５ １．１５ １．１０ ３．９０ Fe－２０

図�－１９ １８ 図版４８ USD－８ ３ 鉄製品 角釘 １ ２．２５ ０．６５ ０．５０ ０．８０ Fe－１６

図�－１９ １９ 図版４８ USD８－fp１ 上面 １ 鉄製品 平釘？ ５ ８．４５ １．００ １．２０ ４．９０ Fe－２３

図�－１９ ２０ 図版４８ USD－８ ５ 鉄製品 角釘 ３ ６．３５ １．１０ ６．００ ２．７０ Fe－１８

図�－１９ ２１ 図版４８ USD－８ ４ 鉄製品 平釘 ２ ２．５０ ０．６０ ０．４０ ０．６０ Fe－１７

図�－１９ ２２ 図版４８ USD－８ １５１ 鉄製品 平釘 １ １．８０ ０．７５ ０．５０ ０．８０ Fe－２１

図�－１９ ２３ 図版４８ USD－９ ２ 鉄製品 刀子 １ ３．９５ １．７５ ０．５５ ４．７０ Fe－２５

図�－１９ ２４ 図版４８ USD－９ １ 鉄製品 平釘 ５ ２．６０ ３．３０ １．４５ ３．９０ Fe－２４

図�－１９ ２５ 図版４８ USD－９ ３８ 鉄製品 角釘 ３ １０．２０ １．１５ ０．８５ ８．５０ Fe－３０

図�－１９ ２６ 図版４８ USD－９ ５ 鉄製品 角釘・刀子 ２ ４．００ １．００ １．００ ２．６０ Fe－２８ 撚糸付着

図�－１９ ２７ 図版４８ USD－９ ３ 鉄製品 角釘 ３ ３．１０ １．００ ０．８０ ２．１０ Fe－２６

図�－１９ ２８ 図版４８ USD－９ １９ 鉄製品 不明 ２ ２．００ ０．６５ ０．３５ ０．３０ Fe－２９

図�－１９ ２９ 図版４８ USD９－fp１ 灰 １ 鉄製品 角釘 １ ２．００ ０．６０ ０．１０ ２．２０ Fe－５１

図�－１９ ３０ 図版４８ USD－９ ４ 鉄製品 環状 ３ ４．２５ ３．０５ １．６０ ５．２０ Fe－２７ 刀装具

図�－１９ ３１ 図版４８ USD－９ ３７ 銅製品 古銭（永楽通宝） １ ２．２５ ２．２５ ０．１０ １．３０ Cu－５

図�－２０ ３２ 図版４９ UFP－１３ １ 鉄製品 刀子 ４ １３．７５ １．９０ ０．５０ １４．６０ Fe－４２ 焼土群２

図�－２０ ３３ 図版４９ 焼土群２ ４９ 鉄製品 刀子 ４ ４．１０ １．１５ ０．３５ １．５０ Fe－３４

図�－２０ ３４ 図版４９ UFP－１１ １ 鉄製品 角釘 ４ ３．３５ ０．６０ ０．４５ １．３０ Fe－５３ 焼土群２

図�－２０ ３５ 図版４９ 焼土群２ ５２ 鉄製品 角棒状 １ １．７５ ５．５０ ４．５０ １．００ Fe－３６

図�－２０ ３６ 図版４９ 焼土群２ ７０ 鉄製品 釘 １ ３．３０ ２．４５ １．０５ ２．６０ Fe－３７

図�－２０ ３７ 図版４９ UFP－１１ 上面 鉄製品 角棒状 １ ２．４０ ０．５５ ０．５０ １．２０ Fe－４１ フローテーション・焼土群２

図�－２０ ３８ 図版４９ 焼土群２ ７３ 鉄製品 角棒状 ２ ２．２０ ０．４５ ０．３５ ０．３０ Fe－３８

図�－２０ ３９ 図版４９ 焼土群２ ４７ 鉄製品 角棒状 ２ １．７０ ０．５０ ０．４５ ０．５０ Fe－３３

図�－２０ ４０ 図版４９ 焼土群２ ３０ 鉄製品 鍛造剥片 ２ １．４５ ０．８０ ０．２０ ０．３０ Fe－３１

図�－２０ ４１ 図版４９ 焼土群２ ３１ 鉄製品 鍛造剥片 １ １．４０ １．０５ ０．２０ ０．３０ Fe－３２

図�－２０ ４２ 図版４９ 焼土群２ ５０ 鉄製品 不明 ３ ３．００ １．１０ ０．５０ １．５０ Fe－３５

図�－２０ ４３ 図版４９ 焼土群２ ６９ 銅製品 留め金具？ １ ４．２０ ３．９５ ０．９５ ５．５０ Cu－２

図�－２０ ４４ 図版４９ 焼土群２ ６８ 銅製品 留め金具？ １ １．７５ １．６５ ０．３０ １．００ Cu－１

図�－２０ ４５ 図版４９ 焼土群２ ７４ 銅製品 刀装具？ ２ ３．６０ ２．２０ ０．６０ ２．３０ Cu－３

図�－２０ ４６ 図版４９ UFP－１０ 上面 銅製品 刀装具？ １ ２．０５ ０．７０ ０．３５ １．８０ Cu－４ フローテーション・焼土群２

図�－２０ ４７ 図版４９ UFP－３４ １ 銀製品？ 環状 １ ０．７５ ０．６５ ０．１５ ０．１５ Ag－１

図�－２０ ４８ 図版４９ UFP－９ 鉄製品 不明 １ １．２５ ０．６５ ０．５０ ０．５０ Fe－５２ フローテーション・焼土群３

図�－２０ ４９ 図版４９ UFP－９ 上面 ２ 鉄製品 角釘 ４ １０．１０ １．００ １．００ ５．８０ Fe－４０ 焼土群３

図�－２０ ５０ 図版４９ UFP－８ ７ 鉄製品 針 １ １．８０ ０．３０ ０．３０ ０．４０ Fe－３９ 焼土群４

図�－２０ ５１ 図版４９ UFP－８ １ 銅製品 古銭（元豊通宝） １ ２．４７ ２．４７ ０．１０ ２．８０ Cu－６ 焼土群４

図�－２１ ５２ 図版５０ （S－１２９） � 鉄製品 鎌 １ １６．５ １６．３ ４．５ Fe－５０

図�－２１ ５３ 図版５０ （H－１４７） � １ 鉄製品 刀子 ４ １４．９０ ２．３０ １．０５ ２３．００ Fe－５４

図�－２１ ５４ 図版５０ （R－１３２） � 鉄製品 釘 １ ３．７５ １．００ ０．７０ １．５０ Fe－４３ 木質あり
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� 石器等
石器等はいずれもアイヌ文化期の遺構及びその周辺から出土している。遺構周辺から出土していて

も、石鏃など明らかに縄文時代に属すると考えられるものは
章に掲載している。棒状礫を含む礫が
大半を占め、次いで火打石が多い。１点のみだが、火皿の破片が USD－５から出土している。また、

ガラス玉が遺構から４点、包含層から１点出土している。

USD－５

１～７は火打石。石材は全てチャートである。１～３は打ち欠きのない未使用のものである。小形

で丸みを帯び、白色を呈する。４～７は打ち欠きが認められるもの。４～６は赤色を呈する。４・５

は fp４出土で比較的大形のもので、全面に打ち欠きが認められる。剥離は、火打金で叩くための下

準備のために打ち欠いたものと、火打金で発火させる時に叩いてできた二種類に分かれる。６・７は

小形のため、火打金で叩いた際に生じた剥片と考えられる。６の裏面は自然面である。７は白色を呈

する。８は火皿。軽石製で約２／３を欠失する。元々の平面形は楕円形の可能性が高い。裏面は中央

付近に小形の窪みが作られているが、それ以外はよく研磨され平滑に作られている。９～２１は棒状礫

である。いわゆるおもり石と考えられ、長さ約５～７�、幅約２～４�、厚さ約１～２�の楕円体に
近い形状のものが多い。石材はほとんどのものが砂岩である。また、１１・１７には赤色付着物が少量認

められる。９～１５は比較的扁平で形も整っているもの。１６はやや厚みがある。１７～１９は横断面形がや

や角張り、方形に近い。２０・２１はやや不整形のもの。

USD－８

１～８は火打石。石材は全てチャートである。１～４は打ち欠きのない未使用のものである。全体

的に小形で丸みを帯びる。１は幅に比べてやや長い。１・３・４は白色で、１は部分的に褐色が混じ

る。２は暗緑色を呈する。５～８は打ち欠きが認められるもの。５は灰色の混じる灰白色、６・７は

赤色、８は褐色の混じる白色である。５・６は比較的大形のもので、各面に大きな打ち欠きが認めら

れる。５は自然面をやや大きく残している。６は右側面に自然面を残す。７・８は小形で、発火する

表�－１１ 金属製品一覧�
挿図

番号

掲載

番号

写真

図版

遺構／

発掘区
層位

遺物

番号
種別 分 類 破

片
大きさ（現存・�） 重さ

（�）

整理

番号
備 考

長さ 幅 厚さ

図�－２１ ５５ 図版５０ （R－１３２） � 鉄製品 釘 ２ １．８５ １．０５ ０．６０ ０．９０ Fe－４４ 木質あり

図�－２１ ５６ 図版５０ （S－１３６） � 鉄製品 不明 １ １．１５ ０．６５ ０．３５ ０．１０ Fe－４５	

図�－２１ ５７ 図版５０ （S－１３６） � 鉄製品 不明 １ １．００ ０．６５ ０．１５ ０．１０ Fe－４５�

図�－２１ ５８ 図版５０ （S－１３６） � 鉄製品 不明 １ １．４５ １．３５ ０．２５ ０．３０ Fe－４５�

図�－２１ ５９ 図版５０ （S－１３６） � 鉄製品 不明 １ ２．５０ １．４０ ０．３５ ０．６０ Fe－４５�

平成１４年度調査『千歳市オルイカ２遺跡』 （新掲載）

図�－２１ ６０ 図版５０ USD－２ ５７ 銅製品 刀装具？ ２ ６．３ ２．５ ０．１ 未報告

図�－２１ ６１ 図版５０ FP－２ 灰＋焼土 鉄製品 角棒状 １ ３．３ ０．９ ０．８ 未報告

平成１４年度調査『千歳市オルイカ２遺跡』 （再掲載）

図�－２２ １ USD－１ 鉄製品 刀子 ４ １３．２ １．７ ０．６ １４．４ 保存処理済

図�－２２ ２ USD－２ 鉄製品 軸 １ ８．０ １．０ １．１ １７．９ 保存処理済

図�－２２ ３ USD－２ 鉄製品 不明品 ２ ４．７ １．３ ０．７ ２．４ 保存処理済・茎部？

図�－２２ ４ USD－２ 鉄製品 刀子 ３ ９．８ ２．１ ０．３ １１．６ 保存処理済

図�－２２ ５ USD－２ 鉄製品 鈎状 ３ ６．４ ６．０ １．２ ２１．６ 保存処理済

図�－２２ ６ USD－５ 鉄製品 不明品（茎部） １ ５．１ ４．２ ０．５ １０．３ 保存処理済

図�－２２ ７ USD－７ 鉄製品 鈎状 ２ ５．１ ３．０ １．０ ８．１ 保存処理済

図�－２２
８～

１３
（J－１３６） � 鉄製品 刀子 ６ － ２．０ ０．４ １０．４ 保存処理済

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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際に生じた剥片と考えられる。８の裏面は自然面である。９～２５は棒状礫。長さ約５～８�、幅約２
～４�、厚さ約１～２�の楕円体に近い形状のものが多い。石材は砂岩が多く、泥岩、軽石も少数あ
る。１５にはわずかに赤色付着物が、２０には礫の両端に黒色付着物が認められる。９～１６は比較的扁平

で形が整っているもの。９は軽石製である。１７～１９はやや厚みがあるもの。２０～２２は横断面形が方形

に近い。２３・２４は横断面形が三角形に近いもの。２５はやや不整形のものである。２６～２８はガラス玉で

ある。いずれも緑色を呈するがやや曇っている。蜜柑玉で、深い筋引きにより５房を構成する。房の

大きさは全体的に不揃いである。２６は fp１上面から出土したもの。大きい３房と小さな２房に分か

れる。２７は fp１の灰から出土したもの。表面が風化して灰白色を呈する部分がある。房の大きさは

ばらつきがある。比較的扁平で、他のものより孔が大きく径が約４�ある。２８は他の２点よりやや濃
い緑色である。大きな３房、やや小さい１房と小さな１房からなる。

USD－９

１～３は火打石。石材は全てチャートである。１の色調はやや緑がかった白色で、大きな礫を荒割

りしたものである。自然面を残し、裏面には数ヶ所叩いた跡が認められ、さらに分割しようとした意

図が伺われる。発火のために叩いた時に生じる細かな剥離は認められないため、未使用品と考えられ

る。２・３は赤色を呈する。２は一部自然面を残すが各面に打ち欠きが認められる。３は小形で、発

火する際に生じた剥片と考えられる。

UFP－４

６は火打石。石材はチャートだが、質は良くない。各面に打ち欠きが認められる。

UFP－８

８～１０は礫。８・９の石質は安山岩で、１０は砂岩である。形状はやや不整である。

�層出土の石器等
１１は Q－１３５区から出土したガラス玉。USD－８出土のものと同様の緑色を呈する蜜柑玉で、深い

筋引きにより５房を構成する。房の大きさはやや不揃いである。孔の径は約３�である。
（広田）

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡
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図�－２３ 平地住居跡５出土の石器

� アイヌ文化期の遺構とその遺物

79



図�－２４ 平地住居跡８出土の石器等
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図�－２５ 平地住居跡９ほか出土の石器等〔USD－９、UFP－４・６・８、�層〕
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表�－１２ アイヌ文化期掲載石器等一覧�

挿図番号
掲
載
番
号

図版

番号

遺構名・

発掘区

取上

げ�
層位 分類 石材

長さ

（�）
幅

（�）
厚さ

（�）
重さ

（�）
残存

状態
備 考

図�－２３ １ ５１ USD－５ ５９ � 火打石 チャート ３．０ ２．７ １．９ ２３．１ 完形

図�－２３ ２ ５１ USD－５ ７１ � 火打石 チャート ２．４ １．８ １．２ ７．０ 完形

図�－２３ ３ ５１ USD－５ ７６ � 火打石 チャート ２．９ ２．６ １．７ １７．７ 完形

図�－２３ ４ ５１ USD５－fp４ ― 焼土 火打石 チャート １．８ １．７ ２．３ ８．３ 片

図�－２３ ５ ５１ USD５－fp４ ５ 上面 火打石 チャート １．４ ２．３ ２．３ ６．４ 片

図�－２３ ６ ５１ USD－５ ５５ � 火打石 チャート １．２ １．７ ０．４ ０．９ 片

図�－２３ ７ ５１ USD－５ ３９ � 火打石 チャート １．５ １．９ ０．８ １．７ 片

図�－２３ ８ ５１ USD－５ ８０ � 火皿 軽石 （１２．７） （７．２） ５．８ ２７３．９ 片

図�－２３ ９ ５１ USD－５ ３７ � 棒状礫 砂岩 ４．７ ３．１ １．９ ４０．１ 完形

図�－２３ １０ ５１ USD－５ ４８ � 棒状礫 砂岩 ４．８ ３．０ ２．２ ４３．０ 完形

図�－２３ １１ ５１ USD－５ ３４ � 棒状礫 砂岩 ５．８ ３．２ １．５ ４２．０ 完形 赤色範囲あり

図�－２３ １２ ５１ USD５－fp４ ２ 上面 棒状礫 砂岩 ６．０ ３．９ ２．０ ７１．４ 完形

図�－２３ １３ ５１ USD－５ ３０ � 棒状礫 砂岩 ７．６ ３．８ ２．２ ９３．２ 完形

図�－２３ １４ ５１ USD－５ ４２ � 棒状礫 砂岩 ７．０ ４．０ ２．１ ７１．５ 完形

図�－２３ １５ ５１ USD－５ ２９ � 棒状礫 砂岩 ６．４ ２．７ １．２ ３２．５ 完形

図�－２３ １６ ５１ USD－５ ４５ � 棒状礫 砂岩 ７．２ ２．９ ２．４ ８１．８ 完形

図�－２３ １７ ５１ USD－５ ４６ � 棒状礫 砂岩 ６．７ ３．２ ２．０ ７３．３ 完形 赤色範囲あり

図�－２３ １８ ５１ USD－５ ６５ � 棒状礫 砂岩 ８．５ ２．１ ２．４ ６９．３ 完形

図�－２３ １９ ５１ USD５－fp４ ３ 上面 棒状礫 砂岩 ７．７ ２．５ ２．３ ４７．９ 完形

図�－２３ ２０ ５１ USD－５ ６６ � 棒状礫 砂岩 ５．７ ３．９ ２．０ ４９．７ 完形

図�－２３ ２１ ５１ USD－５ ６３ � 棒状礫 泥岩 ６．７ ３．４ ２．１ ６２．８ 完形

図�－２４ １ ５２ USD－８ ９１ � 火打石 チャート ３．９ ２．３ １．６ １９．０ 完形

図�－２４ ２ ５２ USD－８ ２１ � 火打石 チャート ２．７ ２．０ １．６ １０．７ 片

図�－２４ ３ ５２ USD－８ １７ � 火打石 チャート ２．７ １．７ １．３ ９．０ 完形

図�－２４ ４ ５２ USD－８ ８４ � 火打石 チャート （３．７） ２．５ ０．９（１０．５） 完形

図�－２４ ５ ５２ USD－８ ― � 火打石 チャート ２．５ ２．４ ３．１ １９．２ 片

図�－２４ ６ ５２ USD－８ ８１ � 火打石 チャート １．９ ３．１ ２．３ １３．６ 片

図�－２４ ７ ５２ USD－８ ５５ � 火打石 チャート ２．３ １．６ ０．７ ２．０ 片

図�－２４ ８ ５２ USD－８ ９３ � 火打石 チャート １．２ １．５ ０．８ １．２ 片

図�－２４ ９ ５２ USD－８ ５７ � 棒状礫 軽石 ４．７ ２．７ １．７ ７．７ 完形

図�－２４ １０ ５２ USD－８ ５９ � 棒状礫 かんらん岩 ５．４ ３．０ ２．５ ６５．９ 完形

図�－２４ １１ ５２ USD－８ ６３ � 棒状礫 チャート ５．７ ３．０ １．７ ４３．１ 完形

図�－２４ １２ ５２ USD－８ ９ � 棒状礫 泥岩 ６．１ ２．７ ２．１ ５４．６ 完形

図�－２４ １３ ５２ USD－８ １５５ � 棒状礫 砂岩 ６．８ ３．３ １．２ ４３．３ 完形

図�－２４ １４ ５２ USD－８ １１ � 棒状礫 砂岩 ６．８ ３．５ ２．１ ６０．８ 完形

図�－２４ １５ ５２ USD－８ ８４ � 礫 砂岩？ ２．３ ２．１ １．４ ９．２ 片 赤色範囲あり

図�－２４ １６ ５２ USD－８ ３１ � 棒状礫 泥岩 （４．４） （１．６） （１．４） （８．３） 完形

図�－２４ １７ ５２ USD－８ ８６ � 棒状礫 砂岩 ７．５ ４．３ ２．７ １３３．０ 完形

図�－２４ １８ ５２ USD－８ ７５ � 棒状礫 砂岩 ８．０ ３．９ ２．８ １２５．７ 完形

図�－２４ １９ ５２ USD－８ ６５ � 棒状礫 砂岩 ６．４ ２．７ ２．１ ４６．５ 完形

図�－２４ ２０ ５２ USD－８ ６６ � 棒状礫 砂岩 ７．２ ２．８ ３．１ ９９．１ 完形 両端黒色

図�－２４ ２１ ５２ USD－８ ９５ � 棒状礫 砂岩 ７．４ ３．４ ２．２ ９５．０ 片

図�－２４ ２２ ５２ USD－８ ７１ � 棒状礫 砂岩 ６．８ ２．２ １．５ ３３．７ 完形

図�－２４ ２３ ５２ USD－８ ２５ � 棒状礫 泥岩 ８．０ ２．５ １．８ ２８．６ 完形

図�－２４ ２４ ５２ USD－８ ８５ � 棒状礫 砂岩 ５．９ ３．０ １．８ ３６．８ 完形

図�－２４ ２５ ５２ USD－８ ６１ � 棒状礫 チャート ５．２ ４．３ ２．０ ６１．５ 完形

図�－２４ ２６ ５２ USD８－fp１ － 上面 玉 ガラス ０．９ １．０ ０．６ ０．９ 完形

図�－２４ ２７ ５２ USD８－fp１ ４ 灰 玉 ガラス １．１ １．０ ０．５ ０．７ 完形

図�－２４ ２８ ５２ USD－８ １ � 玉 ガラス １．０ １．０ ０．６ ０．８ 完形

図�－２５ １ ５３ USD－９ ２２ � 火打石 チャート ７．６ １１．２ ４．６ ３９５．０ 片
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� その他の遺物
アイヌ文化期の遺構および包含層からは、金属製品・石器等のほかに、漆器の塗膜や自然遺物が出

土している。

このうち漆器の塗膜は、ベンガラ漆塗りの極小片が散在するもので、木胎の一部が薄く残存してい

るものも見られた。平地住居跡５・８の炉周辺のほか、焼土群２・３・４の一部の焼土付近（UFP

－７・１４・３４）などで出土している。ただし極微量で各 ０々．１gにも満たない状況である。

自然遺物のうち、炭化材（物）は多くの焼土で出土している。特に焼土群２の UFP－３３・３４、焼

土群３の UFP－９、平地住居跡８の炉 USD８－fp２などで多量に出土している。また平地住居跡８

の柱穴 USD８－ph２３・２４には、柱の樹皮が残存していた。包含層では、�層上面に材の形状を保っ
た状態で検出されるものが多い（図�－２７）。しかし Ta－a直下であり、平地住居跡などの遺構と直

接的な関係を示すものは確認できなかった。

骨・貝などの動物遺存体や植物種子については、次項に掲載する。

（阿部）

表�－１３ アイヌ文化期掲載石器等一覧�

挿図番号
掲
載
番
号

図版

番号

遺構名・

発掘区

取上

げ�
層位 分類 石材

長さ

（�）
幅

（�）
厚さ

（�）
重さ

（�）
残存

状態
備 考

図�－２５ ２ ５３ USD－９ ９ � 火打石 チャート １．８ ３．２ １．６ ７．４ 片

図�－２５ ３ ５３ USD－９ ８ � 火打石 チャート ０．８ １．３ ０．４ ０．４ 片

図�－２５ ４ ５３ USD－９ ４９ � 棒状礫 砂岩 ５．８ ２．７ １．４ ３３．２ 完形

図�－２５ ５ ５３ USD－９ ４２ � 棒状礫 砂岩 ６．５ ３．８ １．７ ４３．２ 完形

図�－２５ ６ ５３ UFP－４ ― � 火打石 チャート １．９ １．８ １．６ ６．３ 片

図�－２５ ７ ５３ UFP－６ １ � 棒状礫 砂岩 ４．５ ２．９ １．７ ３５．５ 完形

図�－２５ ８ ５３ UFP－８ ２ � 礫 安山岩 ７．７ ４．４ ２．５ ９８．０ 完形

図�－２５ ９ ５３ UFP－８ ３ � 礫 安山岩 ８．１ ６．２ １．５ ８５．１ 完形

図�－２５ １０ ５３ UFP－８ ６ � 礫 砂岩？ ７．５ ５．４ ２．０ ６３．８ 完形

図�－２５ １１ ５３ Q－１３５ ― � 玉 ガラス １．１ １．１ ０．７ １．１ 完形

図�－２６ �層炭化材出土状況例
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７．フローテーション法等による微細遺物の調査 （図�－２７、表�－１４～３４、図版５４～５８）

アイヌ文化期の遺構や包含層からは、骨・貝などの動物遺存体や植物種子などの微細な遺物が多量

出土している。それらの遺物について、手取り回収分（動物遺存体）とフローテーション回収分それ

ぞれ掲載する。

� 手取り回収の動物遺存体
回収資料

平地住居跡の炉や焼土群の中の灰や焼土中では、肉眼でも多量の骨片・貝などの自然遺物が確認さ

れた。これら多量の骨片を可能な限り形状を保って取り上げることとした。

手取り回収した骨片は約３５０g、貝は約４７０gであるが、個々の破片の重量が極めて軽く、多量に

上っている。特に焼土群２からの回収量が多く、全体の約６割を占める。骨片は UFP－３３・３４で２００

gを量り、全体の約６割を占める。貝は UKS－３・４が多く、全体の５割を超える。

同定結果の掲載方法

以下の構成によった。

�手取り回収－骨－資料別（遺構・層位別）同定結果表……３ページ（表�－１５～１７）
�手取り回収－貝－資料別（遺構・層位別）同定結果表……２ページ（表�－１８・１９）
	手取り回収動物遺存体 分類別同定一覧表……２ページ（表�－２０・２１）
資料番号（「骨番号」）は、同一遺構・同一層位のものをできる限りまとめた。

同定結果の概要

動物遺存体は平地住居跡の炉および焼土群の各焼土の上位～中位、黒色混じりの灰層や密で純粋な

灰層から多量に検出されている。種類は哺乳類・鳥類・魚類・甲殻類・貝類など多様であり、出土量

も非常に多い。哺乳類はシカが最も多く、角や四肢骨の一部が検出されている。

魚類は圧倒的にサケ科の骨片が多い。その部位は全体にわたっているが、特に椎骨・顎骨・歯が同

定しやすいため多数確認できた。ただし平成１４年度の資料と比較して、椎骨の残存状況が良くないも

のが多く、頭部の各部位がより多く検出された。なお、写真図版５６の１５番に掲載したサケ科の擬鎖骨

には、解体時の切痕と見られる跡がある。またサケ科と同様にコイ科の魚類も多い。ウグイとみられ

るものが多く含まれている。

甲殻類ではクモガニ科の指節の一部も含まれていた。

貝類ではカワシンジュガイが多く見られた。「カワシンジュガイ集中」箇所が７ヵ所検出され、特

に UKS－４は１７６gと全体の約４割を占めている。全体として殻皮のみの出土例がほとんどであるが、

UFP－３３では灰層の中から殻全体が残存していた個体が出土した。またエゾバイ科をはじめエゾタ

マキビガイやタマキガイ科の貝など、淡水産以外の貝もふくまれていた。そのほか、マイマイとみら

れる微小貝が多量に検出された。

（阿部）
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表�－１４ 動物遺存体（手取り）同定結果� －骨－

骨番号 遺構 層位
取上
番号

分類１ 分類２ 部 位 備 考

B－０００ USD５－fp４ 哺乳類 シカ 角 けずり片
不明 四肢骨

魚類 サケ科 椎骨、歯骨（歯付）r、胸鰭条基部 r、尾舌骨
コイ科 尾骨
不明 鰓蓋骨類、鰓条、棘

B－００１ USD５－fp４ 灰 ６ 哺乳類 シカ 角 骨角器１点
B－００２ USD９－fp１ 灰 ３ 哺乳類 不明 四肢骨 骨角器？or未製品１点
B－００３ USD－５ ８１ 哺乳類 不明 不明
B－００４ USD－８ １４９ 哺乳類 シカ 角 切痕有
B－００５ USD－８ １５０ 哺乳類 シカ 角 平たい部分
B－００６ USD８－fp１ 哺乳類 不明 四肢骨
B－００７ USD８－fp１ 灰 哺乳類 不明 四肢骨 けずり片

魚類 サケ科 椎骨、歯骨（歯付）r、間鰓蓋骨 l、胸鰭条基部
コイ科 間鰓蓋骨 r、
不明 鰓蓋骨類、射出骨？不明、

B－００８ USD－９ ３６ 哺乳類 シカ 角
B－００９ USD９－fp１ 灰 ２ 哺乳類 不明 四肢骨
B－０１０ USD９－fp１ A＋B 哺乳類 海棲獣 不明

魚類 サケ科 椎骨、胸鰭条基部 l
コイ科 椎骨、鰓蓋骨類
不明 不明

B－０１１ USD９－fp１ A＋B 骨角器１点
哺乳類 不明 四肢骨
魚類 サケ科 歯

小型の魚類 椎骨
不明 不明

B－０１２ USD９－fp１ A＋F� 哺乳類 海棲獣 不明
不明 四肢骨、肋骨近位端突起部

魚類 不明 不明
B－０１３ USD９－fp１ A 哺乳類 海棲獣 不明

魚類 サケ科 歯、椎骨
不明 不明

B－０１４ USD９－fp１ A 哺乳類 不明 四肢骨

魚類 サケ科
歯（歯骨など付）、椎骨、射出骨 l、主上顎骨 l、肩甲骨 l r、
基後頭骨？、上耳骨？

コイ科 椎骨、間鰓蓋骨 l、
不明 不明

B－０１５ 焼土群２ � ３６ 哺乳類 不明 不明
B－０１６ 焼土群２ � ３７ 哺乳類 不明 下顎骨？
B－０１７ 焼土群２ � ３８ 哺乳類 シカ 中手骨 r近位端
B－０１８ 焼土群２ � ３９ 哺乳類 シカ 中手骨骨体部
B－０１９ 焼土群２ � 哺乳類 不明 不明

魚類 コイ科？ 基後頭骨
不明 鰓蓋骨類、不明

B－０２０ 焼土群２ � ５４ 哺乳類 シカ？ 四肢骨
B－０２１ 焼土群２ � ７８ 哺乳類 シカ？ 四肢骨骨体部
B－０２２ 焼土群２ � ７９ 哺乳類 シカ？ 四肢骨

魚類 サケ科 椎骨
B－０２３ UFP－２ f 哺乳類 不明 四肢骨
B－０２４ UFP－３ F＋A 哺乳類 不明 四肢骨

魚類 サケ科 椎骨
B－０２５ UFP－３ F１ 哺乳類？ 不明 四肢骨？
B－０２６ UFP－６ F＋A 哺乳類 イヌ科？ 肩甲骨？

小中獣 椎骨？、肩甲骨？
不明 不明

魚類 サケ科 椎骨
コイ科 基後頭骨
不明 不明

不明 不明 不明
B－０２７ UFP－６ F＋A� 哺乳類 イヌ科 肩甲骨 r、

キツネ 踵骨 r ネズミの歯跡有
魚類 サケ科 歯、椎骨、射出骨、

コイ科 椎骨
不明 椎骨、棘など

B－０２８ UFP－７ A１ １ 魚類 サケ科 椎骨、烏口骨 l
不明 不明

B－０２９ UFP－７ A１ 魚類 サケ科 歯骨、椎骨、鰓条、鰓蓋骨類
不明 鰓の骨、棘など

不明 不明 不明
B－０３０ UFP－７ A２ 魚類 サケ科 歯（歯骨付き）、椎骨、尾骨、レ r

不明 尾骨、棘など、不明
不明 不明 不明

B－０３１ UFP－７ F４ 魚類 サケ科 椎骨
不明 不明

B－０３２ UFP－８ A１ 魚類 サケ科 前上顎骨（歯付）l
B－０３３ UFP－８ A１ 哺乳類 不明 肋骨？

魚類 サケ科 鰓条
コイ科 椎骨
不明 棘など

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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表�－１５ 動物遺存体（手取り）同定結果� －骨－

骨番号 遺構 層位
取上
番号

分類１ 分類２ 部 位 備 考

B－０３４ UFP－８ A１ 魚類 サケ科 歯、椎骨
不明 鰓条、棘など

不明
B－０３５ UFP－９ F＋A ３ 哺乳類 シカ 脛骨近位 l

不明 不明 不明
B－０３６ UFP－９ F ４ 哺乳類 不明 四肢骨
B－０３７ UFP－９ F＋A ９ 哺乳類 不明 四肢骨
B－０３８ UFP－９ F １１ 哺乳類 海棲獣 不明

不明 不明 不明
B－０３９ UFP－１１ 上面 哺乳類 不明 不明

魚類 サケ科 歯、椎骨
コイ科 椎骨
不明 不明

B－０４０ UFP－１１ F 哺乳類 不明 不明
魚類 サケ科 椎骨

不明 不明
B－０４１ UFP－１３ 上面 魚類 サケ科 椎骨

不明 不明
B－０４２ UFP－１３ F 哺乳類 不明 不明

魚類 サケ科 歯
B－０４３ UFP－１５ F 魚類 サケ科 歯、椎骨

不明 不明
B－０４４ UFP－２１ c ２ 哺乳類 不明 不明
B－０４５ UFP－２１ 周辺 ４ 哺乳類 シカ 角？
B－０４６ UFP－２１ 周辺 哺乳類 シカ 角？
B－０４７ UFP－２２ f 不明 不明 不明
B－０４８ UFP－２４ F＋B 魚類 サケ科 椎骨

不明 不明
不明 不明 不明

B－０４９ UFP－２４ A 魚類 サケ科 歯、椎骨、後擬鎖骨 l、基鰭骨、鰓条、
コイ科 椎骨
不明 不明

不明 不明 不明
B－０５０ UFP－２６ f 哺乳類 不明 四肢骨

魚類 サケ科 椎骨
不明 不明

B－０５１ UFP－３３ A 甲殻類 クモガニ科 殻

魚類 サケ科
歯、椎骨、烏口骨、尾神経骨、後擬鎖骨？、レ r、鰓条 r、
尾骨

コイ科

椎骨、主上顎骨 l、基後頭骨、上側頭骨 l、上耳骨 l、蝶耳骨
l、擬鎖骨 l、方骨 r、主鰓蓋骨 r、前鰓蓋骨 l r、間鰓蓋骨 l、
下鰓蓋骨、擬鎖骨 r、口蓋骨 r、下位下舌骨 l、角骨 l r、方
骨 r、烏口骨 l、基鰭骨 l r、肩甲骨 l、射出骨、尾骨、頭部
の骨？

不明 椎骨、不明
不明 不明 不明

B－０５２ UFP－３３ A 魚類 不明 不明
B－０５３ UFP－３３ 上面 哺乳類 シカ �骨 r

魚類 サケ科 椎骨
コイ科 椎骨、基後頭骨、舟上骨 l
不明 不明

不明 不明 不明
B－０５４ UFP－３３ A＋B 魚類 サケ科 椎骨

コイ科 椎骨、最後の椎骨、尾椎、内翼状骨 l、基後頭骨、後擬鎖骨
不明 椎骨、不明

不明 不明 不明
B－０５５ UFP－３３ A 哺乳類 シカ 未萌出歯

鳥類？ 不明 四肢骨
甲殻類 クモガニ科 殻、指節

魚類 サケ科
歯、椎骨、基後頭骨、烏口骨 l、中烏口骨 l r、方骨 r、鰓蓋
骨類、後擬鎖骨、射出骨、尾骨、不明

コイ科

咽頭骨（咽頭歯付）r、椎骨、第１番目の椎骨、第２番目の
椎骨、第３番目の椎骨、第１番目の横突起 r、第４番目の横
突起 l、最後の椎骨、第２番目の神経棘、基後頭骨、主上顎
骨 l r、歯骨 l r、前上顎骨 r、角骨 l r、方骨 l、頭頂骨 l、上
側頭骨 l、上耳骨 l r、前耳骨 l、外後頭骨 l、上シ骨、主鰓蓋
骨 l r、前鰓蓋骨 l r、間鰓蓋骨 l、下鰓蓋骨 l r、後翼状骨 l、
内翼状骨 l、肩甲骨 l r、烏口骨 l r、中烏口骨 r、擬鎖骨 l r、
上擬鎖骨 l r、後擬鎖骨、三脚骨 l r、基鰭骨 l r、上舌骨 l、
角舌骨 l、尾舌骨、舌顎骨 l r、口蓋骨 r、上鰓骨、尾骨、射
出骨、前頭骨？、近担鰭骨

不明
椎骨、胸鰭骨、第１番目の胸鰭条基部、近担鰭骨、棘など、
不明

B－０５６ UFP－３３ 底面 骨針１点
哺乳類 シカ 未萌出歯

シカ？ 仙骨？
小型獣 椎骨
中型獣 肋骨
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表�－１６ 動物遺存体（手取り）同定結果� －骨－

骨番号 遺構 層位
取上
番号

分類１ 分類２ 部 位 備 考

不明 椎骨椎頭 or椎か？
甲殻類 クモガニ科？ 球状のもの

魚類 サケ科
歯、歯骨（歯付）r、歯骨 or角骨、椎骨、肩甲骨 l r、鰓蓋
骨類、烏口骨 l r、中烏口骨 r、擬鎖骨 r、後擬鎖骨、角骨 r、
舌顎骨、尾骨、射出骨、第１番目の尾神経骨

コイ科

椎骨、第１番目の椎骨、第２番目の椎骨、第２番目の神経棘、
第４番目の横突起 l、最後の椎骨、前上顎骨 l r、歯骨 r、基
後頭骨、上後頭骨、上シ骨、前頭骨 l r、上側頭骨 l r、後側
頭骨 l r、前耳骨 l、蝶耳骨 r、副蝶形骨、翼蝶形骨 r、後翼
条骨 l、頭部の骨、三脚骨 l r、擬鎖骨 l r、上擬鎖骨 l、後擬
鎖骨、主鰓蓋骨 l r、前鰓蓋骨 l r、間鰓蓋骨 l r、下鰓蓋骨、
内翼状骨 l r、舌顎骨 l r、肩甲骨 l r、烏口骨 l r、中烏口骨 r、
口蓋骨 r、角骨 r、方骨 r、尾舌骨、下尾骨、上舌骨 l r、角
舌骨 l r、基鰭骨 l r、射出骨 r、尾骨、間舌骨？

不明 鰓蓋骨類、担鰭骨、近担鰭骨、胸鰭棘基部、棘など、不明
B－０５７ UFP－３４ A１ 哺乳類 シカ 角 切痕有

不明 不明 切痕あるもの有
魚類 サケ科 椎骨、鰓条、角舌骨？

コイ科
歯骨 l、間鰓蓋骨 l、角骨 l、口蓋骨 r、尾骨、後翼状骨？or
頭の骨？、吻骨？

不明 鰓蓋骨類、棘など、不明
B－０５８ UFP－３４ A２ 魚類 サケ科 歯、椎骨、鰓蓋骨類

コイ科 椎骨
不明 不明

B－０５９ UFP－３４ A３ 魚類 サケ科 椎骨
不明 不明

B－０６０ UFP－３４ A４ 魚類 サケ科 椎骨、烏口骨 l、鰭条 l
不明 尾骨、不明

B－０６１ UFP－３４ F＋B 哺乳類 シカ 中足骨？
中型獣 四肢骨骨体部
不明 不明 けずり片有
海棲獣 不明

魚類 サケ科

歯、歯骨（歯付）l r、歯骨 or主上顎骨、前上顎骨 l、椎骨、
間鰓蓋骨 r、鰓蓋骨類、擬鎖骨類、角骨 l、肩甲骨 l r、烏口
骨 l、中烏口骨 l r、基鰭骨、胸鰭条および基部 r（第１番目
有）、鰓条、第１番目の尾神経骨、射出骨、レ、尾骨、尾骨
類

コイ科
椎骨、第４番目の横突起 r、上側頭骨 r、主上顎骨 l、肩甲
骨？、尾骨

不明 歯骨？、鰓蓋骨類、胸鰭条基部、棘など、不明
不明 不明 白い球状のもの

B－０６２ UFP－３４ A＋B 哺乳類 不明 不明
魚類 サケ科 歯、椎骨、基後頭骨、基鰭骨、烏口骨 l、尾骨、レ

魚類 第１番目の胸鰭条基部、棘など、不明
B－０６３ UFP－３４ A１ 甲殻類 クモガニ科 殻

魚類 サケ科 椎骨
コイ科 椎骨、尾舌骨
不明 棘など

B－０６４ UFP－３４ A＋B 哺乳類 不明 不明
海棲獣 不明

魚類 サケ科 歯、椎骨、前上顎骨 r、肩甲骨 r、射出骨 l、尾骨、不明
不明 鰓蓋骨類、棘など、不明

B－０６５ UKS－３ � 魚類 サケ科 歯、椎骨
不明 不明

B－０６６ UKS－３ � 魚類？ 不明 不明
B－０６７ UKS－４ � 哺乳類 不明 四肢骨

魚類 サケ科 椎骨、角骨 l
不明 椎骨、不明

B－０６８ UKS－４ � 骨角器１点
哺乳類 シカ 角？

不明 不明
魚類 サケ科 椎骨

不明 棘など
B－０６９ UKS－４ � 哺乳類 シカ 角？

魚類 不明 不明
B－０７０ UKS－４ � 哺乳類 シカ 角

不明 四肢骨
魚類 サケ科 椎骨

不明 不明
B－０７１ （L－１３３区） � 哺乳類 ウサギ 下顎骨（歯有）r
B－０７４ （T－１３５区） � 哺乳類 シカ 角
B－０７５ （X－１２４区） � 装飾品？骨角器１点

哺乳類？ 不明 不明

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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表�－１７ 動物遺存体（手取り）同定結果� ―貝―

貝番号 遺構 層位 取上番号 分類 細分類 部位 備考

sh－００１～０１９ USD－５ １０１～１１９ 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－０２０ USD５－fp４ 焼土 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－０２１ USD５－ks１ １ 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－０２２ USD－８ ６５ 巻貝綱 不明 軸部
sh－０２３～０５３ USD－８ １０１～１３１ 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－０５４ USD－８ 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－０５５ USD８－fp１ 上面 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－０５６ USD８－ks１ 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－０５７ USD８－ks２ 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－０５８ USD８－ph３１ 覆土 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮

sh－０５９～０７４ USD－９
２３～３５・３９・４０

・４４
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮

sh－０７５ USD－９ 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻（殻皮付）
sh－０７６ USD９－fp１ A＋B 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－０７７ USD９－fp１ A 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮

sh－０７８～０９５
焼土群２
（北東側）

�

１・２・４・７・９・１２
・１８・２０・２４・２５
・２７・３５・４１・４３
・４４・４８・５１・５２

二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮

sh－０９６
焼土群２
（北東側）

� 巻貝綱 マイマイ 殻

sh－０９７～１３７
焼土群２
（南西側）

�

１～５・７・９～１３
・１５～１８・２０・
２１・２３～２５・３１
・３４～３６・４０・
４１・４３・５０・５６・
５８・６１・６３・６５
～６７・７１・８０・
９３～９６

二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮

sh－１３８ UFP－６ F＋A� 巻貝綱 マイマイ 殻
sh－１３９ UFP－７ 上面 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－１４０ UFP－７ f１ 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－１４１ UFP－７ A１ 巻貝綱 マイマイ 殻
sh－１４２ UFP－７ A１ 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－１４３ UFP－７ A２ 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻

タマキガイ科 殻
sh－１４４～１４６ UFP－９ f、F＋A １・５・６ 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－１４７ UFP－１１ F 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻、殻皮
sh－１４８ UFP－２１ c 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－１４９ UFP－３３ A 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻、殻皮

巻貝綱 マイマイ 殻
sh－１５０ UFP－３３ A 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻

巻貝綱 マイマイ 殻
sh－１５１ UFP－３３ A 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮

不明 不明 不明
sh－１５２ UFP－３３ A 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻、殻皮

不明 不明
巻貝綱 マイマイ 殻

sh－１５３ UFP－３３ 底面 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻
巻貝綱 マイマイ 殻

エゾタマキビ 殻上部 オ－２２と接合
sh－１５４ UFP－３４ F＋B 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻

巻貝綱 マイマイ 殻
不明 不明 不明

sh－１５５ UFP－３４ A１ 巻貝綱 マイマイ 殻
sh－１５６ UFP－３４ A１ 巻貝綱 マイマイ 殻
sh－１５７ UFP－３４ A＋B 巻貝綱 エゾバイ科 殻 やや大型
sh－１５８ UFP－３４ A２ 巻貝綱 マイマイ 殻
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表�－１８ 動物遺存体（手取り）同定結果� ―貝―

貝番号 遺構 層位 取上番号 分類 細分類 部位 備考

sh－１５９ UFP－３４ A３ 不明 不明 不明
sh－１６０ UFP－３４ 上面 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮

不明 不明 不明
sh－１６１～１８２ UKS－１ � １～２２ 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－１８３ UKS－２ � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－１８４ UKS－３ � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－１８５ UKS－３ � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻 残存状況良好

sh－１８６ UKS－４ � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻、殻皮
残存状況良好、多量
（７０g以上）

sh－１８７ UKS－４ � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－１８８ UKS－４ � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻
sh－１８９ UKS－４ � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－１９０ （L－１３３区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－１９１ （O－１３５区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－１９２ （Q－１３１区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－１９３ （R－１２９区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－１９４ （R－１３０区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－１９５ （R－１３１区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－１９６ （S－１２８区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－１９７ （S－１２９区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－１９８ （T－１２９区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－１９９ （T－１３１区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－２００ （T－１３２区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－２０１ （T－１３２区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－２０２ （T－１３３区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－２０３ （T－１３５区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－２０４ （T－１３５区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－２０５ （T－１３６区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－２０６ （V－１２８区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－２０７ （V－１２９区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－２０８ （V－１３０区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－２０９ （V－１３１区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－２１０ （V－１３２区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－２１１ （W－１３２区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－２１２ （W－１３６区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－２１３ （Y－１３１区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
sh－２１５ （Z２－１２９区） � 二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
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表�－１９ 手取り動物遺存体同定一覧�

分類 細分類 左右 部 位 １ 部 位 ２ 試料番号 備 考

二枚貝綱
Bivalia

二枚貝類 殻 Sh－１５２

タマキガイ科
Glycymeridae

殻 Sh－１４３

カワシンジュガイ科
Margaritiferidae

殻、殻皮
Sh－７５～７７，１４２，１４３，１４７，
１４９～１５４，１６０，１８８

巻貝綱
Gastropoda

エゾタマキビ
Littorina squalida

殻 Sh－１５３ オ２－２２１と接合

エゾバイ科
Bucainidae

殻 Sh－１５７

マイマイ 殻 Sh－９６，１３８，１４１，１４９，１５０，１５２～１５６，１５８

巻貝類 殻 Sh－２２

貝類 不明 殻 Sh－１５１，１５４，１５９，１６０，２００

甲殻類
Area

クモガニ科
MIERS

指節 B－５１，５５，５６？，６３

硬骨魚綱
Osteichthyes

（小型）魚類 椎骨 B－１１

コイ科
Cyprinidae

l,r 歯骨 B－５５，５６，５７
l,r 前上顎骨 B－５５，５６
l,r 主上顎骨 B－５１，５５，６１
r, 咽頭骨 B－５５ 歯付き有

咽頭歯 B－５５
l, 頭頂骨 B－５５
l,r 上側頭骨 B－５１，５５，５６，６１，
l,r 後側頭骨 B－５６，
l, 基後頭骨 B－１９，２６，５１，５３，５４，５５，５６，

上後頭骨 B－５６，
l,r 上耳骨 B－５１，５５，
l, 前耳骨 B－５５，５６，
l,r 蝶耳骨 B－５１，５６，

副蝶形骨 B－５６
r, 翼蝶形骨 B－５６
l, 外後頭骨 B－５５，５６

上シ骨 B－５５，５６
r,l 前頭骨 B－５５？，５６

頭部の骨 B－５１？，５６
r,l 前鰓蓋骨 B－５１，５５，５６
r,l 主鰓蓋骨 B－５１，５５，５６
r,l 間鰓蓋骨 B－７，１４，５１，５５～５７
r,l 下鰓蓋骨 B－５１，５５，５６

鰓蓋骨類 B－１０
上鰓骨 B－５５

r,l 内翼状骨 B－５４，５６
l 後翼状骨 B－５５，５６

後翼状骨？or頭の骨？ B－５７
l 舟上骨 B－５３
r 口蓋骨 B－５１，５５，５６，５７

吻骨？ B－５７
r,l 舌顎骨 B－５５，５６
r,l 上舌骨 B－５５，５６
l, 下位下舌骨 B－５１
l,r 角舌骨 B－５５，５６

間舌骨？ B－５６
尾舌骨 B－５５，５６，６３

l,r 角骨 B－５１，５５，５６，５７
l,r 方骨 B－５１，５５，５６

椎骨（腹椎、尾椎）
B－
１０，１４，２７，３３，３９，４９，５１，５３，５４，５５，５６，５８，
６１，６３

第１番目の椎骨：B－５５，５６
第２番目の椎骨：B－５５，５６
第３番目の椎骨：B－５５
最後の椎骨：B－５４，５５，５６

r 第１番目の横突起 B－５５
l,r 第４番目の横突起 B－５５，５６，６１

第２番目の神経棘 B－５５，５６
l,r 基鰭骨 B－５１，５５，５６

近担鰭骨 B－５５
l,r 上擬鎖骨 B－５５，５６

後擬鎖骨 B－５３，５４，５５，５６
l,r 擬鎖骨 B－５１，５５，５６
l,r 三脚骨 B－５５，５６
l,r 肩甲骨 B－５１，５５，５６，６１？
l,r 烏口骨 B－５１，５５，５６
r, 中烏口骨 B－５５，５６
r, 射出骨 B－５１，５５，５６

上（下）尾骨 B－０，５１，５５，５６，５７，６１
主上顎骨 or歯骨 B－６１
歯骨 or角骨 B－５６

r,l 歯骨 B－０，７，２９，３０，５６，６１ 歯付き有
歯（顎骨付） B－１４，３０

歯
B－
１１，１３，２７，３４，３９，４２，４３，４９，５１，５５，５６，５８，
６１，６２，６４，６５
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表�－２０ 手取り動物遺存体同定一覧�

分類 細分類 左右 部 位 １ 部 位 ２ 試料番号 備 考

サケ科
Salmonidae

r,l 前上顎骨 B－３２，６１，６４ 歯付き有
l, 主上顎骨 B－１４

上耳骨 B－１４？
r,l 間鰓蓋骨 B－７，６１

鰓蓋骨類 B－２９，５５，５６，５８，６１
,r 鰓条 B－２９，３３，４９，５１，５７，６１
r, 方骨 B－５５
r,l 角骨 B－５６，６１，６７

舌顎骨 B－５６
基後頭骨 B－１４？，５５，６２
基鰭骨 B－４９，６１，６２

r,l 後擬鎖骨 B－４９，５１？，５５，５６
r, 擬鎖骨 B－５６，６１

椎骨（腹椎、尾椎）
B－０，７，１０，１３，１４，２２，２４，２６～３１，３４，３９
～４１，４３，４８～５１，５３～６５，６７，６８，７０

角舌骨？ B－５７
尾舌骨 B－０

r,l 肩甲骨 B－１４，５６，６１，６４
r,l 烏口骨 B－２８，５１，５５，５６，６０，６１，６２
r,l 中烏口骨 B－５５，５６，６１
r,l 胸鰭条基部 B－０，７，１０，６１
l, 鰭条 B－６０，６１
l, 射出骨 B－１４，２７，５５，５６，６１，６４

尾神経骨 B－５１
第１番目の尾神経骨 B－５６，６１

r レ B－３０，５１，６１，６２
尾骨 B－３０，５１，５５，５６，６１，６２，６４
不明 B－５５，６４

魚類

歯骨？ B－６１
鰓の骨 B－２９
鰓蓋骨類 B－０，７，１９，５６，５７，６１，６４
鰓条 B－０，３４
椎骨 B－２７，５１，５４，５５，６７
近担鰭骨 B－５５，５６
胸鰭条基部
（第１番目含）

B－５５，５６，６１，６２

射出骨？ B－７
尾骨 B－３０，６０

棘など
B －０，２７，２９，３０，３３，３４，５５，５６，５７，６１～
６４，６８

不明
B－７，１０～１４，１９，２６，２８，３０，３１，３３，３４，３９
～４１，４３，４８～６２，６４，６５，６６？，６７，６９，７０

鳥綱
Aves

鳥類 四肢骨 B－５５？

哺乳綱
Mammalia

（小型獣） 椎骨 B－５６

ウサギ
Oryctolagus cunlculus

r 下顎骨（歯有） B－７１

（小中型獣） 椎骨？ B－２６
肩甲骨？ B－２６

（中型獣） 肋骨 B－５６
四肢骨 骨体部 B－６１ けずり片有

キツネ
Vulpes vulpes

r 踵骨 B－２７ ネズミの噛痕有

イヌ科
Canidae

r, 肩甲骨 B－２６？，２７

シカ科
Cervidae

未萌出歯 B－５５，５６

角
B－
０，４，５，８，４５？，４６？，５７，６８？，６９？，７０，７４

切痕有るもの有

仙骨？ B－５６
r, 中手骨 近位端，骨体部 B－１７，１８

中足骨？ B－６１
l, 脛骨 近位 B－３５
r �骨 B－５３

四肢骨 骨体部 B－２０？，２１？，２２？，７０
海棲獣 不明 B－１０，１２，１３，３８，６１，６４

哺乳類

四肢骨 B－０，６，７，９，１２，３６，３７，５０，６７，７６
肋骨 近位端突起部 B－１２，３３？
下顎骨？ B－１６
椎骨 椎頭または椎か B－５６

不明
B－
３，１１，１４，１５，１９，２３，２４，２５？，２６，３９，４０，
４２，４４，５７，６１，６２，６４，６８，７５？

切痕有るもの有

不明 不明 不明
B－２６，２９，３０，３５，３８，３９，
４７～４９，５１，５３，５４，６１

骨角器 B－１，２，１１，５６，６８，７５
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� フローテーション法による自然遺物の回収と調査
目的と採取試料

アイヌ文化期の動物・植物利用の様相の一端を探るため、肉眼観察でも骨片や炭化物が確認できる

平地住居跡５・８・９の炉や焼土群２・３・４を構成する焼土すべての土壌を層位別に採取した。ま

た焼土群以外の焼土の大部分の土壌も採取した。試料は１９７サンプルにおよび、土壌は約３００�・約２３０
�に達した。
同定結果の掲載方法

以下の構成によった。

�フローテーション回収遺物一覧表……見開き２ページ単位×４（表�－２１～２４）
左ページ：試料の属性・基本重量データ・回収遺物重量など

右ページ：主な動物遺存体・主な植物遺存体

�フローテーション回収動物遺存体試料別（遺構・層位別）詳細……６ページ（表�－２５～３０）
�の右ページのうち、枠内に掲載困難な試料について記載

	フローテーション回収動物遺存体 分類別同定一覧表……３ページ（表�－３１～３３）
試料番号（「骨番号」）は、同一遺構・同一層位のものをできる限りまとめた。�について、動物遺
存体は枠内に記載できるものにとどめ、それ以外は�に記載した。
選別・同定結果

選別・同定の結果を表�－２１～２４に示した。人工遺物について、�石器のフレイクがわずかに検出
されたが、これらは木の根などにより混入したものが含まれているものと思われる。そして�鉄片が
多くのサンプルから検出された。特に USD５－fp４（オ２－０４１～０４７）の試料からはやや多量に検

出され、細かい釘状の鉄製品などがみられた。USD５－fp４（オ２－０４４）・USD８－fp１（オ２－

０５２）・UKS－４（オ２－２３７）から銅片が検出され、それぞれの遺構で出土した銅片との関連があ

るものとみられる。	微細な礫片が回収された。特に透明部分が含まれる剥片状の小さな礫片が多く
検出されている。火打石平地住居跡８・９、焼土群３などから出土した礫（手取り）の一部に白色半

透明の頁岩が含まれており欠損状態などから火打石と考えられ、検出された礫片はそのような礫が他

の道具によって打ち欠かれたチップの可能性が想定される。また上記の鉄片の一部もこのことに関連

がある可能性がある。そのほか、�漆の塗膜片が USD－５・８・９の各平地住居跡の炉の試料、焼

土群２の UFP－３４の試料などから少量検出されている。

自然遺物について、動物遺存体は平地住居跡の炉および焼土群の各焼土の上位～中位、黒色混じり

の灰層や密で純粋な灰層から多量に検出されている。種類は哺乳類・鳥類・魚類・甲殻類・貝類など

多様であり、検出量も非常に多い。哺乳類はシカが最も多く、角や四肢骨の一部が検出されている。

鳥類は少ないが検出された。科まで細分できたものはなかった。魚類は圧倒的にサケ科の骨片が多い。

その部位は全体にわたっているが、特に椎骨・顎骨・歯が同定しやすいため多数確認できた。ただし

平成１４年度の試料と比較して、椎骨の残存状況が良くないものが多く、頭部の各部位がより多く検出

された。またコイ科の魚類も多い。ウグイとみられるものが多く含まれている。さらに甲殻類ではク

モガニ科の指節やチシマフジツボの一部も含まれていた。貝類ではカワシンジュガイが多く見られた。

殻皮のみの検出例が多い。

またマイマイとみられる微小貝が多量に検出された。これらは平地住居跡５・８・９の炉や、平地

住居跡から排出されたと考えられる焼土群２・３・４の各焼土から検出されており、穀類などを求め

て入り込んだ可能性がある。

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡
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植物種子は、栽培植物ではイネ・アワ・ヒエ属・アサ・シソ、野生植物ではカヤツリグサ科・アカ

ザ属・タデ科・ヒシ属など、木本類ではマタタビ属・ニワトコ属・キハダ属・ブドウ科の種子など多

様な植物がみられる。

イネは平地住居跡８の炉 USD８－fp１、焼土群２の UFP－３・UFP－３４・UKS－４などで検出

された。ほぼすべてのイネが脱穀された玄米の状態で検出されている。ヒエ属は特に平地住居跡８の

炉 USD８－fp１から多量出土している。残存状況が良くなく、強度の熱を受けているものと見られ

ている。このほかの特徴は
章－３を参照されたい。
遺構・層位別にみると、種子の種類・量が最も多いのは、平地住居跡の炉や焼土群のうち多量の灰

が堆積する焼土（灰集中）である。また炉の中でも上面および灰層中が多く、焼土層などにはあまり

多く含まれていない。

フローテーションによって検出された人工遺物および主な自然遺物について、手取りで上げた動物

遺存体を含めて図�－２７に示した。
（阿部）
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表�－２１ フローテーション結果�

試料番号 遺構 層位
乾燥重量

（�）

体積

（l）

残渣重量

（�）

浮遊物

（�）

鉄

（�）

フレイク

（�）

火打石

片（�）

礫

（�）

骨・貝

（�）

炭化物

（�）
種子 漆

膜 備考

オ２－０４１ USD５－fp３ ２，７００ ３．９ ３７４．３ ３７．７ ０．０ １３．５ ９．３ ＋

オ２－０４２ USD５－fp４ 上面 ２，９２０ ４．８ １９０．０ １２５．０ ０．３ ６．２ ５１．２ ＋ ＋

オ２－０４３ USD５－fp４ 黒（上） ２，３４０ ３．９ ３２９．７ ８９．０ ０．２ ０．１ ０．５ １９．６ ２６．６ ＋

オ２－０４４ USD５－fp４ 灰＋焼土 ４，６８０ ７．８ ２９４．８ ２２６．１ ０．５ ０．６ ２．９ ４５．５ ５８．６ ＋ ＋ 銅０．１g

オ２－０４５ USD５－fp４ 焼土 ２，０００ ３．１ ２４９．５ ２１．７ ０．０ ０．１ ０．１ ０．７ ５．８ ＋

オ２－０４６ USD５－fp４ 灰 ６００ １．１ ７１．５ １９．１ ０．０ ２３．９ ７．４ ＋

オ２－０４７ USD５－fp４ 黒（下） ３，５００ ５．２ ３３３．２ ５８．３ ０．０ ０．１ ２．７ １３．９ ＋

オ２－０４８ USD８－fp１ （周辺東） ５，１００ ７．０ ７９４．９ ３９．３ ０．２ ０．０ １．９ ＋

オ２－０４９ USD８－fp１ （周辺南） ２，４４０ ３．０ ３８９．０ ６．０ ０．５ ０．０ ０．２ ＋

オ２－０５０ USD８－fp１ （周辺西） ６，１２０ ８．１ ８９０．８ ３９．６ ０．０ ３．４ ＋

オ２－０５１ USD８－fp１ （周辺北） ７，０８０ ８．３ ７７２．９ ５１．５ ０．７ ＋

オ２－０５２ USD８－fp１ 上面 ３８，８１０ ５３．９ ２，３０３．６ ４９２．０ ０．３ ５．９ ２．１ ７２．５ １３９．１ ＋ ＋ 銅

オ２－０５３ USD８－fp１ 灰＋黒 ３００ ０．５ １６．７ ２．５ ０．２ ０．７ ＋

オ２－０５４ USD８－fp１ 灰＋焼土 １，０９０ １．８ ７９．０ １２．４ ０．１ ０．０ ３．３ ３．３ ＋ ＋

オ２－０５５ USD８－fp１ 灰 ５１，５２０ ５９．８ ２，８５５．９ １７８．３ ０．３ ０．０ １．０ １．２ ７２．２ ５０．７ ＋ ＋

オ２－０５６ USD８－fp１ 焼土 １５，１００ １３．９ ４，３６６．５ １４．１ ０．０ １．６ ３．８ ０．２ ０．６ ＋

オ２－０５７ USD８－fp１ 黒（下） ９，４４０ １１．５ １，３２８．６ ４１．４ ５．２ ５．９ ＋

オ２－０５８ USD８－fp２ （周辺） ２，６２０ ３．６ ４４４．１ ５．１ ０．０ ＋ ＋

オ２－０５９ USD８－fp２ 上面 ２７０ ０．４ ５２．７ １．７ ０．０ ０．７ ＋

オ２－０６０ USD８－fp２ 焼土 ９，８４０ １１．１ １，８８４．８ ４１．７ ０．２ ０．８ ０．６ ５．０ ＋

オ２－０６１ USD８－fp２ 黒（下） ３，５００ ４．０ ７０４．９ １４．３ ０．０ ０．０ ２．６ ＋

オ２－０６２ USD８－fp３ （周辺） ２，１００ ３．９ ２３３．７ ２８．６ ０．１ ０．２ ３．０ ＋

オ２－０６３ USD８－fp３ 上面 ５，１００ ７．２ ４０４．８ ９５．８ ０．１ １．２ ２９．５ ＋

オ２－０６４ USD８－fp３ 焼土 １，２００ １．０ １６７．０ １７．７ ０．０ ０．９ ０．０ ０．９ ＋

オ２－０６５ USD８－fp３ ７００ １．０ ７９．６ １１．９ ３．２ ４．４ ＋

オ２－０６６ USD８－fp４ 上面 ３００ ０．５ １２．０ １．４ ０．５ ０．４ ＋

オ２－０６７ USD８－fp４ 灰＋黒 ３１０ ０．５ ２３．９ ４．４ ０．９ １．２ ＋

オ２－０６８ USD８－fp４ 灰 ９４０ ０．９ １１３．８ ７．６ ０．３ １．９ ＋

オ２－０６９ USD８－fp４ １，０３０ １．４ １１２．９ ９．２ １．１ １．５ ＋

オ２－０７０ USD８－ph３５ 覆土（灰） ４３０ ０．７ ７８．６ １．８ １．０ ０．８ ０．６ ＋

オ２－０７１ USD９－fp１ （トレンチ） ９，６６０ １２．３ ７５２．３ ５１．９ １．１ ０．０ ２７．９ １２．０ ＋

オ２－０７２ USD９－fp１ 上面 ５，２６０ ７．３ ４３９．９ ２４．５ ０．１ ０．０ ２．９ ４．２ ＋

オ２－０７３ USD９－fp１ （周辺） １７，５２０ ２１．２ １，４９２．４ １１０．５ ０．３ ０．７ ０．０ ７．９ １９．６ ＋ ＋

オ２－０７４ USD９－fp１ F＋B ４，８５０ ６．７ ５００．６ ２０．２ ０．１ ５．２ ３．０ ＋

オ２－０７５ USD９－fp１ A＋B １，７００ ２．７ ９０．３ １０．５ ５．４ ２．０ ＋

オ２－０７６ USD９－fp１ A＋F ２３０ ０．４ ４０．６ ０．４ ０．０ ０．２

オ２－０７７ USD９－fp１ A ３２０ ０．５ ２６．８ １．１ ０．５ ０．２ ＋

オ２－０７８ USD９－fp１ A ２，６００ ３．１ ２４９．５ ８．４ ０．０ ０．９ １７．１ ０．２ ＋

オ２－０７９ USD９－fp１ A１ ２，２９０ ３．８ ２５．０ ２．９ ０．１ ７．３ ０．２ ＋

オ２－０８０ USD９－fp１ A２ ８，２３０ ９．８ ８１６．８ ９．４ ０．１ ０．０ ０．３ ０．２ ５３．８

オ２－０８１ USD９－fp１ F＋B １，３００ １．８ １６８．３ ４．５ ０．９ ０．０ ＋

オ２－０８２ USD９－fp１ F ６，７００ ７．８ １，４４２．９ ４．５ ０．２ ０．９ ０．１

オ２－０８３ USD９－fp１ 上面 ２，５００ ３．０ ２６９．９ ９．２ ０．０ １．３ １．３ ＋

オ２－０８４ USD９－fp２ F ７０ ０．１ ９．２ ０．１ ０．０ ０．１ ＋

オ２－０８５ UFP－１ 炭 ９００ １．１ １３７．３ ６．７ ０．１ ０．７ ＋

オ２－０８６ UFP－１ 焼土 ７，３００ ７．８ ８４６．５ １１６．１ ０．１ ０．２ ３．３ ＋

オ２－０８７ UFP－１ A＋B １，０２０ １．２ １２１．２ ４．９ ０．４ ＋

オ２－０８８ UFP－２ 上面 １１，８２０ １５．４ ９７６．０ １５８．０ ０．５ １１．５ ＋

オ２－０８９ UFP－２ f ４，２００ ５．０ ３５２．８ ４０．８ ０．２ ７．１ ＋

オ２－０９０ UFP－２ f ９００ １．３ ８３．８ ６．３ ０．０ １．０ ＋

オ２－０９１ UFP－３ （トレンチ） １，９００ ２．６ ２９２．２ ９．１ ０．０ １．２ ＋

オ２－０９２ UFP－３ 上面 １５，０４０ ２０．４ １，６７８．８ １７８．２ ０．０ ３．１ ０．６ ７．８ ＋ ＋

オ２－０９３ UFP－３ F＋A １，１２０ １．０ ５２．８ １７．４ ０．０ ６．４ ＋

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡


94



試料番号 動物遺存体
詳細

別掲
主な植物遺存体 備考

オ２－０４１ 哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ※ ヒエ属、タラノキ、サクラ、ケシ科、カヤツリグサ科、ホタルイ属

オ２－０４２ 哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ ※ アワ、ヒエ属、アサ、タラノキ、ニワトコ、カヤツリグサ科、スモモ、クルミ属

オ２－０４３ 海棲獣、哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ※ ヒエ属、アサ、マタタビ、ニワトコ、カヤツリグサ科、スモモ、コナラ属

オ２－０４４ シカ（角）、哺乳類、サケ科、コイ科、小型の魚類、魚類 ※ アワ、ヒエ属、タラノキ、キイチゴ属、マタタビ属、カヤツリグサ科、クルミ属

オ２－０４５ 小型の脊椎動物、哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ ※ イネ、ヒエ属、タラノキ属、ホオノキ、スモモ

オ２－０４６ シカ（角）、哺乳類、サケ科、コイ科、小型の魚類、魚類 ※ ヒエ属、タラノキ属、コナラ、サクラ属、カヤツリグサ科、冬芽

オ２－０４７ 哺乳類、サケ科、コイ科、小型の魚類、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ※ ヒエ属、タラノキ属、カヤツリグサ科、クルミ属

オ２－０４８ アカザ属、タラノキ、ニワトコ、カヤツリグサ科

オ２－０４９ アカザ属、タラノキ、ニワトコ、カヤツリグサ科

オ２－０５０ ヒエ属、アカザ属、マタタビ、タラノキ、ニワトコ、カヤツリグサ科

オ２－０５１ アカザ属、タラノキ、ニワトコ、カヤツリグサ科

オ２－０５２ ヤチネズミ、小型の哺乳類、海棲獣、哺乳類、サケ科、 ※ イネ、アワ、ヒエ属、タデ科、アカザ属、タラノキ属、ニワトコ、ヒシ属、

コイ科、メカジキ、小型魚類、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ カヤツリグサ科

オ２－０５３ サケ科（歯・椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類、マイマイ ヒエ属、タラノキ属、カヤツリグサ科

オ２－０５４ シカ（角）、哺乳類、サケ科、コイ科、魚類 ※ アワ、ヒエ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、カヤツリグサ科、冬芽

オ２－０５５ シカ、哺乳類、クモガニ、サケ科、コイ科、ウグイ、 ※ イネ、アワ、ヒエ属、アカザ、タデ科、マタタビ属、タラノキ属、ニワトコ、

小型魚類、魚類、カワシンジュガイ、二枚貝、マイマイ チョウセンゴミシ、カヤツリグサ科、冬芽

オ２－０５６ シカ（角）、クモガニ（殻）、サケ科（椎骨）、コイ科、魚類 ※ アワ、ヒエ属、タラノキ属

マイマイ

オ２－０５７ シカ、哺乳類、鳥類、クモガニ、サケ科、コイ科、小型魚類、魚類 ※ イネ科、マタタビ、タラノキ属、カヤツリグサ科

オ２－０５８ 魚類 アカザ、タラノキ、ニワトコ、カヤツリグサ科

オ２－０５９ サケ科（椎骨）、魚類 タラノキ属、ニワトコ、カヤツリグサ科

オ２－０６０ 哺乳類、サケ科（歯・椎骨）、魚類 アワ、マタタビ、タラノキ属、キハダ、ニワトコ、カヤツリグサ科

オ２－０６１ 魚類 タラノキ属、ニワトコ

オ２－０６２ 哺乳類、サケ科（椎骨）、魚類、カワシンジュガイ アカザ、マタタビ、タラノキ、キハダ、ブドウ、カヤツリグサ科

オ２－０６３ 哺乳類、サケ科（歯・椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類、カワシンジュガイ ヒエ属、エノコログサ属、アカザ、マタタビ、タラノキ属、カヤツリグサ科

オ２－０６４ サケ科（椎骨）、魚類 タラノキ属、カヤツリグサ科

オ２－０６５ シカ（中手骨？）、哺乳類（四肢骨）、サケ科（椎骨）、コイ科（角骨） タラノキ属、ブドウ、カヤツリグサ科

オ２－０６６ 哺乳類、サケ科（歯・椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類 ヒエ属、タラノキ属、カヤツリグサ科

オ２－０６７ サケ科（歯・椎骨・角骨？）、魚類 ヒエ属、タラノキ、キハダ、ニワトコ、カヤツリグサ科 骨角器１点

オ２－０６８ サケ科（歯・椎骨）、魚類、マイマイ アワ、ヒエ属、マタタビ、タラノキ、キハダ

オ２－０６９ 哺乳類、サケ科、コイ科、魚類 ※ イネ科、タラノキ属、キハダ、カヤツリグサ科

オ２－０７０ 哺乳類、サケ科、魚類、マイマイ ※ ヒエ属

オ２－０７１ シカ（角）、齧歯目、海棲獣、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ ※ イネ科、マタタビ、タラノキ、ブドウ、カヤツリグサ科

オ２－０７２ 哺乳類、海棲獣、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ ※ アカザ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、カヤツリグサ科

オ２－０７３ タヌキ、海棲獣、哺乳類、サケ科、コイ科、魚類 ※ ヒエ属、アカザ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ、サクラ属

カワシンジュガイ、マイマイ

オ２－０７４ 海棲獣、哺乳類、サケ科、コイ科、魚類 ※ アワ、ヒエ属、タラノキ属、ニワトコ

オ２－０７５ 海棲獣、哺乳類、サケ科、コイ科、小型の魚類、魚類、マイマイ ※ イネ科、タラノキ属

オ２－０７６ サケ科（歯・椎骨）、魚類

オ２－０７７ サケ科（歯・椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類 イネ科、タラノキ属

オ２－０７８ 海棲獣、哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、マイマイ ※

オ２－０７９ 海棲獣、哺乳類、サケ科、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ※ イネ科、タラノキ属

オ２－０８０ 哺乳類、クモガニ、チシマフジツボ、サケ科、コイ科、カワシンジュガイ、マイマイ ※ 骨角器？

オ２－０８１ サケ科（歯・椎骨）、魚類 アワ、ヒエ属 骨角器

オ２－０８２ 哺乳類、サケ科（歯・椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類、マイマイ

オ２－０８３ 海棲獣、哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ※ イネ科、タラノキ属

オ２－０８４ サケ科（椎骨）、マイマイ アカザ属、ニワトコ

オ２－０８５ タラノキ属、ニワトコ

オ２－０８６ 哺乳類、サケ科（椎骨）、魚類、カワシンジュガイ ヒエ属、タデ科、タラノキ属、ニワトコ、冬芽

オ２－０８７ マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ、ケシ科

オ２－０８８ 哺乳類、サケ科（椎骨）、魚類、カワシンジュガイ イネ、ヒエ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ、サクラ、冬芽

カヤツリグサ科

オ２－０８９ シカ（角）、哺乳類、サケ科（椎骨）、魚類 ヒエ属、タラノキ属、ニワトコ、カヤツリグサ科、マタタビ、サクラ

オ２－０９０ サケ科（椎骨）、魚類、カワシンジュガイ タラノキ属、ニワトコ、カヤツリグサ科

オ２－０９１ サケ科（椎骨）、魚類 イネ科、ニワトコ、タラノキ属

オ２－０９２ シカ（歯）、哺乳類、サケ科（歯・椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類、マイマイ ヒエ属、アカザ属、マタタビ、タラノキ属、ブドウ、スモモ、カヤツリグサ科

オ２－０９３ サケ科（歯・椎骨）、魚類 ヒエ属、タラノキ属、キハダ、ニワトコ、ブドウ、冬芽

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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表�－２２ フローテーション結果�

試料番号 遺構 層位
乾燥重量

（�）

体積

（l）

残渣重量

（�）

浮遊物

（�）

鉄

（�）

フレイク

（�）

火打石

片（�）

礫

（�）

骨・貝

（�）

炭化物

（�）
種子 漆

膜 備考

オ２－０９４ UFP－３ F１ ２，５９０ ２．５ ３３６．１ ２８．６ ０．０ ５．６ ＋

オ２－０９５ UFP－３ F２ ２，５９０ ２．５ ２７１．８ ３４．４ ０．１ ０．０ ６．９ ＋

オ２－０９６ UFP－４ （トレンチ） １，１２０ ２．５ １５．０ ９．０ １．１ ２．６ ＋

オ２－０９７ UFP－４ 灰 ８，２９０ １０．４ １６４．９ ８８．６ ０．１ ６．９ ６．６ ＋ 銅０．２g

オ２－０９８ UFP－５ （トレンチ） １，６６０ ２．０ ５３．７ １０．７ ０．０ ０．６ ３．４ ＋

オ２－０９９ UFP－５ 灰 ６，３４０ ８．０ １９８．８ ３９．８ ０．０ １．７ １５．４ ＋

オ２－１００ UFP－６ （トレンチ） ３，５４０ ３．８ ３２９．４ ２４．９ ０．３ ４．６ ＋

オ２－１０１ UFP－６ 上面 １５，８００ １８．０ １，８１６．３ １４８．２ ０．０ ０．１ ０．０ ４．４ ２７．２ ＋

オ２－１０２ UFP－６ F＋A ５，２１０ ５．５ ５２３．２ ４５．６ ０．０ ０．０ ４．６ ７．１ ＋

オ２－１０３ UFP－６ F＋A� ３，１７０ ４．０ ５６２．３ ８．９ ０．１ ０．３ １．３ １．１ ＋

オ２－１０４ UFP－６ F１ ４５０ ０．７ ４６．０ ２．９ ０．１ ０．４ ＋

オ２－１０５ UFP－６ F２ １，５４０ ２．０ １３０．４ １１．３ ０．１ ０．４ １．２ ＋

オ２－１０６ UFP－６ f２ １０，２８０ １１．５ １，２５６．１ ６９．５ ０．０ ０．６ ３．５ ＋

オ２－１０７ UFP－６ F５ １９，６８０ ２３．０ ２，３８０．１ １５５．１ ０．５ ０．９ ０．８ ３．２ ＋

オ２－１０８ UFP－６ 上面 １８，５５０ ２３．１ １，６９６．５ １８７．４ ０．１ ０．０ ０．４ ０．２ ８．２ ４１．０ ＋

オ２－１０９ UFP－７ 上面 １８，２６０ ２０．２ ２，２８５．６ １５９．５ １．９ １０．１ ３０．４ ＋

オ２－１１０ UFP－７ f ２，０６０ ２．０ ２８４．７ ９．９ １．２ ＋ トレンチ

オ２－１１１ UFP－７ F＋A １，８００ １．５ ２３５．２ ３．８ ０．３ ０．３ ＋ トレンチ

オ２－１１２ UFP－７ F＋A ４７０ ０．７ ８１．４ １．４ ０．０ ０．２ ＋

オ２－１１３ UFP－７ c１ ５，４４０ ７．０ ４７５．１ ２５．１ ０．０ ６．１ ＋

オ２－１１４ UFP－７ f１ ３２０ ０．５ ３８．９ １．２ ０．０ ０．１ ＋

オ２－１１５ UFP－７ c３ １６，０３０ １７．９ ２，４８８．６ ８４．７ ０．０ ２．１ ０．１ ０．７ ＋

オ２－１１６ UFP－７ c２ １，９２０ ２．０ ２１４．４ １３．０ １．５ ＋

オ２－１１７ UFP－７ c４ ６，７６０ ８．４ １，００７．７ ４１．８ ０．０ ０．１ ０．２ ＋

オ２－１１８ UFP－７ c４ ２６，０７０ ３３．０ ３，８１８．５ ２６３．４ ０．８ ０．０ ４１．１ ＋

オ２－１１９ UFP－７ A１ ９９０ １．５ ９６．５ ９．５ ０．０ ３．０ １．０ ＋

オ２－１２０ UFP－７ A１ ６２０ ０．９ ９７．１ ３．１ ０．２ ０．１ ＋

オ２－１２１ UFP－７ A１炭 ６０ ０．１ ６．２ ４．７ ０．３ ２．５ ＋

オ２－１２２ UFP－７ A２ １，７４０ ３．０ １５９．９ ８．９ ０．０ ２．６ １．８ ＋

オ２－１２３ UFP－７ A３ １，２００ １．２ １６５．７ ７．９ ０．３ ＋

オ２－１２４ UFP－７ A ７７０ ０．７ １４６．０ ２．１ ０．０ ０．１ ＋

オ２－１２５ UFP－７ A １８０ ０．２ ８．９ ０．２ ２．９ ０．７ ＋ トレンチ

オ２－１２６ UFP－７ A ２９０ ０．５ ４８．２ ０．８ ０．１ ０．１ ＋

オ２－１２７ UFP－７ 上面 １９，９８０ ２５．５ ２，１１６．０ １９３．１ ０．０ ０．７ ７．８ ３４．３ ＋ ＋

オ２－１２８ UFP－８ 上面 ７，５００ ８．０ １，０４４．３ ３５．９ ３．１ ７．１ ＋

オ２－１２９ UFP－８ A ２１０ ０．３ ２４．９ ２．７ ０．１ １．１ ＋ トレンチ

オ２－１３０ UFP－８ F １，１５０ ０．８ １９２．３ ８．０ ０．２ ４．１ トレンチ

オ２－１３１ UFP－８ F１ ４，１５０ ４．９ ６１０．９ ７３．９ ０．２ ０．０ ３１．５ ＋

オ２－１３２ UFP－８ f１ １，９２０ ２．８ ２２４．５ １０．１ ０．０ ０．０ ０．９ ＋

オ２－１３３ UFP－８ f２ ９，６２０ １１．４ １，１３９．７ ７１．９ ０．５ ０．０ ２．４ ＋

オ２－１３４ UFP－８ f３ ３，７８０ ３．７ ４５０．２ ３５．０ ０．０ ０．２ ＋

オ２－１３５ UFP－８ F２ １，１２０ １．０ １９０．１ ３．９ ０．０ ＋

オ２－１３６ UFP－８ F１＋A ２９０ ０．３ ３２．７ ２．３ ０．５ １．２ ＋ トレンチ

オ２－１３７ UFP－８ F１＋A １，８３０ ２．７ １８４．３ １０．４ ０．２ １．１ １．９ ＋

オ２－１３８ UFP－８ F１＋A ４，３２０ ５．５ ５１５．３ ３８．０ ０．０ ０．４ ５．７ ＋

オ２－１３９ UFP－８ A ４７０ ０．３ ２９．６ ２．７ ２．６ ０．８ ＋ トレンチ

オ２－１４０ UFP－８ A ３，２００ ３．７ ９１７．６ ２５．９ ０．０ ７．５ ９．０ ＋

オ２－１４１ UFP－８ c１ ３，２４０ ３．１ ５３９．９ ２１．９ ０．５ ４．８ ＋ トレンチ

オ２－１４２ UFP－８ c１ ２５０ ０．６ ３２．４ ６．９ ２．９ ＋

オ２－１４３ UFP－８ 上面 １９，０３０ ２３．５ ２，３６２．４ １２８．５ ０．２ ０．０ ０．２ ０．３ ３．２ ２０．２ ＋

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡
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試料番号 動物遺存体
詳細

別掲
主な植物遺存体 備考

オ２－０９４ サケ科（椎骨）、魚類 ヒエ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、冬芽

オ２－０９５ 哺乳類、サケ科（椎骨）、魚類（椎骨ほか） ササ属、ヒエ属、タラノキ属、ニワトコ、サクラ、カヤツリグサ科

オ２－０９６ シカ、哺乳類、サケ科、コイ科、魚類 ※ イネ科、マタタビ、タラノキ属

オ２－０９７ シカ、哺乳類、サケ科、コイ科、魚類 ※ アワ、ヒエ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ、チョウセンゴミシ

オ２－０９８ サケ科（歯・椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類 イネ科、タラノキ属、キハダ、ニワトコ、ブドウ

オ２－０９９ 哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、二枚貝 アワ、ヒエ属、マタタビ、タラノキ、ニワトコ、クルミ属、冬芽

オ２－１００ 哺乳類、鳥類、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ ※ アカザ、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ

オ２－１０１ クマネズミ、哺乳類、鳥類、サケ科、コイ科、魚類 ※ ヒエ属、ササ属、アカザ属、マタタビ、タラノキ属、キハダ、ニワトコ、

カワシンジュガイ、マイマイ ブドウ、カヤツリグサ科、冬芽

オ２－１０２ シカ、中型獣、哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ※ イネ科、マタタビ、タラノキ属

オ２－１０３ サケ科（椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類、マイマイ タラノキ属

オ２－１０４ サケ科（椎骨）、魚類（椎骨ほか） ヒエ属、タラノキ属、ニワトコ

オ２－１０５ 哺乳類（肋骨）、サケ科（椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類 タラノキ属、ニワトコ

オ２－１０６ 哺乳類、サケ科（椎骨）、コイ科（椎骨・方骨？）、魚類、マイマイ イネ科、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ、サクラ、

オ２－１０７ ネズミ（切歯）、サケ科（椎骨）、コイ科（椎骨・前上顎骨？）、 ヒエ属、アカザ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、冬芽

魚類、マイマイ

オ２－１０８ ネズミ、哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ※ イネ科、アカザ属、マタタビ、タラノキ属、キハダ、ニワトコ、

ブドウ、カヤツリグサ科

オ２－１０９ 哺乳類、鳥類、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ※ ヒエ属、エノコログサ属、アカザ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ、

カヤツリグサ科、冬芽

オ２－１１０ アカザ、タラノキ属、ニワトコ、不明 トレンチ

オ２－１１１ サケ科（歯・椎骨）、魚類、カワシンジュガイ イネ科、タラノキ属、ニワトコ トレンチ

オ２－１１２ サケ科（椎骨）、魚類 タラノキ属

オ２－１１３ サケ科（歯・椎骨） マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ、カヤツリグサ科

オ２－１１４ サケ科（椎骨）、魚類 タラノキ属、ニワトコ

オ２－１１５ サケ科（椎骨）、コイ科（椎骨）、カワシンジュガイ、マイマイ イネ科、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ

オ２－１１６ アカザ、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ

オ２－１１７ タラノキ属、ニワトコ

オ２－１１８ ヒエ属、アカザ、ケシ科、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ、ホオノキ、冬芽

オ２－１１９ 哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ※ タラノキ属、ニワトコ

オ２－１２０ サケ科（椎骨）、コイ科（１番目の椎骨）、魚類、マイマイ タラノキ属、ニワトコ

オ２－１２１ サケ科（椎骨・後擬鎖骨？）、コイ科、魚類、マイマイ タラノキ属

オ２－１２２ 哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ※ マタタビ、タラノキ属、ニワトコ

オ２－１２３ タラノキ属、ニワトコ

オ２－１２４ タラノキ属、ニワトコ

オ２－１２５ サケ科、コイ科、小型の魚類、魚類、マイマイ ※ イネ科、アカザ属、タラノキ属 トレンチ

オ２－１２６ サケ科（椎骨・血管棘 or肋骨基部）、魚類、マイマイ タラノキ属

オ２－１２７ 哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ※ イネ科、アカザ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ、

カヤツリグサ科

オ２－１２８ 哺乳類（肋骨）、サケ科（椎骨）、コイ科（椎骨・方骨）、魚類、マイマイ ヒエ属、アカザ属、マタタビ、タラノキ属、キハダ、ニワトコ、冬芽

オ２－１２９ サケ科（椎骨・血管棘 or肋骨基部）、コイ科、魚類、マイマイ タラノキ属、ニワトコ トレンチ

オ２－１３０ 魚類（椎骨ほか） トレンチ

オ２－１３１ 哺乳類、魚類 タラノキ属

オ２－１３２ サケ科（椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類 イネ科、タラノキ属、ニワトコ

オ２－１３３ サケ科（椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類 イネ科、アカザ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ

オ２－１３４ サケ科（椎骨）、魚類 タラノキ属、ニワトコ

オ２－１３５ ヒエ属、ケシ科、タラノキ属、冬芽

オ２－１３６ 哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、マイマイ ※ イネ科、タラノキ属 トレンチ

オ２－１３７ サケ科（椎骨）、コイ科（椎骨・角舌骨 l）、魚類、マイマイ マタタビ、タラノキ属、ニワトコ

オ２－１３８ サケ科（椎骨）、魚類、マイマイ タラノキ属

オ２－１３９ シカ、サケ科、コイ科、小型の魚類、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ※ イネ科、タラノキ属 トレンチ

オ２－１４０ 哺乳類、サケ科、コイ科、小型の魚類、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ※ アワ、ヒエ属、タラノキ属 骨角器

オ２－１４１ サケ科（椎骨）、魚類、マイマイ タラノキ属 トレンチ

オ２－１４２ ヒエ属、タラノキ属

オ２－１４３ 哺乳類（肋骨ほか）、サケ科（歯・椎骨）、 イネ科、アカザ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ、

コイ科（椎骨・方骨）、魚類、マイマイ カヤツリグサ科

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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表�－２３ フローテーション結果�

試料番号 遺構 層位
乾燥重量

（�）

体積

（l）

残渣重量

（�）

浮遊物

（�）

鉄

（�）

フレイク

（�）

火打石

片（�）

礫

（�）

骨・貝

（�）

炭化物

（�）
種子 漆

膜 備考

オ２－１４４ UFP－９ （トレンチ） ３，６００ ５．５ ２５０．６ ２６．０ １．６ ４．１ ＋

オ２－１４５ UFP－９ 上面 １４，６８０ １６．１ ９９２．０ １３６．４ ０．４ ０．０ ５．７ １７．０ ＋

オ２－１４６ UFP－９ f ４０，５１０ ５４．２ ３，３９４．９ １６１．０ ０．０ ０．５ ０．５ １．７ ＋

オ２－１４７ UFP－９ F ５２，３６０ ６２．６ １１，９４６．９ ３１９．２ ０．０ ０．３ ０．７ １０．４ ２６．６ ＋

オ２－１４８ UFP－９ F＋A ８，７８０ ９．５ ４３９．２ ４３．９ ０．１ １．２ １０．０ ８．５ ＋

オ２－１４９ UFP－９ F＋A ４３０ ０．７ ２４．８ ３．３ ０．０ ０．０ ０．８ ＋

オ２－１５０ UFP－９ 上面 ２６，０２０ ３２．９ １，５７６．１ １２０．２ ０．０ ０．８ １．４ ６．７ １６．６ ＋

オ２－１５１ UFP－１０ （トレンチ） ５００ ０．８ ７３．８ ３．２ ０．０ ０．３ ＋

オ２－１５２ UFP－１０ 上面 ２６，４３０ ３２．５ ３，６３３．７ ２５８．２ ０．１ ０．１ ０．９ ０．３ １６．６ ＋

オ２－１５３ UFP－１１ （トレンチ） ４，６７０ ５．９ ４０３．１ ２１．０ ０．０ ０．７ ２．５ ＋ ベンガラ０．０g

オ２－１５４ UFP－１１ 上面 ２０，２３０ ２６．８ １，８５４．７ １５４．７ ０．０ ０．０ １．９ １２．９ ＋ 石炭０．１g

オ２－１５５ UFP－１１ F ５，７７０ ５．９ ６３８．８ ２８．１ ０．０ １．４ ５．４ ＋

オ２－１５６ UFP－１１ F ４，８３０ ６．０ ４９３．３ ２２．２ ０．０ ０．６ ３．２ ＋

オ２－１５７ UFP－１１ F＋A ３，３６０ ３．８ ３４８．４ １７．６ ０．０ ０．０ ０．３ ３．５ ＋ 石炭０．０g

オ２－１５８ UFP－１２ （トレンチ） ４５０ ０．５ ４２．０ １．６ ０．１ ＋

オ２－１５９ UFP－１２ 上面 ９，８５０ １３．１ １，１４８．０ １１４．１ ０．０ ０．０ ０．８ ０．０ １．１ ＋

オ２－１６０ UFP－１２ f １，７７０ １．４ ９８．９ ３．９ ０．１ ＋

オ２－１６１ UFP－１３ （トレンチ） ４７０ ０．７ ３９．４ ２．４ ０．０ ０．１ ＋

オ２－１６２ UFP－１３ 上面 ６，４９０ ９．７ ７０６．５ ２０．１ ０．２ ０．１ ０．８ ＋

オ２－１６３ UFP－１３ F １，３００ ２．０ １２６．１ ９．６ ０．２ ０．１ ＋

オ２－１６４ UFP－１３ F ３０ ０．１ ２．０ ０．０ ０．０ ０．１ ＋

オ２－１６５ UFP－１４ 上面 ４０，８７０ ４６．３ ３，０６４．９ ２５０．５ ０．０ ０．０ ０．０ ２．４ ２．４ ２７．１ ＋ ＋

オ２－１６６ UFP－１４ F ５，６５０ ５．７ ３４９．２ ３２．３ ０．２ ０．２ ４．３ ＋

オ２－１６７ UFP－１４ f ２９，４８０ ３７．５ ２，０６６．３ １２０．９ １．０ ０．２ ７．０ ＋

オ２－１６８ UFP－１４ f ２，２５０ ２．８ １４４．７ ８．２ ０．８ ０．２ ０．３ ＋

オ２－１６９ UFP－１４ （トレンチ） １，８３０ １．９ １５０．２ ９．２ ０．４ １．７ ＋

オ２－１７０ UFP－１５ （トレンチ） １，１９０ １．９ １１４．７ ５．９ ０．０ １．０ ＋

オ２－１７１ UFP－１５ 上面 ２，３３０ ２．５ ２１５．６ ６．７ ０．０ ０．８ ＋ （トレンチ）

オ２－１７２ UFP－１５ F ２，３５０ ３．９ ２５５．３ ２２．５ ０．１ ０．３ ４．３ ＋

オ２－１７３ UFP－１５ f１ ２，９２０ ４．３ ２８８．８ １６．１ ０．０ １．８ ＋

オ２－１７４ UFP－１５ 炭 １，２９０ １．７ １４３．５ １．１ ３．２ ＋

オ２－１７５ UFP－１６ 上面 ６００ ０．９ １１７．３ ３．８ ０．０ ０．０ ０．３ ＋

オ２－１７６ UFP－１６ 焼土 ５，５４０ ６．３ ８２６．３ ３５．８ ０．０ ０．２ １．２ ２．７ ＋

オ２－１７７ UFP－１７ 上面 １，２６０ １．０ ２０４．６ ３．９ ０．１ ＋

オ２－１７８ UFP－１７ 焼土 ４１０ ０．６ ８７．９ １．０ １．２ ０．２ ＋

オ２－１７９ UFP－１８ 上面 １，５５０ １．３ １８１．２ ２３．３ ０．３ ５．３ ＋

オ２－１８０ UFP－１８ 焼土 ３２０ ０．６ ３９．６ ２．０ １．９ ０．４ ＋

オ２－１８１ UFP－１９ （トレンチ） ７５０ １．３ ７３．１ ２．１ ０．１ ＋

オ２－１８２ UFP－１９ 上面 ５，１００ ５．２ ３８９．３ １１．０ ０．０ ０．３ ＋

オ２－１８３ UFP－１９ f １，３５０ ２．１ １２６．５ ２．８ ０．０ ０．０ ＋

オ２－１８４ UFP－２０ （トレンチ） ４００ ０．７ ３５．５ ０．５ ＋

オ２－１８５ UFP－２０ 上面 ５，１６０ ６．８ ３８６．０ ８．９ ０．１ ０．５ ＋

オ２－１８６ UFP－２０ A ３０ ０．１ ２．０ ０．０ ＋

オ２－１８７ UFP－２１ （トレンチ） １７０ ０．３ ３２．４ ０．２ ＋

オ２－１８８ UFP－２１ 上面 ８，２９０ ８．８ １，２５９．２ ３６．５ ０．２ ０．１ ０．１ ２．６ ＋

オ２－１８９ UFP－２２ （トレンチ） ２，０６０ ２．４ ３６９．３ ２．５ ０．２ ０．０ ０．２ ＋

オ２－１９０ UFP－２２ 上面 ２，３３０ ２．４ ４０４．２ ４．６ ０．３ ＋

オ２－１９１ UFP－２２ f １，９９０ ２．５ ２８７．７ ４．７ ０．１ ＋

オ２－１９２ UFP－２３ （トレンチ） ４００ ０．７ １３１．９ １．６ ０．１ ＋

オ２－１９３ UFP－２３ 上面 ７，５１０ ８．１ １，０８８．８ １７．０ ０．０ ０．０ ０．２ ０．８ ＋

オ２－１９４ UFP－２３ f ４００ ０．５ ３９．３ １．０ ０．２ ＋

オ２－１９５ UFP－２４ 上面 ２０ ０．１ ４．０ ０．６ ０．０ ０．２ ＋

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡
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試料番号 動物遺存体
詳細

別掲
主な植物遺存体 備考

オ２－１４４ 哺乳類（肋骨）、海棲獣、サケ科（歯・椎骨・尾舌骨）、魚類、カワシンジュガイ マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ

オ２－１４５ 哺乳類（肋骨ほか）、海棲獣、サケ科（歯・前上顎骨？・椎骨）、 アカザ属、マタタビ、キハダ、タラノキ、ニワトコ、ブドウ、ホオノキ、スモモ、

コイ科（咽頭歯・椎骨）、魚類、カワシンジュガイ カヤツリグサ科、冬芽

オ２－１４６ 哺乳類、海棲獣、サケ科（椎骨）、魚類 アカザ属、マタタビ、タラノキ、キハダ、ニワトコ、ブドウ

オ２－１４７ 哺乳類、海棲獣、サケ科、コイ科、小型の魚類、魚類、カワシンジュガイ ※ アカザ、マタタビ、タラノキ属、キハダ、ブドウ、キイチゴ属、カヤツリグサ科 骨角器

オ２－１４８ イヌ科、ネズミ？、齧歯目、海棲獣、サケ科、コイ科、魚類、マイマイ ※ ヒエ属、ササ属、タラノキ属、ニワトコ、ホオノキ、冬芽

オ２－１４９ 哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ ※ タラノキ属、キハダ、ブドウ

オ２－１５０ シカ、中小獣、海棲獣、哺乳類、サケ科、コイ科、魚類 ※ イネ科、アカザ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ、

カワシンジュガイ カヤツリグサ科

オ２－１５１ サケ科（歯・椎骨）、魚類、マイマイ イネ科、タラノキ

オ２－１５２ 哺乳類、サケ科（歯・椎骨）、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ヒエ属、マタタビ、タラノキ属、キハダ、ニワトコ、ホオノキ、

ブドウ、カヤツリグサ科

オ２－１５３ 哺乳類（肋骨？）、サケ科（歯・椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類 イネ科、タラノキ属、ニワトコ、カヤツリグサ科

オ２－１５４ 哺乳類、サケ科（歯・椎骨）、コイ科（咽頭歯・椎骨・肩甲骨） ヒエ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ、サクラ、カヤツリグサ科

魚類、カワシンジュガイ

オ２－１５５ 哺乳類、サケ科（歯・椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類（椎骨ほか） アワ、ヒエ属、タラノキ属、スモモ、冬芽

オ２－１５６ サケ科（歯・椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類（椎骨ほか） イネ科、タラノキ属、ニワトコ、サクラ、マメ科、カヤツリグサ科

オ２－１５７ 哺乳類、サケ科（歯・椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類、カワシンジュガイ ヒエ属、タラノキ属、ホオノキ、冬芽

オ２－１５８ タラノキ属

オ２－１５９ 哺乳類、サケ科（歯・椎骨）、魚類 マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、サクラ、カヤツリグサ科

オ２－１６０ タラノキ属、カヤツリグサ科

オ２－１６１ イネ科、タラノキ属

オ２－１６２ サケ科（椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類、カワシンジュガイ ヒエ属、アカザ属、ケシ科、タラノキ属、ニワトコ、クルミ属

オ２－１６３ サケ科（歯・椎骨）、魚類 ササ属、タラノキ属

オ２－１６４ サケ科（椎骨）、魚類、カワシンジュガイ

オ２－１６５ 海棲獣、哺乳類（肋骨）、サケ科（椎骨）、コイ科（椎骨・ アワ、ヒエ属、アカザ属、ケシ科、マタタビ、タラノキ属、キハダ、ニワトコ、

擬鎖骨 l）、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ホオノキ、サクラ、ブドウ、クルミ

オ２－１６６ 海棲獣、哺乳類（肋骨）、サケ科（歯・椎骨）、魚類 タラノキ属、ニワトコ

オ２－１６７ 海棲獣、サケ科（椎骨）、魚類、カワシンジュガイ アカザ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ、クルミ属

オ２－１６８ サケ科（歯・椎骨）、魚類 マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ

オ２－１６９ サケ科（歯・椎骨・胸鰭条基部）、コイ科（椎骨・角骨）、魚類 タラノキ属、ニワトコ

オ２－１７０ サケ科（歯・椎骨）、魚類 タラノキ属、ニワトコ

オ２－１７１ サケ科（歯・椎骨）、魚類、カワシンジュガイ イネ科、マタタビ、タラノキ属、キハダ、ニワトコ

オ２－１７２ サケ科（歯・椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類 イネ科、タラノキ属、キハダ、サクラ

オ２－１７３ サケ科（歯・椎骨）、魚類（椎骨） タラノキ属、ニワトコ、ブドウ

オ２－１７４ タラノキ属、ニワトコ

オ２－１７５ サケ科（歯・椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類 アワ、ヒエ属、アカザ属、タラノキ属、カヤツリグサ科

オ２－１７６ サケ科（歯・椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類 イネ科、アカザ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ

オ２－１７７ アカザ属、マタタビ、タラノキ属、ブドウ、カヤツリグサ科

オ２－１７８ アカザ属、タラノキ属

オ２－１７９ 哺乳類、サケ科（椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類 アワ、ヒエ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、キイチゴ属、カヤツリグサ科

オ２－１８０ 哺乳類（四肢骨）、サケ科（椎骨）、魚類 イネ科、タラノキ属

オ２－１８１ タラノキ属、ニワトコ、カヤツリグサ科

オ２－１８２ アカザ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ、カヤツリグサ科

オ２－１８３ 魚類 ニワトコ、カヤツリグサ科

オ２－１８４ タラノキ属、カヤツリグサ科

オ２－１８５ アカザ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ、カヤツリグサ科

オ２－１８６ タラノキ属

オ２－１８７ タラノキ属、カヤツリグサ科

オ２－１８８ サケ科（椎骨）、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ アカザ属、タラノキ属、キハダ、ニワトコ、ブドウ、カヤツリグサ科、クルミ属

オ２－１８９ サケ科（椎骨）、魚類、カワシンジュガイ イネ科、タラノキ属、カヤツリグサ科

オ２－１９０ カワシンジュガイ タラノキ属、カヤツリグサ科

オ２－１９１ イネ科、タラノキ属、カヤツリグサ科

オ２－１９２ カワシンジュガイ アカザ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ片

オ２－１９３ カワシンジュガイ アカザ属、マタタビ、タデ科、タラノキ属、キハダ、ニワトコ、ブドウ、冬芽

オ２－１９４ アカザ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ

オ２－１９５ サケ科（椎骨）、魚類、カワシンジュガイ ニワトコ

� アイヌ文化期の遺構とその遺物

99



表�－２４ フローテーション結果�

試料番号 遺構 層位
乾燥重量

（�）

体積

（l）

残渣重量

（�）

浮遊物

（�）

鉄

（�）

フレイク

（�）

火打石

片（�）

礫

（�）

骨・貝

（�）

炭化物

（�）
種子 漆

膜 備考

オ２－１９６ UFP－２４ F＋B ２７０ ０．５ １０．２ ３．１ ０．３ ０．８ ＋

オ２－１９７ UFP－２４ A ２６０ ０．５ １９．５ ２．６ １．０ ０．４ ＋

オ２－１９８ UFP－２４ A １，１３０ １．５ １５７．０ １２．０ ０．７ ２．１ ２．９ ＋

オ２－１９９ UFP－２５ （トレンチ） １，０３０ １．７ １９９．８ １．８ ＋

オ２－２００ UFP－２５ 上面 １３，２３０ １６．２ １，５８４．５ ５７．１ ０．０ ０．０ ０．０ １．４ ＋

オ２－２０１ UFP－２５ f ６９０ １．０ ８６．８ ０．４ ＋

オ２－２０２ UFP－２６ （トレンチ） ３５０ ０．６ ８６．７ ２．３ ０．１ ＋

オ２－２０３ UFP－２６ 上面 ６，３３０ ７．１ １，１８５．５ ４６．６ ０．０ ０．０ １．１ ＋

オ２－２０４ UFP－２７ 上面 ２，７８０ ２．９ ４８５．６ １３．０ ０．１ ０．０ １．５ ＋

オ２－２０５ UFP－２８ 焼土 １，９５０ １．９ １７９．６ １４．６ ０．２ ＋

オ２－２０６ UFP－２９ 上面 １，４２０ １．８ ２１３．３ ４．０ ０．１ ＋

オ２－２０７ UFP－２９ １層 １，４４０ ２．３ １３８．２ ４．０ ０．１ ０．１ ＋

オ２－２０８ UFP－２９ ４１０ ０．７ ３８．８ ０．７ ＋

オ２－２０９ UFP－３０ （トレンチ） １９０ ０．３ ２８．５ ０．２ ０．０ ＋

オ２－２１０ UFP－３０ 上面 １，１６０ １．７ ２６４．３ ３．１ ＋

オ２－２１１ UFP－３１ （トレンチ） ９４０ １．４ ２０４．３ ３．３ ０．１ ＋

オ２－２１２ UFP－３１ 焼土 ３，３５０ ４．３ ４９７．１ ８４．４ ０．２ ０．０ ５３．１ ＋

オ２－２１３ UFP－３３ （周辺） ５，２６０ ６．６ ６０２．９ ３７．５ ０．１ ０．５ ＋

オ２－２１４ UFP－３３ （トレンチ） ３０ ０．０ ０．６ ０．０ ０．０ ＋

オ２－２１５ UFP－３３ 上面 １５，２４０ ２１．５ １，９０８．５ １２５．２ ０．０ ０．１ ０．５ ５．６ ２１．５ ＋

オ２－２１６ UFP－３３ （周辺） ６，４８０ ９．３ ６１６．７ ８０．４ ０．０ ０．０ ５．１ １８．５ ＋ ＋

オ２－２１７ UFP－３３ A ２，２８０ ４．０ １８．４ １７．１ ０．０ ６．９ ２．８ ＋ 灰

オ２－２１８ UFP－３３ A ７，８７０ １２．６ １０８．６ ６４．２ ０．０ ０．０ ０．０ ２６．０ ２１．６ ＋

オ２－２１９ UFP－３３ A ３，１８０ ５．０ １６８．５ ２６．７ ０．０ ０．３ ７．３ ７．８ ＋ トレンチ

オ２－２２０ UFP－３３ 炭 ５，３５０ ６．０ ４４０．５ ２９．５ ０．０ ０．０ １．６ ＋

オ２－２２１ UFP－３３ 底面 ９，８４０ １２．０ ９４１．７ ９６．１ ０．５ １０．９ １１．４ ＋

オ２－２２２ UFP－３３ 上面 １，３３０ ２．３ １８４．４ ２．７ ０．０ ０．０ ０．３ ＋

オ２－２２３ UFP－３４ （周辺） １，７４０ １．７ １５０．６ ５．６ ０．０ ０．８ ＋

オ２－２２４ UFP－３４ 上面 １３，１４０ １７．４ １，７４６．９ ９１．０ ０．０ ０．０ ５．９ １１．８ ＋ ＋

オ２－２２５ UFP－３４ F＋B １６，８４０ ２２．１ １，９２０．５ １５１．９ ０．０ ０．８ ０．６ １５．１ ２４．６ ＋ ＋

オ２－２２６ UFP－３４ F＋B １４，８９０ １９．４ ６７４．７ ９２．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．９ ３２．７ ２２．０ ＋ ＋

オ２－２２７ UFP－３４ A＋B ５，６２０ ９．４ ６２６．１ ６６．４ ０．１ ０．２ ０．６ １１．６ １９．６ ＋ ＋

オ２－２２８ UFP－３４ A１ ９，６４０ １２．４ １，２９１．０ ７２．７ ０．０ ０．０ ３．７ ８．０ ＋ 植物系繊維

オ２－２２９ UFP－３４ A２ ７７０ １．０ １００．４ １．９ ０．３ ０．２ ＋

オ２－２３０ UFP－３４ A３ ６０ ０．１ ０．９ ０．１ ０．０ ０．０ ＋

オ２－２３１ UFP－３４ A４ ５１０ ０．７ ８３．９ ３．０ ０．０ ０．３ ０．４ ＋

オ２－２３２ UFP－３４ 上面 ８，６６０ １１．５ ８４１．５ ４９．１ ０．０ ０．０ ０．１ ７．３ ６．３ ＋

オ２－２３３ UKS－３ � ２０，０２０ ２５．７ ３，１７１．５ １２６．８ ０．０ ０．０ ２．５ ２１．１ ＋ ＋

オ２－２３４ UKS－４ 上面 ５，３７０ ６．０ ７１５．８ １５．５ ０．５ ０．１ １．３ ＋ 木片？０．０g

オ２－２３５ UKS－４ � ４，９５０ ７．６ １，０１６．４ ３３．７ ０．０ ０．３ １．４ ６．０ ＋

オ２－２３６ UKS－４ � １，２７０ １．８ １９８．８ ８．０ ０．０ ０．２ １．４ ＋

オ２－２３７ UKS－４ � １３１，２５０ １６６．０ １４，６５５．６ １３４３．９ ０．１ ０．１ １．５ １．２ ９．５ １７２．０ ＋ ＋ 銅０．３g

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡
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試料番号 動物遺存体
詳細

別掲
主な植物遺存体 備考

オ２－１９６ 哺乳類、サケ科（歯・椎骨）、コイ科（１番目の椎骨）、魚類 アワ、ヒエ属、アカザ属、タラノキ属、クルミ属

オ２－１９７ 哺乳類、サケ科（歯・椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類、マイマイ タラノキ属、カヤツリグサ科

オ２－１９８ 哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ※ イネ科、タラノキ属、ニワトコ、カヤツリグサ科

オ２－１９９ アカザ属、マタタビ、タラノキ属、カヤツリグサ科

オ２－２００ サケ科（椎骨）、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ シソ属、アカザ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ、冬芽、

カヤツリグサ科

オ２－２０１ アカザ属、タラノキ属、カヤツリグサ科

オ２－２０２ イネ科、タラノキ属、カヤツリグサ科

オ２－２０３ 哺乳類、サケ科（椎骨）、魚類 アカザ属、マタタビ、タラノキ属、キハダ、ニワトコ、カヤツリグサ科、クルミ属

オ２－２０４ 哺乳類、サケ科（歯・椎骨）、魚類、カワシンジュガイ アカザ、マタタビ属、タラノキ属、ニワトコ、カヤツリグサ科

オ２－２０５ マタタビ属、タラノキ、ニワトコ

オ２－２０６ タラノキ属、ニワトコ、カヤツリグサ科

オ２－２０７ マタタビ、タラノキ属

オ２－２０８ マタタビ、タラノキ属

オ２－２０９ タラノキ属、ニワトコ

オ２－２１０ タラノキ属

オ２－２１１ タラノキ属

オ２－２１２ タラノキ属、ニワトコ

オ２－２１３ サケ科（椎骨）、コイ科（椎骨・上鰓骨）、魚類、カワシンジュガイ アカザ属、タラノキ属、ニワトコ、カヤツリグサ科、冬芽

オ２－２１４ サケ科（椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類 タラノキ属

オ２－２１５ クモガニ、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ※ ヒエ属、ササ属、シソ属、アカザ属、マタタビ、タラノキ属、キハダ、

ニワトコ、ハリギリ属、ホオノキ、カヤツリグサ科、冬芽

オ２－２１６ 哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ※ アワ、ヒエ属、アカザ属、マタタビ、タラノキ、ニワトコ、カヤツリグサ科、ブドウ

オ２－２１７ クモガニ、サケ科、コイ科、小型の魚類、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ※ イネ科、タラノキ属 灰

オ２－２１８ ヒト（歯）、シカ、哺乳類、クモガニ、サケ科、コイ科、魚類 ※ ヒエ属、タラノキ属、キハダ、カヤツリグサ科

オ２－２１９ ヤチネズミ、クモガニ、哺乳類、サケ科、コイ科、魚類 ※ イネ科、アカザ属、マタタビ、タラノキ属、カヤツリグサ科

オ２－２２０ サケ科（椎骨）、魚類（椎骨）、マイマイ アカザ属、タラノキ属、ウルシ属、キハダ、カヤツリグサ科、冬芽

オ２－２２１ シカ、ネズミ、哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、エゾタマキビ ※ ヒエ属、アカザ属、タラノキ属、ウルシ属、ニワトコ、サクラ、カヤツリグサ科

オ２－２２２ サケ科（椎骨）、魚類 アカザ属、マタタビ、タラノキ属、カヤツリグサ科

オ２－２２３ 哺乳類、カワシンジュガイ アカザ属、マタタビ、タラノキ、ニワトコ、ブドウ、カヤツリグサ科

オ２－２２４ 哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ※ イネ、ヒエ属、アカザ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ハリギリ属、

スモモ、カヤツリグサ科、クルミ属、冬芽

オ２－２２５ クマネズミ、小型哺乳類、哺乳類、サケ科、コイ科、 ※ イネ、アワ、ヒエ属、アカザ属、タデ科、マタタビ、タラノキ、キハダ、

小型の魚類、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ニワトコ、ブドウ、ホオノキ、スモモ、カヤツリグサ科、冬芽

オ２－２２６ シカ、海棲獣、哺乳類、サケ科、コイ科、魚類 ※ イネ、アワ、ヒエ属、タラノキ属、キハダ、ニワトコ

カワシンジュガイ、マイマイ

オ２－２２７ ネズミ？・シカ、哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ※ イネ、アワ、ヒエ属、アカザ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、カヤツリグサ科

オ２－２２８ 哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ、タマキガイ科 ※ ヒエ属、アカザ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ、カヤツリグサ科

オ２－２２９ サケ科（椎骨）、小型の魚類（椎骨）、魚類（椎骨ほか）、マイマイ ヒエ属、タラノキ属、ニワトコ

オ２－２３０ サケ科（椎骨）、コイ科（椎骨）、魚類（歯ほか） ヒエ属、ブドウ

オ２－２３１ サケ科（歯・椎骨）、コイ科（椎骨・下位下舌骨 l）、魚類、マイマイ ヒエ属、マタタビ、タラノキ属、カヤツリグサ科

オ２－２３２ 哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ、マイマイ ※ イネ、ヒエ属、アカザ属、タラノキ属、ニワトコ、ブドウ、カヤツリグサ科

オ２－２３３ 哺乳類、サケ科（歯・椎骨）、コイ科（咽頭歯・椎骨）、魚類 アワ、ヒエ属、アカザ属、マタタビ、タラノキ属、キハダ、ニワトコ、 釣針針先

カワシンジュガイ、マイマイ ブドウ、ホオノキ、カヤツリグサ科、クルミ属 骨角器

オ２－２３４ シカ（角）、サケ科（歯・椎骨）、魚類 ヒエ属、タラノキ属、ニワトコ、カヤツリグサ科、冬芽 骨角器

オ２－２３５ 哺乳類、サケ科（歯・椎骨）、魚類（椎骨ほか）、カワシンジュガイ イネ科、タラノキ属、キハダ、カヤツリグサ科

オ２－２３６ 哺乳類（骨端）、サケ科（椎骨）、コイ科（肩甲骨）、魚類、カワシンジュガイ ヒエ属、タラノキ属、ニワトコ、カヤツリグサ科

オ２－２３７ シカ、哺乳類、サケ科、コイ科、魚類、カワシンジュガイ ※ イネ、アワ、ヒエ属、アカザ属、マタタビ、タラノキ属、ニワトコ、ウルシ属、

チョウセンゴミシ、スモモ、サクラ、カヤツリグサ科、クルミ属、冬芽

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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表�－２５ フローテーション回収動物遺存体詳細�

試料番号 遺構 層位 分類 動物遺存体 部位 備考

オ２－０４１ USD５－fp３ 哺乳類 不明 四肢骨 けずり片、切痕有
魚類 サケ科 椎骨、基鰭骨、第１番目の尾神経骨、肩甲骨 l、前鰓蓋骨？射出

骨、中烏口骨
コイ科 咽頭骨、椎骨、第４番目の横突起 l、
不明 棘など、不明

二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻、殻皮
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－０４２ USD５－fp４ 上面 哺乳類 骨角器？３点
哺乳類 不明 不明
魚類 サケ科 歯、椎骨、神経棘 or血管棘、肋骨基部

コイ科 椎骨、第１番目の椎骨、角骨 l、舌顎骨 l
不明 椎骨、担鰭骨基部、鰭条基部、不明

不明 不明 歯、不明
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻、殻皮

オ２－０４３ USD５－fp４ 黒（上） 骨針３点、骨角器３点、
哺乳類 海棲獣 不明

不明 肋骨、四肢骨、不明
魚類 サケ科 歯、椎骨、尾骨、射出骨 l r

コイ科 椎骨、方骨 l r
不明 咽頭歯、棘など、不明

不明 不明 顎骨
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻、殻皮
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－０４４ USD５－fp４ 灰＋焼土 骨角器３点
哺乳類 シカ 角 けずり片

不明 肋骨、頭蓋骨？or椎頭？、不明
魚類 サケ科 歯、椎骨、神経棘基部、肋骨 or血管棘基部、肩甲骨 l r、角骨、

基鰭骨、下尾骨、眼下骨？
コイ科 椎骨、中烏口骨 r、基鰭骨、擬鎖骨 l、角骨 r、第１番目の椎骨、

舌顎骨？
小型の魚類 最後の椎骨？
不明 椎骨、第１番目の椎骨 or最後の椎骨、主鰓蓋骨？、不明

魚類？ 不明 歯
不明 不明 不明
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻、殻皮
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－０４５ USD５－fp４ 焼土 哺乳類 不明 顎骨？or骨角器？
哺乳類 不明 不明
哺乳類？ 小型の脊椎動物 椎骨？
魚類 サケ科 歯、椎骨

コイ科 椎骨、歯骨 l、
不明 胸鰭条基部、不明

二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
オ２－０４６ USD５－fp４ 灰 骨針１点

哺乳類 シカ 角 けずり片有、切痕有
不明 四肢骨 けずり片有

魚類 サケ科 歯（歯骨 or主上顎骨付）、椎骨、基鰭骨 l r、烏口骨 l、鰭条、尾
骨、第１番目の胸鰭条基部、第１番目の尾神経骨

コイ科 椎骨、第１番目の椎骨、角舌骨 l
やや小型魚類 椎骨
不明 棘など、不明

二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻、殻皮
不明 殻

巻貝綱 マイマイ 殻
オ２－０４７ USD５－fp４ 黒（下） 哺乳類 不明 不明

魚類 サケ科 椎骨、肋骨 or血管棘基部、基舌骨
コイ科 咽頭歯、椎骨
やや小型魚類 椎骨
不明 鰓蓋骨類、不明

二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻、殻皮
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－０５２ USD８－fp１ 上面 骨針１点
哺乳類 ヤチネズミ 臼歯

小型の哺乳類 大腿骨 or上腕骨遠位端、指骨 or大腿骨 or上腕骨遠位端
海棲獣 不明
不明 不明

魚類 サケ科 歯、椎骨、基鰭骨、肩甲骨、中烏口骨 l r、射出骨、鰓条、鰓蓋
骨類、第１番目の尾神経骨、レ、

コイ科 咽頭歯、咽頭骨、椎骨、基後頭骨、角骨 l r、方骨 l、主鰓蓋骨 r、
間鰓蓋骨 r、角舌骨 l、舌顎骨、基鰭骨、射出骨、擬鎖骨？r

メカジキ 口吻
小型魚類 椎骨
不明 椎骨、鰓蓋骨類、尾舌骨、棘など、鰓の骨、不明

不明 不明 歯、橈骨？
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻、殻皮

不明 殻
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－０５４ USD８－fp１ 灰＋焼土 哺乳類 シカ 角
不明 不明

魚類 サケ科 歯、椎骨
コイ科 椎骨、前鰓蓋骨
不明 椎骨、不明

不明 不明 歯

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡


102



表�－２６ フローテーション回収動物遺存体詳細�

試料番号 遺構 層位 分類 動物遺存体 部位 備考

オ２－０５５ USD８－fp１ 灰 哺乳類 骨角器１点、
哺乳類 シカ 角、中手（足）骨（２or５）近位端

不明 肋骨、四肢骨、不明 切痕有、けずり片
哺乳類？ 不明 椎骨椎頭 or椎か、肋軟骨？
鳥類 烏口骨 遠位端 l
甲殻類 クモガニ 殻、指節
魚類 サケ科 歯（歯骨 or主上顎骨付）、舌顎骨 l、椎骨、肩甲骨 r、烏口骨 r、

中烏口骨 l、後擬鎖骨 l r、射出骨、第１番目の胸鰭条基部、上
（下）尾骨、第１番目の尾神経骨、尾上骨、角骨？、眼下骨？、
レ

コイ科 椎骨、第１番目の椎骨、第２番目の神経棘、第３番目の神経棘、
歯骨 l r、主上顎骨 l、前上顎骨、内翼状骨、後翼条骨 l、擬鎖骨 l、
角骨 l r、方骨 l、肩甲骨、基鰭骨、舌顎骨 l、尾舌骨、角舌骨 r、
下位下舌骨、烏口骨、口蓋骨、下尾骨、尾骨

ウグイ 星状耳石
小型魚類 椎骨、角骨 l、不明
不明 耳石、鰓の骨、椎骨、鰓蓋骨類、棘、担鰭骨基部、歯、不明

不明 不明 不明
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻、殻皮

不明 殻
巻貝綱 マイマイ 殻 マイマイ多い

オ２－０５６ USD８－fp１ 焼土 哺乳類 シカ 角
甲殻類 クモガニ？ 殻
魚類 サケ科 椎骨

コイ科 主上顎骨、基鰭骨
不明 椎骨、鰭条基部、不明

不明 不明 不明
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－０５７ USD８－fp１ 黒（下） 哺乳類 シカ 角 けずり片有
不明 肩甲骨 or�骨、不明、

鳥類 不明 骨体部
甲殻類 クモガニ 殻
魚類 サケ科 歯、椎骨、中烏口骨 l

コイ科 椎骨、第３番目の椎骨、前鰓蓋骨、下鰓蓋骨？、肩甲骨 r、方骨
l r、口蓋骨、上舌骨、角舌骨 l、射出骨、烏口骨、下尾骨、

小型魚類 椎骨、基鰭骨、射出骨
不明 棘など、不明

不明 不明 不明 中実の細長い骨
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－０６９ USD８－fp４ 哺乳類 不明 不明
魚類 サケ科 歯、椎骨

コイ科 椎骨
不明 主鰓蓋骨、鰓蓋骨類、不明

オ２－０７０ USD８－ph３５ 覆土 哺乳類 不明 不明
（灰） 魚類 サケ科 椎骨、中烏口骨 l

不明 不明
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－０７１ USD９－fp１ （トレンチ） 哺乳類 シカ 角
齧歯目 切歯
海棲獣 不明

魚類 サケ科 歯（歯骨 or主上顎骨付）、椎骨、肩甲骨 l、尾舌骨
コイ科 椎骨
不明 歯、椎骨、不明

不明 不明 不明
オ２－０７２ USD９－fp１ 上面 哺乳類 不明 不明

海棲獣 不明
魚類 サケ科 歯、椎骨、尾舌骨、方骨 l

コイ科 椎骨
不明 不明

二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻、殻皮
不明 不明 殻

オ２－０７３ USD９－fp１ （周辺） 哺乳類 タヌキ 上腕骨遠位 r
海棲獣 不明 似た質のものを貝とした
不明 不明

魚類 サケ科 歯、椎骨
コイ科 椎骨、角舌骨、咽頭骨
不明 鰭条（ブツブツのある）、不明

二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
巻貝綱 マイマイ 殻
不明 不明 殻

オ２－０７４ USD９－fp１ F+B 哺乳類？ 不明 不明
哺乳類 海棲獣 不明
魚類 サケ科 歯、椎骨、第１番目の胸鰭条基部 l r

コイ科 椎骨
不明 椎骨、不明

オ２－０７５ USD９－fp１ A+B 哺乳類 海棲獣 不明
不明 不明

魚類 サケ科 歯、椎骨、第１番目の胸鰭条基部 l、方骨、射出骨
コイ科 椎骨
小型の魚類 椎骨
不明 鰭条基部、不明

不明 不明 不明
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表�－２７ フローテーション回収動物遺存体詳細�

試料番号 遺構 層位 分類 動物遺存体 部位 備考

二枚貝綱 不明 殻
巻貝綱 マイマイ 殻
不明 不明 殻

オ２－０７８ USD９－fp１ A 哺乳類 不明 肋軟骨？
海棲獣 不明

魚類 サケ科 歯、椎骨、胸鰭条基部、肩甲骨 l r、
コイ科 椎骨、主上顎骨 r、
不明 耳石？、不明

不明 不明 不明
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－０７９ USD９－fp１ A１ 哺乳類 海棲獣 不明
不明 不明

魚類 サケ科 歯、椎骨
不明 椎骨、不明

不明 不明 歯、不明
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
巻貝綱 マイマイ 殻
不明 不明 殻

オ２－０８０ USD９－fp１ A２ 哺乳類 骨針？、切痕有る骨端
哺乳類 不明 肋軟骨
哺乳類？ 不明 不明
甲殻類 クモガニ 殻
魚類 サケ科 歯（歯骨 or主上顎骨付有）、歯骨 l、椎骨、第１番目の椎骨、基

鰭骨、胸鰭条基部 l r、肩甲骨 l r、射出骨、方骨 r、第１番目の
尾神経骨、尾骨、

コイ科 椎骨
不明 椎骨、不明

不明 不明 不明
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻

不明 殻
巻貝綱 マイマイ 殻
甲殻類 チシマフジツボ 殻

オ２－０８３ USD９－fp１ 上面 哺乳類 海棲獣 不明
不明 不明

魚類 サケ科 歯、椎骨
コイ科 椎骨、咽頭歯
不明 不明

不明 不明 歯
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－０９６ UFP－４ （トレンチ） 哺乳類 シカ 第１下顎切歯 r
不明 四肢骨

魚類 サケ科 椎骨
コイ科 椎骨
不明 不明

オ２－０９７ UFP－４ 灰 骨角器？
哺乳類 シカ 歯、中足骨背面部、中手（足）骨骨体部

不明 指骨近位端？、四肢骨
魚類 サケ科 歯、椎骨

コイ科 椎骨
不明 不明

オ２－１００ UFP－６ （トレンチ） 哺乳類 不明 肋骨？
鳥類 不明 橈骨骨体部 l オ２－１０９と接合
魚類 サケ科 歯、椎骨

コイ科 椎骨、第１番目の椎骨
不明 不明

不明 不明 不明
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮

オ２－１０１ UFP－６ 上面 哺乳類 ネズミ？ 大臼歯 旧オ２－５７と同じ
不明 肋骨、不明

鳥類 不明 四肢骨
魚類 サケ科 歯、椎骨

コイ科 椎骨、第１番目の椎骨、角骨 l、方骨 r
不明 鰓条、不明

二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－１０２ UFP－６ F＋A 哺乳類 シカ 角？
中型獣 椎骨 ネズミの歯跡有
不明 不明

魚類 サケ科 歯、椎骨
コイ科 椎骨、咽頭骨、主上顎骨 l、
不明 椎骨、不明

不明 不明 不明
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－１０８ UFP－６ 上面 哺乳類 ネズミ 基節骨
不明 肋骨、不明

魚類 サケ科 歯、椎骨
コイ科 咽頭骨、咽頭歯、椎骨、方骨 l r
不明 不明

不明 不明 不明
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
巻貝綱 マイマイ 殻
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表�－２８ フローテーション回収動物遺存体詳細�

試料番号 遺構 層位 分類 動物遺存体 部位 備考

オ２－１０９ UFP－７ 上面 哺乳類 不明 不明
鳥類 不明 橈骨遠位端 l オ２－１００と接合
魚類 サケ科 歯、椎骨、レ、鰓蓋骨類、

コイ科 椎骨、第１番目の椎骨
不明 不明

不明 不明 歯
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－１１９ UFP－７ A１ 哺乳類 不明 不明
魚類 サケ科 歯、椎骨、不明

コイ科 椎骨、頭部の骨？
不明 椎骨、不明

二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－１２２ UFP－７ A２ 哺乳類 不明 肋骨、不明 けずり片有
魚類 サケ科 歯、椎骨、外後頭骨 l

コイ科 椎骨
不明 不明

二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－１２５ UFP－７ A 魚類 サケ科 椎骨、血管棘 or肋骨基部、神経棘、鰓条、レ
コイ科 椎骨
小型の魚類 椎骨
不明 不明

巻貝綱 マイマイ 殻
オ２－１２７ UFP－７ 上面 哺乳類 不明 不明

魚類 サケ科 歯、椎骨、鰓蓋骨類
コイ科 椎骨、咽頭歯
中型の魚類 椎骨
不明 鰓蓋骨類、棘など、不明

不明 不明 不明
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－１３６ UFP－８ F１＋A 哺乳類 不明 肋骨？、不明、骨端部有
魚類 サケ科 椎骨、血管棘 o肋骨基部

コイ科 椎骨、第１番目の椎骨
不明 不明

巻貝綱 マイマイ 殻
オ２－１３９ UFP－８ A 哺乳類 シカ 角

魚類 サケ科 歯、椎骨、血管棘 or肋骨基部
コイ科 椎骨、上擬鎖骨、尾舌骨
小型の魚類 椎骨
不明 不明

不明 不明 不明
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－１４０ UFP－８ A 骨角器２点
哺乳類 不明 肋骨、不明
魚類 サケ科 歯、椎骨、射出骨

コイ科 椎骨、第１番目の椎骨、方骨 r、咽鰓骨、
小型の魚類？ 歯骨？
不明 椎骨？、不明

不明 不明 不明
オ２－１４７ UFP－９ F 哺乳類 シカ 角 骨角器７点

哺乳類 不明 四肢骨、椎骨椎頭、不明
海棲獣 不明

哺乳類？ 不明 不明
魚類 サケ科 歯（歯骨 or主上顎骨付）、椎骨、血管棘 or肋骨基部

コイ科 椎骨、第１番目の椎骨、主鰓蓋骨、方骨 r、咽頭骨
小型の魚類 鰓蓋骨
不明 椎骨、不明

不明 不明 烏口骨？、歯
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮

オ２－１４８ UFP－９ F＋A 哺乳類 イヌ科 副手根骨 l
ネズミ？ 末節骨
齧歯目 踵骨 l
海棲獣 不明
不明 四肢骨、不明

魚類 サケ科 歯、椎骨、血管棘 or肋骨基部
コイ科 咽頭骨、咽頭歯、椎骨、第１番目の椎骨、口蓋骨 l
小型の魚類 椎骨
不明 椎骨、第１番目の胸鰭棘基部、不明

巻貝綱 マイマイ 殻
オ２－１４９ UFP－９ F＋A 哺乳類 不明 不明

魚類 サケ科 歯、椎骨
コイ科 椎骨
不明 椎骨？、不明

不明 不明 不明
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮

オ２－１５０ UFP－９ 上面 哺乳類 シカ 中手（足）骨骨体部
中小獣 肋骨、中節骨？近位端（骨端の外れたもの）
海棲獣 不明
不明 不明
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表�－２９ フローテーション回収動物遺存体詳細�

試料番号 遺構 層位 分類 動物遺存体 部位 備考

魚類 サケ科 歯、椎骨
コイ科 咽頭歯、咽頭骨、椎骨、第１番目の椎骨
不明 不明

二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
オ２－１９８ UFP－２４ A 哺乳類 不明 不明

魚類 サケ科 歯、椎骨、鰭条、不明
コイ科 椎骨、後擬鎖骨、射出骨
不明 不明

二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－２１５ UFP－３３ 上面 甲殻類 クモガニ 指節
魚類 サケ科 歯、椎骨

コイ科 咽頭歯、椎骨、第１番目の椎骨、第４番目の横突起 r、三脚骨 l、
角舌骨 r、中烏口骨 r、基鰭骨、尾骨

不明 椎骨、棘など、不明
不明 不明 不明
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻、殻皮
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－２１６ UFP－３３ （周辺） 哺乳類 不明 四肢骨 けずり片有
魚類 サケ科 歯、椎骨、

コイ科 椎骨、第１番目の椎骨、方骨 r、角舌骨、基鰭骨 l、射出骨、上
鰓骨

不明 棘など、鰭条？、不明
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－２１７ UFP－３３ A 甲殻類 クモガニ 殻
魚類 サケ科 歯、椎骨

コイ科 椎骨、三脚骨 l、射出骨 l、上鰓骨
小型の魚類 椎骨
不明 椎骨、不明

魚類？or２
枚貝

不明 方骨？or稚貝？ 同じ物を貝と分類済みも
有

二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻、殻皮
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－２１８ UFP－３３ A 哺乳類 ヒト 下顎切歯 永久歯の歯根が消滅した
ものか？乳歯にしては咬
合面の磨耗が激しい

シカ 未萌出歯 胎児位？
不明 不明

甲殻類 クモガニ 指節、殻
魚類 サケ科 歯、椎骨、第１番目の胸鰭棘基部、第１番目の尾神経骨、尾骨？、

不明
コイ科 咽頭骨、咽頭歯、椎骨、第１番目の椎骨、第２番目の神経棘、第

３番目の神経棘、第４番目の横突起、第５番目の椎骨、前上顎骨、
角骨 l、方骨 l r、肩甲骨 r、烏口骨 l、三脚骨、上舌骨、射出骨 l
r、後擬鎖骨？

小型の魚類 椎骨
非常に小型の魚類 不明
不明 椎骨、耳石、不明

不明 不明 歯、哺乳類の歯？or貝、不明
魚類？or２枚貝 不明 方骨？or稚貝？ 同じ物を貝と分類済みも

有
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻、殻皮

不明 殻？ ２枚貝の稚貝？
巻貝綱 マイマイ 殻
不明 不明 不明 非常に小さな白玉、その

他
オ２－２１９ UFP－３３ A 哺乳類 ネズミ？ 臼歯？

甲殻類 クモガニ 指節、殻
不明 不明

魚類 サケ科 歯、椎骨
コイ科 咽頭骨、咽頭歯、椎骨、腹椎、尾椎、第１番目の椎骨、角骨 r、

口蓋骨、中烏口骨 r、上位下舌骨、基鰭骨、吻骨？
不明 不明

不明 不明 耳石？、不明
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
巻貝綱 マイマイ 殻
不明 不明 不明 非常に小さな白玉

オ２－２２１ UFP－３３ 底面 哺乳類 シカ 未萌出歯
ネズミ？ 切歯

哺乳類？ 不明 不明
魚類 サケ科 歯、椎骨

コイ科 椎骨、第１番目の椎骨、口蓋骨、射出骨、後擬鎖骨、肩甲骨 l、
方骨 r、主上顎骨 r、上位下舌骨 l、下位下舌骨 l、後側頭骨 r、
近担鰭骨、

不明 椎骨、尾骨、耳骨？、烏口骨？、頭部の骨？、不明
魚類？or２枚貝 不明 方骨？or稚貝？ 同じ物を貝と分類済みも

有
不明 不明 不明
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻、殻皮

不明 殻
巻貝綱 マイマイ 殻

エゾタマキビ 殻 Sh－１５３と接合

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡


106



表�－３０ フローテーション回収動物遺存体詳細�

試料番号 遺構 層位 分類 動物遺存体 部位 備考

不明 不明 不明 非常に小さな白玉、その
他

オ２－２２４ UFP－３４ 上面 哺乳類 不明 不明 けずり片有
魚類 サケ科 歯（歯骨 or主上顎骨付有）、椎骨

コイ科 咽頭歯、椎骨、第１番目の椎骨、主鰓蓋骨 r、尾骨
不明 椎骨、不明

不明 不明 歯
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－２２５ UFP－３４ F＋B 哺乳類 クマネズミ 下顎骨 r、大臼歯 r、切歯 r、 同一個体
小型哺乳類 不明
不明 製品か？、不明 けずり片有、切痕有

魚類 サケ科 歯（歯骨 or主上顎骨付）、椎骨、射出骨、鰓蓋骨類、基鰭骨 r？、
頭の骨、

コイ科 椎骨、基後頭骨
小型の魚類 椎骨
不明 椎骨、耳石？？、不明

二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
巻貝綱 マイマイ 殻

不明 殻 ２点、１点軸唇部
オ２－２２６ UFP－３４ F＋B 哺乳類 シカ 角

海棲獣 不明
不明 四肢骨、不明 加工痕有、けずり片有

魚類 サケ科 歯、椎骨、鰓条、第１番目の尾神経骨、尾骨、射出骨 l、舌顎
骨？、不明

コイ科 椎骨、第１番目の椎骨、最後の椎骨、主上顎骨、肩甲骨 l、鰓蓋
骨？、射出骨 l

不明 椎骨、近担鰭骨、方骨 r、烏口骨、尾骨、鰓の骨、基舌骨？、不
明

不明 不明 顎骨、不明
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻
巻貝綱 マイマイ 殻
不明 不明 殻 表面に真珠光沢がある貝、

その他
オ２－２２７ UFP－３４ A＋B 哺乳類 骨角器１点、

哺乳類 ネズミ？ 椎骨
シカ 未萌出歯？
小型の哺乳類 大腿骨遠位端（骨端のはずれた物）、手（足）根骨、椎骨、尾椎
不明 四肢骨、不明 けずり片有、切痕有

魚類 サケ科 歯、椎骨
コイ科 椎骨、第２番目の椎骨、基後頭骨、
小型の魚類 椎骨、角骨
不明 椎骨、不明

不明 不明 歯、不明
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
巻貝綱 マイマイ 殻

オ２－２２８ UFP－３４ A１ 哺乳類 不明 四肢骨 切痕有、けずり片
魚類 サケ科 歯、椎骨

コイ科 椎骨
不明 不明

二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻皮
タマキガイ科 殻

巻貝綱 マイマイ 殻
不明 不明 殻

オ２－２３２ UFP－３４ 上面 哺乳類 不明 不明 切痕有、けずり片有
魚類 サケ科 歯、椎骨、胸鰭条基部 r（第１番目有）、尾骨

コイ科 椎骨、咽頭歯、最後から２番目の尾椎、主上顎骨 r、
不明 不明

不明 不明 不明
二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻、殻皮
巻貝綱 マイマイ 殻
不明 不明 不明 非常に小さな白玉、その

他
オ２－２３７ UKS－４ � 骨針（先端部）１点

哺乳類 シカ 角？
不明 肋骨、四肢骨、不明 切痕あるもの有

魚類 サケ科 歯（歯骨 or主上顎骨付）、椎骨
コイ科 椎骨
不明 棘など、不明

二枚貝綱 カワシンジュガイ 殻、殻皮

� アイヌ文化期の遺構とその遺物
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表�－３１ 動物遺存体（フローテーション回収）同定一覧�

分類 細分類 左右 部 位 １ 部 位 ２ 試料番号 備 考

二枚貝綱
Bivalvia

二枚貝類 殻 ４６，５２，５５，７１，７５，８０，９９，２１８，２２１
タマキガイ科
Glycymeridae

殻 ２２８

カワシンジュガイ科
Margaritiferidae

殻、殻皮

４１～４７，５２，５５，５７，６２，６３，７１～
７３，７９，８０，８３，８６，８８，９０，１００～
１０２，１０８，１０９，１１１，１１５，１１９，１２２，１２７，１３９，
１４０，１４４，１４５，１４７，１４９，１５０，１５２，１５４，１５７，
１６２，１６４，１６５，１６７，１７１，１８８～
１９０，１９２，１９３，１９５，１９８，２００，２０４，２１３，２１５
～２１９，２２１，２２３～２２８，２３２，２３３，２３５～２３７

巻貝綱
Gastropoda

エゾタマキビ
Littorina squalida

殻 ２２１ Sh－１５３と接合

マイマイ 殻

４１，４３，４４，４６，４７，５２，５３，５５～
５７，６８，７０，７１，７３，７５，７８～８０，８２～
８４，９２，１０１～１０３，１０６～１０９，１１５，１１９～
１２２，１２５～１２９，１３６～
１４１，１４３，１４８，１５１，１５２，１６５，１８８，１９７，１９８，
２００，２１５～２２１，２２４～２２９，２３１～２３３

巻貝類 殻 ２２５

貝類 不明 殻
５３，７２～
７５，７９，９７，１１９，１２２，１３８，１４０，１４３，１４５，
２０３，２１８，２１９，２２１，２２６，２２８，２３２

甲殻類
Area

クモガニ科
MIERS

指節 ５５，５６，５７，８０，２１５，２１７～２１９

チシマフジツボ
Balanus cariosus

殻 ８０

甲殻類 殻 ２１９

（小型）魚類

歯骨？ １４０

鰓蓋骨 １４７
l 角骨 ５５，２２７

基鰭骨 ５７

椎骨
４４，４６，４７，５２，５５，５７，７５，１２５，１３９，１４８，
１５５，２１７，２１８，２２５，２２７，２２９

射出骨 ５７
不明 ５５，２１８

メカジキ
Xiphias gladius

口吻 ５２

ウグイ
Tribolodon hakonensis

星状耳石 ５５

コイ科
Cyprinidae

r,l 歯骨 ４５，５５
r 前上顎骨 ５５，１０７？，２１８
r,l 主上顎骨 ５５，５６，７８，１０２，２２１，２２６，２３２

咽頭骨 ４１，５２，７３，１０２，１０８，１４７，１４８，１５０，２１８，２１９

咽頭歯
４７，５２，８３，１０８，１２７，１４５，１４８，１５０，１５４，
２１５，２１８，２１９，２２４，２３２，２３３

咽鰓骨 １４０
上鰓骨 ２１３，２１６，２１７

r 後側頭骨 ２２１
基後頭骨 ５２，２２５，２２７
頭部の骨 １１９？
前鰓蓋骨 ５４，５７

r 主鰓蓋骨 ５２，１４７，２２４
r 間鰓蓋骨 ５２

下鰓蓋骨 ５７？
鰓蓋骨類 ２２６？
内翼状骨 ５５

l 後翼状骨 ５５
l, 口蓋骨 ５５，５７，１４８，２１９，２２１

吻骨？ ２１９
l 舌顎骨 ４２，４４？，５２，５５

上舌骨 ５７，２１８
l 上位下舌骨 ２１９，２２１
l 下位下舌骨 ５５，２２１，２３１
r,l 角舌骨 ４６，５２，５５，５７，７３，１３７，２１５，２１６

尾舌骨 ５５，１３９
r,l 角骨 ４２，４４，５２，５５，６５，１０１，１６９，２１８，２１９

r,l 方骨
４３，５２，５５，５７，１０１，１０６？，１０８，１２８，１４０，
１４３，１４７，２１６，２１８，２２１

椎骨（腹椎、尾椎）

４１～４７，５２～５５，５７，６３，６６，６９，７１～
７５，７７，７８，８０，８２，８３，９２，９６～１０３，１０５～
１０９，１１５，１１９，１２２，１２５，１２７，１２８，１３２，１３３，
１３６，１３７，１３９，１４０，１４３，１４５，１４７～１５０，
１５３～１５７，１６２，１６５，１６９，１７２，１７５，１７６，１７９，
１９７，１９８，２１３～２１９，２２１，２２４～２２８，２３０，
２３２，２３３，２３７

第１番目：
４２，４４，４６，５５，１００，１０１，１０９，１２０，１３６，
１３７，１４０，１４７，１４８，１５０，１９６？，２１５，２１
６，２１８，２１９，２２１，２２４，２２６，２３１，２３７
第２番目：１５７，２２７
第３番目：５７
第５番目：２１８
最後の椎骨：２２６

r,l 第４番目の横突起 ４１，２１５，２１８
第２番目の神経棘 ５５，２１８
第３番目の神経棘 ５５，２１８

r,l 基鰭骨 ４４，５２，５５，５６，２１５，２１６，２１９
近担鰭骨 ２２１
上擬鎖骨 １３９
後擬鎖骨 １９８，２１８？，２２１
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表�－３２ 動物遺存体（フローテーション回収）同定一覧�

分類 細分類 左右 部 位 １ 部 位 ２ 試料番号 備 考

硬骨魚綱
Osteichthyes

r,l 擬鎖骨 ４４，５２？，５５，１６５
l 三脚骨 ２１５，２１７，２１８
r,l 肩甲骨 ５５，５７，１５４，２１８，２２１，２２６，２３６
l 烏口骨 ５５，５７，２１８
r 中烏口骨 ４４，２１５，２１９
r,l 射出骨 ５２，５７，１９８，２１６～２１８，２２１，２２６

上（下）尾骨 ５５，５７，２１５，２２４

サケ科
Salmonidae

l 歯骨 ８０
歯（顎骨付） ４６，５５，７１，８０，１４７，２２４，２２５，２３７

歯

４２～４５，５２～５４，５７，６０，６３，６６～６９，７２～
７９，８１～８３，９２，９３，９７～
１０２，１０８，１０９，１１１，１１９，１２２，１２７，１３９，１４０，
１４３～１４５，１４８～１５７，１５９，１６３，１６４，１６６，
１６８～１７３，１７５，１７６，１９６～１９８，２０４，２１５～
２１９，２２１，２２６～２２８，２３１～２３５

前上顎骨？ １４５
l 外後頭骨 １２２

頭の骨 ２２５
眼下骨？ ４４，５５
前鰓蓋骨？ ４１
鰓蓋骨類 ５２，１０９，１２７，２２５
鰓条 ５２，１９８，２２６

r,l 方骨 ７２，７５，８０
角骨 ４４，５５？，６７？

l 舌顎骨 ５５，２２６？
r,l 基鰭骨 ４１，４４，４６，５２，８０，２２５？
r,l 後擬鎖骨 ５５，１２７？

第１番目の椎骨 ８０

椎骨（腹椎、尾椎）
神経棘基部
血管棘基部 or肋骨

４１～４７，５２～５７，５９，６０，６２～８４，８６，８８～
１０９，１１１～１１５，１１９～１２２，１２５～１２９，１３２～
１３４，１３６～１４１，１４３～１５７，１５９，１６２～
１７３，１７５，１７６，１７９，１８０，１８８，１８９，１９５～
１９８，２００，２０３，２０４，２１３～２２２，２２４～２３７

基舌骨 ４７
尾舌骨 ７１，７２，１４４

r,l 肩甲骨 ４１，４４，５２，５５，７１，７８，８０
r,l 烏口骨 ４６，５５
r,l 中烏口骨 ４１，５２，５５，５７，７０
r,l 胸鰭条基部 ４６，５５，７４，７５，７８，８０，１６９，２１８，２３２

鰭条 ４６，１９８
r,l 射出骨 ４１，４３，５２，５５，７５，８０，１４０，２２５，２２６

尾上骨 ５５
第１番目の尾神経骨 ４１，４６，５２，５５，８０，２１８，２２６
レ ５２，５５，１０９，１２５
尾骨 ４３，４４，４６，５５，８０，２１８？，２２６，２３２
不明 １１９，１９８，２１８，２２６

魚類

歯 ４４？，５５，７１，２１３？
咽頭歯 ４３
鰓の骨 ５２？，５５，２２６？
耳石 ５５，７８？，２１８，２２１？，２２５？
頭の骨？ ２２１
基舌骨？ ２２６
尾舌骨 ５２，２１３？
烏口骨 ２２１？，２２６
主鰓蓋骨 ４４？，６９
鰓蓋骨類 ４７，５２，５５，６９，１２７
鰓条 １０１，２１６？

椎骨

４２，４４，５２，５４～
５６，７１，７４，７９，８０，９２，９５，１０２，１０４，１１９，
１２７，１２９，１３０，１４０？，１４７，１４８，１４９？，１５５，
１５６，１７３，２１５，２１７，２１８，２２０，２２１，２２４～
２２７，２２９，２３１，２３５

r 方骨 ２２６
担鰭骨 ４２，５５，２２６
鰭条基部（第１番目含） ４２，４５，５６，７５，１４８
鰭条 ７３
尾骨 ２２１，２２６
棘など ４１，４３，４６，５２，５５，５７，１２７，２１５，２１６，２３７

不明

４１～４７，５２～６４，６６～８３，８６，８８～１０９，１１１，
１１２，１１４，１１５，１１９～１２２，１２５～１３４，１３６～
１４１，１４３～１５７，１５９，１６２～１７２，１７３，１７５，
１７６，１７９，１８０，１８３，１８８，１８９，１９５～１９８，２００，
２０３，２０４，２１３～２１７，２１９～２２２，２２４，２２５，
２２７～２３７，２５０

鳥綱
Aves

鳥類
l 烏口骨 遠位端 ５５
l 橈骨 遠位端、骨体部 １００，１０９ 接合

四肢骨 ５７，１０１

哺乳綱
Mammalia

クマネズミ
Rattus rattus

r, 大臼歯 １０１，２２５ オ２－２２５は同一遺存体

r 切歯 ２２５
r 下顎骨 ２２５

ヤチネズミ
Eothenomys andersoni

臼歯 ５２，２１９？

ネズミ 切歯 １０７，２２１？
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表�－３３ 動物遺存体（フローテーション回収）同定一覧�

分類 細分類 左右 部 位 １ 部 位 ２ 試料番号 備 考

基節骨 １０８
末節骨？ １４８
椎骨？ ２２７

齧歯目 切歯 ７１
l 踵骨 １４８

（小型獣）

大腿骨 遠位端 ２２７ 骨端の外れたもの
大腿骨 or上腕骨 遠位端 ５２
指骨 or大腿骨 or上
腕骨

遠位端 ５２

手（足）根骨 ２２７
椎骨（尾椎） ２２７
不明 ２２５

（小中型獣）
肋骨 １５０
中節骨？ 近位端 １５０ 骨端の外れたもの

（中型獣） 椎骨 １０２
タヌキ

Nyctereutes procyonoides
r 上腕骨 遠位 ７３ ネズミの噛跡有

イヌ科
Canidae

l 副手根骨 １４８

シカ科
Cervidae

歯 ９２，９７
r 第１下顎切歯 ９６

未萌出歯 ２１８，２２１，２２７？

角
４４，４６，５４～
５７，７１，８９，１０２？，１３９，２２６，２３７？

けずり片有、切痕有るもの有

中手骨？ ６５
中足骨 背面部 ９７
中手（足）骨 骨体部 ９７，１５０
中手（足）骨（２or
５）

近位端 ５５

海棲獣 不明
４３，５２，７１～７５，７８，７９，８３，１４４～１４８，１５０，
１６５～１６７，１８０，２２６

哺乳類

頭蓋骨？or椎頭？ ４４
肩甲骨 or�骨 ５７，９２
指骨 近位端 ９７？

四肢骨
４１，４３，４６，５５，６５，９６，９７，１４７，１４８，１８０，２１６
，２２６～２２８，２３７

けずり片有、切痕有るもの有

肋骨
４３，４４，５５，１００？，１０１，１０５，１０８，１２２，１２８，
１３６？，１４０，１４３～１４５，１５３？，１６５，１６６，２３７

肋軟骨 ５５？，７８？，８０
椎骨 椎頭 or椎か ５５？，１４７

不明

４２～
４５，４７，５２，５４，５５，５７，６０，６２，６３，６６，６９，７０，
７２，７３，７４？，７５，７９，８０？，８２？，８３，８６，８８，
８９，９２，９５，９９，１０１，１０２，１０６，１０８，１０９，１１９，
１２２，１２７，１３１，１３６，１４０，１４３，１４５～１５０，
１５２～１５５，１５７，１５９，１７９，１９６～１９８，２０３，
２０４，２１８，２２１？，２２３～２２５，２２７，２３２，２３３，
２３５～２３７

ヒト
Homa Japiens

下顎切歯 ２１８
永久歯の歯根が消滅したものか？咬
合面の摩滅が激しい

不明

小型の脊椎動物 椎骨？ ４５
魚類 or二枚貝の稚貝 殻？ ２１７，２１８，２２１
哺乳類の歯 or貝 歯 or貝 ２１８

不明

耳石？ ２１９

歯
４２，５２，５４，７９，８３，１０９，１４７，２１８，２２４，２２７，
２３０

顎骨 ４３，２２６
烏口骨？ １４７
橈骨？ ５２

不明

４２，４４，５５，５６，５７，６８，７１，７５，７８～８０，９８，
１００，１０２，１０３，１０８，１２７，１２８，１４０，１４３，１４９，
１５２～１５４，１５９，２１５，２１７～２１９，２２１，２２６，
２２７，２３２，２３５

骨角器
４２，４３，４５？，４６，５２，５５，６７，８０？，８１？，９７
？，１４０，１４７，２２６，２３３，２３４，２３７
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� フローテーションなどにより検出された遺物
フローテーションおよび手取りで回収された骨角器や主な自然遺物を掲載する。前者は図示可能な

ものすべて、後者は特徴のある一部のものにとどめた。

１～４は骨角器や骨角製品である。１はカワシンジュガイ集中 UKS－３付近から出土した。釣り

針の針先と考えられる。先端はわずかに欠損しているが、かえしは明瞭に見られる。２は平地住居跡

８の炉の上面から出土した骨針である。上端の頭部がよく調整され、側面も一部削られている。下端

はとがっている。３は A地区南部の斜面にある UFP－４の周辺から出土した骨角製品。硬質で微細

なひび割れがあり、被熱しているものと考えられる。わずかに湾曲し、内面に切断後磨りこんだ跡が

観察される。１１のような、動物の四肢骨が用いられているものと思われる。また内面全面に赤彩され

ており、内面の一部および側円には黒色の物質も塗布されている。用途は不明である。４は平地住居

跡５の炉中の灰層から出土した、鹿角が加工された骨角製品。先端は欠損し下端は切断痕が明瞭であ

る。表面に横位の刻み列を設けている。組み合わせ式の骨角製品と考えられる。

５～１２は焼土群などから出土した自然遺物の例である。５は残存状況の良いエゾバイ科。６はクモ

ガニの指節。鋏の上部分以外の部位は確認できなかった。７・８はイヌ科。７はキツネの踵骨で、ネ

ズミと思われる歯形があり、縦横から齧っている様子がうかがえる。８はキツネまたはタヌキの肩甲

骨とみられる。９・１０は鹿骨。９は平地住居跡８の東側、「神窓」の外にあたる位置から出土したも

のである。１０は切断痕がある。１１はシカと思われる脛骨。臼歯とみられる歯型が複数残っており、ヒ

トまたは何らかの動物か噛んだ跡と推定される。１２はヒトの下顎切歯。乳幼児の脱落歯または成人の

歯根部がなくなったもののいずれかとみられる。

（阿部）

表�－３４ フローテーションほか検出掲載遺物一覧

挿図番号
掲載

番号

写真

図版
試料番号 遺構 層位 点数 種別 分類 部位

大きさ（�） 重さ

（�）
備考

長さ 幅 厚さ

図�－２７ １ 図版５８ オ２－２３３ UKS－３ １ 骨角器 釣針 針先 １．３ ０．３ ０．２ ０．０

図�－２７ ２ 図版５８ オ２－０５２ USD８－fp１ 上面 １ 骨角器 骨針 １．７ ０．３ ０．３ ０．０

図�－２７ ３ 図版５８ B－０７５ （X－１２４区） � １ 骨角製品 ２．１ １．９ ０．３ １．０

図�－２７ ４ 図版５８ B－００１ USD５－fp４ 灰 １ 骨角製品 ４．６ １．２ １．２ ２．１

図�－２７ ５ 図版５６ Sh－１５７ UFP－３４ ３ １ 自然遺物 エゾバイ科 ４．６ ２．９ ２．４ ２．７

図�－２７ ６ 図版５６ B－０５５ UFP－３３ ２ １ 自然遺物 クモガニ 指節 １．７ ０．６ ０．３ ０．１

図�－２７ ７ 図版５８ B－０２７ UFP－６ F＋A� １ 自然遺物 キツネ 踵骨 ３．０ １．３ １．１ ０．８

図�－２７ ８ 図版５８ B－０２７ UFP－６ F＋A� １ 自然遺物 イヌ科 肩甲骨 ５．３ ５．２ ０．４ ０．８

図�－２７ ９ 図版５８ B－００４ USD－８ １ 自然遺物 シカ 角 ７．８ ６．６ ３．０ ３１．４

図�－２７ １０ 図版５８ B－００８ USD－９ １ 自然遺物 シカ 角 ２．３ １．５ １．３ １．７ 切痕あり

図�－２７ １１ 図版５８ B－０３５ UFP－９ F＋A １ 自然遺物 シカ 脛骨 １３．９ ４．３ ２．６ ２０．０

図�－２７ １２ 図版５８ オ２－２１８ UFP－３３ A １ 自然遺物 ヒト 切歯 ０．６ ０．５ ０．４ ０．１ 小児
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図�－２７ 骨角器・動物遺存体
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S

D
－
５

U
S

D
－
８

U
S

D
－
９

焼
土
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２

焼
土
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焼
土
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他

計
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計
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１
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１２
２

焼
礫

１
１

１
１２

１２
１３

礫
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１
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７２
７２

２７
１

２
１
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４
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４
４

１７
１７
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２１
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品
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１

１
１

１
１

２
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ラ
ス
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品
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１
２

３
１

１
４

４
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明

２
２

２
２

鉄
製
品

（
全
）

１１
３

１４
７

１
８

７
１

８
８

１
９

２
２

１
１

４２
３
１２

１５
５７

銅
製
品

２
１

２
５

５
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銭

１
１
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２
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０
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０
０
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０
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０
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０

０
０
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０
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�
）
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８

７
１８

１１
２

１
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３
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）
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２
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５
４３

２
１３
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９

１
１

１
１

２
０

１
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０
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３
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３
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０
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１
２０
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３
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７
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８
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６
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付．溝（UD－１） （図�－２８）

位置：U－１２５・１２６、V・W－１２５、X－１２４・１２５、Y－１２３・１２４、Z－１２２・１２３、Z１－１２１

標高：１２．１～１２．９�付近
確認・調査・土層：�層上面の調査区南西側の斜面部において、溝状に Ta－aの広がりを確認した。

そのため、土層観察用のベルトを４ヶ所設定した後、掘り下げを行い、溝跡であることが判明した。

斜面にほぼ平行しており、北側は風倒木痕、南側は削平により部分的に壊されている。覆土は Ta－a

主体で黒色土が少量混ざる。

底面・壁：溝の幅は０．６～０．７�、深さは最大で０．４�を測る。底面はほぼ平坦で、壁は急角度に立ち
上がる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：Ta－a降下（１７３９年）以降。

（広田）

図�－２８ 溝〔UD－１〕
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� 縄文時代の遺構とその遺物



� 縄文時代の遺構とその遺物

１．概要（図�－１）

縄文時代の遺構は、A地区と C地区合わせて、竪穴住居跡６軒、土坑２３基、Tピット３基、焼土

１３４ヵ所、土器集中６ヵ所、フレイク集中７ヵ所、集石１ヵ所、粘土集中２ヵ所が検出されている。

その内、焼土に関しては列状に配置されたもの（焼土列）が２ヵ所、近接した場所での焼土の集中（焼

土群）が１ヵ所認められる。縄文時代の遺構の多くは�層で検出されたが、�層で焼土１ヵ所（UFP

－３２）と土器集中２ヵ所（UCP－２・３）が検出されている。�層で検出された遺構の時期は縄文
時代中期が主体で、竪穴住居跡、土坑、焼土、フレイク集中の多くはこの時期のものである。また、

早期の土坑、焼土も少数認められた。�層で検出された焼土と土器集中の時期は縄文時代晩期である。

図�－１ 縄文時代の遺構位置図

� 縄文時代の遺構とその遺物
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遺構の多くは A地区に分布し、C地区の遺構は焼土１３ヵ所と土器集中２ヵ所のみである。A地区

の遺構は標高１３�前後の平坦面に多く分布し、特に中央付近で竪穴住居跡、土坑、フレイク集中等が
密に検出された。また、調査区北西側と南西側の斜面部は遺構の分布が比較的希薄である。

遺構出土の遺物は土器約４，９７１点、石器等約４４，８１８点の計約４９，７８９点出土している。竪穴住居や土

坑、Tピットに伴うと考えられる遺物は少量で、大部分は覆土中から出土している。土器は�群 b－

１類が最も多い。石器等は道具類が非常に少なく、約４４，８１８点中、４４，３９１点がフレイクである。フレ

イクはフレイク集中（LFC）出土のものが約７割を占めている。 （広田）

２．竪穴住居跡 （図�－２～１４、表�－８～１１、図版２２～２９・６１～６３）

� 竪穴住居跡２〔LPD－２〕
位置：S－１３１・１３２ T－１３１・１３２ 標高１２．７０�付近の平坦面上に位置する
規模：３．０２�／２．５１�×（１．９６�）／（１．７３�）×０．４０�
平面形：楕円形 床面積：（４．７）�
確認・調査・土層：S・T－１３２区にかかる現代の撹乱を除去した所、その南側の断面で覆土状の土の

落ち込みと焼土を確認した。遺構を想定して、�－２層上面で精査を行ったところ、円形の黒色土の
広がりを検出した。広がりの中央付近を通るようにトレンチを設け、調査を行った結果、床面を検出

し竪穴住居跡であることが判明した。トレンチ沿いに土層観察用のベルトを十字に設定し、�・�層
を含む黒褐色土を掘り下げた。北側は撹乱により壊されている。遺物は約３	以下の小形の土器、石
器等は覆土一括で取上げ、３	以上の大形のものは地点計測を行った後、取上げた。床面直上～床面
にかけて出土した遺物は原則的に地点計測を行っている。また、覆土中から焼土を２ヵ所（LFP－５１

・５２）検出したが、本遺構廃棄後の埋没過程で投げ込まれたものと考えられる。

覆土は一部乱れているが、自然堆積と考えられる。１２層からなり、ほとんどが�層を主体とした暗
褐色～黒色の土層で、９層のみ�層を主体としている。また、南東側に堆積する６・１０・１１層は炭化
物を少量含む。

床面：�層をわずかに掘り込んで構築されている。形状はほぼ平坦で、やや硬質である。
壁：立ち上がりはややゆるやかに傾斜する。壁高は約４０	である。
付属構築物：〔炉跡〕床面南西部の壁際の約６０	×４０	の範囲で、深さ約１０	の掘り込みをもつ不整
楕円形の落ち込み（fp－１）が検出されている。覆土に焼土、炭化物を含むが、底面の被熱は認められ

ないため、炉かどうかは不明である。また、周辺にはうすい炭化物の広がりが検出されている。

〔付属ピット〕小形のピットが２個検出されている。床面北西部の壁際に位置する。平面形は不整の

円形で、深さは６～１０	と浅い。性格は不明だが、規模や位置から考えると柱穴の可能性もある。
遺物出土状況：出土遺物数は、土器等３６６点、石器等２，７４８点の計３，１１４点である。土器の内訳は、�
群 b－１類３５０点、
群 b類６点、石器等は、石鏃３点、石槍１点、両面調整石器５点、石錐１点、

スクレイパー４点、Rフレイク９点、Uフレイク２点、フレイク２，６９６点、石核２点、磨製石斧２点、

たたき石１点、焼け礫２点、礫１８点、軽石１点である。土製品は三角形土製品が７点、その他の土製

品が３点の計１０点出土している。また、旧石器時代のものと考えられるフレイクが１点出土している。

土器では�群 b－１類、石器ではフレイクが多く、どちらも９８％以上を占める。剥片石器の石材はほ

ぼ全て黒曜石で、fp１から頁岩製のフレイクが１点出土している。黒曜石は黒曜石７・８が主体で、

黒曜石１・６が少量ある。
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図�－２ 竪穴住居跡２〔LPD－２〕
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図�－３ 竪穴住居跡２出土の遺物
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床面および床面直上出土の遺物は、土器は５４点で、内訳は
群 b類３点、�群 b－１類５１点である。

石器は１６５０点で、内訳は石鏃１点、両面調整石器１点、スクレイパー１点、石核１点、フレイク１６４３

点、焼け礫１点、礫２点出土している。分布は覆土、床面共に西側がやや密である。また、fp－１に

ほぼ重なってフレイク集中（fc－１）が検出されている。フレイクは床面の fc－１出土のものがほと

んどである。

掲載遺物：〔土器等〕 １は縄文早期、２～６は縄文中期に属し、７～１３は土製品である。

１は
群 b類。短縄文押捺がみられる。住居跡覆土に混入したものとみられる。２・４は�群 b

類の同一個体。明黄褐色を呈する。肥厚する口唇部分に斜方向に刻みが施されており、剥離していた

肥厚帯が接合している。北筒式と思われる。３・５・６は天神山式で、うち５・６は同一個体。３・

５・６とも、半截竹管状施文具により刻み・沈線・押引文が施されている。６の隆帯は鋸歯状に垂下

し、それぞれ屈曲点から平行沈線が施されている。口唇上は刻みと１本の沈線がめぐっている。なお、

５・６は周辺の発掘区や３０�ほど低地側に離れた発掘区のほか、焼土列２の LFP－６１・７０から出土

した破片とも接合している。各片とも色調に若干の差がある。

７～１１は三角形土製品。�群 b類の土器片が用いられている。三辺を斜方向に磨りこんでいる。７

・８は土器片の表面が残存している。１２・１３は焼成粘土塊。一端は引きちぎったような跡がみられる。

〔石器〕１７は床面出土で、他は覆土出土である。１４～１７は剥片石器である。石材は黒曜石７ないし

８で、赤井川産の黒曜石と考えられる。１４はほぼ三角形の有茎石鏃である。左右はやや非対称で断面

形はやや厚みのあるレンズ状を呈する。１５は石錐。主要剥離面を背面に大きく残している。主に左側

縁に二次加工が施され、尖端部を作り出している。１６はスクレイパー。上部を欠失している。表面左

側縁に礫面を残し、円礫から剥がした縦長剥片を素材としている。右側縁に連続した調整を加え、鋭

角な刃部を作り出している。１７は石核。上部と左側面に礫面を残す。作業面は表・裏・右側面で、表

・裏面の打面は上で、側面の打面は横である。

１８は磨製石斧。基部から刃部にかけて大きく欠失している。両刃で全面に丁寧な研磨が施される。

鎬は不明瞭である。石材は蛇紋岩ないしロジン岩と考えられる。

１９はたたき石。やや大形な棒状の礫の両端部及び側面に部分的な敲打痕が観察される。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：床面出土の遺物から、縄文時代中期天神山式（�群 b－１類土器）の時期と考えられる。

本遺構は北側が一部撹乱により削平されているが、竪穴住居と考えられる。また、南西壁際で焼土、

炭化物を含む落ち込み（fp－１）が検出されているが、炉かどうかは不明である。柱穴の可能性があ

るピットが壁際に近接して２個（ph－１・２）検出されているが、柱穴全体の配置、上屋構造等は

不明である。また、覆土中から投げ込まれたと考えられる焼土が２ヵ所（LFP－５１・５２）検出されて

いる。性格は、覆土から床面にあるフレイク集中（fc－１）から多量のフレイクが出土しているため、

居住の場であると共に石器の加工の場だったと考えられる。 （広田）

� 竪穴住居跡３〔LPD－３〕
位置：Y－１２９・１３０ 標高１３．０�付近の平坦面上に位置する
規模：２．３９�／１．７９�×２．０２�／１．４７�×０．２４�
平面形：不整円形 床面積：２．２�
確認・調査・土層：Y－１３０区の�層上面で周辺を含めて精査を行ったところ、円形の黒色及び暗褐
色土の広がりを確認した。遺構を想定して、まとまりの中央付近を通るようにトレンチを設け、調査

� 縄文時代の遺構とその遺物

119



を行った結果、床面を検出し、竪穴住居跡であることが判明した。トレンチ沿いに土層観察用のベル

トを十字に設定し、�・�層を含む黒褐色土の覆土を掘り下げた。遺構の主体部分のある Y－１３０区

は�層上面まで掘り下げたため、床面近くで検出したが、Y－１３０区は�－２層中位から調査を行っ
た。遺物は約３	以下の小形の土器、石器等は覆土一括で取上げ、３	以上の大形のものは地点計測
を行った後、取上げた。床面直上～床面にかけて出土した遺物は原則的に地点計測を行っている。ま

た、覆土中から焼土を１ヵ所（LFP－２５）検出したが、本遺構廃棄後の埋没過程で投げ込まれたもの

と考えられる。

覆土は自然堆積と考えられる。１０層からなり、�層を主体とした上位の黒色～黒褐色の土層（１～
４層）と�層を主体とした暗褐色の土層（５～１０層）からなる。また７層のみ炭化物を少量含む。
床面：�層をわずかに掘り込んで構築されているが、東側はほぼ�層上面が床面となる。形状は平坦
で、やや軟質である。

壁：立ち上がりは全体的にゆるやかに傾斜する。壁高は最大２４	である。
付属構築物：〔炉跡〕床面北西部の壁際で約５０	×４６	の範囲で、深さ約１０	の掘り込みをもつ不整
円形の落ち込みが検出されている。覆土に焼土、炭化物を含むが、底面の被熱は認められないため、

確実に炉かどうかは不明である。また、床面東部で広い範囲で炭化物が薄く検出されている。

〔付属ピット〕やや大形のピットが１個（ph－４）小形のピットが３個（ph－１～３）、計４個検出

されている。いずれも北側にあり、ph－１・２は竪穴外に位置し、ph－４は竪穴外に張り出す。平

面形は不整円形で、深さは ph－１・３が２０	を越え、ph－２・４は約１０	とやや浅い。性格は規模、
位置から考えると ph－１～３は柱穴の可能性が高い。また、ph－４の性格は不明である。

遺物出土状況：出土遺物数は、土器３７４点、石器など４，４０６点の計４，７８０点である。土器の内訳は、�
群 b－１類３６９点、
群 b類４点、�群 c類１点、石器等は、石鏃３点、両面調整石器３点、スクレ

イパー１点、Rフレイク６点、フレイク４，３８０点、磨製石斧１点、礫６点である。土製品は三角形土

製品が５点出土している。また、旧石器時代のものと考えられるフレイクが１点出土している。剥片

石器の石材はほぼ全て黒曜石で、覆土から凝灰岩？製のフレイクが１点出土している。黒曜石は黒曜

石７・８が主体で、黒曜石１が少量ある。また、覆土７層から�群 b－１類土器がややまとまって出

土している。

床面および床面直上出土の遺物は、土器は２５点で、内訳は
群 b－４類１点、�群 b－１類２４点で

ある。石器等は４１点で、内訳は両面調整石器１点、スクレイパー１点、Rフレイク４点、フレイク３４

点、礫１点である。土製品は三角形土製品が３点出土している。分布は、覆土は西側、床面は北側と

南側がやや密である。また、北側で覆土から床面にかけてフレイク集中（fc－１）が検出されており、

土壌ごと取上げて水洗選別したものも含めて、フレイクが４，１６３点出土している。

掲載遺物：〔土器等〕 １～３は縄文中期に属し、４～８は土製品である。

１は�群 b－１類天神山式。炉の周辺から出土した大型破片である。表面は明褐色で強く被熱して

いるようにみられ、ざらついている。胴部くびれの部分が細かく剥離している。４単位の波状口縁の

深鉢で、口縁部の器壁が厚い。肥厚する口唇上や口縁～胴部の隆帯上に半截竹管状施文具により刻み

（沈線）が連続して施されている。２・３は半截竹管状施文具により隆帯上に押引文が施されている。

４～８は三角形土製品。�群 b類の土器片が用いられている。すべて三角錐状に三辺を斜方向に

磨りこんでいる。４・７は特に丁寧に磨りこまれている。

〔石器〕図示したのは２点でどちらも覆土出土である。９は石鏃である。先端部と基部を欠失する

ため形態は不明だが木葉形ないし菱形の可能性がある。１０は両面調整石器。形状、二次加工は石鏃に
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図�－４ 竪穴住居跡３〔LPD－３〕
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図�－５ 竪穴住居跡３出土の遺物
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似ており、石鏃未製品の可能性がある。表面右側縁に大きな剥離面を残す。石材は黒曜石７で、赤井

川産の黒曜石と考えられる。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：床面出土の遺物から、縄文時代中期天神山式（�群 b－１類土器）の時期と考えられる。

本遺構は小形で浅い竪穴住居と考えられる。また、北西壁付近で焼土、炭化物を含む落ち込み（fp

－１）が検出されているが、炉かどうかは不明である。柱穴の可能性があるピットが壁～壁外に近接

して３個（ph－１～３）検出されているが、柱穴全体の配置、上屋構造等は不明である。また、覆

土中から投げ込まれたと考えられる焼土が１ヵ所検出されている。性格は、覆土から床面にかけて検

出されたフレイク集中（fc－１）から多量のフレイクが出土しているため、居住の場であると共に石

器の加工の場だったと考えられる。 （広田）


 竪穴住居跡４〔LPD－４〕
位置：H・I－１３２ 標高１２．２０�付近の平坦面上に位置する
規模：―�／（２．１８�）×―�／（２．０７�）×０．０５�
平面形：不整円形？ 床面積：―�
確認・調査・土層：I－１３２区の�層下位で�群 b－１類土器がややまとまって確認されたため、周辺

の精査を行ったところ、わずかに黒褐色土の広がりを確認した。遺構を想定して、まとまりの中央付

近を通るようにトレンチ調査を行ったところ、明瞭な床面は確認できなかったものの遺物及び炭化物

の広がりを検出したため遺構と判断した。その後、トレンチ沿いに土層観察用のベルトを十字に設定

し、�・�層を含む黒褐色土を掘り下げ、精査を行ったところ、西側で焼土の広がりを確認したため、
竪穴住居と判断した。ほぼ床面で確認したため、床面の範囲及び壁は明瞭に確認することはできな

かった。遺物は約３	以下の小形の土器、石器等は覆土一括で取上げ、３	以上の大形のものは地点
計測を行った後、取上げた。床面直上～床面にかけて出土した遺物は原則的に地点計測を行っている。

覆土は自然堆積と考えられる。竪穴の覆土は１層のみで、�層の土が主体で�層の土が混ざる土層
である。

床面：�層中位が床面となる。全体的に平坦だが、やや凹凸が認められ、比較的軟質である。
壁：床面付近で検出したため立ち上がりの形状ほかは不明である。

付属構築物：〔炉跡〕床面西部の壁際で約４４	×４２	の範囲で、焼土、炭化物の混ざった黒褐色土の
広がりが検出された。下部で薄く被熱した赤褐色の範囲が確認されており、炉跡の可能性がある。ま

た、床面ほぼ中央で薄い炭化物の広がりが検出された。

〔付属ピット〕やや大形のピットが１個（ph－１）西側で検出されている。fp－１に近接し、床面

の範囲外に位置すると考えられる。平面形は不整楕円形で、規模は長軸５４	、短軸４４	で深さは約２２
	である。底面は平坦で、壁の立ち上がりは急角度である。性格は不明である。
遺物出土状況：出土遺物数は、土器４１５点、石器等６３５点の計１，０５０点である。土器の内訳は、�群 b

－１類４０９点、
群 b類５点、�群 b類１点である。石器等は、石鏃２点、スクレイパー１点、Rフ

レイク４点、Uフレイク１点、フレイク６０７点、礫１１点である。土製品は三角形土製品が９点出土し

ている。土器では�群 b－１類、石器ではフレイクが多く、どちらも９５％以上を占める。剥片石器の

石材は黒曜石７・８が主体で、黒曜石１・１０が少量ある。

床面および床面直上出土の遺物は、土器は２２３点で、内訳は
群 b類２点、�群 b類１点、�群 b

－１類２２０点である。石器等は１８６点で、内訳は石鏃２点、スクレイパー１点、Rフレイク１点、フレ
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図�－６ 竪穴住居跡４〔LPD－４〕
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図�－７ 竪穴住居跡４出土の遺物
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イク１７４点、礫６点である。土製品は三角形土製品が２点出土している。分布は、覆土は北東側、床

面は北西部から南東側にかけてやや密である。また、床面で中央から北西側にかけて細かい土器片の

集中が検出されている。

掲載遺物：〔土器等〕 １～６は縄文中期に属し、７～１２は土製品である。

１～５は�群 b－１類天神山式。地文はすべて複節 LRL縄文、文様は半截竹管状施文具で刻み・

沈線・押引文が施されている。２・３は同一個体。床面に散在していたもの。肥厚する隆帯に刻み

（沈線）を密に施している。５は半截竹管状施文具により刻み・沈線・押引文が施されているもので、

隆帯は鋸歯状に垂下し、それぞれ屈曲点から平行沈線が施されている。６は太い帯状の隆帯が貼り付

けられ、その上に縄端圧痕がある。�群 b－２類柏木川式に属するものであろう。

７～１２は三角形土製品。�群 b類の土器片が用いられている。三角錐状に三辺を斜方向に磨りこ

んでいる。７は渦巻状に沈線がえがかれている。８・９は表面に文様（押引文）が残っている。１０～

１２は表面も一部磨られている。

〔石器〕図示したのは１点のみである。１３は床面出土のスクレイパー。主に裏面の縁辺部に二次加

工が施され、裏面右側縁の下部に鋭角の刃部が作り出される。石材は黒曜石８で、赤井川産の黒曜石

と考えられる。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：床面出土の遺物から、縄文時代中期天神山式（�群 b－１類土器）の時期と考えられる。

本遺構は小形で浅い竪穴住居と考えられる。西壁際で炉と考えられる焼土（fp－１）が検出されて

いるが、被熱は弱い。ピットが壁外で１個（ph－１）検出されているが、性格は不明である。

（広田）

� 竪穴住居跡５〔LPD－５〕
位置：S－１３２・１３３ 標高１２．６０�付近の平坦面上に位置する
規模：２．５５�／２．２３�×（２．１８�）／２．０１�×０．２９�
平面形：不整楕円形 床面積：３．１�
確認・調査・土層：S－１３２区の�－２層上面で周辺を含めて精査を行ったところ、円形の黒色及び
黒褐色土の広がりを確認した。遺構を想定して、まとまりの中央付近を通るようにトレンチを設け、

調査を行った結果、床面と焼土を検出し、竪穴住居跡であることが判明した。トレンチ沿いに土層観

察用のベルトを十字に設定し、�・�層を含む黒褐色土の覆土を掘り下げた。遺物は約３	以下の小
形の土器、石器等は覆土一括で取上げ、３	以上の大形のものは地点計測を行った後、取上げた。床
面直上～床面にかけて出土した遺物は原則的に地点計測を行っている。また、覆土中から焼土を２ヵ

所（LFP－４６・４７）検出したが、本遺構廃棄後の埋没過程で投げ込まれたものと考えられる。

覆土は一部乱れており、自然堆積ではない可能性もある。８層からなり、�層を主体とした黒色～
黒褐色の土層である。また６・７層は炭化物を少量含む。

床面：�層を掘り込んで構築されている。形状は平坦で、やや硬質である。
壁：立ち上がりは全体的にやや急だが、北側は比較的ゆるやかな傾斜である。壁高は最大２９	を測る。
付属構築物：〔炉跡〕床面北西部の壁際で約４４	×３４	の範囲で、深さ約８	の掘り込みをもつ不整
円形の落ち込みが検出されている。覆土に焼土、炭化物を含むが、底面の被熱は認められないため、

炉かどうかは不明である。また、床面中央よりやや北西側で炭化物が薄く検出されている。

〔付属ピット〕ピットが５個（ph－１～５）検出されている。また、ピット番号は付けていないが、
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図�－８ 竪穴住居跡５〔LPD－５〕
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図�－９ 竪穴住居跡５出土の遺物
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北西壁部分に竪穴外に張り出す、ごく浅い落ち込みが検出されている。平面形は ph－２～４が不整

形で、ph－１が不整楕円形である。深さは ph－２が８	とやや浅く、他は１０～１４	を測る。ph－１

は段状の構造で西側がやや深くなっている。ph－２・３は接しており、一個の可能性もある。ph－

４・５は壁側がややオーバーハングしている。性格は平面形が不整形で、浅いものが多いため判断が

難しいが、配置から考えると柱穴の可能性もある。

遺物出土状況：出土遺物数は、土器３１５点、石器など２，０６９点の計２，３８４点である。土器の内訳は、�
群 b－１類２８２点、�群 b－３類１９点、
群 b－４類１１点、
群 b－１類１点、�群 b類１点、
群 b

類１点である。石器等は、石鏃５点、両面調整石器３点、スクレイパー３点、Rフレイク８点、U

フレイク１点、フレイク２，０３１点、磨製石斧４点、礫９点である。土製品は三角形土製品が３点、不

明２点が出土している。また、旧石器時代のものと考えられる細石刃やフレイクが３８点出土している。

剥片石器の石材はほぼ全て黒曜石で、頁岩製のスクレイパー１点と少量のフレイクが出土している。

黒曜石は黒曜石７・８が主体で、黒曜石１、１０が少量ある。黒曜石３・４は全て旧石器時代の石器で

ある。

床面および床面直上出土の遺物は、土器は３７点で、内訳は�群 b－１類３５点、�群 b－３類１点、

不明１点である。石器等は４３８点で、内訳は石鏃４点、Rフレイク１点、フレイク４２９点、礫３点であ

る。土製品は三角形土製品が１点出土している。分布は、覆土ではあまり偏らず全体的に出土してい

る。床面もあまり偏りは認められないが、fc－３周辺がやや多い。また、フレイク集中が、覆土の北

側で１ヵ所（fc－４）、床面中央から南西側にかけて３ヵ所（fc－１～３）の計４ヶ所確認されてい

る。比較的密度は薄く、土壌ごと取上げて水洗選別したものも含めて、フレイク、石鏃、Rフレイク

が計２０６点出土している。

掲載遺物：〔土器等〕 １・２は縄文早期、３～６は縄文中期に属し、７・８は土製品である。

１は東釧路�式、２は東釧路�式。ともに住居跡覆土に混入したものとみられる。３～５は天神山
式。３・４は肥厚する口唇上に刻み（沈線）が施されている。４は波状口縁波頂部にくぼみを設けて

いる。６は口唇部が欠損しているが、深い円形刺突がある。北筒式とみられる。

７・８は三角形土製品。�群 b類の土器片が用いられている。すべて三角錐状に三辺を斜方向に

磨りこみ、稜に直交する２本組みの沈線が施されている。この加工がある三角形土製品が複数出土し

た遺構は当竪穴住居跡のみである。

〔石器〕剥片石器３点を図示した。９はほぼ五角形の石鏃。丁寧な二次加工により小形で薄身に作

られている。基部はやや浅く内湾する。１０は両面調整石器。下部を欠失する。形状や加工から石鏃の

未製品の可能性もある。１１はスクレイパー。被熱のため多くの部分を欠失している。右側縁に細かい

二次加工により刃部が作り出されている。石材は９・１０が黒曜石７で、赤井川産と考えられる。１１は

頁岩である。

重複・新旧関係：旧石器時代の石器集中（LCS－３）の一部を壊して作られている。

時期：床面出土の遺物から、縄文時代中期天神山式（�群 b－１類土器）の時期と考えられる。

本遺構は小形の竪穴住居と考えられる。北西壁付近で焼土、炭化物を含む落ち込み（fp－１）が検

出されているが、炉かどうかは不明である。ピットが壁際に５個（ph－１～５）検出されており、

配置から考えると柱穴の可能性がある。北西壁には浅い落ち込みを伴う張り出し部分が認められる。

また、覆土中から投げ込まれたと考えられる焼土が２ヵ所（LFP－４６・４７）検出されている。性格は、

床面にあるフレイク集中（fc－１～５）からフレイクが出土しているため、居住の場であると共に石

器の加工の場であった可能性がある。 （広田）
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� 竪穴住居跡６〔LPD－６〕
位置：V－１３５・１３６ W－１３５・１３６ X－１３５・１３６ 標高１３．０�付近の平坦面上に位置する
規模：８．０８�／７．８２�×５．２５�／５．０５�×０．３９�
平面形：不整楕円形 床面積：（３２．５）�
確認・調査・土層：W－１３６区の２５％調査を行ったところ、�層上面で焼土や�群 b－１類土器がや

やまとまって検出された。そのため、�－２層上面で周辺の精査を行ったところ、円形の黒色及び黒
褐色土の大形の広がりを確認した。遺構を想定して、まとまりの中央付近を通るようにトレンチを設

け、調査を行った結果、床面と焼土を検出し、竪穴住居跡であることが判明した。トレンチ沿いに土

層観察用のベルトを十字に設定し、�・�層を含む黒褐色土の覆土を掘り下げた。北東側の壁付近は
わずかに平成１４年度の調査区にかかっている。遺物は約３	以下の小形の土器、石器等は覆土一括で
取上げ、３	以上の大形のものは地点計測を行った後、取上げた。床面直上～床面にかけて出土した
遺物は原則的に地点計測を行っている。また、覆土中から焼土を１０ヵ所（LFP－８６～９４・１２０）検出

したが、多くのものは本遺構廃棄後の埋没過程で投げ込まれたものと考えられる。また、LFP－１２０

は縄文時代早期の焼土と考えられる。

覆土は自然堆積と考えられる。１４層からなり、多くは�層を主体とした黒色～黒褐色の土層で、１３
層は�層を主体とする土層である。覆土中に炭化物、焼土粒はほとんど認められなかった。
床面：�層上面で大部分が構築されているが、東側は�層を１０	程掘り込んでいる。形状は平坦で、
やや硬質である。

壁：立ち上がりの傾斜は全体的にやや急角度である。壁高は規模と比べてやや浅いが、最大３９	を測
る。

付属構築物：〔炉跡〕床面から炉跡と考えられる焼土が１０ヵ所（fp－１・３～１０・１２）検出されてい

る。fp－２・１１は当初本遺構に伴う焼土と考えていたが、調査の結果別の時期であることが判明した

ため、欠番となっている。炉は床面中央のやや外側に分布している。平面形は不整の円形、楕円形が

多いが、fp－１のみ不整形である。規模は約１５～７０	と幅があるが、３０	前後のものが最も多い。長
軸の最大は fp－１の７０	、最小は fp－５で１５	を測る。炉は全て掘り込みのない地床炉である。全
体的に被熱の著しいものが多いが、fp－４・５・１２の被熱はやや弱い。

〔付属ピット〕ピットが２９個（ph－１～２９）検出されている。分布は床面全体に認められるが、南

西側がやや少ない。平面形はやや不整の円形、楕円形である。深さはばらつきがあるが、２０	以上の
深いもの（ph－６・１４・１６・１９・２６）、１０～２０	程度のもの（ph－３・４・８・２０・２３・２４・２５・２７

・２８）、１０	以下のもの（ph－１・２・５・７・９・１０・１１～１３・１５・１７・１８・２１・２２）に分けるこ

とができる。壁の立ち上がりの傾斜は急角度のものとやや緩やかなものに分けられ、深いものは急角

度で、浅いものは緩やかに立ち上がる傾向がある。また、ph－１６は立ち上がりが南側に傾いている。

形状から考えると多くのピットは柱穴の可能性が高いが、規則的な配置は認められず、上屋構造は不

明である。

遺物出土状況：出土遺物数は、土器４５３点、石器等２，６１０点の計３，０６３点である。土器の内訳は、�群
b－１類４０４点、�群 b－３類１８点、
群 b類９点、�群 a類９点、�群 b類８点、
群 b－１類２点、


群 a類１点、�群 b類１点、不明１点である。石器等は、石鏃２点、石槍１点、面調整石器２点、

スクレイパー１点、Rフレイク７点、Uフレイク２点、石核１点、フレイク２，５４０点、磨製石斧１２点、

すり石１点、焼礫３点、軽石１点、礫３１点である。土製品は三角形土製品が２点、その他の土製品が

２点出土している。また、旧石器時代のものと考えられるフレイクが２点出土している。
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剥片石器の石材は黒曜石が多いが、頁岩製の Rフレイク２点、フレイク１点、泥岩製のフレイク

１点、珪岩製のスクレイパーが１点出土している。黒曜石は黒曜石７・８が主体で、黒曜石１、１０が

少量認められる。黒曜石３は旧石器時代の石器のみである。

床面および床面直上出土の遺物は、土器は５７点で、内訳は�群 b－１類５６点、�群 b類１点である。

石器等は１，０１３点で、内訳は Rフレイク１点、フレイク１，００２点、石斧２点、すり石６点、礫１点で

ある。土製品は焼成粘土塊が１点出土している。

分布は、覆土では中央付近から北東側にかけてが少なく、周辺が多い。遺物の種類ごとの偏りは特

に認められない。床面直上、床面も中央付近から北東側にかけてが少なく、西側がやや多い。また、

フレイク集中が覆土下部で１ヵ所（LFC－１０）、床面北西部の壁際で１ヵ所（fc－１）確認されてい

る。床面の fc－１は、土壌ごと取上げて水洗選別したものも含めて、Rフレイク１点、フレイク９３８

点が出土している。

掲載遺物：〔土器等〕 １は縄文早期、２～１１は縄文中期、１２は縄文後期に属し、１３～１５は土製品で

ある。

１は
群 b類。組紐圧痕がみられる。住居跡覆土に混入したものとみられる。２～８は�群 b－１

類天神山式。２は肥厚する口唇が丸みを帯びている。逆に３は口唇が角形で、波状口縁波頂部に小さ

なくぼみを設けている。竪穴住居跡５出土の４に類似する。４・５とも半截竹管状施文具が用いられ

ている。５～８は幅広の隆帯上に刻み（沈線）が施されている。地文は５・７が LR、６・８が RLR

で、いずれもはじめの撚りが Rである。７の口唇部は断面三角形に鋭く肥厚している。９～１１は北

筒式と思われる。１０は内面口縁付近を少しくぼませている。やや小型で深い円形刺突がある。１１はや

や大型の円形刺突がある。内面口縁付近にも LR縄文が施されている。１２は�群 b類ウサクマイ C

式に属する。角形口唇上にも LR縄文が施されている。口唇下に１条の平行沈線、その下に鋸歯状沈

線がやや密にえがかれている。

１３～１５は三角形土製品。�群 b類の土器片が用いられている。三辺を斜方向に磨りこんでいる。

１３は稜に直交する沈線が連続して施され、丁寧に仕上げられている。１４は断面の斜方向へのすり込み

が弱く、土器片の表面が大きく残存している。１５はやや成形が粗雑で、土器表面の押引文が残ってい

る。

〔石器〕剥片石器３点を図示した。１６は柳葉形の石鏃。小形の薄い縦長剥片を素材とし、周縁部の

み二次加工を施している。１７は石槍。左右はやや非対称で、基部が太く菱形に近い形状である。素材

面を残さず全面に二次加工が施される。１８はスクレイパー。厚みのある縦長剥片を素材とし、両側縁

に急角度の刃部を作り出している。石材は１６が黒曜石７、１７が黒曜石８でどちらも赤井川産と考えら

れる。１８の石材は珪岩である。

重複・新旧関係：LPI－６より古く、LPI－２２より新しい。

時期：床面出土の遺物から、縄文時代中期天神山式（�群 b－１類土器）の時期と考えられる。

本遺構は大形の竪穴住居である。竪穴の規模は最大だが、掘り込みは比較的浅い。炉と考えられる

焼土が床面中央やや外側から１０ヵ所検出されているが、規則的な配置はあまり認められない。柱穴と

考えられるピットが２９個確認できたが、配置は不規則で上屋構造は不明である。覆土中から床面付近

にかけて焼土が１０ヵ所検出されているが、本遺構に伴うものではない。性格は、床面にあるフレイク

集中（fc－１）の存在から、居住の場であると共に石器の加工の場であった可能性が考えられる。

（広田）
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図�－１０ 竪穴住居跡６〔LPD－６〕�
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図�－１２ 竪穴住居跡６〔LPD－６〕
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図�－１３ 竪穴住居跡６出土の遺物
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� 竪穴住居跡７〔LPD－７〕
位置：Z－１２６・１２７ 標高１３．１�付近の平坦面上に位置する
規模：２．８２�／２．４８�×２．６５�／２．３６�×０．３１�
平面形：ほぼ円形 床面積：４．４�
確認・調査・土層：�層包含層調査中�層付近まで掘り下げたところ、ほぼ円形の黒色土の落ち込み
を確認した。十字状に細いトレンチを設定して掘り下げ土層を観察した結果、黒色土とローム層の明

瞭な境界が現れ、遺構と判断した。黒色土を掘り下げたところ、遺構内に柱穴は検出されなかったが

炉とみられる赤褐色のまとまりを検出し、�層から掘り込んだ竪穴住居跡と認定した。
土層は、��層に相当する黒色土が中央部のほとんどと壁面側の上位を占め、��～�層に相当す
る褐色土や黒色土が混在する層が壁側の中位～下位、�炭化物やフレイクチップを多量に含むやや軟
質の黒褐色土が南半の最下層に広がる。

床面：�層を掘り込んで構築している。ほぼ平坦であるが、北側に向かってやや高まっている。軽石
を多く含み、やや硬質である。

壁：立ち上がりは南側がやや急で北側がややゆるやかな傾斜である。西側および東側は木根などによ

りやや判別しにくい状況であった。壁高は約２０	である。
付属構築物：〔炉〕LPD７－fp１ 規模：０．４０�×０．３６�×０．０２�
床面中央よりわずかに南西側にほぼ円形の地床炉がある。赤褐色を呈し、強く被熱している。上面

および周囲の覆土からやや大型の炭化材片が多く出土している。

〔付属柱穴〕LPD７－ph１～５

竪穴住居内からは検出されなかった。住居外から柱穴状小ピットが５個検出された。全周囲をめぐ

る状況ではないが、北西側に２基・南側に２基・東側に１基確認できた。柱穴の覆土はややしまりの

ある黒色土である。径は１５～２０	、深さは５～８	で浅い。住居跡壁面から５０～８０	離れており、住
居側に大きく傾いているように観察される。

遺物出土状況：土器・石器等の総数は６５２点である。この内訳は土器１４点、石器等６３８点である。石器

等のうち６２０点はフレイク・チップである。また旧石器の可能性がある遺物が剥片など１３点出土して

いる。床面からは遺物は出土していない。しかし炭化材片を多く含む覆土最下層からフレイク・チッ

プが５７６点、Rフレイクが１点、細石刃など旧石器遺物が４点出土しており、大部分が土壌水洗によ

り得られた遺物である。覆土の上位からは土器１４点、石器等６２点が出土している。土器は
群 b－１

～b－２類が１２点、
群 b－４類が１点、�群 b－１類が１点である。石器等はスクレイパー１点、R

フレイク２点、Uフレイク１点、フレイク５０点のほか、細石刃など旧石器遺物が８点出土している。

また炉付近の覆土から炭化材片がやや多く出土している。

掲載遺物：〔石器〕剥片石器１点を図示した。１はスクレイパー。縦長剥片を素材とし、表面には礫

面を大きく残す。表面左側縁中央部付近に二次加工が施され、やや内湾する刃部が作り出されている。

石材は黒曜石８で赤井川産と考えられる。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：出土土器が少なく、床面からも出土していないため明確には判断できないが、他の住居跡と検

出面や形態が類似することから、�群 b－１類土器を伴う縄文時代中期のものと思われる。なお、炉

付近の覆土２層から出土した炭化材の１４C年代測定の結果、４，１４５±３５yrB.P．（同位体補正値）の数

値が得られた（�章－１）。 （阿部）
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図�－１４ 竪穴住居跡７〔LPD－７〕
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３．土坑 （図�－１５～１９、表�－８・９、図版３０・５９・６４）

� 土坑５〔LPI－５〕

位置：Y－１２４ 標高１２．２�～１２．５�
規模：―／１．６７�×（１．２６�）／１．０４�×０．１４�
平面形：不整楕円形？ 長軸方向：N－２６°－W

確認・調査・土層：A地区南西側の斜面部である Y－１２４区の�層調査中、土器のまとまりを検出し
たため、土器の検出面で精査を行った結果、黒色土の楕円形の広がりを確認した。遺構を想定して、

広がりの長軸から南側の黒色土を掘り下げたところ、坑底面を検出し、フレイク等の遺物も検出した

ことから土坑と判断した。確認面が�層だったため、掘り込みは浅いが、掘り込み面は�－２層と考
えられる。北東側の土坑の外側からピットが２個検出されている。規模は確認面で２０	程度、深さは
１０～１４	を測る。また、西側覆土中に薄い小さな焼土が検出された。
覆土は１層で、�層を主体とした黒色～黒褐色の土層で、�層が少量混ざる。覆土中に炭化物が少
量認められた。

壙底・壁：坑底面は�層中に構築されている。全体に浅い皿状である。斜面部に構築されているため、
西側ほぼ半分の壁は確認できなかった。

遺物出土状況：出土遺物数土器５５点、石器など２３点の計７８点である。土器の内訳は�群 b－１類５３点、


群 b－１類１点、
群 b－４類１点、石器等の内訳は、石鏃１点、フレイク２１点、礫１点である。

剥片石器の石材は全て黒曜石である。黒曜石は黒曜石１が主体で、黒曜石７、８が少量認められる。

坑底面および坑底面直上出土からは、�群 b－１類土器４９点、フレイク１２点が出土している。分布は

北側がやや多い。

掲載遺物：〔土器〕１は�群 b－１類天神山式。口縁部から底部付近までのうち半個体分がまとまっ

て出土していたもので、残り半分は欠損していた。遺跡内で唯一復元できた天神山式土器である。４

単位の波状口縁で口縁部はやや外反する。胴部のふくらみは弱い。肥厚する口唇上に絡条体圧痕を連

続して施し、胴部は地文 RLRに半截竹管状施文具で平行沈線をえがいている。隆帯上は押引文がて

いねいに施されている。全体的に赤褐色～黒褐色を呈し、内面調整はていねいである。

時期・性格：床面出土の遺物から、縄文時代中期天神山式（�群 b－１類土器）の時期と考えられる。

覆土が浅かったため自然堆積かどうかは不明であるが、坑底付近の土器の出土状況や、フレイクの存

在から土坑墓の可能性がある。

� 土坑６〔LPI－６〕
位置：W－１３５ 標高 －

規模：０．６５／（０．５３）m×（０．５１m）／０．２８m×０．２３m

平面形：不整楕円形？ 長軸方向：N－１７°－W

確認・調査・土層：A地区東側に位置する LPD－６のトレンチ調査中、土層断面で黒色土の落ち込

みを検出したため、周辺の精査を行った結果、黒色土の半惰円形の広がりを確認した。遺構を想定し

て、黒色土を掘り下げたところ、坑底面を検出し土坑と判断した。確認面が LPD－６の床面だった

ため、掘り込み面は不明だが、土層観察からは LPD－６の覆土を切っており LPD－６より新しい土

坑である。北側約半分をトレンチで壊したため、正確な規模は不明だが、確認面で７０	程度、深さは
２４	を測る。
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覆土は２層からなる。どちらも�層を主体とした黒色～黒褐色の土層で、�層が少量混ざる。
壙底・壁：坑底面は LPD－６の覆土中に構築されている。断面は碗型の形状で、壁は急角度に立ち

上がる。

遺物出土状況：出土遺物点数は�群 b－１類土器３点、フレイク６点、礫２点の計１１点で、全て覆土

出土である。石器の石材は全て黒曜石である。黒曜石は黒曜石１・７が見られる。

掲載遺物：〔土器〕２は�群 b－１類天神山式の深鉢胴下部。複節 RLR縄文と半截竹管状施文具に

よる平行沈線がみられる。

重複：LPD－６より新しい。

時期・性格：覆土出土の遺物から、縄文時代中期天神山式（�群 b－１類土器）の時期の可能性があ

る。また、性格は不明。 （広田）


 土坑７ 〔LPI－７〕
位置：Z－１２３ 標高１２．０�～１２．３�、調査区の南部、平坦地から低地部への斜面際
規模：１．８８�／１．６８�×１．１８�／０．９６�×０．３３�
平面形：ほぼ楕円形 長軸方向：N－３゜W

確認・調査・土層：包含層調査中、�層上面において黒褐色土の範囲を検出した。土層観察用の土手
を設定し掘り下げ、平坦面を検出し土坑と判断した。覆土は鉄分集積部を多く含む黒色土が主体と

なっている。

坑底・壁：坑底はやや低地側に傾斜するもののおおむね平坦である。壁は、北側の平坦地側は床面と

の境界が明瞭であるが、南側は低地側に開いている。流水などにより開析されたものと考えられる。

なお、床面北側隅に径３４	×２８	、深さ２０	ほどの小土坑がある。
遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期・性格：土坑５（LPI－５）と立地・形状が類似することから、�群 b－１類土器を伴う縄文時

代中期のものとみられる。用途は不明である。

� 土坑８〔LPI－８〕
位置：Z１－１２５ 標高１２．９�～１３．０�
規模：０．６０�／０．５１�×０．５９�／０．５０�×０．１６�
平面形：ほぼ円形

確認・調査・土層：�層上面付近で黒色土の落ち込みを検出した。半截し掘り下げたところ、平坦面
と壁の立ち上がりを検出し、土坑と判断した。覆土はほぼ一層の黒色土である。自然堆積土とみられ

る。掘り込み面は�層下位～�層と思われる。
坑底・壁：坑底は軽石を多く含みやや硬質な�層中にあり、おおむね平坦であるが若干の凹凸がある。
壁の立ち上がりは急で、垂直に近い。

遺物出土状況：覆土中から
群 b類土器片９点、フレイク３点、礫２点が出土している。

掲載遺物：〔土器〕３・４は
群 b－１類。短縄文が施されている。４の底部はやや張り出している。

組紐圧痕が一部観察される。

時期・性格：出土遺物から、
群 b－１類土器を伴う縄文時代早期のものとみられる。用途は不明で

ある。
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� 土坑９〔LPI－９〕
位置：W－１３１ 標高１２．８�～１２．９�
規模：１．０１�／０．７５�×０．６１�／０．４６�×０．３７�
平面形：ほぼ楕円形 長軸方向：N－３０゚ W

確認・調査・土層：�層上面で黒色土の落ち込みを検出した。半截し掘り下げたところ、平坦面と壁
の立ち上がりを検出し、土坑と判断した。覆土は�黒褐色土�黒色土�暗褐色土�褐色土と椀状ある
いはレンズ状にきれいに堆積しており、自然堆積土である。掘り込み面は�層下位～�層とみられる。
坑底・壁：坑底は�層中に達し堅く、ほぼ平坦である。壁の立ち上がりはやや急である。
遺物出土状況：覆土中から�群 b－１類土器片が１点、フレイク２点、礫３点、軽石１点が出土した。

また炭化材片がわずかに出土している。

重複：西側の一部が土坑１１（LPI－１１）と重複しており、土坑９の方が新しい。

時期・性格：縄文時代早期または中期のいずれかと考えられるが、明確な根拠に乏しい。形状・規模

から土坑墓の可能性があるものの、用途は不明である。

� 土坑１０〔LPI－１０〕
位置：X－１２９ 標高１２．９�付近
規模：１．６０�／１．４３�×１．２６�／０．９７�×０．２０�
平面形：ほぼ楕円形 長軸方向：N－７０゚ E

確認・調査・土層：�層上面で黒色土の落ち込みを検出した。半截し掘り下げたところ、平坦面と壁
の立ち上がりを検出し、土坑と判断した。覆土は�黒色土�黒褐色土�暗褐色土と椀状あるいはレン
ズ状にきれいに堆積しており、自然堆積土である。掘り込み面は�層下位～�層とみられる。
坑底・壁：坑底は�層中に達し堅く、ほぼ平坦である。壁の立ち上がりはやや急で、坑口部に向かっ
てやや緩やかな傾斜になっている。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期・性格：縄文時代早期または中期のいずれかと考えられるが、明確な根拠に乏しい。形状・規模

から土坑墓の可能性があるものの、用途は不明である。

� 土坑１１〔LPI－１１〕
位置：W－１３１ 標高１２．８�付近
規模：１．０４�／（０．９２�）×０．６２�／０．５３�×０．１６�
平面形：ほぼ楕円形 長軸方向：N－１５゚ W

確認・調査・土層：土坑９を精査中、隣接した位置から�層上面において黒色土の落ち込みを検出し
た。半截し掘り下げたところ、平坦面と壁の立ち上がりを検出し、土坑と判断した。覆土は上位が黒

褐色土、下位が暗褐色土で、自然堆積土と考えられる。掘り込み面は�層下位～�層とみられる。
坑底・壁：坑底は�層下位で、北側はほぼ平坦であるが南側は木根により撹乱を受けている。壁の立
ち上がりはやや急である。

遺物出土状況：遺物は出土しなかった。

重複：東側の一部が土坑９（LPI－９）と重複しており、土坑１１の方が古い。

時期・性格：時期不明である。形状・規模から土坑墓の可能性があるものの、用途は不明である。

（阿部）
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� 土坑１２〔LPI－１２〕
位置：U－１３１ 標高１２．６０�
規模：０．８９�／０．６７�×０．６８�／０．４３�×０．１９�
平面形：不整楕円形状 長軸方向；

確認・調査・土層：A地区ほぼ中央部の平坦面、U－１３１区の�層上面付近で黒色土の楕円形の広が
りを検出した。周辺の精査後、短軸方向で半截した結果、坑底と壁の立ち上がりを確認した。確認面

は�層上面だが、本来の掘りこみ面は�層と考えられる。覆土は３層からなり、�層を主体とした黒
褐色ないし暗褐色の土層（１・２層）と、�層を主体とした黄褐色の土層（３層）に分かれる。
坑底・壁：坑底は�層を２０	程度掘り込んでいる構築されている。坑底面はほぼ平坦で、壁の立ち上
がりは比較的緩やかである。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期・性格：遺物が出土していないため正確な時期は不明だが、検出層位から縄文時代と考えられる。

性格は不明である。

（広田）

� 土坑１３～１８〔LPI－１３～１８〕
位置：P－１２８ Q－１２８・１２９ 標高１２．４�～１２．５�
規模：LPI－１３ ０．４６�／０．３３�×０．４０�／０．３４�×０．１６�

LPI－１４ ０．４２�／０．３１�×０．４１�／０．２７�×０．０８�
LPI－１５ ０．４１�／０．３１�×０．３６�／０．２２�×０．１３�
LPI－１６ ０．５１�／０．４０�×０．３８�／０．２７�×０．１２�
LPI－１７ ０．３２�／０．２２�×０．３１�／０．２１�×０．１１�
LPI－１８ ０．３４�／０．２２�×０．２９�／０．１７�×０．１８�

平面形：ほぼ円形

確認・調査・土層：包含層調査中、�層上面において約４�×３�の範囲から、小型で円形の黒色土
の落ち込みを複数検出した。それぞれ半截し掘り下げたところ、平坦面と壁の立ち上がりを検出し、

一部の根穴と考えられるものを除き土坑と判断した。土坑間距離はやや不規則ながら、３基ずつ２列

あるいは２基一組が３ヵ所の小型土坑群の様相を呈している。覆土はすべて黒色土が主体となってい

る。掘り込み面は�層付近と考えられる。
坑底・壁：坑底は�層下位～�層で、底面はやや凹凸があるものが多い。壁の立ち上がりは土坑１６
（LPI－１６）を除いてやや急である。

遺物出土状況：土坑１３（LPI－１３）の坑口部から石鏃が１点出土した。そのほかの土坑から遺物は出

土しなかった。

掲載遺物：〔石器〕５は石鏃である。小形で薄く、形状は五角形に近い。石材は黒曜石７で、赤井川

産と考えられる。

時期・性格：時期不明である。用途は不明である。
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� 土坑１９〔LPI－１９〕
位置：O－１２９ 標高１２．５�付近
規模：０．５１�／０．３７�×０．４１�／０．３２�×０．１３�
平面形：ほぼ楕円形 長軸方向：N－５゜E

確認・調査・土層：包含層調査中、�層上面において小型で円形の黒色土の落ち込みを検出した。半
截し掘り下げたところ、平坦面と壁の立ち上がりを検出し、土坑と判断した。黒色土が主体となって

いる。掘り込み面は�層付近と考えられる。
坑底・壁：坑底は�層上位で、わずかに東側が深くなっている。壁の立ち上がりは、東側がやや急で
西側がやや緩やかである。

遺物出土状況：遺物は出土しなかった。

時期・性格：縄文時代早期または中期のいずれかと考えられるが、明確な根拠に乏しい。時期不明で

ある。土坑１３～１８と形態・規模が類似しており同様のものと考えられるが、用途は不明である。

� 土坑２０ 〔LPI－２０〕
位置：M－１２９ 標高１２．６�付近、調査区西部の平坦地
規模：１．９１�／１．７６�×１．７０�／１．５７�×０．１８�
平面形：ほぼ円形 長軸方向：N－２３゚ W

確認・調査・土層：包含層調査中、�層において黒色土の範囲を検出した。土層観察用の土手を設定
し掘り下げ、平坦面と壁面を検出し土坑と判断した。覆土は壁面付近に暗褐色土や黒褐色土が堆積し、

その上位に黒色土が堆積している。いずれも自然堆積と考えられる。また北西側の覆土最下層から焼

土ブロックが２ヵ所検出された。暗赤褐色に被熱したやや軟質な土壌である。

坑底・壁：坑底は�層上面付近にあり、やや軟質なローム面である。ほぼ平坦である。壁は北側がや
や急に立ち上がり、西～南側はやや緩やかである。

遺物出土状況：覆土から
群 b類土器１点とつまみ付きナイフ１点が出土している。また炭化材片

が焼土周辺から少量出土している。

掲載遺物：〔石器〕６はつまみ付きナイフである。小形で表面周辺部と裏面右側縁部に細かい連続し

た二次加工を施している。石材は頁岩である。

時期・性格：
群 b類土器を伴う縄文時代早期のものとみられる。なお焼土周辺出土の炭化材の１４C

年代測定の結果、６，２２５±４０の数値が得られた（�章－１）。形状や焼土の存在から住居跡の可能性が
あるが、規模がやや小さく柱穴が検出されていないことから、住居跡の認定は難しいと思われる。や

や大型の土坑としておく。

� 土坑２１〔LPI－２１〕
位置：T－１３１ U－１３１ 標高１２．５�付近
規模：（０．９９）�／（０．９１�）×０．９０�／０．８０�×０．０９�
平面形：ほぼ楕円形 長軸方向：N－５６゚ E

確認・調査・土層：包含層調査において�層まで掘り下げたところ、長楕円形の黒色土と楕円形の黒
褐色土が重複して確認された。長楕円形部分を調査したところ Tピット（LTP－１０）であることが

確認された。その後、残りの楕円形部分を半截し掘り下げたところ、平坦面と壁の立ち上がりを検出

し、土坑と判断した。覆土は黒褐色～暗褐色土で、自然堆積土と考えられる。掘り込み面は�層下位
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とみられる。

坑底・壁：坑底は�層で、若干の凹凸があるもののほぼ平坦である。壁の立ち上がりはゆるやかであ
る。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

重複：西側が Tピット１０（LTP－１０）と重複しており、土坑２１の方が古い。

時期・性格：縄文時代早期または中期のいずれかと考えられるが、明確な根拠に乏しい。時期不明で

ある。形状・規模から土坑墓の可能性があるものの、用途は不明である。 （阿部）

� 土坑２２〔LPI－２２〕
位置：W－１３５ 標高１２．７�～１２．８�
規模：１．０７�／０．９１�×０．８０�／０．６０�×０．３０�
平面形：不整楕円形 長軸方向：N－ ゜－E

確認・調査・土層：A地区北東側にある LPD－６のトレンチ調査中に、別の土坑と考えられる落ち

込みを検出したため、周辺の精査を行ったところ、黒色土の楕円形の広がりを検出した。土層観察の

結果 LPD－６より古いことが判明した。確認面は LPD－６の床面であり、本来の掘りこみ面は LPD

－６により削平されているが�層と考えられる。覆土は４層からなり、�層を主体とした黒色～暗褐
色の土層である。

坑底・壁：坑底は�層を４０	程度掘り込んで構築されている。坑底面はほぼ平坦で、壁は比較的急角
度に立ち上がる。

遺物出土状況：石器が２９点出土している。石器は全てフレイクで、覆土から２８点、坑底から１点出土

している。黒曜石は黒曜石７、８が主体で黒曜石１が１点出土している。

重複：LPD－６より古い。

時期・性格：出土遺物がフレイクのみのため正確な時期は不明だが、切り合い関係から縄文時代中期

以前と考えられる。性格は不明である。

� 土坑２５〔LPI－２５〕
位置：S－１３３ 標高１２．５０～１２．６０m

規模：０．５９m／０．４６m×０．５９m／０．４２m×０．１８m

平面形：不整円形

確認・調査・土層：A地区ほぼ中央部の平坦面、S－１３３区の�層上面で黒色土の円形の広がりを検
出した。周辺の精査後、半截した結果、坑底と壁の立ち上がりを確認した。確認面は�層上面だが、
本来の掘りこみ面は�層と考えられる。覆土は４層からなり、�層を主体とした黒褐色の土層（１
層）と、灰白色粘土を主体とした層（２層）、�層と�層を主体とした暗褐色の土層（３層）に分か
れる。

坑底・壁：坑底は�層を１０cm程度掘り込んでいる構築されている。坑底面はやや凹凸があり、壁の

立ち上がりは比較的緩やかである。

遺物出土状況：覆土中から礫が１点出土している。

時期・性格：正確な時期は不明だが、検出層位や周辺包含層出土の遺物から縄文時代と考えられる。

性格は不明である。

（広田）
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� 土坑２３・２４・２６・２７〔LPI－２３・２４・２６・２７〕
位置：S－１３１・１３２ 標高１２．４�～１２．５�
規模：LPI－２３ ０．４５�／０．３４�×０．４２�／０．３４�×０．１６�

LPI－２４ ０．４５�／０．３６�×０．３８�／０．３１�×０．０９�
LPI－２６ ０．５１�／０．４２�×０．４９�／（０．４２�）×０．０９�
LPI－２７ ０．５１�／０．４２�×０．４６�／０．３７�×０．２０�

平面形：ほぼ円形

確認・調査・土層：包含層調査中、�層上面において列を成すように小型で円形の黒色土の落ち込み
を複数検出した。それぞれ半截し掘り下げたところ、平坦面と壁の立ち上がりを検出し、一部の根穴

と考えられるものを除き土坑と判断した。小型の土坑群である。覆土はすべて黒色土が主体となって

いる。掘り込み面は�層下位～�層と考えられる。
坑底・壁：坑底は�層下位～�層で、底面はやや凹凸があるものが多い。壁の立ち上がりは土坑２６
（LPI－２６）を除いてやや急である。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期・性格：縄文時代早期または中期のいずれかと考えられるが、明確な根拠に乏しい。時期不明で

ある。用途は不明である。 （阿部）
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図�－１５ 土坑�〔LPI－５～８・１０〕

� 縄文時代の遺構とその遺物
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図�－１６ 土坑�〔LPI－９・１１～１９〕
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図�－１７ 土坑
〔LPI－２０～２２・２５〕

� 縄文時代の遺構とその遺物
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図�－１８ 土坑�〔LPI－２３・２４・２６・２７〕

図�－１９ 土坑出土の遺物
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４．Tピット （図�－２０～２３、表�－８・９、図版３１・６４）

� T ピット９〔LTP－９〕
位置：S－１２８ T－１２８ 標高１２．５０�付近
規模：３．４９�／３．３６�×０．６２�／０．２９�×１．４０�
平面形：長楕円形（溝状） 長軸方向：N－４５゚ W

確認・調査・土層：包含層調査中、�層付近で長楕円形の黒色土部分を検出した。長軸に若干ずれが
あったため２基の遺構が重複していることも想定して、土層観察用のベルトを２ヵ所設定して掘り下

げた。約５０	掘り進んだところで非常に硬質な軽石層に達し（�層�）、壁面も同様であるため坑底
と思われた。しかし小範囲の溝を掘削したところさらに下位に続き、結果１基のやや大型の Tピッ

トと確認された。なお、Tピット１０・１１と列を成しており、Tピット９－１０間は約１１�、Tピット１０

－１１間は約１６�である。
覆土は�上位～中位が軟質な黒色～暗褐色土、�中位に非常に硬くしまった En－a軽石、�中位
～下位がしまりの弱い En－a軽石が堆積している。�は�～�層の流入および自然堆積と考えられ
る。上位から焼土（LFP－８５）が検出され、暗赤褐色の土壌が中央部に落ち込むように堆積している

ことから、Tピットの当時のくぼみの上で焼成されたものであることが考えられる。�は赤褐色の非
常に硬質な層で、鉄分が集積したものと思われる。�は壁面の崩落などによるものと考えられる。
坑底・壁：坑底は�層中にあり、長軸の両端から中央部に向かって３０	ほど下降している。全体的に
凹凸は小さい。杭穴などは確認できなかった。壁の立ち上がりは、長軸側はほぼ垂直で、短軸側は下

位が膨らみ上位でオーバーハングしている。

遺物出土状況：坑口部付近からたたき石１点、覆土中から�群 b－１類土器１点が出土している。

掲載遺物：〔土器〕１は�群 b－１類天神山式。複節 RLR縄文がみられる。

〔石器〕４はたたき石である。上部を欠失しているが、下端部及び表面右側縁の一部にたたき痕が認

められる。石材は砂岩である。

時期：出土遺物や焼土との関係、他の Tピットの状況などを考慮して、縄文時代中期以前と考えら

れる。構造・配列から Tピット１０・１１と同時期とみられる。

� T ピット１０〔LTP－１０〕
位置：P－１３９ Q－１３９ 標高１２．５３�付近
規模：３．４５�／２．９１�×０．６９�／０．２８�×１．３４�
平面形：長楕円形（溝状） 長軸方向：N－４５゚ －W

確認・調査・土層：包含層調査中、�層付近で小型の焼土を複数検出した。それらを残して周辺を�
層上面まで掘り下げたところ、長楕円形の黒色土部分とそれに重複する黒褐色の楕円形部分を検出し

た。両者にわたる土層観察用のベルトを設定して掘り下げた。深さ１．３�を超える長楕円形の遺構と
なり、Tピットであることが確認された。なお、Tピット９・Tピット１１と列を成している（前述）。

覆土は Tピット９と同様で、�上位～中位が軟質な黒色～暗褐色土、�中位に非常に硬くしまっ
た En－a軽石、�中位～下位がしまりの弱い En－a軽石が堆積している。上位から焼土（LFP－９５

～１００・１１８・１１９）が検出され、これらの焼土、特に Tピットの坑口部から検出された LFP－１００は

赤褐色の土壌が落ち込むように堆積していることから、Tピットの当時のくぼみの上で焼成されたと

考えられる。

� 縄文時代の遺構とその遺物
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坑底・壁：坑底は�層中にあり、長軸の両端から中央部（北西寄り）に向かって３０	以上下降してい
る。壁の立ち上がりは、長軸側はほぼ垂直で、短軸側は中位が膨らんでおり崩落した跡と考えられる。

遺物出土状況：覆土中から土器１０点、石器等２点が出土している。土器は
群 b類２点、
群 b－３

類２点、
群 b－４類１点、�群 b－１類１点、不明４点。石器等は研磨石材１点、フレイク１点で

ある。

掲載遺物：〔土器〕２は
群 b－１類東釧路�式。短縄文と絡条体圧痕が施されている。赤褐色を呈
し器壁が薄い。３は�群 b－１類天神山式。半截竹管状施文具により平行沈線が引かれている。

〔石器〕５は研磨石材である。石斧の素材と考えられ、側縁部を中心に敲打痕があり、平坦面には擦

痕が認められる。石材は蛇紋岩と考えられる。

時期：出土遺物や焼土との関係、他の Tピットの状況などを考慮して、縄文時代中期以前と考えら

れる。構造・配列から Tピット９・１１と同時期とみられる。


 T ピット１１〔LTP－１１〕
位置：U－１３５ V－１３４・１３５ 標高１２．７�～１２．８�
規模：３．０８�／２．５６�×０．４６�／０．１０�×１．３３�
平面形：長楕円形（溝状） 長軸方向：N－２０゚ －W

確認・調査・土層：�層の遺構である平地住居跡８の柱穴の半截により、�層上面に黒色土の部分を
確認した。�層中の竪穴住居跡６の調査が進んだところでこの付近を�層まで掘り下げたところ、小
型の焼土（LFP－５０）を含む長楕円形の黒色土部分を検出した。深さ１．３�を超える長楕円形の遺構
となり、Tピットであることが確認された。なお、Tピット１０・Tピット１１とやや距離を置いて列を

成している（前述）。

覆土は�上位～中位が軟質な黒色～暗褐色土、�中位～下位がしまりの弱い En－a軽石が堆積し

ている。上位から焼土（LFP－５０）が検出され、暗赤褐色の土壌が落ち込むように堆積していること

から、Tピットの当時のくぼみの上で焼成されたものであることが考えられる。

坑底・壁：坑底は�層中で中央部南寄りがややくぼむ。非常にせまい。壁の立ち上がりは垂直に近い。
遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：Tピット１０・１１と同様、縄文時代中期以前と考えられる。

（阿部）
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図�－２０ Tピット９〔LTP－９〕
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図�－２１ Tピット１０〔LTP－１０〕
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図�－２２ Tピット１１〔LTP－１１〕
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図�－２３ Tピット出土の遺物
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５．焼土 （図�－２４～３３、表�－１～６・９～１１、図版３２～３５・６５、口絵５）

�層中で検出された、縄文時代に属する焼土の総数は１３３ヵ所である。また�層下位で検出された、
縄文時代（または続縄文時代）の焼土が１ヵ所ある。地区別では A地区で１２０ヵ所、C地区で１３ヵ所で

ある。焼土の分布にはやや偏りがあり、やや大型で被熱層の厚い焼土が列を成す焼土群２ヵ所を「焼

土列１」・「焼土列２」とし、小規模で被熱層の薄い焼土が集中する焼土群１ヵ所を「�層焼土群１」
とした（平成１４年度調査範囲を含む）。それ以外の焼土も A地区の南東側にやや偏って分布している。

� 焼土列１
全体の構成・分布：�層中の焼土１６ヵ所（LFP－５４～６４・６８～７８・８０～８２・８５）。A地区南西部、標

高１２．６～１３．２�の平坦地上にあり、低地への崖線に沿うように分布している。２列並行で、端部（LFP

－５４・７７）は閉じている。特に北側の端部の焼土（LFP－７６）はほぼ１�と大型で被熱層も厚い。全
長３４．５�、列の幅は３．８～５．５�を測り、各焼土間は約１～５�であるが約２～３�の間隔をもつもの
が多い。北側はほぼ２列対称になっており、中央付近は両側とも焼土の間隔があいている。なお、焼

土列１を構成する焼土のうち LFP－８５は Tピット９の覆土上位に形成されたものである。

各焼土の構造：平面形はおおむね円形・楕円形もしくはそれらがつながったもので、輪郭が明瞭なも

のが多い。規模は長径５１～１０６	まで種々あるが、６０～８０	のものが多いようである。断面形はレン
ズ状のものが多く、中には波状・椀状のものも見られる。層厚は最大１８	（LFP－６８ほか）で１０	以
上の厚い被熱層をもつ焼土がほとんどである。色調は非常に明度の高い赤褐色を呈するものが多い。

中央部付近は混在物が少なく均質的で、周縁部は漸移的に暗色になる。径がやや大きい En－aの軽

石が少量含まれている状況は周辺の土層と変化がないものの、焼土中のものはこれらの軽石の表面が

被熱している場合が多い。

遺物出土状況：焼土中あるいは焼土直上付近から遺物は出土しているが、まとまった出土状態ではな

い。周囲の遺物も焼土出土の遺物として取り上げた。土器の主体は�群 b－１類で、全体で１５５点出

土している。LFP－５４・５６・５７・６０～６４・６８～７７・８５の各焼土から出土しており、特に LFP－６３で

２１点、LFP－６９で３３点、LFP－７７で２６点出土した。次いで多いのは
群 b類で５６点である。LFP－５４

・５５・６１・６８～７４・７６・７７・８１の各焼土で出土し、特に LFP－７１で３９点出土している。そのほか、

�群 b－３類（LFP－６８）・�群 c類（LFP－６２）がわずかに出土している。土製品は三角形土製品

が計５点（LFP－６２・６９・７１・７４）のほか、土器片再生円盤が LFP－６２で４点出土している。

石器は全体的に少なく、計７９点のうちフレイクが計７０点各焼土から出土している。そのほか石鏃３

点（LFP－６２・６９）、スクレイパー１点（LFP－７４）、石斧片１点（LFP－７６）、砥石２点（LFP－

７０）がわずかに出土している。

掲載遺物：〔土器等〕１～３・５・７～９は�群 b－１類、４は�群 b－３類、６は
群 b類に属す

る。１０は土器片再生円盤。
群 b－１類の土器片が丁寧に加工されている。１１・１２は三角形土製品。

表面の文様を残さないまでに三角錐になるように磨り込まれている。

〔石器〕１３は LFP－６９出土の石鏃である。有茎のもので、断面は裏面がほぼ平坦で、表面がやや張

り出す形状である。石材は黒曜石７でやや被熱し光沢は鈍い。１４は LFP－７４出土のスクレイパー。

縦長剥片を素材とし下部に急角度の刃部が作り出される掻器である。石材は黒曜石７である。

時期：遺物の出土状況や検出層位から、縄文時代中期後半天神山式土器を伴う時期と判断される。ま

たすべての焼土が比較的短期間に形成されたと推定される。

� 縄文時代の遺構とその遺物

155



図�－２４ �・ 層焼土全体図�

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�

156



図�－２５ �・ 層焼土全体図�
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図�－２６ 焼土列１�
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図�－２７ 焼土列１�
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１２
９

�
－
２
層

７０
６９

１６
ほ
ぼ
円
形

や
や
明
瞭

F
赤
褐
色（
５

Y
R４

／８
）
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量

f
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／３
）
や
や
不
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量
、
根
（
黒
色
土
）

L
F

P
－
８１

R
－
１２
９

�
－
２
層

１０
１

６９
９

不
整
双
円
形
や
や
不
明
瞭

F
に
ぶ
い
赤
褐
色（
５

Y
R４

／４
）
や
や
不
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量
、
根
（
黒
色
土
）
多
い

L
F

P
－
８２

S
－
１２
８

�
－
２
層

４０
２７

４
楕
円
形

不
明
瞭

F
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／３
）
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量
、
根

L
F

P
－
８５

T
－
１２
８

LT
P－
９
覆
土

５８
３２

１１
不
整
楕
円
形

明
瞭

F
暗
赤
褐
色（
５

Y
R３

／６
）
や
や
不
均
質

し
ま
り
弱
、

E
n
－

a・
P
少
量
、
根
多
い
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� 焼土列２
全体の構成・分布：�層中の焼土１６ヵ所（LFP－１０２～１０７・１１４～１１７・平成１４年度調査区 FP－８８～

９３）で構成される。A地区北部から平成１４年度 B地区に東西またがって、標高１２．３～１２．７�の平坦
地上に分布している。焼土群１とはおよそ９０度方位が異なる。調査の過程上、現場では列の一部が確

認できた。その後図上で検討したところ、２列並行で、端部（LFP－１１４・FP－９３）は閉じる焼土列

であることがわかった。特に西側の端部の焼土（LFP－１１４）はほぼ１�と大型で被熱層も厚い。全
長２９．２�、列の幅は３．０～５．５�を測り、各焼土間は約２～８�であるが約２～３�の間隔をもつもの
が多い。中央付近は両側とも焼土の間隔があいている。

各焼土の構造：平面形はおおむね円形・楕円形で、輪郭が明瞭なものが多い。規模は長径４６～１１９	
まで種々あるが、８０～１００	のものが多い。断面形はレンズ状のものが多い。層厚は最大１４	（LFP

－１０３ほか）で１０	以上の厚い被熱層をもつ焼土がほとんどである。色調は明度の高い赤褐色を呈す
るものが多い。中央部付近は混在物が少なく均質的で、周縁部は漸移的に暗色になる。径がやや大き

い En－aの軽石が少量含まれている状況は周辺の土層と変化はない。

遺物出土状況：焼土中あるいは焼土直上付近から遺物は出土しているが、まとまった出土状態ではな

い。検出面で出土した周囲の遺物も焼土出土の遺物として取り上げた。土器の主体は�群 b－１類で、

全体で１０９点出土している。各焼土から出土しており、特に LFP－１０２で４４点、LFP－１０３で３２点など

となっている。そのほか LFP－１１５で
群 b類１点が出土している。

石器は少なく、計１３点のうちフレイクが６点出土している。そのほか石鏃１点（LFP－１１５）、石斧

片３点（LFP－１０３・１１６）、礫３点（LFP－１０５・１１６）がわずかに出土している。

掲載遺物：〔土器等〕１５～１８は�群 b－１類に属する。１６の口唇は比較的弱い肥厚である。

時期：遺物の出土状況や検出層位から、縄文時代中期後半天神山式土器を伴う時期と判断される。ま

たすべての焼土が比較的短期間に形成されたと推定される。


 �層焼土群１
全体の構成・分布：A地区の�層中の焼土１８ヵ所（LFP－１～１８）と平成１４年度 B地区の�層中の
焼土３５ヵ所（FP－１５～４６・６０～６２）の計５３ヵ所で構成される。分布範囲は約１７�×約１２�である。
A地区東部（B地区南東部）、標高１３．８～１４．４�の平坦もしくは非常に緩やかな斜面上にあり、さら
に東側の調査区外へ続いている。分布に濃淡があり、B地区 Z－１４３区付近に集中するほかはやや密

度が小さい。また検出レベルにもそれぞれ若干の差がある。

各焼土の構造：平面形は円形・楕円形のものが多い。規模は長径５１～１０６	まで種々あるが、６０～８０
	のものが多いようである。断面形はレンズ状のものが多く、中には波状・椀状のものも見られる。
層厚は最大でも１０	（LFP－２ほか）で、５	前後の被熱層をもつ焼土が多い。色調は明度の低い暗
褐色を呈し焼土の輪郭が不明瞭なものが多い。混在物が少なく均質的であるが、中には焼土粒や炭化

物が不均質に含まれるものがある（LFP－７）。

遺物出土状況：焼土中あるいは焼土直上付近から遺物は出土しているが、まとまった出土状態ではな

い。検出面で出土した周囲の遺物も焼土出土の遺物として取り上げた。土器の出土点数は１０点で少な

く、内 訳 は�群 b－１類６点（LFP－４・１２・１３・１７・１８）、�群 c類２点（LFP－６）、不 明２点

（LFP－１４）である。石器は石鏃１点（LFP－６）、礫１点（LFP－１０）がわずかに出土している。

掲載遺物：〔土器等〕１９・２１・２２は�群 b－１類、２０は�群 c類に属する。

〔石器〕２３は LFP－６出土の石鏃である。石材は黒曜石７である。

� 縄文時代の遺構とその遺物
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表
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２
焼
土
列
２
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覧

遺
構

番
号

位
置

（
発
掘
区
）

検
出
層
位

規
模
（
	
）

平
面
形

層
界

各
土
層
注
記

備
考

長
径
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径

層
厚

記
号

色
調

土
質
・
混
入
物
ほ
か

L
F

P
－
１０
２

K
－
１３
２

�
－
２
層
下
位

９０
８８

１２
不
整
楕
円
形

明
瞭

F
赤
褐
色（
５

Y
R４

／６
）
均
質

し
ま
り
中
、
根
多
い

f
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／３
）
や
や
不
均
質

し
ま
り
中

L
F

P
－
１０
３

K
－
１３
１

�
－
２
層
下
位

１１
９

１０
０

１４
不
整
楕
円
形

や
や
明
瞭

F
明
赤
褐
色
～
赤
褐
色

（
５

Y
R５

／８
～
４
／８
）

均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量
、
炭
化
物

・
黒
色
土
少
量

�
’
褐
色（
７
．５

Y
R４

／４
）
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
極
少
量

L
F

P
－
１０
４

K
・

L
－
１３
３

�
層

８３
６２

１４
ほ
ぼ
楕
円
形

や
や
明
瞭

F
明
赤
褐
色
～
赤
褐
色

（
５

Y
R５

／８
～
４
／８
）

や
や
不
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量
、
根
多
い

L
F

P
－
１０
５

L
・

M
－
１３
３

�
層

８３
７３

１３
ほ
ぼ
楕
円
形

や
や
不
明
瞭

F
赤
褐
色（
５

Y
R４

／８
）
均
質

し
ま
り
中
、

T
a－

c、
E

n
－

a・
P
少
量
、

根
（
黒
色
土
）
多
い

L
F

P
－
１０
６

L
－
１３
５

�
層

１１
６

１０
４

１４
不
整
楕
円
形

や
や
不
明
瞭

F
赤
褐
色（
５

Y
R４

／８
）
均
質

T
a－

c、
E

n
－

a・
P
少
量
、
根
（
黒
色

土
）
多
い

f
暗
褐
色
～
黒
色（
７
．５

Y
R３

／３
～
２
／２
）

や
や
不
均
質

T
a－

c、
E

n
－

a・
P
少
量
、
根
（
黒
色

土
）
多
い

L
F

P
－
１０
７

M
－
１３
５

�
－
２
層
下
位
（
５０
）
４２

１０
楕
円
形

や
や
不
明
瞭

F
に
ぶ
い
赤
褐
色（
５

Y
R４

／４
）～
暗
褐
色

（
７
．５

Y
R３

／４
）

や
や
不
均
質

し
ま
り
中
、

T
a－

d、
E

n
－

a・
P
少
量
、

根
（
黒
色
土
）
多
い

L
F

P
－
１１
４

L－
１３
０
・
１３
１
�
－
２
層
下
位

１０
４

１０
３

１４
不
整
円
形

や
や
明
瞭

F
赤
褐
色（
５

Y
R４

／８
）
均
質

し
ま
り
や
や
弱
、

E
n
－

a・
P
少
量
、
根

（
黒
色
土
）
多
い

f
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／３
）
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量
、
根
（
黒

色
土
）
多
い

L
F

P
－
１１
５

L
－
１３
１

�
－
２
層
下
位

１０
２

９０
１２

楕
円
形

や
や
明
瞭

F
赤
褐
色（
５

Y
R４

／８
）
や
や
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量
、
根
（
黒

色
土
）
多
い

L
F

P
－
１１
６

L
－
１３
２

�
－
２
層
下
位

１０
０

６４
８

不
整
楕
円
形

や
や
不
明
瞭

F
褐
色（
７
．５

Y
R４

／４
）
や
や
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P１
０
％
程
度
、
根

（
黒
色
土
）
多
い

L
F

P
－
１１
７

L
－
１３
２

�
－
２
層
下
位

７０
５８

１０
不
整
楕
円
形

や
や
不
明
瞭

F
褐
色（
７
．５

Y
R４

／４
）
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量
、
根
（
黒

色
土
）
多
い
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表
�
－
３
�
層
焼
土
群
１
一
覧

遺
構

番
号

位
置

（
発
掘
区
）

検
出
層
位

規
模
（
	
）

平
面
形

層
界

各
土
層
注
記

備
考

長
径

短
径

層
厚

記
号

色
調

土
質
・
混
入
物
ほ
か

L
F

P
－
１

Z
－
１４
３

�
－
２
層
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位
（
６７
）
３７

５
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や
や
不
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瞭

F
暗
褐
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．５
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）
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極
暗
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／４
）
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や
不
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F
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）
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）
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－
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楕
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や
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F
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７
．５

Y
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／４
）
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や
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的
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ま
り
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F

P
－
４

Z
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－
１４
３

�
－
２
層
上
位

２６
２４

８
円
形

や
や
不
明
瞭

F
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／４
）
や
や
不
均
質

し
ま
り
中

L
F

P
－
５

Z
１
－
１４
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�
－
２
層
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位
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９
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や
や
不
明
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F
褐
色（
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．５
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／４
）
均
質

し
ま
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や
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量

f
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褐
色（
７
．５
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／３
）
均
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ま
り
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F

P
－
６

Z
１
－
１４
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�
－
２
層
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位

５５
（
４１
）

９
不
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形

や
や
不
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F
褐
色（
７
．５

Y
R４

／６
）
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均
質

し
ま
り
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、
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土
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f
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褐
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／３
）
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質
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や
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、
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土
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F
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－
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Z
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１４
３
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－
２
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／３
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、
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F
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１
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２

�
－
２
層
上
位

４０
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）
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形
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明
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／３
）
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均
質
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－
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少
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L
F
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－
９
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１
－
１４
２

�
－
２
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２４
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不
明
瞭

f
極
暗
褐
色（
７
．５

Y
R２

／３
）
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や
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均
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し
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０
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０
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上
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明
瞭

F
明
褐
色（
７
．５

Y
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し
ま
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、
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P
－
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－
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０

�
－
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や
や
明
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．５
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L
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ほ
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や
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．５

Y
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均
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し
ま
り
中

� 縄文時代の遺構とその遺物

165



時期：遺物の出土状況や検出層位から明確には判断できないが、縄文時代中期後半天神山式土器を伴

う時期または縄文時代晩期後葉タンネトウ L式を伴う時期と推定される。すべての焼土が同時期に

形成されたかは不明である。

� その他の�層焼土
縄文時代の焼土１３４ヵ所のうち、「焼土列１」「焼土列２」「�層焼土群１」計４４ヵ所を除いた９０ヵ所
の焼土についてまとめて掲載する（LFP－１９～５３・６５～６７・７９・８３・８４・８６～１０１・１０８～１１３・１１８～

１３３・UFP－３１）。

分布：A地区７７ヵ所、C地区１３ヵ所が検出され、A地区では東側から南側にかけて多く、C地区では

点在している。

検出位置について、大きく分けて以下のとおりの特徴がある。

�竪穴住居や Tピットなど遺構の覆土上位で検出されるもの

�列や群をなさないが、比較的まとまって検出されるもの
�単独で検出されるもの

�について、竪穴住居跡３で１ヵ所（LFP－２５）、竪穴住居跡６で１０ヵ所（LFP－８６～９４・１２０）、

Tピット１０で７ヵ所（LFP－９６～１００・１１８・１１９）、Tピット１１で１ヵ所（LFP－５０）が検出されてい

る。�について、A地区南東部で焼土列に近い配置をもつ複数の焼土がある（LFP－２３・２４・３９～

４４）。また群とはいえないが比較的まとまった分布を示す複数の焼土がある（LFP－２０～２２・３０～３８）。

�はそれ以外のものである。
また検出層位について、�－２層の上位から下位のほか、�層で検出される焼土も多い（特に C

地区 LFP－１２３～１２９など）。

各焼土の構造：平面形は円形・楕円形・もしくはそれらがつながったもののほか、不整形な焼土が目

立つ。規模は長径５１～１０６	まで種々あるが、６０～８０	のものが多いようである。断面形はレンズ状
のもののほか、波状・椀状のものも多数見られ不均一である。特に乱れた形状を示すものは、風倒木

の影響によるものが多いとみられる。層厚は２～２０	とさまざまで、色調も非常に明度の高い赤褐色
を呈するものから極暗褐色で境界が不明瞭なものまでさまざまである。個々の焼土の状況について、

表�－４～６にまとめた。
遺物出土状況：まとまった出土状態ではない。検出面で出土した周囲の遺物も焼土出土の遺物として

取り上げた。土器の出土点数は９０点で、内訳は�群 b－１類４３点（LFP－２３・３５・３７～４１・４４・４５・

８３・９５・１０８・１１３・１３３）、
群 b類４１点（LFP－２２・２３・３９・４１・４３・４４・４５・４８・４９・８３・９５・１１１

・１３４）、
群 b－３類６点（LFP－３５・３６）である。石器は石斧片２点（LFP－４１・４４）が出土して

いるほかは、フレイク計３１点、礫２点となっている。

掲載遺物：〔土器等〕２４は LFP－２２出土の
群 b－４類土器である。撚糸文が施文された器厚の薄

い土器。２５～２７は LFP－３５から出土した。このうち２５は�群 b－１類、２６は
群 b－３類、２７は
群
b－１類に属する。２７の底部の張り出しは比較的弱い。２８～３１は�群 b類土器、２９・３０・３２は
群 b

－１類土器である。

時期：個々の焼土について、遺物の出土状況や検出層位から明確に判断できるものは少ない。縄文時

代早期後半、中期後半、晩期後葉の各時期の焼土が存在するものと思われる。 （阿部）
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図�－３０ �・ 層焼土�〔LFP－１９～５３〕
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図�－３１ �・ 層焼土�〔LFP－６５～１２０・１３４，焼土列除く〕
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図�－３２ �・ 層焼土
〔LFP－１２１～１３３〕，!層焼土〔UFP－３１〕
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４
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１９

Z
２
－
１３
９
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／６
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土
層
注
記

備
考

長
径
短
径
層
厚

記
号

色
調

土
質
・
混
入
物
ほ
か

L
F

P
－
４９

U
－
１３
６

�
－
２
層

５９
４７

１２
ほ
ぼ
楕
円
形

や
や
明
瞭

F
に
ぶ
い
赤
褐
色（
５

Y
R４

／４
）
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量
、
根
（
黒
色
土
）
や
や
多
い

L
F

P
－
５０

V
－
１３
４

�
－
２
層
下
位

５０
２８

１０
不
整
双
円
形

や
や
明
瞭

F
赤
褐
色（
５

Y
R４

／８
）
や
や
均
質

し
ま
り
や
や
弱
、

E
n
－

a・
P
少
量
、
根
（
黒
色
土
）

L
F

P
－
５１

T
－
１３
１

L
P

D
－
２
覆
土

４０
３０

６
不
整
形

不
明
瞭

F
暗
赤
褐
色（
５

Y
R３

／２
）
や
や
均
質

し
ま
り
中

L
F

P
－
５２

T
－
１３
１

L
P

D
－
２
覆
土

３８
２６

６
楕
円
形

不
明
瞭

f
暗
赤
褐
色（
５

Y
R３

／３
）
や
や
均
質

し
ま
り
中

L
F

P
－
５３

Z
－
１２
７

�
－
２
層
下
位

５１
３３

６
楕
円
形

や
や
明
瞭

F
褐
色（
７
．５

Y
R４

／６
）
均
質

し
ま
り
中

f
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／４
）
均
質

し
ま
り
中

L
F

P
－
６５

W
－
１３
０

�
－
２
層

２６
２４

８
ほ
ぼ
円
形

や
や
不
明
瞭

f
極
暗
褐
色（
７
．５

Y
R２

／３
）
均
質

し
ま
り
中

L
F

P
－
６６

W
－
１３
０

�
－
２
層

４３
３１

８
ほ
ぼ
楕
円
形
や
や
不
明
瞭

f
暗
褐
色
～
極
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／３
～
２
／

３
）
や
や
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量
・
被
熱

L
F

P
－
６７

W
－
１２
９

�
－
２
層

３５
１８

３
双
円
形

不
明
瞭

f
極
暗
褐
色（
７
．５

Y
R２

／３
）
均
質

し
ま
り
中

L
F

P
－
７９

Q
－
１２
９

�
－
２
層

２０
１４

２
ほ
ぼ
楕
円
形
や
や
不
明
瞭

F
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／４
）
や
や
不
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
、

T
a－

d
少
量
、

L
F

P
－
８３

R
－
１２
７
・
１２
８

�
層

１８
０

９４
２０

不
整
形

や
や
明
瞭

F
赤
褐
色（
５

Y
R４

／８
）
均
質

し
ま
り
や
や
弱
、

E
n
－

a・
P１
０
％
以
下

F
’
暗
赤
褐
色（
５

Y
R３

／６
）
や
や
不
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P２
０
％
程
度
、

T
a－

d
少
量
、
根
（
黒

色
土
）

f
極
暗
褐
色（
７
．５

Y
R２

／３
）
や
や
不
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P１
０
％
以
下
、
根
（
黒
色
土
）

L
F

P
－
８４

P
－
１２
９

�
－
２
層

２５
１３

２
不
整
楕
円
形

不
明
瞭

f
極
暗
褐
色（
７
．５

Y
R２

／４
）
均
質

し
ま
り
中

L
F

P
－
８６

V
－
１３
５

L
P

D
－
６
覆
土

３２
３４

４
不
整
楕
円
形

不
明
瞭

f
暗
赤
褐
色（
５

Y
R３

／３
）
や
や
均
質

し
ま
り
中
、
炭
１
％

L
F

P
－
８７

V
－
１３
５

L
P

D
－
６
覆
土

２８
２７

７
不
整
円
形

や
や
明
瞭

f
黒
褐
色（
５

Y
R２

／２
）
や
や
均
質

し
ま
り
中
、
焼
土
粒

F
暗
赤
褐
色（
５

Y
R３

／４
）
や
や
不
均
質

し
ま
り
中

L
F

P
－
８８

W
－
１３
６

L
P

D
－
６
覆
土

３１
２４

４
不
整
楕
円
形

不
明
瞭

f
黒
褐
色（
７
．５

Y
R３

／２
）
や
や
不
均
質

し
ま
り
中
、
焼
土
粒
１０
％

L
F

P
－
８９

W
－
１３
５

L
P

D
－
６
覆
土

２４
１８

３
不
整
楕
円
形

不
明
瞭

f
黒
褐
色（
７
．５

Y
R３

／２
）
や
や
不
均
質

し
ま
り
中
、
焼
土
粒
４０
％

L
F

P
－
９０

W
－
１３
５

L
P

D
－
６
覆
土

２１
１６

３
不
整
楕
円
形

不
明
瞭

f
黒
褐
色（
７
．５

Y
R２

／２
）
や
や
均
質

し
ま
り
中
、
焼
土
粒
３０
％

L
F

P
－
９１

X
－
１３
５

L
P

D
－
６
覆
土

４０
２０

５
不
整
楕
円
形

不
明
瞭

f
極
暗
赤
褐
色（
５

Y
R２

／２
）
や
や
不
均
質

し
ま
り
中

L
F

P
－
９２

X
－
１３
５

L
P

D
－
６
覆
土

４１
１８

８
不
整
楕
円
形

や
や
明
瞭

f
暗
赤
褐
色（
５

Y
R３

／４
）
や
や
不
均
質

し
ま
り
中

L
F

P
－
９３

W
－
１３
６

L
P

D
－
６
覆
土

２８
１３

４
不
整
楕
円
形

不
明
瞭

f
黒
褐
色（
７
．５

Y
R２

／２
）
均
質
的

し
ま
り
中
、
焼
土
粒
３０
％

L
F

P
－
９４

X
－
１３
６

L
P

D
－
６
覆
土

３１
１９

３
不
整
楕
円
形

不
明
瞭

f
暗
赤
褐
色（
５

Y
R３

／２
）
や
や
不
均
質

し
ま
り
中
、
焼
土
粒
５０
％

L
F

P
－
９５

X
－
１３
４

�
－
２
層

３８
２４

５
楕
円
形

不
明
瞭

f
極
暗
褐
色（
７
．５

Y
R２

／３
）
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量

L
F

P
－
９６

U
－
１３
０

LT
P
－
１０
覆
土

４０
１６

８
双
円
形

や
や
不
明
瞭

f
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／４
）
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量

L
F

P
－
９７

T
－
１３
０

LT
P
－
１０
覆
土

３０
１９

１０
不
整
楕
円
形
や
や
不
明
瞭

f
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／４
）
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量

L
F

P
－
９８

T
－
１３
１

LT
P
－
１０
覆
土

３６
３３

８
不
整
楕
円
形

や
や
明
瞭

f
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／４
）
や
や
不
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P１
０
～
２０
％

L
F

P
－
９９

T
－
１３
１

LT
P
－
１０
覆
土

３１
１５

７
ほ
ぼ
双
円
形

不
明
瞭

f
極
暗
褐
色（
７
．５

Y
R２

／３
）
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量

L
F

P
－
１０
０

T
－
１３
１

LT
P
－
１０
覆
土

６４
４８

１２
不
整
楕
円
形

や
や
明
瞭

F
明
赤
褐
色（
５

Y
R５

／８
）
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量

f
褐
色（
７
．５

Y
R３

／４
）
や
や
不
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
、

T
a－

d
や
や
多
量

L
F

P
－
１０
１

I－
１３
４

�
－
２
層

２９
２８

３
ほ
ぼ
円
形

や
や
不
明
瞭

f
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／４
）
や
や
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量

L
F

P
－
１０
８

P
－
１３
３

�
－
２
層

４３
２９

５
不
整
楕
円
形

不
明
瞭

f
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／３
）
不
均
質

し
ま
り
中
、
根
（
黒
色
土
）
多
い

L
F

P
－
１０
９

P
－
１３
３

�
層

２５
２０

４
楕
円
形

や
や
不
明
瞭

f
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／４
）
不
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量
、
根

� 縄文時代の遺構とその遺物
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表
�
－
６
�
層
そ
の
他
の
焼
土
一
覧



遺
構
番
号

位
置

（
発
掘
区
）

検
出
層
位

規
模
（
	
）

平
面
形

層
界

各
土
層
注
記

備
考

長
径
短
径
層
厚

記
号

色
調

土
質
・
混
入
物
ほ
か

L
F

P
－
１１
０

Q
－
１３
１

�
層

４１
３４

１４
ほ
ぼ
楕
円
形

や
や
明
瞭

f
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／４
）
や
や
不
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量
、
根（
黒
色
土
）、
焼
土
粒
多
い

L
F

P
－
１１
１

R
－
１３
１

�
－
２
層
下
位

３６
３０

５
ほ
ぼ
楕
円
形

不
明
瞭

f
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／３
）
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量
、
根

L
F

P
－
１１
２

N
－
１３
０

�
層

４４
３６

６
楕
円
形

不
明
瞭

f
褐
色（
７
．５

Y
R４

／６
）
や
や
不
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量
、
根
（
黒
色
土
）
多
い

鉄
分
集
積
か
？

L
F

P
－
１１
３

L
－
１３
０

�
－
２
層

３０
２１

４
楕
円
形

や
や
明
瞭

f
暗
赤
褐
色（
５

Y
R３

／６
）
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量

L
F

P
－
１１
８

U
－
１３
１

LT
P
－
１０
覆
土

３０
１５

３
ほ
ぼ
双
円
形
や
や
不
明
瞭

f
極
暗
褐
色（
７
．５

Y
R２

／３
）
や
や
均
質

し
ま
り
や
や
弱
、

E
n
－

a・
P
、

T
a－

d
少
量

L
F

P
－
１１
９

U
－
１３
１

LT
P
－
１０
覆
土

２８
２１

５
ほ
ぼ
楕
円
形

や
や
明
瞭

f
に
ぶ
い
赤
褐
色（
５

Y
R４

／４
）
や
や
不

均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P１
０
～
２０
％

L
F

P
－
１２
０

X
－
１３
６

L
P

D
－
６
覆
土

３３
２９

６
不
整
楕
円
形

不
明
瞭

F
赤
褐
色（
５

Y
R４

／６
）
均
質

し
ま
り
中
、
炭
１
％

L
F

P
－
１２
１

I－
１４
７

�
層

６２
４２

１０
不
整
形

や
や
明
瞭

F
赤
褐
色（
５

Y
R４

／８
）～
暗
褐
色（
７
．５

Y
R

３
／４
）
不
均
質

し
ま
り
弱
～
中
、

E
n
－

a・
P
、

T
a－

d
少
量
、
根

L
F

P
－
１２
２

H
－
１５
１

�
－
２
層
下
位
（
２４
）
１６

５
楕
円
形

不
明
瞭

f
極
暗
褐
色（
７
．５

Y
R２

／３
）
や
や
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量

L
F

P
－
１２
３

H
－
１５
２

�
層

（
２９
）
２４

５
楕
円
形

不
明
瞭

f
極
暗
褐
色（
７
．５

Y
R２

／３
）
や
や
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量

L
F

P
－
１２
４

M
－
１５
０

�
層

３３
２１

７
ほ
ぼ
楕
円
形
や
や
不
明
瞭

f
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／４
）～
暗
赤
褐
色（
５

Y
R３

／４
）
不
均
質

し
ま
り
や
や
、

E
n
－

a・
P
少
量
、
根
（
黒
色
土
）

L
F

P
－
１２
５

N
－
１５
０

�
層

３７
２５

４
ほ
ぼ
楕
円
形

不
明
瞭

f
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／４
）
や
や
不
均
質

根
（
黒
色
土
）

L
F

P
－
１２
６

M
－
１５
３
・
１５
４

�
層

３０
２１

１０
ほ
ぼ
楕
円
形
や
や
不
明
瞭

f
赤
褐
色
～
極
暗
褐
色（
５

Y
R４

／８
～
２
／４
）

不
均
質

し
ま
り
や
や
弱
、

E
n
－

a・
P
、

T
a－

d
少
量

L
F

P
－
１２
７

M
－
１５
４

�
層

９１
５３

１２
不
整
楕
円
形

明
瞭

F
赤
褐
色（
５

Y
R４

／８
）
や
や
不
均
質

し
ま
り
や
や
弱

f
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／３
）
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量

L
F

P
－
１２
８

N
・

O
－１
５２
・１
５３

�
層

１１
５

６５
１７

不
整
形

や
や
不
明
瞭

F
明
赤
褐
色（
５

Y
R５

／８
）～
暗
赤
褐
色（
５

Y
R３

／４
）
不
均
質

し
ま
り
や
や
弱
、
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
焼
土
塊

F
’
に
ぶ
い
赤
褐
色（
５

Y
R４

／４
）
均
質

し
ま
り
や
や
弱
、

E
n
－

a・
P
少
量

f
極
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／３
）
や
や
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量

�
＋ �
褐
色
～
暗
褐
色（
１０

Y
R４

／４
～
３
／３
）

不
均
質

径
大
き
い

E
n
－

a・
P
多
量

L
F

P
－
１２
９

P
－
１５
２

�
層

４５
２５

６
ほ
ぼ
楕
円
形

明
瞭

F
暗
赤
褐
色（
５

Y
R３

／５
）
均
質

し
ま
り
中
、
根
（
黒
色
土
）

L
F

P
－
１３
０

Q
－
１５
３

�
－
２
層
下
位
１３
２

７０
１４

不
整
形

明
瞭

F
明
赤
褐
色（
２
．５

Y
R５

／８
）
や
や
不
均

質
し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P１
０
～
２０
％
の
塊
・
被
熱

ブ
ロ
ッ
ク
状

の
焼
土

f
に
ぶ
い
赤
褐
色（
５

Y
R４

／４
）～
暗
褐
色

（
７
．５

Y
R３

／３
）
非
常
に
不
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
少
量
、
根
（
黒
色
土
）

L
F

P
－
１３
１

T
－
１５
０

�
－
２
層
下
位

７７
（
３０
）
９

楕
円
形

や
や
明
瞭

f
褐
色（
７
．５

Y
R４

／４
）
均
質

し
ま
り
中

L
F

P
－
１３
２

T
－
１５
０

�
－
２
層
下
位

６８
４８

８
楕
円
形

不
明
瞭

f
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／３
）
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
、

T
a－

d
少
量

L
F

P
－
１３
３

S
－
１５
０

�
層

２７
２１

４
ほ
ぼ
楕
円
形
や
や
不
明
瞭

f
暗
褐
色（
７
．５

Y
R４

／４
）
や
や
均
質

し
ま
り
や
や
弱
、
径
大
き
い

E
n
－

a・
P
少
量

L
F

P
－
１３
４

Z
－
１３
２

�
層

２９
２６

４
不
整
楕
円
形

不
明
瞭

f
暗
褐
色（
１０

Y
R３

／３
）＋
明
赤
褐
色（
５

Y
R５

／８
）
不
均
質

し
ま
り
中

ブ
ロ
ッ
ク
状

の
焼
土

B
暗
褐
色（
７
．５

Y
R３

／４
）
や
や
均
質

し
ま
り
中
、

E
n
－

a・
P
、

T
a－

d
少
量
、
炭
化
物
や
や
多
量

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�

172



図�－３３ 焼土出土の遺物
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６．遺物集中 （図�－３４～３９、表�－８・１０、図版３６・５９・６４）

� 土器集中
"（!層）土器集中２〔UCP－２〕
位置：Z－１３１ 標高１３．５�～１３．６� 規模：１．５６�×０．８０�
確認・調査・遺物出土状況：�層調査中、下位で不整楕円形状に広がる土器片の集中域が検出された。
土器破片は比較的大きく、同一個体と思われる破片が多く見られた。検出レベルは平面的で、比較的

よくまとまった状態で出土した。破片出土状況を図化して取り上げた。

出土土器の総数は１２５点である。土器はすべて�群 c類で、同一個体の破片が多い。

掲載遺物：〔土器〕１は�群 c類タンネトウ L式またはママチ３類。口縁～胴部中ほどまで８７点が

接合し、復元した。器壁は薄く、焼成良好である。平縁で、口唇は指頭押捺・棒状施文具の押捺・縄

文押捺が行われている。地文はやや斜方向に施文された RL縄文。文様は口縁部に集約され、４本の

横走沈線とその上下に波状の沈線、それに沿って連続刺突が施されている。また横位の沈線に重ねて、

数本一組でハの字状に開く縦位の沈線が多数施文されている。土器内面の調整は丁寧である。

#（!層）土器集中３〔UCP－３〕
位置：M－１４９ 標高１３．９�付近 規模：１．１７�×０．８３�
確認・調査・遺物出土状況：C地区の�層調査中、下位で不整形に広がる土器片の集中域が検出され
た。土器はそのほとんど全てが細かく破砕された状態で出土した。そのため、遺物集中範囲のみを記

録してまとめてとり上げた。集中域はいくつかの小さな塊が集合したものである。検出レベルは平面

的だが、一部�層付近にまで深く入り込んでいる。
出土土器の総数は４５９点である。土器はほとんどが細片で、すべて�群 c類である。

$（�層）土器集中３〔LCP－３〕
位置：P－１３５ 標高１２．８�～１２．９� 規模：２．０５�×１．８２�
確認・調査・遺物出土状況：�層上面の検出中、土器片がやや多く出土する範囲があった。その周囲
を少し掘り下げたところ、土器が不整形に広がる範囲を確認した。土器片はやや大型の破片があるも

ののその多くは小片であり、地点のみを記録して取り上げた。

出土土器の総数は１７６点である。土器はすべて�群 c類で、同一個体の破片が多い。

掲載遺物：〔土器〕２は�群 c類タンネトウ L式。口縁～底部付近まで８５点が接合し、復元した。

器壁は薄く、焼成良好である。平縁に４単位の突起があり、刻み・刺突が施されている。口縁部に２

本の太沈線、その間に５～６本の細沈線が横走し、ハの字状に太沈線が縦断する。太沈線に沿って両

側に刺突列が施されている。胴部はややゆがみがあり、器厚が微妙に変化している。やや斜方向に RL

縄文が施文されている。底部との境は屈曲している。

%（�層）土器集中４〔LCP－４〕
位置：K－１５１・１５２ 標高１３．６�～１３．８� 規模：２．７１�×２．２３�
確認・調査・遺物出土状況：C地区の�層調査中、土器片の集中域が検出された。土器は一部を除い
てほとんどが細かく破砕された状態で出土した。そのため、一部の土器片の出土状況を実測し、残り

は遺物集中範囲を記録してまとめてとり上げた。検出レベルはおおむね平面的である。
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出土遺物総数は３３０点である。&群 a類土器が３２８点で、それ以外に礫が２点含まれていた。

掲載遺物：〔土器〕３～５は&群 a類綱文式の同一個体と思われる破片。繊維を多量に含み、剥離

が多く残存状況は良くない。太い原体が押捺され、節の磨り消しが行われているものの、完全に平滑

にするのではなく、いくらか残存させている。

'（�層）土器集中５〔LCP－５〕
位置：Y－１３０ 標高１３．３�付近 規模：１．３９�×１．０２�
確認・調査・遺物出土状況：�層上面の検出中、土器片がやや多く出土する範囲があった。その周囲
を少し掘り下げたところ、土器が不整形に広がる範囲を確認した。土器片はやや大型の破片があるも

ののその多くは小片であり、一部の土器片を実測し残りは地点のみを記録して取り上げた。

出土土器の総点数は１８０点である。ほとんどが細片で、すべて�群 c類である。

掲載遺物：〔土器〕６は�群 c類タンネトウ L式。口縁～底部まで１３９点が接合し、復元した。うち

１６点は周辺包含層の Z１－１３０区から出土した１５点と、約２０�離れたW－１２６区出土の１点が接合し

ている。器壁はやや薄く、焼成良好である。緩やかな波状口縁に４単位の突起があり、突起と口唇に

間隔を置いて刻みが施されている。突起下に縄線が施された縦位の貼付帯がある。口縁部は無文地に

３本の縄線が横走する。その下の広く浅い凹線により口縁部と胴部が分かれている。胴部はやや斜方

向に RL縄文が施文されている。底部との境は屈曲し、底部はやや丸底ぎみである。

(（�層）土器集中６〔LCP－６〕
位置：S－１３２ 標高１２．７�付近 規模：１．８０�×１．６１�
確認・調査・遺物出土状況：�層調査中、�－１層を掘り下げたところで不整形に広がる土器片の集
中域が検出された。土器はそのほとんど全てが破砕された状態で出土した。そのため、遺物集中範囲

のみを記録してまとめてとり上げた。集中域はいくつかの小さな塊が集合したもので、北側がやや密

であり、南側の２つの塊はやや粗である。この後、直下から竪穴住居跡５が検出されたが、直接の関

係はないものと考えられる。

出土遺物総数は８４３点である。この内訳は土器７５８点、石器８５点である。土器は
群 b類が１点、


群 b－４類が７点、�群 b－１類が６０点、�群 b－３類が５１６点、�群 c類が２点、不明の砕片が１７２

点である。石器等はすり石１点、石皿（片）３点、フレイク７９点、礫２点である。

掲載遺物：〔土器〕７はやや乱れた羽状縄文が施されたもの。
群 b類と思われる。８～１０は�群 b

－１類天神山式。８・９は複節 RLR、１０は単節 LRが地文である。８・１０は押引文が施されている。

１１は�群 b－３類。口縁部が肥厚し、２段の刻み列が施されている。円形刺突がみられる。色調が淡

色である。 （阿部）

〔石器〕１２はすり石である。断面三角形で、大部分を欠失している。石材は砂岩である。
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図�－３４ 土器集中�〔UCP－２・３〕
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図�－３５ 土器集中�〔LCP－３～６〕

� 縄文時代の遺構とその遺物

177



図�－３６ 土器集中出土の遺物�
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図�－３７ 土器集中出土の遺物�
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� フレイク・チップ集中
�層調査中、フレイクがまとまって出土した７ヵ所をフレイク集中と認定し、調査を行った。フレ
イク集中は小形のフレイクが多く認められたため、土壌ごと取り上げ水洗を行い微細遺物の検出に努

めた。分布は竪穴住居跡の周辺で検出されるものが多い。また、竪穴住居跡の覆土や床面からもフレ

イクが多く検出されているため、竪穴住居跡と近い時期の可能性が高い。出土点数は LFC－５・７

・８・１０の１，０００点以下のものと、LFC－６・９・１１の１，０００点を大きく越えるものに分かれる。フ

レイクは小形のものが多く、主に二次加工の場であったと考えられる。石材は黒曜石が最も多く、わ

ずかに頁岩が認められる。黒曜石は赤井川産と考えられる黒曜石７・８が主体で、わずかに黒曜石１

・６がみられる。黒曜石７・８について原産地分析を行ったものは赤井川産という結果が出ている。

"フレイク集中５〔LFC－５〕
位置：U・V－１３２

検出・調査：U・V－１３２区の�－２層調査中、南北約０．７�、東西約０．６�の範囲でフレイクのまと
まりを検出した。北東側約２�に LFC－９がある。

遺物出土状況：出土遺物総数は８５点である。全て石器等で内訳は両面調整石器５点、Rフレイク１点、

フレイクが７７点、たたき石１点、礫１点である。石材はたたき石、礫以外は全て黒曜石７、８で赤井

川産と考えられる。

出土遺物：〔石器〕１はたたき石である。両端及び側縁部にたたき痕が認められる。それ以外に３面

に擦痕がみられ、砥石を転用したと考えられる。石材は砂岩である。

性格・時期：フレイクはいずれも小形で、たたき石、両面調整石器が出土していることから石器の二

次加工の場ないし二次加工で出た石器の廃棄場と考えられる。時期は層位と周辺出土の遺物から縄文

時代中期～後期と考えられる。

#フレイク集中６〔LFC－６〕
位置：Z－１３７

検出・調査：Z－１３７区の�－１層調査中、南北約２．２�、東西約２．２�の範囲でフレイクのまとまり
を検出した。石器は�－２層中位まで出土した。LFC－６の下部からは LFP－３０が検出されている。

西側約１�に LFP－３１、南側約３�に LS－１がある。

遺物出土状況：出土遺物総数は１４，３３５点と今回検出されたフレイク集中の中では最も多い。全て石器

等で内訳は石槍２点、両面調整石器１６点、フレイク１４，３１６点、礫１点である。石材は、礫以外は赤井

川産と考えられる黒曜石７、８がほとんどで他に黒曜石１、黒曜石６、黒曜石１０が少量ある。

出土遺物：〔石器〕２は両面調整石器で下部を欠失している。石材は流紋岩を多く含む黒曜石８で赤

井川産と考えられる。

性格・時期：フレイクはいずれも小形で、石槍、両面調整石器が出土していることから石器の二次加

工の場ないし二次加工で出た石器の廃棄場と考えられる。時期は層位と周辺出土の遺物から縄文時代

中期と考えられる。

$フレイク集中７〔LFC－７〕
位置：T－１３１・１３２

検出・調査：LPD－２の調査中、覆土内から南北約０．９�、東西約０．６�の範囲でフレイクのまとま

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�

180



りを検出した。覆土内からは LFP－５１・５２が検出されている。

遺物出土状況：出土遺物総数は９２６点である。全て石器等で内訳は石鏃１点、石槍１点、フレイク９２４

点である。石材は、赤井川産と考えられる黒曜石７、８がほとんどで他に黒曜石１、黒曜石６、黒曜

石１０が少量ある。

性格・時期：フレイクはいずれも小形で、石槍、両面調整石器が出土していることから石器の二次加

工の場ないし二次加工で出た石器の廃棄場と考えられる。時期は縄文時代で、LPD－２より新しい

と考えられる。

%フレイク集中８〔LFC－８〕
位置：S・T－１３３

検出・調査：S・T－１３３区の�－２層調査中、南北約０．７�、東西約０．８�の範囲でフレイクのまとま
りを検出した。北東側に近接して LFP－４８が検出されている。

遺物出土状況：出土遺物総数は２１４点で全てフレイクである。石材は、赤井川産と考えられる黒曜石

７、８がほとんどで他に黒曜石１が少量ある。

性格・時期：フレイクはいずれも小形で、石器の二次加工の場ないし二次加工で出た石器の廃棄場と

考えられる。時期は層位と周辺出土の遺物から縄文時代中期と考えられる。

'フレイク集中９〔LFC－９〕
位置：U－１３２・１３３、V－１３２・１３３

検出・調査：U・V－１３２・１３３区の�－２層調査中、南北２．６�、東西約２．４�のやや広い範囲でフレ
イクのまとまりを検出した。また、南西側をわずかに風倒木痕で壊されている。南西側約２�に LFC

－５がある。

遺物出土状況：出土遺物総数は３，４１１点である。内訳は土器が４６７点で、
群 b－１類土器１点、�群
b－１類土器４３５点、�群 b類土器３１点である。石器は２，９４４点で、両面調整石器１点、Rフレイク１

点、フレイク２，９４０点、焼け礫１点、礫１点である。石材は、被熱している黒曜石１０が最も多く、次

いで赤井川産と考えられる黒曜石７、８がある。他には黒曜石１、頁岩が少量ある。

性格・時期：フレイクはいずれも小形で、両面調整石器が出土していることから石器の二次加工の場

ないし二次加工で出た石器の廃棄場と考えられる。時期は層位と周辺出土の遺物から縄文時代中期～

後期と考えられる。

(フレイク集中１０〔LFC－１０〕
位置：V－１３５

検出・調査：LPD－６の調査中、覆土下部からやや大形のフレイクのまとまりを検出した。位置は

LPD－６の西側壁付近で、南北約０．４�、東西約０．３�の狭い範囲に分布している。
遺物出土状況：出土遺物総数は１０点である。全て石器等で内訳はスクレイパー２点、Rフレイク１点、

フレイク７点である。石材は、全て赤井川産と考えられる黒曜石７、８である。

性格・時期：フレイクはいずれもやや大形で、石器の一次次加工の場ないし一次加工で出た石器の廃

棄場と考えられる。時期は縄文時代で、LPD－６の覆土下部で検出されたことから LPD－６より新

しい。
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図�－３８ フレイク・チップ集中〔LFC－５～１１〕
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'フレイク集中１１〔LFC－１１〕
位置：V－１３６

検出・調査：V－１３６区の�－２層調査中、南北約０．５�、東西約０．５�の範囲でフレイクのまとまり
を検出した。北西側に近接して LPD－６がある。

遺物出土状況：出土遺物総数は１２，７９１点で、LFC－６に次いで多い。全てフレイクである。石材は、

全て黒曜石である。

性格・時期：フレイクはいずれも小形で、分布範囲に比べて非常に多量に出土しているため、二次加

工で出た石器の廃棄場の可能性が高い。時期は層位と周辺出土の遺構、遺物から縄文時代中期～後期

と考えられる。 （広田）


 礫集中
"礫集中１〔LS－１〕
位置：Z－１３６ 標高１３．５�付近 規模：１．７０�×１．４６�
確認・調査：�層（Ta－c）を除去中、礫がややまとまって出土する範囲があり、�層上面まで掘り
下げたところ集中域か現れ、礫集中とした。径約６０	の集中範囲がありさらに周囲に散在している。
個々の礫はさまざまな形状であるが丸みをもち、長径３～５	程度のものが多い。
また集中域周辺で Ta－cが落ち込む範囲が検出され、土坑墓を想定して掘り下げたが、礫集中１

の下位に遺構は検出されなかった。

遺物出土状況：たたき石３点、礫１２７点が出土している。

掲載遺物：〔石器〕１はたたき石である。やや小形で楕円体の礫の下端部にたたき痕が認められる。

石材は砂岩である。

� 粘土集中
"粘土集中１〔LN－１〕
位置：U－１３１ 標高１２．７�付近 規模：０．４５�×０．４０�
確認・調査：�層の掘り下げ中、灰褐色の細かい粒子がまとまって検出された。精査したところ、粘
質土壌の塊が検出され、粘土集中とした。厚みは５	ほどあり、中央部は比較的純度の高い粘土があ
り周囲は黒色土が混じりやや不均質である。

#粘土集中２〔LN－２〕
位置：U－１２６ 標高１２．０�付近 規模：０．５０�×０．４３�
確認・調査：�層の掘り下げ中、灰褐色の細かい粒子がまとまって検出された。精査したところ、粘
質土壌の塊が検出され、粘土集中とした。厚みは７	ほどあるが範囲は狭い。緩斜面上にあり斜面下
側に一部薄く広がる部分がある。全体的に不均質で、一部赤色がかっている部分があり、鉄分による

影響と考えられる。 （阿部）
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図�－３９ 礫集中〔LS－１〕，粘土集中〔LN－１・２〕
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７．包含層出土の遺物（図�－４０～６６、表�－１２～２０、図版５９・６０・６６～７２・７４・７５・７８～８１）

� 土器等
"分布状況
包含層からは、土器・土製品合わせて２１，０９０点が出土した。A地区中央部付近から南東部付近にか

けて多く分布しており、北西部は少ない。C地区では全体的に少なく、北部ではまったく遺物が出土

していない発掘区が少なからずある。やや層位別では、�層から４，７９３点、�－１層から４，３２４点、�
－２層から１１，６７７点、�層から１２１点、撹乱その他が１７５点である。分類別では、
群全体で５，６５８点、
&群が１３７点、�群全体で７，１３９点、�群が１，３５５点、�群が６，６８７点、�群３４点、不明２４点である。土
製品は合わせて５６点出土した。特に中期後半の天神山式と晩期後葉タンネトウ L式が多くを占める。

土製品は三角形土製品が多い。以下、分類ごとの分布傾向を記す。


群 a類は図示していないが、C地区の O－１４７などに１１点が分布するのみである。


群 b－１類～b－２類は、その細分類を行うことが困難な破片が多いため、「
群 b類」としたも

のも含めて図示した。全体で１，４８０点である。A地区中央部から南部にかけて多く分布し、低地部か

らも少数出土している。分布の濃淡が見られるものの、全体的に散在している。C地区はわずかに３０

点が分布する。


群 b－３類～b－４類は、b－３類が５４１点、b－４類が１，９５４点出土している。分布に大きな偏り

がみられ、特に A地区北西部の台地から低地への肩口（K～P－１２８区）と、東部の Y・Z－１３５・１３６

区付近に小破片が集中している。

&群 a類は、A地区南東部と C地区中央部に局所的に分布する。後者は�層土器集中４（LCP－

４）付近である。ちなみに B地区（平成１４年度調査区）では１点が出土するのみであった。

�群 a類は図示していないが、A地区南東部から３２点が出土している。

�群 b－１類は包含層から５，９９９点が出土し、主体時期の一つとなっている。最大値は S－１３１区の

３５６点であり、全体的に散在している。土器全体の分布傾向と大きくは異ならず、A地区の中央部か

ら北東部にかけてやや多く分布している。C地区では北部を除き広く分布しているが、各発掘区とも

少ない。

�群 b－３類は１，１０８点が出土している。S－１３２区で４０１点、T－１３６区で１９９点などにややまとまっ

て出土している。

�群 a類は、A地区中央部から南東部に多く分布し C地区にもわずかに散在する。W－１３１区に

１，０４０点、U－１３２区に１７５点が集中しているが、いずれも小片である。�群 b類は、A地区中央部に

わずかに分布するのみである。

�群 c類は Ta－cの上下に分けて分布図を示した。いずれも分布に大きく偏りが見られ、濃淡が

明瞭である。�層では A地区中央部、南東部、南部の低地、C地区の東部に１発掘区あたり２００点を

超える発掘区がある。�～�層では A地区南東部に数ヵ所、同様の箇所が見られる。いずれもほと

んどが小破片である。

�群は A地区西部、L－１２９区付近に３０点ほどが分布する。小片であるが、文様等は明瞭に観察で

きる。

土製品は包含層出土５６点のうち、三角形土製品３３点、土器片再生円盤が８点、焼成粘土塊ほかが

１５点出土している。主に A地区に散在している。
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図�－４０ 包含層土器分布図�
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図�－４１ 包含層土器分布図�
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図�－４２ 包含層土器分布図
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図�－４３ 包含層土器分布図�
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図�－４４ 包含層土器分布図�
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図�－４５ 包含層土器分布図�
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#!層出土の土器・土製品
【縄文時代早期～後期の土器】

�層は本来的には縄文時代晩期以降の遺物が出土する層位であるが、Ta－cの薄い範囲など一部の

発掘区でそれ以前の土器が出土している。１は東釧路�式、２は綱文式、３は天神山式、４は余市式
に属するものと思われる。

【縄文時代晩期の土器】

５～２３は�群 c類タンネトウ L式（またはママチ�群）に属するもの。５～１３は深鉢を主体に比
較的文様が複雑でないものを掲載した。１４～１６は浅鉢、１７～２３は台付や舟形・壺形など器形や文様が

やや複雑なものを掲載した。

５は大型深鉢の胴上部の破片。やや不規則な波状の太く浅い横走沈線がめぐり、刺突列が施されて

いる。６・７は口唇上に指先のような表現の連続押捺が行われている。また９・１０は内傾する口唇内

側に縄文を強く押捺している。１１は口唇上に縄文が回転施文されている。６・８・９・１１の口縁部に

は横走沈線がめぐり、８は横 U字状の沈線が見られる。１１の口縁部はほとんど無文になっている。

９・１２・１３は丸底気味になっており、底面にも施文されている。１２はやや小型の深鉢と思われる。６

・８・９・１２・１３の地文は斜方向に回転され、条が縦位になっている。１３の内面には多量のススが付

着している。

１４～１６の浅鉢は、すべて外面が地文のみである。１４・１５は口唇上に細かい撚りの縄文が密に押捺さ

れ、棒状工具を押し当てたような沈線（刻み）がやや間隔を置いて施されている。１５は長軸３８．６	短
軸約３２	を計る大型の浅鉢。W－１２４区にややまとまって分布していた。突起および装飾が長軸片側

に偏っている。全体的には細かい撚りの縄文の原体押捺による装飾が豊かである。特に突起下には渦

文をえがき中心部に刺突を設けている。内面は丁寧に調整されている。１６は内面上位に縄文の原体を

連続押捺し、その上に太く浅い沈線で弧線文がえがかれている。

１７は台付深鉢。H・I－１３４区４２点と L－１３３区４点が接合した。４単位の口縁波頂部から垂下する

貼付隆帯上には刻みが施され、貫通孔が１ヵ所穿たれている。台部には鋸歯状の沈線が施文され、下

端は細かい波状になっている。１８は突起下に貫通孔が２ヵ所穿たれている。横走する沈線がやや不規

則である。１９・２０は同一個体と思われ、形状から１７のような４単位の波状口縁の台付鉢になるものと

思われる。１９は短軸端の突起、２０は長軸端の突起とみられ強く湾曲している。貼付隆帯に貫通孔が１

ヵ所穿たれている。２１は胴部が屈曲しており、湾曲のあり方や文様の特徴から舟形の深鉢と思われる。

胴部の屈曲以下に回転縄文が施され、上部は細かい撚りの縄文の原体が地文として押捺されている。

上部には太い沈線で弧線文などがえがかれている。２２は小型の鉢の底部で、底面は丸みを帯びている。

弧線文や鋸歯文がある。２３は壺形を呈し、肩部には弱い突起がある。弧線文や山形の沈線で文様が密

に施されている。

【続縄文時代の土器】

第�章は縄文時代の章であるが、�層包含層の遺物として続縄文時代の土器をここに掲載する。
２４・２５は後北 C２－D式。微隆起線による弧線文などの区画内に細かい刺突列が施されている。口

唇上に刺突列（刻み）がある。

【土製品】

２６・２７は平板で三日月形または環状になると考えられる土製品。太い沈線がめぐり、一部赤彩が

残っている。２８は焼成粘土塊。指先による押捺の跡が残っている。
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図�－４６ !層出土の土器�
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図�－４７ !層出土の土器�
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図�－４８ !層出土の土器
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$�層～ 層出土の土器・土製品
【縄文時代早期の土器】

２９は
群 a類に属する。また３０～４０は
群 b－１類東釧路�式（細分困難な「
群 b類」を含む）、

４１～４４は
群 b－２類コッタロ式、４５～４８は
群 b－３類中茶路式、４９～５８は
群 b－４類東釧路�
式に属するものと思われる。

２９は貝殻腹縁文が鋸歯状に密に施されている。焼成良好である。

３０～４０について、器種はやや小型の深鉢形がほとんどである。深鉢形の器形は口縁部がわずかに外

反し（３１～３５・４０）、胴部がわずかにふくらみ、底部で屈曲し張り出す（３９・４０）。内外面は調整され

ているものの器厚は一定でなく、内面に指頭による成形・調整の跡が多数残っているものがほとんど

である。焼成は良好である。文様は３２～３５・３７・３９は短縄文の連続押捺、３１・３４～３７は絡条体圧痕、

４０は組紐圧痕により構成されている。また３３・３８・３９は地文に回転縄文が施され、３３・３８には貼付隆

帯の装飾も見られる。３７は３	ほどの長さの縄文原体を連続押捺し、平行および弧状に帯文様をえが
いている。４０は V－１３２区を中心に１０�ほどの範囲で散在していた深鉢で、同一個体破片が多数ある。
胴部の接点が明瞭ではないため、図上復元した。組紐圧痕が３～４本の単位で横位・縦位・弧状に器

面全面に施されている。底部の張り出し部には細かい突出部が波状に設けられている。

４１～４４はやや細めの貼付隆帯などからコッタロ式と判断したものである。器厚はやや薄い。短縄文

・組紐圧痕など東釧路�式にもみられる文様が整然と施文されている。
４５～４８は微隆起線状の隆帯を多段に平行させている。４５は隆帯間に結束縄文が施文されている。断

面を含め器面全体が赤褐色を呈している。接合残片が多量ある。A地区東部にやや広域に分布してい

た。４６～４８は隆帯間に細かい撚りの短縄文が丁寧に連続押捺されている。

４９～５８は横位の連続した鋸歯状の撚糸文が施文されるもの。器形は口径がやや大きく、ゆるやかに

外反し、口唇が薄くなる（５６など）。底部はすぼまり、径が小さい、または尖底になる。４９・５０には

短縄文、５０～５２には縄端圧痕、５５～５８には綾繰文がそれぞれみられる。５６・５７は同一個体。５８は A

地区東部にやや広域に散在していた破片４７点が接合した。残片も多数ある。残存する胴部の最大径は

３７	を超える大型の土器であるが、器厚は７)程度である。
【縄文時代前期の土器】

５９～６４は&群 a類に属する。５９・６０は前期初頭、６１～６４は綱文式に属する。

５９は口唇直下に縄端圧痕、その下に撚りの方向の異なる縄文原体を４条押捺している。口縁下は羽

状縄文が施されている。角形の口唇で平縁、黒褐色を呈し焼成はやや良好である。当遺跡から２*ほ
ど北のキウス４遺跡で出土した花積下層式併行の土器に類似している。６０は口縁部に横位と斜位の縄

文原体押捺が行われ、それ以下には太い綱文が施されている。節の磨り消しが丁寧である。６１～６４は

綱文が施された胴部片。節の磨り消しがやや丁寧に行われている。繊維を多量含み、ややもろい。６１

は平縁に弱い連続刺突が施されている。６４は比較的細い原体で施文されている。

【縄文時代中期の土器】

６５～６８は�群 a類に属する。円筒土器上層式に影響を受けた土器などが含まれる。６９～９７は�群 b

－１類天神山式に属するもの、９８～１０１は�群 b－２類柏木川式の可能性のあるもの、１０２～１１０は�
群 b－３類北筒式に属するものと思われる。

６５は大型突起。頂部に小さな平坦部をもつ。縄文原体が密に押捺されている。６６は外傾する口唇に

刻みに近い沈線が施されている。６７は窓枠状の隆帯間に刺突が施されている。６８は細かい撚りの縄文

が施されている。緩やかな口縁にやや簡素な突起がある。見晴町式に類する。
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６９～７７は口唇部のうち、肥厚のやや弱いもの（６９～７４）と断面が三角形状を示し主に口唇上に文様

が施文されるものを掲載した。６９は丸みを帯びた口唇上および内面口唇下にまで縄文が施文されてい

る。斜位にのびる隆帯上に押引文が施されている。７０は半截竹管状施文具による沈線がみられる。７１

・７２は口唇上に押引文が細かく施されている。７３～７５は隆帯＋押引文の装飾が見られる。７５～７７は肥

厚する口唇上に縄文原体押捺がある。７６・７７は波頂部にも隆帯＋押引文の装飾が見られる。

７８～８１は胴部片。地文は LR縄文または RLR複節縄文で lの撚りから始まる原体である。隆帯＋

押引文が施され、半截竹管状施文具による横走沈線が施されている（７８・７９）。

８２～９４は肥厚する口唇部が台形状を呈するもので、口唇上から口縁部側へ連続した施文が行われる

ものである。８２は半截竹管状施文具により鋸歯文を肥厚帯状に刻んでいる。８３は横位に連続して押引

文が施されている。８４・８６～９１は肥厚帯に口唇上から口縁部側にまたがって刻み（沈線）が施されて

いる。８９は横位にも沈線が引かれている。８７～９１は隆帯＋押引文により口縁下の装飾が行われている。

８８・９１は隆帯上に左右に押引文が施され、隆帯が山形になっている。９２～９４は肥厚帯に横位に半截竹

管状施文具により整然と沈線が施されているもの。９３・９４にはそれに交差する沈線が引かれている。

９２は口縁下にも斜位に沈線が引かれている。９４・９５は同一個体。P－１２７区から Z－１２８区まで４０�に
わたって広範囲に出土していたものが接合した。口縁～胴部に隆帯＋押引文により鋸歯文などが施さ

れ、胴中央部付近は半截竹管状施文具による浅い沈線が横位に引かれている。

９６・９７は底部で、ややざらついている。張り出しはほとんどない。９７は底面にも縄文が施文されて

いる。

９８～１０１について、９８は肥厚する口唇部は角状になっており、回転縄文が施文されている。９９は口

唇下に８の字状の細い隆帯が貼り付けられている。口縁部の横位の隆帯上には縄文原体が押捺されて

いる。１００は胴上部の括れ部に太い隆帯が貼り付けられ、刻みが施されている。１０１は縦位の低い隆帯

上に原体押捺が行われている。

１０２～１１０について、全体的に黄褐色を呈しややもろい土器が多い。１０２～１０８の口縁部には円形刺突

が連続して深く穿たれている。１０２・１０５～１０８の口縁は断面三角形を呈する。１０２は縄文が弱く施文さ

れている。１０３・１０５・１０７・１０８は内面に縄文がやや強く施文されている。１０４・１０６は結束縄文が明瞭

であり、１０７は内面にもみられる。１０９は結節羽状縄文が底部付近まで施文されている。器厚がやや薄

く硬質である。１０３・１０６・１０７には口唇上に刺突などの装飾がある。１１０は器壁が厚くややもろい。比

較的縄文の撚りが細かい。

【縄文時代後期の土器】

１１１・１１２は�群 a類余市式に属する。器壁が厚くややもろい。１１１は内外面および口唇上に縄文が

密に施文されている。１１３は�群 b－２類手稲式で、１１４は�群 b－３類+澗式に属する。内面がよく
調整されている。

【縄文時代晩期の土器】

１１５～１２６は�群 c類タンネトウ L式（またはママチ�類）に属する。
１１５は浅鉢。口唇上に平行する３条の原体押捺と刻みが施され、突起部には縦位に原体押捺が施さ

れている。１１６はやや太く浅い沈線で蛇行する沈線がひかれている。１１７は口縁下に４条の縄線文が施

されている。１１８は口唇上に細かい撚りの縄文原体が押捺されている。１１９は舟形を呈する深鉢の口縁

突起と思われる。波頂部は大きく屈曲し、その左側面は剥離面ではなく焼成前から欠落させているも

のである。縄文原体押捺による渦文・弧線文が突起外面と波頂部上に施され、波頂部の渦文中央に刺

突がある。
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図�－４９ �・ 層出土の土器�
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図�－５０ �・ 層出土の土器�
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図�－５１ �・ 層出土の土器
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図�－５２ �・ 層出土の土器�

� 縄文時代の遺構とその遺物

201



図�－５３ �・ 層出土の土器�
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図�－５４ �・ 層出土の土器�
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１２０・１２１は形状の類似した鉢。口唇上に平行する縄文押捺後、刻みが施されている。１２０の口縁下

には貫通孔がうがたれており、蛇行する沈線がえがかれている。１２２は浅鉢。残存する破片から接点

のない部分を含めて復元した。全体的には菱形に近い舟形であると考えられる。短軸側の口縁突起は

残存していたが、長軸側は不明である。装飾のある大型突起の可能性がある。口唇上は縄文原体押捺

と刻みが施されているが、途中からまったく施文されない部分がある。外面には口縁部および底部付

近に細い平行沈線が密に施文され、口縁突起下部にそれらを連絡する弧線文と平行沈線が引かれてい

る。底部は平坦である。１２３はやや不整形な浅鉢。６単位と考えられる口縁突起は２つ山の間に縄文

原体押捺が行われている。底部はやや厚く丸みを帯びている。１２４は小型の長胴な深鉢。やはり口唇

上に原体押捺と刻みがある。４単位の突起下に縦位の隆帯が貼り付けられている。底部は丸みを帯び、

周縁に刺突が施されている。１２５はミニチュアの鉢。無文で口唇部に刻みが施されている。

１２６は壺の口縁波頂部。小型の瘤の玉抱三叉文がみられる。内面に段が明瞭に見られる。内外面・

口唇上全面に赤彩されている。

【土製品】

１２７～１５９は三角形土製品、１６０～１６６は土器片再生円盤、１６７・１６８は土偶または動物意匠の土製品と

考えられるもの、１６９～１７２は焼成粘土塊である。

三角形土製品について、以下の形状がみられた。

�三角錐状に磨り込み、稜に刻みを加えたもの（１２７）
�三角錐にまでは至らず、断面が台形で、土器片の外面の文様が残存するもの（１２８～１３５）
�三角錐にまでは至らず、断面が台形で、上面も磨り外面の文様が残存しないもの（１３６～１４２）
�三角錐状に磨り込み、頂部がとがるもの（１４３～１５６）
,その他の形状（１５７～１５９）

�について、１２７は三角錐になるように土器片の外面側を斜方向に３面磨り込んだ後、各稜に２～
４本の刻みを設けたもの。丁寧に調整されている。�について、１４９・１５１～１５６は比較的丁寧に成形
・調整されているが、そのほか粗雑なものも多い。,について、１５７・１５８は他の三角形土製品と異な
り土器片の内面側を三角錐状に磨り、外面側の縄文がそのまま残存しているものであり、１５９は三角

錐状に磨られた２面に貫通孔が施されたものである。

１６０～１６６の円盤について、すべて
群 b類土器の破片を加工して成形されている。１６０は絡条体圧

痕の並列する破片で、やや方形に近い。中央内外面両方から大きく穿孔している。１６１は組紐圧痕・

縄端圧痕のみられる破片で、厚さがやや薄い。中央の穿孔部から半分が破損している。周縁の調整は

丁寧である。１６２・１６５は厚い土器片が加工されており、１６２は穿孔がなく１６５は内面側から５)ほど穿
孔を試みた跡がある。１６３・１６４はやや太い原体で羽状縄文が施文された土器片が用いられている。周

縁がよく調整されていて、１６４は極めて円形に近い。

１６７は土偶または動物形土製品の足部と考えられるもの。左側面に１条の縄文圧痕がみられる。底

面は平坦だがやや丸みを帯びている。上位の欠損部に貫通孔がみられる。１６８は不明土製品。平板に

乳房状の突起が貼り付けられているもの。

１６９～１７２について、１６９～１７１は小型でやや扁平なもの、１７２は不整形な団子状の焼成粘土塊。１７０～

１７２には半截竹管状施文具などを刺したとみられる跡が見られる。 （阿部）
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図�－５５ �・ 層出土の土製品
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� 石器等
アイヌ文化期、旧石器を除いた包含層出土石器等の点数は１２，９２０点である。層位別の内訳は�層６４２
点（５％）、�－１層５，３０３点（４１％）、�－２層６，６７８点（５２％）、�～�層１５５点（１％）である。他
に
層から１４２点（１％）出土している。層位別では�－１及び�－２層出土で９０％以上になり、他
の層位の出土は少ない。

石器群ごとの内訳は剥片石器群１１，３３８点（８８％）、磨製石器群３３０点（３％）、礫石器群１，１０４点

（９％）、石製品３点であり、剥片石器群がほとんどを占める。また、旧石器の可能性があるが、断

定できなかったものが１４５点ある。剥片石器群１１，３３８点の器種別の内訳は、石鏃１５５点、石槍１３点、石

錐１８点、つまみ付きナイフ２７点、スクレイパー６３点、両面調整石器５６点、Uフレイク２４点、Rフレ

イク１４６点、フレイク１０，８１４点、石核２２点で、フレイクが約９５％を占めている。道具類では石鏃が最

も多く、次いでスクレイパーが多く出土している。磨製石器群３３０点の器種別の内訳は石斧３２５点、石

斧原材（研磨石材）５点である。石斧は破片が多く、石斧と分類した中には製作時に生じた剥片も含

めている。礫石器群１，１０４点の器種別の内訳はすり石１８点、たたき石２９点、砥石４４点、台石・石皿３０

点、焼け礫８０点、礫９０２点、軽石１点である。礫が約８２％を占め、全体的に道具類は少ない。また、

石製品としては玉が３点出土している。

石材は、剥片石器群では黒曜石が主体で、頁岩も少量認められる。黒曜石は赤井川産と考えられる

黒曜石７・８がほとんどで、黒曜石１・３・６・９・１０が少量認められた。また、近文産を想定した

緑がかった黒曜石９は原産地分析では所山産という結果が得られており、予想とは異なった結果と

なっている。磨製石器群の石材は緑色泥岩が多く、片岩や蛇紋岩ないし泥岩が少量認められる。

図�－５６ 包含層出土石器分布図�
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図�－５７ 包含層出土石器分布図�
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図�－５８ 包含層出土石器分布図
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図�－５９ 包含層出土石器分布図�
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図�－６０ 包含層出土石器分布図�
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図�－６１ 包含層出土石器分布図�
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地区ごとにみた分布では、A地区はほぼ全体的に石器等が出土しているが、中央付近から南東側の

遺構周辺は特に多い傾向がみられる。C地区は全体的に石器等の出土点数が少なく、分布も散漫な傾

向にある。

"!層出土の石器（図�－６２）
�層出土の石器等の点数は６４２点である。器種別の内訳は、剥片石器群では石鏃２３点、両面調整石
器２点、石錐２点、スクレイパー１６点、Uフレイク３点、Rフレイク６点、フレイク５７７点、石核１

点、磨製石器群は石斧５点、礫石器群は、すり石１点、たたき石１点、砥石５点である。また、石製

品として玉が１点出土している。石器等の分布をみると、製品は A地区全体に薄く広がっており、C

地区は散漫である。フレイクは A地区中央から北西側にかけて多い。全体の分布はほぼ�群 c類土

器の分布と重なるため、時期は縄文時代晩期後葉のものと考えられる。

石鏃は２３点出土しており、この内１７点を図示した（１～１７）。石材は全て黒曜石である。黒曜石の

種類は黒曜石１が多く、少量黒曜石３・６・７がある。１は柳葉形のものである。丁寧な二次加工で

薄身に作られているが、先端と基部を欠失している。２～１１は無茎のもので形状は三角形に近い。２

・３・５・６・１０は素材面が残っており、５以外は縦長剥片を素材としている。２～４は幅に比べて

長さのある狭長な形態で、２・４は先端部を欠失する。４は原産地分析により十勝三股産という結果

を得た。５・６はやや幅があり基部が直線的なものである。５は縦長剥片、６は横長剥片を素材とし

ている。７～１１は基部がやや内湾するものである。７～９はやや狭長な形態で側縁が直線的なもので

ある。１０・１１はやや幅広で側縁が張り出す形態のものである。１２～１７は有茎のものである。小形のも

のが多く基部を部分的に欠失するものが多い。１２は厚みがあり、先端部を欠失している。１３・１４・１５

・１７は素材の形状を生かし周辺部のみ二次加工を施している。素材は薄身の縦長剥片が多い。１７は基

部が逆三角形状で先端が尖っている。

両面調整石器は２点出土しており、その内１点を図示した（１８）。石材は黒曜石１である。１８は下

端部を欠失している。縦長剥片を素材とし、両面の周縁部に二次加工が施される。

石錐は２点出土しており、２点とも図示した（１９・２０）。石材はどちらも黒曜石１である。１９は小

形のもので、素材となる横長剥片の一側縁に二次加工を施して、錐部を作り出している。２０は縦長剥

片を素材とし、表側右側面に原礫面を残す。表面と裏面の左側縁に二次加工が施されている。

スクレイパーは１６点出土しており、その内７点を図示した（２１～２７）。石材は全て黒曜石である。

２１はエンドスクレイパーで、下端部に急角度の刃部が作り出されている。裏面は原礫面である。２２～

２７は側縁に刃部が作り出されるサイドスクレイパーである。２２は棒状原石を素材とする。２３は両側縁

に細かい二次加工が施される。石材は黒曜石３である。下部に円礫の一部と考えられる原礫面を残す。

�－１層出土である。２４は横長剥片の末端部にやや外湾する刃部を作り出している。２５は半両面加工
で表面の両側縁に刃部が作り出されている。２６は大部分を欠失している。２７は表面の左側面に角礫の

一部と考えられる原礫面を残す。また裏面には主要剥離面を切る大きな剥離が認められることから、

石核を転用した可能性がある。

玉は１点出土している（２８）。２８は扁平な礫の平坦面に穴が２ヵ所認められる。穿孔は両面から

行っている。石材は泥岩である。
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図�－６２ !層出土の石器
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#�～-層出土の石器（図�－６３～６６）
�～�層出土の石器等の点数は１２，１３６点である。器種別の内訳は、剥片石器群では石鏃１３０点、石
槍１３点、両面調整石器５３点、石錐１６点、つまみ付きナイフ２７点、スクレイパー４６点、Uフレイク２１

点、Rフレイク１３７点、フレイク１０，１３５点、石核２１点、磨製石器群は石斧３１８点、石斧原材（研磨石

材）５点である。礫石器群は、すり石１７点、たたき石２８点、砥石３７点、台石・石皿３０点、焼け礫８０点、

礫８８０点、軽石１点である。また、石製品として玉が２点出土している。石器等の分布をみると、製

品は調査区全体に薄く広がっており、C地区は散漫である。フレイクは A地区中央から南東側にか

けて多く、遺構の分布とほぼ重なる。石器等全体の分布は土器の分布とほぼ重なるが、土器は縄文早

期～晩期のものが混在した分布状況を示すため、どの時期のものかは判断しがたい。

石鏃は１３０点出土しており、この内１２点図示した（１～１２）。完形もしくは完形に近いものが多い。

また、素材面を残すものは少ない。石材は黒曜石がほとんどで、２点のみ頁岩がある。黒曜石の種類

は赤井川産と考えられる黒曜石７・８が主体で次いで黒曜石１が多い。また、黒曜石３・４・６・１０

も少量認められる。１は柳葉形に近いが基部は平坦である。細かい丁寧な平坦剥離で作られている。

石材は黒曜石１である。２はやや幅の広い柳葉形である。左右は非対称で石材は黒曜石６である。３

は五角形に近い形状で基部は浅く内湾する。２７は無茎で形態は三角形状を呈する。基部はごく浅く内

湾する。５～１１は有茎のものである。茎部の下端は細くなるものが多い。いずれも細身で比較的厚み

がある。５～７は長さに比べて比較的幅のあるものである。５は縦長剥片を素材とし、両面に素材面

を残している。石材は黒曜石６である。７は比較的茎部が太めで長い。８～１１は長さに比べてやや幅

が狭いものである。８は小形のもので横長剥片を素材とする。９は茎部がやや太く、下端も幅の広い

ものである。１０は横長剥片が素材で、両面に素材面を残し、周辺に二次加工を施している。やや厚手

のものである。１１は茎部が大きく菱形に近い形状をしている。縦長剥片を素材としている。１２は石鏃

の未製品である。非常に厚みがあるためか、先端部を作り出す途中で放棄したと考えられる。裏面に

わずかに原礫面を残している。

石槍は１３点出土しており、その内６点図示した（１３～１８）。完形に近いものが多く、破片は少ない。

形状は多様で、石材は黒曜石７・８が多く黒曜石１や頁岩が少量認められる。１３は木葉形に近い形状

で、裏面に原礫面を残す。左右非対称で厚みがあるため、未製品の可能性もある。１４は先端がやや丸

みを帯び、裏面にやや風化した古い剥離面がみられる。未製品の可能性がある。１５は大形のもの。菱

形に近い形状を呈し、左右非対称である。１６・１７は茎部が太いもので、茎部下端は細くなる。１７は先

端を欠失している。１８は細身のもので、下部を欠失する。石材は黒曜石１だが、やや梨肌気味で全体

に緑がかった石質である。原産地分析ではケショマップ産という結果が出ている。

石錐は１６点出土しており、その内４点図示した（１９～２２）。完形のものが多い。棒状のものは少な

く、素材の形状を生かし、尖端部のみ二次加工で作り出すものが多い。石材は黒曜石７・８が主体で

頁岩が２点ある。１９は表面右側縁に細かい二次加工が施される。２０は尖端部に二次加工を施し、錐部

を作り出している。表面と右側面に原礫面を残す。２１は横長剥片を素材とし、表面両側縁と裏面左側

縁に二次加工が施される。２２は錐部がやや曲がる形状である。石材は頁岩である。

つまみ付きナイフは２７点出土しており、その内１２点図示した（２３～３４）。完形のものが多いが、下

部を欠失するものもある。二次加工は表面と裏面の側縁部に施されるもの（２３～２９・３１・３４）、両面

に施されるもの（３０）、両面の周辺部に施されるもの（３３）、の三つに大きく分けられる。縦長剥片を

素材とするものが多く、石材は頁岩が主体で、黒曜石１・３・７・８・１０が少量ある。２３～２９は表面

全体と裏面の右側縁に二次加工が施されるものである。裏面右側縁の加工はやや急角度である。石材
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は頁岩である。２４・２５・２９は下部を欠失する。２４は裏面左側縁にも細かい剥離がみられるが、剥離の

角度は右側縁に比べて緩やかである。２６はつまみ部の抉りが浅い。２７・２８は下部がやや細くなってい

る。２８は縦長剥片の末端部側をつまみ部にしている。３０～３４の石材は黒曜石である。３０・３１が黒曜石

１、３３が黒曜石３で、それ以外は黒曜石７ないし８である。３１・３２は小形のものである。３２は裏面右

側縁に平坦な二次加工が施される。３２は幅が狭く下部が尖る形状をしている。素材は縦長剥片で、末

端部側をつまみ部にしている。３４はつまみ部が不明瞭で、スクレイパーの可能性もある。両面には原

礫面を残す。

スクレイパーは４６点出土しており、その内１２点図示した（３５～４６）。石材は黒曜石が多く、頁岩が

少量ある。黒曜石は黒曜石７・８が主体で、次いで黒曜石１が多い。３５～３８はエンドスクレイパーで

ある。３５は厚みのある縦長剥片の末端部に分厚い急角度の刃部を作り出している。左側面に原礫面を

大きく残す。３６は下部に両面加工により刃部が作られている。３７は撥状の形状をしている。３８は左側

縁に傾斜した急角度の刃部が作られている。３９～４６はサイドスクレイパーである。３９は流紋岩が非常

に多い黒曜石８を素材とする。４０は表面右側縁に細かい連続した剥離により刃部が作られている。４１

・４２は表面右側縁に直線的な刃部が作り出される。４３・４５は側縁の一部に二次加工が施されている。

４４は横長剥片を素材とする。４６は頁岩製で下部を欠失する。

磨製石斧は３１８点出土しており、その内１０点図示した（４７～５６）。破片もしくは石斧製作時に生じた

と考えられる剥片が多く、製品類は未製品を含め少量であり、図示したものでほとんどである。石材

は緑色泥岩が最も多く、次いで片岩、蛇紋岩等がみられる。４７～５３は製品である。４７～５０はほぼ全面

研磨されているものである。部分的に製作時の剥離面を残しており、敲打痕を残すものは少ない。石

材は、４７・４９・５０は緑色泥岩で、４８は片岩である。４７は裏面の一部に敲打痕を残し、刃部を部分的に

欠失する。４８は薄身で片刃のものである。４９・５０は小形のものである。４９は両刃、５０は片刃である。

５１・５２は素材面を大きく残すもので、石材は緑色泥岩である。５１の裏面はほぼ原礫面で刃部のみ研磨

されている。５２は左右非対称で中央付近から刃部にかけて部分的に研磨されている。５３は刃部を欠失

している。石材は片岩である。５４・５６は未製品である。石材は、５４は緑色泥岩、５６は泥岩である。５４

は右側面に原礫面を残す。部分的に二次加工が施されているが研磨は認められない。５６は裏面の一部

が研磨されているが、刃部は作り出されていない。５５は石斧原材でいわゆる研磨石材である。表面が

研磨され、上部には擦切痕を残す。石材は蛇紋岩である。

たたき石は２８点出土しており、その内３点図示した（５７～５９）。破片が多く、完形に近いものは図

示したものでほとんどである。素材となる礫は棒状のものが多い。石材は砂岩が多く、安山岩が少量

ある。５７・５８は側面にすり痕がみられ、すり石としても使用されたと考えられる。石材は砂岩である。

５７はやや扁平な棒状の礫を素材としている。右側面下部にたたき痕がみられる。下端部と左側面には

すり痕が認められる。５８は表面と裏面にたたき痕がみられる。右側面にはたたき痕とすり痕が認めら

れる。５９は下端部に大きな剥離と細かいたたき痕がみられる。石材は不明である。

すり石は１７点出土しており、その内５点図示した（６０～６４）。たたき石同様、破片のものがほとん

どで、やや残りの良いものは、図示したものでほとんどである。石材は砂岩が多く、安山岩が少量あ

る。６０～６３は断面が三角形に近いものである。石材は全て砂岩である。６０・６１はすり面付近に剥離が

みられるものである。６１は部分的にたたき痕がみられ、たたき石としても使用されたと考えられる。

６２は礫の平坦面にもすり痕がみられるものである。６３は半分近くを欠失する。６４は表裏面にすり痕が

みられる。また左側面にはたたき痕が認められ、たたき石としても使用されたと考えられる。

砥石は３７点出土しており、その内１点図示した（６５）。破片がほとんどである。石材は砂岩が多い。
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図�－６３ �・ 層出土の石器�
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図�－６４ �・ 層出土の石器�
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図�－６５ �・ 層出土の石器
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図�－６６ �・ 層出土の石器�
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６５は表裏面が使用されており、断面は外側から内側に向かって薄くなっている。

台石・石皿は３０点出土しており、その内１点図示した（６６）。砥石同様破片がほとんどである。石

材は砂岩ないし安山岩である。６６は周辺部を欠失している。表裏面が使用されており、断面は内側が

薄くなっている。石材は砂岩である。

玉は３点出土しており、その内１点図示した（６７）。６７はほぼ全面が研磨され、中央に大きな穿孔

がみられる。全体的に研磨時の稜を残しており未製品と考えられる。石材はチャート？である。

（広田）

８．フローテーション法による微細遺物の調査 （表�－７）

目的と採取試料

微細な人工遺物の回収とともに、縄文時代各時期の動物・植物利用の一端を探るため、焼土や遺構

の覆土の土壌をサンプリングし、フローテーション処理した。対象とした土壌の採取箇所は、竪穴住

居跡の炉が１３ヵ所、炭化材を多く含む覆土が１ヵ所、土坑中の焼土１ヵ所、�層中で検出されたやや
大型の焼土が９ヵ所である。なお土壌は１４１.・約１１２kgに及んだ。

選別・同定結果

土壌水洗により得られた浮遊物９００gあまりと残渣約２，５００gから、種子・骨片などの微細遺物の回

収を行った。全体的に、対象土壌の量の割に検出された遺物は少なかった。

石器フレイク等の微細な遺物がわずかに検出された。特に竪穴住居跡３の炉からは、ベンガラと見

られる粒子が検出された。自然遺物では、骨片がわずかに検出されたが、同定は不能である。また炭

化物は約２２g検出されたが、種子は検出されなかった（�章－３）。
（阿部）

表�－７ フローテーション結果（�・ 層）

試料番号 遺構 層位
乾燥重量
（/）

体積
（l）

残渣重量
（/）

浮遊物
（/）

土器
（/）

フレイク
（/）

礫
（/）

骨片
（/）

炭化物
（/）

種
子 備考

オ２－２３８ LPD２－fp１ 焼土 ２，９４０ ５．４ ３３．７ ３５．５ ０．０ ２．１
オ２－２３９ LPD３－fp１ 焼土 ４，０２０ ４．５ １９０．７ ９０．１ ０．３ ０．５ ０．４ ベンガラ０．０g
オ２－２４０ LPD５－fp１ 焼土 ５，５３０ ９．４ １７４．２ １１４．２ ０．２ ０．８
オ２－２４１ LPD６－fp１ 焼土 ７，０８０ ８．７ ７９．６ ４５．５ ０．０
オ２－２４２ LPD６－fp２ 焼土 １，３００ １．２ ２２．８ ６．５
オ２－２４３ LPD６－fp３ 焼土 ２，５６０ ３．０ ４１．８ ２０．９ ０．０ ０．５
オ２－２４４ LPD６－fp４ 焼土 １，３２０ ２．３ ２４．５ ９．７ ０．０
オ２－２４５ LPD６－fp６ 焼土 ６，２５０ ７．４ １２９．２ ４７．４ ０．０ ０．０
オ２－２４６ LPD６－fp７ 焼土 ２，６８０ ３．８ １２５．８ ３０．６ ０．０
オ２－２４７ LPD６－fp８ 焼土 １，６２０ １．８ ４５．１ １２．５ ０．０ ０．３
オ２－２４８ LPD６－fp９ 焼土 ３，４７０ ４．０ ７８．４ ２５．１ ０．０ ０．４
オ２－２４９ LPD６－fp１０ 焼土 ４，０７０ ４．３ ５５．９ ２３．１ ０．１ ０．０
オ２－２５０ LPD－７ 覆土３ １１，５７０ １６．９ ２６９．８ ２０１．３ ０．１ ０．２ ０．０ １６．２
オ２－２５１ LPD７－fp１ 焼土 １，０４０ １．１ １８．１ １２．９ ０．０ ０．３
オ２－２５２ LPI－２０ 焼土 ４８０ １．１ ５．３ ５．２ ０．０ ０．３
オ２－２５３ LFP－１８ 焼土 ９７０ １．５ １４．１ ７．６ ０．３
オ２－２５４ LFP－６２ 焼土 １２，７８０ １４．６ ３７２．７ ５８．８ ０．０
オ２－２５５ LFP－７４ 焼土上面 ２，６５０ ３．８ ２７．２ ５．５ ０．０
オ２－２５６ LFP－７６ 焼土上面 ６，３７０ ６．０ ９７．５ ２４．６ ０．０ ０．０
オ２－２５７ LFP－７６ 焼土 １２，４２０ １２．７ ２７３．２ ５４．８
オ２－２５８ LFP－８０ 焼土上面 ４，１５０ ４．９ ６１．４ ５．８ ０．０ ０．１
オ２－２５９ LFP－１０３ 焼土上位 ３，６３０ ５．０ ８４．６ １１．４ ０．０
オ２－２６０ LFP－１０３ 焼土中 ５，７５０ ８．６ ７８．８ ３３．０
オ２－２６１ LFP－１１４ 焼土 ７，８３０ ９．１ １３２．８ ４０．５ ０．０
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表�－８ 遺構規模一覧

遺構名
位置

（発掘区）

標高

（�）

上場の長軸

（�）

下場の長軸

（�）

上場の短軸

（�）

下場の短軸

（�）

深さ

（�）

竪
穴
住
居
跡

LPD－２ S・T－１３１・１３２ １２．６１～１２．８３ ３．０２ ２．５１ （１．９６） （１．７３） ０．４０

LPD－３ Y－１２９・１３０ １２．９６～１３．１６ ２．３９ １．７９ ２．０２ １．４７ ０．２９

LPD－４ H・I－１３２ １２．１９～１２．２５ ― （２．１８） ― （２．０７） ０．０５

LPD－５ S－１３２・１３３ １２．６１～１２．６３ ２．５５ ２．２３ （２．１８） ２．０１ ０．２９

LPD－６ V・W・X－１３５・１３６ １２．９１～１３．２７ ８．０８ ７．８２ ５．２５ ５．０５ ０．３９

LPD－７ Z－１２６・１２７ １３．０３～１３．１０ ２．８２ ２．４８ ２．６５ ２．３６ ０．３１

土
坑

LPI－５ Y－１２４ ― ― １．６７ （１．２６） １．０４ ０．１４

LPI－６ W－１３５ ― ０．６５ （０．５３） ０．５１ ０．２８ ０．２３

LPI－７ Y－１２３ １２．０４～１２．３５ １．８８ １．６８ １．１８ ０．９６ ０．３３

LPI－８ Z１－１２５ １２．９３～１２．９５ ０．６０ ０．５１ ０．５９ ０．５０ ０．１６

LPI－９ W－１３１ １２．８２～１２．８４ １．０１ ０．７５ ０．６１ ０．４６ ０．３７

LPI－１０ X－１２９ １２．８８～１２．９０ ０．９７ ０．７０ ０．７２ ０．４８ ０．３５

LPI－１１ W－１３１ １２．７４～１２．７８ １．０４ （０．９２） ０．６２ ０．５３ ０．１６

LPI－１２ U－１３１ １２．５７～１２．６０ ０．８９ ０．６７ ０．６８ ０．４３ ０．１９

LPI－１３ P－１２８・１２９ １２．５１～１２．５２ ０．４６ ０．３３ ０．４０ ０．３４ ０．１６

LPI－１４ Q－１２９ １２．４６ ０．４２ ０．３１ ０．４１ ０．２７ ０．０８

LPI－１５ Q－１２８ １２．４５ ０．４１ ０．３１ ０．３６ ０．２２ ０．１３

LPI－１６ Q－１２８ １２．４４～１２．４６ ０．５１ ０．４０ ０．３８ ０．２７ ０．１２

LPI－１７ Q－１２９ １２．４７ ０．３２ ０．２２ ０．３１ ０．２１ ０．１１

LPI－１８ Q－１２９ １２．４６ ０．３４ ０．２２ ０．２９ ０．１７ ０．１８

LPI－１９ O－１２９ １２．４６～１２．５２ ０．５１ ０．３７ ０．４１ ０．３２ ０．１３

LPI－２０ N－１２９ １２．５８～１２．６４ １．９１ １．７６ １．７０ １．５７ ０．１８

LPI－２１ T・U－１３１ １２．５１～１２．５２ （０．９９） （０．９１） ０．９０ ０．８０ ０．０９

LPI－２２ W－１３５ １２．７３～１２．８２ １．０７ ０．９１ ０．８０ ０．６０ ０．３０

LPI－２３ S－１３１ １２．４０ ０．４５ ０．３４ ０．４２ ０．３４ ０．１６

LPI－２４ S－１３１ １２．３９ ０．４５ ０．３６ ０．３８ ０．３１ ０．０９

LPI－２５ S－１３３ １２．５９ ０．５９ ０．４６ ０．５９ ０．４２ ０．１８

LPI－２６ S－１３１ １２．４０～１２．４２ ０．５１ ０．４２ ０．４９ （０．４２） ０．０９

LPI－２７ S－１３２ １２．４３ ０．５１ ０．４２ ０．４６ ０．３７ ０．２０

T
ピ
ッ
ト

LTP－９ S・T－１２８ １２．６０～１２．６９ ３．４９ ３．３６ ０．６２ ０．２９ １．４０

LTP－１０ T・U－１３０・１３１ １２．４２～１２．５４ ３．４５ ２．９１ ０．６９ ０．２８ １．３４

LTP－１１ V－１３４・UV－１３５ １２．７０～１２．８４ ３．０８ ２．５６ ０．４６ ０．１０ １．３３

土
器
集
中

UCP－２ Z－１３１ １３．４９～１３．６０ ― ― ― ― ―

UCP－３ M－１４９ １３．４１～１３．９６ ― １．１７ ― ０．８３ ―

LCP－３ P－１３５ １２．７９～１２．８６ ― ２．０５ ― １．８２ ―

LCP－４ K－１５１・１５２ １３．６６～１３．８０ ― ２．７１ ― ２．２３ ―

LCP－５ Y－１３０ １３．２７～１３．３５ ― １．３９ ― １．０２ ―

LCP－６ S－１３２ １２．６７～１２．７２ ― １．８０ ― １．６１ ―

フ
レ
イ
ク
チ
ッ
プ
集
中

LFC－５ U・V－１３２ １３．００ ― ０．７４ ― ０．６４ ―

LFC－６ Z－１３７ １３．５３～１３．６０ ― ２．２９ ― ２．１５ ―

LFC－７ T－１３１・１３２ １２．７１～１２．８１ ― ０．８７ ― ０．６４ ―

LFC－８ S・T－１３３ ― ― ０．７５ ― ０．７３ ―

LFC－９ T・U－１３２・１３３ １２．９５～１２．９８ ― ２．６６ ― ２．４７ ―

LFC－１０ V－１３５ １２．８２ ― ０．３３ ― ０．２５ ―

LFC－１１ V－１３６ ― ― ０．５２ ― ０．４７ ―

� 縄文時代の遺構とその遺物
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表�－９ 遺構出土掲載土器一覧�
挿図

番号

掲載

番号

写真

図版

遺構／

（発掘区）
層位 遺物番号 点数 分類 器種 部位 文様等；地文等／特徴

整理

番号
備考

図�－３ １ 図版６１ LPD－２ 覆土２ ９１ ２ 
b－１ 深鉢 胴 短縄文・LR縄文 オ－１５１

図�－３ ２ 図版６１ LPD－２ 覆土 ２１１・２２７・２３４・２４２ ４ �b 深鉢 口縁 刻み（沈線）；LR縄文／肥厚する口唇 オ－１０１� ４と同一個体

図�－３ ３ 図版６１ LPD－２ 覆土 １２５・２１３ ２ �b－１ 深鉢 口縁 刻み（沈線）・沈線；LR縄文／肥厚する口唇 オ－１５２

図�－３ ４ 図版６１ LPD－２ 覆土 ２０１・２４０ ２ �b 深鉢 口縁 沈線；LR縄文 オ－１０１� ２と同一個体

図�－３ ５ 図版６１ LPD－２ 覆土 １２６・１８９ ２ �b－１ 深鉢 胴 隆帯上押引文・平行沈線；RLR縄文 オ－１０２� ６と同一個体

LPD－２ 覆土１ １０４ １

LPD－２ 覆土２ １１０・１１１ ２

LFP－７０ 焼土 １

図�－３ ６ 図版６１ LFP－６１ 焼土 １ �b－１ 深鉢 口～胴 口唇上刻み・沈線・隆帯上押引文・ オ－１０２ ５と同一個体

（S－１３０） �－２ ４ 平行沈線；RLR縄文／波状口縁・

（T－１２８） �－２ １ 肥厚する口唇

（T－１３０） �－２ １２

（R－１２６） �－２ １

図�－５ １ 図版６１ LPD－３ 床 ５７ ２ �b－１ 深鉢 口～胴 口唇上刻み・沈線・隆帯上押引文・ オ－１０３

LPD－３ 覆土 ５１ 平行沈線；LR縄文／波状口縁＋突起・

肥厚する口唇

図�－５ ２ 図版６１ LPD－３ 床 ３７ １ �b－１ 深鉢 胴 隆帯上押引文；RLR縄文 オ－１５３

図�－５ ３ 図版６１ LPD－３ 床 ４９ １ �b－１ 深鉢 胴 隆帯上押引文；LR縄文 オ－１５４

図�－７ １ 図版６２ LPD－４ 覆土 ８４・８５ ２ �b－１ 深鉢 胴 隆帯上刻み（沈線）；RLR縄文 オ－１０５

LPD－４ 床面 ９７ ４

図�－７ ２ 図版６２ LPD－４ 床面 ９２・９８・１０４・１０５ ６ �b－１ 深鉢 口縁 口唇上刻み（沈線）・隆帯上刻み（沈線） オ－１０４� ３と同一個体

押引文；RLR縄文

図�－７ ３ 図版６２ LPD－４ 床直 １５２ １ �b－１ 深鉢 口縁 押引文・平行沈線；RLR縄文 オ－１０４� ２と同一個体

図�－７ ４ 図版６２ LPD－４ 床面 １０１ １ �b－１ 深鉢 口縁 肥厚する口唇上刻み（沈線）；RLR縄文 オ－１５５

図�－７ ５ 図版６２ LPD－４ 床面 ９６ １ �b－１ 深鉢 胴 押引文・平行沈線；RLR縄文 オ－１５６

図�－７ ６ 図版６２ LPD－４ 覆土 １７ １ �b－２？ 深鉢 口縁 隆帯上縄端圧痕；LR縄文（多条） オ－１５７

図�－９ １ 図版６２ LPD－５ 覆土 ２２ １ 
b－１ 深鉢 胴 短縄文 オ－１５８

図�－９ ２ 図版６２ LPD－５ 覆土 ７１ ２ 
b－４ 深鉢 胴 撚糸文 オ－１５９

（S－１３３） �－２ ２

図�－９ ３ 図版６２ LPD－５ 覆土 １１６ １ �b－１ 深鉢 口縁 肥厚する口唇上刻み（沈線）・押引文 オ－１６０

LPD－５ 床直 １３４ １ ; LR縄文

図�－９ ４ 図版６２ LPD－５ 覆土 ７０ １ �b－１ 深鉢 口縁 口唇上沈線・隆帯上押引文；LR縄文 オ－１６１ LPD－６の３と同一

図�－９ ５ 図版６２ LPD－５ 覆土 ３７ １ �b－１ 深鉢 胴 平行沈線；RLR縄文 オ－１６２

図�－９ ６ 図版６２ LPD－５ 覆土 ７４ １ �b－３ 深鉢 口縁 刺突（突瘤）；LR縄文 オ－１６３

図�－１３ １ 図版６３ LPD－６ 覆土 ３９ １ 
b－１ 深鉢 胴 組紐圧痕 オ－１６４

図�－１３ ２ 図版６３ LPD－６ 覆土 ９２ １ �b－１ 深鉢 口縁 肥厚する口唇上縄文圧痕・刺突 オ－１６５

図�－１３ ３ 図版６３ LPD－６ 覆土 １２７ １ �b－１ 深鉢 口縁 口唇上沈線・隆帯上押引文；LR縄文 オ－１６６ LPD－５の４と同一

図�－１３ ４ 図版６３ LPD－６ 覆土 ５４ １ �b－１ 深鉢 胴 沈線・隆帯上押引文；RLR縄文 オ－１６７

図�－１３ ５ 図版６３ LPD６－fp９ 焼土中 １ �b－１ 深鉢 胴 沈線・隆帯上刻み・押引文；LR縄文 オ－１７２

図�－１３ ６ 図版６３ LPD－６ 覆土 ９・１３８ ２ �b－１ 深鉢 口縁 口唇および隆帯上刻み・押引文； オ－１０８

（W－１３５） �－２ １ RLR縄文／波状口縁

図�－１３ ７ 図版６３ LPD－６ 覆土 ４０・４１・４２・５０・５５・ ９ �b－１ 深鉢 口～胴 平行沈線・隆帯上刻み・押引文； オ－１０６

５６・５７・６２・６３ LR縄文／肥厚する口唇・波状口縁

LPD－６ 覆土 １

図�－１３ ８ 図版６３ LPD－６ 床面 １６０・１８０ ３ �b－１ 深鉢 胴 平行沈線・隆帯上刻み・押引文； オ－１０７

LPD－６ 覆土 １５ RLR縄文

図�－１３ ９ 図版６３ LPD－６ 覆土 ４ １ �b－３ 深鉢 胴 結束羽状縄文 オ－１６８

図�－１３ １０ 図版６３ LPD－６ 覆土 ２ �b－３ 深鉢 口縁 刺突（突瘤）；RL縄文／肥厚する口唇 オ－１６９

図�－１３ １１ 図版６３ LPD－６ 覆土 ８９ １ �b－３ 深鉢 口縁 肥厚する口唇上連続刺突・ オ－１７０

刺突（突瘤）；RL縄文／スス多量

図�－１３ １２ 図版６３ LPD－６ 覆土 １ �b－１ 深鉢 口縁 鋸歯状沈線／LR縄文（口唇上含む） オ－１７１

図�－１９ １ 図版５９ LPI－５ 覆土 ４０ �b－１ 深鉢 口～胴 肥厚する口唇上絡条体圧痕・ オ－１０

隆帯上押引文・平行沈線；RLR縄文

／４単位波状口縁・復元率約５０％

口径２６．２	・残存高３２．０	
図�－１９ ２ 図版６４ LPI－６ 覆土 ２ �b－１ 深鉢 胴 平行沈線；RLR縄文 オ－１７３

図�－１９ ３ 図版６４ LPI－８ 覆土 ３ ２ 
b－１ 深鉢 胴 短縄文 オ－１７４

図�－１９ ４ 図版６４ LPI－８ 覆土 ６ １ 
b－１ 深鉢 底 短縄文・組紐圧痕 オ－１７５

図�－２３ １ 図版６４ LTP－９ 坑底 ２ １ �b－１ 深鉢 胴 RLR縄文 オ－１７６

図�－２３ ２ 図版６４ LTP－１０ 覆土 ２・３ ２ 
b－１ 深鉢 胴 短縄文・LR縄文 オ－１７７

図�－２３ ３ 図版６４ LTP－１０ 覆土 ６ １ �b－１ 深鉢 胴 平行沈線；LR縄文 オ－１７８

図�－３３ １ 図版６５ LFP－６１ 焼土 １ �b－１ 深鉢 胴 平行沈線；LR縄文 オ－１８０

図�－３３ ２ 図版６５ LFP－６２ 焼土中 １ �b－１ 深鉢 口縁 肥厚する口唇上絡条体圧痕・ オ－１８１

隆帯上押引文・平行沈線；RLR縄文

図�－３３ ３ 図版６５ LFP－６３ 焼土 １ �b－１ 深鉢 胴 隆帯上押引文・平行沈線；RLR縄文 オ－１８２

図�－３３ ４ 図版６５ LFP－６８ 焼土 １ �b－３ 深鉢 口縁 肥厚する口縁上押引文・刺突（突瘤） オ－１８３

（U－１３２） �－１ １ ; RL縄文

図�－３３ ５ 図版６５ LFP－６９ 焼土 １ �b－１ 深鉢 胴 平行沈線；RLR縄文 オ－１８４

図�－３３ ６ 図版６５ LFP－７１ 焼土 １ 
b－１ 深鉢 胴 隆帯上刺突；絡条体圧痕・羽状縄文 オ－１８５

図�－３３ ７ 図版６５ LFP－７２ 焼土 １ �b－１ 深鉢 胴 隆帯上押引文・平行沈線；RLR縄文 オ－１８６

LFP－７４ 焼土 １

図�－３３ ８ 図版６５ LFP－７４ 焼土 １ �b－１ 深鉢 胴 隆帯上押引文；RLR縄文 オ－１８７

（S－１２９） �－２ １

図�－３３ ９ 図版６５ LFP－７７ 焼土中 ２ �b－１ 深鉢 胴 隆帯上押引文・平行沈線；RLR縄文 オ－１８９
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表�－１０ 遺構出土掲載土器一覧�
挿図

番号

掲載

番号

写真

図版

遺構／

（発掘区）
層位 遺物番号 点数 分類 器種 部位 文様等；地文等／特徴

整理

番号
備考

図�－３３ １５ 図版６５ LFP－１０３ 焼土上面 １ �b－１ 深鉢 胴 RLR縄文 オ－１９０

図�－３３ １６ 図版６５ LFP－１１６ 焼土 ２ �b－１ 深鉢 口縁 肥厚する口唇上刻み（沈線）；LR縄文 オ－１９１

図�－３３ １７ 図版６５ LFP－１１６ 焼土 １ �b－１ 深鉢 胴 平行沈線；RLR縄文 オ－１９２

図�－３３ １８ 図版６５ LFP－１１７ 焼土 ３ �b－１ 深鉢 胴 平行沈線；RLR縄文 オ－１９３

図�－３３ １９ 図版６５ LFP－４ 焼土 １ �b－１？ 深鉢 口縁 沈線；LR縄文 オ－１９４

図�－３３ ２０ 図版６５ LFP－６ 焼土 １ �c 深鉢 胴 RL縄文 オ－１９５

図�－３３ ２１ 図版６５ LFP－１３ 焼土 １ �b－１ 深鉢 胴 平行沈線；RLR縄文 オ－１９６

（Z１－１３９） �－２ １

図�－３３ ２２ 図版６５ LFP－１７ 焼土 １ �b？ 深鉢 胴 結節羽状縄文 オ－１９７

図�－３３ ２４ 図版６５ LFP－２２ 焼土 １ 
b－４ 深鉢 胴 撚糸文 オ－１９８

図�－３３ ２５ 図版６５ LFP－３５ 焼土 １ �b－１ 深鉢 胴 隆帯上押引文；LR縄文 オ－１９９

図�－３３ ２６ 図版６５ LFP－３５ 焼土 １ 
b－３ 深鉢 胴 結束羽状縄文 オ－２００

図�－３３ ２７ 図版６５ LFP－３９ 焼土 ２ 
b－１ 深鉢 底 RL縄文・短縄文 オ－１０９

（Y－１３２） �－２ ２

図�－３３ ２８ 図版６５ LFP－３９ 焼土 １ �b 深鉢 胴 結節羽状縄文 オ－２０１

図�－３３ ２９ 図版６５ LFP－４４ 焼土 ２ 
b－１ 深鉢 胴 隆帯上刻み；短縄文 オ－２０２

図�－３３ ３０ 図版６５ LFP－４５ 焼土 １ 
b－１ 深鉢 胴 隆帯上縄端圧痕；縄文圧痕 オ－２０３

図�－３３ ３１ 図版６５ LFP－８３ 焼土中 １ �b－１ 深鉢 胴 RLR縄文 オ－２０４

図�－３３ ３２ 図版６５ LFP－１３４ 黒色土下 １ 
b－１ 深鉢 胴 組紐圧痕・短縄文・RL縄文 オ－２０５

図�－３６ １ 図版５９ UCP－２ � ８２ �c 深鉢 口～胴 口唇指頭押捺・縄文押捺・ オ－３

（Z－１２９） � １ 平行沈線・波状沈線・縦位の沈線

（Z－１３１） � ４ 連続刺突；RL縄文／平縁

口径２９．８	・残存高２９．９	
図�－３６ ２ 図版５９ LCP－３ �－１ ７０ �c 深鉢 口～底 口縁突起上撚糸圧痕・ オ－５

（O－１３３） �－１ １２ 横走沈線（細・太）・斜沈線・連続刺突

（P－１３３） ２ ; RL縄文／平縁＋６単位？突起

（P－１３５） �－２ １ 口径２７．２	底径１５．４	器高２７．８	
図�－３７ ３ 図版６４ LCP－４ �－２ １０ �a－１ 深鉢 胴 綱文（RL） オ－１１０�
図�－３７ ４ 図版６４ LCP－４ �－２ ４ �a－１ 深鉢 胴 綱文（RL） オ－１１０�
図�－３７ ５ 図版６４ LCP－４ �－２ ３ �a－１ 深鉢 胴 綱文（RL） オ－１１０�
図�－３７ ６ 図版５９ LCP－５ �－１ １２３ �c 深鉢 口～底 口唇上刻み・口縁貼付隆帯・撚糸圧痕 オ－４

（W－１２６） �－１ １ ; RL縄文／平縁＋突起・丸底ぎみ

（Z１－１３０） �－１ １５ 口径１９．０	底径９．６	器高２２．８	
図�－３７ ７ 図版６４ LCP－６ �－２ ４ 
b？ 深鉢 胴 結節羽状縄文 オ－２０６

図�－３７ ８ 図版６４ LCP－６ �－２ １ �b－１ 深鉢 胴 隆帯上押引文・平行沈線；RLR縄文 オ－２０９

図�－３７ ９ 図版６４ LCP－６ �－２ １ �b－１ 深鉢 胴 RLR縄文 オ－２１０

図�－３７ １０ 図版６４ LCP－６ �－２ １ �b－１ 深鉢 胴 隆帯上押引文；LR縄文 オ－２０８

図�－３７ １１ 図版６４ LCP－６ �－２ １ �b－３ 深鉢 口縁 肥厚する口縁上押引文・刺突（突瘤） オ－２０７

表�－１１ 遺構出土掲載土製品一覧

挿図
番号

掲載
番号

写真
図版

遺構 層位
遺物
番号

点数 分類
大きさ（	） 重さ

（/）
整理
番号

備考
長さ 幅 厚さ

図 V－３ ７ 図版７３ LPD－２ 覆土 １９１ １ 三角形土製品 ２．５ ２．８ １．０ ４．４ オ－２１
図 V－３ ８ 図版７３ LPD－２ 覆土 ２２３ １ 三角形土製品 ２．５ ２．８ １．２ ５．０ オ－２２
図 V－３ ９ 図版７３ LPD－２ 覆土２ ８１ １ 三角形土製品 （１．９） ２．１ ０．８ ２．０ オ－２４
図 V－３ １０ 図版７３ LPD－２ 覆土１ ４ １ 三角形土製品 １．９ ２．２ ０．６ １．８ オ－２３
図 V－３ １１ 図版７３ LPD－２ 覆土 １１９ １ 三角形土製品 １．７ ２．２ ０．５ １．４ オ－２５
図 V－３ １２ 図版７３ LPD－２ 覆土 １９２ １ 焼成粘土塊 ３．３ ２．５ １．７ ６．９ オ－２６
図 V－３ １３ 図版７３ LPD－２ 覆土 １８２ １ 焼成粘土塊 ２．４ ２．６ １．５ ４．８ オ－２７
図 V－５ ４ 図版７３ LPD－３ 床面 ４３ １ 三角形土製品 ２．０ ２．０ ０．８ １．９ オ－２９
図 V－５ ５ 図版７３ LPD－３ 床面 ５０ １ 三角形土製品 ２．０ ２．４ ０．７ ２．３ オ－３０
図 V－５ ６ 図版７３ LPD－３ 床面 ４６ １ 三角形土製品 ２．９ ３．０ ０．８ ４．５ オ－３１
図 V－５ ７ 図版７３ LPD－３ 覆土 ２６ １ 三角形土製品 ３．０ ３．４ ０．８ ４．３ オ－２８
図 V－５ ８ 図版７３ LPD－３ 覆土 － １ 三角形土製品 ２．３ ２．７ ０．７ ２．４ オ－３２
図 V－７ ７ 図版７３ LPD－４ 覆土 ２２ １ 三角形土製品 （１．９） （２．５） ０．８ ２．０ オ－３７ 刻み有り
図 V－７ ８ 図版７３ LPD－４ 覆土 ７１ １ 三角形土製品 ３．３ ３．５ １．１ ８．６ オ－３３ 表面押引文残る
図 V－７ ９ 図版７３ LPD－４ 覆土 ６２ １ 三角形土製品 １．９ ２．４ ０．８ ２．７ オ－３６
図 V－７ １０ 図版７３ LPD－４ 覆土 ６３ １ 三角形土製品 １．９ ２．１ １．０ ２．２ オ－３４
図 V－７ １１ 図版７３ LPD－４ 床面 １０３ １ 三角形土製品 （２．３） ３．１ ０．７ ３．９ オ－３５
図 V－７ １２ 図版７３ LPD－４ 床面 １３７ １ 三角形土製品 １．９ ２．４ ０．９ ３．０ オ－３８
図 V－９ ７ 図版７３ LPD－５ 床面 １４４ １ 三角形土製品 ２．４ ２．８ ０．８ ３．５ オ－３９ 刻み有り
図 V－９ ８ 図版７３ LPD－５ 覆土 １００ １ 三角形土製品 ２．７ ２．９ ０．８ ３．５ オ－４０ 刻み有り
図 V－１３ １３ 図版７３ LPD－６ 覆土 － １ 三角形土製品 ２．４ （２．４） １．１ ３．５ オ－４１ 刻み有り
図 V－１３ １４ 図版７３ LPD－６ 覆土 － １ 三角形土製品 ３．１ ３．６ １．２ ９．６ オ－４２
図 V－１３ １５ 図版７３ LPD６－fp９ 焼土中 － １ 三角形土製品 ２．３ （２．２） ０．８ ３．２ オ－４３
図 V－３３ １０ 図版７３ LFP－６２ 焼土 － １ 三角形土製品 ３．０ （３．０） １．１ ６．５ オ－４４
図 V－３３ １１ 図版７３ LFP－６９ 焼土 － １ 三角形土製品 （２．３） ３．５ １．２ ５．８ オ－４６
図 V－３３ １２ 図版７３ LFP－７１ 焼土 － １ 三角形土製品 ２．９ ３．５ １．１ ５．７ オ－４７
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表�－１２ 縄文時代遺構出土掲載石器等一覧

挿図番号
掲載

番号

図版

番号

遺構名・

発掘区

取上

げ0
層位 分類 石材

長さ

（	）

幅

（	）

厚さ

（	）

重さ

（/）

残存

状態
備考

図�－３ １４ ７６ LPD－２ １９１ 覆土 石鏃 黒曜石８ （２．５） １．５ ０．５ （１．２） 完形

図�－３ １５ ７６ LPD－２ ２３６ 覆土 石錐 黒曜石７ ３．０ １．８ ０．８ ２．５ 完形

図�－３ １６ ７６ LPD－２ １９０ 覆土 スクレイパー 黒曜石７ ２．５ １．８ ０．６ ２．３ 完形

図�－３ １７ ７６ LPD－２ ３１７ 床面 石核 黒曜石８ ２．１ ２．９ １．０ ５．５ －

図�－３ １８ ７６ LPD－２ １７４ 覆土 石斧 蛇紋岩 （７．２） （４．３） ２．１ （７３．７） 片

図�－３ １９ ７６ LPD－２ １６６ 覆土 たたき石 砂岩 ２１．５ ８．８ ７．０ １６５０．０ 完形

図�－５ ９ ７６ LPD－３ ２０ 覆土 石鏃 黒曜石７ （２．６） １．７ ０．４ （１．４） 準完形

図�－５ １０ ７６ LPD－３ ５ 覆土 両面調整石器 黒曜石７ ２．３ １．９ ０．６ ２．６ 完形

図�－７ １３ ７６ LPD－４ １４１ 床面 スクレイパー 黒曜石８ ２．４ ２．１ ０．８ ３．７ 片

図�－９ ９ ７６ LPD－５ ３ 覆土 石鏃 黒曜石７ １．７ ０．７ ０．２ ０．１ 完形

図�－９ １０ ７６ LPD－５ ６７ 覆土 両面調整石器 黒曜石７ （２．６） ２．０ ０．６ （２．２） 片

図�－９ １１ ７６ LPD－５ １２ 覆土 スクレイパー 頁岩 ４．２ １．９ ０．６ ２．７ 半形

図�－１３ １６ ７６ LPD－６ ― 覆土 石鏃 黒曜石７ （１．９） ０．８ ０．２ （０．２） 準完形

図�－１３ １７ ７６ LPD－６ ６７ 覆土 石槍 黒曜石８ （５．６） ２．７ ０．８ ８．１ 完形

図�－１３ １８ ７６ LPD－６ ２８ 覆土 スクレイパー チャート？ ６．３ ２．３ １．３ １５．７ 完形

図�－１４ １ ７６ LPD－７ ６４ 覆土１ スクレイパー 黒曜石８ ４．６ ２．８ １．０ ７．０ 完形

図�－１９ ５ ７７ LPI－１３ ― 覆土 石鏃 黒曜石７ １．９ ０．８ ０．２ ０．１ 完形

図�－１９ ６ ７７ LPI－２０ ― 覆土 つまみ付きナイフ 頁岩 （３．６） ２．１ ０．６ （３．３） 完形

図�－２３ ４ ７７ LTP－９ １ 覆土 たたき石 砂岩 （９．４） ４．２ ２．８ （１３９．５） 準完形

図�－２３ ５ ７７ LTP－１０ １ 覆土 研磨石材 蛇紋岩 １３．２ １０．８ ３．９ ８１５．０ －

図�－３３ １３ ７７ LFP－６９ ― 焼土中 石鏃 黒曜石７ ２．４ １．１ ０．３ ０．６ 完形

図�－３３ １４ ７７ LFP－７４ ― 焼土 スクレイパー 黒曜石８ ２．７ ２．１ ０．７ ２．９ 完形

図�－３３ ２３ ７７ LFP－６ ― 焼土 石鏃 黒曜石７ （１．９） １．１ ０．４ （０．６） 完形

図�－３７ １０ ７７ LCP－６ ― �－２ すり石 砂岩 （８．３） （９．８） ６．０ （４９０．０） 片 断面三角形

図�－３８ １ ７７ LFC－５ ― �－１ たたき石 砂岩 ７．０ ３．８ ３．４ １１５．６ 完形 すり面あり

図�－３８ ２ ７７ LFC－６ ― �－２ 両面調整石器 黒曜石８ ５．９ ４．７ １．５ ３４．７ 完形

図�－３９ １ ７７ LS－１ ― �－１ たたき石 砂岩 ６．５ ３．９ ２．６ ９７．７ 完形
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表�－１３ 包含層出土掲載土器一覧�
挿図

番号

掲載

番号

写真

図版
層位 発掘区 点数 分類 器種 部位 文様等；地文等／特徴

整理

番号
備考

図�－４６ １ 図版６６ 
 Z１－１２５ １ 
b－１ 深鉢 胴 短縄文 オ－２１１

図�－４６ ２ 図版６６ � Z２－１１９ １ &a 深鉢 胴 綱文／節の磨り消し オ－２１２

図�－４６ ３ 図版６６ � X－１２４ １ �b－１ 深鉢 口縁 隆帯・押引文；LR縄文 オ－２１３

図�－４６ ４ 図版６６ � X－１３６ １ �a 深鉢 胴 RL縄文 オ－２１４

図�－４６ ５ 図版６６ � Z－１１９ １ �c 深鉢 胴 波状の沈線文・連続刺突；RL縄文 オ－２１５

図�－４６ ６ 図版６６ � R－１３１ １１ �c 深鉢 口～胴 横走沈線・口唇上連続指頭圧痕および縄

端圧痕；RL縄文／平縁

オ－１１８

� S－１３１ ２

図�－４６ ７ 図版６６ � O－１３４ １５ �c 深鉢 口～胴 横走沈線・口唇上連続指頭圧痕；LR縄

文／補修孔あり・平縁

オ－１２０

� O－１３５ ２

図�－４６ ８ 図版６６ � Y－１２３ ７ �c 深鉢 口～胴 横走沈線・連絡する沈線；LR縄文／平縁 オ－１１３

図�－４６ ９ 図版６６ � Z１－１３４ １３ �c 深鉢 口～底 横走沈線・口唇上縄端圧痕；RL縄文 オ－１１７

図�－４６ １０ 図版６６ � X－１２４ ２５ �c 深鉢 口～胴 口唇上縄端圧痕・RL縄文／平縁・横位

の調整痕・外面スス付着

オ－１１２

図�－４６ １１ 図版６６ � T－１５０ ９ �c 深鉢 口縁 横走沈線・連続刺突・口唇連続指頭圧

痕；LR縄文（口唇上含む）／平縁

オ－１２１

� S－１５０ １

図�－４６ １２ 図版６６ � T－１２６ ８ �c 深鉢 底 LR縄文（底面含む）／丸底ぎみ オ－１１４

図�－４６ １３ 図版６６ � P－１３２ ８ �c 深鉢 胴～底 LR縄文（底面含む）／丸底ぎみ オ－１１５

� Q－１３１ ２

� Q－１３２ １

図�－４７ １４ 図版６７ � M－１５１ ８ �c 大型浅鉢 口～胴 口唇上撚糸圧痕・沈線；RL縄文 オ－１１６

図�－４７ １５ 図版６７ � W－１２４ ５４ �c 大型浅鉢 口～胴 口唇上撚糸圧痕・沈線、円形刺突・連続

刺突；LR縄文／内面調整ていねい・補修孔

口径３８．６	・残存器高８．７	、
復元率約３０％

オ－２

図�－４８ １６ 図版６７ � R－１３０ ４ �c 大型浅鉢 口～胴 横走沈線・弧線文・口唇上刻み；撚糸圧

痕・RL縄文／内面調整ていねい

オ－１２２

� S－１３０ １

� S－１３１ ２

図�－４８ １７ 図版６７ � H－１３４ ２２ �c 台付鉢 口～底 横走沈線・菱目文・山形沈線・貼付隆帯
＋刺突＋貫通孔・口唇縄文圧痕・台部連
続指頭押捺；RL縄文／波頂部突起・補
修孔有り・口径１８．６	・底径９．５	・器
高１５．１	、復元率約７０％

オ－１

� I－１３４ ２０

� L－１３３ ４

図�－４８ １８ 図版６７ � Y－１３２ ７ �c （舟形深鉢） 口縁 横走沈線・曲沈線・貫通孔・口唇上縄文

圧痕および沈線；LR縄文／口縁突起

オ－１２３

図�－４８ １９ 図版６７ � R－１３１ ６ �c （舟形深鉢） 口縁 横走沈線・菱目文・弧線文・貼付隆帯＋刺

突・口唇上連続刺突；LR縄文／波頂部突起

オ－１１１� ２０と同一個体

図�－４８ ２０ 図版６７ � R－１３１ １１ �c （舟形深鉢） 口縁 横走沈線・菱目文・口唇突起上連続刺

突；LR縄文

オ－１１１� １９と同一個体

図�－４８ ２１ 図版６７ � O－１３５ ６ �c （異形深鉢） 口～胴 菱目文・弧線文；RL縄文・撚糸圧痕／補修孔 オ－１２４

図�－４８ ２２ 図版６７ � Y－１３２ ７ �c 鉢 底 横走沈線・山形沈線・弧線文；RL縄文

（底面含む）／丸底

オ－１２５

図�－４８ ２３ 図版６７ � W－１３４ ７ �c （壺） 胴 横走沈線・山形沈線・弧線文；RL縄文

／くびれ強い

オ－１１９

� X－１３５ ７

図�－４８ ２４ 図版６７ � M－１２９ １ � 鉢 口縁 微隆起線による帯状文・連続刺突；RL縄文 オ－２１７

図�－４８ ２５ 図版６７ � L－１２８ ２ � 鉢 胴 微隆起線による帯状文・連続刺突；RL縄文 オ－２１６

図�－４９ ２９ 図版６８ �－２ O－１４７ ２ 
a 深鉢 胴 貝殻腹縁文 オ－２２１

図�－４９ ３０ 図版６８ �－１ Z－１２８ １ 
b 深鉢 口縁 縄文圧痕 オ－２２２

図�－４９ ３１ 図版６８ �－２ Y－１３４ １ 
b－１ 深鉢 口縁 絡条体圧痕 オ－２２９

図�－４９ ３２ 図版６８ �－２ Z１－１２６ １ 
b 深鉢 口縁 短縄文・縄文圧痕 オ－２２４

図�－４９ ３３ 図版６８ �－２ X－１２４ １ 
b－１ 深鉢 口縁 隆帯上指頭押捺；短縄文；LR縄文 オ－２３０

図�－４９ ３４ 図版６８ �－２ T－１３３ １ 
b－１ 深鉢 口縁 口唇上縄文押捺・短縄文・絡条体圧痕 オ－２３２

�－２ T－１３６ ２

図�－４９ ３５ 図版６８ �－２ Y－１３３ ３ 
b－１ 深鉢 口縁 口唇上縄文押捺・短縄文・絡条体圧痕 オ－２３３

図�－４９ ３６ 図版６８ �－２ Z１－１３８ ３ 
b 深鉢 胴 絡条体圧痕 オ－２２５

図�－４９ ３７ 図版６８ �－２ U－１２６ １８ 
b－１ 深鉢 胴 短縄文・絡条体圧痕 オ－１３２

図�－４９ ３８ 図版６８ �－２ Y－１３２ ８ 
b 深鉢 胴 隆帯上指頭押捺；LR縄文・RL縄文 オ－１３５

図�－４９ ３９ 図版６８ �－２ Y－１３３ １３ 
b 深鉢 胴～底 短縄文・RL縄文 オ－１３３

図�－４９ ４０ 図版６８ �－２ T－１３４ １ 
b－１ 深鉢 口～胴 組紐圧痕・底部刻み／ オ－１３１

�－２ T－１３５ １ 平縁・平底・底部張り出し強・

�－２ U－１３４ ４ 内面凹凸多い

�－２ U－１３５ ５

�－２ V－１３１ １ ※図上復元数値

�－２ V－１３２ ２０ 口径２７．０	底径１１．８	器高２９．２	
�－２ W－１３２ ３

� 縄文時代の遺構とその遺物
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表�－１４ 包含層出土掲載土器一覧�
挿図

番号

掲載

番号

写真

図版
層位 発掘区 点数 分類 器種 部位 文様等；地文等／特徴

整理

番号
備考

図�－４９ ４１ 図版６８ �－２ T－１２９ ２ 
b 深鉢 胴 隆帯上刻み；短縄文 オ－２３１

図�－４９ ４２ 図版６８ �－１ N－１３２ １ 
b 深鉢 胴 隆帯上刻み；RL縄文 オ－２２３

図�－４９ ４３ 図版６８ �－２ Z－１３３ １ 
b 深鉢 胴 隆帯上刻み；組紐圧痕・短縄文 オ－１３４

�－２ Z１－１３３ ２

�－２ Z１－１３５ １

図�－４９ ４４ 図版６８ �－２ H－１３２ １ 
b 深鉢 底 短縄文・RL縄文 オ－２２７

図�－５０ ４５ 図版６９ �－２ Y－１３６ １０ 
b－３ 深鉢 胴 細い隆帯；結束羽状縄文 オ－１３６

図�－５０ ４６ 図版６９ �－２ Z－１２１ ４ 
b－３ 深鉢 胴 細い隆帯；短縄文・LR縄文 オ－１３７

図�－５０ ４７ 図版６９ �－２ Z－１３５ ４ 
b－３ 深鉢 口縁 細い隆帯；短縄文・LR縄文 オ－１３８

�－２ Z－１３６ １

図�－５０ ４８ 図版６９ �－２ Z－１３５ １ 
b－３ 深鉢 胴 細い隆帯；短縄文 オ－１３８

�－２ Z－１３６ ６

図�－５０ ４９ 図版６９ �－２ T－１３５ １ 
b－４ 深鉢 口縁 縄文圧痕・撚糸文 オ－２３６

図�－５０ ５０ 図版６９ �－２ K－１２８ １ 
b－４ 深鉢 口縁 縄端圧痕・短縄文 オ－２３５

図�－５０ ５１ 図版６９ �－２ J－１２９ １ 
b－４ 深鉢 胴 縄端圧痕・撚糸文 オ－２３７

図�－５０ ５２ 図版６９ �－２ O－１３６ １ 
b－４ 深鉢 口縁 縄端圧痕・撚糸文 オ－２３８

�－２ W－１２５ ４

図�－５０ ５３ 図版６９ �－２ Z－１３５ ３ 
b－４ 深鉢 胴 撚糸文 オ－２４０

図�－５０ ５４ 図版６９ �－２ O－１３０ ２ 
b－４ 深鉢 胴 撚糸文 オ－２３９

図�－５０ ５５ 図版６９ �－２ Z１－１３５ ２ 
b－４ 深鉢 底 撚糸文・綾絡文 オ－２４１

図�－５０ ５６ 図版６９ �－２ P－１２９ １０ 
b－４ 深鉢 口縁 撚糸文 オ－１３９

図�－５０ ５７ 図版６９ �－２ P－１２９ １４ 
b－４ 深鉢 胴～底 撚糸文 オ－１３９

図�－５０ ５８ 図版６９ �－２ X－１３６ ３ 
b－４ 深鉢 胴 撚糸文・綾絡文 オ－１４１

�－２ Y－１３５ ３

�－１ Z－１３０ １

�－２ Z１－１３５ ３５

�－２ Z１－１３６ ８

図�－５１ ５９ 図版７０ �－２ Z２－１２６ １２ &a 深鉢 口～胴 縄端圧痕・縄文圧痕・羽状縄文 オ－１４２

図�－５１ ６０ 図版７０ �－２ Z１－１３０ １ &a 深鉢 口縁 縄文圧痕・刺突・綱文と節の磨り消し オ－２４６

図�－５１ ６１ 図版７０ �－２ Z１－１２５ １ &a 深鉢 口縁 口唇上刺突・綱文と節の磨り消し オ－２４４

図�－５１ ６２ 図版７０ �－２ Y－１２３ １ &a 深鉢 口縁 綱文と節の磨り消し オ－２４５

図�－５１ ６３ 図版７０ 
 Z２－１２５ １ &a 深鉢 胴 綱文と節の磨り消し オ－２４２

図�－５１ ６４ 図版７０ �－２ Z１－１２６ １ &a 深鉢 胴 綱文と節の磨り消し オ－２４３

�－２ Z２－１２６ １

図�－５１ ６５ 図版７０ �－２ W－１３４ １ �a 深鉢 口縁 隆帯；縄文圧痕 オ－２４９

図�－５１ ６６ 図版７０ �－２ Y－１３３ １ �a 深鉢 口縁 隆帯；縄文圧痕・RL縄文 オ－２４８

図�－５１ ６７ 図版７０ �－２ Z１－１３０ ３ �a 深鉢 口縁 隆帯・刺突；縄文圧痕・結節羽状縄文 オ－２５０

図�－５１ ６８ 図版７０ �－２ Z１－１３７ ６ �a 深鉢 口縁 突起・口唇上沈線；RL縄文 オ－１４３

図�－５１ ６９ 図版７０ �－２ O－１３４ １ �b－１ 深鉢 口縁 隆帯上押引文；LR縄文 オ－２５２

図�－５１ ７０ 図版７０ �－２ O－１３４ １ �b－１ 深鉢 口縁 沈線・口唇上絡条体圧痕；LR縄文 オ－２５６

図�－５１ ７１ 図版７０ �－２ Z２－１３９ １ �b－１ 深鉢 口縁 隆帯・口唇上押引文；LR縄文 オ－２５１

図�－５１ ７２ 図版７０ �－２ Z－１４０ ４ �b 深鉢 口縁 隆帯上押引文；R縄文 オ－２７０

図�－５１ ７３ 図版７０ �－２ M－１３４ ２ �b－１ 深鉢 口縁 隆帯上押引文・口唇上縄文圧痕；RLR縄文 オ－２６５

図�－５１ ７４ 図版７０ �－２ L－１３４ １ �b－１ 深鉢 口縁 隆帯上押引文・口唇上縄文圧痕；RLR縄文 オ－２６９

図�－５１ ７５ 図版７０ �－２ Z－１３６ １ �b－１ 深鉢 口縁 隆帯上押引文・口唇上縄文圧痕・沈線；LR縄文 オ－２６８

図�－５１ ７６ 図版７０ �－２ S－１２６ ２ �b－１ 深鉢 口縁 口唇上縄文圧痕・押引文；RLR縄文 オ－２６６

図�－５１ ７７ 図版７０ �－２ V－１３１ ６ �b－１ 深鉢 口縁 隆帯上押引文・口唇上縄文圧痕・沈線；LR縄文 オ－１４５

図�－５１ ７８ 図版７０ �－２ P－１２６ １ �b－１ 深鉢 胴 隆帯上押引文・沈線；LR縄文 オ－２７３

図�－５１ ７９ 図版７０ �－２ S－１３３ ２ �b－１ 深鉢 胴 隆帯上押引文・刻み・沈線；LR縄文 オ－２７４

図�－５１ ８０ 図版７０ �－２ Z－１２８ １ �b－１ 深鉢 胴 隆帯上押引文；RLR縄文 オ－２７２

図�－５１ ８１ 図版７０ �－２ W－１２８ １ �b－１ 深鉢 胴 隆帯・押引文；RLR縄文 オ－２７１

図�－５２ ８２ 図版７１ �－１ V－１３９ １ �b－１ 深鉢 口縁 肥厚する口唇上刻み（沈線） オ－２５９

図�－５２ ８３ 図版７１ �－２ X－１２７ １ �b－１ 深鉢 口縁 肥厚する口唇および隆帯上押引文 オ－２６７

図�－５２ ８４ 図版７１ �－２ X－１３１ １ �b－１ 深鉢 口縁 肥厚する口唇上刻み（沈線）・押引文；RLR縄文 オ－２６０

図�－５２ ８５ 図版７１ �－２ S－１２６ １ �b－１ 深鉢 口縁 肥厚する口唇上絡条体圧痕・押引文；RLR縄文 オ－２６３

図�－５２ ８６ 図版７１ �－２ Q－１３０ １ �b－１ 深鉢 口縁 肥厚する口唇上刻み（沈線）・押引文 オ－２５８

図�－５２ ８７ 図版７１ �－２ S－１２６ １ �b－１ 深鉢 口縁 肥厚する口唇上刻み（沈線）・押引文；RLR縄文 オ－２６１

図�－５２ ８８ 図版７１ �－２ S－１２６ １ �b－１ 深鉢 口縁 肥厚する口唇および隆帯上刻み（沈

線）；LR縄文

オ－２５７

図�－５２ ８９ 図版７１ �－２ X－１３６ ２ �b－１ 深鉢 口縁 肥厚する口唇上刻みおよび沈線・押引文

・沈線；RLR縄文

オ－２６４

図�－５２ ９０ 図版７１ �－２ Y－１３２ ２ �b－１ 深鉢 口縁 肥厚する口唇上刻み（沈線）・押引文；

LR縄文

オ－２６２

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�
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表�－１５ 包含層出土掲載土器一覧

挿図

番号

掲載

番号

写真

図版
層位 発掘区 点数 分類 器種 部位 文様等；地文等／特徴

整理

番号
備考

図�－５２ ９１ 図版７１ �－２ T－１２７ １ �b－１ 深鉢 口縁 口唇および隆帯上刻み（沈線）・沈線

; RLR縄文

オ－１４６

�－２ U－１２７ １

�－２ W－１２６ １

図�－５２ ９２ 図版７１ �－２ Y－１３６ １ �b－１ 深鉢 口縁 口唇および隆帯上沈線・沈線；LR縄文 オ－２５３

図�－５２ ９３ 図版７１ �－２ M－１５０ １ �b－１ 深鉢 口縁 口唇および隆帯上沈線・沈線；LR縄文 オ－２５４

図�－５２ ９４ 図版７１ �－２ P－１２７ １ �b－１ 深鉢 口～胴 肥厚する口唇上沈線・隆帯上押引文・

沈線；LR縄文

オ－１４４� ９５と同一個体

�－２ S－１２６ ３

�－２ T－１２６ ２

�－２ V－１３７ １

図�－５２ ９５ 図版７１ �－２ V－１２８ １ �b－１ 深鉢 胴 隆帯上押引文・沈線；LR縄文 オ－１４４� ９４と同一個体

�－２ W－１２９ １

�－２ Y－１２７ ２

�－２ Y－１２８ ６

�－２ Z－１２８ １

図�－５２ ９６ 図版７１ �－２ M－１３４ ６ �b 深鉢 底 LR縄文／平底 オ－２８３

図�－５２ ９７ 図版７１ �－２ O－１３４ １ �b 深鉢 底 RLR縄文／平底 オ－２８２

図�－５２ ９８ 図版７１ �－２ P－１３３ １ �b 深鉢 口縁 LR縄文／肥厚する口唇 オ－２７７

図�－５２ ９９ 図版７１ �－２ Z１－１３０ ３ �b 深鉢 口縁 鎖状貼付帯・隆帯上縄文圧痕；RL縄文 オ－２７６

図�－５２ １００ 図版７１ �－２ Z－１３７ １ �b－２ 深鉢 胴 隆帯上刻み・沈線；LR縄文 オ－２７９

図�－５２ １０１ 図版７１ �－２ S－１２６ １ �b 深鉢 胴 隆帯上縄文圧痕；LR縄文 オ－２７８

図�－５３ １０２ 図版７２ �－２ W－１３６ ４ �b－３ 深鉢 口縁 刺突（突瘤）／肥厚する口縁＋突起 オ－２９０

図�－５３ １０３ 図版７２ �－２ Z１－１３５ １ �b－３ 深鉢 口縁 刺突（突瘤）・押引文；LR縄文（内外面） オ－２８８

図�－５３ １０４ 図版７２ �－１ R－１３５ ２ �b－３ 深鉢 口縁 刺突（突瘤）；結束 LR縄文 オ－２９１

�－２ R－１３５ １

�－２ S－１３４ １

図�－５３ １０５ 図版７２ �－２ W－１３４ １ �b－３ 深鉢 口縁 刺突（突瘤）；LR縄文（内外面） オ－２８９

図�－５３ １０６ 図版７２ �－２ W－１３５ ２ �b－３ 深鉢 口縁 刺突（突瘤）・押引文；結束羽状縄文 オ－２８５

図�－５３ １０７ 図版７２ �－２ Y－１３６ １ �b－３ 深鉢 口縁 刺突（突瘤）・刻み；LR縄文（内外面） オ－２８４

図�－５３ １０８ 図版７２ �－１ O－１５３ ２ �b－３ 深鉢 口縁 刺突（突瘤）・押引文；LR縄文（内外面） オ－２８７

図�－５３ １０９ 図版７２ �－２ Z１－１３０ ３ �b－３ 深鉢 胴 結節羽状縄文 オ－２９２

図�－５３ １１０ 図版７２ �－１ S－１３５ ４ �b－３ 深鉢 胴 RL縄文／内面凹凸多い オ－１４７

�－２ S－１３５ １０

図�－５３ １１１ 図版７２ �－１ Z１－１２８ １ �a 深鉢 口縁 LR縄文（口唇上・内外面）／肥厚帯 オ－２９３

�－２ Z１－１２８ １

図�－５３ １１２ 図版７２ �－２ Z１－１２８ １ �a 深鉢 口縁 LR縄文 オ－２９４

図�－５３ １１３ 図版７２ �－２ V－１３０ ２ �b 深鉢 口縁 平行沈線；L縄文 オ－２９５

図�－５３ １１４ 図版７２ �－１ Y－１２７ １ �b 深鉢 胴 直線・曲線帯状文；LR縄文 オ－３００

図�－５３ １１５ 図版７２ �－１ V－１３５ ８ �c 浅鉢 口～胴 口唇上縄文圧痕・連続刺突；RL縄文 オ－１２６

�－２ W－１３５ １

�－１ X－１３３ ２

図�－５３ １１６ 図版７２ �－１ Y－１２７ １ �c 深鉢 口縁 口唇上刻み・平行沈線・蛇行沈線；LR縄文 オ－２９７

図�－５３ １１７ 図版７２ �－１ X－１２８ １ �c 深鉢 口縁 口唇上刻み・縄文圧痕；RL縄文 オ－２９８

図�－５３ １１８ 図版７２ �－１ Z１－１２０ １ �c 鉢 口縁 口唇上刻み；LR縄文 オ－２９６

図�－５３ １１９ 図版７２ �－１ Z１－１２１ １ �c 深鉢 口縁 縄文圧痕・刺突／突起 オ－２９９

図�－５４ １２０ 図版７２ �－１ Z－１２３ ３ �c 鉢 口～胴 口唇上刻みおよび縄文圧痕・蛇行沈線

・貫通孔；RL縄文／平縁＋突起

オ－１２９

�－２ Z－１２３ １

図�－５４ １２１ 図版７２ �－１ Z－１２２ ５ �c 鉢 口～底 口唇上縄文圧痕及び刺突；RL縄文／

平縁＋突起

オ－１２８

�－２ Z－１２２ ３

図�－５４ １２２ 図版７２ �－１ W－１２８ １ �c 浅鉢 口～底 口唇上刻みおよび縄文圧痕・平行沈線

; RL縄文／舟形・平縁＋平底

口径２２．５	・底径１７．２	・器高６．８	

オ－７

�－２ W－１２８ ２９

排土 １

図�－５４ １２３ 図版７２ �－１ Z－１４２ ２８ �c 深鉢 口～底 口唇上刻みおよび縄文圧痕；RL縄文

／平縁＋６？単位突起・丸底気味

口径１９．２	・底径７．６	・器高６．３	

オ－８

�－２ Z１－１３０ １

図�－５４ １２４ 図版７２ �－１ Y－１３８ １ �c 小型深鉢 口～底 口唇上刻みおよび縄文圧痕；RL縄文

／平縁＋４単位突起・丸底気味

口径９．２	・底径４．８	・器高１１．９	

オ－９

図�－５４ １２５ 図版７２ �－１ T－１３０ ２ �c （ミニチュア） 口～底 口唇上刻み；無文／丸底

口径６．８	・底径５．４	・器高４．９	
オ－６

�－１ T－１３１ ４ 小型鉢

図�－５４ １２６ 図版７２ �－１ P－１４７ １ �c 壺 口縁 浅い太沈線／瘤・突起・内面段あり オ－１００ 赤彩

� 縄文時代の遺構とその遺物
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表�－１６ 包含層出土掲載土製品一覧

挿図
番号

掲載
番号

写真
図版

発掘区 層位
遺物
番号

点数 分類
大きさ（	） 重さ

（/）
整理
番号

備考
長さ 幅 厚さ

図�－４８ ２６ 図版６７ Q－１３５ � － １ 土製品 （３．８） １．７ ０．７ ３．６ オ－５１ 一部赤彩
図�－４８ ２７ 図版６７ Q－１３５ � － １ 土製品 （２．４） １．４ ０．６ １．６ オ－５２ 一部赤彩
図�－４８ ２８ 図版６７ L－１３３ � － １ 焼成粘土塊 １．９ ２．０ １．０ ２．３ オ－５３
図�－５５ １２７ 図版７４ P－１４７ �－２ － １ 三角形土製品 （２．５） （３．３） １．２ ６．８ オ－５９ 刻み有り
図�－５５ １２８ 図版７４ T－１３３ �－２ － １ 三角形土製品 （３．０） ３．４ １．２ ９．４ オ－７３
図�－５５ １２９ 図版７４ Z１－１３８ �－２ － １ 三角形土製品 ４．０ ３．８ １．１ １１．３ オ－８６
図�－５５ １３０ 図版７４ X－１３５ �－２ － １ 三角形土製品 ２．２ ３．０ １．１ ４．３ オ－７９
図�－５５ １３１ 図版７４ Z１－１３８ �－１ － １ 三角形土製品 ３．０ ３．２ １．１ ７．４ オ－８５
図�－５５ １３２ 図版７４ T－１２８ �－２ － １ 三角形土製品 ３．０ ３．５ １．４ ９．４ オ－７１ 表面縄文残る
図�－５５ １３３ 図版７４ Y－１３６ �－２ － １ 三角形土製品 ３．２ ３．５ １．６ １０．９ オ－８０ 表面押引文残る
図�－５５ １３４ 図版７４ S－１３１ �－２ － １ 三角形土製品 ２．５ （２．９） ０．９ ５．２ オ－６７
図�－５５ １３５ 図版７４ X－１３４ �－２ － １ 三角形土製品 （２．２） ２．５ １．１ ４．３ オ－７８
図�－５５ １３６ 図版７４ Z２－１２６ �－２ － １ 三角形土製品 （１．９） ２．４ ０．７ ２．２ オ－８４
図�－５５ １３７ 図版７４ S－１３１ �－２ － １ 三角形土製品 ３．０ ３．２ １．１ ６．５ オ－６５
図�－５５ １３８ 図版７４ N－１３４ �－２ － １ 三角形土製品 （２．８） （２．９） １．２ ６．２ オ－５８
図�－５５ １３９ 図版７４ P－１４７ �－２ － １ 三角形土製品 （２．３） （３．０） ０．８ ３．９ オ－６１
図�－５５ １４０ 図版７４ V－１３５ �－２ － １ 三角形土製品 ２．７ （３．３） １．０ ４．９ オ－７５
図�－５５ １４１ 図版７４ P－１４７ �－２ － １ 三角形土製品 ２．１ ２．２ ０．８ ２．２ オ－６０
図�－５５ １４２ 図版７４ S－１３２ �－１ － １ 三角形土製品 ２．４ ３．１ １．０ ４．９ オ－６８
図�－５５ １４３ 図版７４ S－１３２ �－２ － １ 三角形土製品 ２．４ （２．９） １．２ ４．７ オ－６４
図�－５５ １４４ 図版７４ T－１２９ �－２ － １ 三角形土製品 ２．４ ２．７ １．２ ４．２ オ－７２
図�－５５ １４５ 図版７４ N－１３２ �－２ － １ 三角形土製品 ２．３ ３．０ １．２ ４．３ オ－５７
図�－５５ １４６ 図版７４ Y－１２７ �－１ － １ 三角形土製品 ２．２ ２．５ １．０ ３．６ オ－８１
図�－５５ １４７ 図版７４ T－１２９ �－２ － １ 三角形土製品 ２．９ （２．９） ０．９ ４．３ オ－７０
図�－５５ １４８ 図版７４ R－１２６ �－２ － １ 三角形土製品 １．９ ２．６ ０．９ ２．９ オ－６２
図�－５５ １４９ 図版７４ W－１２８ �－２ － １ 三角形土製品 ２．３ （２．４） ０．９ ３．４ オ－７６
図�－５５ １５０ 図版７４ L－１３０ �－２ － １ 三角形土製品 ３．０ ３．４ １．１ ６．４ オ－５５
図�－５５ １５１ 図版７４ X－１２９ �－２ － １ 三角形土製品 （２．４） （２．６） ０．９ ３．２ オ－７７
図�－５５ １５２ 図版７４ Z１－１２６ 
 － １ 三角形土製品 （１．９） （２．４） ０．７ ２．５ オ－８３
図�－５５ １５３ 図版７４ L－１３４ �－２ － １ 三角形土製品 （１．９） （２．６） ０．８ ２．７ オ－５４
図�－５５ １５４ 図版７４ Y－１３５ �－２ － １ 三角形土製品 １．７ ２．４ ０．７ ２．１ オ－８２
図�－５５ １５５ 図版７４ U－１３０ �－１ － １ 三角形土製品 ３．１ ３．４ １．０ ６．９ オ－７４
図�－５５ １５６ 図版７４ T－１３３ �－２ － １ 三角形土製品 ２．４ ２．９ １．０ ４．８ オ－６９
図�－５５ １５７ 図版７４ N－１３４ �－２ － １ 三角形土製品 ２．３ ２．５ １．０ ４．１ オ－５６ 裏面縄文
図�－５５ １５８ 図版７４ S－１３１ �－２ － １ 三角形土製品 ２．２ ２．８ ０．９ ３．８ オ－６６ 裏面縄文
図�－５５ １５９ 図版７４ R－１３０ �－２ － １ 三角形土製品 （２．２） ３．１ １．１ ４．７ オ－６３
図�－５５ １６０ 図版７５ T－１３２ �－２ － １ 土器片再生円盤 ４．４ ４．７ ０．８ １８．５ オ－９０
図�－５５ １６１ 図版７５ Z－１２８ �－２ － １ 土器片再生円盤 （５．４） （５．１） ０．９ １７．８ オ－９２
図�－５５ １６２ 図版７５ X－１３５ �－２ － １ 土器片再生円盤 ５．３ ５．０ １．５ ３１．３ オ－９３ 貫通孔なし
図�－５５ １６３ 図版７５ Z１－１２８ �－２ － １ 土器片再生円盤 ５．５ ５．５ ０．８ ２２．２ オ－８９
図�－５５ １６４ 図版７５ U－１３２ �－２ － ２ 土器片再生円盤 ５．５ ５．５ ０．９ ２３．７ オ－８８
図�－５５ １６５ 図版７５ Z－１２８ �－２ － １ 土器片再生円盤 ５．３ ４．１ １．３ ２７．７ オ－９１ 貫通孔なし
図�－５５ １６６ 図版７５ Z１－１３０ �－２ － １ 土器片再生円盤 ４．２ （３．５） ０．８ ９．８ オ－８７
図�－５５ １６７ 図版７５ T－１３４ �－２ － １ 土製品 （３．２） ３．４ ２．２ １２．６ オ－９４ 足？
図�－５５ １６８ 図版７５ Y－１３６ �－１ － １ 土製品 （６．０） （５．２） ２．７ ３７．３ オ－９９ 土偶？
図�－５５ １６９ 図版７５ W－１２８ �－２ － １ 焼成粘土塊 ２．７ １．９ ０．６ ２．６ オ－９５
図�－５５ １７０ 図版７５ Z１－１２１ �－２ － １ 焼成粘土塊 ２．８ ２．７ ０．９ ６．０ オ－９６
図�－５５ １７１ 図版７５ Z１－１４３ �－２ － １ 焼成粘土塊 ２．５ ２．２ ０．７ ２．７ オ－９７
図�－５５ １７２ 図版７５ T－１２９ �－２ － １ 焼成粘土塊 ３．３ ２．５ ２．０ ９．２ オ－９８

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�
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表�－１７ 包含層出土掲載石器等一覧�

挿図番号
掲載

番号

図版

番号

遺構名・

発掘区
層位 分類 石材

長さ

（	）

幅

（	）

厚さ

（	）

重さ

（/）

残存

状態
備考

図�－６２ １ ７８ J－１３４ � 石鏃 黒曜石７ （１．８） ０．８ ０．２ （０．４） 準完形

図�－６２ ２ ７８ K－１５０ � 石鏃 黒曜石１ （１．８） ０．７ ０．３ （０．４） 完形

図�－６２ ３ ７８ S－１３０ � 石鏃 黒曜石７ １．９ ０．８ ０．２ ０．３ 完形

図�－６２ ４ ７８ Z－１３７ � 石鏃 黒曜石１ （１．９） ０．９ ０．２ ０．３ 完形 十勝三股産

図�－６２ ５ ７８ M－１３２ � 石鏃 黒曜石６ ２．５ １．５ ２．６ ０．８ 完形

図�－６２ ６ ７８ Z２－１１８ � 石鏃 黒曜石１ ２．３ １．７ ０．３ ０．６ 完形

図�－６２ ７ ７８ Z－１２３ � 石鏃 黒曜石３ ２．４ １．１ ０．３ ０．５ 完形

図�－６２ ８ ７８ X－１３６ � 石鏃 黒曜石１ （３．０） １．２ ０．３ （０．９） 完形

図�－６２ ９ ７８ U－１２６ � 石鏃 黒曜石１ ２．９ １．７ ０．４ １．１ 完形

図�－６２ １０ ７８ O－１５２ � 石鏃 黒曜石１ ２．３ １．４ ０．２ ０．７ 完形

図�－６２ １１ ７８ X－１２７ � 石鏃 黒曜石１ ２．６ １．５ ０．４ ０．９ 完形

図�－６２ １２ ７８ O－１３５ � 石鏃 黒曜石１ （１．８） ０．９ ０．３ （０．４） 完形

図�－６２ １３ ７８ Z１－１４０ � 石鏃 黒曜石１ （１．７） １．２ ０．２ （０．４） 完形

図�－６２ １４ ７８ Z１－１１８ � 石鏃 黒曜石３ （２．０） １．２ ０．２ （０．４） 完形

図�－６２ １５ ７８ Y－１２８ � 石鏃 黒曜石１ （２．１） １．２ ０．２ （０．４） 完形

図�－６２ １６ ７８ Z－１２８ � 石鏃 黒曜石１ （２．２） １．０ ０．３ （０．６） 完形

図�－６２ １７ ７８ Y－１３１ � 石鏃 黒曜石１ ２．９ １．５ ０．３ １．１ 完形

図�－６２ １８ ７８ Z１－１１８ � 両面調整石器 黒曜石１ （２．９） １．８ ０．５ （２．３） 完形

図�－６２ １９ ７８ Q－１３２ � 石錐 黒曜石１ １．６ ０．８ ０．３ ０．１ 完形

図�－６２ ２０ ７８ O－１３４ � 石錐 黒曜石１ ６．０ ２．９ １．０ １２．８ 完形

図�－６２ ２１ ７８ P－１３１ � スクレイパー 黒曜石１ ６．１ ４．１ １．１ ３０．２ 準完形

図�－６２ ２２ ７８ P－１３２ � スクレイパー 黒曜石１ ７．９ １．８ ０．８ ６．９ 完形

図�－６２ ２３ ７８ Z１－１２１ �－１ スクレイパー 黒曜石１ ４．９ １．４ ０．８ ２．８ 完形

図�－６２ ２４ ７８ N－１３３ � スクレイパー 黒曜石１ ３．４ ３．２ １．１ ７．７ 完形

図�－６２ ２５ ７８ Z－１２９ � スクレイパー 黒曜石７ ３．１ ２．０ ０．７ ３．０ 半形

図�－６２ ２６ ７８ O－１３５ � スクレイパー 黒曜石１ （３．５） （１．５） ０．４ （２．５） 準完形

図�－６２ ２７ ７８ I－１３４ � スクレイパー 黒曜石１ ３．８ ２．０ １．４ ７．５ 完形

図�－６２ ２８ ７８ Y－１３７ � 玉 泥岩 ４．６ ４．１ １．０ １８．１ 完形

図�－６３ １ ７８ Q－１２９ �－２ 石鏃 黒曜石１ ４．４ １．４ ０．５ ２．３ 準完形

図�－６３ ２ ７８ M－１２８ �－２ 石鏃 黒曜石６ ３．１ １．３ ０．３ ０．９ 完形

図�－６３ ３ ７８ U－１３０ �－１ 石鏃 黒曜石７ ２．５ １．１ ０．２ ０．５ 完形

図�－６３ ４ ７８ Z－１４０ �－２ 石鏃 黒曜石７ ３．０ １．６ ０．３ ０．８ 完形

図�－６３ ５ ７８ U－１２６ �－１ 石鏃 黒曜石６ ２．５ １．１ ０．２ ０．４ 完形

図�－６３ ６ ７８ S－１３１ �－１ 石鏃 黒曜石７ （２．９） １．４ ０．４ （０．９） 完形

図�－６３ ７ ７８ M－１３４ �－１ 石鏃 黒曜石７ ３．３ １．６ ０．３ １．２ 完形

図�－６３ ８ ７８ K－１５３ �－１ 石鏃 黒曜石７ ２．１ １．４ ０．４ ０．６ 完形

図�－６３ ９ ７８ Z１－１３０ �－２ 石鏃 黒曜石７ （２．５） １．５ ０．３ （０．７） 完形

図�－６３ １０ ７８ Z１－１３２ �－１ 石鏃 黒曜石１ （２．５） １．２ ０．４ （１．０） 完形

図�－６３ １１ ７８ Z２－１１９ �－２ 石鏃 黒曜石７ （２．０） １．３ ０．４ （０．６） 完形

図�－６３ １２ ７８ Y－１２８ �－２ 石鏃 黒曜石８ ３．３ １．６ ０．９ ３．２ 完形 未製品

図�－６３ １３ ７８ Z１－１２８ �－２ 石槍 黒曜石７ （４．２） ２．６ １．０ （９．６） 完形

図�－６３ １４ ７８ V－１３６ �－１ 石槍 黒曜石８ ５．８ ２．５ ０．９ １１．２ 完形 未製品

図�－６３ １５ ７８ T－１３６ �－１ 石槍 黒曜石８ １２．２ ５．４ １．１ ４５．６ 完形

図�－６３ １６ ７８ Z２－１３９ �－２ 石槍 黒曜石７ ６．０ ３．０ ０．８ ８．４ 完形

図�－６３ １７ ７８ Z－１４０ �－２ 石槍 黒曜石８ （７．７） ２．９ ０．９ （１６．９） 準完形

図�－６３ １８ ７８ X－１２７ �－２ 石槍 黒曜石１ （７．３） ２．３ ０．８ １２．７ 完形 ケショマップ産

図�－６３ １９ ７８ O－１３２ �－１ 石錐 黒曜石７ ３．８ １．３ ０．８ ２．８ 完形

図�－６３ ２０ ７８ Q－１２９ �－１ 石錐 黒曜石８ （４．５） １．９ ０．８ （４．１） 完形

図�－６３ ２１ ７８ Z－１２７ �－２ 石錐 黒曜石１ ４．２ ２．８ ０．７ ４．３ 完形

� 縄文時代の遺構とその遺物
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表�－１８ 包含層出土掲載石器等一覧�

挿図番号
掲載

番号

図版

番号

遺構名・

発掘区
層位 分類 石材

長さ

（	）

幅

（	）

厚さ

（	）

重さ

（/）

残存

状態
備考

図�－６３ ２２ ７８ Z２－１２６ � 石錐 頁岩 ３．９ １．４ ０．５ ２．３ 完形

図�－６３ ２３ ７９ Z－１３７ �－２ つまみ付きナイフ 頁岩 ５．９ ３．５ ０．６ ７．３ 完形

図�－６３ ２４ ７９ Y－１２８ �－１ つまみ付きナイフ 頁岩 （６．４） ３．２ ０．９ （１０．６） 完形

図�－６３ ２５ ７９ S－１３５ �－１ つまみ付きナイフ 頁岩 （５．８） ３．４ ０．９ （１０．２） 準完形

図�－６３ ２６ ７９ I－１５３ �－２ つまみ付きナイフ 頁岩 ６．３ ２．４ ０．８ ７．７ 完形

図�－６４ ２７ ７９ J－１３０ �－１ つまみ付きナイフ 頁岩 ４．７ ２．９ ０．８ ５．４ 完形

図�－６４ ２８ ７９ Z２－１１８ �－２ つまみ付きナイフ 頁岩 ６．１ １．９ １．１ ５．８ 完形

図�－６４ ２９ ７９ L－１２８ �－２ つまみ付きナイフ 頁岩 （４．４） ２．７ ０．６ （３．２） 完形

図�－６４ ３０ ７９ Z－１２７ �－１ つまみ付きナイフ 黒曜石１ ７．０ ２．５ ０．７ ９．７ 完形

図�－６４ ３１ ７９ Z２－１２６ �－２ つまみ付きナイフ 黒曜石１ ３．９ ２．４ ０．６ ３．９ 完形

図�－６４ ３２ ７９ Y－１３０ �－２ つまみ付きナイフ 黒曜石７ ４．２ １．６ ０．５ ２．１ 完形

図�－６４ ３３ ７９ Z１－１３０ �－２ つまみ付きナイフ 黒曜石３ （５．３） ２．６ ０．７ （５．４） 完形

図�－６４ ３４ ７９ Z１－１３１ � つまみ付きナイフ 黒曜石８ ５．３ ２．５ １．０ ９．８ 完形

図�－６４ ３５ ７９ I－１３５ �－２ スクレイパー 黒曜石８ ７．３ ３．６ １．９ ４２．２ 完形

図�－６４ ３６ ７９ O－１３２ �－１ スクレイパー 黒曜石８ ４．７ １．８ ０．９ ６．５ 完形

図�－６４ ３７ ７９ T－１３１ �－２ スクレイパー 黒曜石１ ２．７ ２．１ ０．７ ２．３ 完形

図�－６４ ３８ ７９ Q－１５２ �－１ スクレイパー 黒曜石８ ３．８ ３．１ １．１ １０．１ 完形

図�－６４ ３９ ７９ U－１３６ �－１ スクレイパー 黒曜石８ ５．７ （２．７） １．４ （１９．０） 完形

図�－６４ ４０ ７９ Y－１２８ �－２ スクレイパー 黒曜石７ ３．８ ２．４ ０．６ ４．２ 完形

図�－６４ ４１ ７９ Z－１２６ �－２ スクレイパー 黒曜石８ ６．６ ４．３ １．２ ２４．３ 完形

図�－６４ ４２ ７９ Z１－１３１ �－２ スクレイパー 黒曜石８ ５．３ ４．２ １．５ ２５．３ 完形

図�－６４ ４３ ７９ Z－１２７ �－２ スクレイパー 黒曜石８ ５．８ ３．０ １．８ １７．２ 完形

図�－６４ ４４ ７９ Z２－１２８ �－１ スクレイパー 黒曜石１ ２．４ ３．３ １．０ ５．５ 完形

図�－６４ ４５ ７９ Z－１２７ �－２ スクレイパー 黒曜石７ ２．９ １．５ ０．５ １．２ 完形

図�－６４ ４６ ７９ Y－１２３ �－１ スクレイパー 頁岩 （４．４） １．７ ０．４ （２．３） 完形

図�－６５ ４７ ８０ V－１２９ �－１ 石斧 緑色泥岩 １３．５ ４．６ １．９ １７０．０ 完形

図�－６５ ４８ ８０ S－１３３ �－１ 石斧 片岩 １１．０ ４．１ １．１ ７６．０ 完形

図�－６５ ４９ ８０ S－１２８ �－２ 石斧 緑色泥岩 ７．０ ４．１ １．３ ５５．１ 準完形

図�－６５ ５０ ８０ S－１２６ �－２ 石斧 緑色泥岩 ７．３ ３．３ １．３ ４９．０ 完形

図�－６５ ５１ ８０ X－１２８ �－２ 石斧 緑色泥岩 ８．９ ４．２ ２．３ １１２．３ 完形

図�－６５ ５２ ８０ S－１２６ �－１ 石斧 緑色泥岩 ９．４ ４．１ １．３ ４４．５ 完形

図�－６５ ５３ ８０ Z－１１９ �－２ 石斧 片岩 １４．６ ４．５ ２．０ １８９．６ 完形

図�－６５ ５４ ８０ X－１２７ �－２ 石斧 緑色泥岩 １０．１ ４．０ １．８ ９０．２ 完形

図�－６５ ５５ ８０ T－１２６ �－２ 研磨石材 緑色泥岩 （１８．７） （１２．５） ８．０ （３０００．０） －

図�－６５ ５６ ８１ Z－１３７ �－２ 石斧 泥岩 １１．８ ５．４ ３．６ ２９０．０ 完形 未製品

図�－６６ ５７ ８１ M－１３４ �－２ たたき石 砂岩 １４．１ ５．４ ２．１ ２２８．９ 完形

図�－６６ ５８ ８１ Z１－１２０ �－２ たたき石 安山岩 １４．４ ５．９ ３．３ ４１０．０ 完形

図�－６６ ５９ ８１ Z１－１３０ �－１ たたき石 ？ １４．８ ８．１ ５．０ ９９０．０ 完形

図�－６６ ６０ ８１ J－１２８ �－２ すり石 砂岩 ７．２ １２．９ ５．９ ８８０．０ 完形

図�－６６ ６１ ８１ Z－１３３ �－１ すり石 砂岩 ７．７ （１４．３） ６．０ （６９０．０） 準完形

図�－６６ ６２ ８１ Z１－１３０ �－２ すり石 砂岩 ８．９ （１１．５） ５．０ （７３０．０） 半形

図�－６６ ６３ ８１ P－１２８ �－２ すり石 砂岩 ７．６ （９．７） ５．８ （５００．０） 半形

図�－６６ ６４ ８１ Z１－１３８ �－２ すり石 砂岩 １０．６ ９．２ ３．８ ５５０．０ 完形

図�－６６ ６５ ８１ L－１３０ �－２ 砥石 砂岩 （１１．５） （７．０） ３．３ （１８０．０） 片

図�－６６ ６６ ８１ K－１２７ �－１ 石皿 砂岩 （１５．５） （２３．１） ６．６ （３５００．０） 片

図�－６６ ６７ ８０ Z－１２６ �－２ 玉 チャート？ ２．６ ２．５ １．１ １１．５ 完形
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�章 旧石器の調査とその遺物

１ 概要

今回の調査では、石器の分布範囲から３ヵ所の石器集中（ブロック）を確認した。地区別で見ると、

A地区で１ヵ所（LCS－３）、C地区で２ヵ所（LCS－２・４）である。平成１４年度の調査（B地区）で

は２ヵ所（LCS－１と LCS－２の一部）確認されており、全部で４ヵ所となる。この内 LCS－２は

B地区と C地区にまたがっているため、２ヵ年に分けて調査を行っている。地形的にはいずれも平

坦面に位置し、LCS－１・２・４は C地区の標高１３．０～１４．０�の範囲で比較的近接して分布してい
るが、LCS－３は A地区ほぼ中央の標高約１２．５�の場所にあり、他のブロックとはやや離れている。
本来的な旧石器時代の遺物包含層は恵庭 a降下軽石が風化した黄褐色ローム層である�層だが、

図�－１ 遺物分布図

�章 旧石器の調査とその遺物

233



旧石器は縄文時代の遺物の包含層である�層から�層にかけて出土した。これは凍上現象等の自然の
営力によって移動したためと考えられる。そのため、一部の旧石器は縄文時代の遺物と混在した状況

で出土しており、それらに関しては形態的な特徴や石材の観察、表面の風化の度合いにより旧石器と

判断した。

ブロックはいずれも湧別技法札滑型細石刃核を含む細石刃石器群である。各ブロック間で接合関係

が認められることから、同一集団の石器製作址と考えられる。

今年度調査分の遺物の総数は、２，２５９点で重量は４，６６４．０�である。その内出土位置を計測して取上
げた遺物（以下点取り遺物）は２，１３５点で重量は４，５０６．６�、一括ほかの遺物は１２４点で重量は１５７．４�
である。平成１４年度調査の遺物総数は７７２点で、重量は３，０２３．５�であり、２ヵ年度の遺物の総点数は
３，０３１点で総重量は７，６８７．５�となる。
なお、平成１４年度報告分の LCS－１の石器については、今回改めて再分類を行ったところ、前回

黒曜石１としたものの中に�層出土の黒曜石７・８が混じっており、それらは縄文時代の石器の可能
性があるため今回の集計では除外した。また礫と分類した中にも剥片と自然遺物と考えられる礫の両

者があったため、後者は今回の集計では除外し、訂正した一覧表と分布図を再掲載した。

出土した遺物は全て石器類で、器種としては、細石刃、細石刃核、細石刃核削片、彫器、彫器削片、

両面調整石器、掻器、削器、尖頭器、石刃、二次加工ある剥片、剥片、石核、石斧がある（表�－１・２）。
石器の石材は黒曜石が主体で、わずかに頁岩、珪岩、泥岩、砂岩等がある。黒曜石の多くは肉眼観

察や原材産地分析の結果、白滝産の黒曜石と考えられるが、細石刃については、原産地分析の結果、

置戸産や十勝三股産と判定されたものが少量認められる。

遺構は検出されなかったが、LCS－３の分布範囲にほぼ重なる状況で�層中に細かい炭化物の分
布が認められた。LCS－３に関連する可能性があるため、炭化物２点の AMS年代測定を行ったとこ

ろ、補正 C１４年代で１４，６９０±７０yrBP、１２，７４０±６０yrBPという結果が出ている（�章－１）。
（広田）

２ 遺物分布とブロック・石器群

� 概要
確認された遺物は全て石器類であり、主に分布状況から３つのブロック（LCS－２～４）を設定

した。点取り遺物の点数は２，０７３点、グリッド一括で取上げた遺物点数は８点である。また LCS－２

に関しては平成１４年度調査で２１点出土しているため、それを加えると LCS－２～４の全遺物点数は

２，０９４点となる。現場の調査段階では、旧石器と判断した遺物はブロック外のものも含めて基本的に

全点計測を行った。ただし、縄文時代の遺物包含層である�－１・２層のものやブロック外出土のも
のについては、グリッド一括で取上げ後、一次整理段階で旧石器と判断したものがあるため、これら

については地点計測を行っていない。

今回の調査で確認した LCS－２～４は、いずれも湧別技法関連資料を主体とする石器群である。

また、前回の調査で報告した LCS－１も他のブロックとの接合関係があり、同一の石器群と考えられ

る。

LCS－１～４の接合状況は各集中部を中心に接合し、折れ面接合１例を含むブロック間接合も確

認されている。
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（網掛け部分） 

図�－２ 
層調査範囲図・グリッド別遺物点数
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図�－３ 遺物分布図（２年分）・石器ブロック設定図
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図�－４ 全接合分布図・折れ面接合分布図
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図�－５ 石材別分布図�
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図�－６ 石材別分布図�
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� 石材別・器種別分布状況
概要で述べたように、平成１４年度調査分の LCS－１と今回調査を行った LCS－２～４は同一集団

の石器製作址と考えられるため、ここでは２ヵ年度の調査分について合わせて報告を行う。

１）石材別分布状況

黒曜石製の石器（図�－５・６・８）
３，０３１点、の内２，８６７点（９４．６％）が黒曜石製で、重量は５，３７４．８�である。黒曜石全体の中では黒
曜石３（黒＞茶）が最も多く、１，５５４点（５４．２％）出土している。以下、黒曜石４（茶＞黒）の８９１点

（３１．１％）、黒曜石１（黒色）の２０２点（７．０％）、黒曜石５（黒＞紫・茶）の１８５点（６．５％）の順と

なっている。赤井川産と考えられる黒曜石７・８（黒色：流紋岩混じり）は８点（０．３％）あるが、

全てブロック外からの出土で、ブロックとの関連は不明である。黒曜石１０（不明）は２７点（０．９％）

である。黒曜石１０としたものは被熱が著しいものや小片で分類できなかったものである。

なお、黒曜石３（黒＞茶）と黒曜石４（茶＞黒）に関しては、黒曜石３・４の間で接合するものが

多くあったため、分布図は合わせて掲載している。また、黒曜石２（黒色・梨肌）は出土していない。

重量では黒曜石３が最も重く２，５６６．９�（４７．６％）で、以下、黒曜石４が１９２４．５�（３５．３％）、黒曜
石５が７６６．７�（１４．３％）、黒曜石１が１１２．５�（２．１％）、黒曜石７・８が２３．３�（０．４％）、黒曜石１０
が７．２�（０．１％）である。点数の割合に比べて、黒曜石１は重量の割合が低く、黒曜石５は点数に比
べて重量の割合が高い。

黒曜石全体の分布は各ブロックを中心に出土し、ブロック周辺及び調査区南側においても散漫な分

布が見られる。石質別では、黒曜石１は LCS－１で６１点、LCS－２で１４点、LCS－３で３６点、LCS

－４で６６点、ブロック外で２５点出土している。黒曜石３・４はほぼ全体から出土し、ブロック内での

偏りも見られない。ブロック別では LCS－１で５３６点、LCS－２で６８７点、LCS－３で６５１点、LCS－

４で４２２点、ブロック外で１４９点出土している。黒曜石５は LCS－１で３８点、LCS－２で１６点、LCS

－３で３３点、LCS－４で８４点、ブロック外で１４点出土している。また、LCS－２では北西側に分布

が偏っている。

被熱している黒曜石の総点数は３９９点である。ブロック別では、LCS－１が７６点、LCS－２が８２点、

LCS－３が９８点、LCS－４が１２９点、ブロック外では１４点である。ブロックごとの黒曜石製石器の点

数に対する割合は、LCS－１が１１．９％、LCS－２が１１．４％、LCS－３が１３．６％、LCS－４が２１．８％、

ブロック外は７．１％である。ブロック内の分布は石器全体の分布にほぼ重なる。LCS－３はブロック

にほぼ重なって細かい炭化物の広がりが見られたが、被熱石器の割合は他のブロックと比べて特に高

くはない。また、LCS－４は被熱石器の割合が最も高いが、炭化物の広がりは見られなかった。

原礫面を残す黒曜石の総点数は６６点である。ブロック別では、LCS－１が２９点、LCS－２が１２点、

LCS－３が９点、LCS－４が１点、ブロック外では１５点で、ブロック内の分布は石器全体の分布に

表�－３ 原礫面残存・被熱石器点数一覧

ブロック 遺物点数
原礫面残存石器 被熱石器
点数 ％ 点数 ％

LCS－１ ７１６ ５２ ７．３％ ７８ １０．９％
LCS－２ ７３４ １３ １．８％ ８２ １１．２％
LCS－３ ７３７ １０ １．４％ １００ １３．６％
LCS－４ ６２３ ４ ０．６％ １３０ ２０．９％
ブロック外 ２２１ ２０ ９．０％ １４ ６．３％
合計 ３，０３１ ９９ ３．３％ ４０４ １３．３％
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図�－７ 石材別分布図�
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図�－８ 石材別分布図
・被熱石器分布図
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ほぼ重なる。ブロックごとの黒曜石製石器の総点数に対する割合は、LCS－１が４．５％、LCS－２が

１．７％、LCS－３が１．２％、LCS－４が０．２％、ブロック外は７．７％である。いずれのブロックも原礫

面を大きく除去した状態で黒曜石が搬入されている。

黒曜石以外の石器（図�－７・８）
３，０３１点の内１６４点（５．４％）が黒曜石以外の石材で、重量は２，３１２．７�である。その内訳は頁岩８１点
（４９．４％）、珪岩４４点（２６．８％）、泥岩３１点（１８．９％）、緑色泥岩３点（１．８％）、砂岩１点（０．６％）、

不明４点（２．４％）である。

頁岩はいわゆる珪質頁岩が多い。珪岩はブロック別でみた黒曜石以外の石器の総点数に対する割合

は、LCS－１が２９．９％、LCS－２が６．７％、LCS－３が６．３％、LCS－４が９．７％、ブロック外が２０．０％

である。

重量では頁岩が最も重く、１，０５８．５�（４５．８％）で、以下泥岩１，０３４．３�（４４．７％）、珪岩１７４．４�
（７．５％）、緑色泥岩５．２�（０．２％）、砂岩１．０�（０．１％以下）、不明３９．３�（１．７％）である。点数の
割合と比べて、珪岩は重量の割合が低く、泥岩は重量の割合が高い。

分布を見ると頁岩、珪岩は各ブロックから出土し、ブロック外では LCS－３周辺から散漫に出土

している。頁岩は LCS－１で２２点、LCS－２で１２点、LCS－３で１２点、LCS－４で１８点、ブロック

外で１７点出土している。珪岩は LCS－１で２６点、LCS－２で２点、LCS－３で４点、LCS－４で９

点、ブロック外で３点出土している。泥岩は LCS－１で２６点、LCS－４で４点、ブロック外で１点

出土している。緑色泥岩は LCS－１で３点出土している。砂岩は LCS－２内の北側から１点出土し

ている。

被熱している石器の総点数は５点で、石材の内訳は頁岩４点、泥岩１点である。頁岩は LCS－１

で１点、LCS－３で２点、LCS－４で１点である。泥岩は LCS－１で１点出土している。

原礫面を残す石器の総点数は３３点で、石材の内訳は頁岩５点、珪岩１点、泥岩２３点、不明ほか４点

である。頁岩は LCS－２で１点、LCS－３で１点、LCS－４で３点出土している。珪岩は LCS－１

で１点出土している。泥岩は LCS－１で２２点、ブロック外で１点出土している。不明ほかはブロッ

ク外で４点出土している。

２）器種別分布状況

細石刃（図�－９）
４６０点出土している。LCS－１〔１０２点〕、LCS－２〔７２点〕、LCS－３〔１１３点〕、LCS－４〔１４９

点〕で見られる。ブロック外から２４点出土している。石材は全て黒曜石である。

細石刃核（図�－９）
１１点出土している。LCS－１〔３点〕、LCS－２〔１点〕、LCS－３〔２点〕、LCS－４〔５点〕で

見られる。LCS－３は２点とも未製品で、LCS－４は未製品を１点含む。石材は全て黒曜石である。

細石刃核削片（図�－１０）
１４点出土している。LCS－１〔１点〕、LCS－３〔６点〕、LCS－４〔６点〕で出土し、ブロック

外では１点出土している。LCS－２では出土していない。石材は全て黒曜石である。

彫器削片（図�－１０）
１０点出土している。LCS－１〔３点〕、LCS－２〔２点〕、LCS－３〔３点〕LCS－４〔２点〕で

見られる。石材は、LCS－１・２は黒曜石、LCS－３は黒曜石〔１点〕・珪岩〔２点〕、LCS－４は

頁岩でブロックごとに傾向が異なる。
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図�－９ 器種別分布図�
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図�－１０ 器種別分布図�
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図�－１１ 器種別分布図�
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図�－１２ 器種別分布図


�章 旧石器の調査とその遺物

249



図�－１３ 器種別分布図�

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�

250



図�－１４ 器種別分布図�
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彫器（図�－１１）
１８点出土している。LCS－１〔６点〕、LCS－２〔１点〕、LCS－３〔３点〕、LCS－４〔５点〕で

で見られる。ブロック外からは３点出土している。石材は１８点中黒曜石が７点（３８．９％）で、珪岩６

点（３３．３％）、頁岩５点（２７．８％）である。ブロック別では、LCS－１が黒曜石〔２点〕、頁岩〔２

点〕、珪岩〔２点〕、LCS－２が黒曜石〔１点〕、LCS－３が頁岩〔２点〕・珪岩〔１点〕、LCS－４

が黒曜石〔２点〕・頁岩〔１点〕・珪岩〔２点〕で、ブロックごとに複数の石材が見られる。

両面調整石器（図�－１１）
５点出土している。LCS－１〔２点〕、LCS－３〔２点〕、LCS－４〔１点〕で見られ、石材は黒

曜石〔２点〕と頁岩〔３点〕である。頁岩製は小形で薄身のもので、LCS－２以外の各ブロックか

ら出土している。

掻器（図�－１２）
２１点出土している。LCS－１〔７点〕、LCS－２〔５点〕、LCS－３〔２点〕、LCS－４〔２点〕で、

各ブロックで見られる。ブロック外からは５点出土している。石材は２１点中１０点（４７．６％）が頁岩で、

以下黒曜石９点（４２．８％）、珪岩１点（４．８％）、不明１点（４．８％）である。ブロック別にみると、LCS

－１が頁岩〔４点〕・黒曜石〔２点〕・珪岩〔１点〕、LCS－２が頁岩〔４点〕・黒曜石〔１点〕、LCS

－３が黒曜石〔２点〕、LCS－４が黒曜石〔２点〕、ブロック外では黒曜石〔２点〕・頁岩〔２点〕

・不明〔１点〕である。出土点数の多いブロックでは石材の種類が複数見られる傾向がある。

削器（図�－１２）
５５点出土している。LCS－１〔２５点〕、LCS－２〔６点〕、LCS－３〔１３点〕、LCS－４〔７点〕で、

各ブロックで見られる。ブロック外からは４点出土している。石材は５５点中４９点（８９．１％）が黒曜石

図�－１５ 器種別分布図�
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で、頁岩４点（７．３％）、珪岩２点（３．６％）である。ブロック別では、LCS－２・３は全て黒曜石で、

LCS－１は黒曜石〔２３点〕・頁岩〔１点〕・珪岩〔１点〕、LCS－４では黒曜石〔３点〕・頁岩〔３

点〕・珪岩〔１点〕である。

尖頭器（図�－１３）
２点出土している。２点ともブロック外出土で、石材は黒曜石〔１点〕と頁岩〔１点〕である。

石刃（図�－１３）
７点出土している。全てブロック外出土で、石材は頁岩〔５点〕・黒曜石〔２点〕である。

二次加工ある剥片（図�－１４）
４４点出土している。LCS－１〔１１点〕、LCS－２〔５点〕、LCS－３〔５点〕、LCS－４〔１４点〕で、

各ブロックで見られる。ブロック外からは９点出土している。石材は４４点中４１点（９３．２％）が黒曜石

で、３点（６．８％）が珪岩である。珪岩製は全て LCS－１から出土している。

石核（図�－１４）
５点出土している。LCS－１〔２点〕、LCS－３〔１点〕、LCS－４〔１点〕で見られる。ブロッ

ク外で１点出土している。石材は黒曜石〔１点〕、頁岩〔２点〕と、泥岩〔２点〕である。

石斧（図�－１５）
１点出土している。ブロック外出土で、石材は泥岩である。

� ブロック２～４（LCS－２～４）出土の石器（図�－１６～２４、図版８２～８９）
細石刃３３４点、細石刃核８点、細石刃核削片１２点、彫器削片７点、彫器９点、両面調整石器３点、

掻器９点、削器２６点、二次加工ある剥片２４点、剥片１，６６０点、石核２点の計２，０９４点、重量４，１８６．１�
の石器類が出土した。石材は黒曜石が最も多い。内訳は、黒曜石３・４が１，７６０点（８４％）で最も多

く、以下黒曜石５が１３３点（６．４％）、黒曜石１が１１６点（５．５％）、黒曜石１０が２３点（１．１％）である。

黒曜石以外では頁岩４２点（２．０％）、珪岩１５点（０．７％）、泥岩４点（０．２％）、砂岩１点（０．１％以下）

である。

なお、ここでは LCS－２～４以外の LCS－１未報告の石器や、ブロック付近から出土した同一の

石器群と考えられる石器も一部掲載している。

細石刃（図�－１６－１～図�－１７－９６、図版８２・８３）
３３４点（折れ面接合の結果３１６個体）出土しており、その内９３点を図示している。９（LCS－１出土

・再掲載）、４１・７８（ブロック外出土）は原産地分析を行ったためここで掲載している。全体的に完

形のものは少なく、折れたものがほとんどである。１～１０は完形ないし完形に近いもので、１１～７４は

打面部、７５～９０は中間部、９１～９６は先端部である。部位ごとのまとまりの中では幅のあるものから並

べている。打面は点状のものが多い。１～４・６・９・１０・１５～２０・２２～２４・２６・３２・３４・３６・４２・

４３・４７～４９・５１・５４・５６・５７・６１・６７・７６・８４・８６～８８・９１・９２・９４は背面に細石刃核の側面を持っ

ている。３１・５３・６９・７８・７９・８９は背面右側縁に二次加工が見られるものである。６３・７８・９３の背面

には側縁に平行して線状の傷がみられる。

欠損品が多いため、長さが不明のものが多いが、完形のもので最も長いものは７１�（２）、折損品で
は７２�のもの（１９）が含まれている。また、先端部は腹面側にやや湾曲するものが多い。幅は３～１１�
まである。石材は全て黒曜石である。４１・７８は比較的透明度の高い黒曜石１を石材とする。原産地分

析の結果、１１・２７・３０・３９・６７・７１は赤石山産、４１・７８は所山産、５８・８１は十勝産、９は札幌 K１９遺

物群と判定されている。
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図�－１６ LCS－２～４の石器� 細石刃
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図�－１７ LCS－２～４の石器� 細石刃
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図�－１８ LCS－２～４の石器� 細石刃核
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細石刃核（図�－１８－９７～図�－１９－１０４、図版８４・８５）
８点（８個体）出土しており、全点図示している。９７・９８・１０４は細石刃剥離痕のないもの（未製

品）、９９～１０３は細石刃剥離痕のあるものである。全て原礫面を残さないため素材は不明だが、整った

形状であるため石核素材の可能性がある。９７は左右両面ともに平坦剥離と縁辺部の細かな加工で構成

されている。甲板面には二回削片を剥離した痕跡があり、一回目の剥離は右側面にねじれ、削片剥離

後、剥離痕の両側縁に側面から細かな加工が行われている。二回目の剥離は左側面にねじれ、打点近

くで左側面に抜けている。二回目の削片剥離後、剥離痕の打点部付近に左側面から細かい加工が行わ

れている。９８は、左側面は平坦剥離と縁辺部の細かな加工で構成され、右側面は下縁からの加工とそ

れを切る縁辺部周辺の細かい加工で整形されている。甲板面に三回の削片剥離痕があり、一回目の剥

離は右側面にねじれ、二、三回目の剥離は打点近くで止まっている。９９は左右両面ともに平坦剥離と

図�－１９ LCS－２～４の石器
 細石刃核
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縁辺部の細かな加工で母型を作成した後、削片を剥離している。甲板面には二回削片を剥離した痕跡

があり、一回目の削片剥離の後に細石刃を剥離している。次に一回目の削片剥離の打点と逆側にノッ

チ状の打面を作り出した後、二回目の削片剥離を行っている。その後甲板面から細かな側面調整が行

われ、さらに側面から甲板面にも細かな加工が行われるが、細石刃剥離は行われていない。１００は左

右両面ともに、側縁及び下縁からの大きな加工と側縁からの細かな加工によって構成されている。甲

板面には二回の削片剥離痕がある。二回目の削片剥離で末端部がヒンジになり、突出部について打点

側から加工を行っている。１０１は左右両面ともに平坦剥離と縁辺部の細かな加工で構成されている。

甲板面には一回削片を剥離した痕跡がある。削片剥離後細石刃を剥離し、最終的に廃棄されている。

１０２は、左側面は全て下縁部から、右側面は上縁部と下縁部から加工が行われている。甲板面には二

回削片を剥離した痕跡があり、一回目の削片剥離後、甲板面から右側面に、また、右側面から甲板面

に調整が行われている。二回目の削片剥離後、細石刃を剥離している。また、全面に細かな傷が見ら

れる。１０３は両側面を平坦剥離で加工した後、縁辺部に細かな加工が行われている。甲板面には一回

の削片剥離痕があり、削片剥離後に細石刃を剥離している。１０４は左右両面ともに平坦剥離と縁辺部

の細かな加工で構成される。甲板面には一回削片を剥離した痕跡があり、剥離は右側面に大きくねじ

れている。接合資料（母岩１３・接合４６）から削片剥離時に折れていることがわかり、その後、甲板面

から左側面に加工を行った後、廃棄されている。

石材は全て黒曜石である。同一母岩の資料等の原産地分析を行った結果、９８・１０１・１０２・１０４が赤

石山産と判定されている。

細石刃核削片（図�－２０－１０５～図�－２１－１１２、図版８６）
１２点（９個体）出土しており、８点を図示している。１０５・１０６は断面三角形の一次削片である。ど

ちらも側面の上縁がやや丸みを帯びる。１０５の断面形はほぼ二等辺三角形で、末端部側を欠失する。

打面形状からノッチ状の打面から剥離されていたと考えられる。１０６は３点が折れ面接合したもので、

末端部側を欠失する。断面形は、腹面が大きく傾いて左側面が長くなっている。１０６は１０４に接合する

削片である。

１０７～１１２は二次削片である。１０７は先行の削片剥離後、甲板面から左側面に調整を加えた後に剥離

されている。１０８は上面に４本の削片剥離痕が残る。先行の削片剥離後、調整は行われずに剥離され

るが中央付近で折損し下部に抜けている。１０９は先行の削片剥離後、調整は行われずに剥離されてい

る。腹面はやや右に傾いている。上面には２本の削片剥離痕が残り、先行する剥離痕は次の削片剥離

とは逆方向から剥離を行っている。１１０は先行の削片剥離後、甲板面から両側面の一部に調整を加え

た後、逆方向から剥離を行っている。１１１・１１２は先行の削片剥離後、打点付近の調整を行った後に剥

離されている。１１０～１１２は９７の削片である。

石材は全て黒曜石製である。原産地分析を行った結果、１０９が赤石山産と判定されている。

彫器削片（図�－２１－１１３～１１８、図版８６）
７点（７個体）出土しており、６点を図示している。１１３は打面調整が行われず、背面には旧彫刀

面が２面見られる。１１４は背面に旧彫刀面が２面見られる。１１５は背面に旧彫刀面が１面見られる。１１６

の腹面は末端側でヒンジを起こしている。１１７は背面に旧彫刀面が１面見られる。旧彫刀面の左側縁

には細かい加工が行われ、旧彫刀面から側面に細かな調整が行われている。石材は１１３・１１６が黒曜石、

１１４・１１５は珪岩、１１７・１１８は頁岩である。

彫器（図�－２２－１１９～１２６、図版８７）
９点（７個体）出土しており、６点を図示している。また、LCS－１の未報告のもの１点（１２３）と、
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図�－２０ LCS－２～４の石器� 細石刃核削片
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図�－２１ LCS－２～４の石器� 細石刃核削片・彫器削片
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図�－２２ LCS－２～４の石器� 彫器・掻器・両面調整石器

�章 旧石器の調査とその遺物

261



同一の石器群と考えられるブロック外出土の１点（１２２）も合わせて掲載しているため、全部で８点図

示している。１１９～１２２は縦長剥片を素材とし、背面両側縁に急斜度の、腹面基部側には平坦な調整が

施されている。素材の末端側に左刃の彫刀面を作り出している。１１９～１２２は背面先端右側にノッチ状

の調整を施し彫刀面の打面とし、最低１回の彫刀面再生が行われている。１１９・１２１は彫刀面から背面

に細かい調整が行われる。１２２は背面右側縁の調整は細かく、腹面左側縁にもわずかに調整が行われ

る。１２３は縦長剥片を素材とし、素材の打面側に左刃の彫刀面を作出するもので、背面左側縁に原礫

面を残す。右肩の彫刀面は先端部調整と考えられる。１２４は縦長剥片を素材とし、素材の末端側に左

刃の彫刀面を作り出している。背面左側縁に急斜度調整、腹面左側縁から基部にかけて平坦剥離が見

られる。背面先端右側にノッチ状の調整を施し彫刀面の打面とし、最低１回の彫刀面再生が行われて

いる。１２５は縦長剥片を素材とし、背面両側縁に急斜度の、腹面基部側には平坦な調整が行われてい

る。腹面と彫刀面の角度は鋭角で、腹面側から彫刀面に細かな加工が行われる。右肩の彫刀面を打面

として、左肩に彫刀面打撃を加えている。１２６は縦長剥片を素材とし、腹面側に彫刀面が作出される。

背面の両側縁に細かい加工が行われている。石材は１１９・１２２・１２３が薄い茶色がかったやや透明感の

ある珪岩で、１２０・１２１・１２４が頁岩、１２５・１２６は黒曜石である。

掻器（図�－２２－１２７～１３２、図版８７）
９点（８個体）出土しており、６点を図示している。素材は全て縦長剥片である。１２７・１２８は刃部

が薄手のものである。平面形は丸みを帯びる撥形で、基部側がやや細くなっている。刃部は素材の末

端部に作出され、背面の側縁には細かい二次加工が施されている。腹面基部側には平坦な剥離が見ら

れる。１２７は基部が折れ、折れ面から加工を行っている。１２８は薄手の縦長剥片を素材とし、背面に原

礫面を残す。縦断面は刃部側がやや腹面側に湾曲する。１２９～１３２は刃部が厚手のもので、基部側がが

やや細くなる。１２９・１３０は刃部を素材の末端部に作出し、背面の周縁部には細かい二次加工が施され

る。腹面の左側縁から基部にかけて平坦剥離が施される。１３１・１３２は素材の打面側に刃部を作出する

ものである。１３１は背面左側に原礫面を残し、背面両側縁にはほとんど二次加工が行われない。腹面

基部側には平坦な二次加工が施される。刃部の角度は直角に近い。１３２は素材の打瘤部に刃部を作出

している。背面の側縁には二次加工がほとんど行われず、腹面の刃部付近に平坦剥離が施される。

石材は１２７・１３２が黒曜石で、１２８～１３１は頁岩である。頁岩の色は、１２８は褐色に部分的に白色が混

ざり、１２９・１３０は灰色、１３１は暗褐色に茶色が混ざっている。

両面調整石器（図�－２２－１３３・１３４、図版８７）
３点（３個体）出土しており、２点を図示している。分類上両面調整石器としたが、両面調整の掻

器と考えられる。１３３・１３４ともに剥片素材で、平面形は全体的に丸みを帯び上部がやや張り出す。両

面とも周縁部全体からの平坦剥離によって整形され、下部に細かい加工による刃部が作り出されてい

る。石材はともに黒味の強い頁岩である。

削器（図�－２３－１３５～１４３、図版８８）
２６点（２３個体）出土しており、９点を図示している。素材は全て縦長剥片である。１３５～１３７は刃部

が急斜度の加工により作出されるものである。１３５は背面の両側縁から末端部にかけて連続的な二次

加工が施されている。腹面の両側縁と末端部には不連続な平坦剥離が施されている。１３６・１３７は背面

周縁部に連続的に二次加工が行われている。１３６は腹面の打点側の縁辺部にも二次加工が施される。

１３７は腹面の末端部縁辺に平坦剥離が行われ、それ以外の部分には不連続な細かい剥離が見られる。

１３８は刃部が平坦剥離により作出されるものである。背面の右側縁に連続的に二次加工が施されてい

る。１３９～１４１は細かい加工により刃部が作出されるものである。１３９・１４０は背面の左側縁に、１４１は
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図�－２３ LCS－２～４の石器� 削器
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図�－２４ LCS－２～４の石器� 石核
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背面の右側縁に調整が見られる。１４２は背面の左側縁に平坦な剥離が、右側縁に細かい急斜度の剥離

が見られる。１４３は背面の周縁部に急斜度の二次加工が施されている。上部が折れており、側面に折

れ面を打面とした樋状剥離が見られるため、彫器の可能性もある。

石材は全て黒曜石である。１３５・１３８・１３９・１４１は全体に細かい傷が多く、光沢がやや鈍くなっている。

石核（図�－２４－１４４・１４５）
２点（２個体）出土しており、２点とも図示した。１４４・１４５ともに頁岩の亜角礫を素材とする。１４４

は複設打面で、いずれも原礫の平坦面を打面としている。原石形状の断面は四角形である。分類上で

は石核としたが、礫器の可能性もある。縁辺部にはたたき痕がみられることから、たたき石としても

使用していたと考えられる。１４５は単設打面で、原礫の平坦面を打面としている。原石の断面形状は

三角形に近く、剥片剥離は長軸方向に進む。１４４同様、分類上では石核としたが、礫器の可能性もある。


 ブロック（LCS－１～４）
４ヵ所の石器ブロックはいずれも細石刃・細石刃核が見られ、湧別技法関連資料を含む石器群である。

遺物分布図では以下の記号を用いている。

●：剥片 ▲：細石刃

＊

：細石刃核 ☆：細石刃核削片 ★：彫器 ○：彫器削片

：両面調整石器 ■：掻器 ▼：削器 ○：二次加工ある剥片 △：石核

�LCS－２（図版�－２５～３０、図版３８・３９）
位置 B・C地区 J－１４６～１４８、K－１４６～１４９、L－１４５～１４９、M－１４５～１５０、N－１４９・１５０

地形 東から西に緩やかに下る斜面に位置している。

分布 平面は南北約１８�、東西約２１�の範囲で、東西の斜面方向にやや長く広がる。石器は L－１４８

区周辺にややまとまって分布している。垂直分布では東側が低く、西側にいくにつれて高くなる傾向

がある。層位的には�層上面～�層中位にかけて出土し、層位別の点数は�－１層が１３点、�－２層
が２４６点、�層が２３８点、�層が２３４点、不明ほかが３点である。
石器・石材組成 合計７３４点、重量９７５．８�の石器類が出土した。内訳は細石刃７２点、細石刃核１点、
彫器１点、彫器削片２点、掻器５点、削器６点、二次加工ある剥片５点、剥片６４２点で、細石刃関連

の石器の平面分布を見ると、細石刃は L－１４８区の密度が濃く、細石刃核はブロック東端に位置する。

垂直分布は、全体の分布同様西側にいくにつれてやや高い位置から出土している。細石刃関連以外の

トゥールはブロック北側に散漫に分布するが、掻器は L－１４８区からM－１４９区にかけてやや近接し

て分布している。垂直分布は�～�層にかけて点在している。
石材は黒曜石が７１９点（９８．０％）で最も多く、次いで頁岩１２点（１．６％）である。他には珪岩２点

（０．３％）、砂岩１点（０．１％）である。黒曜石の中では黒曜石３・４が６８７点（９５．６％）で最も多く、

他は黒曜石５が１６点（２．２％）、黒曜石１が１４点（１．９％）、黒曜石１０が２点（０．３％）である。平面分

布を見ると、黒曜石１・５は L－１４８区を中心に分布している。黒曜石３・４はほぼ全体に広がり、

トゥールは L－１４８区付近にまとまる。頁岩は L～M－１４８区にかけて、掻器、剥片がややまとまって

分布している。珪岩は剥片がブロック東側に、砂岩はブロック北端で１点出土している。

接合関係 ブロック内では石器の集中する L－１４８区を中心とした接合関係が見られ、ブロック間で

は LCS－１・３・４と接合関係が確認された。

�LCS－３（図�－３１～３６、図版４０・４１）
位置 A地区 R－１３３・１３４、S－１３２～１３４、T－１３２～１３４
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図�－２５ LCS－２の分布図�・遺物
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図�－２６ LCS－２の分布図�

�章 旧石器の調査とその遺物

267



図�－２７ LCS－２の接合分布図
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図�－２８ LCS－２の石材別分布図�
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図�－２９ LCS－２の石材別分布図�
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図�－３０ LCS－２の石材別分布図�

�章 旧石器の調査とその遺物

271



図�－３１ LCS－３の分布図�・遺物

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�

272



図�－３２ LCS－３の分布図�
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図�－３３ LCS－３の接合分布図
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図�－３４ LCS－３の石材別分布図�
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図�－３５ LCS－３の石材別分布図�
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地形 南東から北西にごく緩やかに下る斜面に位置している。

分布 平面は南北約１２�、東西約１１�の範囲で、南東から北西の斜面方向にやや長く広がっている。
南西側のブロック外には縄文時代の竪穴住居跡（LPD－５）があり覆土から旧石器が３８点出土して

いるため、本来的には南西側に若干広がっていた可能性がある。平面分布は S－１３３区の密度が濃く、

周辺は散漫である。垂直分布は、S－１３３区付近は�層上面～�層下位まで全体的に密度が濃いが、
周辺は�～�層にかけて散漫に広がっている。層位別の点数は�－１層４７点、�－２層１８２点、�層
９３点、�層が４１４点、不明ほかが１点である。また�層でブロックの範囲内に微小な炭化物片の分布が
見られた。焼土は伴っていない。炭化物片に関しては２ヵ所サンプルを採取し、AMS法を用いた放射

性炭素年代測定を行った。その結果、それぞれ補正 C１４年代で１４，６９０±７０yrBP（較正暦年代１６，２００BC

～１５，１００BC）、１２，７４０±６０yrBP（較正暦年代１３，８００BC～１２，４００BC）という結果が出ている（�章－
１）。

石器・石材組成 合計７３７点、重量１，５１０．８�の石器類が出土した。内訳は細石刃１１３点、細石刃核２
点、細石刃核削片６点、彫器３点、彫器削片３点、両面調整石器２点、掻器２点、削器１３点、二次加

工ある剥片５点、剥片５８７点、石核１点である。細石刃関連の石器の平面分布は、いずれも S－１３３区

を中心とする。垂直分布は、細石刃は�層上面～�層下位にわたるが、�層下位～�層下位の分布が
濃い。細石刃核は２点とも�層出土である。細石刃核削片は�～�層にかけて幅をもって分布してい
る。細石刃関連以外のトゥールの平面分布も S－１３３区を中心とし、垂直分布は�～�層にかけて上
下にわたって出土している。

石材は黒曜石が７２１点（９７．８％）で最も多く、次いで頁岩１２点（１．６％）、珪岩が４点（０．６％）であ

図�－３６ LCS－３の石材別分布図�
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図�－３７ LCS－４の分布図�・遺物
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図�－３８ LCS－４の分布図�
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る。黒曜石の中では黒曜石３・４が６５１点（９０．３％）で最も多く、以下黒曜石１が３６点（５．０％）、黒

曜石５が３３点（４．６％）、黒曜石１０が１点（０．１％）である。平面分布を見ると、黒曜石１・３・４・

５いずれも S－１３３区を中心とする。頁岩は S－１３３区に掻器、両面調整石器、剥片がややまとまって

分布し、石核はブロック東端から出土している。珪岩は彫器、彫器削片が S－１３３区東側に近接して

見られる。

接合関係 ブロック内では集中区を中心として全体的に接合関係があり、ブロック間では LCS－１、

LCS－２と接合関係が確認された。ブロック外では S－１２９、T－１３０区出土の石器と接合している。

�LCS－４（図�－３７～４２、図版４２～４４）
位置 C地区 N－１５０・１５１、O－１５０～１５２、P－１４９～１５４、Q－１５０～１５３、R－１５１・１５２

地形 東から西にごく緩やかに下る斜面に位置している。

分布 平面は南北約１８�、東西約１３�の範囲で、東から西の斜面方向にやや長く広がっている。平面
分布は P－１５１・１５２、Q－１５２区の密度が濃く、周辺にいくに従い密度が薄くなる。垂直分布は、�
層～�層にかけて見られ、西側に行くに連れてやや高い位置に分布する。また、風倒木痕等の影響で
�層下部や	層から出土しているものがある。層位別の点数は、�－１層３点、�－２層２２１点、�
層１６５点、�層が２３４点である。
石器・石材組成 合計６２３点、重量１，６９９．５�の石器類が出土した。内訳は細石刃１４９点、細石刃核５
点、細石刃核削片６点、彫器５点、彫器削片２点、両面調整石器１点、掻器２点、削器７点、二次加

工ある剥片１４点、剥片４３１点、石核１点である。細石刃関連の石器の平面分布は、細石刃は P－１５１区

が中心で、細石刃核は P－１５１、Q－１５２区、細石刃核削片は細石刃の分布の周辺に点在する。垂直分

布は、細石刃は�層上面～�層下位にわたるが、北東側では�層下位からの出土がやや多い。細石刃
核、細石刃核削片は�～�層にかけて分布している。細石刃関連以外のトゥールは細石刃関連の石器
の分布を取り巻くように点在し、垂直分布では比較的高い位置から出土している。

石材は黒曜石が５９２点（９５．０％）で最も多く、次いで頁岩が１８点（２．９％）、以下珪岩９点（１．４％）、

泥岩４点（０．７％）である。黒曜石の中では黒曜石３・４が４２２点（７１．３％）で最も多く、以下黒曜石

５が８４点（１４．２％）、黒曜石１が６６点（１１．１％）、黒曜石１０が２０点（３．４％）である。平面分布を見る

と、黒曜石１・３・４・５はいずれも P－１５１～１５２区を中心に出土している。頁岩はブロック中央か

ら東側にかけて散漫に広がり、珪岩は P－１５１・１５３、Q－１５２区に分布し、彫器はブロック北東端近

くで出土している。泥岩は剥片がブロック東側に点在している。

接合関係 ブロック内では P－１５１区を中心として全体的に接合関係があり、ブロック間では LCS－

１、LCS－２と接合関係が確認された。ブロック外では K－１５２、M－１５１、N－１４９区出土の石器と

接合している。

�LCS－１（図�－４３～４７）
位置 B地区 Q－１４６・１４７、R－１４２～１４９、S－１４４～１４９、T－１４４～１４９、U－１４４～１４６

地形 東から西にごく緩やかに下る斜面に位置している。

分布 平面は南北約２４�、東西約１６�の範囲に広がり、南北方向にやや長くなっている。平面分布は
密度から、S－１４４・１４５区とその周辺部（南側）、R－１４６、S－１４７区とその周辺部（北側）の二つの

集中部に分かれる。層位別の点数は、�層３７５点、�層１９７点、�層１４３点、排土ほか１点である。
石器・石材組成 合計７１６点、重量２，８８６．７�の石器類が出土した。内訳は細石刃１０２点、細石刃核３
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図�－３９ LCS－４の接合分布図
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図�－４０ LCS－４の石材別分布図�
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図�－４１ LCS－４の石材別分布図�
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図�－４２ LCS－４の石材別分布図�
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点、細石刃核削片１点、彫器６点、彫器削片３点、両面調整石器２点、掻器７点、削器２５点、二次加

工ある剥片１１点、剥片５５４点、石核２点である。細石刃関連の石器の平面分布は、細石刃は西側の密

度が濃く、細石刃核は北側集中部の R－１４７、S－１４７、R－１４８区に点在する。グリッド一括で取上げ

たため分布図にはないが、U－１４４区から細石刃核削片が１点出土している。細石刃関連以外の

トゥールは北側と南側の集中部に大きく二つに分かれ、掻器は南側に多く、彫器・削器等はどちらに

も見られる。

石材は黒曜石が６３９点（８９．３％）で最も多く、次いで珪岩、泥岩がともに２６点（３．６％）、以下頁岩

２２点（３．１％）、緑色泥岩３点（０．４％）である。黒曜石の中では黒曜石３・４が５３６点（８３．９％）で最

も多く、以下黒曜石５が３８点（５．９％）、黒曜石１が６１点（９．５％）、黒曜石１０が４点（０．６％）である。

平面分布を見ると、黒曜石１は細石刃、剥片が北側の集中部にやや多く広がり、南側は少ない。黒曜

石３・４・５は南北の集中部どちらも全体的に分布している。頁岩・珪岩・泥岩は南側の集中部に多

く見られ、北側は少ない。

接合関係 ブロック内では南側、北側の集中部を中心として全体的に接合関係があり、ブロック間で

は LCS－２、LCS－３、LCS－４と接合関係が確認された。ブロック外では T－１４３、X－１３７、N－

１４９区出土の石器と接合している。

� ブロック外の石器（図�－４８、図版８９）
ブロック外からは合計２２１点、重量６１４．７�の石器類が出土した。内訳は細石刃２４点、細石刃核削片
１点、彫器３点、、掻器５点、削器４点、尖頭器２点、石刃７点、二次加工ある剥片９点、剥片１６４

点、石核１点、斧形石器１点である。層位別の点数は、�－１層が３０点、�－２層１２２点、�層１３点、
�層７点、	層ほかが４９点である。
１は剥片である。正面に細石刃様の剥離痕が連続的に見られ、細石刃核の破片の可能性がある。上

面は平坦である。石材は透明度の高い黒曜石である。２は剥片素材の彫器で基部側を欠失する。背面

両側縁に加工が行われ、左肩に彫刀面が作り出されている。彫刀面は腹面側に傾く。石材は黒曜石で

ある。３は尖頭器である。尖端部と基部を欠失する。両面ともに平坦な剥離で加工され、石材は頁岩

である。４～６は石刃である。４は打面調整が見られる。５・６は打面側と末端部側を欠失する。４

は黒曜石製、５・６は頁岩製である。７は斧形石器である。素材となる棒状の礫を側縁からの加工で

整形した後、ほぼ全面を研磨している。上端には敲打痕が見られ、下端にわずかに刃部の作り出しと

考えられる鎬がある。石材は泥岩である。
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図�－４３ LCS－１の分布図�・遺物
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図�－４４ LCS－１の分布図�
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図�－４５ LCS－１の接合分布図
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図�－４６ LCS－１の石材別分布図�
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図�－４７ LCS－１の石材別分布図�
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図�－４８ ブロック外出土の石器
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� 母岩別接合資料（図�－４９～６９、図版９０～９４）
接合作業の結果、折れ面接合１１８例、剥離面接合５２例が確認された。接合番号は、折れ面接合は

「１００１」から、剥離面接合は「１」からそれぞれ接合順に番号を付した。全接合点数は３６５点で、内

訳は折れ面接合のみは１４３点、折れ面接合を含む剥離面接合は２４２点である。遺物総数３，０３１点に対し

ては１２％の接合率である。また、平成１４年度の調査で報告書に掲載した接合資料に関しても、今回改

めて接合番号を付けている。接合資料を基に母岩別の分類を行い、２１個体を母岩別資料とした（母岩

別資料１～２２）。２１個体の母岩別資料の点数は９６５点で遺物総数３，０３１点に対して３１．８％の母岩抽出率

である（表�－４）。また、石器の実測図は（３）項で掲載したものはその掲載番号を使い、未掲載のも
のは１から番号を付けている。

表�－４ 旧石器母岩別資料一覧

ブロック名 LCS－１ LCS－２ LCS－３ LCS－４ ブロック外
小計 備考

母岩番号 点取り 一括 点取り 一括 点取り 一括 点取り 一括 点取り 一括

１
点数 ４２ １ ４３ 細石刃・細石刃核接合資料
重量（g） ２７．５ ０．５ ２８．０

２
点数 ６ １ ２１６ １ １ １ ２ ２２８ 調整剥片・彫器接合資料
重量（g） １０．１ １．３ ２５４．３ １６．２ ５．３ １．６ ３．１ ２９１．９

３
点数 ２ ２ 剥片接合資料
重量（g） ８．７ ８．７ 未掲載

４
点数 ３８ ３８ 剥片接合資料
重量（g） ４６．７ ４６．７ 分布図のみ掲載

５
点数 １ ７５ ７６ 細石刃接合資料
重量（g） ０．４ ２３．４ ２３．８

６
点数 ９４ １ ９５ 剥片接合資料
重量（g） ３２．８ ０．２ ３３．０ 未掲載

７
点数 １９ １９ 剥片接合資料
重量（g） １２．５ １２．５ 未掲載

８
点数 ７ ７ 剥片接合資料
重量（g） ０．９ ０．９ 未掲載

９
点数 １ ６２ ６３ 細石刃・細石刃核接合資料
重量（g） ０．５ １２４．７ １２５．２

１０
点数 １６ ２ ７ １ ２６ 剥片接合資料
重量（g） ６４．６ ９．４ ７ ５．２ ８６．２ 分布図のみ掲載

１１
点数 ５３ １８ ２ １ １ ４ ７９ 調整剥片・掻器・削器接合資料
重量（g） １１１．２ ９２．７ １６．３ ２４．２ ４０．１ １４．２ ２９８．７

１２
点数 ９ ３ １ １ １４ 剥片接合資料
重量（g） ８２．７ ２７．１ ０．９ ３ １１３．７ 未掲載

１３
点数 １３ １ １５２ １ ３ ２８ １９８ 細石刃核・掻器接合資料
重量（g） ３９．８ ２．７ ３７９．１ ０．４ １７．１ １５．３ ４５４．４

１４
点数 ３ ５ １ ９ 剥片接合資料
重量（g） ６１．０ ２６．７ ８７．７ 未掲載

１５
点数 １ １ ３５ ３７ 細石刃核削片接合資料
重量（g） １００．３ ０．３ ６７．８ １６８．４

１６
点数 ２ ２ 細石刃・細石刃核接合資料
重量（g） ７５．０ ７５．０

１７
点数 ２ ２ 細石刃・細石刃核接合資料
重量（g） １１２．５ １１２．５

１８
点数 ４ ３ ７ 石核接合資料
重量（g） ４４５．９ ２０．９ ４６６．８

１９
点数 ８ ４ １２ 石核接合資料
重量（g） ２４１．７ １０７．８ ３４９．５

２０
点数 ４ ４ 石核接合資料
重量（g） ６８．４ ６８．４

２１
点数 ３ １ ４ 細石刃核接合資料
重量（g） １５８．８ ２．２ １６１．０

合計
点数 ９６５
重量（g） ３０１３．０
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１）母岩別資料１３（図�－４９～５３）
母岩別資料は接合４６・４８の他、剥片１１９点で構成され、総点数１９８点、重量４５４．４�である。
�接合資料４６（図�－４９～５３、図版９０）
素材 ７７点（４８個体）が接合し、重量は４０６．６�、大きさは１７．８×１２．０×３．９�である。
剥離工程 段階１ 母型作成：左側面は周縁から、右側面は下縁から加工が行われる。左右両側面の

周縁部には細かな加工が施される。右側面を加工した際に生じた剥片を素材として掻器が作られてい

る（１０８５）。

段階２ 削片剥離：長軸方向に断面三角形の一次削片が剥離されるが（１０６）、その際に母型中央付近

で折れてしまっている。

母型作成：折れた母型を素材とし、左右両側面に周縁から加工を行い、周縁部には細かな調整が施さ

れる。

段階３ 削片剥離：長軸方向に三回の剥離が行われるが（１１０～１１２）、細石刃を剥離せず、廃棄している。

半両面調整体で遺跡に搬入され、側面調整の後に一次削片が剥離される。その際に母型が折れてし

まうが、さらに側面調整を行い小形の母型を作成している。その後削片剥離を３回行うが、最終的に

細石刃を剥離せずに廃棄されている。

分布 LCS－３の S－１３３区を中心に広がっているが、他に LCS－２、ブロック外からも出土している。

�接合資料４８（図�－５０・５３）
素材 剥片２点が接合し、重量は１５．９�、大きさは６．４×４．２×１．０�である。
剥離工程 上面から剥片を剥離した（１）後、右から剥片を剥離している（２）。

分布 １は LCS－２の L－１４８区出土で、２は LCS－３の T－１３３区出土である。

２）母岩別資料１（図�－５４～５７、図版９１）
母岩別資料は接合１２・１４・１３の他、細石刃１３点、二次加工ある剥片１点で構成され、総点数４３点、

重量２８．０�である。
�接合資料１２
１４点（１２個体）が接合し、重量は１４７．０�、大きさは９．８×６．０×２．８�である。細石刃１３点（１２個
体）と細石刃核１点で構成され、主に細石刃核右側面側が接合している。

�接合資料１４
細石刃８点（６個体）が接合し、重量は４．５�、大きさは７．２×１．８×１．３�である。細石刃核の左右
両側面を取り込んだ細石刃が接合している。

�接合資料１３
細石刃５点（５個体）が接合し、重量は２．０�、大きさは５．６×２．０×０．８�である。細石刃核右側面
を取り込んだ細石刃が接合している。

�接合資料１７
細石刃２点（２個体）が接合し、重量は０．８�、大きさは２．４×１．２×０．４�である。
剥離工程 細石刃核の平坦な甲板面から接合資料１２の１１点、接合資料１４の６点、接合資料１３の５点、

接合資料１７の２点を含む細石刃を連続的に剥離している。

削片を剥離し、細石刃をある程度剥離した細石刃核の状態で遺跡内に搬入され、細石刃剥離が行わ

れた後、廃棄されている。

分布 細石刃の多くは LCS－２の北東側の L－１４８区を中心に分布し、細石刃核は LCS－２東端の N
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146

LCS-2 NO-54

図�－４９ 母岩１３・接合４６�
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図�－５０ 母岩１３・接合４６�、接合４８�
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図�－５１ 母岩１３・接合４６�

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�

296



図�－５２ 母岩１３・接合４６
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図�－５３ 母岩１３・接合４６�、接合４８�
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図�－５４ 母岩１�・接合１２、接合１４、接合１３、接合１７
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図�－５５ 母岩１�
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図�－５６ 母岩１�
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－１４９区から出土している。接合資料１７－３１の細石刃は LCS－３から出土している。

３）母岩別資料９（図�－５８、図版９２）
母岩別資料は接合７・６・１５の他、細石刃５３点で構成され、総点数６３点、重量１２５．２�である。
�接合資料７
５点（５個体）が接合し、重量は１１３．５�、大きさは７．６×６．２×２．２�である。細石刃４点と細石刃
核１点で構成される。

�接合資料６
細石刃３点（３個体）が接合し、重量は１．１�、大きさは３．４×１．１×０．７�である。細石刃核左側面
を取り込んだ細石刃が接合している。

�接合資料１５
細石刃２点（２個体）が接合し、重量は０．９�、大きさは２．８×１．０×０．４�である。
剥離工程 細石刃核の平坦な甲板面から接合資料７の４点、接合資料６の３点、接合資料１５の２点を

含む細石刃を連続的に剥離している。

削片を剥離し、細石刃をある程度剥離した細石刃核の状態で遺跡内に搬入され、細石刃剥離が行わ

れた後、廃棄されている。

分布 細石刃の多くは LCS－４中央の P－１５１区を中心に分布し、細石刃核は Q－１５２区から出土し

ている。接合資料６－３の細石刃は LCS－２から出土している。

図�－５７ 母岩１
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図�－５８ 母岩９・接合７、接合６、接合１５
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図�－５９ 母岩１６・接合１０、母岩１７・接合９
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４）母岩別資料１６（図�－５９、図版９２）
母岩別資料は接合１０のみである。

�接合資料１０
細石刃１点と細石刃核１点の計２点が接合し、重量は７５．０�、大きさは８．０×４．４×２．６�である。
剥離工程 細石刃核の平坦な甲板面から細石刃（８２）を剥離している。

削片を剥離し、細石刃をある程度剥離した細石刃核の状態で遺跡内に搬入され、細石刃剥離が行わ

れた後、廃棄されている。

分布 LCS－４に分布し、細石刃（８２）は O－１５０区、細石刃核（１００）は P－１５１区から出土している。

５）母岩別資料１７（図�－５９、図版９２）
母岩別資料は接合９のみである。

�接合資料９
細石刃１点と細石刃核１点の計２点が接合し、重量は１１２．５�、大きさは７．８×６．３×２．７�である。
剥離工程 細石刃核の平坦な甲板面から細石刃（１０）を剥離している。

削片を剥離し、細石刃をある程度剥離した細石刃核の状態で遺跡内に搬入され、細石刃剥離が行わ

れた後、廃棄されている。

分布 LCS－４に分布し、細石刃（１０）は P－１５２区、細石刃核（１０２）は Q－１５２区から出土している。

６）母岩別資料２１（図�－６０、図版９３）
母岩別資料は接合５６のみである。

�接合資料５６
細石刃核１点と剥片３点の計４点が接合し、重量１６１．０�、大きさは１０．５×５．９×２．９�である。
剥離工程 削片剥離後、細石刃核（４）右側面に下縁部から甲板面に抜ける平坦剥離（１・２）が行われ、そ

の後、下縁部に細かい調整が施されるが、作業面付近では下縁部を大きく取り込む剥離（３）になって

いる。左側面にもは甲板面から加工が行われている。

削片を剥離し、細石刃を剥離した細石刃核の状態で遺跡内に搬入され、細石刃核を一回り小形にす

るような側面調整を行ったが、最終的に廃棄されている。

分布 LCS－１内の北西側から出土している。

７）母岩別資料５（図�－６１、図版９３）
母岩別資料は接合５の他、細石刃６９点、剥片４点で構成され、総点数７６点、重量２３．８�である。分
布は LCS－３の S・T－１３３区を中心とし、LCS－２の L－１４７区からも１点出土している。

�接合資料５
細石刃３点（２個体）が接合し、重量は２．０�、大きさは４．８×１．４×０．６�である。
剥離工程 細石刃をある程度剥離した細石刃核の状態で遺跡内に搬入され、連続的に細石刃剥離が行

われた後、細石刃核は遺跡外に持ち出されている。

分布 LCS－３の R～T－１３３区から出土している。

８）母岩別資料１５（図�－６２、図版９３）
母岩別資料は接合１１・４５・５０の他、削片１点、剥片１５点で構成され、総点数３７点、重量１６８．４�で
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図�－６０ 母岩２１・接合５６
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図�－６１ 母岩５・接合５
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ある。分布は LCS－４の P－１５１区を中心に出土し、LCS－１の U－１４４区からも１点出土している。

接合４５（剥片２点接合）・５０（剥片４点接合）は分布図のみ掲載している。

�接合資料１１
１５点（８個体）が接合し、重量は１４８．０�、大きさは１７．０×５．６×２．８�である。削片４点（１個
体）と剥片１１点（７個体）で構成される。

剥離工程 母型作成：左側面に下縁部からの平坦剥離（１～４）が行われ、さらに細かい加工で整形して

いる。その後最低二回の削片剥離を行い、さらに三回の削片剥離（１０→５→７）を行っている。１０は非接

合だが、６の削片剥離に先行する削片である。２回目の削片剥離（５）の後、下縁から右側面への加工

（６）が行われる。３回目の削片剥離（７）はほぼ中央から下縁部に抜け、折れている。その後折れた母型

の左側面に下縁から加工を行っている（８・９）。

両面調整体もしくは削片剥離後の状態で遺跡内に持ち込まれ、側面調整の後に削片剥離が行われる

が、最終的に母型は折れている。折れた母型は側面調整を行った後、遺跡外に搬出されている。

分布 LCS－４の O・P－１５１区を中心に分布し、削片１点が LCS－１の U－１４４区から出土している。

９）母岩別資料１１（図�－６３・６４、図版９４）
母岩別資料は接合２１～２３・２５・３６・３７・４１の他、二次加工ある剥片１点、剥片４４点で構成され、総点数

７９点、重量２９８．７�である。分布は LCS－１の南西側を中心に広がり、LCS－２～４でも少量出土し

ている。接合２３（２点接合）、接合２５（２点接合）、接合４１（４点接合）は剥片接合資料で未掲載である。

�接合資料２１
剥片１５点（１０個体）が接合し、重量は８０．５�、大きさは１０．２×５．１×５．２�で角礫素材と考えられる。
グリッド一括で取上げたものがほとんどのため、接合線は示していない。

剥離工程 両面調整体作成時の剥片の接合資料と考えられる。正面は左からの剥離（１）と下面の平坦

な原礫面を打面とする剥離（２～５）が行われている。裏面は右からの剥離の後、下面の原礫面を打面と

する剥離（５～９）が連続的に行われている。剥離される剥片は幅広である。

グリッド一括で取上げたものがほとんどのため、接合線は示していない。原礫面を残す素材を遺跡

内に搬入し、原礫面を打面とする粗い加工を行っている。同一母岩の両面調整体は出土していないた

め、遺跡外へと搬出されたと考えられる。

分布 LCS－１の T－１４４・１４５区を中心に出土している。

�接合資料２２
剥片６点（５個体）が接合し、重量は８２．５�、大きさは１４．８×６．０×２．５�である。グリッド一括で
取上げたものがあるため、接合線は示していない。

剥離工程 表面右側からの剥離（１・２）後、上面の平坦な原礫面を打面とする剥離が行われている。剥

離される剥片は幅広である。接合資料２１同様、両面調整体作成時の剥片の接合資料と考えられる。

分布 LCS－１の S－１４４・１４５、T－１４５、U－１４５区から出土している。

�接合資料３６
掻器１点（１３２）と剥片２点の計３点が接合し、重量は４５．１�、大きさは７．４×６．６×１．８�である。
分布 掻器（１３２）は LCS－４の Q－１５１区、剥片は LCS－１の S－１４４、T－１４５区から出土している。

�接合資料３７
削器１点（１４０）と剥片２点（１個体）の計３点（２個体）が接合し、重量は２５．６�、大きさは８．６×

３．９×２．３�である。右側面に原礫面を残す。
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図�－６２ 母岩１５・接合１１
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図�－６３ 母岩１１�・接合２１、接合２２、接合３６、接合３７
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図�－６４ 母岩１１�
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図�－６５ 母岩２・接合１８、接合１９
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分布 削器は（１４０）LCS－３の S－１３３区、剥片は LCS－１の T－１４５区から出土している。

１０）母岩別資料２（図�－６５、図版９５）
母岩別資料は接合１８・１９の他、二次加工ある剥片１点、剥片２２０点で構成され、総点数２２８点、重量

２９１．９�である。分布は LCS－２の L－１４８区を中心に周辺に広がり、LCS－１・４、ブロック外で

も少量出土している。

�接合資料１８
二次加工ある剥片２点（１個体）、剥片２点の計４点（３個体）が接合し、重量は２２．７�、大きさ
は６．８×３．８×２．６�である。素材は不明だが、表面に原礫面を残し、転礫素材の可能性がある。
剥離工程 上面からの加工（１）→表面右からの加工→上面からの加工（２・３）が行われる。

分布 二次加工ある剥片は LCS－２の L－１４７・１４８区（１）から、剥片は K－１４６、L－１４８区から出土

している。

�接合資料１９
剥片３点（３個体）が接合し、重量は１１．３�、大きさは４．９×４．７×０．８�である。
剥離工程 上面から連続的に剥片を剥離（１→２→３）している。

分布 LCS－２の K－１４８区（１）、L－１４７区（２）、L－１４８区（３）から出土している。

１１）母岩別資料１２（図�－６６、図版９５）
母岩別資料は接合３４・２７の他、掻器１点、剥片５点で構成され、総点数１４点、重量１１３．７�である。
分布は LCS－３の南側集中部の S－１４４区が多く、他に LCS－３から剥片１点、ブロック外の X－１３７

区から剥片１点が出土している。

�接合資料３４
彫器１点（３）と彫器削片２点（２個体）の計３点が接合し、重量は３０．８�、大きさは６．０×４．０×１．４
�である。
剥離工程 縦長剥片の素材で背面両側縁に急斜度の、腹面左側縁に平坦な二次加工を行った後、背面

先端にノッチ状の調整を行い、彫刀面の打面を作り出している。その後、左肩に打撃を加え、彫器削

片（１・２）を剥離している。１の背面には旧彫刀面が２面見られる。１の削片剥離による彫刀面は背面

側にやや傾き、２の削片剥離による彫刀面と腹面は急角度をなす。

分布 LCS－１の S－１４４区（１）、R－１４４区（２）、S－１４５区（３）から出土している。

�接合資料２７
剥片５点（３個体）が接合し、重量は４９．９�、大きさは９．８×８．１×１．８�である。
剥離工程 様々な方向からの加工の後、上面から連続的に剥片を剥離（１→２→３）している。両面

調整体作成時の剥片の接合資料の可能性がある。

分布 LCS－１の南側集中部を中心に出土している。

非接合資料 ４は掻器で、S－１４４区から出土している。

１２）母岩別資料１０（図�－６７）
母岩別資料は接合３０・４１の他、削器２点、剥片１６点で構成され、総点数２６点、重量８６．２�である。
分布は LCS－１の南側と北側の集中部を中心に広がり、他に LCS－３から剥片１点、M－１３７区から

剥片１点が出土している。接合３０・４１は分布図のみ掲載している。
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174

173

図�－６６ 母岩１２・接合３４、接合２７
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図�－６７ 母岩１０、母岩４
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図�－６８ 母岩１８・接合３２、母岩１９・接合３３
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図�－６９ 母岩２０・接合３８
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�接合資料３０
二次加工ある剥片１点、剥片４点（３個体）計５点が接合し、重量は１６．３�である。分布は LCS－

１南側集中部の S－１４４区に見られる。

�接合資料４１
剥片４点（２個体）が接合し、重量は１３．２�である。分布は LCS－１の R－１４６、S－１４４、T－１４５

区に見られる。

１３）母岩別資料４（図�－６７）
母岩別資料は剥片３８点で構成され、総点数３８点、総重量４６．７�である。折れ面接合のみで、剥離面
接合資料はない。分布は LCS－２の L－１４８区を中心に見られる。分布図のみ掲載している。

１４）母岩別資料１８（図�－６８、図版９５）
母岩別資料は接合３２のみである。

�接合資料３２
素材 石核１点、剥片６点の計７点（７個体）が接合し、総重量は４６６．８�、大きさは１１．８×６．８×
６．０�である。原石形状は亜角礫で、横断面は四角形に近い。
剥離工程 下部に作業面を設定し、正面・右側面・左側面を打面として、打面転移を繰り返しながら

連続的に剥片を剥離している。打面は全て原礫面で、打面調整は行われない。

原礫に近い形状で遺跡内に持ち込まれ剥片を剥離した後、最終的に残核を廃棄している。

分布 LCS－１の南側集中部に分布し、石核は U－１４６区から出土している。

１５）母岩別資料１９（図�－６８、図版９６）
母岩別資料は接合３３のみである。

�接合資料３３
素材 剥片１２点が接合し、重量は３４９．５�、大きさは１３．８×１０．３×６．６�である。亜角礫を素材とする。
剥離工程 打面を裏面→右側面→上面と転移しながら連続的に剥片を剥離している。打面は全て原礫

面で、打面調整は行われない。ある程度剥片を剥離した状態で遺跡内に持ち込まれ、剥片を剥離した

後、石核を遺跡外に持ち出している。石核石器の製作を目的としている可能性もある。

分布 LCS－１南側の集中部に点在している。

１６）母岩別資料２０（図�－６９、図版９６）
母岩別資料は接合３８のみである。

�接合資料３８
素材 石核１点、剥片３点（２個体）の計４点が接合し、重量は６８．４�、大きさは１３．２×９．０×４．８�
で、亜角礫を素材とする。

剥離工程 打面を正面に設定し、剥片を連続的に剥離している。打面は全て原礫面で、打面調整は行

われない。ある程度剥片を剥離した状態で遺跡内に持ち込まれ、剥片を剥離した後、残核を廃棄して

いる。石核石器の製作を目的としている可能性もある。

分布 LCS－４の中央付近に分布している。石核（１４５）は Q－１５３区から出土している。

（広田）
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表�－５ 掲載旧石器一覧�

挿図 � 図版 器種名 遺構・発掘区 層位 遺物番号 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重量（�） 母岩番号 接合番号 石質 備考

�－１６ １ ８２ 細石刃 LCS－２ �－２ １４ （６．１） １．１ ０．５ １．７ １ １４ 黒曜石
２１４ １１０５ ３・４

�－１６ ２ ８２ 細石刃 LCS－２ � １４４ ７．１ １．０ ０．８ １．９ １ １４ 黒曜石３ 被熱
２４０ １０２０

�－１６ ３ ８２ 細石刃 LCS－３ �－２ ９１ （４．８） １．０５ ０．４ １．０ ５ １００５ 黒曜石３
� ２６７

�－１６ ４ ８２ 細石刃 LCS－３ �－２ １６５ ４．８ １．０ ０．４ １．２ ５ ５ 黒曜石３
１７５ １００７

�－１６ ５ ８２ 細石刃 LCS－３ � ３４ ５．１ ０．９ ０．４ １．１ １ ４ 黒曜石４
２４１ １００４ または３

�－１６ ６ ８２ 細石刃 LCS－２ �－２ ２２８ ４．８ ０．９ ０．４ ０．９ １ １２ 黒曜石３
�－１６ ７ ８２ 細石刃 LCS－４ � ２８５ （４．８） ０．９ ０．６ １．４ ― ― 黒曜石１０ 被熱
�－１６ ８ ８２ 細石刃 LCS－２ � ５２ （５．４） ０．８ ０．３ １．１ ― ― 黒曜石５
�－１６ ９ ８２ 細石刃 LCS－１ � T－１４５・３６ ４．９ ０．７ ０．３ １．０ ― ― 黒曜石１ 札幌 K１９遺物群（分析�１６）
�－１６ １０ ８２ 細石刃 LCS－４ � ４９４ ３．７ ０．７ ０．３ ０．６ １７ ９ 黒曜石３ 被熱
�－１６ １１ ８２ 細石刃 LCS－２ �－２ ７９ （２．３） １．１ ０．２ ０．５ ９ ６ 黒曜石３ 赤石山産（分析�５）
�－１６ １２ ８２ 細石刃 LCS－３ � ５１７ （３．７） ０．８ ０．４ ０．６ ５ ― 黒曜石４ 被熱
�－１６ １３ ８２ 細石刃 LCS－２ �－１ １ （３．８） １．１ ０．３ １．１ １ １２ 黒曜石３
�－１６ １４ ８２ 細石刃 LCS－４ � ３３４ （４．０） １．０ ０．３ ０．８ ― ― 黒曜石３
�－１６ １５ ８２ 細石刃 LCS－３ � ３２ （２．７） １．０ ０．４ ０．８ ５ ５ 黒曜石３
�－１６ １６ ８２ 細石刃 LCS－２ �－２ ３２７ （２．４） １．０ ０．３ ０．６ １ １３ 黒曜石３
�－１６ １７ ８２ 細石刃 LCS－２ � ５９１ （２．３） １．０ ０．２ ０．５ １ １２ 黒曜石３
�－１６ １８ ８２ 細石刃 LCS－２ �－２ １７３ （２．３） １．０ ０．３ ０．６ １ １２ 黒曜石４ 被熱
�－１６ １９ ８２ 細石刃 LCS－３ � ４４２ （７．２） ０．９ ０．４ １．７ ― １００８ 黒曜石

� ７２３ ３・５
� ７８０

�－１６ ２０ ８２ 細石刃 LCS－２ � ５８３ （５．２） ０．９ ０．４ １．２ １ １３ 黒曜石３
�－１６ ２１ ８２ 細石刃 LCS－３ � ３６９ （４．６） ０．９ ０．４ １．１ ５ １００２ 黒曜石

� ４４５ ３・４
�－１６ ２２ ８２ 細石刃 LCS－２ � ３７５ （４．６） ０．９ ０．３ １．１ １ １２．１０１９ 黒曜石３

� ５９２
�－１６ ２３ ８２ 細石刃 LCS－２ �－２ ４３ （４．４） ０．９ ０．３ ０．８ １ １２ 黒曜石３ 被熱
�－１６ ２４ ８２ 細石刃 LCS－３ �－２ １９１ （４．２） ０．９ ０．７ １．１ ５ ― 黒曜石３
�－１６ ２５ ８２ 細石刃 LCS－３ �－２ ７２ （３．５） ０．９ ０．３ ０．８ ５ １００３ 黒曜石

�－２ ８１ ３・４
�－１６ ２６ ８２ 細石刃 LCS－４ �－２ ３５８ （３．３） ０．９ ０．３ ０．７ ９ ７ 黒曜石４ 被熱
�－１６ ２７ ８２ 細石刃 LCS－４ � ６１２ （３．１） ０．９ ０．３ ０．７ ― ― 黒曜石５ 赤石山産（分析�１４）
�－１６ ２８ ８２ 細石刃 LCS－４ �－２ ６３６ （３．０） ０．９ ０．２ ０．５ ― ― 黒曜石１
�－１６ ２９ ８２ 細石刃 LCS－２ �－２ ９１ （２．６） ０．９ ０．２ ０．４ １ １２ 黒曜石３ 被熱
�－１６ ３０ ８２ 細石刃 LCS－３ �－２ ４１３ （２．５） ０．９ ０．３ ０．５ ５ ― 黒曜石４ 赤石山産（分析�１０）
�－１６ ３１ ８２ 細石刃 LCS－３ � ３６８ （２．３） ０．９ ０．３ ０．５ １ １７ 黒曜石３ 側縁二次加工あり
�－１６ ３２ ８２ 細石刃 LCS－２ � ５４３ （２．３） ０．９ ０．２ ０．４ ― ― 黒曜石３
�－１６ ３３ ８２ 細石刃 LCS－４ � ２５８ （２．２） ０．９ ０．２ ０．３ ― ― 黒曜石５
�－１６ ３４ ８２ 細石刃 LCS－２ � ６０７ （１．９） ０．９ ０．１ ０．３ １ １３ 黒曜石３ 被熱
�－１６ ３５ ８２ 細石刃 LPD－５ 覆土 ７８ （３．５） ０．９ ０．３ ０．７ ５ ４ 黒曜石４
�－１６ ３６ ８２ 細石刃 LPD－５ 覆土 １１１ （３．７） ０．９ ０．４ ０．８ ５ ３ 黒曜石４
�－１６ ３７ ８２ 細石刃 LCS－２ � ４７２ （３．８） ０．８ ０．３ ０．９ １ １２ 黒曜石３ 被熱
�－１６ ３８ ８２ 細石刃 LCS－４ � ４８２ （３．４） ０．８ ０．２ ０．７ ― ― 黒曜石５ 被熱
�－１６ ３９ ８２ 細石刃 LCS－４ � ２５１ （３．１） ０．８ ０．３ ０．５ ― ― 黒曜石１ 赤石山産（分析�１７）
�－１６ ４０ ８２ 細石刃 LCS－４ �－２ ２２７ （３．０） ０．８ ０．２ ０．４ ― ― 黒曜石３ 被熱
�－１６ ４１ ８２ 細石刃 J－１５０ �－２ ― （２．３） ０．８ ０．２ ０．３ ― ― 黒曜石１ 所山産（分析�２０）
�－１６ ４２ ８３ 細石刃 LCS－４ �－２ ９１ （２．２） ０．８ ０．２ ０．４ ９ １５ 黒曜石３
�－１６ ４３ ８３ 細石刃 LCS－４ �－２ ３１７ （２．２） ０．８ ０．３ ０．５ ９ ― 黒曜石３ 被熱
�－１６ ４４ ８３ 細石刃 LCS－４ �－２ ８６ （２．０） ０．８ ０．３ ０．２ ― ― 黒曜石３ 被熱
�－１６ ４５ ８３ 細石刃 LCS－２ � ６６３ （１．８） ０．８ ０．２ ０．２ １ １２ 黒曜石３
�－１７ ４６ ８３ 細石刃 LCS－４ � ３６８ （１．７） ０．８ ０．２ ０．３ ９ ― 黒曜石４
�－１７ ４７ ８３ 細石刃 LCS－２ �－２ ３４７ （１．８） ０．８ ０．３ ０．４ １ １４ 黒曜石３ 被熱
�－１７ ４８ ８３ 細石刃 LCS－２ � ７１ （３．２） ０．８ ０．３ ０．７ １ １４ 黒曜石３
�－１７ ４９ ８３ 細石刃 LCS－４ � １３６ （３．２） ０．８ ０．３ ０．６ ９ ６ 黒曜石３
�－１７ ５０ ８３ 細石刃 LCS－３ �－２ ２９ （４．２） ０．７ ０．２ ０．５ ― １００９ 黒曜石５

１６７
�－１７ ５１ ８３ 細石刃 LCS－３ �－２ ５７ （３．６） ０．７ ０．４ ０．７ ５ ３ 黒曜石３
�－１７ ５２ ８３ 細石刃 LCS－３ �－２ ５９ （３．５） ０．７ ０．３ ０．６ ５ １００１ 黒曜石３

� ２２４
�－１７ ５３ ８３ 細石刃 LCS－４ �－２ ２６９ （３．２） ０．７ ０．２ ０．４ ― １０１３ 黒曜石５ 側縁に二次加工あり

� ６２０
�－１７ ５４ ８３ 細石刃 LCS－４ � ２６８ （３．０） ０．７ ０．２ ０．４ ― ― 黒曜石３ 被熱
�－１７ ５５ ８３ 細石刃 LCS－４ � ６３２ （２．７） ０．７ ０．２ ０．３ ９ ７ 黒曜石３
�－１７ ５６ ８３ 細石刃 LCS－３ � ４８８ （２．７） ０．７ ０．２ ０．４ ― ― 黒曜石３
�－１７ ５７ ８３ 細石刃 LCS－４ � ２７６ （２．６） ０．７ ０．３ ０．５ ９ １５ 黒曜石３
�－１７ ５８ ８３ 細石刃 LCS－３ �－２ １６４ （２．０） ０．７ ０．２ ０．２ ― ― 黒曜石１ 十勝産（分析�８）
�－１７ ５９ ８３ 細石刃 LCS－４ �－２ ２３４ （２．０） ０．７ ０．１ ０．２ ９ ７ 黒曜石３
�－１７ ６０ ８３ 細石刃 LCS－４ � ５０４ （１．９） ０．７ ０．３ ０．３ ９ ― 黒曜石３
�－１７ ６１ ８３ 細石刃 LCS－２ �－２ １９２ （１．８） ０．７ ０．２ ０．３ １ １７ 黒曜石４
�－１７ ６２ ８３ 細石刃 LCS－２ � ６６０ （１．７） ０．７ ０．２ ０．２ １ １２ 黒曜石４
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表�－６ 掲載旧石器一覧�

挿図 � 図版 器種名 遺構・発掘区 層位 遺物番号 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重量（�） 母岩番号 接合番号 石質 備考

�－１７ ６３ ８３ 細石刃 LCS－２ � ５４４ （１．５） ０．７ ０．２ ０．２ ― ― 黒曜石３ 線状痕あり
�－１７ ６４ ８３ 細石刃 LCS－２ � ５８９ （１．６） ０．７ ０．２ ０．２ ― ― 黒曜石３
�－１７ ６５ ８３ 細石刃 LCS－４ � １５２ （３．２） ０．６ ０．２ ０．３ ― １０１５ 黒曜石１ 被熱

� ４１１
�－１７ ６６ ８３ 細石刃 LCS－４ � ５４９ （２．６） ０．６ ０．２ ０．４ ― ― 黒曜石１ 被熱
�－１７ ６７ ８３ 細石刃 LCS－４ � ４９２ （２．６） ０．６ ０．３ ０．４ ― ― 黒曜石４ 赤石山産（分析�１８）
�－１７ ６８ ８３ 細石刃 LCS－４ � ６０８ （２．２） ０．６ ０．２ ０．２ ９ ― 黒曜石５
�－１７ ６９ ８３ 細石刃 LCS－２ �－２ ５０ （２．０） ０．６ ０．２ ０．２ ― ― 黒曜石５ 側縁二次加工あり
�－１７ ７０ ８３ 細石刃 LCS－３ � ２１４ （１．７） ０．６ ０．３ ０．３ ― ― 黒曜石３
�－１７ ７１ ８３ 細石刃 LCS－３ � ５５２ （１．７） ０．６ ０．２ ０．１ ― ― 黒曜石１ 赤石山産（分析�１１）
�－１７ ７２ ８３ 細石刃 LCS－３ � ３１８ （１．７） ０．６ ０．２ ０．２ ― ― 黒曜石３
�－１７ ７３ ８３ 細石刃 LCS－４ �－２ １１９ （２．８） ０．５ ０．２ ０．３ ― ― 黒曜石３ 被熱
�－１７ ７４ ８３ 細石刃 LCS－２ � ４７０ （２．３） ０．４ ０．２ ０．２ ― ― 黒曜石３
�－１７ ７５ ８３ 細石刃 LCS－２ �－２ ２０６ （３．２） １．０ ０．３ １．０ １ １３ 黒曜石３
�－１７ ７６ ８３ 細石刃 LCS－２ �－２ １８４ （４．０） ０．９ ０．３ ０．８ １ １２．１１０６ 黒曜石４ 被熱

� ６５０
�－１７ ７７ ８３ 細石刃 LCS－２ � ４７３ （３．８） ０．９ ０．３ １．０ １ １３ 黒曜石３
�－１７ ７８ ８３ 細石刃 I－１５０ � （２．１） ０．８ ０．２ ０．３ ― ― 黒曜石１ 所山産（分析�１９）、側縁二次加工、線状痕あり
�－１７ ７９ ８３ 細石刃 LCS－３ �－２ ３８４ （２．７） ０．７ ０．２ ０．４ ５ ― 黒曜石３ 側縁二次加工あり
�－１７ ８０ ８３ 細石刃 LCS－３ � ７４５ （３．４） ０．８ ０．２ ０．５ ― ― 黒曜石３
�－１７ ８１ ８３ 細石刃 LCS－３ � ３０１ （２．３） ０．７ ０．３ ０．３ ― ― 黒曜石１ 十勝産（分析�９）
�－１７ ８２ ８３ 細石刃 LCS－４ � １４７ （２．２） ０．７ ０．２ ０．３ １６ １０ 黒曜石５
�－１７ ８３ ８３ 細石刃 LCS－２ � ６５７ （２．０） ０．７ ０．２ ０．３ ― ― 黒曜石３
�－１７ ８４ ８３ 細石刃 LCS－４ �－２ ２９ （１．９） ０．７ ０．２ ０．３ ９ ― 黒曜石３
�－１７ ８５ ８３ 細石刃 LCS－３ � ６５６ （２．８） ０．６ ０．２ ０．１ ― １０１０ 黒曜石５

� ７８３
�－１７ ８６ ８３ 細石刃 LCS－４ �－２ ４４ （２．７） ０．６ ０．３ ０．２ ― ― 黒曜石５
�－１７ ８７ ８３ 細石刃 LCS－４ �－２ １７ （２．４） ０．６ ０．１ ０．２ ９ ― 黒曜石３
�－１７ ８８ ８３ 細石刃 LCS－４ � ３９５ （２．１） ０．６ ０．２ ０．３ ９ ― 黒曜石３
�－１７ ８９ ８３ 細石刃 LCS－４ � ５４７ （１．７） ０．６ ０．２ ０．２ ― ― 黒曜石３ 側縁二次加工あり
�－１７ ９０ ８３ 細石刃 LCS－３ �－２ １５８ （３．１） ０．５ ０．２ ０．３ ― ― 黒曜石３
�－１７ ９１ ８３ 細石刃 LCS－４ � ２８０ （２．３） ０．８ ０．３ ０．４ ９ ７ 黒曜石３ 被熱
�－１７ ９２ ８３ 細石刃 LCS－２ � ５３９ （１．８） ０．５ ０．２ ０．１ ― ― 黒曜石３ 被熱
�－１７ ９３ ８３ 細石刃 LCS－４ � ３７０ （１．６） ０．５ ０．１ △ ― ― 黒曜石１ 線状痕あり
�－１７ ９４ ８３ 細石刃 LCS－４ � ４７６ （１．６） ０．５ ０．１ △ ９ ― 黒曜石３
�－１７ ９５ ８３ 細石刃 LCS－４ � ６３３ （１．１） ０．４ ０．１ △ ― ― 黒曜石３
�－１７ ９６ ８３ 細石刃 LCS－３ � ５２４ （１．１） ０．３ ０．１ △ ― ― 黒曜石５
�－１８ ９７ ８４ 細石刃核 LCS－４ �－２ １８３ ７．２ １５．０ ２．２ ２４６．２ ― ― 黒曜石３
�－１８ ９８ ８４ 細石刃核 LCS－３ � ３０３ ３．５ ７．５ １．７ ３８．７ １３ ４６ 黒曜石４
�－１８ ９９ ８４ 細石刃核 LCS－４ � １８４ ５．０ １２．０ ２．７ １５５．５ ― ― 黒曜石５
�－１８１００ ８４ 細石刃核 LCS－４ � １１８ ４．６ ８．１ ２．６ ７４．７ １６ １０ 黒曜石５
�－１８１０１ ８４ 細石刃核 LCS－２ � ７２７ ６．２ ８．１ ２．７ １４０．５ ― ― 黒曜石４
�－１９１０２ ８５ 細石刃核 LCS－４ � ８ ５．４ ７．８ ２．７ １１１．９ １７ ９ 黒曜石３
�－１９１０３ ８５ 細石刃核 LCS－４ �－２ ６２６ ６．２ ７．４ ２．３ １１２．０ ９ ７ 黒曜石５
�－１９１０４ ８５ 細石刃核 LCS－３ � ５５４ ７．３ ６．３ ２．５ ６８．０ １３ ４６．１１０４ 黒曜石３
�－１９１０５ ８５ 細石刃核削片 LCS－４ � ３３１ ３．２ １０．３ ２．２ ７０．５ ― ― 黒曜石３
�－２０１０６ ８５ 細石刃核削片 LCS－３ �－１ ３７ ５．２ ７．２ ２．５ ４０．１ １３ ４６．１１０３ 黒曜石

� ２８４ ３・４
７５９

�－２０１０７ ８６ 細石刃核削片 LCS－４ �－２ ３２１ ０．７ ５．１５ １．２ ５．５ １５ ― 黒曜石３
�－２０１０８ ８６ 細石刃核削片 LCS－４ � ８２ ５．４ １７．０ ２．６ １２６．６ １５ １１．１０９７ 黒曜石５

�－２ ８３
U－１４４ �－２ ―

�－２１１０９ ８６ 細石刃核削片 LCS－４ �－２ ９６ １．３ ８．０ ２．６ １４．８ ― ― 黒曜石１ 赤石山産（分析�１）
�－２１１１０ ８６ 細石刃核削片 S－１２９ �－２ １ １．６ ８．２ １．４ １０．８ １３ ４６ 黒曜石４
�－２１１１１ ８６ 細石刃核削片 LCS－３ �－２ ７２６ １．４ ８．０ １．６ １０．７ １３ ４６ 黒曜石４
�－２１１１２ ８６ 細石刃核削片 LCS－３ �－２ １１１ １．７ ７．８ １．７ １４．９ １３ ４６ 黒曜石４
�－２１１１３ ８６ 彫器削片 LCS－２ �－２ ５１ ２．０ ０．３ ０．６ ０．５ ― ― 黒曜石３
�－２１１１４ ８６ 彫器削片 LCS－３ � ２２７ １．３ ０．５ ０．２ △ ― ― 珪岩
�－２１１１５ ８６ 彫器削片 LCS－３ � ２７７ １．５ ０．５ ０．２ ０．２ ― ― 珪岩
�－２１１１６ ８６ 彫器削片 LCS－３ �－２ ３８１ ２．６ ０．４ ０．３ ０．２ ― ― 黒曜石３
�－２１１１７ ８６ 彫器削片 LCS－４ �－２ １０４ ２．３ ０．８ ０．４ ０．４ ― ― 頁岩
�－２１１１８ ８６ 彫器削片 LCS－４ �－２ ２１７ ２．０ ０．４ ０．３ ０．２ ― ― 頁岩
�－２２１１９ ８７ 彫器 LCS－４ �－２ ５９ ６．７ ３．９ １．３ ２４．５ ― １１０７ 珪岩

３３８
�－２２１２０ ８７ 彫器 LCS－４ � ４４３ ３．９ ２．７ ０．９ ８．２ ― ― 珪岩
�－２２１２１ ８７ 彫器 LCS－３ � ６１１ ２．９ ２．３ ０．６ ３．７ ― ― 珪岩
�－２２１２２ ８７ 彫器 T－１５０ � １ ３．６ １．９ ０．６ ３．８ ― ― 珪岩
�－２２１２３ ８７ 彫器 LCS－１ � R－１４６No．３６ ４．１ ２．９ １．０ １２．８ ― ― 珪岩
�－２２１２４ ８７ 彫器 LCS－３ �－２ ２１１ ４．４ ２．２ ０．９ ７．２ ― ― 頁岩
�－２２１２５ ８７ 彫器 LCS－４ �－２ ４３ ４．５ ２．２ ５．２ ７．４ ― ― 黒曜石３
�－２２１２６ ８７ 彫器 LCS－２ �－２ ３１３ （３．８） ２．８ ０．６ ５．１ ― ― 黒曜石３
�－２２１２７ ８７ 掻器 LCS－３ �－２ １５４ ４．８ ４．２ ０．９ ２０．７ １３ ４６．１０８５ 黒曜石３
�－２２１２８ ８７ 掻器 LCS－２ �－２ ４２０ ４．４ ３．６ ０．７ １０．２ ― ― 頁岩
�－２２１２９ ８７ 掻器 LCS－２ � ５６８ ３．０ ２．４ ０．８ ５．６ ― ― 頁岩
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表�－８ 掲載旧石器接合資料一覧�

挿図 図版 母岩� 接合� 掲載� 器種等 ブロック名 発掘区ほか 層位 遺物番号 重量
（�） 石質 折接合�

�－４９ ９０ １３ ４６ １４６ 接合資料 LCS－２，３，ブロック外 �－１，�－２，�，
，覆土 ４０６．６ 黒曜石３・４
１４７ 剥片 LCS－２ � ５４ ２３．６ 黒曜石３ １０９２

接合点数 ブロック外 L－１４６ ― ― ２．７ 黒曜石３
７７点 剥片 LCS－３ �－２ ９０ ３．９ 黒曜石３ １０９１

LCS－３ � ３８８ ０．６ 黒曜石３
剥片 LCS－３ �－２ ８７ ７．３ 黒曜石３ １０８９

（段階１） LCS－３ �－２ １５２ １．２ 黒曜石３
LCS－３ � ６２１ ８．８ 黒曜石４

剥片 LCS－３ � ２００ １．５ 黒曜石４
剥片 LCS－３ � ３５５ ９．５ 黒曜石４
剥片 LCS－３ � ３００ １．２ 黒曜石３ １０８３

LCS－３ �－２ １２２ １．３ 黒曜石３
LCS－３ � ５２５ ０．３ 黒曜石３

剥片 LCS－３ �－２ ４０３ ２．６ 黒曜石４ １０７９
LCS－３ � １１ ０．８ 黒曜石３
ブロック外 LPD－５ ９３ ６．９ 黒曜石４

剥片 LCS－３ �－１ ２１ １．６ 黒曜石３
剥片 ブロック外 T－１３０ �－２ ２ ２．２ 黒曜石３
剥片 ブロック外 S－１３９ ― ― ３．７ 黒曜石３ １０７８

LCS－３ � ４４０ ０．４ 黒曜石４
剥片 LCS－３ � ７１１ １．６ 黒曜石４

�－５０ １４８ 剥片 LCS－３ �－２ １１２ ７．２ 黒曜石４ １０８４
（段階２） LCS－３ � ７４１ １．０ 黒曜石３

剥片 LCS－３ � ２４９ １．８ 黒曜石４
１２７ 掻器 LCS－３ � ３５１ ５．２ 黒曜石３ １０８５

LCS－３ �－２ １５４ ２０．７ 黒曜石３
剥片 LCS－３ � ２７ １．９ 黒曜石３ １０７７

ブロック外 P－１３９ � ― １．９ 黒曜石３
剥片 LCS－３ �－２ １９０ ４．４ 黒曜石３ １０９０

LCS－３ �－２ １６０ ２．２ 黒曜石３
剥片 LCS－３ �－２ ４００ １．７ 黒曜石４ １１００

LCS－３ � ２５３ ２．２ 黒曜石３
剥片 LCS－３ �－２ ６１ ５．２ 黒曜石３
剥片 LCS－３ �－２ １８９ ２．９ 黒曜石４ １１１１

LCS－３ � ２０３ ２．２ 黒曜石４
剥片 LCS－３ �－２ １２４ ４．５ 黒曜石４
剥片 LCS－３ � ３６３ ０．２ 黒曜石３
剥片 LCS－３ � ６３ ０．４ 黒曜石３ １０９８

LCS－３ �－２ １４７ △ 黒曜石３
剥片 LPD－５ ― ４９ ２．６ 黒曜石４ １０９９

LCS－３ � ５７４ １．２ 黒曜石４
剥片 LCS－３ �－２ ９４ ２．５ 黒曜石３
剥片 LCS－３ � ４４４ ７．６ 黒曜石４

表�－７ 掲載旧石器一覧�

挿図 � 図版 器種名 遺構・発掘区 層位 遺物番号 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重量（�） 母岩番号 接合番号 石質 備考

�－２２１３０ ８７ 掻器 LCS－２ � ２９７ ３．１ ２．７ １．２ ５．４ ― ― 頁岩
�－２２１３１ ８７ 掻器 LCS－２ � ２５９ ２．３ ２．２ ０．７ ３．８ ― ― 頁岩
�－２２１３２ ８７ 掻器 LCS－４ �－２ ２４５ ５．９ ６．４ １．７ ４０．１ １１ ３６ 黒曜石４
�－２２１３３ ８７ 両面調整石器 LCS－４ �－２ ６４３ ４．８ ４．２ １．１ １９．３ ― ― 頁岩
�－２２１３４ ８７ 両面調整石器 LCS－３ � ２５０ ４．９ ３．９ １．０ １７．７ ― ― 頁岩
�－２３１３５ ８８ 削器 LCS－３ �－１ １ １０．８ ３．８ １．４ ５８．５ １４ ― 黒曜石３
�－２３１３６ ８８ 削器 LCS－３ �－１ ４６ ８．１ ４．３ １．０ ３２．８ ― ― 黒曜石３
�－２３１３７ ８８ 掻器 LCS－４ � ２６６ ５．９ ２．８ ０．９ １３．７ ― ― 黒曜石４
�－２３１３８ ８８ 削器 LCS－２ � ５５ ９．９ ４．２ １．０ ４３．３ ― ― 黒曜石５
�－２３１３９ ８８ 削器 LCS－２ �－２ ４９６ ９．８ ７．０ １．１ ４５．２ ― ― 黒曜石５
�－２３１４０ ８８ 削器 LCS－３ � ３４６ ８．７ ３．９ １．０ ２４．２ １１ ３７ 黒曜石４
�－２３１４１ ８８ 削器 LCS－３ �－２ １０２ １０．７ ６．０ １．４ ５７．０ ― ― 黒曜石５
�－２３１４２ ８８ 削器 LCS－４ �－２ ２００ （８．３） ４．３ １．７ ４０．２ ― １０３９ 頁岩

� ４５４
�－２３１４３ ８８ 削器 LCS－３ �－２ １０８ ５．７ ２．６ ０．７ １０．８ ― ― 黒曜石３
�－２４１４４ ８９ 石核 LCS－３ � ７０３ ９．０ ７．９ ６．０ ６１５．０ ― ― 頁岩
�－２４１４５ ８９ 石核 LCS－４ �－２ １２６ １２．０ ９．０ ４．５ ３８．７ ― ３８ 頁岩
�－４８ １ ８９ 剥片 T－１３５ �－２ （１．２） １．３ １．９ ０．６ ― ― 黒曜石１
�－４８ ２ ８９ 彫器 Z－１２１ � １ （５．９） ３．３ ０．８ １２．９ ― ― 黒曜石５
�－４８ ３ ８９ 尖頭器 Z１－１２６ � １ （３．６） １．９ ０．６ ４．５ ― ― 頁岩
�－４８ ４ ８９ 石刃 X－１２６ �－１ １ （３．９） ２．１ ０．６ ４．７ ― ― 黒曜石３
�－４８ ５ ８９ 石刃 S－１３５ �－１ １ （５．９） ３．８ ０．９ １６．０ １０７３ 黒曜石３
�－４８ ８９ R－１３５ �－２ ５
�－４８ ６ ８９ 石刃 Q－１３３ �－１ （５．９） ３．６ ０．９ ２１．８ ― ― 頁岩
�－４８ ７ ８９ 斧形石器 X－１２８ � ２ １２．１ ３．８ ２．６ １３９．１ ― ― 泥岩

�章 旧石器の調査とその遺物
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表�－９ 掲載旧石器接合資料一覧�

挿図 図版 母岩� 接合� 掲載� 器種等 ブロック名 発掘区ほか 層位 遺物番号 重量
（�） 石質 折接合�

剥片 ブロック外 S－１３３ �－１ ― １．１ 黒曜石３ １１０２
LCS－３ �－２ ６２ ０．３ 黒曜石３

剥片 LCS－３ �－２ １２３ ８．４ 黒曜石４ １０８２
二次加工ある剥片 LCS－３ � １９９ ３．７ 黒曜石４
剥片 LPD－５ ― １０３ １．６ 黒曜石４

１０６ 細石刃核削片 LCS－３ � ７５９ １２．９ 黒曜石４ １１０３
LCS－３ � ２８４ ５．８ 黒曜石４
LCS－３ � ３７ ２１．４ 黒曜石３

１０４ 細石刃核 LCS－３ � ５５４ ６８．０ 黒曜石３ １１０４
剥片 LCS－３ �－２ １８７ △ 黒曜石４
剥片 LCS－３ � ５３２ △ 黒曜石３ １０８０

LCS－３ �－２ ２０９ ４．１ 黒曜石３
剥片 LCS－３ �－２ １６１ １．０ 黒曜石３
剥片 ブロック外 N－１３１ �－２ ― １．５ 黒曜石３
剥片 LCS－３ � ６２５ ０．７ 黒曜石３ １０８１

LCS－３ � ２０８ ０．８ 黒曜石３
LCS－３ � ３１３ ２．１ 黒曜石３

剥片 LCS－３ � ２８９ ０．９ 黒曜石３
剥片 LCS－３ �－２ ７９ ０．８ 黒曜石３ １０８７

LCS－３ �－２ ４２１ ２．７ 黒曜石４
剥片 LCS－３ � ２２０ ４．１ 黒曜石３

１４９ 剥片 LCS－３ � ３３０ ３．９ 黒曜石４
（段階３） 剥片 LCS－３ �－２ ８０ １．２ 黒曜石４

剥片 ブロック外 U－１３４ �－２ １ ４．１ 黒曜石３
剥片 LCS－３ � １９５ ４．４ 黒曜石４ １１０１

LCS－３ �－２ １７１ ０．５ 黒曜石３
剥片 ブロック外 T－１３３ �－１ ― ２．４ 黒曜石４
剥片 LCS－３ �－１ ４５ ４．８ 黒曜石３
剥片 LCS－３ �－２ １７８ ３．４ 黒曜石４ １０８８

LCS－３ �－２ １２５ ０．６ 黒曜石４
ブロック外 LPD－５ 覆土 １０４ ０．２ 黒曜石４

剥片 LCS－３ � ６０７ ２．９ 黒曜石４
１１０ 細石刃核削片 ブロック外 S－１２９ �－２ １ １０．８ 黒曜石４
１１１ 細石刃核削片 LCS－３ � ７２６ １０．７ 黒曜石４
１１２ 細石刃核削片 LCS－３ �－２ １１１ １４．９ 黒曜石４
９８ 細石刃核 LCS－３ � ３０３ ３８．７ 黒曜石４

�－５０ － １３ ４８ １５０ 接合資料 LCS－２，３ �－２，� １５．９ 黒曜石３・４
接合点数 １ 剥片 LCS－２ �－２ １０９ １３．０ 黒曜石４
２点 ２ 剥片 LCS－３ � ２３３ ２．９ 黒曜石３

�－５４ ９１ １ １２ １５１ 接合資料 LCS－２ �－１，�－２，�，
 １４７．０ 黒曜石３・４
６２ 細石刃 LCS－２ � ６６０ ０．２ 黒曜石４

接合点数 ６ 細石刃 LCS－２ �－２ ２２８ ０．９ 黒曜石３
１３点 ３７ 細石刃 LCS－２ � ４７２ １．０ 黒曜石３

２２ 細石刃 LCS－２ � ５９２ ０．５ 黒曜石３ １０１９
LCS－２ � ３７５ ０．６ 黒曜石３

４５ 細石刃 LCS－２ � ６６３ ０．２ 黒曜石３
２３ 細石刃 LCS－２ �－２ ４３ ０．８ 黒曜石３
７６ 細石刃 LCS－２ � ６５０ ０．６ 黒曜石４ １１０６

LCS－２ �－２ １８４ ０．１ 黒曜石４
２９ 細石刃 LCS－２ �－２ ９１ ０．４ 黒曜石３
１７ 細石刃 LCS－２ � ５９１ ０．５ 黒曜石３
１３ 細石刃 LCS－２ �－１ １ １．１ 黒曜石３
１８ 細石刃 LCS－２ �－２ １７３ ０．６ 黒曜石４
１０１ 細石刃核 LCS－２ � ７２７ １４０．５ 黒曜石４

�－５４ ９１ １ １４ １５２ 接合資料 LCS－２ �－２，�，
 ３．８ 黒曜石３・４
４８ 細石刃 LCS－２ � ７１ ０．７ 黒曜石３

接合点数 ４７ 細石刃 LCS－２ �－２ ３４７ ０．４ 黒曜石３
８点 １５３ 細石刃 LCS－２ � ３０５ １．１ 黒曜石４

接合点数 ２ 細石刃 LCS－２ � １４４ ０．９ 黒曜石３ １０２０
５点 LCS－２ � ２４０ １．０ 黒曜石４

１５４ 細石刃 LCS－２ � ５８５ ０．７ 黒曜石３
１ 細石刃 LCS－２ �－２ １４ １．０ 黒曜石３ １１０５

LCS－２ �－２ ２１４ ０．７ 黒曜石４
�－５４ ９１ １ １３ １５５ 接合資料 LCS－２ �－２，�，
 ２．０ 黒曜石３

２０ 細石刃 LCS－２ � ５８３ １．２ 黒曜石３
７５ 細石刃 LCS－２ �－２ ２０６ １．０ 黒曜石３
１６ 細石刃 LCS－２ �－２ ３２７ ０．６ 黒曜石３
７７ 細石刃 LCS－２ � ４７３ １．０ 黒曜石３
３４ 細石刃 LCS－２ � ６０７ ０．２ 黒曜石３

�－５４ ９１ １ １７ １５６ 接合資料 LCS－２，３ �－２，
 ０．８ 黒曜石３・４
接合点数 ３１ 細石刃 LCS－３ � ３６８ ０．５ 黒曜石３
２点 ６１ 細石刃 LCS－２ �－２ １９２ ０．３ 黒曜石４

�－５８ ９２ ９ ７ １５７ 接合資料 LCS－４ �－２，� １１３．５ 黒曜石３・４
２６ 細石刃 LCS－４ �－２ ３５８ ０．７ 黒曜石４

接合点数 ５９ 細石刃 LCS－４ �－２ ２３４ ０．２ 黒曜石３
５点 ９１ 細石刃 LCS－４ � ２８０ ０．３ 黒曜石３

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�
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表�－１０ 掲載旧石器接合資料一覧�

挿図 図版 母岩� 接合� 掲載� 器種等 ブロック名 発掘区ほか 層位 遺物番号 重量
（�） 石質 折接合�

５５ 細石刃 LCS－４ � ６３２ ０．３ 黒曜石３
１０３ 細石刃核 LCS－４ �－２ ６２６ １１２．０ 黒曜石４

�－５８ ９２ ９ ６ １５８ 接合資料 LCS－４，２ �－２，�，
 １．１ 黒曜石３・４
１５９ 細石刃 LCS－４ � ６０６ ０．３ 黒曜石４

接合点数 ４９ 細石刃 LCS－４ � １３６ ０．６ 黒曜石３
３点 １６０ 細石刃 LCS－２ �－２ ７９ ０．２ 黒曜石３

�－５８ ９２ ９ １５ １６１ 接合資料 LCS－４ �－２，� ０．９ 黒曜石３
接合点数 ４２ 細石刃 LCS－４ �－２ ９１ ０．４ 黒曜石３
２点 ５７ 細石刃 LCS－４ � ２７６ ０．５ 黒曜石３

�－５９ ９２ １６ １０ １６２ 接合資料 LCS－４ � ７５．０ 黒曜石５
接合点数 ８２ 細石刃 LCS－４ � １４７ ０．３ 黒曜石５
２点 １００ 細石刃核 LCS－４ � １１８ ７４．７ 黒曜石５

�－５９ ９２ １７ ９ １６３ 接合資料 LCS－４ �，
 １１２．５ 黒曜石３
接合点数 １０ 細石刃 LCS－４ � ４９４ ０．６ 黒曜石３
２点 １０２ 細石刃核 LCS－４ � ８ １１１．９ 黒曜石３

�－６０ ９３ ２１ ５６ １６４ 接合資料 LCS－１ �－１，�－２，� １６１．０ 黒曜石３
１ 剥片 LCS－１ R－１４３ �－２ ９ ８．０ 黒曜石３

接合点数 ２ 剥片 LCS－１ R－１４６ �－２ １６ ０．３ 黒曜石３
４点 ３ 剥片 LCS－１ Q－１４７ �－１ ― ２．２ 黒曜石３

４ 細石刃核 LCS－１ R－１４６ �－２ １ １５０．５ 黒曜石３
�－６１ ９３ ５ ５ １６５ 接合資料 LCS－３ �－２，� ２．０ 黒曜石３

４ 細石刃 LCS－３ �－２ １７５ ０．４ 黒曜石３ １００７
接合点数 LCS－３ �－２ １６５ ０．８ 黒曜石３
３点 １５ 細石刃 LCS－３ � ３２ ０．８ 黒曜石３

�－６２ ９３ １５ １１ １６６ 接合資料 LCS－４，ブロック外 �－２，�，
 １４８．０ 黒曜石３・４
１ 剥片 LCS－４ � ４５０ ０．２ 黒曜石３

接合点数 ２ 剥片 LCS－４ � ３７１ ０．３ 黒曜石４ １０１７
１５点 LCS－４ �－２ ３７ ４．１ 黒曜石３

３ 剥片 LCS－４ � ６８ １．４ 黒曜石３
４ 剥片 LCS－４ �－２ ２０２ ０．９ 黒曜石３ １０１６

LCS－４ �－２ ２０３ １．２ 黒曜石３
LCS－４ � ５４４ ０．８ 黒曜石４

５ 細石刃削片 LCS－４ �－２ ７３ ０．７ 黒曜石３
６ 剥片 LCS－４ � ３２６ ４．０ 黒曜石３

７（１０８） 細石刃削片 LCS－４ �－２ ８３ ２６．２ 黒曜石３ １０９６
LCS－４ � ８２ ０．１ 黒曜石４
LCS－１ U－１４４ �－２ ― １００．７ 黒曜石４

８ 剥片 LCS－４ � ４３９ １．２ 黒曜石３ １０３２
LCS－４ � ４７２ ０．９ 黒曜石４

９ 剥片 LCS－４ � ３８６ ５．３ 黒曜石４
�－６３ ９４ １１ ２１ １６７ 接合資料 LCS－１，ブロック外 �－１，�－２，�，
 ７１．６ 黒曜石４

１ 剥片 ブロック外 T－１４３ �－１ ― １．４ 黒曜石４
接合点数 ２ 剥片 LCS－１ T－１４５ �－２ ― ６．６ 黒曜石４
１５点 ２ 剥片 LCS－１ T－１４５ �－２ ― ０．９ 黒曜石４

３ 剥片 LCS－１ S－１４５ �－２ ３１ １６．９ 黒曜石４ １１０８
LCS－１ T－１４４ � ２０ ０．５ 黒曜石４

４ 剥片 LCS－１ U－１４６ � １１ １．１ 黒曜石４ １１０９
LCS－１ T－１４４ �－１ ― １．４ 黒曜石４
LCS－１ T－１４５ �－２ ― ４．５ 黒曜石４

５ 剥片 LCS－１ R－１４３ �－２ １ ２．０ 黒曜石４ １１１０
ブロック外 X－１３７ �－２ ― ７．４ 黒曜石４
LCS－１ S－１４４ �－２ ２１ ４．８ 黒曜石４

６ 剥片 LCS－１ T－１４６ �－２ ― ６．８ 黒曜石４
７ 剥片 LCS－１ U－１４５ �－１ ― ３．２ 黒曜石４
８ 剥片 ブロック外 T－１４３ �－２ ― ４．９ 黒曜石４
９ 剥片 LCS－１ T－１４５ � １６ １８．１ 黒曜石４

�－６３ ９４ １１ ２２ １６８ 接合資料 LCS－１ �－２，�，
 ８２．５ 黒曜石３・４
１ 剥片 LCS－１ U－１４５ � ３ １．３ 黒曜石３ １０３４

接合点数 LCS－１ T－１４５ �－２ ― ４５．９ 黒曜石４
６点 LCS－１ S－１４４ �－２ １１ １５．８ 黒曜石４

２ 剥片 LCS－１ T－１４５ �－２ ２ ０．７ 黒曜石４
３ 剥片 LCS－１ S－１４５ �－２ ― １．６ 黒曜石４
４ 剥片 LCS－１ S－１４４ � ７８ １７．２ 黒曜石４

�－６３ ９４ １１ ３６ １６９ 接合資料 LCS－１，４ �－１，�－２ ５．０ 黒曜石４
１ 掻器 LCS－４ �－２ ２４５ ４０．１ 黒曜石４

接合点数 ２ 剥片 LCS－１ S－１４４ �－２ １３ ０．９ 黒曜石４
３点 ３ 剥片 LCS－１ T－１４５ �－１ ― ４．１ 黒曜石４

�－６３ ９４ １１ ３７ １７０ 接合資料 LCS－１，３ �－２，�，
 ２５．６ 黒曜石４
１ 剥片 LCS－１ T－１４５ �－２ ― １．０ 黒曜石４ １０３６

接合点数 LCS－１ T－１４５ � １３ ０．４ 黒曜石４
３点 ２ 削器 LCS－３ � ３４６ ２４．２ 黒曜石４

�－６５ ９５ ２ １８ １７１ 接合資料 LCS－２ �－１，�－２，� ２２．７ 黒曜石４
１ 二次加工ある剥片 LCS－２ � ４４７ １．３ 黒曜石４ １０２４

接合点数 LCS－２ �－１ ６ ２．９ 黒曜石４
４点 ２ 剥片 LCS－２ �－２ １７５ ２．３ 黒曜石４

３ 剥片 LCS－２ K－１４６ �－２ ２ １６．２ 黒曜石４
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表�－１１ 掲載旧石器接合資料一覧


挿図 図版 母岩� 接合� 掲載� 器種等 ブロック名 発掘区ほか 層位 遺物番号 重量
（�） 石質 折接合�

�－６５ ９５ ２ １９ １７２ 接合資料 LCS－２ �－１，�－２ １１．３ 黒曜石４
１ 剥片 LCS－２ �－２ ３４４ ４．５ 黒曜石４

接合点数 ２ 剥片 LCS－２ �－２ ８２ ６．８ 黒曜石４
３点 ３ 剥片 LCS－２ �－１ １１ ３．０ 黒曜石４

�－６６ ９５ １２ ２７ １７３ 接合資料 LCS－１，ブロック外 �－１，�－２ ４９．９ 黒曜石４
１ 剥片 LCS－１ R－１４４ �－２ ２ １．５ 黒曜石４ １０２２

接合点数 ブロック外 S－１４４ �－２ ― １．８ 黒曜石４
５点 ２ 剥片 ブロック外 S－１４５ �－１ ― １．９ 黒曜石４

３ 剥片 LCS－１ R－１４２ �－２ ２ ３５．０ 黒曜石４ １０７２
剥片 LCS－１ S－１４４ �－２ ４１ ９．７ 黒曜石４

�－６６ ９５ １２ ３４ １７４ 接合資料 LCS－１ ３０．８ 黒曜石４
１ 彫器削片 LCS－１ S－１４４ �－２ １５ ０．５ 黒曜石４

接合点数 ２ 彫器削片 LCS－１ R－１４４ �－２ ９ ０．７ 黒曜石４
３点 ３ 彫器 LCS－１ S－１４５ �－２ ８ ２９．６ 黒曜石４

�－６８ ９６ １８ ３２ １７５ 接合資料 LCS－１ �－１，�－２，
 ４６９．４ 泥岩
剥片 LCS－１ S－１４５ �－２ ３０ ３２．１ 泥岩

接合点数 剥片 LCS－１ S－１４３ �－２ ― ９．６ 泥岩
８点 剥片 LCS－１ S－１４４ �－２ １ ７．３ 泥岩

剥片 LCS－１ S－１４５ � １２１ ２．５ 泥岩
剥片 LCS－１ S－１４３ �－１ ― ２．７ 泥岩
剥片 LCS－１ T－１４４ �－２ ― ２．６ 泥岩
剥片 LCS－１ S－１４４ �－２ ― ８．６ 泥岩
石核 LCS－１ U－１４６ � １ ４０４．０ 泥岩

�－６８ ９６ １９ ３３ １７６ 接合資料 LCS－１ �－２，�，
 ３７０．７ 泥岩
剥片 LCS－１ S－１４５ �－２ ― １２．５ 泥岩

接合点数 剥片 LCS－１ R－１４４ � ３７ ２６．８ 泥岩
１３点 剥片 LCS－１ U－１４６ � ２ ６７．５ 泥岩

剥片 LCS－１ T－１４６ � ５ ８．０ 泥岩
剥片 LCS－１ S－１４５ � ４０ ７．７ 泥岩
剥片 LCS－１ R－１４４ � ３９ ７５．７ 泥岩
剥片 LCS－１ S－１４５ �－２ ２０ １４．５ 泥岩
剥片 LCS－１ T－１４５ �－２ ― ２１．２ 泥岩
剥片 LCS－１ T－１４６ �－２ ― ５６．２ 泥岩
剥片 LCS－１ R－１４３ �－２ ― ２０．２ 泥岩
剥片 LCS－１ S－１４４ �－２ ― １８．９ 泥岩
剥片 LCS－１ S－１４５ �－２ ３５ ３３．７ 泥岩
剥片 LCS－１ T－１４５ � ４０ ７．８ 泥岩

�－６９ ９６ ２０ ３８ １７７ 接合資料 LCS－４ �－２，�，
 ６８．４ 頁岩
１ 剥片 LCS－４ �－２ ３８４ ９．２ 頁岩 １０１８

接合点数 LCS－４ � ２６０ １２．９ 頁岩
４点 ２ 剥片 LCS－４ � ４４１ ７．６ 頁岩

３ 石核 LCS－４ �－２ １２６ ３８．７ 頁岩
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� 自然科学的手法による分析・鑑定

１．放射性炭素年代測定

パレオ・ラボ AMS年代測定グループ＊

１．はじめに
オルイカ２遺跡より検出された試料について、加速器質量分析法（AMS法）による放射性炭素年

代測定を行った。

２．試料と方法
測定試料の情報、調整データは表�－１・３・５のとおりである。試料は調整後、加速器質量分析
計（パレオ・ラボ、コンパクト AMS : NEC製１．５SDH）を用いて測定した。得られた１４C濃度につ

いて同位体分別効果の補正を行った後、１４C年代、暦年代を算出した。

３．結果
表�－２・４・６に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ１３C）、同位体分別効果の補

正を行った１４C年代、１４C年代を暦年代に較正した年代を、図�－２～５に暦年代較正結果をそれぞれ
示す。
１４C年代は AD１９５０年を基点にして何年前かを示した年代である。１４C年代（yrBP）の算出には、１４C

の半減期として Libbyの半減期５５６８年を使用した。また、付記した１４C年代誤差（±１σ）は、測定

の統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の１４C年代がその１４C年代誤差内に入る確率が６８．２％

であることを示すものである。

なお、暦年代較正の詳細は以下の通りである。

暦年代較正

暦年代較正とは、大気中の１４C濃度が一定で半減期が５５６８年として算出された１４C年代に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の１４C濃度の変動、及び半減期の違い（１４Cの半減期５７３０

±４０年）を較正することである。
１４C年代の暦年代較正には OxCal３．９を使用した。なお、１σ暦年代範囲は、OxCalの確率法を使

用して算出された１４C年代誤差に相当する６８．２％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に２σ暦年代範

囲は９５．４％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確率

を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は１４C年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年代較正曲線を示

す。それぞれの暦年代範囲のうち、その確率が最も高い年代範囲については、表中に下線で示してあ

る。

４．考察
試料について、同位体分別効果の補正及び暦年代較正を行った。得られた暦年代範囲のうち、その

確率の最も高い年代範囲に着目すると、それぞれより確かな年代値の範囲が示された。
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＊パレオ・ラボ AMS年代測定グループ

小林紘一・丹生越子・伊藤茂・山形秀樹・Zaur Lomtatidze・Ineza Jorjoliani

参考文献

・中村俊夫（２０００）放射性炭素年代測定法の基礎．日本先史時代の１４C年代、p．３－２０
・Stuiver M., P.J. Reimer, E. Bard, J.W. Beck, G.S. Burr, K.A. Hughen, B. Kromer, G. McCormac, J. van der Plicht

and M. Spurk１９９８INTCAL９８Radiocarbon Age Calibration，２４０００－０cal BP Radiocarbon４０�１０４１－１０８３
・Bronk Ramsey C．１９９５Radiocarbon Calibration and Analysis of Stratigraphy : The OxCal Program Radiocarbon

３７�４２５－４３０
・Bronk Ramsey C．，２００１，Development of the Radiocarbon Program OxCal, Radiocarbon，４３（２A）３５５－３６３
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3335-3336-3341

3334

3340

3339

3348-3349

3344

3352

3350-3351

3337-3338

3342-3343

3334

3346

3347

3345

3357

3356

3355

3358・3359

3354

3353

図�－１ 年代測定試料採取位置
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表�－１ 測定試料および処理�

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理 測定

PLD－３３３０

北海道 オルイカ２遺跡
地点：USD１－fp１
層位：灰＋黒
その他：ORK２－８

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３３１

北海道 オルイカ２遺跡
地点：USD４－fp１
層位：灰
その他：ORK２－９

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３３２

北海道 オルイカ２遺跡
地点：USD７－fp１
層位：灰
その他：ORK２－１０

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３３３

北海道 オルイカ２遺跡
地点：FP－６
層位：灰＋焼土
その他：ORK２－１１

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３３４

北海道 オルイカ２遺跡
地点：USD５－fp４
層位：上面
その他：ORK２－１２

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３３５

北海道 オルイカ２遺跡
地点：USD８－fp１
層位：上面
その他：ORK２－１３

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３３６

北海道 オルイカ２遺跡
地点：USD８－fp１
層位：灰
その他：ORK２－１４

試料の種類：炭化物・種子
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３３７

北海道 オルイカ２遺跡
地点：USD８－fp２
層位：上面
その他：ORK２－１５

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３３８

北海道 オルイカ２遺跡
地点：USD８－fp２
層位：焼土下
その他：ORK２－１６

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３３９

北海道 オルイカ２遺跡
地点：USD８－fp３
層位：上面
その他：ORK２－１７

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH
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表�－２ 放射性炭素年代測定及び暦年代較正の結果�

測定番号
年代値

（yrBP±１σ：
同位体補正無）

δ１３C
（‰）

１４C年代
（yrBP±１σ）

１４C年代を暦年代に較正した年代範囲

１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

PLD－３３３０ ３１０±２５ －２４．１ ３２５±２５

１５１０AD（５６．０％）１６００AD、
１６２０AD（１２．２％）１６４０AD

１４８０AD（９５．４％）１６５０AD

PLD－３３３１ ２７０±２５ －２５．０ ２７０±２５

１５２０AD（２０．５％）１５５０AD、
１６３０AD（４７．７％）１６７０AD

１５２０AD（３６．９％）１６００AD、
１６２０AD（５４．１％）１６７０AD、
１７８０AD（４．４％）１８００AD

PLD－３３３２ ３１５±２５ －２６．２ ２９５±２５

１５２０AD（４８．６％）１５８０AD、
１６２０AD（１９．６％）１６５０AD

１４９０AD（９５．４％）１６６０AD

PLD－３３３３ ２７０±２５ －２７．５ ２３０±２５

１６４０AD（４０．５％）１６７０AD、
１７８０AD（２７．７％）１８００AD

１６３０AD（４９．４％）１６８０AD、
１７４０AD（３８．８％）１８１０AD、
１９３０AD（７．２％）１９５０AD

PLD－３３３４ ３１５±２５ －３０．０ ２３０±２５

１６４０AD（４１．２％）１６７０AD、
１７８０AD（２７．０％）１８００AD

１６３０AD（５０．５％）１６８０AD、
１７４０AD（３８．０％）１８１０AD、
１９３０AD（６．９％）１９５０AD

PLD－３３３５ ３７０±２５ －２７．８ ３５０±２５

１４８０AD（２５．５％）１５３０AD、
１５６０AD（４２．７％）１６３０AD

１４７０AD（９５．４％）１６４０AD

PLD－３３３６ －１２０±３０ －８．４ １５０±３０

１６７０AD（１１．２％）１７００AD、
１７２０AD（２９．４％）１７８０AD、
１８００AD（６．７％）１８２０AD、
１８４０AD（７．４％）１８８０AD、
１９１０AD（１３．５％）１９５０AD

１６６０AD（７８．１％）１８９０AD、
１９１０AD（１７．３％）１９６０AD

PLD－３３３７ ３６５±３０ －２５．７ ３５５±３０

１４８０AD（２８．３％）１５３０AD、
１５６０AD（３９．９％）１６３０AD

１４５０AD（９５．４％）１６４０AD

PLD－３３３８ ２９５±３０ －２８．３ ２４０±３０

１６４０AD（４７．５％）１６７０AD、
１７８０AD（２０．７％）１８００AD

１５２０AD（５．９％）１５６０AD、
１６３０AD（５４．９％）１６８０AD、
１７４０AD（２９．５％）１８１０AD、
１９３０AD（５．１％）１９５０AD

PLD－３３３９ ３７５±３０ －３０．４ ２８５±３０

１５２０AD（４１．７％）１５７０AD、
１６２０AD（２６．５％）１６６０AD

１４９０AD（９５．４％）１６７０AD
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表�－３ 測定試料および処理�

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理 測定

PLD－３３４０

北海道 オルイカ２遺跡
地点：USD８－fp４
層位：焼土
その他：ORK２－１８

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３４１

北海道 オルイカ２遺跡
地点：USD８－ph２４
層位：覆土
その他：ORK２－１９

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：樹皮
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）
処理時の知見：
with many sand

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３４２

北海道 オルイカ２遺跡
地点：USD９－fp１
層位：上面
その他：ORK２－２０

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３４３

北海道 オルイカ２遺跡
地点：USD９－fp１
層位：F＋B
その他：ORK２－２１

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３４４

北海道 オルイカ２遺跡
地点：UFP－３
層位：F１
その他：ORK２－２２

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）
処理時の知見：
from the beginning charcoal－dust

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３４５

北海道 オルイカ２遺跡
地点：UFP－４
層位：灰
その他：ORK２－２３

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３４６

北海道 オルイカ２遺跡
地点：UFP－７
層位：A２
その他：ORK２－２４

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３４７

北海道 オルイカ２遺跡
地点：UFP－９
層位：F＋A
その他：ORK２－２５

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３４８

北海道 オルイカ２遺跡
地点：UFP－３３
層位：上面
その他：ORK２－２６

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３４９

北海道 オルイカ２遺跡
地点：UFP－３３
層位：底面
その他：ORK２－２７

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH
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表�－４ 放射性炭素年代測定及び暦年代較正の結果�

測定番号
年代値

（yrBP±１σ：
同位体補正無）

δ１３C
（‰）

１４C年代
（yrBP±１σ）

１４C年代を暦年代に較正した年代範囲

１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

PLD－３３４０ ３３０±３０ －２６．４ ３１０±３０

１５２０AD（５４．９％）１６００AD、
１６２０AD（１３．３％）１６５０AD

１４８０AD（９５．４％）１６５０AD

PLD－３３４１ ３２５±３０ －３０．１ ２４０±３０

１６４０AD（４７．５％）１６７０AD、
１７８０AD（２０．７％）１８００AD

１５２０AD（５．９％）１５６０AD、
１６３０AD（５４．９％）１６８０AD、
１７４０AD（２９．５％）１８１０AD、
１９３０AD（５．１％）１９５０AD

PLD－３３４２ ３３５±３０ －２８．６ ２６５±３５

１５２０AD（２３．６％）１５６０AD、
１６３０AD（４０．６％）１６７０AD、
１７８０AD（４．０％）１８００AD

１４９０AD（３９．４％）１６００AD、
１６１０AD（４６．３％）１６８０AD、
１７７０AD（８．５％）１８１０AD、
１９３０AD（１．２％）１９５０AD

PLD－３３４３ ３８０±３０ －２６．３ ３６０±３０

１４７０AD（３２．３％）１５３０AD、
１５７０AD（３５．９％）１６３０AD

１４５０AD（４４．９％）１５３０AD、
１５４０AD（５０．５％）１６４０AD

PLD－３３４４ ２０５±３０ －２５．７ １９０±３０

１６６０AD（１４．１％）１６８０AD、
１７４０AD（４５．２％）１８１０AD、
１９３０AD（８．９％）１９５０AD

１６４０AD（２２．２％）１７００AD、
１７２０AD（５７．６％）１８２０AD、
１９１０AD（１５．７％）１９６０AD

PLD－３３４５ ３３５±３０ －２４．９ ３３５±３０

１４９０AD（２１．７％）１５３０AD、
１５５０AD（４６．５％）１６４０AD

１４７０AD（９５．４％）１６４０AD

PLD－３３４６ ３１０±３０ －２６．０ ２９５±３０

１５２０AD（４６．４％）１５８０AD、
１６２０AD（２１．８％）１６６０AD

１４９０AD（９５．４％）１６６０AD

PLD－３３４７ ２５５±３０ －２７．０ ２２５±３５

１６４０AD（３３．４％）１６８０AD、
１７７０AD（２８．７％）１８１０AD、
１９３０AD（６．２％）１９５０AD

１６３０AD（４０．０％）１６９０AD、
１７３０AD（４５．５％）１８１０AD、
１９２０AD（９．９％）１９５０AD

PLD－３３４８ ３３５±３０ －２５．６ ３２５±３０

１５１０AD（５４．１％）１６００AD、
１６１０AD（１４．１％）１６４０AD

１４８０AD（９５．４％）１６５０AD

PLD－３３４９ ２５５±３０ －２８．５ ２００±３０

１６５０AD（１９．１％）１６８０AD、
１７６０AD（３９．７％）１８１０AD、
１９３０AD（９．５％）１９５０AD

１６４０AD（２５．４％）１６９０AD、
１７３０AD（５６．１％）１８１０AD、
１９２０AD（１３．９％）１９５０AD
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表�－５ 測定試料および処理�

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理 測定

PLD－３３５０

北海道 オルイカ２遺跡
地点：UFP－３４
層位：A＋B
その他：ORK２－２８

試料の種類：堅果
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３５１

北海道 オルイカ２遺跡
地点：UFP－３４
層位：A４層
その他：ORK２－２９

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３５２

北海道 オルイカ２遺跡
地点：UKS－４
層位：III層
その他：ORK２－３０

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３５３

北海道 オルイカ２遺跡
地点：M－１３２区
層位：III層上面
その他：ORK２－３１

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３５４

北海道 オルイカ２遺跡
地点：LPD－２
層位：床面
その他：ORK２－３２

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）
処理時の知見：
from the beginning many sand and
soil and very few

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３５５

北海道 オルイカ２遺跡
地点：LPD６－fp９
層位：焼土
その他：ORK２－３３

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３５６

北海道 オルイカ２遺跡
地点：LPD－７
層位：覆土２
その他：ORK２－３４

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３５７

北海道 オルイカ２遺跡
地点：LPI－２０
層位：覆土
その他：ORK２－３５

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３５８

北海道 オルイカ２遺跡
地点：LCS－３
層位：VII層
その他：ORK２－３６

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH

PLD－３３５９

北海道 オルイカ２遺跡
地点：LCS－３
層位：VII層
その他：ORK２－３７

試料の種類：炭化物・材
試料の性状：最外以外年輪
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N、水酸化ナトリウム１N、
塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コン
パクト AMS
・１．５SDH
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表�－６ 放射性炭素年代測定及び暦年代較正の結果�

測定番号
年代値

（yrBP±１σ：
同位体補正無）

δ１３C
（‰）

１４C年代
（yrBP±１σ）

１４C年代を暦年代に較正した年代範囲

１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

PLD－３３５０ １７５±３５ －２８．５ １１０±４０

１６８０AD（２０．６％）１７３０AD、
１８１０AD（４７．６％）１９３０AD

１６７０AD（３１．６％）１７７０AD、
１８００AD（６３．８％）１９６０AD

PLD－３３５１ ３１５±２５ －２５．１ ３１０±２５

１５２０AD（５５．４％）１５９０AD、
１６２０AD（１２．８％）１６５０AD

１４９０AD（９５．４％）１６５０AD

PLD－３３５２ ３９０±３０ －２７．０ ３６０±３０

１４７０AD（３１．９％）１５３０AD、
１５７０AD（３６．３％）１６３０AD

１４５０AD（９５．４％）１６４０AD

PLD－３３５３ ３３０±３０ －２７．１ ２９５±３０

１５２０AD（４６．４％）１５８０AD、
１６２０AD（２１．８％）１６６０AD

１４９０AD（９５．４％）１６６０AD

PLD－３３５４ ４４５０±４０ －２７．１ ４４１５±４０

３１００BC（４１．９％）３０１０BC、
２９９０BC（２６．３％）２９２０BC

３３３０BC（１４．３％）３２２０BC、
３１８０BC（２．０％）３１５０BC、
３１２０BC（７９．０％）２９１０BC

PLD－３３５５ ４２８０±４０ －２６．９ ４２５０±４０

２９１０BC（４５．７％）２８７０BC、
２８１０BC（１６．４％）２７８０BC、
２７７０BC（３．４％）２７６０BC、
２７２０BC（２．８％）２７１０BC

２９２０BC（５４．４％）２８５０BC、
２８２０BC（４１．０％）２６９０BC

PLD－３３５６ ４１４５±３５ －２５．１ ４１４５±３５

２８７０BC（１３．４％）２８３０BC、
２８２０BC（５．０％）２８００BC、
２７８０BC（２．２％）２７７０BC、
２７６０BC（３７．０％）２６６０BC、
２６５０BC（１０．６％）２６２０BC

２８８０BC（９５．４％）２５８０BC

PLD－３３５７ ６２６５±４０ －２７．３ ６２２５±４０

５２９０BC（３１．３％）５２００BC、
５１８０BC（１８．４％）５１４０BC、
５１３０BC（１８．６％）５０７０BC

５３００BC（９５．４％）５０５０BC

PLD－３３５８ １４６９０±７０ －２４．９ １４６９０±７０

１５９００BC（６８．２％）１５３５０BC １６２００BC（９５．４％）１５１００BC

PLD－３３５９ １２７４０±６０ －２５．４ １２７４０±６０

１３７００BC（３３．７％）１３２００BC、
１２９００BC（３４．５％）１２４００BC

１３８００BC（９５．４％）１２４００BC
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図�－２ 暦年代較正結果�
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図�－３ 暦年代較正結果�
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図�－４ 暦年代較正結果�
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図�－５ 暦年代較正結果�
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表�－７ 年代測定結果の参考表（編者作成）

測定番号
測定試料 暦年代に較正した年代範囲（１σ）

備考
遺構 層位 １７世紀にかかる範囲 最も確率密度の高い範囲

PLD－３３３０ USD１－fp１ 灰＋黒 １６２０AD（１２．２％）１６４０AD １５１０AD（５６．０％）１６００AD

PLD－３３３１ USD４－fp１ 灰 １６３０AD（４７．７％）１６７０AD 同左

PLD－３３３２ USD７－fp１ 灰 １６２０AD（１９．６％）１６５０AD １５２０AD（４８．６％）１５８０AD

PLD－３３３３ FP－６ 灰＋焼土 １６４０AD（４０．５％）１６７０AD 同左

PLD－３３３４ USD５－fp４ 上面 １６４０AD（４１．２％）１６７０AD 同左

PLD－３３３５ USD８－fp１ 上面 １５６０AD（４２．７％）１６３０AD 同左

PLD－３３３６ USD８－fp１ 灰 １６７０AD（１１．２％）１７００AD １７２０AD（２９．４％）１７８０AD 種子

PLD－３３３７ USD８－fp２ 上面 １５６０AD（３９．９％）１６３０AD 同左

PLD－３３３８ USD８－fp２ 焼土下 １６４０AD（４７．５％）１６７０AD 同左

PLD－３３３９ USD８－fp３ 上面 １６２０AD（２６．５％）１６６０AD １５２０AD（４１．７％）１５７０AD

PLD－３３４０ USD８－fp４ 焼土 １６２０AD（１３．３％）１６５０AD １５２０AD（５４．９％）１６００AD

PLD－３３４１ USD８－ph２４ 覆土 １６４０AD（４７．５％）１６７０AD 同左

PLD－３３４２ USD９－fp１ 上面 １６３０AD（４０．６％）１６７０AD 同左

PLD－３３４３ USD９－fp１ F＋B １５７０AD（３５．９％）１６３０AD 同左

PLD－３３４４ UFP－３ F１ １６６０AD（１４．１％）１６８０AD １７４０AD（４５．２％）１８１０AD

PLD－３３４５ UFP－４ 灰 １５５０AD（４６．５％）１６４０AD 同左

PLD－３３４６ UFP－７ A２層 １６２０AD（２１．８％）１６６０AD １５２０AD（４６．４％）１５８０AD

PLD－３３４７ UFP－９ F＋A １６４０AD（３３．４％）１６８０AD 同左

PLD－３３４８ UFP－３３ 上面 １６１０AD（１４．１％）１６４０AD １５１０AD（５４．１％）１６００AD

PLD－３３４９ UFP－３３ 底面 １６５０AD（１９．１％）１６８０AD １７６０AD（３９．７％）１８１０AD

PLD－３３５０ UFP－３４ A＋B １６８０AD（２０．６％）１７３０AD １８１０AD（４７．６％）１９３０AD 堅果

PLD－３３５１ UFP－３４ A４層 １６２０AD（１２．８％）１６５０AD １５２０AD（５５．４％）１５９０AD

PLD－３３５２ UKS－４ 	層 １５７０AD（３６．３％）１６３０AD 同左

註：この表は放射性炭素年代測定結果を受けて、アイヌ文化期の試料の年代測定結果について、以下の点から編者（阿部）が
抽出作成したものである。

年代測定の結果から、１σの範囲内ですべての試料において１７世紀を含む範囲にピークの一部があり、最も測定結果の集
中する年代範囲であることがわかった。また発掘調査において各遺構・層位間で大幅な時間差を示す状況は明瞭には確認で
きなかった。そこで１７世紀にかかる範囲を抽出し、同時に最も確率の高いとされた年代範囲も併記することで、個々のデー
タの検討を行いやすくしようとしたものである。
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２．千歳市オルイカ２遺跡出土炭化材の樹種同定

植田弥生（パレオ・ラボ）

１．はじめに
ここでは、出土した炭化材１１点の樹種同定結果を報告する。炭化材は、アイヌ文化期の住居４試料、

焼土２試料、	層上面１試料、縄文時代の竪穴住居２試料、旧石器時代の旧石器ブロック２試料であ
る。

当遺跡は標高１２～１５
の馬追丘陵裾部の平坦部で、約３００
先にオルイカ川が西流する地点に立地
する。旧石器時代からアイヌ文化期に至る遺構が検出されたことからも、この地が人間活動の場とし

て好適地であったことが伺える。各遺構から出土した炭化材の樹種を明らかにし資料化することは、

各時代の人々が暮らしの中で利用してきた樹木を知り、その樹種構成から当時の森林環境を知る基礎

資料ともなる。

２．試料と方法
同定は、炭化材の横断面（木口）を手で割り実体顕微鏡で予察し、次に材の３方向（横断面・接線

断面・放射断面）の断面を片刃の剃刀で弾くように割り、走査電子顕微鏡で拡大された材組織を観察

した。走査電子顕微鏡用の試料は、３断面を５�角以下の大きさに整え、直径１�の真鍮製試料台に
両面テ－プで固定し、試料を充分乾燥させた後、金蒸着を施し、走査電子顕微鏡（日本電子
製 JSM

－T１００型）で観察と写真撮影を行った。

同定した炭化材の残り破片は、財団法人北海道埋蔵文化財センターに保管されている。

３．結果
同定結果の一覧を、表�－８に示した。
アイヌ文化期の炭化材樹種

平地住居跡４試料からは、それぞれ異なる落葉広葉樹の材が検出され、サクラ属・アサダ・トネリ

コ属・ブドウ科であった。サクラ属・アサダ・トネリコ属は、有用材で建築材への利用も知られてい

る樹種であり、炭化材破片は建築材の一部とも考えられる。ブドウ科は直径１．７�の丸木材で、中心
部は偏在していた。ブドウ科は蔓性であることから、住居構築材を縛り固定するのに利用されていた

可能性が類推される。しかし、縛る用材としては直径がやや太いようでもあり、枝・幹材の中心部に

ある髄が潰れていたか無いようでもあり、根材である可能性がある。従ってブドウ科は、住居壁に

這って繁茂していたか、住居周辺部に生育していたことも想定される。

焼土２試料からは、クリ・モクレン属・トネリコ属・コナラ節が検出された。

建築材か燃料材か住居地に生育していたものか、特定できない炭化材もあるが、全体的には複数の

落葉広葉樹の材を利用して住居生活が営まれていた事が判った。特に優占的に利用されていた樹種は

見られなかった。

�層上面
この１試料１点は、落葉広葉樹のキハダであった。
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縄文時代

竪穴住居２件（LPD－７と LPD－２０）２試料は、LPD－７からはコナラ節、LPD－２０からはトネ

リコ属が検出された。この２分類群も、建築材として有用であり、また多様な利用が知られている樹

種であった。

旧石器時代

旧石器ブロック LCS－３の２試料は冷温帯～亜寒帯に分布する針葉樹であり、試料オ２－１５はト

ウヒ属と特定できたが、試料オ２－１６はトウヒ属またはカラマツ属であった。いずれの炭化材も、年

輪幅は０．５�以下で非常に年輪幅は狭く、肥大成長が遅い材であった。

以下に同定根拠とした材組織の特徴を記載し、材の３方向の組織写真を提示した。

� トウヒ属 Picea マツ科 図版１ １a－１c（オ２－１５）

主な軸方向要素は仮道管の針葉樹材である。早材から晩材への移行は急で、晩材部の量は少ない。

垂直樹脂道は不明、水平樹脂道は確認された。放射断面において、小型でトウヒ型またはヒノキ型の

分野壁孔が１分野に３～６個ある。放射仮道管が認められ、有縁壁孔対や壁内には細かく複雑な突起

状の肥厚がある。仮道管や放射仮道管にらせん肥厚は無い。

トウヒ属は、温帯～亜寒帯に分布する常緑高木針葉樹で、トウヒ・ハリモミ・アカエゾマツなど約

５種が属する。現在道内に分布しているのは、アカエゾマツとエゾマツである。

� トウヒ属 Picea またはカラマツ属 Larix マツ科 図版１ ２a－２c（オ２－１６）

主な軸方向要素は仮道管の針葉樹材である。横断面において垂直樹脂道が認められるが、接線断面

は保存が悪い事もあり水平樹脂道は不明である。放射断面の保存も悪く、分野壁孔の特徴は観察でき

なかった。ただし、一部で放射柔細胞の壁に数珠状肥厚が見られた。放射仮道管は不明、仮道管にら

せん肥厚は無い。

垂直樹脂道があること、分野壁孔の形態は不明であるがマツ属とは異なり放射柔細胞壁に数珠状肥

厚があることから、トウヒ属またはカラマツ属と思われる。この２属は、放射仮道管の有縁壁孔の形

態により、平滑なものが多いカラマツ属と、突起状肥厚が多いトウヒ属に識別される。しかし、この

試料は放射仮道管が不明瞭であり、分類群は特定できなかった。

� アサダ Ostrya japonica Sarg． カバノキ科 図版１ ３a－３c（オ２－８）

小型の管孔が単独または２～数個が複合して分布し、年輪界では径を減じる散孔材である。道管の

壁孔は交互状、穿孔は単穿孔、内腔に細いらせん肥厚がある。放射組織は異性、１～２細胞幅、道管

との壁孔は交互状である。

アサダは温帯の山地に生育する落葉高木で材質は堅く丈夫である。

� コナラ属コナラ亜属コナラ節 Quercus subgen. Quercus sect. Prinus ブナ科 図版２ ４a－

４c（オ２－１１）

年輪の始めに大型の管孔が１層配列し、その後は薄壁・角形で極めて小型の管孔が火炎状・放射状

に配列する環孔材である。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔、内腔にチロ－スが発達している。放

射組織はほぼ同性、単列のものと大型の広放射組織がある。

コナラ節は暖帯から温帯に生育する落葉高木でカシワ・ミズナラ・コナラ・ナラガシワがある。材

は堅く丈夫である。

� クリ Castanea-crenata Sieb. et Zucc． ブナ科 図版２ ５a－５c（オ２－１０）
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年輪の始めに大型の管孔が１層配列し、その後は非常に小型から極めて小型の管孔が火炎状に配列

する環孔材である。道管の壁孔は小型で交互状、穿孔は単穿孔、内腔にはチロ－スが発達している。

放射組織は単列同性である。

クリは北海道西南部以南の暖帯から温帯下部の山野に普通の落葉高木である。果実は食用になり、

材は狂いは少なく粘りがあり耐朽性・耐水性にすぐれている。

� モクレン属 Magnolia モクレン属 図版２ ６a－６c（オ２－１１）

小型の管孔が単独または２～数個が複合して分布する散孔材である。道管の壁孔は階段状、穿孔は

単穿孔である。放射組織は異性、１～２細胞幅、道管との壁孔は交互状である。

モクレン属は暖帯～温帯に分布する落葉高木または小高木である。北海道以南の山地にはホオノキ

とコブシが生育する。材組織は類似性が高く、材から種を識別出来ない。

� サクラ属 Prunus バラ科 図版２ ７a－７c（オ２－６）

小型の管孔が放射状・接線状・斜状に複合し分布している散孔材である。非常に小さな破片であり、

年輪界は不明である。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔、内腔にはうねり走行するらせん肥厚があ

る。放射組織は異性、主に３～５細胞幅、道管との壁孔は小型で密在する。

サクラ属は暖帯から温帯の山地に生育する落葉高木で、多くの種がある。材は粘り気があり強く、

保存性も高い。

� キハダ Phellodendron amurense Rupr． ミカン科 図版３ ８a－８c（オ２－１２）

年輪の始めに非常に大型の管孔が１～３層配列し、孔圏外では多数の小型の管孔が放射状や塊状に

複合し、年輪界では接線状・雲状に配列する環孔材である。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔、小

道管にらせん肥厚がある。放射組織は同性、主に３細胞幅、整った紡錘形、細胞高も１５細胞高前後で

ほぼ同じ高さである。

キハダは北海道以南の温帯の山地に生育する落葉高木である。材質はやや軽軟であるが耐水性は広

葉樹材の中ではクリに次いで高い。

� ブドウ科 Vitaceae ブドウ科 図版３ ９a－９c（オ２－７）

年輪の始めに非常に大型の管孔が１層配列し、その大型管孔の間や晩材部には孔口の大きさが不揃

いな小型から非常に小型の管孔が単独や接線状・塊状に複合して分布している環孔材である。道管の

壁孔は交互状、一部で階段状への移行が見られ、穿孔は単穿孔、小型の道管配列には層階性が見られ

る。放射組織は潰れており不明瞭であるが、主に２～５細胞幅、細胞高は極めて高く、道管との壁孔

は交互状である。

横断面の中心部に潰れているのか円形の髄は無く、中心部分は偏在していた。道管も非常に大きい

ことから、根材の可能性もある。

ブドウ科で道内に現在分布する主な木本の種は、ブドウ属のヤマブドウとツタ属のツタである。材

は潰れて圧縮しており、放射組織や晩材部の管孔配列の詳細が不明瞭なこともあり、分類群は特定で

きなかった。

� トネリコ属 Fraxinus モクセイ科 図版４ １０a－１０c（オ２－９）

大型の管孔が１～２層配列し、単独または複合した２個の小型で厚壁の管孔が散在する環孔材であ

る。周囲状柔組織がある。道管の壁孔は小型で交互状、穿孔は単穿孔である。放射組織は同性、１～

２細胞幅である。オ２－１４は、年輪始めの管孔は中型で、やや間隔を空けて配列している。

トネリコ属は温帯に生育する落葉高木で現在道内には、ヤチダモ・マルバアオダモがある。材組織

は類似性が高く、種類は特定できない。
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４．考察
アイヌ文化期の住居跡炭化材からは落葉広葉樹のサクラ属・アサダ・トネリコ属・ブドウ科・クリ

・モクレン属・コナラ節が検出され、縄文時代の竪穴住居からはコナラ節・トネリコ属が検出された。

今回の調査では、アイヌ文化期と縄文時代では共に、多くの落葉広葉樹を利用していた様子を伺い知

る事ができた。また検討試料数が少ないので断定はできないが、この２時期で、樹種利用に明瞭な違

いはみられなかった。山田（１９９３）の集成においても、道内のアイヌ文化期や縄文時代の住居跡炭化

材からは、複数種類の主に落葉広葉樹が検出されている。今回の調査でも、同様な傾向が確認された

と言える。トネリコ属は、道内では多用される主要樹種であり、当遺跡でもアイヌ文化期と縄文時代

から共に検出された。

本州の中部以北では、縄文時代の住居址出土炭化材はクリが主体である。北海道では、クリの自然

分布は西南部に限定されることも要因であるが、クリは少なく優占出土することは無い。北海道のク

リ材の利用度は、本州の中部以北とは明瞭に異なる。当遺跡においてもクリは、アイヌ文化期から１

点だけ検出されたが、縄文時代から検出されなかった。

現在とは気候が冷涼で大きく環境が異なる旧石器時代の炭化材２試料は、主に冷温帯～亜寒帯に多

く分布する針葉樹のトウヒ属と、トウヒ属またはカラマツ属であった。いずれの炭化材も、年輪幅は

０．５�以下で非常に狭く、気候が冷涼で１年間の肥大成長速度が遅かったことの現れと思われる。

引用文献

山田昌久１９９３ 日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成－用材から見た人間・植物関係史 １－２４２ 植生史研究
特別第１号。
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図�－６ 炭化材樹種同定試料採取地点
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図版１ 千歳市オルイカ２遺跡出土炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真�
１a－１c：トウヒ属（オ２－１５）２a－２c：トウヒ属またはカラマツ属（オ２－１６）３a－３c：アサダ（オ２－８）
a：横断面 b：接線断面 c：放射断面
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図版２ 千歳市オルイカ２遺跡出土炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真�
４a－４c：コナラ節（オ２－１１） ５a－５c：クリ（オ２－１０） ６a－６c：モクレン属（オ２－１１）
a：横断面 b：接線断面 c：放射断面
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図版３ 千歳市オルイカ２遺跡出土炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真�
７a－７c：サクラ属（オ２－６） ８a－８c：キハダ（オ２－１２） ９a－９c：ブドウ科（オ２－７）
a：横断面 b：接線断面 c：放射断面
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図版４ 千歳市オルイカ２遺跡出土炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真�
１０a－１０c：トネリコ属（オ２－９）
a：横断面 b：接線断面 c：放射断面
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３．オルイカ２遺跡から出土した炭化植物種子
よしざきまさかず つばきさかや す よ

吉崎昌一＊・椿坂恭代＊＊

１）遺跡と調査の概要
遺跡の名称：オルイカ２遺跡（A－０３－２８０）

ほっかいどうちとせしちゅうおう

遺跡の所在：北海道千歳市中央２５３６ほか

調査の機関：財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査面積 ：５，５００�
調査担当者：阿部明義・広田良成ほか

調査期間 ：平成１６年（２００４年）５月６日～１０月３１日

遺跡の立地：オルイカ２遺跡は千歳市街から北東に約６�、標高１２～１５
の馬追丘陵裾部にある。
年代と検出遺構：旧石器時代の石器集中４カ所

縄文時代の竪穴住居跡７軒、土坑２７基、焼土２１７カ所、Tピット１１基

アイヌ文化期の平地住居跡９軒、建物跡５棟、灰送り場、杭列

これらの詳細については本文を参照されたい。また、本分析に関連ある資料の年代測定が実施され

ているので、�章１を参照のこと。

２）扱った資料
分析資料として扱った炭化植物は、アイヌ文化期の平地住居跡、灰送り場遺構の焼土群、カワシン

ジュ貝集中などから土壌が採取され、フローテーション法で処理された後、回収された植物遺体の中

から第一次選別された種子が送付されてきた。これらの資料について実体顕微鏡で観察ならびに撮影

を行った。検出された植物種子の出土表は表�－９～１１に示しておいた。

３）アイヌ文化期の遺構から検出された種子
イネ Oryza sativa L．（図版１－１a : USD８－FP１から出土。２a、３a : UFP－３４から出土。

４：UFP－２から出土）

平地住居跡（USD５－fp４、USD８－fp１）からと灰送り場の焼土群２（UFP－２、UFP－３４、

UKS－４）の遺構から合わせて１２粒出土。UFP－２の遺構から酸化状態で籾の破片が１片出土した

以外はすべて玄米の状態で出土。玄米は長楕円形で腹面の下端に胚がみられる。側面にはやや隆起し

た縦稜線がある。資料は被熱による変形が著しい。その中には３aに示すように未熟の種子も混じる。

計測値は１a：長さ４．１０�、幅２．４５�、厚さ１．５０� ２a：長さ４．２０�、幅２．５５�、厚さ１．９０� ３

a：長さ３．８０�、幅１．８０�、厚さ１．２０�。４：破片のため計測していない。

アワ Setaria italica（L．）P. Beauv．（図版１－５a、６a、７a : USD８－fp１から出土）

平地住居跡（USD５－fp４・USD８－fp１、２、４・USD９－fp１）、建物跡４範囲内の焼土（UFP

－１６、１７）、灰送り場の焼土群２（UFP－１１、２４、３３、３４・UKS－３、４）、焼土群３（UFP－１４）、

焼土群４（UFP－８）、その他の焼土（UFP－４、５、１６、１８）から合わせて３２５粒出土。穎果はや

や球形。背面には果長の２／３ほどの胚があり、その反対側の腹面には、小さなヘラ型のヘソがある

（１９９３ 椿坂）。出土資料は、５a、６aに示すように内・外穎の付着した状態で出土しているものが
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ほとんどであった。中には内穎・外穎が取れた状態のものも少量混じる（資料７a）。計測値は５a：

長さ１．５０�、幅１．４０�、厚さ１．２０� ６a：長さ１．８０�、幅１．５０�、厚さ１．２５� ７a：長さ１．２０�、
幅１．１０�、厚さ０．９０�

ヒエ属 Echinochloa Beauv．（図版１－８a、９a、１２a : UFP－３４から出土。１０a、１１a : USD８－fp

１から出土）

平地住居跡（USD５－fp３、４・USD８－fp１、３、４、３５・USD９－fp１）、建物跡４範囲内の

焼土（UFP－１６）、灰送り場の焼土群２（UFP－２、３、１０、１１、１３、２４、３３、３４・UKS－３、４）、

焼土群３（UFP－９、１４）、焼土群４（UFP－６、７、８）、その他の焼土（UFP－１、４、５、

１８）から合計１，６７８粒出土。穎果は広楕円形。背面には果長の２／３ほどを占める楕円形の大きな胚

がある。その反対側の腹面にはヘラ型状のヘソがある（１９９３ 椿坂）。穎果の胴部はふくらみ、粒形

が大きくなる。つまり栽培型のヒエ Echinochloa utilis Ohwi et Yabunoの形態を示す。出土資料の

大部分は穎果（内・外穎のとれた状態）で出土している（８a、１１a、１２a）。中には写真９a、１０aに

示した穎の残存して出土したものも混在していた。被熱による変形が著しいためまとまった計測値を

取ることができなかった。計測値は８a：長さ２．００�、幅１．７０�、厚さ１．００� ９a：長さ２．５０�、
幅１．９０�、厚さ１．００� １０a：長さ２．７５�、幅１．９０�、厚さ１．１０ １１a：長さ１．９０�、幅１．５５�、厚
さ０．８０� １２a：長さ１．５０�、幅１．１５�、厚さ０．８０�

アサ Cannabis sativa L．（図版２－１３：USD５－fp４から出土）

平地住居跡（USD５－fp４）から合計５粒と１４片出土。種子は広楕円形。腹面に縦に２条の稜角が

ある。種皮の表面は被熱により斑状の模様ができる。アサは、純粋に栽培したものか、集落や耕地周辺

に半野生状態にあったのかの判断はつかない。しかし、アサの若葉や種子は食用になるし、油脂植物

としても利用され、繊維植物としてもよく知られている。計測値は長さ３．８０�、幅３．１０�、厚さ２．８０�

シソ属 Perilla L．（図版２－１４a : UFP－３３から出土）

灰送り場の焼土群２（UFP－２５、３３）から酸化した状態で２粒出土。種子は扁平球形で種子の表

面に大きな網目状の模様がある。出土資料の種子表面の網目状の模様は被熱で大部分は焼け消えてい

たが、わずかに組織が観察出来た。これがエゴマ Perilla frutescens var. japonicaかシソ Perilla frut-

escens var. japonicaのいずれであるかは、両者とも形態と表皮の構造が類似している部分が多く、

保存が良好でないと分類は困難である。計測値は長さ２．０５�、幅１．４０�、厚さ１．２０�。

ササ属 Sasa Makino et Shibata（図版２－１５a : UFP－６から出土）

灰送り場の焼土群２（UFP－３、１３、３３）、焼土群３（UFP－９）、焼土群４（UFP－６）から合

計５粒出土。果実は狭卵形でやや扁平で先端は細く尖っている。背面はわずかに曲線をなし、果実下

部に半円形の小さな胚がある。腹面はよく湾曲する。これらの特徴はササ属 Sasa Makino et Shibata

の種子と判断される。計測値は長さ４．２５�、幅１．９０�、厚さ１．７０�

エノコログサ属 Setaria Beauv．（図版２－１６a : USD８－fp３から出土）

平地住居跡（USD５－fp３）からと灰送り場の焼土群４（UFP－７）から酸化した状態で２粒出土。

穎果は卵形で先が尖る。その内・外穎は革質で表面には乳頭状の突起が波状に並ぶ。これらの特徴から

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�

350



エノコログサ Setaria viridis P. Beauv.と判断される。計測値は長さ２．４０�、幅１．２５�、厚さ０．７５�

イネ科 GRAMINEAE（図版２－１７a : USD８－fp３から出土）

平地住居跡（USD５－fp２、３、４）からと灰送り場の焼土群２（UFP－３４）から合計５粒出土。

種子は広線形で背面には小さな胚があり、腹面には細い縦溝がある。これらの特徴からイネ科と判断

される。しかし、イネ科種子は形態の類似するものが多いため詳細な分類は出来なかった。計測値は

長さ６．３０�、幅１．７０�、厚さ１．３０�

アカザ属 Chenopodium L．（図版２－１８：USD８－fp１から出土）

平地住居跡（USD８－fp１、２、３・USD９－fp１、２）、建物跡４範囲内の焼土（UFP－１６、

１７）からと灰送り場の焼土群２（UFP－３、１３、１９、２０、２１、２３、２４、２５、２６、２７、３３、３４・UKS

－３、４）、焼土群３（UFP－９、１４）、焼土群４（UFP－６、７、８）からすべて酸化した状態で

出土。種子は扁平球形。側面には嘴状に突出したヘソがある（資料の左上）。北海道にはアカザ Che-

nopodium album var.centrorubrum Makinoとシロザ Chenopodium album L．が分布しているが

種子の形態からは種までの分類は不可能である。計測値は長さ１．２０�、幅１．０５�、厚さ０．５５�。

タデ科 POLYGONACEAE（図版２－１９：USD８－fp１から出土）

平地住居跡（USD５－fp４・USD８－fp１）からと灰送り場の焼土群２（UFP－２３、３４）、その他

の焼土（UFP－１）から出土。痩果は三角状紡錘形で稜は鋭くギシギシ属 Rumex L．の特徴を示す。

これらの特徴を持つ種子にはスイバ Rumex acetosa L．があるが詳細な分類は困難である。計測値は

長さ１．３０�、幅１．４０�

カヤツリグサ科 CYPERACEAE（図版２－２０：USD８－fp１から出土）

平地住居跡（USD５－fp３、４・USD８－fp１、２、３、４・USD９－fp１）、建物跡４範囲内の

焼土（UFP－１６）からと灰送り場の焼土群２（UFP－２、３、１２、１９、２０、２１、２２、２４、２５、２６、

２７、２９、３３、３４・UKS－３、４）、焼土群３（UFP－９）、焼土群４（UFP－７）、その他の焼土（UFP

－４、１８）からすべて酸化した状態で出土。種子は楕円状三稜形。カヤツリグサ科の種子は類似する

形態が多く詳細な分類は困難である。計測値は長さ１．８０�、幅１．１０�

ホタルイ属 Scirpus L．（図版２－２１：USD５－fp４から出土）

平地住居跡（USD５－fp３、４・USD８－fp１）から出土。種子は広楕円形でフトイ Scirpus tab-

ernaemontani Gmel．の形態に似る。ホタルイ属の種子は形態の類似するものが多く詳細な分類は

困難である。計測値は長さ２．００�、幅１．１０�、厚さ０．６０�

ケシ科 PAPAVERAEAE（図版２－２２a : USD５－fp３から出土）

平地住居跡（USD５－fp３）からと灰送り場の焼土群２（UFP－１３）、焼土群３（UFP－１４）、焼

土群４（UFP－７、８）、その他の焼土（UFP－１）から出土。種子は狭倒卵形で基部のほうに細く

なる。背面は内側に湾曲する。種皮表面には網目模様があり、ケシ属 Papaver L．の特徴を示すが、

形態と表面模様の類似したものが多いので、詳細な分類は困難である。計測値は長さ１．６５�、幅１．００
�、厚さ０．８０�
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ヒシ属 Trapa L．（図版２－２３：USD５－fp４から出土）

平地住居跡（USD５－fp４・USD８－fp１）から出土。出土資料は子葉の破片と資料２３に示した

長刺の一部分が混在していた。破片のため計測はしていない。

ニワトコ属 Sambucus L．（図版２－２４a : USD８－fp１から出土）

各平地住居跡と灰送り場の各焼土群から酸化した状態で出土している。種子は狭楕円形。背面は円

みがあり、腹面は鈍稜をなす。種皮は皺状に隆起した模様があり粗面である。これらの特徴からニワ

トコ Sambucus racemosa L．と判断される。だだし、日本では本州北部から北海道の林中にエゾニ

ワトコ S.buergeriana var.miquelii（Nakai）Haraが分布するという。計測値は長さ２．１０�、幅１．２０
�、厚さ０．７０�

タラノキ属 Aralia L．（図版２－２５：USD８－fp１から出土）

各平地住居跡と灰送り場の各焼土群からすべて酸化した状態で出土している。種子は半円形で左端

には二本の縦溝があり、種皮は凹凸で粗面である。これらの特徴からタラノキ Aralia elata

（Miq．）Seemannと判断される。計測値は長さ２．２０�、幅１．５０�、厚さ０．７０�。

マタタビ属 Actinidia Lindl．（図版２－２６：USD８－fp１から出土）

平地住居跡（USD５－fp４・USD８－fp１、３・USD９－fp１）、建物跡４範囲内の焼土（UFP－

１６）からと灰送り場の焼土群２（UFP－２、３、１９、２０２３、２５、２６、２７、３３、３４・UKS－３、４）、

焼土群３（UFP－９、１４）、焼土群４（UFP－６、８）、その他の焼土（UFP－１、４、５、１７、１８、

２８）から酸化した状態の種子と被熱された種子が混在する。種子は長楕円形。種皮には凹点による網

目模様がある。この仲間にはマタタビ Actinidia polygama Planch. et Maxim．とサルナシ Actinidia

arguta Planch．があるが、両者の種子は形態と表面組織がきわめて良く似ている。しかし粒形の特

徴からはサルナシ Actinidia arguta Planch．と判断される。計測値は長さ２．４０�、幅１．２０�、厚さ
１．１５�

キイチゴ属 Rubus L．（図版２－２７：USD５－fp４から出土）

平地住居跡（USD５－fp４）からと灰送り場の焼土群３（UFP－９）、その他の焼土（UFP－１８）

から酸化した状態の種子と被熱された種子が混在する。種子は半横広卵形。種子の全面に大きな網状

の凹凸がある。しかし、キイチゴ属種子は形態と種子表面の構造の類似したものが多いので種までの

分類は困難である。計測値は長さ１．９５�、幅１．３０�、厚さ０．９０�

ハリギリ属 Kalopanax Miq．（図版２－２８a : UFP－３４から出土）

灰送り場の焼土群２（UFP－３３、３４）から出土。種子の側面から見ると半広楕円形。ハリギリ Ka-

lopanax pictus Nakaiの形態を示す。計測値は長さ２．９０�、幅１．８０�、厚さ１．７０�

ウルシ属 Rhus L．（図版２－２９：USD５－fp４から出土）

平地住居跡（USD５－fp４）からと灰送り場の焼土群２（UFP－３３、３４）から出土。種子は扁球
まゆ

形で背腹面の中央がそれぞれ凹み、繭状である。北海道ではこれらと類似した形態を持つ種子として

ヤマウルシ Rhus trichocarpa Miq．、ツタウルシ Rhus ambigua Lavallee ex Dippel、ヌルデ Rhus

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�

352



javanica L．がある。形態の特徴からヌルデ Rhus javanica L．に似るが詳細な分類は困難である。

計測値は長さ２．７０�、幅３．２５�、厚さ１．７０�

キハダ属 Phellodendron Rupr．（図版３－３０a、３１：UFP－３から出土）

平地住居跡（USD８－fp３、４）からと灰送り場の焼土群２（UFP－３、１９、２１、２６、３３、３４・

UKS－３、４）、焼土群３（UFP－９、１４）、焼土群４（UFP－８）、その他の焼土（UFP－５）か

ら出土。果実は球形で中に５の小核があり、各１個の種子を含む。種子は半横広卵形で表皮に浅い凹

みによる網目模様がある。これらの特徴からキハダ Phellodendron amurense Rupr．と判断された。

計測値は３０a：長さ６．５０� ３１：長さ４．００�、幅２．３０�、厚さ１．５０�

ブドウ科 VITIDACEAE（図版３－３２a : UFP－１から出土）

平地住居跡（USD８－fp３・USD９－fp１）からと灰送り場の焼土群２（UFP－２、３、１９、２０、

２１、２３、２５、３３、３４・USK－３）、焼土群３（UFP－９、１４）、焼土群４（UFP－６、７）、その他の

焼土（UFP－１、４、１７）から酸化した状態で出土。中には被熱された種子も少量混じる。堅果は

広倒卵形、背面は円みがあり、倒へら形の凹みがある。腹面の中央は稜をなし、稜の両側に針形の凹

みがある。北海道に分布するブドウ属にはヤマブドウ Vitis coignetiae Pulliatとエビヅル Vitis ficifo-

lia Bunge var. lobataがあるが、後者は分布域が北海道の南部に限られているという。形態の特徴か

らはヤマブドウ Vitis coignetiae Pulliatと判断される。計測値は長さ４．６０�、幅３．５０�

モクレン属 Magnolia L．（図版３－３３a : UFP－７－f７から出土）

平地住居跡（USD５－fp４・USD８－fp３）からと灰送り場の焼土群２（UFP－１０、１１、３３、３４

・USK－４）、焼土群３（UFP－９、１４）、焼土群４（UFP－７）から出土。種子は三角状円形。背

面には浅く細い縦溝が一面にある。腹面の中央に深い縦溝がある。これらの特徴からホオノキMag-

nolia obovata Thunberg．と判断される。計測値は長さ７．１０�、幅６．３０�

マツブサ属 Schisandra Michx．（図版３－３４a : USD８－fp１から出土）

平地住居跡（USD５－fp４・USD８－fp１）からと灰送り場の焼土群２（UKS－４）、その他の焼

土（UFP－４）から出土。種子は腎臓形。腹面の中央部にヘソがありその周辺は凹む。これらの特

徴からチョウセンゴミシ Schisandra chinensis (Turcz.) Baill．と判断される。計測値は長さ３．９０�、
幅３．００�、厚さ２．２５�

サクラ属 Prunus L．（図版３－３５a : USD８－fp４から出土。３６a、３７a : UKS－４から出土）

３５a、３６a資料：平地住居跡（USD５－fp３、４・USD－９fp１）からと灰送り場の焼土群２（ufp

－２、３、１２、３３・UKS－３、４）から出土。核は広楕円形。腹面には縦の溝があり、サクラ属の

特徴を示す。両資料とも保存状態が悪いため詳細な分類は出来なかった。計測値は３５a：長さ６．９０�、
幅５．００�、厚さ３．７０� ３６a：長さ３．１０�、幅２．５０�、厚さ２．００�
３７a資料：平地住居跡（USD５－fp４）からと灰送り場の焼土群２（UFP－３、１１、３１、３４・UKS

－４）、焼土群３（UFP－９）からすべて核片で出土。核片の先は丸いが尖り一側に溝がある。これ

らの特徴からスモモ Prunus salicina Lindlと判断される。破片のため計測はしていない。
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コナラ属 Quercus L．（図版４－３８a : USD５－fp４から出土）

平地住居跡（USD５－fp４）から子葉の破片が出土。今回はわずか２片の出土のため、詳細な分

類はできなかった。コナラ属にはミズナラ Quercus crispula Blume、コナラ Quercus serrata Thunb．

カシワ Quercus dentata Thunb．などがあるが子葉の形態から詳細な分類をするのは困難である

（吉崎・椿坂２０００）。細片のため計測はしていない。

クルミ属 Juglans L．（図版４－３９a : USD５－fp４から出土）

平地住居跡（USD５－fp４、USD８－fp１、３）からと灰送り場の焼土群２（UFP－３、１３、２１、

２６、３１、３４・UKS－３、４）、焼土群３（UFP－１４）、その他の焼土（UFP－５）から内果皮の砕片

で出土。核表面には縦に浅い溝状の模様がある。これらの特徴からオニグルミ Juglans sieboldiana

Maximと判断される。細片のため計測はしていない。

冬芽（図版４－４０・４１：USD８－fp３から出土）

各平地住居跡と灰送り場の焼土群から出土。比較資料がないので詳細な分類が出来なかった。計測

値は４０：長さ６．８０�、幅３．８０� ４０：長さ４．３０�、幅２．６０�

不明１（図版４－４２a : USK－４から出土。４３a : USK－３から出土）

４２a資料：灰送り場の焼土群２（UFP－２、３、１１、３３・UKS－３、４）、焼土群３（UFP－９、

１４）、焼土群４（UFP－６、７）、その他の焼土（UFP－１）から出土。木本種子と考えられるが現

生の比較資料がないので同定が出来なかった。計測値は長さ４．９０�、幅３．００�、厚さ２．５０�
４３a資料：灰送り場の焼土群２（UFP－２１、３３・UKS－３）、焼土群３（UFP－９）から出土。種

子ではないと考えている。計測値は長さ５．００�、幅５．７０�

その他に不明２として扱った資料は、保存状態が悪いため全く分類できなかったものである。また、

アワかヒエ属と思われるものがあるが、被熱による変形が激しく分類することができなかった資料を

不明ミレットとして扱った。

４）まとめ
扱った資料はアイヌ文化期の平地住居跡、灰送り場遺構などから検出されたもので、栽培植物では

イネ、アワ、ヒエ、アサ、シソ属の組成であった。その中でヒエが最も多く、次にアワでキビ、オオ

ムギ、コムギは検出されなかった。イネは僅かであったが形態的に変異幅が大きく未熟なものと完熟

したものが混在していた。

野生植物では草本類のイネ科、カヤツリグサ科、アカザ属、タデ科、ケシ科、ヒシ属で野原、畑地、

湿地などに生育するものばかりである。

木本類ではニワトコ属、タラノキ属、マタタビ属、キイチゴ属、ハリギリ属、ウルシ属、キハダ属、

ブドウ科、バラ科、モクレン科、コナラ属、クルミ属で、縄文時代から近世にかけての遺跡でごく普

遍的に見られるもので可食性あるいは利用可能のものが多い。

検出された種子の中で酸化した状態のタラノキ属の種子が最も多かった。出土状況をみる限り、果

実部分を特別に利用された痕跡は見られない。アイヌ民族例では若芽は食し、胃痛の時には根を取っ

て煎じて飲んだという（１９９３ 知里）。また、モクレン科のチョウセンゴミシの種子が少量検出され
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ている。この種のものはこれまでに報告例は少ない。知里によると果実は生食し、蔓は薬用として、

その他に歩くかんじきなどに利用する。蔓も果実も秋に採集して乾燥させ貯え冬の用に供えた（１９９３

知里）。

今回の調査で得られた資料は、平成１４年度の調査で検出された植物種子の組成とほぼ同様の結果で

ある（２００２ 吉崎・椿坂）。

ここ数年、千歳市、恵庭市周辺に分布する近世アイヌ文化の遺跡から栽培植物の良好な資料が得ら

れている。イネ、アワ、ヒエ、キビ、アズキ、アサ、シソ属のセットで確認され、その中でヒエ、ア

ワの出土数が多く、イネ、キビは極端に少ない。アズキ、アサ、シソ属も少量である。イネについて

は形態的に変異幅が大きく狭長で未熟の様相をもつものが多い。ヒエについては縄文時代早期末ころ

からイヌビエ Echinochloa crus-galli Beauv．に近い形態を持つ縄文ヒエを初源的なものとして始ま

り、近世まで連続して検出されていることが知られる。擦文文化後期、中・近世にかけて検出される

ヒエは近代に栽培されていたヒエの形態になる。近世の出土栽培植物の組成を見ると、オオムギ、コ

ムギ以外は擦文文化にみられるものとほとんど差はない。しかしながら、出土雑穀の多寡を比較して

みると、擦文文化からはヒエ属種子の検出は窮めて少ない。アワ、キビが主で地域によってはオオム

ギ、コムギが加わる。例えば札幌市北大構内のサクシュコトニ川遺跡では大量のオオムギ、コムギが

検出されたが（１９９０：吉崎・椿坂）、千歳市、恵庭周辺の遺跡からはコムギが１粒検出されたのみで

ある（１９９５ 吉崎・椿坂）。近世アイヌ文化からはヒエの出土が最も多く、次いでアワ、キビとイネ

は少量で、オオムギ、コムギが検出されないという現象である。

このように、時期、集落の立地や性格によって栽培植物の組成と品種など異なることがわかってき

た。今後の課題としてこの地域で検出されているイネの存在（２００２ 吉崎・椿坂）、また、オオムギ、

コムギ（２００１・２００４ 吉崎・椿坂）の問題など出土資料の増加を待って検討したいと考えている。
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図版１ 炭化植物種子�
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図版２ 炭化植物種子�
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図版３ 炭化植物種子�
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図版４ 炭化植物種子�
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４．オルイカ２遺跡出土の黒曜石製石器、剥片の原材産地分析・水和層測定

有限会社 遺物分析研究所

はじめに
石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光 X線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石遺物の

石材産地推定を行なっている１、２、３）。最近の黒曜石の伝播距離に関する研究では、伝播距離は数千キロ

メートルは一般的で、６千キロメートルを推測する学者もでてきている。正確に産地を判定すると言

うことは、原理原則に従って同定を行うことである。原理原則は、同じ組成の黒曜石が異なった産地

では生成されないという理論がないために、少なくとも遺跡から半径数千キロメートルの内にある石

器の原材産地の原石と遺物を比較し、必要条件と十分条件を満たす必要がある。『遺物原材とある産

地の原石が一致したという「必要条件」を満たしても、他の産地の原石にも一致する可能性が残って

いるから、他の産地には一致しないという「十分条件」を満たして、一致した産地の原石が使用され

ていると言い切れる。また、十分条件を求めることにより、一致しなかった産地との交流がなかった

と結論でき、考古学に重要な資料が提供される。』

産地分析の方法
先ず原石採取であるが、本来、一つの産地から産出する全ての原石を採取し分析する必要があるが

不可能である。そこで、産地から抽出した数十個の原石でも、産地全ての原石を分析して比較した結

果と同じ結果が推測される方法として、理論的に証明されている方法で、マハラノビスの距離を求め

て行う、ホテリングの T２乗検定がある。ホテリングの T２乗検定法の同定とクラスター判定法（同

定ではなく分類）、元素散布図法（散布図範囲に入るか否かで判定）を比較する。

クラスター判定法はクラスターを作る産地の組み合わせを変えることにより、クラスターが変動す

る。例えば、A原石製の遺物と A、B、C産地の原石でクラスターを作ったとき遺物は A原石とクラ

スタ－を作るが、A原石を抜いて、D、E産地の原石を加えてクラスターを作ると、遺物が E産地と

クラスターを作ると、A産地が調査されていないと、遺物は E原石製遺物と判定される可能性があ

り結果の信頼性に疑問が生じる。A原石製遺物と分かっていれば、E原石とクラスターを作らないよ

うにできる。これには、クラスター分析を行う遺物の原石産地を予め推測し、クラスターを組み立て

る必要があり、主観的な判定になる。

元素散布図法は肉眼で原石群元素散布の中に遺物の結果が入るか図示した方法で、原石の含有元素

の違いを絶対定量値を求めて地球科学的に議論するには、地質学では最も適した方法であるが、産地

分析からみると、クラスタ－法より、さらに後退した方法で、何個の原石を分析すればその産地を正

確に表現されているのか不明で、分析する原石の数で、原石数の少ないときには、A産地と B産地

が区別できていたのに、原石数を増やすと、A産地、B産地の区別ができなくなる可能性があり（ク

ラスター法でも同じ危険性がある）判定結果に疑問が残る。産地分析としては、地質学の常識的な知

識さえあればよく、火山学、堆積学など専門知識は必要なく、分析では非破壊で遺物の形態の違いに

よる相対定量値の影響を評価しながら、同定を行うことが必要で、地球科学的なことは関係なく、如

何に原理原則に従って正確な判定を行うかである。クラスター法、元素散布図法の欠点を解決できる

方法が、理論的に証明された判定法でホテリングの T２乗検定法である。ある産地の原石組成と遺物
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組成が一致すれば、そこの産地の原石と決定できるという理論がないために、多数の産地の原石と遺

物を比較し、必要条件と十分条件を満たす必要がある。

考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果が非常に重要な意味があり、見える様式としての

形態、文様、見えない様式として土器、青銅器、ガラスなどの人手が加わった調合素材があり一致す

ると言うことは古代人が意識して一致させた可能性があり、一致すると言うことは、古代人の思考が

一致すると考えてもよく、相互関係を調査する重要な意味をもつ結果である。石器の様式による分類

ではなく、自然の法則で決定した石材の元素組成を指標にした分類では、例えば石材産地が遺跡から

近い、移動キャンプ地のルート上に位置する、産地地方との交流を示す土器が出土しているなどを十

分条件の代用にすると産地分析は中途半端な結果となり、遠距離伝播した石材を近くの産地と誤判定

する可能性がある。人が移動させた石器の元素組成と A産地原石の組成が一致し、必要条件を満た

したとき、確かに A産地との交流で伝播した可能性は否定できなくなったが、偶然（産地分析法が

不完全なために）に一致した可能性も大きく B、C、D……の産地でないとの証拠がないために、A

産地だと言い切れない。ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地（A、B、C、

D……）の原石群と比較して、A産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれば、

石器が A産地の原石と決定することができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が

混乱し不可能であると思われる。また、自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できるかは、

それぞれが使用している産地分析法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分からない。

産地分析の結果の信頼性は何ヶ所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、比較した

産地が少なければ、信頼性の低い結果と言える。黒曜石、安山岩などの主成分組成は、原産地ごとに

大きな差はみられないが、不純物として含有される微量成分組成には異同があると考えられるため、

微量成分を中心に元素分析を行い、これを産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を

遺物について求め、あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元

素組成の平均値、分散などと遺物のそれを対比して、各平均値からの離れ具合（マハラノビスの距

離）を求める。次に、古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と

異なる地点の可能性は十分に考えられる。従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限の個数

の平均値と分散を推測して判定を行うホテリングの T２乗検定を行う。この検定を全ての産地につい

て行い、ある原石遺物原材と同じ成分組成の原石は A産地では１０個中に一個みられ、B産地では一

万個中に一個、C産地では百万個中に一個、D産地では……一個と各産地ごとに求められるような、

客観的な検定結果から A産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を

用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。

今回分析した遺物は千歳市中央２５３６に位置するオルイカ２遺跡出土の黒曜石製遺物３０個で産地分析、

そして１５個について非破壊分析による水和層の厚さの結果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析
黒曜石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギ－分散型蛍光 X分

析装置によって元素分析を行う。分析元素は Al、Si、K、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sr、Y、Zr、Nb

の１２元素をそれぞれ分析した。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を

取り、それでもって産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca/K、Ti/K、Mn/Zr、Fe/Zr、Rb/Zr、Sr

/Zr、Y/Zr、Nb/Zrの比量を産地を区別する指標をしてそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、

東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州の各地に黒曜石の原産地
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は分布する。調査を終えた原産地を図�－９に示す。黒曜石原産地のほとんどすべてがつくされてい
る。元素組成によってこれら原石を分類し表�－１２・１３に示す。この原石群に原石産地は不明の遺物
で作った遺物群を加えると２７９個の原石群になる。ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地

について記述すると、白滝地域の原産地は、北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方２�の採石場の
赤石山の露頭、鹿砦東方約２�の幌加沢地点、また白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取
できる。赤石山の大産地の黒曜石は色に関係無く赤石山群（旧白滝第１群）にまとまる。また、あじ

さいの滝の露頭からは赤石山と肉眼観察では区別できない原石が採取でき、あじさい群を作った（旧

白滝第２群）、また、八号沢の黒曜石原石と白土沢の転礫は梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝群に似

るが石肌で区別できる。幌加沢よりの転礫の中で７０％は幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から

両群を区別できず、残りの３０％は赤石山群に一致する。置戸地域産原石は、北海道常呂郡置戸町の清

水の沢林道より採取された原石の元素組成は置戸・所山群にまとまり、また同町の秋田林道で採取さ

れる原石は置戸山群にまとまる。留辺蘂町のケショマップ川一帯で採取される原石はケショマップ第

１および第２群に分類される。また、白滝地域、ケショマップ、置戸地域産原石は、湧別川および常

呂川に通じる流域にあり、両河川の流域で黒曜石の円礫が採取され、湧別川下流域から採取した黒曜

石円礫２４７個の組成分類結果を表�－１４に示し、中ノ島、北見大橋間の常呂川から採取した３７個の円
礫の中には、独特の組成の原石も見られ、新しい原石群を追加し分類結果を表�－１５に示した。十勝
三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の中より原石が採取され、

この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。この十勝三股産原石は十三の沢から音更川さらに十勝

川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の組成は、十勝三股産の原石の組成と相

互に近似している。また、上士幌町のサンケオルベ川より採取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産

原石の組成と相互に近似している。これら組成の近似した原石の原産地は区別できず、遺物石材の産

地分析でたとえ、この遺物の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、これら十勝三股、音更川、

十勝川、サンケオルベ川の複数の地点を考えなければならない。しかし、この複数の産地をまとめて

十勝地域としても、古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。また、清水町、

新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から２個の美蔓原石群が作られた。この

原石は産地近傍の遺跡で使用されている。名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名

寄にかけて黒曜石の円礫が採集される。これらを組成で分類すると８８％は名寄第一群に、また１２％は

名寄第二群にそれぞれなる。旭川市の近文台、台場、嵐山遺跡付近および雨文台北部などから採集さ

れる黒曜石の円礫は、２０％が近文台第一群、６９％が近文台第二群、１１％が近文台第三群それぞれ分類

され、台場の砂礫採取場からは近文台諸群に一致するもの以外に、黒、灰色系円礫も見られ、台場第

１、２群を作った。また、滝川市江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、組成で分類すると約７９％

が滝川群にまとまり、２１％が近文台第二、三群に組成が一致する。滝川群に一致する組成の原石は、

北竜市恵袋別川培本社からも採取される。秩父別町の雨竜川に開析された平野を見下す丘陵中腹の緩

斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。産出状況とか礫状は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第一

群は滝川第一群に組成が一致し、第二群も滝川第二群に一致しさらに近文台第二群にも一致する。赤

井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。ここの

原石には、少球果の列が何層にも重なり石器の原材として良質とはいえない原石で赤井川第１群を、

また、球果の非常に少ない握り拳半分大の良質な原石などで赤井川第２群を作った。これら第１、２

群の元素組成は非常に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤井川両群に同定される。豊泉産原

石は豊浦町から産出し、組成によって豊泉第１、２群の２群に区別され、豊泉第２群の原石は斑晶が

� 自然科学的手法による分析・鑑定

367



少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県に伝播している。

また、青森県教育庁の斉藤岳氏提供の奥尻島幌内川産黒曜石の原石群が確立されている。出来島群は

青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた群で、この出来島群と

相互に似た組成の原石は、岩木山の西側を流れ鯵ケ沢地区に流入する中村川の上流で１点採取され、

また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ばみ地区より採取されている。青森県西津軽郡深浦町

の海岸とか同町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取された原石で六角沢群をまた、八森

山産出の原石で八森山群をそれぞれ作った。深浦の両群と相互に似た群は青森市戸門地区より産出す

る黒曜石で作られた戸門第二群である。戸門第一群、成田群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦

群（旧浪岡群）は赤井川産原石の第１、２群と弁別は可能であるが原石の組成は比較的似ている。戸

門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少なく、希に石鏃が作れる大きさがみられる程度であるが、鷹

森群は鷹森山麓の成田地区産出の黒曜石で中には５�大のものもみられる。また、考古学者の話題に
なる下湯川産黒曜石についても原石群を作った。産地分析は、日本、近隣国を含めた産地の合計２７９

個の原石群と比較し、必要条件と十分条件を求めて遺物の原石産地を同定する。

結果と考察
遺跡から出土した黒曜石製石器、石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されている

にすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。黒曜石製

の石器で、水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和層の影

響を受けやすいと考えられる。Ca/K、Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行った場合、また除

かずに産地分析を行った場合、いずれの場合にも同定される産地は同じである。他の元素比量につい

ても風化の影響を完全に否定することができないので、得られた確率の数値にはやや不確実さを伴う

が、遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。また、安山岩製の遺物は、白っぽく表面が風化

しているために、アルミナ粉末を風化面に吹き付け、新鮮面を出して分析している。今回分析したオ

ルイカ２遺跡出土黒曜石製遺物の各元素比を表�－１６に示した。石器の分析結果から石材産地を同定
するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするため Rb/Zrの一変

量だけを考えると、表�－１６の試料番号９５２８８番の遺物では Rb/Zrの値は１．３６９で、赤石山群の［平

均値］±［標準偏差値］は、１．３４０±０．０５９である。遺物と原石群の差を標準偏差値（σ）を基準にし

て考えると遺物は原石群から０．４９σ離れている。ところで赤石山原産地から１００個の原石を採ってき

て分析すると、平均値から±０．４９σのずれより大きいものが６２個ある。すなわち、この遺物が、赤石

山群の原石から作られていたと仮定しても、０．４９σ以上離れる確率は６２％であると言える。だから、

赤石山群の平均値から０．４９σしか離れていないときには、この遺物が赤石山群の原石から作られたも

のでないとは、到底言い切れない。ところがこの遺物を赤井川第１群に比較すると、赤井川第１群の

［平均値］±［標準偏差値］は、０．９６９±０．０６０であるので遺物と原石群の差を上記と同様に標準偏差

値（σ）を基準にして考えると遺物は原石群からからの隔たりは、６．６７σである。これを確率の言葉

で表現すると、赤井川第１群の原石を採ってきて分析したとき、平均値から６．６７σ以上離れている確

率は、百億分の一であると言える。このように、百億個に一個しかないような原石をたまたま採取し

て、この遺物が作られたとは考えられないから、この遺物は、赤井川第１群の原石から作られたもの

ではないと断定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は赤石山群に６２％の確率

で帰属され、信頼限界の０．１％を満たしていることから赤石山産原石が使用されていると同定され、

さらに赤井川第１群に１億分の１％の低い確率で帰属され、信頼限界の０．１％に満たないことから赤
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井川第１群の原石でないと同定される」。遺物が一ヶ所の産地（赤石山産地）と一致したからと言っ

て、例え赤石山群と赤井川第１群の原石は成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺

物で、さらに分析誤差が大きくなる不定形（非破壊分析）であることから、他の産地に一致しないと

は言えない、同種岩石の中での分類である以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちあ

る産地（赤石山産地）に一致し必要条件を満足したと言っても一致した産地の原石とは限らないため

に、帰属確率による判断を表�－１２、１３の２７９個すべての原石群について行い十分条件を求め、低い
確率で帰属された原石群の原石は使用していないとして消していくことにより、はじめて赤石山産地

の石材のみが使用されていると判定される。実際は Rb/Zrといった唯１つの変量だけでなく、前述

した８つの変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければならない。例えば、A原産地の A群

で Ca元素と Rb元素との間に相関があり Caの量を計れば Rbの量は分析しなくても分かるような

ときは、A群の石材で作られた遺物であれば、A群と比較したとき、Ca量が一致すれば当然 Rb量

も一致するはずである。したがって、もし Rb量だけが少しずれている場合には、この試料は A群に

属していないと言わなければならない。このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮し

た多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行うホテリングの T２乗検定である。これに

よって、それぞれの群に帰属する確率を求めて産地を同定する４、５）。産地の同定結果は１個の遺物に対

して、黒曜石製では２７９個の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結

果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本研究

ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる。すなわ

ち白滝・赤石山産原石と判定された遺物に対して、カムチャッカ産原石とかロシア、北朝鮮の遺跡で

使用されている原石および信州和田峠産の原石の可能性を考える必要がないという結果であり、ここ

では高い確率で同定された産地のみの結果を表�－１７に記入した。原石群を作った原石試料は直径３
�以上であるが、多数の試料を処理するために、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない
事情があり、短時間で測定を打ち切る。このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含

まれ、ときには原石群の元素組成のバラツキの範囲を越えて大きくなる。したがって、小さな遺物の

産地推定を行ったときに、判定の信頼限界としている０．１％に達しない確率を示す場合が比較的多く

みられる。この場合には、原石産地（確率）の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離 D２乗の

値を記した。この遺物については、記入された D２乗の値が原石群の中で最も小さな D２乗値で、

この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ていると言えるため、推定確率は低いが、

そこの原石産地と考えてほぼ間違いないと判断されたものである。白滝地域産黒曜石の中で、赤石山

産原石の割れ面はガラス光沢を持っているが、元素組成が相互に似たあじさい滝、八号沢、白土沢、

幌加沢などの群の原石は、あじさい滝、幌加沢産はガラス光沢を示し、八号沢、白土沢産は梨肌を示

すため、原石産地の判定に梨肌か、ガラス光沢かを指標に加えた。また、赤井川および十勝産原石を

使用した遺物の判定は複雑である。これは青森市戸門、鷹森山地区、浪岡町大釈迦より産出する黒曜

石で作られた戸門第一、鷹森山、大釈迦の各群の組成が赤井川第一、二群、十勝三股群に比較的似て

いるために、遺物の産地を同定したときに、戸門原産地と赤井川または十勝産地、またこれら３ヶ所

の原産地に同時に同定される場合がしばしば見られる。戸門産地の原石が使用されたか否かは、一遺

跡で多数の遺物を分析し戸門第１群と第２群に同定される頻度を求め、これを戸門産地における第１

群（５０％）と第２群（５０％）の産出頻度と比較し戸門産地の原石である可能性を推定する。

今回分析した遺物の中に全く戸門第２群に帰属される遺物が見られないことから戸門産地からの原

石は使用されなかったと推測できる。また浪岡町大釈迦産原石は非常に小さい原石が多く使用された
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可能性は低いと思われる。また、赤井川第１または２群に高確率で同定され、大釈迦、戸門と十勝産

地に同定された確率は赤井川に比べて十分の一～百分の一がほとんどで、オルイカ２遺跡では赤井川、

十勝産原石が使用されていたと判定した。

今回分析したオルイカ２遺跡出土黒曜石遺物３０個の中で、赤石山産が４７％（１４個）、赤井川産が２０％

（６個）、所山産と十勝産がそれぞれ１３％（４個）、そして札幌 K１９遺物群とケショマップ産がそれ

ぞれ３％（１個）と判定した。所山産と同定された４個が常呂川流域から採取された可能性は否定で

きないが、３０個の遺物の中に常呂川流域でのみ見られる常呂川第１、２、３群が見られないことから、

常呂川流域から採取した証拠はなかった。

赤石山、八号沢群に一致する組成の原石は白滝地域の赤石山、八号沢地区以外に湧別川下流域でも

原石が採取される。オルイカ２遺跡に、白滝地域産か、湧別川下流域産の何れかの産地から伝播した

かを推測するには、多数の遺物を分析して、各産地群に同定される頻度を求め、湧別川採取黒曜石原

石の頻度分布と比較して決定される。今回分析した遺物は３０個で少なく正確な頻度分布ではないが、

八号沢群に一致するものはなく赤石山群に一致するものだけであり、湧別川の表�－１４では逆になっ
ていることから、湧別川の原石が使用された可能性は低いと推測され、白滝地域の赤石山産地から伝

播した黒曜石と判定した。遺跡で使用頻度高い原石産地と交流・交易が活発であったと推測すると、

今回の分析で、赤石山産原石の使用頻度が高いことから、本遺跡は白滝地域との交流が活発に行われ

ていた可能性が推測された。

非破壊分析による黒曜石製遺物の水和層測定
今回分析した遺物はオルイカ２遺跡出土の黒曜石製石器、剥片１５個について非破壊分析による水和

層の厚さの結果が得られたので報告する。分析は黒曜石の表面に顕微鏡を通して光を照射したときに、

黒曜石の表面で反射する光と、水和層で反射する光りで生じる干渉波の波長から水和層の厚さを求め

る方法。光りの反射を利用するため、遺物の表面にできた使用痕および埋土中にできた摩耗傷などが

水和層測定の障害になり測定できない場合が多々ある。また、水和層と新鮮面との境界面での反射光

が非常に弱いため、境界面が明確に発達した部分を探して測定しなければならない。従って、傷のな

い場所を顕微鏡下で探して分析を行うため、試料によっては１個に三時間以上かかることもある。石

器について３ヶ所を分析し、代表的な水和層の干渉波スペクトルを図�－１０・１１に示した。また測定
した３ヶ所の分析値、そしてそこから算出された３ヶ所の経過年代、その３ヶ所の経過年代の平均、

標準偏差を表�－１８に記した。水和層厚さを経過年代に換算するには、水和層を分析した黒曜石の経
過年代を炭素－１４法、フィッショントラック法で求めた絶対年代から、水和速度を求めて行う。この

水和速度は黒曜石の埋土中に受ける温度によって異なるため、黒曜石が環境から受けた温度を正確に

求めなければ、正確な年代の換算はできない。従って、遺物が経過した年代の間に受けた温度が旧石

器時代では約７．５゚ Cを平均効果温度として水和速度６）を推定したとき、赤石山産原石は１．４８（µ

２／１０００年）、十勝産原石は１．５６（µ２／１０００年）として下記の式により水和層厚さを経過年代に換

算した。

推定換算年代（千年）＝
測定水和層厚（µm）X測定水和層厚（µm）

水和速度（µ２／１０００年）

今回分析非破壊で水和層が測定できた遺物の経過年代の結果を表�－１８に示した。今回測定した遺
物の中で、分析番号９５２７９番、９５２８０番、９５２８２番、９５２８３番のものが測定不能であったが、これらの遺
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物は、干渉波が全く見られなかったり、干渉波の波長が測定箇所により変化し真の値が分からなかっ

たものである。また、分析番号９５２８８番と９５２９０番の測定した３ヵ所の干渉波の波長が非常にばらつい

ているが、波長そのものは、真の値と思われるものであったので表に記載した。水和層の厚さを経過

年代に換算するときの重要な係数である水和速度を決める重要な要因は、黒曜石の化学組成と温度で

あるため、自然科学者の実験室で水和実験によって水和速度を決定できるが、国内産黒曜石に関して

研究はそこまで進んでいないのが現状である。現在は水和速度の決定については考古学者の協力なし

では決定できない。実験室での水和層生成が困難である限り、水和速度の決定の舞台は遺跡になる。

今回の年代が炭素－１４年代に比べて古すぎる場合は、温泉地とか温度の高い地下水などで埋土中の遺

物温度が異常に高かったことが推測され、水和層は非常に厚くなり推定換算年代は古くなる。これは

遺物の埋土位置の地温測定で推測できるが、しかし、過去の地温の測定はできない。炭素－１４年代な

どで年代の分かる層から出土する黒曜石の水和層から水和速度を決定するため、発掘が重要な鍵を握

ることは言うまでもない。石器の組成（原産地）さえ分かれば、考古学者が炭素－１４年代と水和層の

データを集積し整理するだけで、正確な水和層年代が得られるようになる。これら考古学的作業によ

り求められた水和速度は、水和機構（理論）が証明されていないが、考古学試料として実用するには

問題ないと推測できる。したがって、水和層年代は考古学者が企画するだけで実用的な年代が得られ

るため、将来、水和層年代が石器における土器編年のように身近な存在になると推測できる。
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表�－１２ 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値�
原産地原石群名

分析

個数

元素比

Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K Si/K

北海道

名寄第一群 １１４ ０．４７８±０．０１１ ０．１２１±０．００５ ０．０３５±０．００７ ２．０１１±０．０６３ ０．６１４±０．０３２ ０．５７４±０．０２２ ０．１２０±０．０１７ ０．０２４±０．０１６ ０．０３３±０．００２ ０．４５１±０．０１０

名寄第二群 ３５ ０．３０９±０．０１５ ０．１０３±０．００５ ０．０２１±０．００６ １．７７４±０．０５５ ０．６９６±０．０４４ ０．２６５±０．０１１ ０．３０１±０．０２２ ０．０２６±０．０２０ ０．０２８±０．００７ ０．３９４±０．０１０

白
滝
地
区

赤石山 １３０ ０．１７３±０．０１４ ０．０６１±０．００３ ０．０７９±０．０１３ ２．７１４±０．１４２ １．３４０±０．０５９ ０．２８３±０．０１９ ０．３４１±０．０３０ ０．０７３±０．０２６ ０．０２８±０．００２ ０．３７４±０．０１０

白土沢 ２７ ０．１３８±０．００４ ０．０２１±０．００２ ０．１０２±０．０１５ ３．０４９±０．１８１ １．８５５±０．０８８ ０．０９７±０．０１６ ０．４９２±０．０３９ ０．１０７±０．０１９ ０．０２７±０．００２ ０．３６８±０．００６

八号沢 ３０ ０．１３８±０．０１０ ０．０２２±０．００２ ０．１０５±０．０１７ ３．１２３±０．１２７ １．８４６±０．０６５ ０．１０５±０．０１９ ０．４７５±０．０４５ ０．０７６±０．０４６ ０．０２７±０．００８ ０．３５９±０．０４２

幌加沢 ５０ ０．１４０±０．００３ ０．０２４±０．００７ ０．１０１±０．００９ ３．０２１±０．１８３ １．８３５±０．１５２ ０．１０９±０．０４７ ０．４８０±０．０４２ ０．１０４±０．０４４ ０．０２７±０．００１ ０．３６４±０．００９

あじさい滝 ３４ ０．１３９±０．００３ ０．０２３±０．００３ ０．０９９±０．００７ ２．９７０±０．１７９ １．７９２±０．１０３ ０．１０２±０．０３６ ０．４７２±０．０２８ ０．０９８±０．０４６ ０．０２７±０．００１ ０．３６１±０．００８

近文台第一群 ３０ ０．８１９±０．０１３ ０．１６５±０．００６ ０．０８１±０．０１０ ３．２６６±０．１１７ ０．６０４±０．０３１ ０．９４１±０．０３０ ０．１６５±０．０２０ ０．０３９±０．０１６ ０．０３９±０．００２ ０．４５７±０．００８

近文台第二群 １０７ ０．５１７±０．０１１ ０．０９９±０．００５ ０．０６７±０．０９０ ２．７７３±０．０９７ ０．８１２±０．０３７ ０．８１８±０．０３４ ０．１９７±０．０２４ ０．０４１±０．０１９ ０．０３５±０．００２ ０．４４２±０．００９

近文台第三群 ４７ ０．５２９±０．０１４ ０．０９６±０．００８ ０．０６８±０．０１８ ２．７４６±０．２６２ ０．８３８±０．１００ ０．７９６±０．０８１ ０．２２０±０．０４３ ０．０３５±０．０２１ ０．０３６±０．００４ ０．４１３±０．０１４

台場第一群 ５０ １．０７６±０．０５２ ０．１４２±０．００５ ０．０７２±０．０１１ ２．９１２±０．１１７ ０．２９１±０．０２０ ０．６７８±０．０３５ ０．１２６±０．０２２ ０．０２２±０．０１２ ０．０４９±０．００５ ０．５１７±０．０１４

台場第二群 ４２ ０．６７０±０．０３０ ０．１２６±０．００６ ０．０７４±０．０１７ ３．０４６±０．１６３ ０．７５９±０．０４４ ０．８４９±０．０４５ ０．２０４±０．０３２ ０．０３５±０．０１８ ０．０３８±０．００４ ０．４１４±０．０１９

秩父別第一群 ５１ ０．２４９±０．０１７ ０．１２２±０．００６ ０．０７８±０．０１１ １．６１４±０．０６８ ０．９９５±０．０３７ ０．４５８±０．０２３ ０．２３５±０．０２４ ０．０２３±０．０２１ ０．０２２±０．００４ ０．３３４±０．０１３

秩父別第二群 ４８ ０．５１９±０．０１６ ０．０９７±０．００５ ０．０６５±０．０１６ ２．７０５±０．１２５ ０．８１４±０．０３４ ０．７８９±０．０４３ ０．２０４±０．０２５ ０．０３２±０．０１６ ０．０３７±０．００３ ０．４１７±０．０１６

滝川第一群 ３１ ０．２５３±０．０１８ ０．１２２±０．００６ ０．０７７±０．００９ １．６１３±０．０９０ １．０１７±０．０４５ ０．４５９±０．０２５ ０．２３３±０．０２９ ０．０３８±０．０１８ ０．０２５±０．００３ ０．３７０±０．０２３

滝川第二群 ４０ ０．５２２±０．０１６ ０．１０１±０．０１０ ０．０６８±０．０１９ ２．７５１±０．１４０ ０．８０９±０．０５５ ０．７８３±０．０４４ ０．２０１±０．０３０ ０．０４０±０．０１９ ０．０３６±０．００３ ０．４１９±０．０１４

置戸・所山 ６５ ０．３２６±０．００８ ０．１２８±０．００５ ０．０４５±０．００８ １．８１３±０．０６２ ０．８２４±０．０３４ ０．４５４±０．０２０ ０．１７９±０．０２３ ０．０４４±０．０２０ ０．０３０±０．００２ ０．４１２±０．０１０

置戸・置戸山 ５８ ０．４６４±０．０１６ ０．１３８±０．００５ ０．０４９±０．００８ １．７２６±０．０７２ ０．４４９±０．０２４ ０．４０７±０．０２３ ０．１３３±０．０１９ ０．０２６±０．０１４ ０．０３２±０．００３ ０．４５６±０．０１０

北見・常呂川第２群 ４８ ０．５４８±０．０２５ ０．１４５±０．００７ ０．０３７±０．００７ １．６９１±０．１３４ ０．３８０±０．０２４ ０．４０９±０．０２０ ０．１２０±０．０１５ ０．０３１±０．０１２ ０．０３９±０．００４ ０．４７７±０．０１９

北見・常呂川第３群 ４８ ０．３９０±０．０１１ ０．１３７±０．００６ ０．０３０±０．００６ １．５１０±０．０５９ ０．３７２±０．０１８ ０．２３８±０．０１４ ０．１７９±０．０１９ ０．０２９±０．０１５ ０．０３３±０．００４ ０．４１４±０．０１１

北見・常呂川第４群 ５０ ０．２９１±０．０１７ ０．１０９±０．００８ ０．０４６±０．０１２ １．８１２±０．０９８ ０．８０７±０．０４１ ０．４４５±０．０２９ ０．１９２±０．０３３ ０．０３４±０．０１５ ０．０３１±０．００３ ０．３６２±０．０２３

ケショマップ第一群 ６８ ０．５７５±０．０５６ ０．１１０±０．０１１ ０．０５１±０．０１１ ２．５５５±０．０８６ ０．５９５±０．０５８ ０．６３６±０．０２７ ０．１６７±０．０２７ ０．０３７±０．０２０ ０．０３０±０．００３ ０．３９７±０．０１３

ケショマップ第二群 ６５ ０．６７６±０．０１１ ０．１４５±０．００５ ０．０５６±０．０１４ ２．６３１±０．１２６ ０．６０６±０．０３０ ０．７１２±０．０３２ ０．１７０±０．０２８ ０．０３０±０．０１３ ０．０３０±０．００３ ０．３９２±０．０１０

十
勝

十勝三股 ６０ ０．２５６±０．０１８ ０．０７４±０．００５ ０．０６８±０．０１０ ２．２８１±０．０８７ １．０９７±０．０５５ ０．４３４±０．０２３ ０．３３４±０．０２９ ０．０６４±０．０２５ ０．０２９±０．００２ ０．３９６±０．０１３

美蔓第一群 ４１ ０．４９９±０．０２０ ０．１２４±０．００７ ０．０５２±０．０１０ ２．６３５±０．１８１ ０．８０２±０．０６１ ０．７０７±０．０４４ ０．１９９±０．０２９ ０．０３９±０．０２３ ０．０３３±０．００２ ０．４４２±０．０１５

美蔓第二群 ２８ ０．５９３±０．０３６ ０．１４４±０．０１２ ０．０５６±０．０１０ ３．０２８±０．２５１ ０．７６２±０．０４０ ０．７６４±０．０５１ ０．１９７±０．０２６ ０．０３８±０．０２２ ０．０３４±０．００２ ０．４４９±０．００９

赤井川第一群 ５０ ０．２５４±０．０２９ ０．０７０±０．００４ ０．０８６±０．０１０ ２．２１３±０．１０４ ０．９６９±０．０６０ ０．４２８±０．０２１ ０．２４９±０．０２４ ０．０５８±０．０２３ ０．０２７±０．００２ ０．３７１±０．００９

赤井川第二群 ３０ ０．２５８±０．０６５ ０．０７２±０．００２ ０．０８０±０．０１０ ２．２０７±０．０８３ ０．９７０±０．０４５ ０．４３６±０．０２６ ０．２４５±０．０２１ ０．０２１±０．０２９ ０．０２５±０．００７ ０．３７１±０．００７

豊泉第一群 ７５ ０．４７３±０．０１９ ０．１４８±０．００７ ０．０６０±０．０１５ １．７６４±０．０７２ ０．４３８±０．０２７ ０．６０７±０．０２８ ０．１５７±０．０２０ ０．０２５±０．０１７ ０．０３２±０．００２ ０．４６９±０．０１３

豊泉第二群 ４０ ０．３７７±０．００９ ０．１３３±０．００６ ０．０５５±０．００８ １．７２３±０．０６６ ０．５１６±０．０１９ ０．５１３±０．０１８ ０．１７７±０．０１６ ０．００７±０．０１５ ０．０３０±０．００５ ０．４３１±０．０１０

奥尻島・幌内川 ５８ ０．２８５±０．０２６ ０．０８７±０．００５ ０．１９３±０．０３２ １．８３４±０．１８２ ２．０４３±０．２２４ １．４７５±０．２０７ ０．２６９±０．０６８ ０．０８５±０．０３１ ０．０３１±０．００４ ０．３４７±０．０１１

青森県

折腰内 ３５ ０．１９０±０．０１５ ０．０７５±０．００３ ０．０４０±０．００８ １．５７５±０．０６６ １．２４１±０．０４６ ０．３１８±０．０１４ ０．１４１±０．０３３ ０．０７６±０．０２１ ０．０２４±０．００２ ０．３４８±０．０１０

出来島 ２７ ０．３４６±０．０２２ ０．１３２±０．００７ ０．２３１±０．０１９ ２．２６８±０．０８５ ０．８６５±０．０４４ １．１０６±０．０５６ ０．３９９±０．０３８ ０．１７９±０．０３１ ０．０３８±０．００３ ０．４９９±０．０１３

深
浦

六角沢 ３６ ０．０８０±０．００８ ０．０９７±０．０１１ ０．０１３±０．００２ ０．６９７±０．０２１ ０．１２８±０．００８ ０．００２±０．００２ ０．０６４±０．００７ ０．０３５±０．００４ ０．０２６±０．００２ ０．３７９±０．０１０

八森山 ４１ ０．０７７±０．００５ ０．０９８±０．００３ ０．０１３±０．００２ ０．７０１±０．０１８ ０．１３４±０．００５ ０．００２±０．００２ ０．０７０±０．００５ ０．０３４±０．００６ ０．０２７±０．００５ ０．３８４±０．００９

青
森
市

戸門第一群 ２８ ０．２５０±０．０２４ ０．０６９±０．００３ ０．０６８±０．０１２ ２．３５８±０．２５７ １．１６８±０．０６２ ０．５２１±０．０６３ ０．２７７±０．０６５ ０．０７６±０．０２５ ０．０２６±０．００２ ０．３６２±０．０１５

戸門第二群 ２８ ０．０８４±０．００６ ０．１０４±０．００４ ０．０１３±０．００２ ０．６９１±０．０２１ ０．１２３±０．００６ ０．００２±０．００２ ０．０６９±０．０１０ ０．０３３±０．００５ ０．０２５±０．００２ ０．３６９±０．００７

鶴ケ坂 ３３ ０．３４４±０．０１７ ０．１３２±０．００７ ０．２３２±０．０２３ ２．２６１±０．１４３ ０．８６１±０．０５２ １．０８１±０．０６０ ０．３９０±０．０３９ ０．１８６±０．０３７ ０．０３７±０．００２ ０．４９６±０．０１８

鷹森山 ４５ ０．２５０±０．００９ ０．０６６±０．００３ ０．０７４±０．００９ ２．５４７±０．１３１ １．１５３±０．０６６ ０．５５１±０．０３１ ０．２８４±０．０３１ ０．０４９±０．０３７ ０．０２８±０．００５ ０．３８１±０．０１０

下湯川 ３６ ９．６７３±０．４７９ ２．７０３±０．１４９ ３．２６７±０．２１７ ２１．６４８±１．５００ ０．０９０±０．０２１ １．７０８±０．１０２ ０．１５５±０．０１５ ０．１６９±０．０３１ ０．０５３±０．０４２ ０．８５８±０．０８８

大釈迦 ６４ ０．２５２±０．０１２ ０．０６６±０．００３ ０．０７４±０．０１２ ２．５１６±０．１４８ １．１４９±０．０６３ ０．５４８±０．０３５ ０．２８４±０．０３２ ０．０４４±０．０３５ ０．０２８±０．００２ ０．３８３±０．０１０

黒石 ４１ ８．９０５±０．２４３ ２．４８４±０．０５５ ０．１６１±０．０１８ ７．５７０±０．３３６ ０．０６８±０．０１４ １．６２１±０．０６３ ０．２４４±０．０２２ ０．０２７±０．０１４ ０．１２４±０．０１４ １．４０９±０．０４４

秋田県 男
鹿

金ケ崎 ４３ ０．２９４±０．００９ ０．０８７±０．００４ ０．２２０±０．０１８ １．６４４±０．０８１ １．４９３±０．０８１ ０．９３０±０．０４３ ０．２８７±０．０３９ ０．０９８±０．０４０ ０．０２９±０．００２ ０．３６８±０．００８

脇本 ４５ ０．２９５±０．００８ ０．０８７±０．００４ ０．２１９±０．０１７ １．６７１±０．０７７ １．５０３±０．０７２ ０．９３９±０．０５４ ０．２８６±０．０４５ ０．１０８±０．０３４ ０．０２８±０．００６ ０．３６７±０．００９

山形県
月山 ４４ ０．２８５±０．０２１ ０．１２３±０．００７ ０．１８２±０．０１６ １．９０６±０．０９６ ０．９６６±０．０６９ １．０２２±０．０７１ ０．２７６±０．０３６ ０．１１９±０．０３３ ０．０３３±０．００２ ０．４４３±０．０１４

寒河江 ４８ ０．３８５±０．００８ ０．１１６±０．００５ ０．０４９±０．０１７ １．８０６±０．０５４ ０．５８０±０．０２５ ０．４４１±０．０２３ ０．２１２±０．０２０ ０．０５６±０．０１５ ０．０３３±０．００３ ０．４６０±０．０１０

岩手県

雫石 ２５ ０．６３６±０．０３３ ０．１８７±０．０１２ ０．０５２±０．００７ １．７６４±０．０６１ ０．３０５±０．０１６ ０．４３１±０．０２１ ０．２０９±０．０１６ ０．０４５±０．０１４ ０．０４１±０．００３ ０．５９４±０．０１４

折居第１群 ３７ ０．６３２±０．０３３ ０．１８５±０．０１３ ０．０５２±０．００２ １．７６６±０．０４８ ０．３０７±０．０１７ ０．４２０±０．０２６ ０．２０５±０．０１５ ０．０３９±０．０１６ ０．０４０±０．００１ ０．５７９±０．０１９

折居第２群 ５４ ０．７０８±０．０３３ ０．１４３±０．００８ ０．０６１±０．００２ １．８２６±０．０４８ ０．１７９±０．０１０ ０．２４６±０．０２２ ０．４１６±０．０１２ ０．１１２±０．０１４ ０．０５７±０．００１ ０．８０５±０．０１２

花泉 ２９ ０．６０２±０．０４４ ０．１７５±０．０１５ ０．０５３±０．００３ １．７８１±０．０６８ ０．３１３±０．０２０ ０．４１６±０．０２７ ０．２１４±０．０１３ ０．０３６±０．０１６ ０．０４０±０．００２ ０．５７６±０．０３７

宮城県
湯倉 ２１ ２．１７４±０．０６８ ０．３４９±０．０１７ ０．０５７±０．００５ ２．５４４±０．１４９ ０．１１６±０．００９ ０．６５８±０．０２４ ０．１３８±０．０１５ ０．０２０±０．０１３ ０．０７３±０．００３ ０．９５６±０．０４０

塩釜 ３７ ４．８２８±０．３９５ １．６３０±０．１０４ ０．１７８±０．０１７ １１．３６２±１．１５０ ０．１６８±０．０１８ １．２９８±０．０６３ ０．１５５±０．０１６ ０．０３７±０．０１８ ０．０７７±０．００２ ０．７２０±０．０３２

栃木県 高原山 ４０ ０．７３８±０．０６７ ０．２００±０．０１０ ０．０４４±０．００７ ２．０１６±０．１１０ ０．３８１±０．０２５ ０．５０２±０．０２８ ０．１９０±０．０１７ ０．０２３±０．０１４ ０．０３６±０．００２ ０．５１６±０．０１２

東京都

神津島第一群 ５６ ０．３８１±０．０１４ ０．１３６±０．００５ ０．１０２±０．０１１ １．７２９±０．０７９ ０．４７１±０．０２７ ０．６８９±０．０３７ ０．２４７±０．０２１ ０．０９０±０．０２６ ０．０３６±０．００３ ０．５０４±０．０１２

神津島第二群 ４６ ０．３１７±０．０２１ ０．１２０±０．００７ ０．１１４±０．００５ １．８３３±０．０８９ ０．６１５±０．０４４ ０．６５６±０．０６４ ０．３０３±０．０２９ ０．１０７±０．０５７ ０．０３３±０．００１ ０．４７１±０．０２２

長根 ４０ ０．３１８±０．０２０ ０．１２０±０．００５ ０．１１８±０．０１４ １．８０５±０．０９６ ０．６１４±０．０３６ ０．６６４±０．０４５ ０．２９１±０．０２９ ０．０９３±０．０３９ ０．０３４±０．００６ ０．４７６±０．０１２

神奈川県

箱根・笛塚 ３０ ６．７６５±０．２５４ ２．２１９±０．０５７ ０．２２８±０．０１９ ９．２８２±０．６２２ ０．０４８±０．０１７ １．７５７±０．０６１ ０．２５２±０．０１７ ０．０２５±０．０１９ ０．１４０±０．００８ １．５２８±０．０４６

箱根・畑宿 ４１ ２．０５６±０．０６４ ０．６６９±０．０１９ ０．０７６±０．００７ ２．９１２±０．１０４ ０．０６２±０．００７ ０．６８０±０．０２９ ０．２０２±０．０１１ ０．０１１±０．０１０ ０．０８０±０．００５ １．１２６±０．０３１

鍛冶屋 ３１ １．６６３±０．０７１ ０．３８１±０．０１９ ０．０５６±０．００７ ２．１３９±０．０９７ ０．０７３±０．００８ ０．６２９±０．０２５ ０．１５４±０．００９ ０．０１１±０．００９ ０．０６７±０．００５ ０．９０４±０．０２０

熱海峠 ５２ ２．２２５±０．１４９ ０．５０６±０．０１５ ０．０４２±０．００９ ２．２２８±０．１６４ ０．０８５±０．００８ ０．７３７±０．０３９ ０．１３５±０．０１３ ０．００７±０．００７ ０．０７１±０．００６ ０．８８０±０．０３３

静岡県

上多賀 ３１ １．３２９±０．０７８ ０．２９４±０．０１８ ０．０４１±０．００６ １．６９７±０．０６８ ０．０８７±０．００９ ０．５５１±０．０２３ ０．１３８±０．０１１ ０．０１０±０．００９ ０．０５９±０．００４ ０．８５６±０．０１８

柏峠西 ３５ １．２１３±０．１６４ ０．３１４±０．０２８ ０．０３１±０．００４ １．６９９±０．１６７ ０．１１３±０．００７ ０．３９１±０．０２２ ０．１４３±０．００７ ０．００９±０．００９ ０．０４７±０．００４ ０．６６３±０．０２０

小豆峠 ４０ ０．１１０±０．００８ ０．０５２±０．００４ ０．２９７±０．０３８ ３．２１１±０．３１９ ０．８２９±０．０８９ ０．１５４±０．０３０ ０．５４７±０．０５４ ０．０８７±０．０５７ ０．０２５±０．０１４ ０．４２９±０．０１６

富山県

魚津 ４２ ０．２７８±０．０１２ ０．０６５±０．００３ ０．０６４±０．０１３ ２．０１３±０．１１９ ０．８７８±０．０５２ ０．５９９±０．０３９ ０．１９０±０．０２９ ０．０７７±０．０３３ ０．０３１±０．００４ ０．３５３±０．０１２

高
岡
市

二上山第一群 ３６ ０．３１９±０．０１７ ０．１１３±０．００６ ０．０４０±０．００８ １．７２０±０．０８０ ０．７４０±０．０５２ ０．６６５±０．０２９ ０．１２１±０．０２６ ０．０４７±０．０３１ ０．０１５±０．０１４ ０．３９２±０．０１８

二上山第二群 ４０ ０．７１０±０．０１７ ０．２０２±０．００８ ０．０５４±０．０１１ １．９９４±０．１５２ ０．４１３±０．０２８ ０．８４０±０．０５０ ０．１１８±０．０２５ ０．０５１±０．０３１ ０．０２０±０．０２０ ０．５９９±０．０２４

二上山第三群 ４５ ０．４４１±０．０５２ ０．１０８±０．０１４ ０．０７９±０．０２１ ２．２５１±０．１３８ ０．７９４±０．１５５ １．２２２±０．０８８ ０．１２７±０．０４１ ０．０６７±０．０５３ ０．０１５±０．０１４ ０．４１２±０．０２５

長野県

霧ケ峰 １６８ ０．１５６±０．０１０ ０．０６８±０．００３ ０．１０１±０．０１８ １．３３１±０．０７０ １．０５２±０．０５１ ０．３６０±０．０３０ ０．２７５±０．０３９ ０．０９０±０．０３５ ０．０２９±０．００３ ０．３４６±０．０１１

観音沢 ７２ ０．１５９±０．０１０ ０．０６９±０．００２ ０．１００±０．０１９ １．３２４±０．０８４ １．０５５±０．０５７ ０．３６８±０．０３３ ０．２７９±０．０３２ ０．０８６±０．０３３ ０．０３０±０．００３ ０．３４５±０．０１０

和田峠第一群 １４３ ０．１６７±０．０２８ ０．０４９±０．００８ ０．１１７±０．０１１ １．３４６±０．０８５ １．８５３±０．１２４ ０．１１２±０．０５６ ０．４０９±０．０４８ ０．１３９±０．０２６ ０．０２５±０．００２ ０．３５５±０．０１６

和田峠第二群 ３２ ０．１４７±０．００４ ０．０３２±０．００３ ０．１５３±０．０１１ １．４８１±０．０８４ ２．４８７±０．１６９ ０．０２７±０．０２４ ０．５２７±０．０４０ ０．１８５±０．０２３ ０．０２６±０．００１ ０．３６３±０．０１０

和田峠第三群 ５７ ０．２４７±０．０４３ ０．０６４±０．０１２ ０．１１４±０．０１１ １．５０９±０．１７３ １．６６７±０．１３５ ０．２７５±０．０９７ ０．３７２±０．０４６ ０．１２２±０．０２４ ０．０２５±０．００３ ０．３４７±０．０１７

和田峠第四群 ３７ ０．１４４±０．０１７ ０．０６３±０．００４ ０．０９４±０．００９ １．３７３±０．０８５ １．３１１±０．０３７ ０．２０６±０．０３０ ０．２６３±０．０３８ ０．０９０±０．０２２ ０．０２３±０．００２ ０．３３１±０．０１９

和田峠第五群 ４７ ０．１７６±０．０１９ ０．０７５±０．０１０ ０．０７３±０．０１１ １．２８２±０．０８６ １．０５３±０．１９６ ０．２７５±０．０５８ ０．１８４±０．０４２ ０．０６６±０．０２３ ０．０２１±０．００２ ０．３０６±０．０１３

和田峠第六群 ５３ ０．１５６±０．０１１ ０．０５５±０．００５ ０．０９５±０．０１２ １．３３３±０．０６４ １．５２３±０．０９３ ０．１３４±０．０３１ ０．２７９±０．０３９ ０．０１０±０．０１７ ０．０２１±０．００２ ０．３１３±０．０１２

鷹山・和田 ５３ ０．１３８±０．００４ ０．０４２±０．００２ ０．１２３±０．０１０ １．２５９±０．０４１ １．９７８±０．０６７ ０．０４５±０．０１０ ０．４４２±０．０３９ ０．１４２±０．０２２ ０．０２６±０．００２ ０．３６０±０．０１０

男女倉 １０１ ０．２２３±０．０２４ ０．１０３±０．００９ ０．０５８±０．００８ １．１６４±０．０７８ ０．６９３±０．１０１ ０．４０９±０．０４６ ０．１２６±０．０２２ ０．０５２±０．０１７ ０．０２６±０．００２ ０．３５４±０．００８

高松沢 ５３ ０．２０６±０．０１７ ０．０９０±０．００５ ０．０６４±０．００８ １．２５７±０．０６９ ０．８５０±０．０７７ ０．３５７±０．０３４ ０．１４９±０．０２６ ０．０５６±０．０１７ ０．０２２±０．００２ ０．３１８±０．００８

うつぎ沢 ８１ ０．２２２±０．０１４ ０．０９９±０．００６ ０．０５８±０．００８ １．１８９±０．０６０ ０．７４８±０．０７５ ０．３９２±０．０３１ ０．１４０±０．０２２ ０．０４６±０．０２１ ０．０２５±０．００５ ０．３４０±０．００９

立科 ４９ ０．１５５±０．００７ ０．０６８±０．００３ ０．１０２±０．０１８ １．３２０±０．０７７ １．０３３±０．０６３ ０．３６２±０．０３０ ０．２８５±０．０３５ ０．１０４±０．０４０ ０．０３０±０．００３ ０．３５６±０．０１１

麦草峠 ９７ ０．２７４±０．０１７ ０．１３６±０．０１０ ０．０５１±０．０１２ １．３９７±０．０９９ ０．５４２±０．０５８ ０．７３６±０．０４４ ０．１１０±０．０２４ ０．０４３±０．０１７ ０．０３１±０．００３ ０．３８３±０．０１３

双子池 ８３ ０．２５２±０．０２７ ０．１２９±０．００７ ０．０５９±０．０１０ １．６３０±０．１７９ ０．６６９±０．０５２ ０．８０２±０．０５８ ０．１１１±０．０２４ ０．０３７±０．０３２ ０．０２７±０．００７ ０．４０１±０．０１１

冷山 ８７ ０．２６７±０．０１１ ０．１３４±０．００６ ０．０４８±０．０１３ １．３８２±０．０６６ ０．５４６±０．０３４ ０．７２７±０．０３６ ０．１０９±０．０３１ ０．０４５±０．０２２ ０．０３１±０．００４ ０．３８１±０．０１１

大窪沢 ４２ １．４８１±０．１１７ ０．４６６±０．０２１ ０．０４２±０．００６ ２．００５±０．１３５ ０．１８２±０．０１１ ０．８４１±０．０４４ ０．１０５±０．０１０ ０．００９±０．００８ ０．０３３±０．００５ ０．４５９±０．０１２

横川 ４１ ３．０４７±０．０６６ １．０７１±０．０２６ ０．１１５±０．０１５ ７．３８０±０．３６６ ０．１５８±０．０１６ ０．８３３±０．０４０ ０．１８６±０．０１５ ０．０２３±０．０１２ ０．０４５±０．００５ ０．５１３±０．０２１
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表�－１３ 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値�
原産地原石群名

分析

個数

元素比

Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K Si/K

新潟県

佐渡第一群 ３４ ０．２２８±０．０１３ ０．０７８±０．００６ ０．０２０±０．００５ １．４９２±０．０７９ ０．８２１±０．０４７ ０．２８８±０．０１８ ０．１４２±０．０１８ ０．０４９±０．０１７ ０．０２４±０．００４ ０．３３８±０．０１３

佐渡第二群 １２ ０．２６３±０．０３２ ０．０９７±０．０１８ ０．０２０±０．００６ １．５０１±０．０５３ ０．７１７±０．１０６ ０．３２６±０．０２９ ０．０９１±０．０２２ ０．０４６±０．０１５ ０．０２６±０．００２ ０．３３８±０．００９

上石川 ４５ ０．３２１±０．００７ ０．０７０±０．００３ ０．０６９±０．０１１ ２．０５１±０．０７０ ０．９８１±０．０４２ ０．７７３±０．０３４ ０．１８２±０．０２３ ０．０３８±０．０２７ ０．０２６±０．００７ ０．３５９±０．００９

板山 ４４ ０．２３２±０．０１１ ０．０６８±０．００３ ０．１６９±０．０１７ ２．１７８±０．１１０ １．７７２±０．０９８ ０．７７２±０．０４６ ０．３７４±０．０４７ ０．１５４±０．０３４ ０．０２７±０．００２ ０．３５９±０．００９

大白川 ４７ ０．５６９±０．００６ ０．１４２±０．００５ ０．０３３±０．００１ １．６０８±０．０３４ ０．２６１±０．００９ ０．３３２±０．００９ ０．１５０±０．００８ ０．０３３±０．００９ ０．０３６±０．００１ ０．４９１±０．０１４

金津 ４６ ０．３３１±０．０１１ ０．０９７±０．０３７ ０．０３０±０．００７ １．７１１±０．０６６ ０．６１８±０．０２７ ０．２８３±０．０１２ ０．１８１±０．０１６ ０．０３５±０．０１８ ０．０２７±０．００９ ０．４０２±０．０１２

羽根川 ５５ ０．１６３±０．０１９ ０．０５３±０．００５ ０．０９９±０．０１１ １．３５４±０．０５８ １．６１５±０．０６３ ０．０８４±０．０１２ ０．３０９±０．０３６ ０．１００±０．０２８ ０．０２３±０．００７ ０．３４０±０．０３０

石川県 比那 ４８ ０．３７０±０．００９ ０．０８７±０．００５ ０．０６０±０．００３ ２．６９９±０．０８８ ０．６３９±０．０２１ ０．５３４±０．０２６ ０．１７２±０．０１１ ０．０５２±０．０２５ ０．０３２±０．００２ ０．３９６±０．０１６

福井県
安島 ４２ ０．４０７±０．００６ ０．１２３±０．００６ ０．０３８±０．００２ １．６２８±０．０４８ ０．６４３±０．０２６ ０．６７５±０．０２３ ０．１１３±０．００８ ０．０６１±０．０２２ ０．０３２±０．００１ ０．４５０±０．０１０

三里山 ３７ ０．２９５±０．０２０ ０．１２７±０．００８ ０．０３５±０．００３ １．４１１±０．０９５ ０．５９７±０．０２１ ０．７４０±０．０５３ ０．１１４±０．０１０ ０．０２７±０．０１２ ０．０２２±０．００１ ０．３２４±０．００７

兵庫県

香住第一群 ３０ ０．２１６±０．００５ ０．０６２±０．００２ ０．０４５±０．００７ １．８２８±０．０５６ ０．８８３±０．０３４ ０．２６５±０．０１２ ０．０９７±０．０２１ ０．１３９±０．０１８ ０．０２４±０．００７ ０．３６５±０．００８

香住第二群 ４０ ０．２７８±０．０１２ ０．１００±０．００４ ０．０４８±０．００９ １．７６４±０．０６６ ０．８１３±０．０４５ ０．３９７±０．０２０ ０．１１２±０．０２６ ０．１３８±０．０２４ ０．０２６±０．０１２ ０．４４６±０．０１２

雨滝（微粒集） ４８ ０．１２３±０．００４ ０．０５６±０．００２ ０．０８３±０．０１２ １．９６７±０．０６１ １．１７１±０．０４０ ０．１５７±０．０１３ ０．１８３±０．０４４ ０．２２１±０．０２１ ０．０２６±０．０２５ ０．３１６±０．００６

島根県

加茂 ２０ ０．１６６±０．００６ ０．０９３±０．００８ ０．０１４±０．００３ ０．８９９±０．０３１ ０．２７８±０．０１７ ０．００９±０．００３ ０．０６１±０．０１５ ０．１５４±０．０１８ ０．０２０±０．００１ ０．２４９±０．０１６

津井 ３０ ０．１６１±０．００８ ０．１３２±０．１８２ ０．０１５±０．００３ ０．９４０±０．０４１ ０．３０１±０．０１４ ０．０１５±０．００５ ０．０６０±０．０１３ ０．１４４±０．００８ ０．０２０±０．００２ ０．２４４±０．００８

久見 ３１ ０．１４５±０．００６ ０．０６１±０．００３ ０．０２１±０．００４ ０．９８０±０．０２３ ０．３８６±０．０１１ ０．００７±０．００３ ０．１０９±０．０１３ ０．２３８±０．０１１ ０．０２３±０．００２ ０．３１５±０．００６

岡山県 津 ４８ ０．２６８±０．００９ ０．０７８±０．００３ ０．０７７±０．０１８ １．９２７±０．１５０ １．７２１±０．１１３ ０．８０８±０．０６０ ０．２４４±０．０５１ ０．０８３±０．０３６ ０．０３１±０．００４ ０．３６７±０．００９

香川県

奥池第一群 ５１ １．２０２±０．０７７ ０．１４１±０．０１０ ０．０３２±０．００８ ３．１２６±０．１７０ ０．６８６±０．０６５ １．３５０±０．０８２ ０．０２６±０．０２６ ０．０６５±０．０１９ ０．０４１±０．００４ ０．５０７±０．０１１

奥池第二群 ５０ １．５８５±０．１２６ ０．１９４±０．０１８ ０．０３５±０．００７ ２．８６０±０．１６０ ０．４２３±０．０５８ １．０４４±０．０７７ ０．０２４±０．０１９ ０．０４２±０．０１３ ０．０４５±０．００４ ０．５０７±０．０１３

雄山 ５０ １．２２４±０．０８１ ０．１４４±０．０１１ ０．０３５±０．０１２ ３．１３８±０．１６３ ０．６６９±０．０７８ １．３３５±０．０９１ ０．０２３±０．０２７ ０．０６１±０．０２０ ０．０４１±０．００３ ０．５００±０．０１２

神谷・南山 ５１ １．１８６±０．０５７ ０．１４３±０．００８ ０．０３８±０．０１２ ３．２０２±０．１６３ ０．７０７±０．０６１ １．３８６±０．０８８ ０．０２９±０．０２５ ０．０７３±０．０２１ ０．０４１±０．００５ ０．５００±０．０１４

大麻山南第一群 ３９ １．４６７±０．１２０ ０．２０３±０．０２３ ０．０４２±０．００９ ３．１２５±０．１７９ ０．４９４±０．０８０ １．０１０±０．０７３ ０．０３８±０．０２３ ０．０４７±０．０１３ ０．０４１±０．００３ ０．４８７±０．０１６

大麻山南第二群 ３４ １．０１８±０．０４３ ０．１１６±０．０１２ ０．０４３±０．０１４ ３．３０５±０．１９９ ０．８９５±０．０４８ １．２５６±０．０５０ ０．０２９±０．０３０ ０．０７２±０．０１８ ０．０３８±０．００４ ０．４７６±０．０１２

福岡県 八女昭和溜池 ６８ ０．２６１±０．０１０ ０．２１１±０．００７ ０．０３３±０．００３ ０．７９８±０．０２７ ０．３２６±０．０１３ ０．２８３±０．０１５ ０．０７１±０．００９ ０．０３４±０．００８ ０．０２４±０．００６ ０．２７９±０．００９

佐賀県

中野第一群 ３９ ０．２６７±０．００７ ０．０８７±０．００３ ０．０２７±０．００５ １．６１９±０．０８３ ０．６２８±０．０２８ ０．３４８±０．０１５ ０．１０３±０．０１８ ０．０７５±０．０１８ ０．０２３±０．００７ ０．３２１±０．０１１

中野第二群 ４０ ０．３４５±０．００７ ０．１０４±０．００３ ０．０２７±０．００５ １．５３５±０．０３９ ０．４５５±０．０１７ ０．３９７±０．０１４ ０．０６９±０．０１６ ０．０５９±０．０１４ ０．０２６±０．００８ ０．３２８±０．００８

梅野 ３９ ０．６５７±０．０１４ ０．２０２±０．００６ ０．０７１±０．０１３ ４．２３９±０．２０５ １．０４６±０．０６５ １．２６９±０．０５８ ０．１０４±０．０３２ ０．３８０±０．０４７ ０．０２８±０．００５ ０．３４５±０．００９

腰岳 ４４ ０．２１１±０．００９ ０．０３１±０．００５ ０．０７５±０．０１９ ２．５７２±０．２１２ １．６００±０．０８６ ０．４１４±０．０４２ ０．３１１±０．０４６ ０．２５６±０．０４３ ０．０２５±０．００２ ０．３３５±０．００８

椎葉川 ５９ ０．４１４±０．００９ ０．０７１±０．００３ ０．１０１±０．０１７ ２．９４７±０．１４２ １．２５３±０．０８１ ２．０１５±０．０９９ ０．１４７±０．０３５ ０．２５５±０．０４０ ０．０３０±０．００７ ０．３８８±０．００９

松尾第一群 ４０ ０．６００±０．０６７ ０．１５３±０．０２９ ０．１２５±０．０１８ ４．６９２±０．３６９ １．１７０±０．１１４ ２．０２３±０．１２２ ０．１７１±０．０３２ ０．２５５±０．０３７ ０．０３２±０．００３ ０．３７６±０．００８

松尾第二群 ４０ ０．９５３±０．０２７ ０．３０７±０．０１０ ０．１２６±０．０１３ ６．６６６±０．３４２ ０．８５６±０．０７０ １．９０７±０．１１９ ０．１４７±０．０２９ ０．１９４±０．０２８ ０．０３３±０．００８ ０．３８３±０．０１０

大分県

姫
島
地
域

観音崎 ４２ ０．２２３±０．０１０ ０．０４６±０．００５ ０．４０９±０．０８６ ６．６９１±０．８７８ １．８０５±０．２５７ １．５６２±０．２３１ ０．３４４±０．０８７ ０．５７９±０．１２６ ０．０３９±０．００３ ０．４００±０．０１１

両瀬第一群 ５１ ０．２２６±０．０１１ ０．０４５±０．００３ ０．４１１±０．０６６ ６．７４３±０．９００ １．８４５±０．２８６ １．５５３±０．２３０ ０．３１８±０．０８７ ０．５６０±０．１４４ ０．０３８±０．００４ ０．４０１±０．０１２

＊両瀬第二群 ５０ ０．６４９±０．０４４ ０．１４１±０．０１０ ０．１８６±０．０４６ ４．３５５±０．６８３ ０．６１０±０．０９５ ３．０１７±０．４５９ ０．１４２±０．０５０ ０．１８８±０．０５６ ０．０４１±０．００４ ０．４２７±０．０１４

＊両瀬第三群 ４６ １．０３８±０．１３１ ０．２１１±０．０２４ ０．１１０±０．０２７ ３．３６７±０．６１７ ０．３１１±０．０５８ ３．７５６±０．６６８ ０．１０５±０．０３０ ０．０９４±０．０３７ ０．０４２±０．００７ ０．４４２±０．０２１

＊オイ崎 ５０ １．０５９±０．１４３ ０．２１４±０．０３０ ０．１２０±０．０４３ ３．５９８±１．０３５ ０．３３５±０．１０６ ４．０００±１．１６２ ０．１１８±０．０４８ ０．０９２±０．０３６ ０．０４４±０．００４ ０．４４９±０．０１８

＊稲積 ４５ ０．６８０±０．０６１ ０．１４５±０．０１３ ０．１６８±０．０３７ ４．３９７±０．７７６ ０．６１２±０．０９５ ３．０８０±０．４７６ ０．１４７±０．０４６ ０．１９４±０．０６０ ０．０４１±０．００５ ０．４３１±０．０１５

塚瀬 ３０ ０．３１３±０．０２３ ０．１２７±０．００９ ０．０６５±０．０１０ １．４８９±０．１２４ ０．６００±０．０５１ ０．６８６±０．０８２ ０．１７５±０．０１８ ０．１０２±０．０２０ ０．０２８±０．００２ ０．３７１±０．００９

荻台地 ５０ １．６１５±０．０４２ ０．６７０±０．０１３ ０．０９６±０．００８ ５．５０９±０．２６９ ０．２８４±０．０３１ １．５２６±０．０５３ ０．０９７±０．０１６ ０．０３２±０．０１８ ０．０３２±０．００５ ０．３１０±０．０１１

緒方下尾平 ６４ ０．４８２±０．０３６ ０．２８６±０．０１５ ０．０５１±０．００８ １．３６１±０．０９５ ０．３０３±０．０１９ ０．７１２±０．０４３ ０．０８９±０．０１８ ０．０５５±０．０２１ ０．０１２±０．０１０ ０．２８８±０．０１６

長崎県

壱
岐
島

久喜ノ辻 ３７ ０．１７２±０．００９ ０．０６６±０．００２ ０．０３０±０．００５ １．１７６±０．０４３ ０．３８５±０．０１２ ０．０１１±０．００４ ０．１３５±０．０１８ ０．３５４±０．０１４ ０．０２３±０．００２ ０．２７６±０．００７

君ケ浦 ２８ ０．１７４±０．００７ ０．０６５±０．００２ ０．０３３±０．００６ １．１７４±０．０３５ ０．３８９±０．０１２ ０．０１３±０．００５ ０．１２９±０．０１４ ０．３５６±０．０１２ ０．０２３±０．００３ ０．２７５±０．００８

角川 ２８ ０．１４６±０．００９ ０．０３８±０．００２ ０．０５９±０．００９ １．６９１±０．１００ １．７２６±０．０８５ ０．０３５±０．００８ ０．３４４±０．０４０ ０．７１７±０．０４７ ０．０２３±０．００２ ０．３３８±０．０１０

貝畑 ４９ ０．１３５±０．０１０ ０．０３７±０．００２ ０．０５６±０．００９ １．７４６±０．０７３ １．８３４±０．０６４ ０．０２２±０．０１３ ０．３３４±０．０４６ ０．７１４±０．０４０ ０．０２１±０．００９ ０．３３９±０．０１５

松浦第一群 ４２ ０．２１３±０．００５ ０．０３１±０．００４ ０．０７３±０．００６ ２．５４５±０．１３４ １．５７９±０．０７９ ０．４２０±０．０３４ ０．２９２±０．０１９ ０．２５８±０．０３７ ０．０２７±０．００３ ０．３４１±０．０１１

松浦第二群 ４２ ０．１９０±０．０１２ ０．０３２±０．００６ ０．０６８±０．０１１ ２．３７１±０．３２３ １．５８２±０．１９９ ０．３１５±０．０６９ ０．２７６±０．０５５ ０．２１０±０．０５６ ０．０２６±０．００３ ０．３３６±０．０１０

松浦第三群 ４２ ０．２４４±０．０１６ ０．０６３±０．０１０ ０．０４６±０．００７ １．８８０±０．２００ ０．８３６±０．１２１ ０．３６８±０．０９８ ０．１４５±０．０１９ ０．１２７±０．０３０ ０．０２６±０．００３ ０．３２９±０．０２０

松浦第四群 ４１ ０．２８８±０．０１４ ０．０７０±０．００６ ０．０４２±０．００３ １．８３３±０．０８６ ０．７１７±０．１７９ ０．４５１±０．０４０ ０．１１１±０．０１０ ０．１２３±０．０２２ ０．０２７±０．００３ ０．３４１±０．０１２

淀姫 ４４ ０．３３４±０．０１４ ０．０８０±０．００４ ０．０４４±０．００９ １．７４４±０．０６９ ０．５３３±０．０３０ ０．４８５±０．０３９ ０．０９４±０．０２２ ０．１１９±０．０１７ ０．０２７±０．００２ ０．３５３±０．０１１

中町第一群 ４２ ０．２４４±０．０１１ ０．０６０±０．０１０ ０．０５７±０．００４ １．８６６±０．０８９ ０．８１０±０．０８７ ０．３９８±０．０３９ ０．１３５±０．０１７ ０．１４６±０．０２６ ０．０２５±０．００１ ０．３４２±０．００７

中町第二群 ４２ ０．３１９±０．０４２ ０．０７９±０．０２３ ０．０４６±０．００３ １．７９３±０．０８９ ０．６６６±０．０９１ ０．４８２±０．０４４ ０．１１８±０．０１８ ０．１０１±０．０２４ ０．０２５±０．００１ ０．３３３±０．０１５

古里第一群 ５０ ０．２０２±０．０１２ ０．０２９±０．００４ ０．０７６±０．０１８ ２．６２８±０．２１４ １．６９５±０．１４６ ０．４０３±０．０６０ ０．３１９±０．０７３ ０．２３３±０．０７４ ０．０３０±０．００３ ０．３４２±０．０１１

古里第二群 ４０ ０．４２３±０．０１６ ０．０７５±０．００７ ０．０８９±０．０１７ ２．７９７±０．２７４ １．１４８±０．１３３ １．８１４±０．１９２ ０．１０３±０．０６０ ０．２０８±０．０５３ ０．０３４±０．００３ ０．３６７±０．００９

古里第三群 ４１ ０．２６５±０．０３２ ０．０６４±０．００９ ０．０４６±０．０１０ １．９３１±０．１４３ ０．７９９±０．１１０ ０．４３３±０．０４９ ０．１２２±０．０４１ ０．１１９±０．０４４ ０．０３１±０．００３ ０．３４７±０．０１０

松岳 ４３ ０．１９４±０．００９ ０．０５４±０．００５ ０．０４０±０．００８ １．６８６±０．１１４ ０．８３３±０．０５８ ０．２５１±０．０２５ ０．１９２±０．０３２ ０．１２４±０．０３９ ０．０１８±０．０１１ ０．３３１±０．０１７

大崎 ７４ ０．１７６±０．０１２ ０．０５３±０．００２ ０．０４１±０．０１２ １．７１０±０．０８１ ０．９１２±０．０３６ ０．１８１±０．０２２ ０．２０２±０．０２９ ０．１３３±０．０２４ ０．０２３±０．００２ ０．３１９±０．０１０

熊本県

小国 ３０ ０．３１７±０．０２３ ０．１２７±０．００５ ０．０６３±０．００７ １．４４１±０．０７０ ０．６１１±０．０３２ ０．７０３±０．０４４ ０．１７５±０．２３３ ０．０９７±０．０１７ ０．０２３±０．００２ ０．３２０±０．００７

南関 ３０ ０．２６１±０．０１６ ０．２１４±０．００７ ０．０３４±０．００３ ０．７８８±０．０３３ ０．３２６±０．０１２ ０．２７８±０．０１５ ０．０６９±０．０１２ ０．０３１±０．００９ ０．０２１±０．００２ ０．２４３±０．００８

轟 ４４ ０．２５８±０．００９ ０．２１４±０．００６ ０．０３３±０．００５ ０．７９４±０．０７８ ０．３２９±０．０１７ ０．２７５±０．０１０ ０．０６６±０．０１１ ０．０３３±０．００９ ０．０２０±０．００３ ０．２４３±０．００８

大柿 ５３ １．５３４±０．１３９ ０．６６５±０．０３５ ０．０７５±０．００８ ４．４９４±０．４６０ ０．２４７±０．０１４ １．２３６±０．０９２ ０．０９０±０．０１８ ０．０４１±０．０１２ ０．０３０±０．００３ ０．２９２±０．０１０

冠ケ岳 ２１ ０．２６１±０．０１２ ０．２１１±０．００８ ０．０３２±０．００３ ０．７８０±０．０３８ ０．３２４±０．０１１ ０．２７９±０．０１７ ０．０６４±０．０１１ ０．０３７±０．００６ ０．０２５±０．００２ ０．２７７±０．００９

滝室坂 ５７ １．５９９±０．１０７ ０．７２２±０．０４６ ０．０８５±０．０１１ ６．２０５±０．３０５ ０．２５６±０．０１８ １．１５４±０．０５５ ０．１０３±０．０１４ ０．０４７±０．０１３ ０．０２７±０．００４ ０．２４７±０．０１６

箱石峠 ８４ ０．７９１±０．０８２ ０．２７９±０．００９ ０．０４５±０．００５ １．２０８±０．０２３ ０．２７９±０．０１８ ０．８１１±０．０４６ ０．０４６±０．０１２ ０．０２９±０．０１４ ０．０３１±０．００９ ０．３６６±０．０３３

長谷峠 ５３ １．６６８±０．１６５ ０．６９４±０．０３６ ０．０８０±０．０１０ ４．９７７±０．５８７ ０．２５３±０．０１５ １．３３５±０．１０４ ０．０９８±０．０１６ ０．０４０±０．００８ ０．０３１±０．００３ ０．２９５±０．０１２

五ヶ瀬川 ４８ １．４７１±０．１３６ ０．６０２±０．０４１ ０．０７８±０．０１１ ４．８３８±０．６３４ ０．２５２±０．０１６ １．２８８±０．１２４ ０．１０１±０．０１４ ０．０４３±０．０１３ ０．０２７±０．００３ ０．２６５±０．０２０

御船 ４９ １．５５８±０．１４６ ０．６５１±０．０３０ ０．０７５±０．０１１ ４．５７１±０．５７２ ０．２５７±０．０１６ １．２５２±０．１１２ ０．０９１±０．０１６ ０．０４０±０．００９ ０．０３０±０．００４ ０．２９１±０．０１０

白浜 ７８ ０．２０８±０．０２１ ０．１０１±０．００９ ０．０２４±０．００６ １．３８２±０．０８６ １．０２１±０．０９９ ０．３５１±０．０３７ ０．１６２±０．０２７ ０．０２７±０．０２２ ０．０２２±０．００７ ０．３１７±０．００９

宮崎県

桑ノ木津留第一群 ４７ ０．２０７±０．０１５ ０．０９４±０．００６ ０．０７０±０．００９ １．５２１±０．０７５ １．０８０±０．０４８ ０．４１８±０．０２０ ０．２６６±０．０３４ ０．０６３±０．０２４ ０．０２０±０．００３ ０．３１４±０．０１１

桑ノ木津留第二群 ３３ ０．２６１±０．０１５ ０．０９４±０．００６ ０．０６６±０．０１０ １．７４３±０．０９５ １．２４２±０．０６０ ０．７５３±０．０３９ ０．２０５±０．０２９ ０．０４７±０．０３６ ０．０２２±０．００２ ０．３２３±０．０１９

霧島 ３６ ３５．１５８±１．１１８ ５．００１±０．１７５ ０．０４１±０．００２ ０．０３８±０．００２ ０．００９±０．００４ ０．１５５±０．００５ ０．０３５±０．０１９ ０．０００±０．０００ ０．０３５±０．０１９ ０．４４６±０．０２２

鹿児島県

間根ヶ平第一群 ４５ ０．１８６±０．０１０ ０．０８３±０．００５ ０．０４７±０．００８ １．６１１±０．０７９ ０．９４８±０．０５５ ０．３４０±０．０３２ ０．２８１±０．０３１ ０．０４１±０．０３２ ０．０２２±０．００８ ０．３５８±０．０１４

間根ヶ平第二群 ４５ ０．２４７±０．０１８ ０．１０６±０．００６ ０．０４７±０．００８ １．４８８±０．０７４ ０．７６８±０．０３４ ０．４２８±０．０４９ ０．２３５±０．０２０ ０．０３９±０．０２７ ０．０２４±０．００８ ０．３７８±０．０１３

間根ヶ平第三群 ４２ ０．５８４±０．０１２ ０．１７６±０．００５ ０．０３７±０．００７ １．４８４±０．０９７ ０．４４９±０．０３１ ０．６７５±０．０４９ ０．１４３±０．０２３ ０．０３６±０．０２２ ０．０２３±０．０１４ ０．３９０±０．０１９

日東 ４２ ０．２６２±０．０１８ ０．１４３±０．００６ ０．０２２±０．００４ １．１７８±０．０４０ ０．７１２±０．０２８ ０．４０８±０．０２５ ０．１００±０．０１８ ０．０２９±０．０１３ ０．０１９±０．００１ ０．２７５±０．００６

五女木 ３７ ０．２６６±０．０２１ ０．１４０±０．００６ ０．０１９±０．００３ １．１７０±０．０６４ ０．７０５±０．０２７ ０．４０５±０．０２１ ０．１０８±０．０１５ ０．０２８±０．０１３ ０．０１９±０．００１ ０．２７５±０．００６

上牛鼻 ４１ １．６２９±０．０９８ ０．８０４±０．０３７ ０．０５３±０．００６ ３．３４２±０．２１５ ０．１８８±０．０１３ １．１０５±０．０５６ ０．０８７±０．００９ ０．０２２±０．００９ ０．０３６±０．００２ ０．３９１±０．０１１

平木場 ３４ １．９４４±０．０５４ ０．９１２±０．０２８ ０．０６２±０．００５ ３．９７５±０．１８２ ０．１８４±０．０１１ １．２６６±０．０４９ ０．０９３±０．０１０ ０．０２１±０．０１０ ０．０３８±０．００３ ０．４０８±０．０１０

竜ケ水 ４８ ０．５３３±０．０２９ ０．１６７±０．００６ ０．０６１±０．０１３ １．４９４±０．０９３ ０．６１１±０．０３９ ０．６８８±０．０５２ ０．１２７±０．０２３ ０．０６９±０．０２２ ０．０３３±０．００３ ０．４９４±０．０１１

長谷 ３０ ０．５５３±０．０３２ ０．１３７±０．００６ ０．０６５±０．０１０ １．８１５±０．０６２ ０．６４４±０．０２８ ０．５５３±０．０２９ ０．１４６±０．０２１ ０．０６６±０．０２０ ０．０３７±０．００３ ０．５２４±０．０１２

台 湾 台東山脈 ３７ ０．５１０±０．０１０ ０．１９８±０．００７ ０．０３８±０．００７ １．８６２±０．０７９ ０．３５３±０．０１９ ０．５１９±０．０１７ ０．１２３±０．０１２ ０．０２４±０．０１７ ０．０２９±０．００７ ０．４０７±０．０１０

ロシア

イリスタヤ川 ４０ １９．７３９±１．４５１ ６．０５３±０．５３８ ０．２９２±０．０５１ ３２．０２１±４．９６４ ０．０６０±０．０１６ ２．８５９±０．４１２ ０．１７６±０．０２７ ０．０２５±０．０１６ ０．１８５±０．０２６ １．５７４±０．１５２

ナチキ ４８ ０．２２０±０．００８ ０．１０４±０．００４ ０．０９９±０．０１６ １．２６１±０．０６２ ０．６０８±０．０２８ ０．５００±０．０２６ ０．１２２±０．０３０ ０．０６４±０．０２３ ０．０２４±０．００３ ０．３４０±０．００６

RED LAKE－１ ４０ ０．１３４±０．００４ ０．０４４±０．００３ ０．０１４±０．００２ １．２３８±０．０２７ １．０１９±０．０２６ ０．０１１±０．００９ ０．３９５±０．０１６ ０．０４４±０．０３１ ０．０２３±０．０００ ０．３３４±０．００５

アラスカ インディアン・MLZ群 ４８ ０．２０４±０．００４ ０．０４４±０．００２ ０．５６４±０．０２５ ５．８６８±０．１９１ １．１７０±０．０３９ ０．０２１±０．０１６ ０．５０８±０．０２３ ０．２５９±０．０１８ ０．７９１±０．０２５ ７．２０８±０．２７９

北朝鮮 白頭山灰皿 ５０ ０．１５４±０．００９ ０．０６７±０．００３ ０．０１８±０．００５ １．０８１±０．０２８ ０．５３０±０．０１３ ０．０８１±０．００８ ０．１５１±０．０１５ ０．３３８±０．０１２ ０．０２７±０．００３ ０．３０６±０．００８

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�

374



表�－１４ 湧別川河口域の河床から採取した２４７

個の黒曜石円礫の分析結果

原石群名 個数 百分率 備考

赤石山群 ９０個 ３６％ 白滝産地赤石山群に一致

八号沢・白土沢群 １２０個 ４９％ 割れ面が梨肌の黒曜石

あじさい滝群・幌加沢 ３１個 １３％ 割れ面が梨肌でないもの

ケショマップ第２群 ５個 ２％

KS３遺物群 １個 ０．０４％

注：八号沢・白土沢・あじさい滝・幌加沢の一部は組成が酷似し、分
類は割れ面の梨肌か否かで区別した。

表�－１５ 常呂川（中ノ島～北見大橋）の河床から採

取した３７個の黒曜石円礫の分析結果

原石群名 個数 百分率 備考

所山群 ２１個 ５７％

置戸山群 ８個 ２２％ HS２遺物群に似る

ケショマップ第２群 １個 ３％ FR１・FR２遺物群に似る

八号沢群 １個 ３％ 割れ面梨肌

常呂第１群 １個 ３％

常呂第２群 ２個 ５％

常呂第３群 １個 ３％

常呂第４群 ２個 ５％

注：常呂川第１・２群は分析場所を変えて複数回測定して作る。

表�－１６ オルイカ２遺跡出土黒曜石製石器・剥片の元素比分析結果

分析番号
元素比

Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K Si/K
９５１４８ ０．１９６ ０．０５１ ０．０６３ ２．０１１ １．０３３ ０．４５６ ０．３２６ ０．０５９ ０．０１８ ０．２４５
９５１４９ ０．１７４ ０．０６５ ０．０８７ ２．９８０ １．３８９ ０．３０９ ０．３５７ ０．０９７ ０．０２６ ０．３６８
９５１５０ ０．１８０ ０．０６２ ０．０９２ ３．２２２ １．４６９ ０．２６７ ０．３５８ ０．０７４ ０．０２６ ０．３６２
９５１５１ ０．３３３ ０．１３５ ０．０５２ １．９６６ ０．８５６ ０．４６１ ０．１９５ ０．０６０ ０．０２８ ０．３９９
９５１５２ ０．３２７ ０．１３３ ０．０５５ ２．１９５ ０．９０１ ０．５１２ ０．２０８ ０．０３０ ０．０２７ ０．３９５
９５１５３ ０．６６５ ０．１３９ ０．０５７ ２．５４１ ０．６４５ ０．７３２ ０．１６２ ０．０４５ ０．０２９ ０．３７８
９５１５４ ０．２６０ ０．０７４ ０．０７５ ２．４０８ １．０８９ ０．４２８ ０．３４５ ０．０８１ ０．０２６ ０．３７０
９５１５５ ０．２４９ ０．０７２ ０．１０６ ２．６４４ １．０６１ ０．４０１ ０．２５３ ０．０１４ ０．０２３ ０．３３４
９５１５６ ０．２６１ ０．０７３ ０．０９０ ２．２７３ ０．９６９ ０．４２４ ０．２６２ ０．０７８ ０．０２４ ０．３４９
９５１５７ ０．２５７ ０．０７４ ０．０８４ ２．３４５ ０．９８６ ０．４３９ ０．２２７ ０．００４ ０．０２４ ０．３７０
９５１５８ ０．２５３ ０．０７１ ０．０７３ １．８４０ ０．８２７ ０．３４３ ０．２１５ ０．０８８ ０．０２６ ０．３５２
９５１５９ ０．２５２ ０．０６９ ０．０８７ ２．２６８ ０．９８７ ０．４５９ ０．２７８ ０．０００ ０．０２７ ０．３７４
９５１６０ ０．２５５ ０．０７１ ０．０８４ ２．１９８ ０．９８９ ０．４１１ ０．２６０ ０．０３７ ０．０２６ ０．３６１
９５１６１ ０．３２４ ０．１２７ ０．０５０ １．９５５ ０．８６９ ０．４９８ ０．１９３ ０．０１６ ０．０２８ ０．３９１
９５１６２ ０．３３２ ０．１３０ ０．０４７ １．８５７ ０．８３３ ０．４６０ ０．２０２ ０．１０４ ０．０２７ ０．３９３
９５２７７ ０．１７７ ０．０６２ ０．０８０ ２．８４８ １．３９１ ０．２８３ ０．３５９ ０．０８１ ０．０２７ ０．３５７
９５２７８ ０．１７８ ０．０６７ ０．０８０ ２．６４１ １．３１１ ０．２８９ ０．３４７ ０．０１４ ０．０２４ ０．３３４
９５２７９ ０．１７７ ０．０６６ ０．０９０ ３．０４１ １．３７４ ０．３０２ ０．３３５ ０．０４５ ０．０２５ ０．３５３
９５２８０ ０．２７２ ０．０８４ ０．０７１ ２．３８５ １．１６３ ０．４４４ ０．３３６ ０．０３９ ０．０２７ ０．３７７
９５２８１ ０．１７９ ０．０６７ ０．０８６ ２．９７６ １．３８３ ０．３２１ ０．３６５ ０．０７４ ０．０２６ ０．３６０
９５２８２ ０．１８０ ０．０６２ ０．０８４ ２．８２０ １．３５１ ０．３１４ ０．３３６ ０．０８１ ０．０２６ ０．３６０
９５２８３ ０．１４８ ０．０５１ ０．０８６ ２．８１３ １．３２６ ０．２５９ ０．３０２ ０．０２４ ０．０１９ ０．２６９
９５２８４ ０．２６８ ０．０８４ ０．０６８ ２．５０６ １．１５４ ０．４６８ ０．３４７ ０．０１３ ０．０２７ ０．３８６
９５２８５ ０．２６４ ０．０７７ ０．０７５ ２．３６１ １．１３３ ０．４４２ ０．３３２ ０．０８５ ０．０２７ ０．３９０
９５２８６ ０．１７７ ０．０５８ ０．０８３ ２．７７６ １．３９３ ０．３０５ ０．３３１ ０．０８３ ０．０２５ ０．３５６
９５２８７ ０．１７４ ０．０６２ ０．０９１ ３．４２８ １．４２１ ０．２９４ ０．３８０ ０．０８５ ０．０２５ ０．３６３
９５２８８ ０．１７５ ０．０６３ ０．０８６ ３．１６５ １．３６９ ０．２９８ ０．３５９ ０．０５０ ０．０２５ ０．３６２
９５２８９ ０．１７５ ０．０６０ ０．０８２ ２．７７６ １．３４８ ０．２７５ ０．３４４ ０．０７３ ０．０２６ ０．３６１
９５２９０ ０．１５６ ０．０５１ ０．０８６ ２．９９２ １．３９４ ０．２９６ ０．３４３ ０．０３７ ０．０２１ ０．２９２
９５２９１ ０．１７２ ０．０６５ ０．０７５ ２．７２１ １．２９５ ０．２８８ ０．３４５ ０．０４８ ０．０２６ ０．３５４
JG－１ ０．７８０ ０．２０８ ０．０７２ ４．１１３ ０．９６９ １．２６０ ０．３１０ ０．０４７ ０．０３１ ０．３１７
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� ま と め

千歳市オルイカ２遺跡は、千歳市街地から北東に約６�、馬追丘陵の裾部の標高１２～１５�付近に位
置する。平成１４年度に３，２３０�、１６年度に５，５００�を調査した。その結果、特にアイヌ文化期の住居群
（コタン）の跡であることが確認された。また、札滑型細石刃核を含む白滝産黒曜石の旧石器ブロッ

クが検出され、原産地から遠く離れた「消費地遺跡」としての様相を呈している。

第�章－４や各章の概要と記述が重複するが、各時期の遺構と遺物について整理し、まとめとする。

１．アイヌ文化期の遺構と遺物について

� 「オルイカコタン」の特徴
ａ．地理的環境

当時のオルイカ２遺跡付近は、東側の丘陵部を背景に、西側にはオルイカ川の氾濫原が広がり、北

西側には古砂丘の丸子山をはさんで湖沼（オサットー）が広がる光景であったと推察される。

１８～１９世紀の記録類には、「イザリ」から「シコツ」にかけて、つまり現在の恵庭・千歳市街地側

はコタンの様子や数など比較的細かく記されたものがある。オサットーをはさんだ馬追丘陵側は記録

類から当時の様相を探るのは困難であるが、近年の発掘調査により馬追丘陵側でも少なくとも樽前 a

降灰期以前の活動の跡が検出されるようになった。北約１�にあるチプニー２遺跡、さらに北約１�
にあるキウス４遺跡でも平地住居や建物の跡が検出されており、これらのコタンが同時に存在したわ

けではないであろうが、「オルイカ」（川尻の橋）をわたり馬追丘陵裾部に沿うコタン付近を通る道が

ある時期から存在した可能性がある。

ｂ．全体配置の特徴

検出された遺構の内容は、柱穴２８３基、焼土・灰集中６２ヵ所、カワシンジュガイ集中７ヵ所である。

それらの組み合わせにより平地住居跡９軒、建物跡５棟、杭列４ヵ所、焼土群４ヵ所を確認し、単独

の柱穴は３０基、焼土・灰集中１９ヵ所、カワシンジュガイ集中は１ヵ所となった。重複遺構がほとんど

ないことや、単独の柱穴や焼土が少ないことから、比較的明瞭に検出できたものが多い。

平地住居跡や建物跡は、東から西にゆるやかに傾斜する調査区内に広範囲に分布している。全体的

には等高線に沿うように帯状に分布しており、西寄りの標高１３．０�付近（USD－１・２）、南寄りの

標高１３．５�付近（USD－３・４・５・８・９、USB－１・２・４・５）、東寄りの１４．５�付近（USD

－６・７）にある程度まとまっている。炉の検出面にわずかに差があるものがあり各平地住居や建物

の構築時期に差があると考えられるが、同時存在の件数は不明である。

杭列について、平地住居跡２の北側および南側にそれぞれ二列が住居の長軸方向に平行して存在す

る。周囲との境界や干し場などの生活用の施設、儀礼のための施設などが考えられるが、他の平地住

居跡周辺からは検出されなかった。

また屋外の焼土や灰堆積層の集中域について、灰送り場を想定して焼土群としてまとめた。これら

は平地住居跡の西側にあるものが多く、平地住居跡の規模におおむね比例する傾向にある。平地住居

跡１と FP－１・２、平地住居跡２と焼土群１（FP－５・６）、平地住居跡８と焼土群２、平地住居

跡９と焼土群３、という組み合わせである。このことから焼土群４の東側、UPH－２４・２５（柱穴）

から調査区外にまたがって相応の平地住居跡が存在することが推測される。
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一方、オルイカ２遺跡調査区内では居住域が確認されたものの、墓域が検出されなかった。墓域は

やや離れた位置にあるものと思われる。

ｃ．年代

平地住居跡などの構築面は、住居跡に伴う炉跡や柱穴、棒状礫などの遺物の大部分が�層上面の直
下付近で検出されたことから、�層上面よりわずかに掘り下げた面と思われる。ただし Ta－a除去

後すぐに現れた灰集中があることから、Ta－a降下年代に近い遺構がある可能性がある。発掘調査の

結果から、全体としては年代にある程度幅はあるものの、Ta－a降下年代の１７３９年より大きくさかの

ぼる年代ではないと推察した。

第�章－１に放射性炭素１４C年代測定値結果を掲載した。アイヌ文化期の遺構出土資料では、補正
年代（１σ範囲）で３９０～１２０yrBP、暦年代較正（１σ範囲）で１４７０～１９５０ADの数値が得られた。確

率密度の最も高い年代幅は、補正値で２５０～３５０yrBP、暦年代較正で１６４０年前後の範囲が多い。そこ

で１７世紀にかかる範囲を抽出し表�－７（p３３８）にまとめた。同じ遺構で大きな年代差があるもの、

Ta－a降灰期以後の年代のもの、分析試料による差など個々に検討を加える必要があるが、全体的に

は確率密度の高い範囲はすべての試料で１７世紀にかかる時期を含んでおり、一部１６世紀に時期をもと

められそうな試料もある（USD－１・７および焼土群２・３の一部の資料）。

年代測定結果によれば、オルイカのコタンは１６世紀中ころには営まれており、連続するかどうかは

不明であるが、１７世紀前半から中葉にかけて主体時期があったことが推定できるようである。

	 遺構の特徴
ａ．平地住居跡（図
－１）
アイヌ文化に関する記録（『蝦夷島奇観』・『蝦夷生計図説』・『蝦夷紀行』ほか）や住居に関す

る研究などによれば、住居（母屋）「チセ」は東西を長軸とし、出入り口を兼ねた納屋「セム」が西

側にあり、母屋の西寄りに炉「アペオイ」を設け、東側に上座、そして神が宿る窓「ロルンプヤル」

があり、その屋外には祭壇「イナウサン」がある、という例が示されている。しかしこれはあくまで

も典型的な例であり、実際の発掘調査事例では炉や柱穴の配置、納屋や棚などに相当する付属施設の

存在など多様性があることが確認されている（小林２０００・２００２ほか）。オルイカ２遺跡の平地住居も、

前述の資料に非常によく類似するものと異なるものとがある。

表
－１ オルイカ２遺跡平地住居跡・建物跡一覧

遺構名
検出層位
（構築面）

標高
（�）

規模
長軸方位

柱穴 炉
備考長辺

（�）
短辺
（�）

面積
（�）

本数
径平均
（�）

深さ平
均（�）

内傾平
均（°）

数
最大厚
（�）

被熱層

USD－１ Ta－a下 １３．１ ６．４ ３．９ １９．４ N－７４°E １８ ８．１ ３７．２ ＊ １ １７ �層上位下位
USD－２ Ta－a下 １３．０ ８．１ ４．７ ３２．３ N－９０°E ３１ ７．５ ４６．２ ＊ １ ２２ �層～�層上面
USD－３ Ta－a下 １３．４ ３．８ ３．３ １０．９ N－８３°W ５ ７．４ ３９．５ ＊ １ １１ �層～
層上面 USB－１と重複
USD－４ Ta－a下 １３．４ ６．０ ３．７ ２０．１ N－８０°E １１ ７．５ ３２．５ ＊ １ １１ �層～
層上面
USD－５ Ta－a下 １３．４ ７．５ ４．３ ２５．０ N－８５°E １９ ７．７ ３４．５ １．５ ４ １５ �層上位～下位
USD－６ Ta－a下 １４．４ １０．６ ６．６ ５６．０ N－８０°E ２５ ７．２ ４１．６ ＊ １ ７ （�層）～�層上面
USD－７ Ta－a下 １４．２ ５．２ ５．１ ２５．５ N－５８°E １７ ９．１ ３６．８ ＊ １ ２３ �層～
層中 セム有り？
USD－８ Ta－a下 １３．３ １１．０ ７．０ ６１．２ N－７９°W ３１ １０．０ ５２．３ ６．６ ４ ２１ �層～�層上面
USD－９ Ta－a下 １３．６ ４．０ ３．３ １２．４ N－８６°W ２１ ６．６ ３１．１ １．２ １ １３ �層上位～下位
USB－１ Ta－a下 １３．５ ３．９ ３．１ １１．４ N－９°E ９ １１．３ ６２．６ ＊ USD－３と重複
USB－２ Ta－a下 １３．６ ２．７ ２．５ ６．６ N－４８°E ６ ＊ ４５．３ ０．３
USB－３ Ta－a下 １３．２ ４．５ ２．０ ＊ N－２１°W ３ ＊ ４０．７ ０．０
USB－４ Ta－a下 １３．１ ４．０ ３．３ １２．０ N－４９°E ９ １１．９ ５７．０ １．１
USB－５ Ta－a下 １３．３ ４．８ ３．４ １２．９ N－５３°W １２ ７．４ ４０．５ ２．３

＊……計測値不明または困難なもの
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図
－１ オルイカ２遺跡平地住居跡集成
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・付属施設について、母屋のみのもの（平地住居跡３・７？・９）と「セム」が付属するもの（平

地住居跡１・２・４・５・６・８）がある。平地住居跡２・５には壁を構成する柱穴のラインに平行

して内側に小規模な柱穴が並んでいる部分がある。これは祭壇や寝床などを設けるための補助的な柱

穴に相当するものと思われる。なお平地住居跡３は建物跡１と重複すると考えたが、建物跡１の周囲

の補助的な柱穴であることも否定できない点を付け加えておく。

・方位について（表�－１）、おおむね東西を長軸とし正方位から１５°前後の範囲におさまる。し
かし、平地住居跡７は北東－南西方向に長軸をもち大きく異なる。立地状の制約は他の住居付近と大

差ないと考えられ、植生などの環境や東方向へのこだわり方、時期の違いなどが考えられる。

・規模について（表�－１・２）、�母屋の長軸４�前後（平地住居跡１～５・９）、�母屋の長軸５
�前後（平地住居跡７）、�母屋の長軸７�以上（平地住居跡６・８）のものがある。必ずしも同様で
はなく居住人数などにより異なると考えられるが、大小を区別するならば�・�は小型の住居「ポン
チセ」、�は大型の住居「ポロチセ」に相当する。また母屋の長軸と短軸の長さの比は平均１００：９３で、
正方形に近い長方形になっている。一方「セム」はおおむね母屋の規模に応じているが、多様である。

・柱穴について（表�－１）、各平地住居跡から１０～３０基程度検出されている。「ポンチセ」の母屋
を構成する柱穴が１１～１６基、「ポロチセ」が１７～２２基である。また母屋「チセ」に加えて、「セム」を

構成する柱穴が３～８基検出されている。「ポンチセ」の径は平均７～８�、構築面からの深さは平
均３０～４０�のものが多い。「ポロチセ」の平地住居跡８の径は平均１０．０�、母屋に限れば平均１１．６�
（検出面で１５．３�）で、深さは平均５２．３�、母屋で平均６０�を超える。おおむね規模に応じた柱穴に
なっているが、中には平地住居跡６のように大型でありながら柱穴の径が小さいものもみられる。

柱穴の形状は、検出面（平地住居の構築面）から１０�程度（�層から Ta－cにかけて）は椀状あ

るいはろうと状、中間部はほぼ均一な円筒形で、先端が尖るものが多い。下部側面には材を面取りし

た跡が観察されるものもある（平地住居跡２・８ほか）。また柱穴は住居内側に傾いているものが多

く、「ポンチセ」で平均１～２°、「ポロチセ」の平地住居跡８で平均６．６°、母屋では平均９°に達

しており、特に住居の角にあたる柱穴では２０°以上になっているものがある。ある程度の掘り方を設

け、打ち込み杭により「外ふんばり」で上屋構造を支えていたことがうかがえる。

・炉について、すべての平地住居跡において母屋の中央やや西寄りにある。ただし平地住居跡５・

８は母屋東寄りにも炉をもち、「セム」の側にも灰混じりの薄い焼土がある。中心となる炉は灰が厚

く堆積し、もう一方の炉は焼土主体である。何らかの役割・用途の違いがあるものと思われる。炉は

厚さ１０～２０�で、�炭化物や動植物遺存体を多く含む薄層、�厚い灰層、�被熱層があり、被熱層は
Ta－cに達しているものが多い。炉は楕円形を呈するが、上面において灰や焼土が長方形に広がって

いるものは、木枠などで囲んでいたと思われる。さらに明瞭な例として、千歳市トメト川３遺跡５号

平地住居跡の炉があり、長方形で周囲に溝がある。炉の縁辺部には棒状の小さな穴が多数検出されて

おり、食生活や儀礼の際に差し込まれた棒の跡と考えられる（平地住居跡８・９ほか）。また炉の東側

の角に、作業台の跡や灯明台とみられる杭状の材が残っているものがある（平地住居跡１・５・８）。

ｂ．建物跡

建物跡としたものは、�田の字を呈する９本配列が２棟（USB－１・４）、�６本配列が２棟（USB

－２・３、ただし USB－３は推定）、�やや不規則な配列のもの（USB－５）がある。�の柱穴の
径は平均１１～１２�、深さ平均６０�前後で、�・�の柱穴の径は平均７～８�、深さ４０～４５�である。
長軸方位は多様である。�は柱穴が太く深いうえ、中央部にも太い柱穴があることから、高床の倉庫
などの施設が想定される。それに対し�・�は細い材でも耐えうる小型の建築物が想定される。

平成１７年度 千歳市オルイカ２遺跡�
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ｃ．灰送り場

平地住居の炉以外の個々の焼土・灰集中４５ヵ所について、被熱層と堆積物から�灰が主体のもの
（灰集中）、�灰と焼土が主体のもの、�焼土が主体のものに分けられる。これらが集中する範囲４
ヵ所を焼土群としてまとめた。すべての焼土群において大木の根がはったような跡があり、樹木付近

に選地したモノ送り場と考えられる遺構である。焼土群１・３・４は２～３ヵ所の焼土（灰集中）で

構成され、径が２�を超える�が主体である。一方焼土群２は�径５０�程度で被熱層が２�前後の焼
土が多いものの、主体は�灰集中で、UFP－３３・３４は径１�以上・厚さ１０�以上の灰が堆積してい
る。灰の中からは多量の動物遺存体が含まれるほか、鉄片・火打石片・漆の塗膜など平地住居跡の炉

や周辺と同様の遺物が出土しており、密接な関係がある。また焼土群２・３の範囲にはカワシンジュ

ガイの集中箇所がある。内側を上にしてまとめて捨てた（置いた）ように観察できるものが多い。

� 出土遺物の特徴
礫（棒状礫・焼礫含む）約４５０点、火皿１点、金属製品８０点（破片で１６０点）、ガラス玉７点、漆器

（塗膜のみ）が出土した。またカワシンジュガイをはじめ、多量の動物遺存体が含まれていた。

・礫はその多くが平地住居跡、特に壁際付近から出土している。棒状礫は２００点以上出土している。

長さ５～６�・幅３�前後に大きさが整っているものが多い。意図的に大きさをそろえて集められて
おり、編物の錘石などの用途が考えられる。またチャートや珪酸分の多い石材の礫片は火打石とみら

れるものが多く、それらを打ち欠いたと思われる細かい礫片が平地住居跡の炉から多数検出された。

・石製品として、火皿が１点出土した。千歳市トメト川３遺跡で完形品が出土している。

・鉄製品は、刀子や鉄鍋・鎌などの製品（の一部）が少数出土し、中には銅や木質を含んだ複雑な

構造をもつものが見られた。しかし大部分は曲がったり折れたりした釘など小型のものである。本州

からもたらされたであろうこれらの鉄片を利用して、小規模な製鉄作業が行われたことが考えられる

が、調査区内でそのことを示す鍛冶遺構などの施設は検出されなかった。

このほか、刀装具や装飾的な留め金と推察される銅製品、古銭が２点（北宋銭１点・明銭１点）、

ガラス玉９点、漆器の一部など、装飾品とみられる遺物がわずかに出土している。

・動物遺存体は、平地住居跡の炉や焼土群、特にその上面や灰層から２�に及ぶ量が出土した（フ
ローテーション回収含む）。哺乳類・鳥類・魚類・甲殻類・貝類など多様である。哺乳類のうちシカ

の角や四肢骨が平地住居の東側から出土しており、屋外での儀礼をうかがわせる。魚類は特にサケ科

・コイ科（主にウグイ）が多く、椎骨がつながった状態で検出されたものもあった。頭部から尾部ま

で各部位がみられ、盛んに消費していたことが伺える。貝はカワシンジュガイ（殻皮）が多量に出土

している。またエゾバイ科やタマキガイ科、チシマフジツボといった、淡水産以外の貝や甲殻類が含

まれており、千歳川やオサツトーなど周辺で捕獲できうる魚介類以外のものも少量得られている。

・植物遺存体について、フローテーション法により多量の炭化種子を回収し、同定を椿坂泰代氏に

依頼した（�章－３）。その結果、栽培植物ではイネのほかアワ・ヒエ・シソ・アサが検出され、擦
文期にはよくみられたオオムギ・コムギが検出されなかったということである。このことは、近年周

辺遺跡での発掘調査によって得られたアイヌ文化期の資料と同様の組み合わせであるという（ただし

オルイカ２遺跡ではキビは検出されていない）。イネは主な平地住居跡（２・５・８）の炉や焼土群

２の灰集中（UFP－３４）などからわずかに出土しているが、形態的に変異幅が大きく、多種のもの

が少量ずつ得られていたようである。また穀物がデンプン化したとみられる炭化物がやや多量に同定

されている。これらは乾燥作業やカムイノミなどの儀礼的行為において炉に入ったと推察される。

� まとめ
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表
－２ アイヌ文化期平地住居跡検出例（炉あり）

市
町
村

遺跡名 遺構名 構築面

規模

長軸方位

柱穴 炉

備考
主体部 付属部 本数

構築方法 数 形状 堆積層長軸

（�）
短軸

（�）
単位

長軸側

（m）

短軸側

（m）
主体部 付属部

千
歳
市

オルイカ２遺跡 平地住居跡１ Ta－a下 ４．１ ３．９ ４×２ ２．２ １．７ N－７４°E １１ ４ 打ち込み １ 楕円形 炭・灰・焼土 炉炭３２５±２５yBP

（２００３・２００５） 平地住居跡２ Ta－a下 ４．８ ４．７ ４×３ ３．３ ３．６ N－９０°E １６ ８ 打ち込み １ 隅丸長方形 炭・灰・焼土 炉炭３８０±４０yBP

平地住居跡３ Ta－a下 ３．８ ３．３ ３× N－８３°W ５ 打ち込み １ 楕円形 焼土 炉炭３２０±４０yBP

平地住居跡４ Ta－a下 ３．７ ３．７ ３× ２．３ ３．６ N－８０°E ６ ３ 打ち込み １ 楕円形 灰・焼土 炉炭２７０±２５yBP

平地住居跡５ Ta－a下 ４．６ ４．２ ３×３ ２．８ ２．６ N－８５°E １１ ４ 打ち込み ２＋２ 楕円形 炭・灰・焼土 炉炭３８０±４０yBP

平地住居跡６ Ta－a下 ７．３ ６．６ ６×５ ３．６ ３．４ N－８０°E １７ ７ 打ち込み １ （不整形） 灰・焼土

平地住居跡７ Ta－a下 ５．２ ５．１ ４×５ （３．７） N－５８°E １６ （２） 打ち込み １ 隅丸長方形 炭・灰・焼土 炉炭３１５±２５yBP

平地住居跡８ Ta－a下 ７．４ ７．０ ５×５ ３．６ ３．４ N－７９°W ２２ ５ 打ち込み ２＋２ 長方形・楕円形 炭・灰・焼土 炉炭３５０±２５yBP

平地住居跡９ Ta－a下 ３．３ ２．６ ３×３ N－８６°W １１ 打ち込み １ 楕円形 炭・灰・焼土

オルイカ１遺跡 USD－１ Ta－a下 ４．４ ３．４ N－６２°E ５ ２ 楕円形 灰・焼土

チプニー２遺跡 UH－１ Ta－a下 ３．３ ２．９ N－１０°E ５ 打ち込み １ 楕円形 焼土 青磁碗

（２００４） UH－２ Ta－a下 ４．５ ３．３ N－５０°E ６ 打ち込み １ 楕円形 焼土

梅川４遺跡 建物跡２ Ta－a下 ４．０ ３．８ ３×３ N－５７°W １３ 打ち込み １ おおむね隅丸長方形 炭・灰・焼土

（２００２） 建物跡３ Ta－a下 ４．０ ３．５ ３×３ N－５８°W １１ 打ち込み １ 楕円形 炭・焼土 建物跡４より古い

建物跡４ Ta－a下 ４．４ ３．９ ３×３ N－５７°W １１ 打ち込み １ 楕円形 炭・焼土 建物跡３より新しい

建物跡５ Ta－a下 ５．６ ５．１ ６×６ N－８０°E ２１ 打ち込み １ 楕円形 炭・焼土・灰

トメト川３遺跡 １号平地住居跡 Ta－a下 ８．５ ６．３ ６×５ ４．２ ３．２ N－７３°W ２０ １０ 打ち込み ２ おおむね隅丸長方形 炭・灰・焼土 唐津擂鉢

（２００４） ２号平地住居跡 Ta－a下 ９．０ ６．３ ７×５ ２．７ ４．０ N－８８°E ２１ ５ 打ち込み ２ 楕円形 炭・灰・焼土 炉炭５１０±４０yBP

３号平地住居跡 Ta－a下 ６．０ ５．４ ５×５ ３．１ ２．７ N－８７°E １８ ９ 打ち込み ２（３） おおむね隅丸長方形 炭・灰・焼土 １号より古い

４号平地住居跡 Ta－a下 ６．０ ６．４ ４×５ ３．２ ４．０ N－８４°E １７ ９ 打ち込み １（２） 楕円形 炭・灰・焼土 ２号より新しい

５号平地住居跡 Ta－a下 ４．０ ４．２ ４×５ ２．５ ２．５ N－６８°W １６ ７ 打ち込み ３ 長方形 炭・灰・焼土 炉の周囲に溝

オサツ２遺跡 １号平地住居跡 Ta－a下 ８．２ （５．３） ６×５ ３．９ ３．３ N－８０°W １１ ７ 打ち込み ２ 楕円形 炭・灰・焼土 炉種３００±３０yBP

（２００２） ２号平地住居跡 Ta－a下 ７．３ ５．８ ４×５ ３．４ ３．２ N－２２°W １８ ７ 打ち込み ２ おおむね隅丸長方形 炭・灰・焼土 炉種３７０±３０yBP

３号平地住居跡 Ta－a下 ６．７ ６．０ ５×５ ３．４ ２．９ N－８７°W １８ ７ 打ち込み ２ 楕円形 炭・灰・焼土

４号平地住居跡 Ta－a下 ６．８ ５．８ ５×５ ３．２ ３．４ N－７２°E １９ ７ 打ち込み １（２） おおむね隅丸長方形 炭・灰・焼土 炉種２９０±３０yBP

５号平地住居跡 Ta－a下 ５．４ （３．７） ５×５ ３．５ （２．３） N－７０°W １１ ５ 打ち込み ２ 楕円形 炭・灰・焼土

６A号平地住居跡 Ta－a下 ８．０ ５．８ ６×５ （２．８） （２．８） N－８０°W １５ １ 打ち込み １＋１ 楕円形 炭・灰・焼土

６B号平地住居跡 Ta－a下 （３．５） ３．６（３）×３ N－２９°E ７ 打ち込み １ おおむね楕円形 灰・焼土

７号平地住居跡 Ta－a下 ４．８ ４．６ ３×３ ２．７ ２．５ N－４８°E １２ ６ 打ち込み １ 楕円形 炭・灰・焼土

ユカンボシ C２遺跡 ５１号平地住居跡 Ta－a下 ４．２ ４．０ ３×３ N－７２°E １０ １（２） おおむね隅丸長方形 炭・灰・焼土 炭化材多量

（２００２） ５２号平地住居跡 Ta－a下 ４．７ （３．３） N－７５°W １１ １（２） おおむね隅丸長方形 炭・灰・焼土

５３号平地住居跡 Ta－a下 ６．３ ４．８ ２．８ （１．９） N－７９°W １２ ５ １（２） おおむね隅丸長方形 炭・灰・焼土

５５号平地住居跡 Ta－a下 ５．９ （４．１） ×５ ３．１ （３．１） N－６０°W １２ ５ １（７） 隅丸長方形 炭・灰・焼土 長大な炉

ユカンボシ C１５遺跡 H－１ Ta－a下 １２．０ ６．５ ３×２ N－７８°E １０ ２ 楕円形 灰・焼土

末広遺跡 掘立列－８ Ta－a下 （３．４） ４．０ ×４ N－２９°W １０ １ 楕円形 灰・焼土

（１９８５・１９９６） 掘立列－９ Ta－a下 （３） 楕円形 灰・焼土

建物－１２ Ta－a下 （６．２） （３．６） N－８８°W ８ ２ 長楕円形 灰・焼土

恵
庭
市

カリンバ１遺跡 １号建物址 Ta－a下 ６．６ ５．３ ４×５ ３．３ ２．７ N－６０°W １８ ８ 打ち込み １ ほぼ円形 灰・焼土

B地点 ２号建物址 Ta－a下 ５．８ ５．０ ４×５ ２．９ N－７３°W １８ ４ 打ち込み １ ほぼ円形 焼土

（２００５） ３号建物址 Ta－a下 ５．４ ４．９ ４×５ ３．３ ３．１ N－５８°W ２１ ９ 打ち込み １ 不整楕円形 焼土

カリンバ１遺跡 AH－１ Ta－a下 ８．０ ５．７ ×５ N－６１°W １４ ３ 楕円形 灰・焼土 焼土広範囲

C・E地点 AH－３ Ta－a下 （６．０） ５．５ ４×５ N－６０°W ９ 打ち込み ３ ほぼ楕円形 焼土 内部柱穴多数

（２００５） AH－４ Ta－a下 ６．５ ５．２ ４×４ N－８４°W １８ 打ち込み ４ 楕円形・不整形 灰・焼土 焼土多数

AH－５ Ta－a下 ８．６ ６．０ ６×５ ６．１ N－５０°W ２３ １０以上 打ち込み ２ 不整楕円形 焼土 付属柱穴多数

カリンバ２遺跡 AH－５ Ta－a下 ６．６ ４．９ ６×５ N－３７°E ２１ 打ち込み ３＋１ 不整楕円形 炭・焼土 炭化材多量

�・
・�地点 AH－９ Ta－a下 ５．７ ４．５ ３×３ N－８６°E １０ 打ち込み １ 楕円形 炭・焼土

（１９９８） AH－２０ Ta－a下 ４．８ ４．２ ３× N－１２°W ８ 打ち込み １ 不整楕円形 焼土

AH－３７ Ta－a下 ５．６ ４．７ ４×５ N－７８°W ２１ 打ち込み １ 楕円形 灰・焼土 建て替え

AH－４５ Ta－a下 ７．７ ６．１ ８×５ N－６０°W ２７ 打ち込み １ 楕円形 焼土

AH－４７ Ta－a下 ９．５ ６．８ ７×５ N－９°W １９ 打ち込み ２ 不整形 灰・焼土

カリンバ２遺跡 １号建物跡 Ta－a下 ５．７ ４．５ ３×２ N－１２°W １０ 打ち込み ２ 不整楕円形 焼土

�地点 ２号建物跡 Ta－a下 ８．８ ７．５ ７×７ N－５５°W ３０ 打ち込み １ 不整楕円形 灰・焼土 ４号より新しい

（２００５） ４号建物跡 Ta－a下 ４．５ ３．６ ３×３ N－８７°W １２ 打ち込み １ 不整楕円形 焼土 ２号より古い

５号建物跡 Ta－a下 ６．１ ５．１ ４×５ N－８１°W １９ 打ち込み １ 楕円形 灰・焼土

６号建物跡 Ta－a下 ８．９ ６．４ ５×５ N－２４°W ２１ 打ち込み １ ほぼ円形 灰・焼土

８号建物跡 Ta－a下 ６．９ ５．６ ４×５ ４．２ ４．０ N－７６°E １８ ９ 打ち込み １ 不整楕円形 灰・焼土

９号建物跡 Ta－a下 ５．９ ４．８ ４×３ N－７８°E １４ 打ち込み ２ 楕円形 灰・焼土

１０号建物跡 Ta－a下 ８．１ ６．３ ５×５ N－７２°E ２０ 打ち込み ３ 不整楕円形 灰・焼土

カリンバ４遺跡 １０号建物跡 Ta－a下 ５．３ ４．１ ５× N－４６°W １４ 打ち込み １ 不整楕円形 灰・焼土 炉炭３８０±４０yBP

恵庭公園遺跡 １号建物址 Ta－a下 ８．２ ６．２ ６×５ N－８１°W １９ 打ち込み ３ 楕円形 焼土

平
取
町

二風谷遺跡 �H－１ Ta－b下 ２．９ ３．１ ２×２ ３．８ １．８ N－４６°E ８ ５ 打ち込み ２ 楕円形 炭・灰・焼土

（１９８６） �H－２ Ta－b下 ６．３ ４．０ ３×３ N－５８°E １０ 打ち込み ２ 楕円形 灰・焼土

�H－３ Ta－b下 ５．１ ３．５ ４× N－４５°E １２ 打ち込み １ 楕円形 炭・灰・焼土

�H－４ Ta－b下 ５．４ ３．６ ４×２ N－３４°E １１ 打ち込み １＋５ 楕円形 焼土

�H－１０ Ta－b下 ４．４ ４．２ ４×３ ２．７ ２．７ N－５４°E １４ ７ 打ち込み ２ 楕円形 炭・灰・焼土

イルエカシ遺跡 １号址 Ta－b下 ６．５ ５．６ ５×５ N－８９°E ２０ 打ち込み １ 楕円形 炭・灰・焼土 重複遺構有り

（１９８９） ３号址 Ta－b下 ５．０ ４．０ ５×５ N－８９°W １９ 打ち込み １ 楕円形 炭・灰・焼土

５号址 Ta－b下 ９．５ ７．５ ５× N－８９°W １９ 打ち込み ３ 楕円形 炭・灰・焼土

６号址 Ta－b下 ７．５ ６．０ ７×６ N－１０°E ２０ 打ち込み １ 楕円形 炭・灰・焼土

７号址 Ta－b下 ７．５ ７．０ ６×５ N－６９°E ２３ 打ち込み １ 隅丸長方形 炭・灰・焼土 １６号址より新しい

９号址 Ta－b下 ４．６ ３．６ ３×３ N－６９°E １２ 打ち込み １ 楕円形 炭・灰

１０号址 Ta－b下 ４．７ ４．２ ３×３ １．５ N－７９°E １０ ３ 打ち込み １ 楕円形 炭・灰・焼土

１６号址 Ta－b下 ６．６ ５．１ ４×５ N－５°E １８ 打ち込み １ 楕円形 炭・灰・焼土 ７号址より古い

１７号址 Ta－b下 ３．８ ３．３ ３× N－８０°E ８ 打ち込み １ 楕円形 炭・灰・焼土 隅に土坑・集石

１８号址 Ta－b下 １０．２ ７．３ ７×５ N－６６°E ３０ 打ち込み ４ 楕円形 炭・灰・焼土 付属施設有？

亜別遺跡 H－１ Ta－b下 ６．５ ６．４ ５×６ N－４６°E ２０ 打ち込み １ 隅丸長方形 炭・灰・焼土
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そのほか野生種ではイネ科・カヤツリグサ科・アカザ属など野原・畑地・湿地の環境に生育する草

本類、タラノキ属・ニワトコ属・キハダ属・ブドウ科といった落葉性の低木～小高木を主体とする木

本類など、「オルイカコタン」の周辺環境がうかがえる種子が検出されている。

・平地住居跡の炉や焼土群から出土した炭化材の樹種同定を依頼した。サクラ属・ブドウ科・コナ

ラ節・トネリコ属・クリ・モクレン属・ニレ属といった、多種の落葉広葉樹が使用されたという結果

である。遺跡周辺に繁茂する比較的硬質な樹木を燃料材や建材として利用したことが推察される。

� 周辺遺跡での平地住居跡の検出例と分類・検討例
発掘調査により検出された平地住居跡や建物跡についての言及は、まず平取町二風谷遺跡の報告が

ある。立地や遺物とあわせて建物跡の構造を詳細に検討している（三浦正人．１９８６北埋調報２６）。そ

して同町イルエカシ遺跡の調査に基づく考察があり、アイヌ文化に関する記録を十分に用いて立地や

建物の構造、集落の廃絶などについて検討している（豊原煕司．１９８９平取町遺跡調査会）。さらに恵

庭市カリンバ２遺跡では４０軒をこえる建物の跡が検出され、分類を行った上で用途が検討されている。

「打ち込みの柱穴による建物」と「掘立柱建物跡」に大別し、柱穴の数の違いから A・B・C群に分

類し、さらに細分を行っている（上屋眞一．１９９８恵庭市教育委員会）。一方小林孝二氏は、近世～近

代資料を用い、建築学的な面から住居に関する検証と成立過程を考察している（小林２０００・２００２）。

多くの「地上柱穴列遺構」を a．４本柱列型・b．６本柱穴列型・c．９本柱穴列型、d．側柱穴型、e．

内柱穴型に分類したうえで検討し、住居・建物の配置や構造に多様性があることを強調している。

表�－２は、千歳市・恵庭市・平取町における近年の発掘調査によって検出された Ta－a（または

Ta－b）降下以前のアイヌ文化期の遺構のうち、炉（焼土）が確認された建物の跡、つまり住居跡の

可能性が高い遺構を集成した表である（「側柱穴列」であっても、削平等により炉が検出されなかっ

たものも除外してある）。述べるべき点は多々あるが、ここでは上記のように限定された範囲での一

覧表を掲載し、特徴を例示するにとどめておく。

・柱穴の配列はそのほとんどが打ち込み杭による「側柱穴型」（小林２０００）である。

・規模は母屋の長軸が２．９～１２．０mとさまざまであるが、４～６mと７～９mが多い。

・「セム」はほとんどの平地住居跡にある遺跡と少数ある遺跡、ない遺跡があり、多様である。

・方位について、遺跡内でおおむね東西を長軸とする平地住居が多い中、異方向が少数含まれる遺

跡が目立つ。また東西正方位から大きく外れる住居跡ばかりの遺跡もある。これらは立地・時期・全

体配置など個々の遺跡について検討する必要がある。

・表において「単位」としたものは、補助的な柱穴を除いた上での柱間の数である（一部推定）。

長軸側は３～７単位で必ずしも規模相応ではない。一方短軸は柱間距離が短く（特に中央部）、３単

位あるいは５単位が多い。上屋構造建築の手順や「神窓」の設置に大きくかかわるものと思われる。

・炉は厚い灰を蓄えた焼土が多いが、焼土のみのものも少数見受けられる。また平地住居内に１ヶ

所に限らず、複数存在するものも多い。その場合、規模・形状・堆積層が異なるものがほとんどで、

何らかの役割の違いがあることが考えられる。

擦文時代以来の住居の変遷過程を考慮するならば、４本柱穴をはじめ、他の配列や炉のない（残存

していない）建物の跡についても住居としての検討を行う必要がある。ここでは炉のある住居として

の建物跡に限定した資料についてのみ掲載したが、多様である平地住居にもその構造や配置にある程

度の類似点があり、技術的・精神的共通性をうかがい知ることができるとともに、厳格に規定される

わけではない環境を考察することが課題である。 （阿部）

� まとめ
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２．縄文時代の遺構と遺物について

� 遺構の特徴
２ヵ年度の調査で、縄文時代の遺構は竪穴住居跡７軒、土坑２７基、Tピット１１基、焼土２１７ヵ所、

土器集中９ヵ所、フレイク集中１１ヵ所、礫集中１ヵ所、粘土集中２ヵ所が検出されている。その内、

焼土に関しては列状に配置された「焼土列」が２ヵ所、不整形な焼土が密集して検出された「焼土

群」１ヵ所を含む。分布は A・B地区が中心で C地区は密度が薄い。

・竪穴住居跡の時期は全て縄文時代中期中葉天神山式（�群 b－１類）期である。平面形は円形な

いし楕円形を基調とし、大きさは長軸２～３�のものが多いが、LPD－６は大形で長軸が約８�あ
る。付属施設では、炉と考えられる焼土を伴うもの（LPD－１・６・７）と明瞭な焼土を伴わない

もの（LPD－２～５）に分けられ、前者は床面中央よりややずれた場所に焼土が位置する。柱穴は

全体的に不明瞭で上屋構造を推定できるものは少ないが、LPD－７では竪穴外で柱穴が検出されて

いる。遺物は全般的に床面出土のものは少ないが、床面で黒曜石のフレイク集中が検出された竪穴住

居跡（LPD－１・２・３・５・６）があり、住居内で石器製作を行っていた可能性がある。

・土坑の時期は、大きく縄文時代中期・早期に分けられる。LPI－１・５・６・は中期中葉の天神

山式（�群 b－１類）期で、LPI－２～４・７は中期と考えられる。LPI－８・２０は早期である。他

の土坑は時期不明が多いが、検出層位や周辺の遺物出土の状況から縄文時代早期～中期の可能性が高

い。形状は円形・楕円形のものが多く、規模は比較的大形のもの（LPI－１～５・７・９～１２・２０～

２２）と小形のもの（LPI－６・８・１３～１９・２３～２７）に分けられる。小形のものは近接するもの（LPI

－１３～１８、LPI－２３・２４・２６・２７）がある。性格は不明なものがほとんどだが、LPI－５は坑底付近

の遺物出土状況から墓の可能性があり、立地・形状が類似する LPI－７も同様である。

・Tピットは小型の８基は間隔が狭く曲線状に並ぶ。一方、長さ３�以上で深さ１．５�以上の大型
の３基は広い間隔で直線状に並んでいた。

・焼土のうち焼土列としたものは、赤褐色に厚く被熱している（１０～２０�）焼土が二列並列するも
ので、端部は閉じている。千歳市オサツ１６遺構の報告書で「二列並列焼土」（大島秀俊．１９９８文化財

保護協会）と呼称されたものである。近隣の遺跡では、キウス４遺跡で縄文時代早期後半～前期とみ

られる二列の焼土と柱穴列が検出されており、大量の焼骨片が出土していることから、「動物質食料

加工を行う「作業場」として使用」したことが推察されている。また縄文時代中期中葉とみられるも

のでは、千歳市オサツ１６遺跡・オサツ１８遺跡でそれぞれ１ヵ所、恵庭市カリンバ１遺跡 C・E地点で

は６ヵ所もの「二列並列焼土」が検出されており、オルイカ２遺跡検出の２ヵ所の「二列並列焼土」

はこれらに酷似する。三角形土製品が多出する点や、大型の住居が検出される点などの類似点もある。

オサツ１６遺跡の報告では、祭祀的な性格や効率性などが考察されている。

・土器集中は、縄文時代前期前半（�群 a類）１ヵ所（LCP－４）、中期中葉（�群 b－１類）２

ヵ所（LCP－２・６）、後期初頭（
群 a類）１ヵ所（LCP－１）、縄文時代晩期後葉（�群 c類）

３ヵ所（UCP－１～３、LCP－３・５）がある。フレイク集中は検出層位や周辺出土の遺物から縄

文時代中期～後期と考えられるが、竪穴住居跡床面からもフレイク集中が検出されるものがあるため、

竪穴住居と同時期の可能性もある。礫集中、粘土集中は時期不明である。

・遺構の年代について、出土炭化材の１４C年代測定を依頼した。縄文時代中期中葉と考えられる LPD

－２・６・７は、補正年代で４，３７５～４，１４０yrBP（較正暦年代３，１２０～２，５８０BC）、縄文時代早期と考

えられる LPI－２０は補正年代で６，２６５±４０yrBP（較正暦年代５，３００～５，０５０BC）という結果が出た

（�章－１）。
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	 出土遺物の特徴
２ヵ年度の調査で出土した縄文時代の遺物の総点数は１０２，０００点で、内訳は土器等３６，７０１点、石器

等６５，２９９点である。ただし石器等は平成１４年度調査における�層出土のアイヌ文化期の棒状礫等を含
んだ点数であり、実数は少し減る。その内遺構出土の遺物総点数は５８，８９３点で、内訳は土器等７，０４１

点、石器等４８，８５２点である。包含層出土の遺物総点数は４６，１０７点で、内訳は土器等２９，６６０点、石器等

１６，４４７点である。土器等の内訳は、縄文時代早期６，２９６点、前期４６６点、中期１５，５２７点、後期２，３３４点、

晩期１１，６４９点、続縄文時代４２点、不明２３７点である。また土製品が１５０点出土している。石器等の内訳

は石鏃などの道具類が１，１８１点、フレイクが６２，２７２点、礫が１，８９２点である。また、石製品が１０点出土

している。

・土器は、縄文時代早期から続縄文時代のものが出土しており、主体は縄文時代中期と晩期である。

早期は東釧路�・
式が多く出土している。中期では天神山式が大部分を占めている。口唇が肥厚し
断面三角形状になるものが多く、口縁部から胴部にかけて貼付隆帯＋押引文で装飾されるものが多い。

また北筒式が多く出土している。天神山式の胎土や色調と類似するものも多いことから、あまり時期

をおかないものと考えられる。晩期ではタンネトウ L式（あるいはママチ�類）が目立つが、赤彩
土器片も含めて大洞 A式の影響を受けた土器も見られる。また樽前 c降下軽石層をはさんで上下か

ら出土しているが、型式的に大きな差はなかった。

土製品について、三角形土製品が１１０点出土している。各竪穴住居跡および包含層から出土してい

るが、特に竪穴住居跡１では、柱穴周辺と壁際でかたまって合計３４点出土した。これらは大きさ３�
前後の画一的なもので、すべて縄文時代中期天神山式の土器片を用い、外面を低い円錐にすりおろし

ている。また、縄文時代早期東釧路�式の土器片を用いた土器片再生円盤が１２点のほか、土偶または
動物形土製品の一部や焼成粘土塊が少数出土している。

・石器はフレイクが石器等全体の９５％以上を占め、いわゆる製品（定形的石器）は少数である。剥

片石器群では石鏃、石槍、石錐、つまみ付きナイフ、スクレイパー、両面調整石器などがあり、石鏃

が２３６点と最も多く、次いでスクレイパー９３点、両面調整石器９１点となる。磨製石器群では石斧（破

片・フレイクを含む）が５３４点出土しているが、その多くが石斧製作時のフレイクと考えられる。礫

石器群はたたき石、すり石、砥石、石皿・台石などがあるが、全体的に少数である。以上のように、

製品よりも石器製作時に生じたと考えられるフレイク類が大多数を占めており、遺跡内で石器製作や

石器の二次調整が行われていたことが伺える。

石材について、剥片石器は黒曜石がほとんどで、頁岩が少量認められる。黒曜石の種類では黒曜石

７・８（流紋岩を含むもの）が多く、次いで黒曜石１（黒色）がある。黒曜石３・４・９はわずかで

黒曜石２・５は見られなかった。原産地分析の結果、黒曜石７・８はいずれも赤井川産という結果が

出ている。また、黒曜石１（黒色）は十勝三股産という結果が出ている。一方黒曜石９（緑がかって

いるもの）は近文台産を想定していたが、所山産という結果が出た（�章－４）。
・特徴的な遺物として、平成１４年度調査で長さ３０cmを超える黒曜石の大型角柱状原石が出土した。

形状や原石面などの観察からは、白滝赤石山の路頭から得られる棒状原石と同様のものである。縄文

晩期の土坑墓やその周辺から棒状原石が出土する例が各地に見られるが、オルイカ２遺跡では遺構に

伴うものではなかった。漆塗りの椀（塗膜と木胎の一部が残る）や蛇紋岩製の垂飾など、縄文時代晩

期の土器に伴うと思われるこれらの遺物は、それぞれ単独で出土している。 （広田・阿部）
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３．旧石器時代の遺物について

オルイカ２遺跡では２ヵ年度の調査の結果、細石刃石器群の遺物がまとまって検出された。

遺跡は馬追丘陵の裾部分にあたるオルイカ川の河岸段丘上に立地しており、標高は約１３�である。
周辺の恵庭降下軽石層上位ローム層出土の細石刃石器群の遺跡としてはメボシ川２遺跡（標高１３�）、
丸子山遺跡（標高２２�）、キウス５遺跡（標高２５�）、キウス７遺跡（標高４３�）、オサツ１６遺跡（標
高４８�）があるが、これらと比較するとメボシ川２遺跡と並んで最も低い立地となる。
遺物の本来の包含層は�層（恵庭降下軽石層上位のローム層）であるが、縄文時代早期～晩期の遺
物包含層である�～�層からも出土している。異なる層での石器の接合もみられ、本来�層に包含さ
れていた遺物が凍上現象等の自然の営力により移動したものと考えられる。

今回の調査では、旧石器時代の遺物が２，２５９点、４，６６４．０�（点取り遺物２，１３５点、重量４，５０６．６�）
出土し、点取り遺物の分布をもとに３ヵ所のブロック（LCS－２～４）を設定した。LCS－２は平

成１４年度の調査の続きとなる。前回の調査分と合わせた総点数は３，０３１点、７，６８７．５�（点取り遺物２，７６５
点、重量６，９４０．３�）である。ブロックは前回の調査で２ヵ所（LCS－１・２）を設定しているため、

合計４ヶ所となる。ブロック出土の石器総点数は２，８１０点、７，０７２．８�である。また、ブロック間での
接合関係も見られる。

LCS－１～４はいずれも湧別技法による札滑型細石刃核を含む細石刃石器群で、定形的な石器は

細石刃・細石刃核・細石刃核削片・彫器・彫器削片・両面調整石器・掻器・削器が出土している。た

だし、LCS－２は細石刃核削片・両面調整石器が組成されない。ブロック別の石器ごとの比率は細

石刃が最も多く６０％以上を占め、他のトゥールは少ない。この傾向はブロック間で大きな違いは見ら

れない（表�－３）。
ブロック出土の石器の石材は約９０％以上を黒曜石が占め、中でも黒曜石３・４が多い。ブロック別

に見ると LCS－１は８４％、LCS－２が９６％、LCS－３が９０％、LCS－４は７１％となり、ブロックご

とでやや割合は異なるが約７０％以上は黒曜石３・４で、黒曜石１・５は LCS－１・４でやや比率が

高い。他の石材は頁岩・珪岩・砂岩・泥岩があるが、全部で５％以下である（表�－４）。トゥール
の石材を見ると、細石刃をはじめ多くのものが黒曜石３・４で、次いで黒曜石５、黒曜石１となり、

全体の傾向と同様である。彫器・彫器削片・掻器の石材は頁岩・珪岩が多く、黒曜石３・４も見られ

る。両面調整石器は頁岩製が多く、器種によって利用する石材の傾向が異なっている（表�－５）。
黒曜石の原産地分析を行ったものは、ほとんどが赤石山産と判定されており、肉眼観察でも細石刃関

連の石器のほとんどが白滝産の黒曜石とみられ、分析結果と矛盾しない。ただし、LCS－１出土の

細石刃１点と LCS－３出土の細石刃２点が十勝三股産、LCS－２北側のブロック外（I－１５０区、J－

１５０区）出土の細石刃２点が所山産、LCS－１出土の細石刃１点が札幌 K１９遺物群という結果が出て

いる（�章－４）。彫器や両面調整石器の素材となる頁岩はいわゆる珪質頁岩であるが、石核の石材
となる頁岩は珪酸分が低くやや質が悪い。

細石刃は、全体的に大形のものが多く、完形では７．１�のものが最大で、折損しているものでは７．２
�のものがある。幅は０．５～１�程度で、幅広のものが主体である。また側縁に二次加工が行われる
ものも少量ある。彫器は縦長剥片（石刃素材ではない）を素材とし、背面の周縁部と腹面の基部が加

工される左刃の荒屋型彫器が主体で、各ブロックから出土している。両面調整石器は両面加工の掻器

と考えられ、平面形は卵形で、両面ともに平坦な剥離により丁寧に加工されている。掻器は丸みを帯

びた三角形に近い形状のものが多い。
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細石刃 細石刃核 細石刃核 
　　削片 

彫器 彫器削片 両面調整 
　　石器 

掻器 削器 二次加工 
ある剥片 

剥片 石核 総計 

細石刃 細石刃核 細石刃核 
　　削片 

彫器削片 彫器 両面調整 
　　石器 

掻器 削器 二次加工 
ある剥片 

剥片 石核 総計 

細石刃 細石刃核 彫器削片 彫器 掻器 削器 二次加工 
ある剥片 

剥片 総計 

細石刃 細石刃核 細石刃核 
　　削片 

彫器削片 彫器 両面調整 
　　石器 

掻器 削器 二次加工 
ある剥片 

剥片 石核 総計 

細石刃 細石刃核 細石刃核 
　　削片 

彫器削片 彫器 両面調整 
　　石器 

掻器 削器 二次加工 
ある剥片 

フレイク 石核 総計 

表
－３ ブロック別石器組成（剥片を除く）

表
－４ ブロック別石材組成

表
－５ 石器器種別石材組成

� まとめ

391



LCS－１ LCS－２

細

石

刃

細
石
刃
核

彫
器
・
彫
器
削
片

両
面
調
整
石
器
・
掻
器

削

器

石

核

図
－２ ブロック別石器組成図�
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細石刃剥離技術は、ブロック出土のものに関しては全て両面調整体を母型とし、長軸方向の削片剥

離によって細石刃剥離打面を作出する湧別技法の特徴が見られ、細石刃核の大きさや甲板面に擦痕が

無いことから札滑型に分類される。母型の形状は左右非対称の不整楕円形で、断面は凸レンズ状を呈

する。削片はノッチ状の打面を作出して剥離されるものが多い。一次削片の断面形は三角形、二次削

片の断面形は四角形である。二次削片の剥離は、一次削片の剥離や先行する二次削片剥離と同一の剥

離方向で行われるものが多いが、逆方向のものも見られる（図�－１８－９９、図�－２１－１１０）。その際
に甲板面や側面に加工が施されるものもある。打面再生剥片や作業面再生剥片が見られないことから、

一度打面を設定し細石刃剥離を行った後は、甲板面や側面に部分的に調整が行われることがあるが、

打面再生や作業面再生を行うことなく最終的に廃棄している可能性が高い。

ブロック別に見ると、LCS－１では、細石刃核の母型となる両面調整体作成（母岩１１）、細石刃剥

離、石核の剥片剥離（母岩１８・１９）が主に行われている。なお、両面調整体作成時の剥片（母岩１１）

の一部が掻器・削器の素材として利用され、LCS－３・４に持ち込まれている（接合３６の１３２、接合

３７の１４０）。LCS－２では細石刃剥離（母岩１）が主に行われている。LCS－３は細石刃核の両面調

整体作成（母岩１３）、細石刃核削片剥離（母岩１３）、細石刃剥離（母岩５）が主に行われている。なお、

母型作成時（母岩１３・接合４６段階１）の剥片を掻器（１２７）の素材として利用している。LCS－４で

は細石刃核削片剥離（母岩１５）・細石刃剥離（母岩９・１６・１７）、石核の剥片剥離（母岩２０）が行わ

れている。また、剥離された細石刃核削片の一部が LCS－１に持ち込まれている（母岩１５・接合１１

模式図網掛け部分）。

以上のように、遺跡内では白滝産黒曜石を石材とした細石刃製作工程の諸段階が行われている。母

岩単位では、両面調整体を遺跡内に持ち込み、加工を行って母型を作成した後、削片を剥離する工程

（母岩１３）、母型の削片を剥離した状態で遺跡内に持ち込み、細石刃剥離を行い、細石刃核を廃棄す

る工程（母岩１・９・１６・１７）、母型の削片を剥離した状態で遺跡内に持ち込み、細石刃を剥離した

後、細石刃核を遺跡外に搬出する工程（母岩５）、両面調整体の作成を行い、両面調整体自体は遺跡

外に搬出する工程（母岩１１）等が挙げられる。接合資料が少ないため断定できないが、母岩２・４・

１０・１２も両面調整体作成に関わる可能性がある。また、両面調整体作成時の剥片を利用してトゥール

を作成している例（母岩１３・接合１０８５、母岩１１・接合３６・３７）がある。母岩１２・非接合資料の掻器も

その可能性がある。以上の様に１つの母岩について、細石刃製作工程の最初（両面調整体作成）から

最後（細石刃剥離）まで１遺跡内で連続して行うのではなく、細石刃製作工程の異なる段階の母岩を

複数遺跡内に持ち込んで、細石刃剥離が終わったものは細石刃核を廃棄し、製作工程が途中のものは

遺跡外に持ち出している。細石刃核削片の非接合資料（LCS－４出土の１０５・１０９）は削片のみ遺跡内

で剥離し、細石刃核は持ち出されている可能性がある。

細石刃関連以外の接合資料は頁岩製の石核接合資料（母岩１８・２０）、泥岩製の剥片接合資料（母岩

１９）がある。いずれも原石に近い形状で遺跡内に持ち込み、剥片が剥離されている。これらの石核か

ら剥がされた剥片は遺跡内ではトゥールの素材としては利用されていない。母岩別資料以外の頁岩、

珪岩製の石器に関しては、トゥールを除くと小形の剥片が多く接合関係も認められなかったため、遺

跡内では二次加工等の小規模な作業のみ行われていた可能性が高い。また、頁岩や珪岩の彫器、両面

調整や掻器は同一母岩と考えられる資料がなく、製品として遺跡内に持ち込まれた可能性が高い。

遺跡の性格は上述したような石器群の特色から、細石刃の製作に関わる石器製作址と言える。遺跡

全体の様相としては母型の作成→細石刃核削片の剥離→細石刃剥離という一連の工程が見られるが、

一つの母岩で全ての工程を行うのではなく、両面調整体ないし細石刃核母型を作成して遺跡外に搬出
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するもの、細石刃核削片を剥離して遺跡外に搬出するもの、細石刃を剥離して細石刃核を持ち出すも

の、細石刃を取り尽くして遺跡内に廃棄するもの等があり、細石刃製作工程の一部を母岩ごとに分け

て行っている。これらは剥片石器の素材に適した石材が見られない千歳周辺地域で、石材を使い尽く

さないように計画的に消費するという、石材の「消費地」での様相をあらわしている可能性が高い。

また、十勝三股産や所山産の黒曜石製細石刃の存在や、頁岩や珪岩製の彫器、両面調整石器の存在、

泥岩・頁岩製の石核が見られることから白滝以外の地域からも石材を獲得していたと考えられる。

測定年代に関しては LCS－３の�層出土の炭化物２点による補正 C１４年代は１４，６９０±７０yrBP（較

正暦年代１６，２００～１５，１００BC）、１２，７４０±６０yrBP（較正暦年代１３，８００～１２，４００BC）である。また、前

回の調査の LCS－１における�層出土の炭化物１点による C１４年代は１４，６３０±５０yrBPである（�章
－１）。黒曜石製石器の細石刃９点、細石刃核１点、細石刃核削片１点、剥片４点の水和層年代測定

の結果は、最も古い年代で３９，４２７±７，５５１yrBPで、最も新しい年代は１６，３６８±３，３５４yrBPである。

１５点中３点が計測不能であったが、全体的には２０，０００～３０，０００yrBPにかけてのものが多い。LCS－

１～４は層位的に恵庭降下軽石層（約１７，０００年前降下）上位のロームから出土しているため、水和層

年代測定結果は全般的に層位的所見より古い年代が出ている（�章－４）。理由は不明だが、水和層
の形成には土中における石器の環境によるため、その影響が考えられる。 （広田）
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�北海道埋蔵文化財センター（１９９６）『千歳市キウス７遺跡�』北埋調報１０５
�北海道埋蔵文化財センター（１９９７）『千歳市キウス５遺跡�』北埋調報１１５
�北海道埋蔵文化財センター（１９９７）『千歳市キウス７遺跡�』北埋調報１２７
�北海道埋蔵文化財センター（１９９７）『千歳市ユカンボシ C１５遺跡』北埋調報１２８

�北海道埋蔵文化財センター（１９９７）『恵庭市ユカンボシ E１０遺跡』北埋調報１２９
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千歳市教育委員会（２００２）『梅川４遺跡における考古学的調査』千歳市文化財調査報告 ���
�北海道埋蔵文化財センター（２００３）『千歳市キウス４遺跡�』北埋調報１８０
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大場利夫・石川徹（１９６７）『千歳遺跡』千歳市教育委員会

野村崇（１９７７）『長沼町幌内タンネトウ遺跡の発掘調査』

金箱文夫（１９８４）「近世の釘 －川口市赤山陣屋跡の事例を中心に－」『物質文化』４３

千葉英一・吉崎昌一・横山英介（１９８４）「湧別技法」『考古学ジャーナル』２２９ ニューサイエンス社

豊原 司（１９８９）「第１２節 イルエカシ遺跡検出の集落址について」『イルエカシ遺跡』平取町遺跡調査会

安田益穂（１９９８）「ポンチセ建築速報 －チセプニ初挑戦」アイヌ民族博物館だより!４０
寺崎康史（１９９９）「北海道細石刃石器群理解への一試論」『先史考古学論集』８

小林孝二（２０００）「アイヌ民族の住居（チセ）に関する研究 ―近世・近代アイヌ民族の住居に関する検証とその成立過程

に関する考察―」『「北の文化交流史研究事業」研究報告』

小林孝二（２００２）「アイヌ民族の住居（チセ）に関する研究－２ ―北海道における民家研究史の検討と竪穴住居から平地

住居への変容過程についての考察―」『北海道開拓記念館研究紀要』第３０号

鈴木宏行（２００４）「旧石器時代」『北海道考古学』第４０輯
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小林達雄編（１９８９）『縄文土器大観４ 後期 晩期 続縄文』小学館

アイヌ民族博物館（１９９３）『アイヌ文化の基礎知識』草風館
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写真図版



図版１

１ 調査区全景 W→

２ A地区�層２５％調査 S→

３ C地区�層２５％調査 S→

�層調査状況
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図版２

１ 遺物出土状況 S→

２ fp３・４検出状況 N→ ３ ks１検出状況 E→

４ 刀子出土状況 N→ ５ 火皿出土状況 N→

USD－５�
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図版３

１ 漆製品片出土状況 N→

２ ph１６断面 S→ ３ ph２０・２１・２２断面 S→

４ 完掘 SE→

USD－５�
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図版４

１ 全景 NE→

２ fp１断面 E→ ３ ph２３断面 S→

USD－８�
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図版５

１ fp２検出状況 E→ ２ fp３検出状況 S→

３ ks１検出状況 S→ ４ 鹿角出土状況 S→

５ 遺物出土状況 N→

USD－８�
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図版６

１ ph１断面 E→ ２ ph２断面 E→ ３ ph３断面 E→ ４ ph４断面 E→

５ ph９断面 N→ ６ ph１１断面 N→ ７ ph１２～１６断面 E→

９ ph２５断面 N→ １０ ph２９断面 N→

８ ph１６～２２断面 N→ １１ ph３２・３３断面 N→

USD－８�
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図版７

１ 全景 SW→

２ fp１断面 S→ ３ fp２検出状況 SE→

４ ks１検出状況 E→ ５ 骨片出土状況 NE→

USD－９�
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図版８

１ 礫出土状況 SE→ ２ 古銭出土状況 N→

３ ph１断面 W→ ４ ph４断面断面 S→ ５ ph６断面 N→ ６ ph８断面 NW→

７ ph１３断面 S→ ８ ph１４断面 N→ ９ ph１７断面 NW→ １０ ph２１断面 W→

１１ 北側柱穴列完掘 W→ １２ 東側柱穴列完掘 S→
USD－９�
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図版９

１ 検出状況 SW→

２ ph１断面 S→ ３ ph３断面 S→ ４ ph５断面 S→ ５ ph６断面 S→

６ ph７断面 S→ ７ ph８断面 SE→ ８ 完掘 S→

USB－４
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図版１０

１ 検出状況 W→

２ ph２断面 S→ ３ ph５断面 S→ ４ ph６断面 S→ ５ ph７断面 S→

６ ph９・１０・１４断面 S→ ７ 完掘 W→

USB－５
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図版１１

１ UPH－１７・１８断面 SE→ ２ UPH－２０断面 W→

３ UPH－２１断面 W→ ４ UPH－２２断面 SW→

５ UPH－２６断面 W→ ６ UPH－２７断面 W→

７ UPH－２８断面 SW→ ８ UPH－２９断面 NW→
UPH
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図版１２

１ 調査状況 NW→

２ UFP－２検出状況 NE→ ３ UFP－３検出状況 N→

４ UFP－１０検出状況 SE→ ５ UFP－１１検出状況 SE→

焼土群２�
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図版１３

１ UFP－１２検出状況 E→ ２ UFP－１３検出状況 E→

３ UFP－１９検出状況 E→ ４ UFP－２０検出状況 SE→

５ UFP－２３検出状況 E→ ６ UFP－２４検出状況 SE→

７ UFP－２１・２５・２７検出状況 SE→ ８ UFP－３０検出状況 N→
焼土群２�
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図版１４

１ UFP－３３断面 E→ ２ UFP－３３骨片出土状況 S→

３ UFP－３３底面骨片出土状況 NE→

４ UFP－３４検出状況 W→ ５ UFP－３４断面 E→

６ UFP－３４骨片出土状況 E→

焼土群２�
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図版１５

１ UKS－３検出状況 N→

２ UKS－４検出状況 N→

焼土群２�
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図版１６

１ UFP－９検出状況 NW→ ２ UFP－９鉄製品 NE→

３ UFP－１４検出状況 E→ ４ UFP－１４漆製品片 SE→

５ UFP－１５検出状況 E→ ６ UKS－２検出状況 E→

焼土群３
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図版１７

１ UFP－６・７・８検出状況 S→

２ UFP－６検出状況 E→

３ UFP－６断面 W→ ４ UFP－６骨片出土状況 SE→

焼土群４�
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図版１８

１ UFP－７検出状況 N→

２ UFP－７カワシンジュガイ・漆製品片 N→ ３ UFP－７骨片出土状況 E→

４ UFP－８断面 NW→

５ UFP－８古銭出土状況 E→ ６ UFP－８骨片出土状況 N→
焼土群４�
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図版１９

１ UFP－１断面 SW→ ２ UFP－４断面 S→

３ UFP－５断面 S→

４ UFP－１６・１７検出状況 S→ ５ UFP－１８検出状況 E→

６ UFP－２８検出状況 E→ ７ UFP－３１検出状況 N→
UFP
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図版２０

１ UKS－１検出状況 W→ ２ UCP－２検出状況 NE→

３ アイヌ文化期遺構検出状況 NE→

�層の遺構
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図版２１

１ �層上面検出状況 W→

２ A地区�層２５％調査 SW→

３ C地区�層２５％調査 S→

�層調査状況
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図版２２

１ 床面遺物出土状況 NE→

２ 土層断面 SW→

３ fp１断面 NW→ ４ 完掘 NE→
LPD－２
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図版２３

１ 遺物出土状況 NW→

２ 土層断面 SW→

３ fp１断面 SW→ ４ 土器出土状況 N→
LPD－３
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図版２４

１ 遺物出土状況 NE→

２ 土層断面 W→

３ fp１断面 S→ ４ 三角形土製品出土状況 SE→

LPD－４
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図版２５

１ 確認面検出状況 N→

２ 床面検出状況（後は LPD－２） N→

LPD－５�
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図版２６

１ 土層断面 S→

２ 土層断面 W→

３ fp１検出状況 N→ ４ ph４断面 W→

５ 三角形土製品出土状況 E→ ６ 完掘 E→
LPD－５�
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図版２７

１ 調査状況 NW→

２ 確認面検出状況 E→ ３ 完掘 S→

LPD－６�
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図版２８

１ 土層断面 S→

２ 土層断面 E→ ３ fp１断面 NE→

４ fp８断面 W→ ５ fp１０断面 W→

６ ph１６断面 W→ ７ ph１９断面 SW→
LPD－６�
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図版２９

１ 遺物出土状況 NW→

２ 土層断面 S→

３ fp１断面 W→ ４ ph１断面 SW→
LPD－７
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図版３０

１ LPI－５土層断面 W→ ２ LPI－５土器出土状況 SW→

３ LPI－６完掘 NE→ ４ LPI－７完掘 W→

５ LPI－８土層断面 SW→ ６ LPI－９土層断面 SE→

LPI�
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図版３１

１ LPI－２０坑底検出状況 SW→

２ LPI－２２土層断面 NW→ ３ LTP－９完掘 SE→

４ LTP－１０完掘 NW→ ５ LTP－１１完掘 S→

LPI�・LTP
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図版３２

１ �層焼土群１（LFP１～１３） S→ ２ �層焼土群１（LFP１４～１８） SW→

３ 焼土列１検出状況 N→
�層焼土群１・焼土列１�
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図版３３

２ LFP－７３断面 S→

１ LFP－６０～６４断面 S→ ３ LFP－７４断面 SE→

４ LFP－７５断面 S→

５ LFP－７６断面 SE→ ６ LFP－７７～８１検出状況 W→
焼土列１�
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図版３４

１ LFP－１０２断面 S→ ２ LFP－１０３断面 NE→

３ LFP－１０４断面 NW→ ４ LFP－１０５断面 SW→

５ LFP－１０６断面 NW→ ６ LFP－１１４断面 SE→

７ LFP－１１６断面 W→ ８ LFP－１１７断面 W→
焼土列２
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図版３５

１ LFP－２３断面 W→ ２ LFP－２８断面 W→

３ LFP－２９断面 W→ ４ LFP－４９断面 W→

５ LFP－８３断面 W→ ６ LFP－８６断面 W→

７ LFP－９１断面 W→ ８ LFP－９７～１００断面 W→
LFP
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図版３６

１ LCP－３検出状況 S→ ２ LCP－４検出状況 NW→

３ LCP－５検出状況 N→ ４ LFC－５検出状況 E→

５ LFC－６検出状況 E→ ６ LFC－１０検出状況 N→

７ LS－１断面 E→ ８ LN－１断面 SE→
�層の遺構
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図版３７

１ 遺物出土状況 E→

２ 石槍出土状況 E→

３ 土製品出土状況 SW→ ４ 玉出土状況 W→
�層遺物出土状況

433



図版３８

１ 遺物出土状況 SW→

２ 細石刃核出土状況 N→ ３ 細石刃核出土状況 N→

４ 細石刃出土状況 E→ ５ 細石刃出土状況 W→
LCS－２�
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図版３９

１ 調査状況 N→

２ 細石刃出土状況 E→ ３ 削器出土状況 E→

４ 掻器出土状況 E→ ５ 剥片出土状況 E→

LCS－２�
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図版４０

１ 遺物出土状況 NE→

２ 細石刃核出土状況 E→ ３ 細石刃核出土状況 E→

４ 細石刃出土状況 S→ ５ 細石刃核削片出土状況 W→

LCS－３�
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図版４１

１ 調査状況 E→

２ 削器出土状況 W→ ３ 掻器出土状況 W→

４ 彫器出土状況 NE→ ５ 両面調整石器出土状況 SE→

LCS－３�
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図版４２

１ LCS－２・４検出状況 S→

２ LCS－４検出状況 NW→

LCS－４�
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図版４３

１ 細石刃核出土状況 SE→

２ 細石刃核出土状況 NW→ ３ 細石刃核出土状況 NE→

４ 細石刃核出土状況 SE→ ５ 細石刃核出土状況 SW→

LCS－４�
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図版４４

１ 石核出土状況 NE→ ２ 細石刃核削片出土状況 W→

３ 細石刃核削片出土状況 NW→ ４ 細石刃核削片出土状況 S→

５ 細石刃出土状況 E→ ６ 削器出土状況 SE→

７ 削器出土状況 NW→ ８ 両面調整石器出土状況 N→
LCS－４�
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図版４５

１ A地区Wライン土層断面 SE→

２ A地区低位部土層断面 SE→

３ C地区北壁土層断面 E→

土層
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図版４６

１ A地区�層検出状況 SW→

２ A地区�層検出状況 NW→

３ C地区�層検出状況 S→

�層検出状況
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図版４７

１ USD－５
鉄製品�
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